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■対象製品

●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows XP，Windows Vista
P-2443-7T74  uCosminexus Service Architect  07-60
P-2443-7U74  uCosminexus Operator  07-60
●適用 OS：Windows Server 2003，Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003（x64），Windows 
Server 2003 R2（x64）
P-2443-7S74  uCosminexus Service Platform  07-60
●適用 OS：AIX 6L V6.1，AIX 5L V5.3（5300-06 RMP），AIX 5L V5.2（5200-10 RMP）

P-1M43-7S71  uCosminexus Service Platform  07-60※

●適用 OS：Red Hat Enterprise Linux AS 3 (x86)，Red Hat Enterprise Linux ES 3 (x86)，Red Hat Enterprise 
Linux AS 3 (AMD64 & Intel EM64T)，Red Hat Enterprise Linux ES 3 (AMD64 & Intel EM64T)，Red Hat 
Enterprise Linux AS 4 (x86)，Red Hat Enterprise Linux ES 4 (x86)，Red Hat Enterprise Linux AS 4 (AMD64 
& Intel EM64T)，Red Hat Enterprise Linux ES 4 (AMD64 & Intel EM64T)，Red Hat Enterprise Linux 5 
Advanced Platform（x86），Red Hat Enterprise Linux 5（x86），Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform（AMD/Intel 64），Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64）

P-9S43-7S71  uCosminexus Service Platform  07-60※

※印の製品については，サポート時期をご確認ください。
これらのプログラムプロダクトのほかにも，このマニュアルをご利用になれる場合があります。詳細は「リ
リースノート」でご確認ください。
本製品では日立トレース共通ライブラリをインストールします。

■輸出時の注意

本製品を輸出される場合には，外国為替および外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご
確認の上，必要な手続きをお取りください。
なお，ご不明な場合は，弊社担当営業にお問い合わせください。

■商標類

AIXは，米国における米国 International Business Machines Corp.の登録商標です。
AMDは，Advanced Micro Devices, Inc.の商標です。
CORBAは，Object Management Groupが提唱する分散処理環境アーキテクチャの名称です。
HP-UXは，米国 Hewlett-Packard Companyのオペレーティングシステムの名称です。
IIOPは，OMG仕様による ORB(Object Request Broker)間通信のネットワークプロトコルの名称です。
Intelは，Intel Corporationの会社名です。
iWayおよび iWay Softwareは，Information Builders, Inc.の米国およびその他の国における登録商標で
す。
Java 及びすべての Java関連の商標及びロゴは，米国及びその他の国における米国 Sun Microsystems, Inc.
の商標または登録商標です。
JDKは，米国 Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Linuxは，Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。
Microsoftは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Microsoft Office Excelは，米国 Microsoft Corporation の商品名称です。
ORACLEは，米国 Oracle Corporation の登録商標です。



Oracleは，米国 Oracle Corporation及びその子会社，関連会社の登録商標です。
Oracle 10gは，米国 Oracle Corporationの商標です。
Oracle9iは，米国 Oracle Corporationの商標です。
Red Hatは，米国およびその他の国で Red Hat, Inc. の登録商標若しくは商標です。
SAP，mySAP，R/3，記載されているすべての SAP製品およびサービス名は SAP AGのドイツおよびその
他世界各国における登録商標または商標です。
SOAP（Simple Object Access Protocol）は，分散ネットワーク環境において XMLベースの情報を交換する
ための通信プロトコルの名称です。
Sun，Sun Microsystems，Javaは，米国 Sun Microsystems, Inc. の米国およびその他の国における商標ま
たは登録商標です。
UNIXは，X/Open Company Limited が独占的にライセンスしている米国ならびに他の国における登録商標
です。
W3Cは，World Wide Web Consortiumの商標（多数の国において登録された）です。
Windowsは，米国およびその他の国における米国Microsoft Corp.の登録商標です。
Windows Serverは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
Windows Vistaは，米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
Eclipseは，開発ツールプロバイダのオープンコミュニティである Eclipse Foundation, Inc.により構築され
た開発ツール統合のためのオープンプラットフォームです。
This product includes software developed by the Apache Software Foundation (http://www.apache.org/).
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変更内容

変更内容 (3020-3-M73-60)　uCosminexus Service Architect 　07-60，uCosminexus Service 
Platform 　07-60

追加・変更内容 変更個所

データベースと Cosminexus RMを使用しない構成，またはデータベースを
使用して Cosminexus RMを使用しない構成で，システムを構築できるよう
にした。また，テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RM
の使用有無の設定が異なる場合でも，テスト環境で使用したリポジトリを本
番環境へ移行できるようにした。これに伴い，HCSCサーバセットアップ定
義ファイルに次のプロパティを追加した。
• db-use
• rm-use
• hcscserver-data-filepath

1.1.5，1.2(11)，2.2，
2.3，表 2-4，2.3.9，
2.3.10，表 2-21，表
2-22，3.1.2，3.1.3(1)，
3.1.15，3.1.16，3.3，
4.3(1)，4.5，6.1，
6.2.2(1)(b)，HCSCサー
バセットアップ定義ファ
イル，HCSCサーバラ
ンタイム定義ファイル，
cscpidelete（プロセスイ
ンスタンスの実行履歴の
削除），cscpireexec（プ
ロセスインスタンスの再
実行），cscpiselect（プ
ロセスインスタンスの検
索），cscrepctl（イン
ポート /エクスポート），
cscrepdiff（リポジトリ
情報の差分の表示），
cscrepls（リポジトリ情
報の表示），cscsvsetup
（HCSCサーバのセット
アップ），
csmdeletehistory（電文
の実行履歴情報テーブル
のレコードの削除），
csmlshistory（電文の実
行履歴情報の表示），
csmlslocation（サービ
スアダプタまたはビジネ
スプロセスの情報の表
示），csmlsreception
（ユーザ定義受付の情報
の表示）

開発から実運用までの流れに，テスト環境の作業を追加した。これに伴い，
開発環境および運用環境での作業を変更した。

1.2

AIXのバージョンを追加，変更した。 表 1-2

次の適用 OSを追加した。
• Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（x86）
• Red Hat Enterprise Linux 5（x86）
• Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced Platform（AMD/Intel 64）
• Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64）

表 1-2



次の適用 OSを削除した。
• HP-UX 11i V2（IPF）
• HP-UX 11i V3（IPF）

表 1-2

既存の業務処理システムのファイルを入出力できるようにしたことに伴い，
ファイルアダプタ，および次のソフトウェアを追加した。
• uCosminexus Service Adapter Architect for Flat Files
• uCosminexus Service Adapter for Flat Files

1.4.3(2)(j)，1.4.3(2)(k)

移行内容を 07-60への移行内容に変更した。また，移行手順に上書きインス
トールおよびローリングアップデートを追加した。これに伴い，次のコマン
ドを追加・削除した。
追加：cscenvupdate
削除：cscrepupdate
また，バージョン移行用のファイルについての内容を追加した。

図 2-2，2.1.6(1)(a)，
4.3(3)，表 10-1，
cscenvbackup
（HCSC-Manager環境
のバックアップ），
cscenvupdate（実行環
境のバージョンアップ），
表 B-1，付録 G

連携先クラスタ情報を追加するサーバの種別を指定できるようにした。これ
に伴い，連携セットアップ定義ファイルに FirstSetupプロパティを追加し
た。

表 2-5，連携セットアッ
プ定義ファイル

指定した電文フォーマットに対して，送受信する電文が適切かどうかを検証
できるようにした。これに伴い，HCSCサーバランタイム定義ファイルに
telegram-validationプロパティを追加した。

2.3.4(2)，2.3.9(3)，
2.3.10(3)，HCSCサー
バランタイム定義ファイ
ル

CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブルのレコード数の概算
式を変更した。

2.3.6(2)(b)

変換テーブルの合計ファイルサイズを指定できるようにした。 2.3.8

環境をリストアする際，またはリポジトリをインポートする際に，自動バッ
クアップをするかどうかを指定できるようにした。また，バックアップファ
イルの出力先ディレクトリを指定できるようにした。これに伴い，
HCSC-Manager定義ファイルに次のパラメタを追加した。
• cscmng.envbackup.dir.envrestore
• cscmng.envbackup.dir.import
• cscmng.envbackup.autoget.off

表 2-19，4.3(2)，
HCSC-Manager定義
ファイル

システムのセットアップ時の注意事項を追加した。 3.1.1

DBサーバ（Oracle）側に設定するオブジェクト権限に，
SELECT_CATALOG_ROLE権限を追加した。

3.1.2(1)(b)

Webサーバ（HTTPサーバ）のセットアップ方法を変更した。 3.1.2(5)

開発環境と運用環境で同じリポジトリを共有できないようにした。これに伴
い，リポジトリを共有する場合の説明を削除した。

4.1(2)，付録 G.2，付録
G.3，付録 G.4

HCSCサーバのリソースの稼働情報を確認できるようにした。 表 4-1，5.2.18，表 8-2，
8.5，表 10-1，
cscresinfo（リソース稼
働情報の表示），表 B-1，
付録 E

追加・変更内容 変更個所



現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，
HCSCサーバの構成情報が異なる場合でもインポートできるようにした（標
準インポート）。また，現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートする
リポジトリ情報で，HCSCサーバの構成情報が同じかどうかをチェックでき
るようにした（サーバチェックインポート）。これに伴い，次のコマンドに
-checkオプションを追加した。
• cscrepctl
• cscrepdiff

4.3，cscrepctl（イン
ポート /エクスポート），
cscrepdiff（リポジトリ
情報の差分の表示）

運用する前の準備で，アクセスしてはいけないリポジトリのディレクトリを
変更した。

5.2.1(1)

サービス呼び出しの流れ，ビジネスプロセスを使った運用，および標準プロ
トコル以外のシステムとの接続の説明を追加した。

5.4，5.5，5.6

プロセスインスタンスを再実行する場合の注意事項を追加した。 6.1.5(1)(b)，6.1.5(2)(c)

電文の実行履歴の概要を追加した。 6.2.1

障害対策について次の内容を追加，変更した。
追加
• 障害対策の流れ
• 障害調査のために必要な情報
• Cosminexus サービスプラットフォーム以外の前提製品が出力する障害情
報の取得方法

• メッセージログで出力される内容
• Cosminexusの統合メッセージログ，および Cosminexusの J2EEサーバ
の稼働ログの出力先

• リクエストトレースで取得できる内容
• ファイルアクセス時の性能解析トレースの取得ポイント
• Cosminexusの J2EEサーバの例外ログ（障害発生時の例外情報）の出力
先）

• メソッドトレースで出力される内容，およびメソッドトレースのトレース
ファイル名（cscbpmtd_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log，
cscdbamtd_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log）

• 実行環境に必要なソフトウェアの設定での障害調査
• セットアップおよびアンセットアップ時の障害調査
• HCSCサーバが使用するリソース
• オペレーション実行時の障害対策
• Webサービス（SOAP通信），SessionBean，MDB（WS-R），MDB
（DBキュー）実行時，ユーザ電文に誤りがある場合，およびシステム全
体の障害の障害対策

• JP1によるメッセージ監視
• 復旧時の自動バックアップ
• デッドロックが発生した場合の回復方法

変更
• Cosminexus サービスプラットフォームが出力するログやトレースの取得
方法

• リクエストトレースの取得方法
• 性能解析トレースの取得方法と出力先

7.1，7.2，7.3.1，7.3.2，
7.4.1(1)，7.4.1(3)，
7.4.2，7.4.2(3)，
7.4.3(2)(a)，7.4.3(3)，
7.4.4(1)(b)，7.4.4(4)，
7.5.4，7.5.1，7.5.2，
7.6，7.7，7.7.1～
7.7.6，7.8.1(1)，
7.9.3(2)(c)，7.9.4

リクエストトレースの出力項目の変更に伴い，プロトコル種別にカスタムア
ダプタを追加し，アダプタ種別から DBアダプタを削除した。

表 7-17

追加・変更内容 変更個所



サービスの種別がMDB（WS-R）の場合，次のサービス情報を表示および
変更できるようにした。
• 最大メッセージ数
• 順序保証
• 転送キュー作成先 RDエリア

これに伴い，サービス情報変更定義ファイルに次のパラメタを追加した。
• <クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.max_message_num
• <クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.rdarea_name
• <クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.qos_in_order

表 8-3，サービス情報変
更定義ファイル，表
10-3

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの次のプロパティを省略できるよう
にした。
• rm-systemname
• rm-displayname
• dbcon-xadisplayname
• dbcon-nodisplayname
• dbtype
• jdbc-type
• db-character-sets

HCSCサーバセット
アップ定義ファイル

targetNamespaceに使用できる文字を追加した。 SOAP Fault動作定義
ファイル

次のメッセージを追加した。
KDEC00523-W～ KDEC00527-E，KDEC01025-E，KDEC01026-E，
KDEC01520-W～ KDEC01522-E，KDEC02524-E，KDEC03021-E，
KDEC04609-E，KDEC05101-E～ KDEC05108-W，KDEC05201-E～
KDEC05212-E，KDEC05506-E，KDEC06014-E，KDEC10071-E～
KDEC10075-E，KDEC40437-E，KDEC40730-E～ KDEC40732-E，
KDEC50000-I，KDEC50001-I，KDEC50100-I，KDEC50101-I，
KDEC50200-I，KDEC50201-I，KDEC50300-I，KDEC50301-I，
KDEC51000-E，KDEC51001-E，KDEC51003-E～ KDEC51012-E，
KDEC51015-E～ KDEC51020-E，KDEC51023-E～ KDEC51025-E，
KDEC51027-E，KDEC51029-E，KDEC51031-E，KDEC51035-E，
KDEC51036-E，KDEC51038-E，KDEC51039-E，KDEC51055-E～
KDEC51065-E，KDEC51900-E～ KDEC51902-E，KEOS50218-E～
KEOS50228-E，KEOS50252-E，KEOS52192-I～ KEOS52203-E，
KEOS52779-I～ KEOS52784-W

11.2.2～ 11.2.4，11.2.6
～ 11.2.11，11.2.14，
11.4，11.6.1～ 11.6.3，
付録 F(1)

追加・変更内容 変更個所



単なる誤字・脱字などはお断りなく訂正しました。
　

変更内容 (3020-3-M73-40)　uCosminexus Service Architect 　07-50，uCosminexus Service 
Platform 　07-50

次のメッセージを変更した。
KDEC00502-E，KDEC01006-E，KDEC01013-E，KDEC01017-E，
KDEC01501-E，KDEC01515-E，KDEC06002-E，KDEC06008-E，
KDEC06009-E，KDEC06501-W，KDEC06502-W，KDEC10042-W，
KDEC10044-E，KDEC19903-E，KDEC20067-E，KDEC40026-E，
KDEC40454-E～ KDEC40456-E，KDEC40463-E，KEOS50142-W，
KEOS50143-W，KEOS50146-E，KEOS50150-E，KEOS50163-W，
KEOS50164-E，KEOS50214-E，KEOS52783-E，KEOS52108-E，
KEOS52154-E，KEOS52509-I，KEOS52510-I，KEOS52715-I，
KEOS52716-I，KEOS52728-I～ KEOS52732-I，KEOS52737-I，
KEOS52744-I～ KEOS52757-I，KEOS52772-I，KEOS52773-I，
KEOS53500-I～ KEOS53506-I，，KEOS53513-I，KEOS53514-I，
KEOS53515-I，KEOS53561-I，KEOS53562-I，KEOS53563-I，
KEOS53564-E，KEOS53565-W，KEOS53567-EKEOS53568-E，
KEOS53584-W

11.2.2，11.2.3，11.2.4，
11.2.11，11.2.12，
11.2.14，11.2.16，
11.3.1，11.4，11.6.1～
11.6.4

次のメッセージを削除した。
KEOS52155-I～ KEOS52158-E，KEOS52802-I～ KEOS52815-I，
KEOS59001-I～ KEOS59005-E，KEOS59051-I～ KEOS59056-I，
KEOS59499-E，KEOS59600-E～ KEOS59605-E，KEOS59696-E，
KEOS59900-E，KEOS59901-E

11.6，11.6.2，11.6.3

追加・変更内容

Cosminexus サービスプラットフォームの全体像，および環境間の関係についての説明を追加した。

サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるインターフェースとして，任意の形式を定義できる
「ユーザ定義受付」を利用できるようにした。これに伴い，次の定義ファイルおよびコマンドを追加し
た。
定義ファイル

• ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル

コマンド
• csccompoconfig
• csccompostart
• csccompostop
• cscrcptnstart
• cscrcptnstop
• csmlsreception

前提 OSからWindows 2000を削除した。

前提 OSにWindows Vistaを追加した。

前提 OSから AIX 5L V5.1（5100-07 RMP）を削除した。

前提 OSに，Red Hat Enterprise Linux ES 3 (AMD64 & Intel EM64T)，および Red Hat Enterprise 
Linux ES 4 (AMD64 & Intel EM64T)を追加した。

追加・変更内容 変更個所



前提 OSに HP-UXを追加した。

データ変換定義で，変換テーブルを利用して値を変換する値置換えファンクションを利用できるように
した。

既存の TPBrokerシステム（Object Wrapperシステム）と接続する場合に使用する，次のソフトウェア
を追加した。
• uCosminexus Service Adapter Architect for Object Access
• uCosminexus Service Adapter for Object Access

他社 ERPパッケージと連携する場合に使用する，iWayアダプタを追加した。

アンインストール時の削除対象ファイルの格納ディレクトリを追加した。

HCSCサーバセットアップ定義ファイルに，次のプロパティを追加した。
• cluster-type
• cluster-name
• request-userdef-soap

標準受付およびユーザ定義受付の流量制御値を変更できるようにした。
これに伴い，HCSCサーバランタイム定義ファイルに，次のプロパティを追加した。
• request-soap.exclusive.threads
• request-soap.queue-size

HCSCサーバランタイム定義ファイルに，次のプロパティを追加した。
• request-ejb.optional.name
• soapfault-targetnamespace-filepath
• xmltelegram-maxcache-num

サービス情報を変更および確認できるようにした。
これに伴い，次の定義ファイルおよびコマンドを追加した。
定義ファイル

• サービス情報変更定義ファイル

コマンド
• cscsvcctl
• cscsvcls

Cosminexus Web Servicesの初期設定を追加した。

使用する JDBCドライバの選択方法を追加した。
また，HiRDB Type4 JDBC Driverおよび Oracle JDBC Thin Driverのセットアップ方法を追加した。

HCSCコンポーネントの配備および削除の指定方法を追加した。

アンセットアップ時にアンセットアップ直前のリポジトリ情報がバックアップされるようにした。

旧バージョンのリポジトリの情報をバージョンアップ後にも使用できる形式に移行できるようにした。
これに伴い，cscrepupdateコマンドを追加した。
また，リポジトリとするディレクトリについての注意事項を追加した。

追加・変更内容



運用環境に発生した障害を復旧する場合や環境を移行する場合に，環境の復旧に必要なファイルをバッ
クアップおよびリストアできるようにした。
これに伴い，次のパラメタおよびコマンドを追加した。
HCSC-Manager定義ファイル

• cscmng.envbackup.dir
• cscmng.envbackup.autoget

コマンド
• cscenvbackup
• cscenvrestore

また，バックアップファイルの情報を参照できるように，次のオプションを追加した。
cscreplsコマンド

• -envbackfile

運用する前の準備，運用の開始，運用中，および運用の終了で実施する作業を追加した。

HCSCサーバの起動および停止の指定方法を追加した。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• cscsvstart
• cscsvstop

HCSCコンポーネントおよび標準受付の，開始および停止の指定方法を追加した。
これに伴い，次のコマンドを追加した。
• csccompostart
• csccompostop
• cscrcptnstart
• cscrcptnstop

HCSCサーバおよび HCSCコンポーネントの，情報の参照の指定方法を追加した。

トレースファイルの見積もり方法を追加した。

HCSCサーバが管理しているアプリケーションを操作できるようにした。
これに伴い，cscapputilコマンドを追加した。

基本情報ページを HCSCサーバ，ビジネスプロセス，サービスアダプタ，およびユーザ定義受付の四つ
のページに変更した。

定義情報ページを追加した。

HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルを追加した。

SOAP Fault動作定義ファイルを追加した。

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの形式を変更した。

HCSC-Manager定義ファイルに，次のパラメタを追加した。
• cscmng.server.<HCSCサーバ名 >.system
• cscmng.envbackup.dir

コマンドの同時実行についての説明を追加した。

cscreplsコマンドに，次のオプションを追加した。
• -csc
• -oldtype

追加・変更内容



　

変更内容 (3020-3-M73-20)　uCosminexus Service Architect 　07-10，uCosminexus Service 
Platform 　07-10

メッセージを追加した。
KDEC00005-E，KDEC00039-E～ KDEC00044-W，KDEC00521-E，KDEC00522-E，KDEC01019-E
～ KDEC01024-E，KDEC01517-E～ KDEC01519-E，KDEC04513-E～ KDEC04516-E，
KDEC05505-E，KDEC10052-E～ KDEC10070-E，KDEC10411-I，KDEC10501-E～
KDEC10502-E，KDEC40023-E～ KDEC40027-E，KDEC40701-E～ KDEC40729-E，
KDEC68010-E，KDEC68011-E，KEOS50027-E，KEOS50033-E，KEOS50034-E，KEOS50059-E，
KEOS50073-E，KEOS50150-E～ KEOS50251-E，KEOS52010-I，KEOS52036-I～ KEOS52039-I，
KEOS52043-I，KEOS52045-I，KEOS52047-E，KEOS52048-I，KEOS52057-I，KEOS52058-I，
KEOS52061-E，KEOS52110-I～ KEOS52126-I，KEOS52137-E～ KEOS52139-I，KEOS52146-I～
KEOS52191-I，KEOS52571-Q～ KEOS52574-Q，KEOS52738-I～ KEOS52741-E，KEOS52770-I～
KEOS52773-I，KEOS53500-I～ KEOS53699-E，KEOS59001-I～ KEOS59499-E，KEOS59600-E～
KEOS59901-E

メッセージを変更した。
KDEC00001-E，KDEC00010-E～ KDEC00023-E，KDEC00026-E，KDEC00032-E，
KDEC00033-E，KDEC00505-E，KDEC01001-E，KDEC01002-E，KDEC01018-E，KDEC01505-E，
KDEC01508-E，KDEC01509-E，KDEC01514-E，KDEC02518-E，KDEC04501-E，KDEC04503-E，
KDEC04504-E，KDEC04510-E～ KDEC04512-E，KDEC04517-E，KDEC04601-I～ KDEC04605-I，
KDEC05001-E，KDEC05003-E～ KDEC05006-E，KDEC05010-W，KDEC05504-E，
KDEC06008-E，KDEC10006-E，KDEC10012-E，KDEC10016-E，KDEC10020-E，KDEC10022-E，
KDEC10024-E～ KDEC10026-E，KDEC10031-E，KDEC10034-W，KDEC10039-E，
KDEC10045-E，KDEC10046-E，KDEC10048-W，KDEC10049-W，KDEC10051-E，KDEC10401-I，
KDEC10403-I，KDEC40210-E，KDEC60001-E，KDEC62001-E，KDEC63001-E，KDEC64004-E，
KDEC64007-E，KDEC66003-E～ KDEC66007-E，KDEC68008-E，KDEC68023-E，
KDEC68026-E，KEOS50018-E，KEOS50019-I，KEOS50021-I，KEOS50023-I，KEOS50057-I，
KEOS50064-I，KEOS50066-E，KEOS50092-E，KEOS50131-E，KEOS52000-I～ KEOS52009-I，
KEOS52034-E，KEOS52127-W，KEOS52132-I，KEOS52522-Q～ KEOS52527-Q，KEOS52536-I
～ KEOS52539-I，KEOS52548-E～ KEOS52551-E，KEOS52565-I，KEOS52566-I，KEOS52746-I
～ KEOS52753-I，KEOS52758-E，KEOS52759-E

メッセージを削除した。
KDEC10404-I

追加・変更内容

JP1/IM-Central Consoleと連携した障害通知機能を追加した。

ルーティング機能を削除，または変更した。

前提 OSに AIXおよび Linux（32）を追加した。
これに伴い，関連ソフトウェアに HAモニタを追加した。

使用できる HiRDBまたは HiRDBサーバのバージョンを変更した。

追加・変更内容



ロードバランス機能を利用した HCSCサーバの構成を追加した。
これに伴い，次の要素およびプロパティを追加・変更した。
HCSCサーバ構成定義ファイル

• type
• jms-reception
• jms-physical-reception
• ip-address（jms-physical-receptionの定義）
• port（jms-physical-receptionの定義）
• protocol（jms-physical-receptionの定義）
• rm-service-context-root（jms-physical-receptionの定義）
• rm-service-name（jms-physical-receptionの定義）

HCSCサーバランタイム定義ファイル
• request-ejb.instance.maximum
• request-ejb.ctm
• request-ejb.parallel.count

OpenTP1を使用する場合の関連ソフトウェアとして，次のソフトウェアを追加した。
• uCosminexus TP1/Server Base Enterprise Option
• uCosminexus Service Adapter Architect for TP1
• uCosminexus Service Adapter for TP1
• uCosminexus TP1 Gateway

サービス側の電文フォーマットがバイナリ形式の場合にデータ形式を変換するための機能を追加した。
それに伴い，バイナリ形式のデータと XML形式のデータを変換する場合に使用する関連ソフトウェアと
して，次のソフトウェアを追加した。
• uCosminexus 日立コード変換 - Development Kit
• uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtime
• uCosminexus 日立コード変換 - Runtime

インストールおよびアンインストールについての説明を変更した。

JDBCドライバの種別に，HiRDB Version8の TYPE4 JDBCを追加した。
これに伴い，次の要素およびプロパティを追加・変更した。
HCSCサーバセットアップ定義ファイル

• jdbc-url
• cluster-name

HCSCサーバランタイム定義ファイル
• jdbc-bufsize
• jdbc-longvarbinary
• jdbc-longvarbinary-access-size
• jdbc-maxbinarysize
• jdbc-longvarbinary-truncerror

次のデータベースのテーブルについて，レコードの概算式を追加・変更した。
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブル
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECTテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORYテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_BPFORMATテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULEテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_MAPPINGテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_FORMATテーブル

追加・変更内容



次のデータベースのテーブルについて，テーブルの情報を追加・変更した。
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CSC_PERSISTテーブル
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECTテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORYテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_BPFORMATテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULEテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_MAPPINGテーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_FORMATテーブル

リポジトリ情報の差分表示機能を追加した。
これに伴い，cscrepdiffコマンドを追加した。

HCSCサーバ，サービスアダプタ，およびビジネスプロセスの表示機能を追加した。
これに伴い，cscstatusコマンドを追加した。

実行環境の構築手順を変更した。

HCSCサーバの状態の表示機能を追加した。
これに伴い，csmlsstateコマンドを追加した。

更新日時が表示されるようにした。

サービスコンポーネントまたはサービスグループの情報機能を追加した。
これに伴い，csmlslocationコマンドを追加した。

電文の実行履歴の管理機能を追加した。
これに伴い，次のプロパティおよびコマンドを追加した。
HCSCサーバランタイム定義ファイル

• historyrecord
• historyrecord-data
• historyrecord-binarylength

コマンド
• csmdeletehistory
• csmlshistory

プロセスインスタンスの実行履歴の画面による一括削除機能を追加した。

HCSCサーバ障害発生時の障害対策を追加した。

使用するデータベースで指定した文字コード種別に，EUC-JPを追加した。

追加・変更内容



メッセージを追加した。
KDEC00037-E，KDEC00038-E，KDEC00503-E，KDEC00517-E～ KDEC00520-E，
KDEC01018-E，KDEC01501-E～ KDEC01516-E，KDEC03006-E，KDEC04520-E，
KDEC05504-E，KDEC06010-E～ KDEC06013-W，KDEC10051-E，KDEC10401-I，KDEC10403-I，
KDEC10404-I，KDEC10407-I，KDEC10408-I，KDEC20068-E～ KDEC20071-E，KDEC40100-E，
KDEC40101-E，KDEC40200-E～ KDEC40202-E，KDEC40210-E～ KDEC40214-E，
KDEC40220-E～ KDEC40222-E，KDEC40310-E，KDEC40311-E，KDEC40330-E～
KDEC40335-E，KDEC40400-E～ KDEC40402-E，KDEC40404-E～ KDEC40409-E，
KDEC40413-E～ KDEC40416-E，KDEC40419-E，KDEC40420-E，KDEC40430-E～
KDEC40433-E，KDEC40435-E，KDEC40436-E，KDEC40440-E，KDEC40450-E～
KDEC40456-E，KDEC40462-E～ KDEC40464-E，KDEC40466-E～ KDEC40468-E，
KDEC40471-E～ KDEC40475-E，KDEC40477-E，KDEC40478-E，KDEC40482-E，
KDEC40510-E，KDEC40511-E，KDEC40520-E～ KDEC40529-E，KDEC40605-E，
KDEC40606-E，KDEC40610-E，KDEC40611-E，KDEC40613-E～ KDEC40616-E，
KDEC40618-E，KEOS50144-I～ KEOS50149-E，KEOS52034-E，KEOS52035-E，KEOS52128-I～
KEOS52136-E，KEOS52720-I

メッセージを変更した。
KDEC00504-E，KDEC00506-E，KDEC00515-E，KDEC01003-E，KDEC01005-E，KDEC01015-W，
KDEC02523-E，KDEC03005-E，KDEC05001-E～ KDEC05006-E，KDEC10004-E，KDEC10023-E
～ KDEC10026-E，KDEC10029-E，KDEC10030-W，KDEC10033-E，KDEC10037-E～
KDEC10039-E，KDEC10048-W，KDEC10049-W，KDEC20023-E，KDEC20034-E，
KDEC20037-E，KDEC20038-I，KDEC20044-E，KDEC20045-E，KDEC20047-E～ KDEC20049-E，
KDEC20056-E，KDEC20057-E，KDEC20060-E，KDEC20062-E，KDEC20066-E，KDEC20067-E，
KDEC35001-E，KDEC66000-E，KDEC66001-E，KDEC66003-E～ KDEC66005-E，
KDEC66007-E，KEOS52013-I，KEOS52025-E，KEOS52026-E，KEOS52042-E，KEOS52056-I，
KEOS52140-E，KEOS52143-E，KEOS52145-E，KEOS52500-I～ KEOS52510-I，KEOS52514-I～
KEOS52570-E，KEOS52575-I～ KEOS52580-W，KEOS52701-I～ KEOS52704-E，KEOS52706-E
～ KEOS52709-I，KEOS52711-I～ KEOS52719-Q，KEOS52721-E～ KEOS52724-Q，
KEOS52726-E～ KEOS52737-I，KEOS52742-I～ KEOS52763-I，KEOS52777-I，KEOS52778-I，
KEOS52800-E～ KEOS52815-I

Cosminexus Service Coordinator管理者の変更方法を追加した。

追加・変更内容



はじめに

このマニュアルは，Cosminexusが提供する機能を利用して，SOAに対応したサービス統合環
境（サービスプラットフォーム）を運用する方法について説明しています。
Cosminexus　サービスプラットフォームでは，次に示すプログラムプロダクトを使用してシス
テムを運用します。
• P-2443-7S74　uCosminexus Service Platform　07-60
• P-2443-7T74　uCosminexus Service Architect　07-60
• P-2443-7U74　uCosminexus Operator　07-60
• P-1M43-7S71　uCosminexus Service Platform　07-60
• P-9S43-7S71　uCosminexus Service Platform　07-60

また，オペレーティングシステム（OS）の種類によって，機能が異なる場合があります。OS
ごとの違いがある場合の表記方法については，「適用 OSの違いによる機能相違点の表記」を参
照してください。

■対象読者
Cosminexus サービスプラットフォーム（uCosminexus Service Architect および uCosminexus 
Service Platform）を利用して SOAに対応したシステムを運用するシステム管理者を対象とし
ています。
対象読者の前提知識として必要な知識を次に示します。
• SOAに関する基本的な知識
• J2EEに関する基本的な知識
• SQLおよびリレーショナルデータベースに関する基本的な知識
• XMLに関する基本的な知識

なお，JP1との連携機能を使用する場合は，次の内容を理解していることが必要です。
• JP1の統合管理，ジョブ管理，ネットワーク管理，およびアベイラビリティ管理に関する基本
的な知識

また，このマニュアルの前提である，マニュアル「Cosminexus　サービスプラットフォーム　
概説」を必ずお読みください。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章と付録から構成されています。

第 1章　SOAに基づいたシステム運用の概要
システム運用の概要，システム構成，および運用方針の設定方法について説明しています。

第 2章　システムの構築
uCosminexus Service Platformなどのインストールやインストール後の設定方法について説明し
ています。
I



はじめに
第 3章　システムのセットアップとアンセットアップ
システムのセットアップ，アンセットアップ，およびHCSCサーバの定義について説明していま
す。また，テスト環境から本番環境へ移行する場合の手順について説明しています。

第 4章　リポジトリの管理
リポジトリの設定，エクスポートやインポート，およびリポジトリの情報の表示について説明し
ています。

第 5章　システム運用
ログイン，ログアウト，および HCSCサーバの運用について説明しています。

第 6章　実行履歴の管理
システム運用時のプロセスインスタンスの実行履歴の管理方法について説明しています。

第 7章　障害対策
システム構築や運用時に発生する障害に対して取得できる情報，および障害の対処方法などにつ
いて説明しています。

第 8章　運用環境で使用する画面
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境で使用する画面について説明しています。

第 9章　定義ファイル
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境および実行環境で使用する定義ファイルの文法
について説明しています。

第 10章　コマンド
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境および実行環境で使用するコマンドの文法につ
いて説明しています。

第 11章　メッセージ
Cosminexus サービスプラットフォームで出力されるメッセージについて説明しています。

付録 A　Cosminexus Service Coordinator管理者の変更方法
Cosminexus Service Coordinator管理者の変更方法について説明しています。

付録 B　画面とコマンドで実施できる内容
画面とコマンドで実施できる内容の差異について説明しています。

付録 C　データベースのテーブルの情報
実行履歴の管理や実行環境の設定をする場合のテーブルやインデクスの情報などについて説明し
ています。

付録 D　SQLスクリプトファイルの設定
SQLスクリプトファイルの設定方法について説明しています。

付録 E　HCSCサーバのリソース稼働情報の統計情報
HCSCサーバのリソース稼働情報の統計情報を参照する方法について説明しています。
II



はじめに
付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
Cosminexus サービスプラットフォームで出力されるメッセージと JP1イベント通知の有無につ
いて説明しています。

付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
旧バージョンの Cosminexus サービスプラットフォームで構築した開発環境，運用環境および実
行環境をバージョンアップし，リポジトリを新バージョンに移行する方法について説明していま
す。

付録 H　用語解説
このマニュアルで使用している用語の意味について説明しています。

■関連マニュアル
Cosminexusのマニュアル体系について，次の図に示します。
III



はじめに
それぞれのマニュアルで説明している内容の概要を次に示します。
IV
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Cosminexus　概説
Cosminexusの製品概要について説明しています。

Cosminexus　機能解説
Cosminexusの実行環境で提供する機能について説明しています。

Cosminexus　システム設計ガイド
システム設計時に，システムの目的に応じたシステム構成や運用方法を検討するための指
針について説明しています。また，チューニングの方法についても説明しています。

Cosminexus　簡易構築・運用ガイド
Smart Composer機能を使用して，システムを構築・運用する手順，および構築・運用時に
使用するコマンドやファイルについて説明しています。

Cosminexus　システム構築ガイド
運用管理ポータル，またはファイル編集とコマンド実行によって，システムを構築する手
順について説明しています。

Cosminexus　システム運用ガイド
Cosminexusを使用したシステムの運用方法について説明しています。

Cosminexus　アプリケーション設定操作ガイド
Cosminexus Component Containerのサーバ管理コマンド，および Server Plug-inを使用
した操作について説明しています。

Cosminexus　運用管理操作ガイド
Cosminexus Component Containerの運用管理ポータルの画面および画面操作について説
明しています。

Cosminexus　リファレンス　コマンド編
Cosminexusのシステムを構築・運用するときに使用するコマンドについて説明していま
す。

Cosminexus　リファレンス　定義編
Cosminexusのシステムを構築・運用するとき，またはアプリケーションを開発するとき
に，使用するファイルの形式について説明しています。

Cosminexus　メッセージ 1　KAWS／ KDAL／ KDJE編，Cosminexus　メッセージ 2　KEOS
／ KEUC／ KFCB編，Cosminexus　メッセージ 3　KFCT／ KFDB／ KFDJ編

Cosminexusで出力されるメッセージについて説明しています。

Hitachi Web Server
Hitachi Web Server（Webサーバ）の構築，管理方法について説明しています。

Cosminexus Reliable Messaging
Cosminexus RMを使用したメッセージの非同期通信によるアプリケーションの連携方法に
ついて説明しています。

Cosminexus　アプリケーション開発ガイド
V



はじめに
構築した Cosminexusのシステムで動作させる，アプリケーションの開発方法について説
明しています。

Cosminexus　リファレンス　API編
アプリケーションの開発で使用する APIおよびタグについて説明しています。

Cosminexus XML Processor　ユーザーズガイド
Cosminexus XML Processorが提供する XMLパーサ・XSLTトランスフォーマの機能，作
成方法，および使用方法について説明しています。

Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド
Cosminexusが提供する機能を利用して，SOAPアプリケーションを開発，実行する方法に
ついて説明しています。

Cosminexus Webサービスセキュリティ　使用の手引
Webサービスセキュリティ機能について説明しています。

Cosminexus XML Security - Core　ユーザーズガイド
XML署名データの生成・検証機能，および XML暗号化・復号化機能について説明してい
ます。

Cosminexus サービスプラットフォーム　概説
Cosminexus サービスプラットフォームで SOAを適用したシステムを実現するための機能，
および開発，運用の概要について説明しています。

Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド
Cosminexus サービスプラットフォームを利用したシステムの開発について説明していま
す。

Cosminexus サービスプラットフォーム　ファイルアダプタ　ユーザーズガイド
Cosminexus サービスプラットフォーム ファイルアダプタの機能，ファイルアダプタの作
成および運用について説明しています。

Cosminexus サービスプラットフォーム　TP1アダプタ　ユーザーズガイド
Cosminexus サービスプラットフォーム TP1アダプタの機能，アダプタの作成および運用
について説明しています。

また，マニュアル体系図に示したマニュアル以外で，このマニュアルと関連するマニュアルを
次に示します。必要に応じてお読みください。
• TP1/Server Base Enterprise Option　使用の手引（3000-3-982）
• uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド（3000-3-989）
• JP1 Version 8 JP1/Integrated Management - Manager　システム構築・運用ガイド
（3020-3-K01）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 解説（Windows(R)用）（3020-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 解説（UNIX(R)用）（3000-6-271）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 解説（Windows(R)用）（3020-6-351）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 解説（UNIX(R)用）（3000-6-351）
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• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム導入・設計ガイド
（Windows(R)用）（3020-6-272）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-272）

• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド
（Windows(R)用）（3020-6-352）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム導入・設計ガイド（UNIX(R)
用）（3000-6-352）

• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム定義（Windows(R)用）
（3020-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-273）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム定義（Windows(R)用）
（3020-6-353）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム定義（UNIX(R)用）
（3000-6-353）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム運用ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-274）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム運用ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-354）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 システム運用ガイド（UNIX(R)用）
（3000-6-354）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（Windows(R)
用）（3020-6-275）

• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-275）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（Windows(R)
用）（3020-6-355）

• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 コマンドリファレンス（UNIX(R)用）
（3000-6-355）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 UAP開発ガイド（Windows(R)用）
（3020-6-276）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 UAP開発ガイド（UNIX(R)/

Windows(R)用）（3000-6-276）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 UAP開発ガイド（3020-6-356）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 SQL リファレンス（Windows(R)用）
（3020-6-277）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 7 SQLリファレンス（UNIX(R)/
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Windows(R)用）（3000-6-277）
• スケーラブルデータベースサーバ　HiRDB Version 8 SQLリファレンス（3020-6-357）

なお，このマニュアルでは，次のマニュアルについて，対象 OSおよびバージョン番号を省略し
て表記しています。マニュアルの正式名称とこのマニュアルでの表記を次の表に示します。

正式名称 このマニュアルでの表記

JP1 Version 8 JP1/Integrated Management - Manager 
システム構築・運用ガイド

JP1/Integrated Management - Manager シ
ステム構築・運用ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 解説
（Windows(R)用）

HiRDB 解説

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 解説
（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 解説
（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 解説
（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム導入・設計ガイド（Windows(R)用）

HiRDB システム導入・設計ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム導入・設計ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム導入・設計ガイド（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム導入・設計ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム定義（Windows(R)用）

HiRDB システム定義

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム定義（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム定義（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム定義（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム運用ガイド（Windows(R)用）

HiRDB システム運用ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 シス
テム運用ガイド（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム運用ガイド（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 シス
テム運用ガイド（UNIX(R)用）
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■読書手順
このマニュアルは，利用目的に合わせて章を選択して読むことができます。利用目的別にお読
みいただくことをお勧めします。

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマ
ンドリファレンス（Windows(R)用）

HiRDB コマンドリファレンス

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 コマ
ンドリファレンス（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマ
ンドリファレンス（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 コマ
ンドリファレンス（UNIX(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 UAP
開発ガイド

HiRDB UAP開発ガイド

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP
開発ガイド（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 UAP
開発ガイド（UNIX(R)/Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 8 SQL
リファレンス

HiRDB SQLリファレンス

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 SQL
リファレンス（Windows(R)用）

スケーラブルデータベースサーバ HiRDB Version 7 SQL
リファレンス（UNIX(R)/Windows(R)用）

マニュアルを読む目的 記述個所

システム運用の概要，システム構成，および運用方針の設定方法について知りたい。 1章

uCosminexus Service Platformなどのインストールやインストール後の設定方法に
ついて知りたい。

2章

システムのセットアップ，アンセットアップ，および HCSCサーバの定義について
知りたい。また，テスト環境から本番環境へ移行する場合の手順について知りたい。

3章

リポジトリの設定，エクスポートやインポート，およびリポジトリの情報の表示に
ついて知りたい。

4章

ログイン，ログアウト，および HCSCサーバの運用について知りたい。 5章

システム運用時のプロセスインスタンスの実行履歴の管理方法について知りたい。 6章

システム構築や運用時に発生する障害に対して取得できる情報の種類，および障害
の対処方法について知りたい。

7章

Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境で使用する画面について知りた
い。

8章

正式名称 このマニュアルでの表記
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■このマニュアルでの表記
このマニュアルで使用している表記と，対応する製品名を次に示します。

Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境および実行環境で使用する定義
ファイルの文法について知りたい。

9章

Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境および実行環境で使用するコマ
ンドの文法について知りたい。

10章

Cosminexus サービスプラットフォームで出力されるメッセージについて知りたい。 11章

Cosminexus Service Coordinator管理者の変更方法について知りたい。 付録 A

画面とコマンドで実施できる内容の差異について知りたい。 付録 B

実行履歴の管理や実行環境の設定をする場合のテーブルやインデクスの情報などに
ついて知りたい。

付録 C

SQLスクリプトファイルの設定方法について知りたい。 付録 D

HCSCサーバのリソース稼働情報の統計情報の参照方法について知りたい。 付録 E

Cosminexus サービスプラットフォームで出力されるメッセージの JP1イベント通
知の有無について知りたい。

付録 F

旧バージョンの Cosminexus サービスプラットフォームで構築した開発環境，運用
環境および実行環境をバージョンアップする方法について知りたい。

付録 G

このマニュアルで使用している用語の意味について知りたい。 付録 H

表記 製品名

Eclipse Eclipse Platform Runtime Binary 
3.2.2以降（3.3は対象外）

Excel Microsoft(R) Office Excel

HiRDBまたは HiRDBサーバ HiRDB/Single 
Server

HiRDB/Single Server Version 8

HiRDB/Single Server Version 7

HiRDB/Parallel 
Server

HiRDB/Parallel Server Version 8

HiRDB/Parallel Server Version 7

JP1 JP1関連製品

JP1/Base Job Management Partner 1/Base

JP1/IM JP1/IM - 
Manager

Job Management Partner 1/
Integrated Management - Manager

JP1/IM - View Job Management Partner 1/
Integrated Management - View

Microsoft Cluster Service Microsoft(R) Cluster Service

Oracle Oracle9i Oracle9i

マニュアルを読む目的 記述個所
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Oracle9i R2

Oracle10g Oracle 10g

Oracle 10g R2

TP1/EE TP1/Server Base Enterprise Option

UNIX AIX AIX 6L V6.1

AIX 5L V5.3（5300-06 RMP）

AIX 5L V5.2（5200-10 RMP）

Linuxまたは
Linux（x86／
AMD64 & Intel 
EM64T）

Red Hat Enterprise Linux AS 3
（x86）

Red Hat Enterprise Linux AS 4
（x86）

Red Hat Enterprise Linux ES 3
（x86）

Red Hat Enterprise Linux ES 4
（x86）

Red Hat Enterprise Linux AS 3
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux AS 4
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux ES 3
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux ES 4
（AMD64 & Intel EM64T）

Red Hat Enterprise Linux 5 
Advanced Platform（x86）

Red Hat Enterprise Linux 5（x86）

Red Hat Enterprise Linux 5 
Advanced Platform（AMD/Intel 64）

Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/
Intel 64）

Windows Server 2003 Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Standard Edition 日本語版

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Enterprise Edition 日本語版

Windows Server 2003 R2 Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Standard R2 Edition 日本語版

表記 製品名
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Windows Vista，Windows XP，Windows Server 2003 R2（x64），Windows Server 2003
（x64），Windows Server 2003 R2，Windows Server 2003を総称してWindowsと表記すること
があります。
このマニュアルで使用している表記と，対応する Cosminexusの機能名を次に示します。

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003, Enterprise R2 Edition 日本語
版

Windows Server 2003（x64） Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003，Enterprise x64 Edition 
Operating System

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003，Standard x64 Edition 
Operating System 

Windows Server 2003 R2（x64） Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003 R2，Enterprise x64 Edition 
Operating System

Microsoft(R) Windows Server(R) 
2003 R2，Standard x64 Edition 
Operating System

Windows Vista Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Business 日本語版

Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Enterprise 日本語版

Microsoft(R) Windows Vista(R) 
Ultimate 日本語版

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP 
Professional Operating System

表記 Cosminexusの機能名

Cosminexus RM Cosminexus Reliable Messaging

CTM Cosminexus Component Transaction Monitor

HCSC Cosminexus Service Coordinator

HCSC-Business Process，ビジネスプ
ロセス基盤，または BP基盤

Cosminexus Service Coordinator - Business Process

HCSC-Data Transformまたはデータ変
換基盤

Cosminexus Service Coordinator - Data Transform

HCSC-DB Adapterまたは DBアダプ
タ連携基盤

Cosminexus Service Coordinator - Data Base Adapter

HCSC-Managerまたは HCSC-MNG Cosminexus Service Coordinator - Manager

HCSC-Messaging，HCSC-MSG，また
はメッセージング基盤

Cosminexus Service Coordinator - Messaging

表記 製品名
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このマニュアルで使用している表記と，対応する Java関連用語を次に示します。

■適用 OSの違いによる機能相違点の表記
このマニュアルは，適用 OSがWindows，AIX，および Linuxの製品に対応するため，OSの
種類によって，機能が異なる場合があります。OSごとの違いがある場合は，次に示す表記を使
用して，それぞれの説明に OS名を明記しています。

■パスの表記について
このマニュアルでは，原則としてWindowsのパスの区切り（「¥」）を使用しています。UNIX
の場合は，「¥」を「/」に置き換えてお読みください。

■このマニュアルで使用している略語
このマニュアルで使用している英略語を次に示します。

Management Server Cosminexus Management Server

PRF Cosminexus Performance Tracer

Server Plug-in Cosminexus Server Plug-in

TPBroker Cosminexus TPBroker

表記 Java関連用語

EAR Enterprise ARchive

EJBまたは Enterprise JavaBeans Enterprise JavaBeansTM

J2EE JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition

J2SE JavaTM 2 Platform, Standard Edition

JAR JavaTM Archive 

Java JavaTM

JDBC JDBCTM

JavaTM Database Connectivity

JMS JavaTM Message Service

JNDI Java Naming and Directory InterfaceTM

表記 意味

Windowsの場合 Windowsに該当する表記です。

AIXの場合 AIXに該当する表記です。

Linuxの場合 Linuxに該当する表記です。

UNIXの場合 UNIX（AIXおよび Linux）に該当する表記です。

表記 Cosminexusの機能名
XIII



はじめに
英略語 英字での表記

API Application Programming Interface

ASCII American Standard Code for Information Interchange

BMT Bean Managed Transaction

BP Business Process

BPEL Business Process Execution Language

CMT Container Managed Transaction

CORBA Common Object Request Broker Architecture

CSV Comma Separated Value

DB Database

DBMS Database Management System

DOM Document Object Model

DTD Document Type Definition

GMT Greenwich Mean Time

HTML Hyper Text Markup Language

HTTP Hyper Text Transfer Protocol

HTTPS Hyper Text Transfer Protocol Security

IIOP Internet Inter-Orb Protocol

JIS Japanese Industrial Standards

LAN Local Area Network

MBean Managed Bean

MDB Message-Driven Bean

NTP Network Time Protocol

OS Operating System

RDB Relational Database

RMI Remote Method Invocation

SOA Service Oriented Architecture

SOAP Simple Object Access Protocol

SQL Structured Query Language

TSV Tab Separated Values

URL Uniform Resource Locator

UTF UCS Transformation Format

VM Virtual Machine

W3C World Wide Web Consortium
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■このマニュアルで使用している記号

！！！！ 注意事項
 

間違いやすい点，および間違うとトラブルが発生するような項目について説明しています。

ポイント
 

その説明の要点について説明しています。

参考
 

補足的な情報を説明しています。

WS-R Web Services Reliability

WSDL Web Service Description Language

XML Extensible Markup Language

XPath XML Path Language

英略語 英字での表記
XV
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■このマニュアルの図中で使用している記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■このマニュアルの画面や操作の説明で使用している記号
このマニュアルでは，次に示す記号を使用して画面や操作を説明しています。

■文法の説明で使用する記号
このマニュアルの文法の説明で使用する記号について次に示します。

記　号 意味 

［　　］ ダイアログ名，キー名，メニュー項目名，ボタン名，および画面に表示
されている項目名に使用します。

［　　］－［　　］ －の前に示したメニューから，－の後ろのメニューを選択することを表
します。

<　　> <　>内の名称がユーザの環境によって異なることを表します。

「　　」 入力値，可変値，またはメッセージなどのユーザが入力する内容を表し
ます。

+ ＋の前のキーを押したまま，後ろのキーを押すことを表します。
（例）　［Ctrl］キー +［V］キー

記　号 意　味

　｜ 横に並べられた複数の項目に対する項目間の区切りを示し，「または」
を意味します。
（例）　A｜ B　Aまたは Bを指定することを示します。
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■このマニュアルで使用している構文要素
このマニュアルで使用する構文要素の種類と意味を次に示します。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
宛先（あてさき）　個所 (かしょ )　桁（けた）　進捗（しんちょく）　貼り付け（はりつけ）　汎
用（はんよう）　必須（ひっす）　閉塞（へいそく）

{ 　 } この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを示
します。項目が横に並べられ，記号｜で区切られている場合は，そのう
ちの一つを選択します。
（例）　｛A｜ B｜ C｝　A，Bまたは Cのどれかを指定することを示しま
す。

［　］ この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示します。
（例）　［A］　「何も指定しない」か「Aを指定する」ことを示します。

<　> この記号で囲まれている項目は，該当する要素を指定することを示しま
す。
（例）　<プロパティ >
　プロパティを記述します。

… 記述が省略されていることを示します。
（例）　ABC…　ABCの後ろに記述があり，その記述が省略されている
ことを示します。

～ この記号の前に示された項目が，記号～に続く＜　＞，((　))，<<　>>
などの規則に従うことを示します。

＜　＞ 項目を記述するときに従わなければならない構文要素を示します。構文
要素については，「このマニュアルで使用している構文要素」を参照し
てください。

((　)) 項目で指定できる値の範囲を示します。

<<　>> 項目を省略したときに，システムが仮定する標準値を示します。

種　類 定　義

英字 A～ Z　a～ z

英小文字 a～ z

英大文字 A～ Z

数字 0～ 9

英数字 A～ Z　a～ z　0～ 9

記号 _　.　-

文字列 任意の文字の配列

記　号 意　味
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■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
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1　 SOAに基づいたシステム運
用の概要
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームでのシス
テム運用の概要，システム構成，および運用方針の設定方法に
ついて説明します。

1.1　概要

1.2　開発から実運用までの流れ

1.3　システム全体と運用環境・実行環境の関係

1.4　動作環境

1.5　運用方針の決定
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.1　概要
ここでは，Cosminexus サービスプラットフォーム，およびシステム運用環境の概要に
ついて説明します。

1.1.1　Cosminexus サービスプラットフォームの全体像
Cosminexus サービスプラットフォームとは，SOAを実現するシステムの開発・運用の
基盤となる製品です。統一された開発・運用環境でビジネスプロセスからサービスの接
続までを構築・実行できます。そのため，SOAの利点を引き出して，サービスを柔軟に
組み合わせて新しいシステムを迅速に構築・実行できます。この中心となるのが，サー
ビスをプロセスで統合する「プロセス統合」です。プロセス統合を実現するのが，
Cosminexus サービスプラットフォームです。Cosminexus サービスプラットフォームを
使用したシステムの実現例を次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-1　Cosminexus サービスプラットフォームを使用したシステムの実現例

1.1.2　Cosminexus サービスプラットフォームを構成する環
境

Cosminexus サービスプラットフォームは，次に示す三つの環境から構成されています。

• 開発環境
サービスを統合するために必要なHCSCコンポーネント（開発環境で作成するサービ
スアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の総称）を作成して，EAR
ファイルにパッケージングするための環境です。

• 実行環境
要求に応じたサービス部品やビジネスプロセスを呼び出して，業務を実行するための
環境です。

• 運用環境
3



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
開発環境で作成した HCSCコンポーネントを，実行環境に配備したり，以降の運用操
作を実行したりするための環境です。また，実行環境から情報を収集して，サービス
部品の稼働状態を確認できます。

1.1.3　開発環境・実行環境・運用環境の関係
開発環境，実行環境，運用環境をそれぞれ異なるマシンに構築します。

開発環境には uCosminexus Service Architectと Eclipseを，実行環境には
uCosminexus Service Platformを，運用環境には uCosminexus Operatorと Eclipseを
インストールします。

運用環境は，システム内に一つだけ構築します。また，運用の変更に対応するためにも
運用環境と実行環境は，異なるマシンに構築しておくことを推奨します。

なお，運用環境から実行環境を操作する場合，Management Serverを経由します。
Management Serverは，運用管理の対象となるサーバを一括管理するものです。HCSC
サーバ（実行環境）を構築したマシンには，必ずManagement Serverを配置します。
Management Serverの機能の詳細については，マニュアル「Cosminexus　機能解説」
のManagement Serverの機能に関する内容を参照してください。

また，運用環境から実行環境を操作するには，リポジトリというデータモデルが必要で
す。

Cosminexus サービスプラットフォームを構成する環境を次の図に示します。
4



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-2　Cosminexus サービスプラットフォームを構成する環境

これらの環境は，相互に連携してサービスの統合環境を実現しています。各環境は，環
境構築後，次に示す流れを経て実際に運用できるようになります。

1. 開発環境で HCSCコンポーネントを作成します。
2. 運用環境で，HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
3. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，運用環境で定義したシステム構成定義を
開発環境にインポートします。このシステム構成定義を基に，システム構成のどこに
配備するかを定義して更新します（配備定義）。

4. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。この配備定義を基に，運用環境から実行環境にコンポーネントを配備
します。

環境間の情報の受け渡しには，環境間で共有する情報を格納したリポジトリを使用しま
す。リポジトリは媒体を経由して，ZIPファイル形式で保存したり，読み込んだりしま
す。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.1.4　開発環境とテスト環境との関係
開発環境には，複数台のマシンで作成した HCSCコンポーネントの情報を，リポジトリ
を通じて一つにまとめることができます。そして，開発環境と同じマシンに，作成した
HCSCコンポーネントのテスト・デバッグを実施するためのテスト環境を構築できます。
テスト環境は，テストに必要な簡易的な環境で，一括構築できます。開発環境とテスト
環境との関係を次の図に示します。

図 1-3　開発環境とテスト環境との関係

開発環境とテスト環境も，図 1-3に示す場合と同様の流れを経て運用します。

1. 開発環境で HCSCコンポーネントを作成します。
2. テスト環境を構築します（HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバ
のセットアップや，システムの構成が定義できます）。テスト環境の構築時にも，本
番用の実行環境を想定します。
6



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
3. テスト環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定
義を開発環境にインポートします。このシステム構成定義を基に，システム構成のど
こに配備するかを定義し更新します（配備定義）。

4. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，テスト環境にイン
ポートします。この配備定義を基に，テスト環境にコンポーネントを配備します。

この場合のような環境間の情報の受け渡しにも，リポジトリを使用します。開発環境と
テスト環境は同じマシンに構築されるため，媒体を使用しないで情報を受け渡しできま
す。また，テスト環境で使用したリポジトリは，本番用のシステム構成定義に合わせて
配備定義をし直し，本番用の運用環境および実行環境で使用します。

1.1.5　テスト環境と本番環境との関係
Cosminexus サービスプラットフォームでは，まず，テスト環境を構築してテストやデ
バッグを実施します。テスト環境の構築には，HCSC簡易セットアップ機能を使用でき
ます。

実際のシステム開発では，テスト環境のほかに本番で使用する環境を構築する必要があ
ります。そのため，テスト環境で使用したリポジトリを，本番環境に移行する必要があ
ります。

テスト環境で使用したリポジトリを本番環境へ移行するには，次の三つのケースがあり
ます。

ケース 1
テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を同じ設定
で構築した場合

ケース 2
テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設
定で構築したが，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本番環境へ移行でき

る場合※

ケース 3
テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設
定で構築したため，テスト環境で使用したリポジトリを本番環境のリポジトリに作

成し直す場合※

注※
テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本番環境へ移行できるかどうかについ
ては，「4.3　リポジトリのインポート」を参照してください。

それぞれのケースに対応する，データベースと Cosminexus RMの使用有無の設定を次
の表に示します。なお，データベースと Cosminexus RMの使用有無による構成の形態
については，「2.2　構成の形態と選択」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
表 1-1　データベースと Cosminexus RMの使用有無の設定に対応したケース

注※　テスト環境と本番環境の設定で，通常のユーザが該当する設定です。

それぞれのケースによる移行の概要を次に説明します。

（1） テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus RMの使用有
無を同じ設定で構築した場合

次のようにテスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を同
じ設定で構築した場合，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本番環境へ移行で
きます。

• テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合
• テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合
• テスト環境と本番環境で，データベースを使用し Cosminexus RMを使用しない場合
※

注※　この構成のテスト環境は，HCSC簡易セットアップ機能では構築できません。

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を同じ設定で構
築した場合の移行の流れを次の図に示します。

テスト環境の設定 本番環境の設定

データベースと
Cosminexus RMの両
方を使用する

データベースを使用し
て Cosminexus RMを

使用しない

データベースと
Cosminexus RMの両
方を使用しない

データベースと
Cosminexus RMの両方
を使用する

ケース 1※ ケース 3 ケース 3

データベースを使用して
Cosminexus RMを使用
しない

ケース 2 ケース 1※ ケース 3

データベースと
Cosminexus RMの両方
を使用しない

ケース 2 ケース 2※ ケース 1※
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-4　データベースと Cosminexus RMの使用有無を同じ設定で構築した場合の移行の
流れ

具体的な移行手順については，「3.3.1　テスト環境と本番環境でデータベースと
Cosminexus RMの使用有無が同じ場合の移行手順」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
（2） テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus RMの使用有
無を異なる設定で構築した（リポジトリをそのまま移行できると
き）

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で
構築した場合でも，次のようなときは，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本
番環境へ移行できます。

• テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しないで，本番環境
では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合

• テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しないで，本番環境
では，データベースを使用し Cosminexus RMを使用しない場合

• テスト環境では，データベースを使用し Cosminexus RMを使用しないで，本番環境
では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合※

注※　この構成のテスト環境は，HCSC簡易セットアップ機能では構築できません。

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で
構築した場合で，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本番環境へ移行できると
きの移行の流れを次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-5　データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で構築した場合の移行
の流れ（リポジトリをそのまま移行できるとき）

具体的な移行手順については，「3.3.3　データベースと Cosminexus RMの両方を使用し
ない環境から両方使用する環境に移行する場合の移行手順」および「3.3.5　データベー
スと Cosminexus RMの両方を使用しない環境からデータベースを使用して
Cosminexus RMを使用しない環境に移行する場合の移行手順」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
（3） テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus RMの使用有
無を異なる設定で構築した（リポジトリを作成し直すとき）

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で
構築した場合で，次のようなときは，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま本番
環境へ移行できません。

• テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用して，本番環境では，
データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合

• テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用して，本番環境では，
データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合

• テスト環境では，データベースを使用し Cosminexus RMを使用しないで，本番環境
では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合※

注※　この構成のテスト環境は，HCSC簡易セットアップ機能では構築できません。

この場合，テスト環境で設定したシステム構成定義を本番で使用するシステム構成定義
に設定し直して，リポジトリを作成し直します。

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で
構築した場合で，テスト環境で使用したリポジトリを本番環境のリポジトリに作成し直
すときの移行の流れを次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-6　データベースと Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で構築した場合の移行
の流れ（リポジトリを作成し直すとき）

具体的な移行手順については，「3.3.2　データベースと Cosminexus RMの両方を使用す
る環境から両方使用しない環境に移行する場合の移行手順」および「3.3.4　データベー
スと Cosminexus RMの両方を使用する環境からデータベースを使用して Cosminexus 
RMを使用しない環境に移行する場合の移行手順」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.2　開発から実運用までの流れ
Cosminexus サービスプラットフォームを利用したシステムの開発から実運用までの流
れを次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-7　開発から実運用までの流れ
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
このマニュアルでは，図中の「運用環境」および「実行環境」で実施する作業の手順に
ついて説明しています。開発環境で実施する作業，およびテスト環境のために実施する
インストールと簡易セットアップについては，マニュアル「Cosminexus　サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

図中の各作業の概要を次に説明します。

（1） リポジトリのエクスポート

簡易セットアップを行ったあと，運用環境からリポジトリをエクスポートします。

運用環境からエクスポートしたリポジトリに対して，開発環境で作成した HCSCコン
ポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受
16



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
付）や，HCSCコンポーネントをどのように配備するかを定義（配備定義）したシステ
ム構成定義の受け渡しを行います。また，運用環境からは，リポジトリを介して実行環
境のセットアップ情報（HCSCサーバの構成や，HCSCコンポーネントの配備情報など）
を開発環境に渡します。

リポジトリのエクスポート方法の詳細については，「4.2　リポジトリのエクスポート」
を参照してください。

（2） リポジトリのインポート

開発環境で HCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセ
ス，およびユーザ定義受付）の作成，パッケージング，および配備定義をしたリポジト
リを，運用環境にインポートします。

リポジトリのインポート方法の詳細については，「4.3　リポジトリのインポート」を参
照してください。

（3） システムの起動（HCSCサーバの起動）

実行環境の起動・停止は，運用環境から実施します。

実行環境の HCSCサーバを起動・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用
します。

HCSCサーバを起動・停止する方法の詳細については，「5.2.4　HCSCサーバを起動す
る」を参照してください。

なお，HCSCサーバだけでなく，PRFや Hitachi Web Serverなど，関連するシステム
も起動します。

関連するシステムを起動・停止する方法の詳細については，「5.　システム運用」を参照
してください。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（4） HCSCコンポーネントの配備

運用環境にインポートしたHCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，
ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付）を，HCSCサーバに配備します。

HCSCコンポーネントの配備は，運用環境のコマンドを利用します。なお，DBアダプ
タの配備方法は，サービスアダプタの配備方法と同じです。

HCSCコンポーネントの配備方法の詳細については，「3.1.9　サービスアダプタを配備
する」，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」，および「3.1.11　ユーザ定義受付を配
備する」を参照してください。

コマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してください。
17



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
（5） HCSCコンポーネントの開始

配備した HCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセス，
およびユーザ定義受付）を開始します。なお，サービスアダプタを開始する際には，
サービスアダプタから実行するサービスも起動している必要があります。

HCSCコンポーネントを開始・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用し
ます。なお，DBアダプタの開始方法は，サービスアダプタの開始方法と同じです。

HCSCコンポーネントの開始方法の詳細については，「5.2.6　サービスアダプタを開始
する」，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」，および「5.2.8　ユーザ定義受付を開始
する」を参照してください。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（6） リクエスト受付の開始

サービスリクエスタから要求を受け付けるリクエスト受付（標準受付）を開始します。

標準受付を開始・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用します。

標準受付の開始方法の詳細については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してくだ
さい。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（7） uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorのイ
ンストール

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorをインストールします。

実行環境と運用環境を同一のマシンに構築する場合は，uCosminexus Service Platform
をインストールします。異なるマシンに構築する場合は，実行環境に uCosminexus 
Service Platform，運用環境に uCosminexus Operatorをインストールします。

インストールの詳細については，「2.1.2　uCosminexus Service Platformおよび
uCosminexus Operatorのインストール」を参照してください。

（8） 運用環境の構築

実行環境の HCSCサーバを運用管理する運用環境を構築します。ここでは，実行環境を
Eclipseの画面で操作するための設定や，運用環境の各種設定を行います。

設定の詳細については，「2.1.3　Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込み」およ
び「2.4　運用環境に関する設定」を参照してください。

また，実行環境（HCSCサーバ）のセットアップに必要な定義を作成しておきます。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
定義の作成方法の詳細については，「2.3　実行環境に関する設定」を参照してください。

（9） 実行環境の構築

HCSCサーバを動かすための実行環境を構築します。まず，実行環境をセットアップす
る前に，実行環境に必要なソフトウェアの設定をします。

設定の詳細については，「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してくだ
さい。

（10） HCSCサーバのセットアップ

実行環境でサービス部品を呼び出すための基盤となるHCSCサーバをセットアップしま
す（セットアップしたHCSCサーバや複数の HCSCサーバの連携などは，必要に応じて
アンセットアップできます）。

HCSCサーバのセットアップは，運用環境のコマンドを利用します。

HCSCサーバのセットアップ方法の詳細については，「3.1.3　HCSCサーバをセット
アップする」を参照してください。

また，必要に応じて，HCSCサーバが動作するためのランタイム情報を定義します。

ランタイム情報の設定については，「3.1.4　HCSCサーバの定義情報を設定する」を参
照してください。

コマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してください。

（11） リポジトリのインポート

テスト環境で使用したリポジトリを，運用環境にインポートします。なお，必要に応じ
て，リポジトリ内のHCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネ
スプロセス，およびユーザ定義受付）の定義を修正してください。

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無の設定が異なる
一部のケースについては，テスト環境で使用したリポジトリをそのまま運用環境にイン
ポートできません。その場合，本番環境でセットアップしたHCSCサーバのシステム構
成定義を取り込むために，本番環境（運用環境）からリポジトリをエクスポートし，開
発環境にリポジトリをインポートする必要があります。詳細は，「1.1.5　テスト環境と本
番環境との関係」を参照してください。

リポジトリのインポート方法の詳細については，「4.3　リポジトリのインポート」を参
照してください。

なお，開発環境で作成したHCSCコンポーネントについて，接続先，流量制御，および
通信タイムアウト値を変更する場合は，このタイミングで行います。

詳細は，「5.2.26　サービス部品の接続先を変更する」，「5.2.27　流量制御値を変更す
る」，および「5.2.28　サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更する」を参照
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
してください。

（12） システムの起動（HCSCサーバの起動）

実行環境での業務の開始・終了などに伴って，運用環境で HCSCサーバを起動したり停
止したりします。

実行環境の HCSCサーバを起動・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用
します。

HCSCサーバを起動する方法の詳細については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を
参照してください。

なお，HCSCサーバだけでなく，PRFや Hitachi Web Serverなど，関連するシステム
も起動します。

関連するシステムを起動・停止する方法の詳細については，「5.　システム運用」を参照
してください。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（13） HCSCコンポーネントの配備

運用環境にインポートした HCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，
ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付）を，HCSCサーバに配備します。

HCSCコンポーネントの配備は，運用環境のコマンドを利用します。なお，DBアダプ
タの配備方法は，サービスアダプタの配備方法と同じです。

HCSCコンポーネントの配備方法の詳細については，「3.1.9　サービスアダプタを配備
する」，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」，および「3.1.11　ユーザ定義受付を配
備する」を参照してください。

コマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してください。

（14） HCSCコンポーネントの開始

配備した HCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセス，
およびユーザ定義受付）を開始します。なお，サービスアダプタを開始する際には，
サービスアダプタから実行するサービスも起動している必要があります。

HCSCコンポーネントを開始・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用し
ます。なお，DBアダプタの開始・停止方法は，サービスアダプタの開始・停止方法と同
じです。

HCSCコンポーネントの開始方法の詳細については，「5.2.6　サービスアダプタを開始
する」，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」，および「5.2.8　ユーザ定義受付を開始
する」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（15） リクエスト受付の開始

サービスリクエスタから要求を受け付けるリクエスト受付（標準受付）を開始します。

標準受付を開始・停止するには，運用環境の画面またはコマンドを利用します。

標準受付の開始方法の詳細については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してくだ
さい。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（16） システムの監視・障害発生時の対応

実行環境での業務を開始したあとは，運用環境でシステムを監視します。障害が発生し
た場合には，障害の原因を特定し，対策します。

（a）システムの監視

実行環境での業務を開始したあと，必要に応じて，運用環境からHCSCサーバや HCSC
コンポーネントなどの状態を確認できます。

システムの状態の確認は，運用環境の画面またはコマンドを利用します。

システムの状態を確認する方法の詳細については，「5.　システム運用」を参照してくだ
さい。

また，運用環境では，データベースに記録されているビジネスプロセスのプロセスイン
スタンスの実行履歴の中から，必要に応じて目的のプロセスインスタンスを特定して，
その状態を確認したり，実行履歴を削除したり，プロセスインスタンスを再実行できま
す。

プロセスインスタンスの確認，実行履歴の削除および再実行は，運用環境の画面または
コマンドを利用します。

プロセスインスタンスの実行履歴の管理方法の詳細は，「6.　実行履歴の管理」を参照し
てください。

画面およびコマンドの詳細については，それぞれ「8.　運用環境で使用する画面」，「10.
　コマンド」を参照してください。

（b）障害の対策

システムの運用中に障害が発生した場合，それぞれの環境から，ログファイルやトレー
スファイルを採取します。ログファイルやトレースファイルを取得し，障害の発生個所
や原因を特定し，障害の対策を実施します。

なお，JP1と連携するシステムを構築した場合，Cosminexusサービスプラットフォー
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
ムでは，発生した障害のメッセージを JP1イベントとして JP1に通知します。これに
よって，出力するエラーメッセージを収集し，JP1の統合コンソールで集中的に監視で
きます。

また，JP1側で特定の JP1イベント（エラーメッセージ）の受信を契機として，自動的
にコマンドを実行することができます。これによって，システム運用（障害の発生をシ
ステム管理者へ通知する，回復のためのコマンドを実行するなど）を自動化できます。

障害時のログファイルやトレースファイルの取得，および JP1イベントの詳細情報の確
認については，「7.　障害対策」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.3　システム全体と運用環境・実行環境の関係
Cosminexus サービスプラットフォームでは，開発環境，運用環境および実行環境が相
互に関連してシステム全体を構成します。その中での運用環境および実行環境の位置づ
けについて説明します。

（1） 運用上の位置づけ

システム全体の運用の中で，運用環境および実行環境がどのように位置づけられるのか
について，次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-8　運用上の位置づけ

運用環境では，開発環境で作成した HCSCコンポーネント（サービスアダプタ，DBア
ダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付）をリポジトリから読み込み，実行
環境に配備します。また，実行環境で利用する HCSCサーバをセットアップします。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
運用を開始したあとは，システムの起動・停止・状態の監視をします。

実行環境では，サービスリクエスタで受け付けた要求電文に応じて，HCSCサーバを介
してサービス部品およびビジネスプロセスを呼び出し，業務を実行します。

（2） ネットワーク上の位置づけ

開発環境，運用環境および実行環境は，インターネットやイントラネットなどのネット
ワークを使って連結してシステムを構成します。

システム全体での運用環境および実行環境のネットワーク上の位置づけについて次の図
に示します。なお，実行環境の構成は，運用の形態によって異なります。実行環境の構
成については，「1.5　運用方針の決定」を参照してください。

図 1-9　システム全体での運用環境および実行環境のネットワーク上の位置づけ

UNIXの場合，運用環境と実行環境を同じマシンに構築できません。上の図のように，
運用環境を構築するマシンとして別途Windowsのマシンを用意し，uCosminexus 
Operatorをインストールする必要があります。Windowsの場合は，uCosminexus 
Service Platformが稼働しているマシンの一つに，運用環境と実行環境を構築すること
25



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
ができます。

なお，開発環境は別のネットワーク上に構築することができます。

実行環境でのサービス部品の実行状態などの情報は，uCosminexus Service Platformが
稼働しているマシンに構築したデータベースへ蓄積されます。

また，uCosminexus Service Platformが稼働しているマシンとネットワークで接続でき
る別マシン上に，データベースを構築することもできます。この場合，uCosminexus 
Service Platformが稼働しているマシンと，データベースを構築したマシンは LAN回線
などで接続します。

なお，uCosminexus Service Platformが稼働しているマシンで使用するデータベース
は，次の構成をとることができます。

クラスタ構成にしない場合
uCosminexus Service Platformに対して一つのデータベースを作成してください。
また，データベースのスキーマを uCosminexus Service Platformごとに分割するこ
とで，複数の uCosminexus Service Platformを一つのデータベースで使用できま
す。

クラスタ構成にする場合
クラスタに対して一つのデータベースを作成し，複数の uCosminexus Service 
Platformでデータベースを共有してください。
26



1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.4　動作環境
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境および実行環境として，
uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorを利用する場合の動作環
境について説明します。

1.4.1　前提 OS
uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorの前提 OSについて次に
示します。

（1） uCosminexus Service Platformの前提 OS

uCosminexus Service Platformの前提 OSについて，次の表に示します。

表 1-2　uCosminexus Service Platformの前提 OS

（2） uCosminexus Operatorの前提 OS

uCosminexus Operatorの前提 OSについて，次の表に示します。

前提 OS 前提 OSのバージョン

Windows Windows Server 2003
Windows Server 2003 R2
Windows Server 2003（x64）
Windows Server 2003 R2（x64）

AIX AIX 6L V6.1
AIX 5L V5.3（5300-06 RMP）
AIX 5L V5.2（5200-10 RMP）

Linux（32） Red Hat Enterprise Linux AS 3 (x86)
Red Hat Enterprise Linux ES 3 (x86)
Red Hat Enterprise Linux AS 3 (AMD64 & 
Intel EM64T)
Red Hat Enterprise Linux ES 3（AMD64 & 
Intel EM64T）
Red Hat Enterprise Linux AS 4 (x86)
Red Hat Enterprise Linux ES 4 (x86)
Red Hat Enterprise Linux AS 4 (AMD64 & 
Intel EM64T)
Red Hat Enterprise Linux ES 4（AMD64 & 
Intel EM64T）
Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform（x86）
Red Hat Enterprise Linux 5（x86）
Red Hat Enterprise Linux 5 Advanced 
Platform（AMD/Intel 64）
Red Hat Enterprise Linux 5（AMD/Intel 64）
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
表 1-3　uCosminexus Operatorの前提 OS

1.4.2　前提となるデータベース
uCosminexus Service Platformで構築する運用環境および実行環境の前提となるデータ
ベースについて，次の表に示します。

表 1-4　Cosminexusサービスプラットフォームの前提データベース

1.4.3　ソフトウェアの構成
uCosminexus Service Platformと uCosminexus Operatorは，構成ソフトウェアと呼ば
れる複数のソフトウェアで構成されています。uCosminexus Service Platformおよび
uCosminexus Operatorを構成するソフトウェアとその位置づけについて説明します。

（1） 構成ソフトウェア

（a）構成ソフトウェアの種類

uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorを構成するソフトウェア
を次の表に示します。

表 1-5　uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorを構成するソフト
ウェア

前提 OS 前提 OSのバージョン

Windows Windows Server 2003
Windows Server 2003 R2
Windows XP
Windows Vista

前提データベース バージョン

HiRDB HiRDB/Single Server Version 7
HiRDB/Parallel Server Version 7
HiRDB/Single Server Version 8
HiRDB/Parallel Server Version 8

Oracle Oracle9i
Oracle10g

構成ソフトウェア uCosminexus Service 
Platform

uCosminexus Operator

Cosminexus cFramework ○ －

Cosminexus Component Container（DB 
Connectorも含む）

○ －

Cosminexus Component Transaction Monitor ○ －

Cosminexus DABroker Library ○ －
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
（凡例）
○：含まれます。
－：含まれません。

Cosminexus サービスプラットフォームで SOAを適用したシステムを構築・運用するた
めの機能（運用環境・実行環境で利用する機能）は，Cosminexus Service Coordinator
で提供されます。Cosminexus Service Coordinatorには，次の機能が含まれます。

• ビジネスプロセス実行機能（HCSC-Business Process）
• データ変換機能（HCSC-Data Transform）
• DBアダプタ機能（HCSC-DB Adapter）
• 実行環境の運用管理機能（HCSC-Manager）
• メッセージング制御・サービス連携機能（HCSC-Messaging）

Cosminexus Service Coordinator以外の構成ソフトウェアの機能の詳細については，そ
れぞれの関連マニュアルを参照してください。

（b）構成ソフトウェアの位置づけ

uCosminexus Service Platformを構成するソフトウェアの位置づけを次の図に示しま
す。

Cosminexus Developer's Kit for JavaTM ○ ○

Cosminexus Operator Plug-in － ○

Cosminexus Performance Tracer ○ －

Cosminexus Reliable Messaging ○ －

Cosminexus Service Coordinator ○ －

Cosminexus TPBroker ○ －

Cosminexus Web Services - Security ○ －

Cosminexus XML Processor ○ ○

Hitachi Web Server ○ －

構成ソフトウェア uCosminexus Service 
Platform

uCosminexus Operator
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-10　uCosminexus Service Platformを構成するソフトウェアの位置づけ

（2） 関連ソフトウェア

Cosminexusサービスプラットフォームの関連ソフトウェアについて説明します。

（a）Microsoft Cluster Service

実行環境で，二つの HCSCサーバを組み合わせて HAクラスタを構成する場合に利用し
ます。Windowsの場合にだけ使用できます。

（b）HAモニタ

実行環境で，二つの HCSCサーバを組み合わせて HAクラスタを構成する場合に利用し
ます。UNIXの場合にだけ使用できます。

（c） uCosminexus TP1/Server Base Enterprise Option

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境と OpenTP1の間で，データベースを
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
介した異なるコンポーネントでの通信を行う場合に利用します。

TP1/Server Base Enterprise Optionは DBキューのプロトコルをサポートしています。
Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境とは，DBキューの受け付けとサービ
スアダプタで連携できます。

（d）uCosminexus 日立コード変換 - Development Kit

Cosminexusサービスプラットフォームの開発環境で，文字コードを変換するための
マッピングファイルを作成する場合に利用します。バイナリ形式（XML形式以外）の
データを扱うとき，またはデータ変換で値置換えファンクションを使用するときに必要
です。

（e）uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtime

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境で，文字コードを変換する場合に利
用します。Windowsの場合で，バイナリ形式（XML形式以外）のデータを扱うとき，
またはデータ変換で値置換えファンクションを使用するときに必要です。

（f） uCosminexus 日立コード変換 - Runtime

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境で，文字コードを変換する場合に利
用します。UNIXの場合で，バイナリ形式（XML形式以外）のデータを扱うとき，また
はデータ変換で値置換えファンクションを使用するときに必要です。

（g）uCosminexus Service Adapter Architect for TP1

Cosminexusサービスプラットフォームの開発環境で，既存の OpenTP1システムや
XDM/DCCM3内にあるサービス部品を呼び出すためのアダプタを作成する場合に利用し
ます。

（h）uCosminexus Service Adapter for TP1

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境から既存の OpenTP1システムや
XDM/DCCM3内にあるサービス部品を呼び出す場合に利用します。

（i） uCosminexus TP1 Gateway

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境で，OpenTP1などの既存システムか
ら，HCSCサーバを経由してサービス部品を呼び出す場合に利用します。HCSCサーバ
に対して，CTMを経由した同期応答型の送信，または DBキューを介した非同期応答型
の送信ができます。

（j） uCosminexus Service Adapter Architect for Flat Files

Cosminexusサービスプラットフォームの開発環境で，既存の業務処理システムのファ
イルからデータを読み込んだり，ファイルへデータを書き込んだりするためのアダプタ
を作成する場合に利用します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
（k） uCosminexus Service Adapter for Flat Files

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境で，既存の業務処理システムのファ
イルからデータを読み込んだり，ファイルへデータを書き込んだりする場合に利用しま
す。ファイルインターフェースを持つシステムをサービスプラットフォームと連携する
場合でも，連携先システムのインターフェースを変更することなく，ファイルアクセス
をサービス部品として実行でき，ファイルの入出力を伴う既存システムとほかのサービ
ス部品との連携ができるようになります。

（l） uCosminexus Service Adapter Architect for Object Access

Cosminexusサービスプラットフォームの開発環境で，既存の TPBrokerシステム
（Object Wrapperシステム）の CORBAサーバの業務メソッドを呼び出すためのアダプ
タを作成する場合に利用します。

（m）uCosminexus Service Adapter for Object Access

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境で，既存の TPBrokerシステム
（Object Wrapperシステム）で動作する CORBAサーバの業務メソッドをサービス部品
として連携する場合に利用します。

（n） iWay アダプタ

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境で，他社 ERPパッケージをサービス
部品として連携する場合に利用します。SAP R/3，および Oracle EBSとのWebサービ
スによる連携ができるため，既存 ERP資産を活用したシステム間連携ができます。

（o）JP1関連製品

Cosminexus サービスプラットフォームで構築した業務システム全体の監視，問題の検
知などの運用を効率良く実施する場合に利用します。

JP1と連携したシステムの運用については，マニュアル「Cosminexus　機能解説」の
JP1との連携に関する内容を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
1.5　運用方針の決定
実行環境（HCSCサーバ）の構築・セットアップに際して，実行環境をどのような構成
にして運用するかを決定します。

実行環境の構成は，サービス部品の実行を要求するHCSCコンポーネントが配備される
HCSCサーバの数，および複数のHCSCサーバの関係によって異なります。業務の規
模・内容や，用意できるハードウェアの制約，既存システムからの移行が容易かどうか，
負荷分散による性能・信頼性をどの程度確保するかなどを考慮して，実行環境の構成と
運用の方針を決定します。

Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境では，HCSCサーバの数，および複
数の HCSCサーバの関係によって，次のような構成・運用ができます。

• 単一のHCSCサーバによる運用
• 複数のHCSCサーバによる運用
• 複数のHCSCサーバでクラスタを構成する運用
• 複数のHCSCサーバを連携させた運用
• クラスタ単位でHCSCサーバを連携させる運用

HCSCサーバ，クラスタ，連携のセットアップについては，「3.　システムのセットアッ
プとアンセットアップ」を参照してください。

以降の項で，それぞれの構成と運用について説明します。

！！！！ 注意事項
 

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorが動作するマシンの時刻を，
NTPソフトウェアなどを使用して進めたり戻したりしないでください。時刻を操作した場
合の動作は保証されません。

1.5.1　単一の HCSCサーバによる運用
一つの HCSCサーバでの構成を次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-11　HCSCサーバの構成（単一の場合）

HCSCサーバが一つの場合，すべての HCSCコンポーネントを一つのHCSCサーバに
配備して運用します。すべてのサービス部品が，同じ HCSCサーバから呼び出されま
す。

1.5.2　複数の HCSCサーバによる運用
Cosminexus サービスプラットフォームでは，実行環境に複数の HCSCサーバをセット
アップして運用することができます。

複数の HCSCサーバでの構成を次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-12　HCSCサーバの構成（複数の場合）

複数の HCSCサーバによる構成の場合，それぞれのサーバに異なる HCSCコンポーネン
トを配備して運用します。それぞれのHCSCサーバからはそれぞれ異なるサービス部品
を呼び出します。HCSCコンポーネントで呼び出すサービス部品の業務別にHCSCサー
バを分けて運用管理する場合などに利用できます。

1.5.3　複数の HCSCサーバでロードバランスクラスタを構成
する運用

Cosminexus サービスプラットフォームでは，特定の HCSCサーバにサービス部品の実
行要求が集中しないように，複数のHCSCサーバをクラスタリングし，汎用ロードバラ
ンサまたは CTMを使用して負荷を分散するシステムを構築できます。この構成をロード
バランスクラスタ構成といいます。ここでは，汎用ロードバランサと CTMを合わせて，
ロードバランサと表記します。

HCSCサーバをクラスタリングした場合の構成（ロードバランスクラスタ構成）を次の
図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-13　HCSCサーバの構成（ロードバランスクラスタ構成の場合）

ロードバランスクラスタ構成では，運用を停止しないで，ロードバランスクラスタを構
成する HCSCサーバを追加，変更，および削除することができます。

ロードバランスクラスタ構成で使用するロードバランサは，標準の同期受付（Webサー
ビス／ SessionBean）へのサービス部品の実行要求だけ受け付けます。標準の非同期受
付（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））へのサービス部品の実行要求は，受け付け
ることができません。なお，標準の同期受付（Webサービス）と標準の同期受付
（SessionBean）のどちらにサービス部品の実行要求を送信するかによって，使用する
ロードバランサが異なります。使用するロードバランサについては，「2.5　HCSCサー
バをロードバランスクラスタ構成にする場合の環境構築」を参照してください。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
！！！！ 注意事項
 

ロードバランスクラスタ構成では，ロードバランスクラスタ経由の非同期実行要求（MDB
（WS-R）／MDB（DBキュー））は受け付けることができませんが，個々の HCSCサーバ
への直接の非同期実行要求（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））は受け付けることがで
きます。その場合，サービス部品の実行要求を送信するサービスリクエスタの宛先を，必ず
HCSCサーバに設定してください。ロードバランスクラスタ構成に対して宛先を設定した場
合，サービス部品の実行要求が正しく処理されないときがあります。このため，ロードバラ
ンサで標準の非同期受付（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））へのサービス部品の実行
要求を受け付けないように設定してください。

1.5.4　複数の HCSCサーバで HAクラスタを構成する運用
Cosminexus サービスプラットフォームでは，実行環境にセットアップされた複数の
HCSCサーバを，二つずつ組み合わせてクラスタリングし，実行系と待機系を 1:1で運
用するシステム（1:1系切り替えシステム）を構築できます。この構成を HAクラスタ構
成といいます。

HCSCサーバをクラスタリングした場合の構成（HAクラスタ構成）を次の図に示しま
す。

図 1-14　HCSCサーバの構成（HAクラスタ構成の場合）
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
HAクラスタを構成するには，クラスタソフトウェアが必要です。Cosminexus サービス
プラットフォームでは，クラスタソフトウェアとして，Windowsの場合はMicrosoft 
Cluster Serviceを，UNIXの場合は HAモニタを利用します。

クラスタリングされた 1:1系切り替えシステムでは，実行系に何らかの障害が発生する
と，クラスタソフトウェアがこれを検知して，自動的に待機している系に切り替えて業
務を続行します。システムがより冗長な構成になり，一方の系で障害が発生してもサー
ビス部品を継続して運用できるようになります。

なお，クラスタソフトには，障害を検知した場合に待機系 HCSCサーバが自動的に起動
されるよう次のことを設定しておきます。

• 待機系 HCSCサーバの起動
• 待機系 HCSCサーバの標準受付の開始

！！！！ 注意事項
 

HAクラスタを構成する二つの HCSCサーバには，同じ HCSCコンポーネントが配備され
ている必要があります。また，OSやユーザも現用系と待機系で同じにしておく必要があり
ます。

1.5.5　複数の HCSCサーバを連携させる運用
Cosminexus サービスプラットフォームでは，実行環境にセットアップされた複数の
HCSCサーバを連携させて運用することができます。

HCSCサーバを連携させた場合の構成を次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-15　HCSCサーバの構成（連携の場合）

HCSCサーバを連携させることで，要求されたHCSCコンポーネントが配備された
HCSCサーバへ実行要求を送信できます。

1.5.6　クラスタ単位で HCSCサーバを連携させる運用
HCSCサーバを連携させる場合，クラスタ単位で連携させることもできます。

クラスタ単位で HCSCサーバを連携させた場合の構成を次の図に示します。
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1.　SOAに基づいたシステム運用の概要
図 1-16　HCSCサーバの構成（クラスタを連携させる場合）

クラスタを連携させることで，クラスタ構成による冗長性を確保し，要求された HCSC
コンポーネントが配備された HCSCサーバを持つクラスタへ転送できます。
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2　 システムの構築
この章では，uCosminexus Service Platformなどのインス
トールやインストール後の設定方法について説明します。

2.1　インストールとアンインストール

2.2　構成の形態と選択

2.3　実行環境に関する設定

2.4　運用環境に関する設定

2.5　HCSCサーバをロードバランスクラスタ構成にする場合の環境構築

2.6　HCSCサーバを HAクラスタ構成にする場合の環境構築

2.7　JP1連携機能を使用する場合の環境構築
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2.　システムの構築
2.1　インストールとアンインストール

2.1.1　インストールの流れ
インストールの流れを次の図に示します。実行環境と運用環境を同じマシンに構築する
場合と，異なるマシンに構築する場合とで，インストールおよび設定の作業の流れが異
なります。

図 2-1　インストールの流れ
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2.　システムの構築
（1） uCosminexus Service Platformのインストール

uCosminexus Service Platformのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus 
Service Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してください。

なお，インストールした uCosminexus Service Platformのアンインストールについて
は，「2.1.6　アンインストール」を参照してください。

（2） uCosminexus Operatorのインストール

uCosminexus Operatorのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus Service 
Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してください。

なお，インストールした uCosminexus Operatorのアンインストールについては，
「2.1.6　アンインストール」を参照してください。

（3） Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込み

運用環境で画面を利用する場合，Eclipseに HCSC-Manager Plug-inを組み込みます。

Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込みについては，「2.1.3　Eclipseへの
HCSC-Manager Plug-inの組み込み」を参照してください。

（4） 環境設定

環境設定としてリポジトリを設定します。

uCosminexus Operatorをインストールしたマシンでは，環境設定として環境変数を設
定します。

環境設定については，「2.1.4　環境設定」を参照してください。

（5） Management Serverの設定

HCSC-Managerを使用するためのManagement Serverの設定を，HCSC-Managerの
接続先となる実行環境で実施します。

Management Serverの設定については，「2.1.5　HCSC-Managerを使用するための
Management Serverの設定」を参照してください。

（6） 実行環境に関する設定

HCSCサーバの構成などを設定します。実行環境に関する設定の詳細は，「2.3　実行環
境に関する設定」を参照してください。

（7） 運用環境に関する設定

ユーザの権限などを設定します。運用環境に関する設定の詳細は，「2.4　運用環境に関
する設定」を参照してください。
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2.　システムの構築
2.1.2　uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus 
Operatorのインストール

uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorは，日立総合インストー
ラからインストールします。日立総合インストーラの指示に従ってインストールしてく
ださい。

次に，Windowsの場合と UNIXの場合のインストール方法についてそれぞれ説明しま
す。

！！！！ 注意事項
 

次のドキュメントを参照し，各構成ソフトウェアのインストール上の注意事項を確認してか
らインストールしてください。
• リリースノート
• マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」のインストール方法

（1） Windowsの場合のインストール方法

新規インストール，上書きインストール，アップグレードインストールの場合のインス
トール方法についてそれぞれ説明します。なお，インストール作業は Administrator権
限が設定されたユーザが実施してください。

（a）新規インストールの場合

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorをインストールします。
インストール種別を選択する画面では「標準」を選択してください。

（b）上書きインストールの場合

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorをインストールします。
インストール種別を選択する画面では「変更」を選択して，そのあと，プログラムを選
択する画面で上書きインストールをする構成ソフトウェアを選択してください。

（c）アップグレードインストールの場合

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorをインストールします。
インストール種別を選択する画面では「変更」を選択して，そのあと，プログラムを選
択する画面でアップグレードインストールをする構成ソフトウェアを選択してください。

！！！！ 注意事項
 

バージョン 07-00から，それ以降のバージョンへのアップグレードインストールには対応し
ていません。
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（2） UNIXの場合のインストール方法

UNIXの場合のインストール方法について説明します。なお，インストール作業は root
権限が設定されたユーザが実施してください。

uCosminexus Service Platformに含まれるすべての構成ソフトウェアをインストールし
ます。uCosminexus Service Platformに含まれる構成ソフトウェアを次に示します。

• Cosminexus cFramework
• Cosminexus Component Container
• Cosminexus Component Transaction Monitor
• Cosminexus DABroker Library
• Cosminexus Developer's Kit for JavaTM

• Cosminexus Performance Tracer
• Cosminexus Reliable Messaging
• Cosminexus Service Coordinator
• Cosminexus TPBroker
• Cosminexus Web Services - Security
• Cosminexus XML Processor
• Hitachi Web Server
• uCosminexus Service Platform - Base

なお，上記の構成ソフトウェアがすでにインストールされている場合は，インストール
済みの構成ソフトウェアのバージョンが古いものだけをインストールしてください。

（3） インストール後のディレクトリ構成

uCosminexus Service Platformおよび Cosminexus Operatorを構成するソフトウェア
のうち，Cosminexus Service Coordinatorおよび Cosminexus Operator Plug-inのイン
ストール後のディレクトリ構成を次の図に示します。Cosminexus Service Coordinator
および Cosminexus Operator Plug-in以外の構成ソフトウェアのインストール後のディ
レクトリ構成については，マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」を参照して
ください。
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2.　システムの構築
図 2-2　インストール後のディレクトリ構成

（4） インストール後の作業

Windowsの場合，uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorのイ
ンストールが終了したら，マシンを再起動します。

なお，運用環境で画面を利用するには，uCosminexus Service Platformまたは
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uCosminexus Operatorをインストールしたあとに，次のソフトウェアのインストール
およびセットアップが必要です。

なお，Eclipseのインストールについては，Eclipseのドキュメントを参照してください。

• Eclipse Platform Runtime Binary 3.2.2以降（3.3は対象外）

参考
 

uCosminexus Operatorに含まれる Server Plug-inの機能や設定方法および使用方法につい
ては，次の Cosminexusの関連マニュアルを参照してください。
• Cosminexus　機能解説
• Cosminexus　システム構築ガイド
• Cosminexus　システム運用ガイド
• Cosminexus　アプリケーション設定操作ガイド

2.1.3　Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込み
HCSC-Manager Plug-inを Eclipseへ組み込みます。

HCSC-Manager Plug-inを組み込む手順を次に示します。

1. Eclipseを起動し，メニューから，［ヘルプ］－［ソフトウェアの更新］－［構成の管
理］を選択します。
［製品構成］ダイアログが表示されます。

2. ツリービュー上で右クリックし，コンテキストメニューを表示させて［追加］－［拡
張ロケーション］を選択します。
［フォルダ参照］ダイアログが表示されます。

3. 次のフォルダを指定します。
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥plugins¥eclipse

4.［OK］ボタンをクリックします。
［インストール /更新］ダイアログが表示されます。

5.［インストール /更新］ダイアログに［変更を適用］ボタンがある場合は［変更を適
用］ボタンを，［変更を適用］ボタンがない場合は［はい］ボタンをクリックしてく
ださい。
•［変更を適用］ボタンがある場合
パースペクティブの変更の受け入れを確認するダイアログが表示されます。ここ
で，［はい］ボタンをクリックして，手動で再起動します。再起動されると組み込
みは完了です。

•［変更を適用］ボタンがない場合
［はい］ボタンをクリックすると，再起動が実行されます。再起動されると，組み
込みは完了です。
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2.　システムの構築
HCSC-Manager Plug-inが正しく組み込まれたかどうかについては，メニューから
［ヘルプ］－［ソフトウェアの更新］－［構成の管理］を選択して表示される，［製
品構成］ダイアログで確認できます。

Cosminexusを再インストールしたときの注意事項
バージョンアップなどによって Cosminexusを再インストールした場合，次に示す
どちらかの操作が必要になります。
• 拡張ロケーションの削除
拡張ロケーションを削除して再度プラグインを組み込みます。拡張ロケーション
の削除は Eclipseのインストール先（eclipse.exeがあるフォルダ）で次のコマン
ドを実行します。
java -cp startup.jar org.eclipse.core.launcher.Main

     -application org.eclipse.update.core.standaloneUpdate

     -command removeSite

     -to "<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥plugins¥eclipse"

• Eclipseの起動引数の指定
Eclipseの起動引数に -cleanを指定して再起動します。
eclipse.exe -clean

2.1.4　環境設定
uCosminexus Service Platformおよび uCosminexus Operatorをインストールしたマシ
ン上で次の設定を行います。

リポジトリの設定
リポジトリの設定については，「4.1　リポジトリの概要」を参照してください。

環境変数の設定（uCosminexus Operatorをインストールしたマシンの場合）
uCosminexus Operatorをインストールしたマシンでは，次の環境変数を設定しま
す。

表 2-1　uCosminexus Operatorを利用する場合に設定する環境変数

2.1.5　HCSC-Managerを使用するための Management 
Serverの設定

HCSC-Managerを使用するための設定を，HCSC-Managerの接続先となる実行環境の
マシンで実施します。設定手順を次に示します。

環境変数名 設定値

PATH <Cosminexusのインストールディレクトリ >¥jdk¥bin

TZ 「JST-9」など
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2.　システムの構築
（1） mserver.properties（Management Server環境設定ファイル）の設
定

実行環境のmserver.properties（Management Server環境設定ファイル）に，プロパ
ティを追加します。mserver.propertiesの格納先とmserver.propertiesに追加するプロ
パティを次に示します。

（a）mserver.propertiesの格納先
　
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥manager¥config¥mserver.properties
　

（b）追加するプロパティ
　
com.cosminexus.mngsvr.management.enabled=true
com.cosminexus.mngsvr.management.connector.enabled=true

com.cosminexus.mngsvr.management.port=28099※

　

注※
HCSC-Managerからの接続ポート番号を指定します。設定を省略した場合，デフォ
ルトで 28099が設定されます。

（2） mserver.cfg（Management Server用オプション定義ファイル）の設
定

実行環境のmserver.cfg（Management Server用オプション定義ファイル）に，プロパ
ティを追加します。

mserver.cfgの格納先とmserver.propertiesに追加するプロパティを次に示します。

（a）mserver.cfgの格納先
　
<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥manager¥config¥mserver.cfg
　

（b）追加するプロパティ

データベースで Oracleを使用する場合

注※
Oracle Clientのインストールディレクトリ下の「jdbc/lib/ojdbc14.jar」が該当する JARファイ
ルです。

データベースで HiRDBを使用する場合

HiRDB/Single Serverまたは HiRDB/Parallel Serverをインストールしているとき

 

web.add.class.path=<Oracle JDBC Thin DriverのJARファイル名（フルパス）>※
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2.　システムの構築
• Windowsの場合

• UNIXの場合

HiRDB/Run Timeをインストールしているとき
• Windowsの場合

• UNIXの場合

JDBCドライバに HiRDB Type4 JDBC Driverを利用するとき

注※
HiRDBのインストールディレクトリ下の「pdjdbc2.jar」が該当する JARファイルです。

（3） 運用管理エージェントの起動（起動済みの場合は再起動）

運用管理エージェントの起動については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイ
ド」を参照してください。

（4） Management Serverの起動（起動済みの場合は再起動）

Management Serverの起動については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイ
ド」を参照してください。

（5） MBeanの起動確認

<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥log¥下の最新のmngsvr[n].log
ファイルに KEOS27010-Iメッセージが 20個出力されることを確認します。

なお，KEOS27010-Iメッセージの可変値のファイル名には，次に示すどれかが出力され

 
add.library.path=<HiRDBインストールディレクトリ>¥CLIENT¥UTL
 

 
add.library.path=<HiRDB運用ディレクトリ>/client/lib
 

 
add.library.path=<HiRDBのインストールディレクトリ>¥utl
 

 
add.library.path=<HiRDBのインストールディレクトリ>/client/lib
 

 

web.add.class.path=<HiRDB Type4 JDBC DriverのJARファイル名（フルパス）>※
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2.　システムの構築
ます。

• 50cscbp.xml
• 50cscmsg.xml
• 50cscmt.xml

！！！！ 注意事項
 

バージョン 07-50以降では，「<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥mbean-plugins」配下のファイルを，「<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥manager¥mbean-plugins」にコピーする作業は不要です。
次のファイルが存在する場合，ファイルを削除したあとに (3)～ (5)の手順を行ってくださ
い。
• <Cosminexusのインストールディレクトリ

>¥manager¥mbean-plugins¥config¥50cscbp.xml
• <Cosminexusのインストールディレクトリ

>¥manager¥mbean-plugins¥config¥50cscmsg.xml
• <Cosminexusのインストールディレクトリ

>¥manager¥mbean-plugins¥lib¥cscbp_mbean.jar
• <Cosminexusのインストールディレクトリ

>¥manager¥mbean-plugins¥lib¥cscmsg_mbean.jar

2.1.6　アンインストール
uCosminexus Service Platform，uCosminexus Operator，および構成ソフトウェアにつ
いて，アンインストールの対象とアンインストール方法を説明します。

（1） アンインストールする前に

uCosminexus Service Platformの構成ソフトウェアである Cosminexus Service 
Coordinator，および uCosminexus Operatorをアンインストールする前に知っておかな
ければならない内容と，アンインストールする前に行う作業について説明します。

（a）対象となるファイルおよびディレクトリ

通常インストーラで作成したファイル，ディレクトリだけが削除されます。削除対象の
ディレクトリ配下にファイルを作成した場合は，アンインストール時に削除されるため
注意してください。ただし，次のディレクトリ下は削除されません。

• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥config¥manager※ 1

• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥config¥msg※ 2

• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥log¥manager
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥repository

また，以下のディレクトリ配下のファイルについては，インストール後に，製品によっ
て作成されますが，アンインストール時に削除されます。
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2.　システムの構築
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥DB¥area
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥DB¥bats
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥spool¥manager
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥spool¥migration
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥spool¥msg
• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥system¥msg

注※ 1　<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥config¥manager¥templates
の配下は削除されます。

注※ 2　Windows版の場合，Cosminexus Service Coordinator 01-50以前のバージョン
から，Cosminexus Service Coordinator 01-60以降のバージョンにアップグレードイン
ストールしたあとにアンインストールすると，<Cosminexusインストールディレクトリ
>CSC¥config¥msg¥cmdconf.batが削除されます。そのため，アンインストールしたあ
とで，再度インストールしてシステムを構築する場合は，cmdconf.batに設定した内容を
再設定する必要があります。なお，Cosminexus Service Coordinator 01-60以降のバー
ジョンを新規インストールしたあとにアンインストールした場合は，<Cosminexusイン
ストールディレクトリ >CSC¥config¥msg¥cmdconf.batは削除されません。

（b）アンインストールする前に行う作業

Cosminexus Service Coordinatorをアンインストールする前に，次の作業を実施する必
要があります。uCosminexus Operatorをアンインストールする場合，この作業を実施
する必要はありません。

システムのアンセットアップ
システムをアンセットアップします。システムをアンセットアップしないでアンイ
ンストールすると，データベースのテーブル，J2EEサーバの J2EEアプリケー
ションおよび Cosminexus Reliable Messagingのキューが削除されずに残ってしま
います。
システムのアンセットアップ方法については，「3.2　システムのアンセットアップ」
を参照してください。

J2EEサーバおよびManagement Serverの停止
J2EEサーバおよびManagement Serverを停止します。
J2EEサーバおよびManagement Serverの停止方法については，マニュアル
「Cosminexus　システム構築ガイド」，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガ
イド」を参照してください。

（2） Windowsの場合のアンインストール方法

Windows 2003の場合のアンインストール方法について説明します。なお，アンインス
トール作業は Administrator権限が設定されたユーザが実施してください。
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2.　システムの構築
（a）uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorの構成ソフトウェアを
すべてアンインストールする場合

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorの構成ソフトウェアをす
べてアンインストールする場合の手順を次に示します。

なお，次の二つの方法のうち，方法 2は，uCosminexus Service Platformをアンインス
トールする場合にだけ利用できます。

方法 1

1. Windowsの［スタート］メニューから，［コントロールパネル］の［プログラムの追
加と削除］を選択します。
［プログラムの追加と削除］ダイアログが表示されます。

2.［現在インストールされているプログラム］のリストから Cosminexusの製品名を選
択し，［変更と削除］ボタンをクリックします。
アンインストール種別を確認するダイアログが表示されます。

3.［はい］ボタンをクリックします。
アンインストールするプログラムの確認画面が表示されます。

4. アンインストールするプログラムを確認し，［次へ］ボタンをクリックします。
アンインストールが開始され，プログラムが削除されます。
　

方法 2

1. Windowsの［スタート］メニューから，［すべてのプログラム］－［Cosminexus］－
［uCosminexus Service Platformアンインストール］（または［uCosminexus Operator
アンインストール］）を選択します。
アンインストール種別を確認するダイアログが表示されます。

2.［はい］ボタンをクリックします。
アンインストールするプログラムの確認画面が表示されます。

3. アンインストールするプログラムを確認し，［次へ］ボタンをクリックします。
アンインストールが開始され，プログラムが削除されます。

（b）uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorの構成ソフトウェアを
単体でアンインストールする場合

uCosminexus Service Platformまたは uCosminexus Operatorの構成ソフトウェアを単
体でアンインストールする場合の手順を次に示します。

なお，次の二つの方法のうち，方法 2は，uCosminexus Service Platformの構成ソフト
ウェアをアンインストールする場合にだけ利用できます。

方法 1

1. Windowsの［スタート］メニューから，［コントロールパネル］の［プログラムの追
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2.　システムの構築
加と削除］を選択します。
［プログラムの追加と削除］ダイアログが表示されます。

2.［現在インストールされているプログラム］のリストから Cosminexusの製品名を選
択し，［変更と削除］ボタンをクリックします。
アンインストール種別を確認するダイアログが表示されます。

3.［いいえ］ボタンをクリックします。
プログラムを選択する画面が表示されます。

4. アンインストールしたいプログラムのチェックボックスをチェックし，［次へ］ボタ
ンをクリックします。
アンインストールするプログラムの確認画面が表示されます。

5. アンインストールするプログラムを確認し，［次へ］ボタンをクリックします。
アンインストールが開始され，プログラムが削除されます。
　

方法 2

1. Windowsの［スタート］メニューから，［すべてのプログラム］－［Cosminexus］－
［uCosminexus Service Platformアンインストール］（または［uCosminexus Operator
アンインストール］）を選択します。
アンインストール種別を確認するダイアログが表示されます。

2.［いいえ］ボタンをクリックします。
プログラムを選択する画面が表示されます。

3. アンインストールしたいプログラムのチェックボックスをチェックし，［次へ］ボタ
ンをクリックします。
アンインストールするプログラムの確認画面が表示されます。

4. アンインストールするプログラムを確認し，［次へ］ボタンをクリックします。
アンインストールが開始され，プログラムが削除されます。

（3） UNIXの場合のアンインストール方法

UNIXの場合のアンインストール方法について説明します。

uCosminexus Service Platformのアンインストールは，日立 PPインストーラを使用し
ます。アンインストールには root権限が必要です。

アンインストール時の注意事項などについては，マニュアル「Cosminexus　システム構
築ガイド」のアンインストール方法に関する内容を参照してください。
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2.2　構成の形態と選択
Cosminexus サービスプラットフォームのどの機能を使用し，どのような運用をしたい
かによって，データベースと Cosminexus RMの使用有無が異なります。使用する機能
ごとに，データベースと Cosminexus RMの使用有無を次の表に示します。

表 2-2　使用したい機能ごとのデータベースと Cosminexus RMの使用有無

（凡例）
○：必須です。
×：必須ではありません。

注※ 1
永続化しないビジネスプロセスを使用する場合，開発環境で定義できるプロセスに制限がある
ため注意してください。詳細は「5.5.2　永続化するビジネスプロセスと永続化しないビジネス
プロセス」を参照してください。

注※ 2
DBアダプタを使用する場合，HCSCサーバが稼働しているマシン上にデータベースは不要で
す。しかし，DBアダプタから接続するサービス稼働マシンでは，データベースが必要になりま
す。

表 2-2から，データベースと Cosminexus RMの使用有無による構成形態は，次の三つ
のパターンあることがわかります。

• データベースと Cosminexus RMの両方を使用する
• データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない
• データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない

それぞれパターンによって，システム構築時の実行環境に関する設定内容などが異なり
ます。なお，データベースと Cosminexus RMの使用有無の設定は，HCSCサーバセッ
トアップ定義ファイルで定義します。また，データベースを使用しない場合はデータ

使用したい機能 データベース Cosminexus RM

同期受付を使用したい × ×

非同期受付を使用したい ○ ○

同期サービスアダプタを使用したい × ×

非同期サービスアダプタを使用したい ○ ○

ビジネスプロセスを使用した
い

永続化するビジネスプロセ
スを使用したい

○ ○

永続化しないビジネスプロ
セスを使用したい※ 1

× ×

プロセスインスタンスの実行履歴を管理したい ○ ○

電文の実行履歴を管理したい ○ ×

DBアダプタを使用したい ×※ 2 ×
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ベースの設定が不要で，Cosminexus RMを使用しない場合は Cosminexus RMの設定が
不要です。

システム構築時の実行環境に関する設定内容については，それぞれ次の個所を参照して
ください。

データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合
「2.3.1　HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する」～「2.3.8　変換テーブルを登
録する」

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合
「2.3.9　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合の実行環境に関す
る設定」

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない
「2.3.10　データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の実行環境に
関する設定」
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2.3　実行環境に関する設定
実行環境に関する設定には，次のものがあります。

• HCSCサーバ構成定義ファイルの設定
• HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定
• 連携セットアップ定義ファイルの設定
• HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定
• ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの設定
• データベースの設定
• 変換テーブルの登録

実行環境に関する設定は，データベースと Cosminexus RMの使用有無によって設定内
容が異なります。実行環境に関する設定内容については，それぞれ次の個所を参照して
ください。

データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合
「2.3.1　HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する」～「2.3.8　変換テーブルを登
録する」

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合
「2.3.9　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合の実行環境に関す
る設定」

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない
「2.3.10　データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の実行環境に
関する設定」

2.3.1　HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する
HCSCサーバの構成定義時に必要な情報は，HCSCサーバ構成定義ファイルに定義しま
す。

（1） HCSCサーバ構成定義ファイルの作成

HCSCサーバの構成定義情報の設定は，XML形式のHCSCサーバ構成定義ファイルと
して，次に示すディレクトリに格納されているサンプルファイルを利用して作成します。

定義したファイルは，HCSCサーバのセットアップ時に使用します。HCSCサーバの
セットアップについては「3.1.3　HCSCサーバをセットアップする」を参照してくださ
い。

<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvsetup.xml
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2.　システムの構築
このファイルには，ユーザ IDやパスワードなどの情報が含まれるため，アクセス権を設
定して管理する必要があります。

（2） 設定できる要素

HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素を次の表に示します。

表 2-3　HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素（データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用する場合）

項番 分類 使用するタグ名 要素

1 clusterの定義※ 1 name クラスタ名

2 type※ 1 クラスタ種別（LBまたは HA）

3 cosminexus-manager
の定義

name Cosminexus Manager名

4 ip-address※ 2 Cosminexus Managerの IPアドレス

5 port※ 2 Cosminexus Managerのリモート管理
機能への外部接続ポート番号

6 id Management Serverの管理ユーザ ID

7 password※ 1 Management Serverの管理ユーザパス
ワード

8 hcsc-serverの定義 neme HCSCサーバ名

9 id HCSCサーバが使用するデータベース
のユーザ ID

10 password HCSCサーバが使用するデータベース
のパスワード

11 j2ee-server-name HCSCサーバが使用する J2EEサーバ
名

12 setup-properties HCSCサーバセットアッププロパティ
ファイル名

13 soap-receptionの定義※
1

ip-address※ 1※

2
Webサーバの IPアドレス

14 port※ 2 Webサーバのポート番号

15 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは https）
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注※ 1　省略できます。

注※ 2　2回目以降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされます。

注※ 3　クラスタ種別が「HA」の場合に設定します。クラスタ種別が「LB」の場合は，設定しても
無視されます。

注※ 4　クラスタ種別が「LB」の場合に設定します。クラスタ種別が「HA」の場合は，設定しても
無視されます。

HCSCサーバ構成定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサー
バ構成定義ファイル」を参照してください。

2.3.2　HCSCサーバセットアップ定義ファイルを設定する
各 HCSCサーバのセットアップ時に必要な情報は，HCSCサーバセットアップ定義ファ
イルに定義します。

（1） HCSCサーバセットアップ定義ファイルの作成

HCSCサーバのセットアップ情報の設定は，J2SEのプロパティ形式の HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルとして，次に示すディレクトリに格納されているサンプル

16 jms-receptionの定義※
1※ 3

ip-address※ 1※

2
Webサーバの IPアドレス

17 port※ 2 Webサーバのポート番号

18 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは https）

19 rm-service-conte
xt-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート

20 rm-service-name
※ 1※ 2

RMのサービス名

21 jms-physical-reception
の定義※ 1※ 4

ip-address※ 1※

2
Webサーバの IPアドレス

22 port※ 2 Webサーバのポート番号

23 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは https）

24 rm-service-conte
xt-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート

25 rm-service-name
※ 1※ 2

RMのサービス名

26 ejb-receptionの定義※ 1 ip-address※ 1※

2
NameServerの IPアドレス

27 port※ 2 NameServerのポート番号

項番 分類 使用するタグ名 要素
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2.　システムの構築
ファイルを利用して作成します。

（2） 設定できるプロパティ

HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

表 2-4　HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティ（データベースと
Cosminexus RMの両方を使用する場合）

<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvsetup.properties

項番 分類 プロパティ名 内容

1 セットアップ
構成関連

db-use※ データベースの使用有無

2 rm-use※ Cosminexus RMの使用有無

3 hcscserver-data-filepath HCSCサーバのシステム管理情報
の出力先

4 標準受付関連 request-ejb 標準の同期受付（SessionBean）
の使用有無

5 request-soap 標準の同期受付（Webサービス）
の使用有無

6 request-jms 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の使用有無

7 request-jms.maxmessage 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のキューの最大メッ
セージ数

8 request-dbq 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の使用有無

9 request-dbq.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））のキューの最大メッセー
ジ数

10 request-jms-rdarea 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の RDエリア名

11 request-dbq-rdarea 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の RDエリア名

12 request-dbq-maxlen 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の最大メッセージ長

13 ユーザ定義受
付関連

request-userdef-soap ユーザ定義受付の使用有無

14 J2EE関連 naming-service-hostname ネーミングサービスのホスト名

15 naming-service-port ネーミングサービスのポート番号
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2.　システムの構築
16 Cosminexus 
RM関連

rm-systemname Cosminexus RMのシステム名

17 rm-displayname Cosminexus RMの表示名

18 DBコネクタ関
連

dbcon-xadisplayname XATransaction用または
LocalTransaction用の DB 
Connectorの表示名

19 dbcon-nodisplayname NoTransaction用 DB Connector
の表示名

20 転送キュー関
連

transreq-maxmessage HCSCサーバ間転送受信キューの
最大メッセージ数

21 transreq-jms-rdarea HCSCサーバ間転送受信キューの
RDエリア名

22 データベース
関連

dbtype 使用するデータベース種別

23 jdbc-type JDBCドライバ種別

24 jdbc-url JDBC用データベース URL

25 jdbc-dbhostname データベースのホスト名

26 jdbc-dbconnectinfo データベースの接続情報

27 db-character-sets データベース文字コード種別

28 データベース
の RDエリア
（表領域）情報

cscserverinfo-tbl-area HCSC基本情報用テーブル領域

29 server-trans-tbl-area 連携 HCSC用テーブル領域

30 location-tbl-area ロケーション用テーブル領域

31 routing-tbl-area ルーティング用テーブル領域

32 cv-tbl-area データ変換用テーブル領域

33 exehistory-tbl-area 実行履歴情報テーブル領域

34 exehistory-idx-area 実行履歴情報テーブルのインデク
スを格納する領域

35 process-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルを格納する領
域

36 process-idx-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルのインデクス
を格納する領域

37 activity-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルを格納する領
域

38 activity-idx-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルのインデクス
を格納する領域

39 link-tbl-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルを格納する領域

項番 分類 プロパティ名 内容
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40 link-idx-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルのインデクスを格納する
領域

41 correlationset-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルを
格納する領域

42 correlationset-idx-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルの
インデクスを格納する領域

43 string-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルを
格納する領域

44 string-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルの
インデクスを格納する領域

45 numeric-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブル
を格納する領域

46 numeric-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブル
のインデクスを格納する領域

47 boolean-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブル
を格納する領域

48 boolean-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブル
のインデクスを格納する領域

49 message-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブル
を格納する領域

50 message-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブル
のインデクスを格納する領域

51 message-variable-val-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブル
の VariableValue列を格納する領
域

52 message-relation-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブル
を格納する領域

53 message-relation-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブル
のインデクスを格納する領域

54 sql-scriptfilename SQLスクリプトファイルパス

項番 分類 プロパティ名 内容
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注※　「ON」を設定する，またはプロパティを省略します。

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

2.3.3　連携セットアップ定義ファイルを設定する
HCSCサーバ連携のセットアップ時に必要な情報は，連携セットアップに定義します。

（1） 連携セットアップ定義ファイルの作成

HCSCサーバ連携時のセットアップ情報の設定は，J2SEのプロパティ形式の連携セッ
トアップ定義ファイルとして，次に示すディレクトリに格納されているサンプルファイ
ルを利用して作成します。このファイルは，J2SEのプロパティファイル形式で作成しま
す。

定義したファイルは，HCSCサーバの連携をセットアップするときに使用します。
HCSCサーバの連携のセットアップについては「3.1.6　連携をセットアップする」を参
照してください。

このファイルには，ユーザ IDやパスワードなどの情報が含まれるため，アクセス権を設
定して管理する必要があります。

（2） 設定できるプロパティ

連携セットアップ定義ファイルに定義できるプロパティを次に示します。

表 2-5　連携セットアップ定義ファイルに定義するプロパティ

55 クライアント
定義ファイル

soap-client-def HCSCサーバ間転送で使用する
Cosminexus SOAPクライアント
定義ファイル名

56 サーバ間転送
関連

csctrans-jms.instance.maximu
m

サーバ間転送（JMS受信）インス
タンス最大数

<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscconsetup.properties

項
番

プロパティ名 内容

1 SyncTransKind 通信手段オプションフラグ

2 TransQueURL 転送先のキュー間転送用Webアプリケーションの
URL

3 TransQueUserID 転送キュー作成用ベーシック認証ユーザ ID

項番 分類 プロパティ名 内容
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連携セットアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「連携セット
アップ定義ファイル」を参照してください。

2.3.4　HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する
HCSCサーバの起動時に必要なランタイム情報は，HCSCサーバランタイム定義ファイ
ルに定義します。

（1） HCSCサーバランタイム定義ファイルの作成

HCSCサーバのランタイム定義は，HCSCサーバランタイム定義ファイルとして，次に
示すディレクトリに格納されているサンプルファイルを利用して作成します。このファ
イルは，J2SEのプロパティファイル形式で作成します。

このファイルは HCSCサーバの定義情報を設定するときに使用します。HCSCサーバの
定義については「3.1.4　HCSCサーバの定義情報を設定する」を参照してください。

（2） 設定できるプロパティ

HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

4 TransQuePassword 転送キュー作成用ベーシック認証パスワード

5 TransQueQosInfo 連携 Qos情報

6 TransQueMaxMessage 転送キューのメッセージ最大数

7 WebURL SOAP転送用宛先 URL

8 WebUserID SOAP転送用Webサービスベーシック認証ユーザ ID

9 WebPassword SOAP転送用Webサービスベーシック認証パスワー
ド

10 RMRdArea 転送キュー作成用 RDエリア名

11 FirstSetup 連携先クラスタ情報を追加するサーバの種別

12 ConnectJ2eeServerName 連携先クラスタの J2EEサーバ名

13 NamingServiceHostName 連携先クラスタのネーミングサービスホスト名

14 NamingServicePort 連携先クラスタのネーミングサービスポート番号

<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvconfig.properties

項
番

プロパティ名 内容
64



2.　システムの構築
表 2-6　HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベースと
Cosminexus RMの両方を使用する場合）

項
番

分類 プロパティ名 内容

1 実行履歴管理 historyrecord 実行履歴採取の有無

2 historyrecord-data 実行履歴電文データ（ユー
ザ電文）採取の有無

3 historyrecord-binarylength 実行履歴採取電文データ
（ユーザ電文）の長さ

4 ログトレース methodtrace-filepath メソッドトレース出力先パ
ス

5 requesttrace-filepath リクエストトレース出力先
パス

6 methodtrace-filenum メソッドトレースの最大面
数

7 requesttrace-filenum リクエストトレースの最大
面数

8 methodtrace-filesize メソッドトレースファイル 1
面当たりの最大サイズ

9 requesttrace-filesize リクエストトレースファイ
ル 1面当たりの最大サイズ

10 methodtrace-level メソッドトレースの出力レ
ベル

11 requesttrace リクエストトレースの採取
の有無

12 bptrace-level ビジネスプロセス基盤のメ
ソッドトレースの出力レベ
ル

13 bptrace-filenum ビジネスプロセス基盤のメ
ソッドトレースの面数

14 bptrace-filesize ビジネスプロセス基盤のメ
ソッドトレースのサイズ

15 DB情報 dab-bufsize DABrokerからの受信デー
タのバッファ長

16 jdbc-bufsize JDBCで取り扱うバッファ
長

17 jdbc-longvarbinary データベースのアクセス方
法

18 jdbc-longvarbinary-access-size HiRDBに一度に要求する
データの長さ

19 jdbc-maxbinarysize 取得するデータの最大長

20 jdbc-longvarbinary-truncerror エラーの指定
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HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

21 標準受付関連 request-ejb.instance.minimum 標準の同期受付
（SessionBean）のインスタ
ンス最小数

22 request-ejb.instance.maximum 標準の同期受付
（SessionBean）のインスタ
ンス最大数

23 request-ejb.ctm CTM連携の使用有無

24 request-ejb.parallel.count CTMがアプリケーションを
呼び出すために用意するス
レッド数

25 request-ejb.optional.name 標準の同期受付
（SessionBean）の別名

26 request-soap.instance.minimum 標準の同期受付（Webサー
ビス）の最小同時実行数

27 request-soap.instance.maximum 標準の同期受付（Webサー
ビス）の最大同時実行数

28 request-soap.exclusive.threads 標準の同期受付（Webサー
ビス）の占有スレッド数

29 request-soap.queue-size 標準の同期受付（Webサー
ビス）の実行待ちキューの
サイズ

30 request-jms.instance.maximum 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のインスタンス最
大数

31 receptionstop-monitor-timer 標準受付，HCSCサーバ転
送用受付けサービス停止処
理のタイムアウト時間

32 サービスアダ
プタ関連

soapfault-targetnamespace-filepath SOAP Faultをユーザ定義例
外として扱うかどうか

33 データ変換関
連

xmltelegram-maxcache-num XML電文をキャッシュでき
る数

34 telegram-validation 電文フォーマットに対して，
送受信する電文が適切かを
検証するかどうか

35 実行タイマ監
視

cscserver-connect-timeout サーバ間連携の呼び出しを
監視するためのタイムアウ
ト値

項
番

分類 プロパティ名 内容
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！！！！ 注意事項
 

07-50以前の場合，または 07-60以降で telegram-validationプロパティに「OFF」を設定
した場合，電文フォーマットに対して，送受信する電文が適切かどうかを検証しません。そ
のため，telegram-validationプロパティに「ON」を設定して，送受信する電文が適切かど
うかを検証すると，今までサービス呼び出しに成功していた電文が，サービスアダプタでエ
ラーになることがあります。

2.3.5　ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルを設定する
ユーザ定義受付（Webサービス）の情報は，ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに
設定します。

（1） ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの作成

ユーザ定義受付のランタイム定義は，ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルとして，
次に示すディレクトリに格納されているサンプルファイルを利用して作成します。この
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式で作成します。

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルを作成したあと，csccompoconfigコマンドで定
義情報を設定します。ユーザ定義受付の定義情報の設定については，「3.1.12　ユーザ定
義受付の定義情報を設定する」を参照してください。

このファイルはユーザ定義受付を配備するときに使用します。ユーザ定義受付の配備に
ついては，「3.1.11　ユーザ定義受付を配備する」を参照してください。

（2） 設定できるプロパティ

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

表 2-7　ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベースと
Cosminexus RMの両方を使用する場合）

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の

<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscurcptnconfig.properties

項
番

分類 プロパティ名 内容

1 ユーザ定義
受付

user-defined-reception-soap.threads.
maximum

ユーザ定義受付の最大同時実行
数

2 user-defined-reception-soap.exclusiv
e.threads

ユーザ定義受付の占有スレッド
数

3 user-defined-reception-soap.queue-si
ze

ユーザ定義受付の実行待ち
キューのサイズ
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「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照してください。

2.3.6　データベースのテーブル容量を見積もる
実行履歴の管理や実行環境の設定をする場合，あらかじめデータベースのテーブル容量
を見積もる必要があります。

（1） プロセスインスタンスの実行履歴の管理に関するテーブル容量の見
積もり

プロセスインスタンスの実行履歴の管理に関するデータベースのテーブルの一覧を次の
表に示します。

表 2-8　プロセスインスタンスの実行履歴の管理に関するデータベースのテーブルの一覧

データベース設計時には，次に示す情報を基に，各種データベースのマニュアルを参考
に容量を見積もります。

• テーブルおよびインデクス定義
• レコード数の概算式
• インデクスの各種概算式

（a）テーブルおよびインデクス定義

テーブルおよびインデクス定義の詳細については，「付録 C.1　プロセスインスタンスの
実行履歴の管理に関するテーブルの情報」を参照してください。

分類 テーブル名 説明

基本情報テーブ
ル

CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESS プロセスインスタンスの状態を格
納します。

CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITY アクティビティインスタンスの状
態を格納します。

CSCBP_<クラスタ名 >_LINK リンクの状態を格納します。

CSCBP_<クラスタ名 >_CORRELATIONSET 相関セットの値を格納します。

変数情報テーブ
ル

CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VARIABLE string型の変数値を格納します。

CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VARIABLE numeric型の変数値を格納しま
す。

CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VARIABLE boolean型の変数値を格納しま
す。

CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VARIABLE message型の変数値を格納しま
す。

メッセージ履歴
関連づけ情報
テーブル

CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_RELATION メッセージ ID，およびプロセス
インスタンス識別子またはアク
ティビティインスタンス識別番号
の関連づけ情報を格納します。
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（b）レコード数の概算式

レコード数の概算は，テーブルごとに次のように計算します。

• CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESSテーブル

 

• CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITYテーブル

 

アクティビティ数＝ {ビジネスプロセス定義中のアクティビティ定義数
＋くり返しアクティビティ中のアクティビティ定義数
×（くり返しアクティビティのループ回数－ 1）}
×プロセス数

• CSCBP_<クラスタ名 >_LINKテーブル

 

リンク数＝ {ビジネスプロセス定義中のリンク定義数
＋くり返しアクティビティ中のリンク定義数
×（くり返しアクティビティのループ回数－ 1）}
×プロセス数

• CSCBP_<クラスタ名 >_CORRELATION-SETテーブル

 

• CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VARIABLEテーブル

 

• CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VARIABLEテーブル
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• CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VARIABLEテーブル

 

• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VARIABLEテーブル

 

• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_RELATIONテーブル

メッセージ送受信数＝ receiveアクティビティ定義数
＋応答アクティビティ定義数
＋非同期呼び出しアクティビティ定義数
＋同期アクティビティ定義数× 2

（c）インデクスの各種概算式

インデクスの各種概算式は，インデクス定義，およびレコード数から導き出します。見
積もり式については，使用しているデータベースのマニュアルを参照してください。

（2） 電文の実行履歴の管理に関するテーブル容量の見積もり

電文の実行履歴の管理に関するデータベースのテーブルの一覧を次の表に示します。

表 2-9　電文の実行履歴の管理に関するデータベースのテーブルの一覧

データベース設計時には，次に示す情報を基に，各種データベースのマニュアルを参考
に容量を見積もります。

• テーブルおよびインデクス定義
• レコード数の概算式
• インデクスの各種概算式

（a）テーブルおよびインデクス定義

テーブルおよびインデクス定義の詳細については，「付録 C.2　電文の実行履歴の管理に
関するテーブルの情報」を参照してください。

分類 テーブル名 説明

実行履歴情報
テーブル

CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORY 電文の実行履歴情報を格納します。
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（b）レコード数の概算式

レコード数の概算は，テーブルごとに次のように計算します。

• CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブル

 

（c）インデクスの各種概算式

インデクスの各種概算式は，インデクス定義，およびレコード数から導き出します。見
積もり式については，使用しているデータベースのマニュアルを参照してください。

（3） 実行環境の設定に関するテーブル容量の見積もり

実行環境の設定に関するデータベースのテーブルの一覧を次の表に示します。

表 2-10　実行環境の設定に関するデータベースのテーブルの一覧

データベース設計時には，次に示す情報を基に，各種データベースのマニュアルを参考

分類 テーブル名 説明

HCSC基本情報
テーブル

CSCMSG_S<HCSCサーバ名
>_CSC_PERSIST

HCSCサーバの状態を永続化しま
す。

HCSC連携ディ
レクトリ情報
テーブル

CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECT HCSCサーバ（クラスタ）間の連
携管理情報を格納します。

ロケーション
ディレクトリ情
報テーブル

CSCMSG_S<HCSCサーバ名
>_LC_DIRECTORY

サービスアダプタ，ビジネスプロ
セス，およびサービスグループの
ロケーション情報を格納します。

CSCMSG_S<HCSCサーバ名
>_LC_BPFORMAT

ビジネスプロセスのフォーマット
情報を格納します。

ルーティング
ルールディレク
トリ情報テーブ
ル

CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULE サービスのルーティングを行う
ルール情報を格納します。

データ変換定義
ディレクトリ情
報テーブル

CSCMSG_S<HCSCサーバ名
>_CV_MAPPING

データ変換定義情報を格納します。

CSCMSG_S<HCSCサーバ名
>_CV_FORMAT

データ変換を行う電文フォーマッ
ト定義情報を格納します。
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に容量を見積もります。

• テーブルおよびインデクス定義
• レコード数の概算式
• インデクスの各種概算式

（a）テーブルおよびインデクス定義

テーブルおよびインデクス定義の詳細については，「付録 C.3　実行環境の設定に関する
テーブルの情報」を参照してください。

（b）レコード数の概算式

レコード数の概算は，テーブルごとに次のように計算します。

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CSC_PERSISTテーブル

 

• CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECTテーブル

 

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORYテーブル
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• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_BPFORMATテーブル

 

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULEテーブル

 

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_MAPPINGテーブル

 

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_FORMATテーブル

（c）インデクスの各種概算式

インデクスの各種概算式は，インデクス定義，およびレコード数から導き出します。見
積もり式については，使用しているデータベースのマニュアルを参照してください。

2.3.7　データベースの領域への配置
データベースのテーブル容量の見積もり後，各テーブルおよびインデクスをデータベー
スの領域（HiRDBの場合は RDエリア，Oracleの場合は表領域（テーブルスペース））
にどう配置するかを設計する必要があります。

データベースの領域は，HCSCサーバセットアップ定義ファイルのプロパティで配置を
設定します。詳細については，「表 2-4　HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義
するプロパティ（データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合）」の「データ
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ベースの RDエリア（表領域）情報」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

一つの領域にすべてのテーブルとインデクスを配置しないでください。配置すると，性能劣
化の原因となるおそれがあります。

2.3.8　変換テーブルを登録する
開発環境で作成したデータ変換定義に値置換えファンクションが含まれる場合，値置換
えファンクションで利用する変換テーブルを，システムプロパティファイル
（usrconf.properties）に登録します。

usrconf.propertiesの格納先
　
<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<サーバ
名称>¥usrconf.properties
　

usrconf.propertiesへの登録方法
usrconf.propertiesに，変換テーブル ID，変換テーブルの格納先，変換テーブルの
合計ファイルサイズ，および使用する文字コードを記述します。格納先と文字コー
ドの情報を一組として記述します。複数の変換テーブルについて記述できます。
usrconf.propertiesに記述する内容と形式を次に示します。

<変換テーブル ID>
変換テーブル IDとして任意の名称を指定します。変換テーブル IDは，開発環
境の値置換えダイアログで値置換えファンクションを定義する際，使用する変
換テーブルの指定に使用します。

<変換テーブルの格納ディレクトリ >
変換テーブルを保存したディレクトリを絶対パスで指定します。

<変換テーブルの合計ファイルサイズ ><<10>>
変換テーブルの合計ファイルサイズ（単位：キロバイト）を指定します。合計
ファイルサイズには，正の整数を指定します。指定範囲は，1～ 2097151です。
指定を省略した場合は，10が仮定されます。

［MS932|UTF8|UTF16_BIG|UTF16_LITTLE］
変換テーブルに使用している文字コードを指定します。

　　　:
csc.dt.valueTable.<変換テーブルID>=<変換テーブルの格納ディレクトリ>
csc.dt.valueTableSize=<変換テーブルの合計ファイルサイズ>
csc.dt.encodeType.<変換テーブルID>=［MS932|UTF8|UTF16_BIG|UTF16_LITTLE］
　　　:
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2.3.9　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない
場合の実行環境に関する設定

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合，実行環境に関する設定内容
が，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合と異なります。

ここでは，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合に設定する次の内
容について，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合との違いを説明し
ます。

• HCSCサーバ構成定義ファイルの設定
• HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定
• HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定
• ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの設定
• 変換テーブルの登録

（1） HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する

HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素を次の表に示します。

なお，HCSCサーバ構成定義ファイルの作成方法については，「2.3.1(1) HCSCサーバ構
成定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-11　HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素（データベースと
Cosminexus RMの両方を使用しない場合）

項
番

分類 使用するタグ名 要素 指定
可否

1 clusterの定義※ 1 name クラスタ名 ○

2 type※ 1 クラスタ種別（LBまたは HA） ○

3 cosminexus-manager
の定義

name Cosminexus Manager名 ○

4 ip-address※ 2 Cosminexus Managerの IPアドレ
ス

○

5 port※ 2 Cosminexus Managerのリモート管
理機能への外部接続ポート番号

○

6 id Management Serverの管理ユーザ
ID

○

7 password※ 1 Management Serverの管理ユーザ
パスワード

○

75



2.　システムの構築
（凡例）
○：指定できます。

8 hcsc-serverの定義 neme HCSCサーバ名 ○

9 id HCSCサーバが使用するデータベー
スのユーザ ID

×

10 password HCSCサーバが使用するデータベー
スのパスワード

×

11 j2ee-server-na
me

HCSCサーバが使用する J2EEサー
バ名

○

12 setup-propertie
s

HCSCサーバセットアッププロパ
ティファイル名

○

13 soap-receptionの定
義※ 1

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ○

14 port※ 2 Webサーバのポート番号 ○

15 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

○

16 jms-receptionの定義
※ 1※ 3

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ×

17 port※ 2 Webサーバのポート番号 ×

18 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

×

19 rm-service-cont
ext-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート ×

20 rm-service-nam
e※ 1※ 2

RMのサービス名 ×

21 jms-physical-receptio
nの定義※ 1※ 4

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ×

22 port※ 2 Webサーバのポート番号 ×

23 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

×

24 rm-service-cont
ext-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート ×

25 rm-service-nam
e※ 1※ 2

RMのサービス名 ×

26 ejb-receptionの定義
※ 1

ip-address※ 1

※ 2
NameServerの IPアドレス ○

27 port※ 2 NameServerのポート番号 ○

項
番

分類 使用するタグ名 要素 指定
可否
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×：指定できません。

注※ 1　省略できます。

注※ 2　2回目以降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされます。

注※ 3　クラスタ種別が「HA」の場合に設定します。クラスタ種別が「LB」の場合は，設定しても
無視されます。

注※ 4　クラスタ種別が「LB」の場合に設定します。クラスタ種別が「HA」の場合は，設定しても
無視されます。

HCSCサーバ構成定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサー
バ構成定義ファイル」を参照してください。

（2） HCSCサーバセットアップ定義ファイルを設定する

HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，HCSCサーバ構成定義ファイルの作成方法については，「2.3.2(1) HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-12　HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティ（データベース
と Cosminexus RMの両方を使用しない場合）

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否

1 セットアッ
プ構成関連

db-use※ データベースの使用有無 ○

2 rm-use※ Cosminexus RMの使用有無 ○

3 hcscserver-data-filepath HCSCサーバのシステム管理情
報の出力先

○

4 標準受付関
連

request-ejb 標準の同期受付（SessionBean）
の使用有無

○

5 request-soap 標準の同期受付（Webサービス）
の使用有無

○

6 request-jms※ 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の使用有無

○

7 request-jms.maxmessage 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のキューの最大メッ
セージ数

×

8 request-dbq※ 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の使用有無

○

9 request-dbq.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））のキューの最大メッ
セージ数

×

10 request-jms-rdarea 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の RDエリア名

×
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11 request-dbq-rdarea 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の RDエリア名

×

12 request-dbq-maxlen 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の最大メッセージ長

×

13 ユーザ定義
受付関連

request-userdef-soap ユーザ定義受付の使用有無 ○

14 J2EE関連 naming-service-hostname ネーミングサービスのホスト名 ○

15 naming-service-port ネーミングサービスのポート番
号

○

16 Cosminexu
s RM関連

rm-systemname Cosminexus RMのシステム名 ×

17 rm-displayname Cosminexus RMの表示名 ×

18 DBコネク
タ関連

dbcon-xadisplayname XATransaction用または
LocalTransaction用の DB 
Connectorの表示名

×

19 dbcon-nodisplayname NoTransaction用 DB Connector
の表示名

×

20 転送キュー
関連

transreq-maxmessage HCSCサーバ間転送受信キュー
の最大メッセージ数

×

21 transreq-jms-rdarea HCSCサーバ間転送受信キュー
の RDエリア名

×

22 データベー
ス関連

dbtype 使用するデータベース種別 ×

23 jdbc-type JDBCドライバ種別 ×

24 jdbc-url JDBC用データベース URL ×

25 jdbc-dbhostname データベースのホスト名 ×

26 jdbc-dbconnectinfo データベースの接続情報 ×

27 db-character-sets データベース文字コード種別 ×

28 データベー
スの RDエ
リア（表領
域）情報

cscserverinfo-tbl-area HCSC基本情報用テーブル領域 ×

29 server-trans-tbl-area 連携 HCSC用テーブル領域 ×

30 location-tbl-area ロケーション用テーブル領域 ×

31 routing-tbl-area ルーティング用テーブル領域 ×

32 cv-tbl-area データ変換用テーブル領域 ×

33 exehistory-tbl-area 実行履歴情報テーブル領域 ×

34 exehistory-idx-area 実行履歴情報テーブルのインデ
クスを格納する領域

×

35 process-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルを格納する
領域

×

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
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36 process-idx-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルのインデク
スを格納する領域

×

37 activity-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルを格納する
領域

×

38 activity-idx-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルのインデク
スを格納する領域

×

39 link-tbl-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルを格納する領域

×

40 link-idx-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルのインデクスを格納す
る領域

×

41 correlationset-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルを
格納する領域

×

42 correlationset-idx-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルの
インデクスを格納する領域

×

43 string-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルを
格納する領域

×

44 string-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルの
インデクスを格納する領域

×

45 numeric-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

×

46 numeric-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

×

47 boolean-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

×

48 boolean-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

×

49 message-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

×

50 message-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

×

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。

注※　「OFF」を設定します。

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

（3） HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する

HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，HCSCサーバランタイム定義ファイルの作成方法については，「2.3.4(1) HCSC
サーバランタイム定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-13　HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベースと
Cosminexus RMの両方を使用しない場合）

51 message-variable-val-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルの VariableValue列を格納する
領域

×

52 message-relation-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブ
ルを格納する領域

×

53 message-relation-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブ
ルのインデクスを格納する領域

×

54 sql-scriptfilename SQLスクリプトファイルパス ×

55 クライアン
ト定義ファ
イル

soap-client-def HCSCサーバ間転送で使用する
Cosminexus SOAPクライアント
定義ファイル名

○

56 サーバ間転
送関連

csctrans-jms.instance.maxi
mum

サーバ間転送（JMS受信）イン
スタンス最大数

×

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否

1 実行履
歴管理

historyrecord 実行履歴採取の有無 ×

2 historyrecord-data 実行履歴電文データ
（ユーザ電文）採取の有
無

×

3 historyrecord-binarylength 実行履歴採取電文デー
タ（ユーザ電文）の長
さ

×

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
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4 ログト
レース

methodtrace-filepath メソッドトレース出力
先パス

○

5 requesttrace-filepath リクエストトレース出
力先パス

○

6 methodtrace-filenum メソッドトレースの最
大面数

○

7 requesttrace-filenum リクエストトレースの
最大面数

○

8 methodtrace-filesize メソッドトレースファ
イル 1面当たりの最大
サイズ

○

9 requesttrace-filesize リクエストトレース
ファイル 1面当たりの
最大サイズ

○

10 methodtrace-level メソッドトレースの出
力レベル

○

11 requesttrace リクエストトレースの
採取の有無

○

12 bptrace-level ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
出力レベル

○

13 bptrace-filenum ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
面数

○

14 bptrace-filesize ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
サイズ

○

15 DB情報 dab-bufsize DABrokerからの受信
データのバッファ長

×

16 jdbc-bufsize JDBCで取り扱うバッ
ファ長

×

17 jdbc-longvarbinary データベースのアクセ
ス方法

×

18 jdbc-longvarbinary-access-size HiRDBに一度に要求す
るデータの長さ

×

19 jdbc-maxbinarysize 取得するデータの最大
長

×

20 jdbc-longvarbinary-truncerror エラーの指定 ×

21 標準受
付関連

request-ejb.instance.minimum 標準の同期受付
（SessionBean）のイン
スタンス最小数

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否

81



2.　システムの構築
（凡例）
○：指定できます。

22 request-ejb.instance.maximum 標準の同期受付
（SessionBean）のイン
スタンス最大数

○

23 request-ejb.ctm CTM連携の使用有無 ○

24 request-ejb.parallel.count CTMがアプリケーショ
ンを呼び出すために用
意するスレッド数

○

25 request-ejb.optional.name 標準の同期受付
（SessionBean）の別名

○

26 request-soap.instance.minimum 標準の同期受付（Web
サービス）の最小同時
実行数

○

27 request-soap.instance.maximum 標準の同期受付（Web
サービス）の最大同時
実行数

○

28 request-soap.exclusive.threads 標準の同期受付（Web
サービス）の占有ス
レッド数

○

29 request-soap.queue-size 標準の同期受付（Web
サービス）の実行待ち
キューのサイズ

○

30 request-jms.instance.maximum 標準の非同期受付
（MDB（WS-R））のイ
ンスタンス最大数

×

31 receptionstop-monitor-timer 標準受付，HCSCサー
バ転送用受付けサービ
ス停止処理のタイムア
ウト時間

×

32 サービ
スアダ
プタ関
連

soapfault-targetnamespace-filepath SOAP Faultをユーザ定
義例外として扱うかど
うか

○

33 データ
変換関
連

xmltelegram-maxcache-num XML電文をキャッシュ
できる数

○

34 telegram-validation 電文フォーマットに対
して，送受信する電文
が適切かを検証するか
どうか

○

35 実行タ
イマ監
視

cscserver-connect-timeout サーバ間連携の呼び出
しを監視するためのタ
イムアウト値

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否
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×：指定できません。

HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

07-50以前の場合，または 07-60以降で telegram-validationプロパティに「OFF」を設定
した場合，電文フォーマットに対して，送受信する電文が適切かどうかを検証しません。そ
のため，telegram-validationプロパティに「ON」を設定して，送受信する電文が適切かど
うかを検証すると，今までサービス呼び出しに成功していた電文が，サービスアダプタでエ
ラーになることがあります。

（4） ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルを設定する

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの作成方法については，「2.3.5(1) ユーザ
定義受付ランタイム定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-14　ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベース
と Cosminexus RMの両方を使用しない場合）

（凡例）
○：指定できます。

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照してください。

（5） 変換テーブルを登録する

開発環境で作成したデータ変換定義に値置換えファンクションが含まれる場合，値置換
えファンクションで利用する変換テーブルを，システムプロパティファイル
（usrconf.properties）に登録します。詳細については「2.3.8　変換テーブルを登録する」
を参照してください。

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否

1 ユーザ定義
受付

user-defined-reception-
soap.threads.maximum

ユーザ定義受付の最大同時実行数 ○

2 user-defined-reception-
soap.exclusive.threads

ユーザ定義受付の占有スレッド数 ○

3 user-defined-reception-
soap.queue-size

ユーザ定義受付の実行待ちキューのサ
イズ

○
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2.3.10　データベースを使用して Cosminexus RMを使用しな
い場合の実行環境に関する設定

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合，実行環境に関する設定内
容が，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合と異なります。

ここでは，データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合に設定する次の
内容について，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合との違いを説明
します。

• HCSCサーバ構成定義ファイルの設定
• HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定
• HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定
• ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの設定
• データベースの設定
• 変換テーブルの登録

（1） HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する

HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素を次の表に示します。

なお，HCSCサーバ構成定義ファイルの作成方法については，「2.3.1(1) HCSCサーバ構
成定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-15　HCSCサーバ構成定義ファイルに設定できる要素（データベースを使用して
Cosminexus RMを使用しない場合）

項
番

分類 使用するタグ名 要素 指定
可否

1 clusterの定義※ 1 name クラスタ名 ○

2 type※ 1 クラスタ種別（LBまたは HA） ○

3 cosminexus-manager
の定義

name Cosminexus Manager名 ○

4 ip-address※ 2 Cosminexus Managerの IPアドレ
ス

○

5 port※ 2 Cosminexus Managerのリモート管
理機能への外部接続ポート番号

○

6 id Management Serverの管理ユーザ
ID

○

7 password※ 1 Management Serverの管理ユーザ
パスワード

○
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（凡例）
○：指定できます。

8 hcsc-serverの定義 neme HCSCサーバ名 ○

9 id HCSCサーバが使用するデータベー
スのユーザ ID

○

10 password HCSCサーバが使用するデータベー
スのパスワード

○

11 j2ee-server-na
me

HCSCサーバが使用する J2EEサー
バ名

○

12 setup-propertie
s

HCSCサーバセットアッププロパ
ティファイル名

○

13 soap-receptionの定
義※ 1

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ○

14 port※ 2 Webサーバのポート番号 ○

15 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

○

16 jms-receptionの定義
※ 1※ 3

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ×

17 port※ 2 Webサーバのポート番号 ×

18 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

×

19 rm-service-cont
ext-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート ×

20 rm-service-nam
e※ 1※ 2

RMのサービス名 ×

21 jms-physical-receptio
nの定義※ 1※ 4

ip-address※ 1

※ 2
Webサーバの IPアドレス ×

22 port※ 2 Webサーバのポート番号 ×

23 protocol※ 2 プロトコル種別（httpまたは
https）

×

24 rm-service-cont
ext-root※ 2

RMのサービスコンテキストルート ×

25 rm-service-nam
e※ 1※ 2

RMのサービス名 ×

26 ejb-receptionの定義
※ 1

ip-address※ 1

※ 2
NameServerの IPアドレス ○

27 port※ 2 NameServerのポート番号 ○

項
番

分類 使用するタグ名 要素 指定
可否
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×：指定できません。

注※ 1　省略できます。

注※ 2　2回目以降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされます。

注※ 3　クラスタ種別が「HA」の場合に設定します。クラスタ種別が「LB」の場合は，設定しても
無視されます。

注※ 4　クラスタ種別が「LB」の場合に設定します。クラスタ種別が「HA」の場合は，設定しても
無視されます。

HCSCサーバ構成定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサー
バ構成定義ファイル」を参照してください。

（2） HCSCサーバセットアップ定義ファイルを設定する

HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，HCSCサーバ構成定義ファイルの作成方法については，「2.3.2(1) HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-16　HCSCサーバセットアップ定義ファイルに定義するプロパティ（データベース
を使用して Cosminexus RMを使用しない場合）

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否

1 セットアッ
プ構成関連

db-use※ 1 データベースの使用有無 ○

2 rm-use※ 2 Cosminexus RMの使用有無 ○

3 hcscserver-data-filepath HCSCサーバのシステム管理情
報の出力先

○

4 標準受付関
連

request-ejb 標準の同期受付（SessionBean）
の使用有無

○

5 request-soap 標準の同期受付（Webサービス）
の使用有無

○

6 request-jms※ 2 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の使用有無

○

7 request-jms.maxmessage 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のキューの最大メッ
セージ数

×

8 request-dbq※ 2 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の使用有無

○

9 request-dbq.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））のキューの最大メッ
セージ数

×

10 request-jms-rdarea 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））の RDエリア名

×
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11 request-dbq-rdarea 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の RDエリア名

×

12 request-dbq-maxlen 標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））の最大メッセージ長

×

13 ユーザ定義
受付関連

request-userdef-soap ユーザ定義受付の使用有無 ○

14 J2EE関連 naming-service-hostname ネーミングサービスのホスト名 ○

15 naming-service-port ネーミングサービスのポート番
号

○

16 Cosminexu
s RM関連

rm-systemname Cosminexus RMのシステム名 ×

17 rm-displayname Cosminexus RMの表示名 ×

18 DBコネク
タ関連

dbcon-xadisplayname XATransaction用または
LocalTransaction用の DB 
Connectorの表示名

○

19 dbcon-nodisplayname NoTransaction用 DB Connector
の表示名

○

20 転送キュー
関連

transreq-maxmessage HCSCサーバ間転送受信キュー
の最大メッセージ数

×

21 transreq-jms-rdarea HCSCサーバ間転送受信キュー
の RDエリア名

×

22 データベー
ス関連

dbtype 使用するデータベース種別 ○

23 jdbc-type JDBCドライバ種別 ○

24 jdbc-url JDBC用データベース URL ○

25 jdbc-dbhostname データベースのホスト名 ○

26 jdbc-dbconnectinfo データベースの接続情報 ○

27 db-character-sets データベース文字コード種別 ○

28 データベー
スの RDエ
リア（表領
域）情報

cscserverinfo-tbl-area HCSC基本情報用テーブル領域 ○

29 server-trans-tbl-area 連携 HCSC用テーブル領域 ○

30 location-tbl-area ロケーション用テーブル領域 ○

31 routing-tbl-area ルーティング用テーブル領域 ○

32 cv-tbl-area データ変換用テーブル領域 ○

33 exehistory-tbl-area 実行履歴情報テーブル領域 ○

34 exehistory-idx-area 実行履歴情報テーブルのインデ
クスを格納する領域

○

35 process-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルを格納する
領域

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
87



2.　システムの構築
36 process-idx-area ビジネスプロセス基盤用
PROCESSテーブルのインデク
スを格納する領域

○

37 activity-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルを格納する
領域

○

38 activity-idx-area ビジネスプロセス基盤用
ACTIVITYテーブルのインデク
スを格納する領域

○

39 link-tbl-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルを格納する領域

○

40 link-idx-area ビジネスプロセス基盤用 LINK
テーブルのインデクスを格納す
る領域

○

41 correlationset-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルを
格納する領域

○

42 correlationset-idx-area ビジネスプロセス基盤用
CORRELATIONSETテーブルの
インデクスを格納する領域

○

43 string-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルを
格納する領域

○

44 string-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
STRING-VARIABLEテーブルの
インデクスを格納する領域

○

45 numeric-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

○

46 numeric-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
NUMERIC-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

○

47 boolean-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

○

48 boolean-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
BOOLEAN-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

○

49 message-variable-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルを格納する領域

○

50 message-variable-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルのインデクスを格納する領域

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。

注※ 1　「ON」を設定する，またはプロパティを省略します。

注※ 2　「OFF」を設定します。

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

（3） HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する

HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，HCSCサーバランタイム定義ファイルの作成方法については，「2.3.4(1) HCSC
サーバランタイム定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-17　HCSCサーバランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベースを
使用して Cosminexus RMを使用しない場合）

51 message-variable-val-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-VARIABLEテーブ
ルの VariableValue列を格納する
領域

○

52 message-relation-tbl-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブ
ルを格納する領域

○

53 message-relation-idx-area ビジネスプロセス基盤用
MESSAGE-RELATIONテーブ
ルのインデクスを格納する領域

○

54 sql-scriptfilename SQLスクリプトファイルパス ○

55 クライアン
ト定義ファ
イル

soap-client-def HCSCサーバ間転送で使用する
Cosminexus SOAPクライアント
定義ファイル名

○

56 サーバ間転
送関連

csctrans-jms.instance.maxi
mum

サーバ間転送（JMS受信）イン
スタンス最大数

×

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否

1 実行履
歴管理

historyrecord 実行履歴採取の有無 ○

2 historyrecord-data 実行履歴電文データ
（ユーザ電文）採取の有
無

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否
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3 historyrecord-binarylength 実行履歴採取電文デー
タ（ユーザ電文）の長
さ

○

4 ログト
レース

methodtrace-filepath メソッドトレース出力
先パス

○

5 requesttrace-filepath リクエストトレース出
力先パス

○

6 methodtrace-filenum メソッドトレースの最
大面数

○

7 requesttrace-filenum リクエストトレースの
最大面数

○

8 methodtrace-filesize メソッドトレースファ
イル 1面当たりの最大
サイズ

○

9 requesttrace-filesize リクエストトレース
ファイル 1面当たりの
最大サイズ

○

10 methodtrace-level メソッドトレースの出
力レベル

○

11 requesttrace リクエストトレースの
採取の有無

○

12 bptrace-level ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
出力レベル

○

13 bptrace-filenum ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
面数

○

14 bptrace-filesize ビジネスプロセス基盤
のメソッドトレースの
サイズ

○

15 DB情報 dab-bufsize DABrokerからの受信
データのバッファ長

○

16 jdbc-bufsize JDBCで取り扱うバッ
ファ長

○

17 jdbc-longvarbinary データベースのアクセ
ス方法

○

18 jdbc-longvarbinary-access-size HiRDBに一度に要求す
るデータの長さ

○

19 jdbc-maxbinarysize 取得するデータの最大
長

○

20 jdbc-longvarbinary-truncerror エラーの指定 ○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否
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21 標準受
付関連

request-ejb.instance.minimum 標準の同期受付
（SessionBean）のイン
スタンス最小数

○

22 request-ejb.instance.maximum 標準の同期受付
（SessionBean）のイン
スタンス最大数

○

23 request-ejb.ctm CTM連携の使用有無 ○

24 request-ejb.parallel.count CTMがアプリケーショ
ンを呼び出すために用
意するスレッド数

○

25 request-ejb.optional.name 標準の同期受付
（SessionBean）の別名

○

26 request-soap.instance.minimum 標準の同期受付（Web
サービス）の最小同時
実行数

○

27 request-soap.instance.maximum 標準の同期受付（Web
サービス）の最大同時
実行数

○

28 request-soap.exclusive.threads 標準の同期受付（Web
サービス）の占有ス
レッド数

○

29 request-soap.queue-size 標準の同期受付（Web
サービス）の実行待ち
キューのサイズ

○

30 request-jms.instance.maximum 標準の非同期受付
（MDB（WS-R））のイ
ンスタンス最大数

×

31 receptionstop-monitor-timer 標準受付，HCSCサー
バ転送用受付けサービ
ス停止処理のタイムア
ウト時間

×

32 サービ
スアダ
プタ関
連

soapfault-targetnamespace-filepath SOAP Faultをユーザ定
義例外として扱うかど
うか

○

33 データ
変換関
連

xmltelegram-maxcache-num XML電文をキャッシュ
できる数

○

34 telegram-validation 電文フォーマットに対
して，送受信する電文
が適切かを検証するか
どうか

○

35 実行タ
イマ監
視

cscserver-connect-timeout サーバ間連携の呼び出
しを監視するためのタ
イムアウト値

○

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定可
否
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（凡例）
○：指定できます。
×：指定できません。

HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

07-50以前の場合，または 07-60以降で telegram-validationプロパティに「OFF」を設定
した場合，電文フォーマットに対して，送受信する電文が適切かどうかを検証しません。そ
のため，telegram-validationプロパティに「ON」を設定して，送受信する電文が適切かど
うかを検証すると，今までサービス呼び出しに成功していた電文が，サービスアダプタでエ
ラーになることがあります。

（4） ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルを設定する

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

なお，ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの作成方法については，「2.3.5(1) ユーザ
定義受付ランタイム定義ファイルの作成」を参照してください。

表 2-18　ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルに定義するプロパティ（データベース
を使用して Cosminexus RMを使用しない場合）

（凡例）
○：指定できます。

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照してください。

（5） データベースのテーブル容量を見積もる

実行履歴の管理や実行環境の設定をする場合，あらかじめデータベースのテーブル容量
を見積もる必要があります。詳細については「2.3.6　データベースのテーブル容量を見
積もる」を参照してください。

項
番

分類 プロパティ名 内容 指定
可否

1 ユーザ定義
受付

user-defined-reception-
soap.threads.maximum

ユーザ定義受付の最大同時実行数 ○

2 user-defined-reception-
soap.exclusive.threads

ユーザ定義受付の占有スレッド数 ○

3 user-defined-reception-
soap.queue-size

ユーザ定義受付の実行待ちキューのサ
イズ

○
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（6） データベースの領域への配置

データベースのテーブル容量の見積もり後，各テーブルおよびインデクスをデータベー
スの領域（HiRDBの場合は RDエリア，Oracleの場合は表領域（テーブルスペース））
にどう配置するかを設計する必要があります。詳細については「2.3.7　データベースの
領域への配置」を参照してください。

（7） 変換テーブルを登録する

開発環境で作成したデータ変換定義に値置換えファンクションが含まれる場合，値置換
えファンクションで利用する変換テーブルを，システムプロパティファイル
（usrconf.properties）に登録します。詳細については「2.3.8　変換テーブルを登録する」
を参照してください。
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2.4　運用環境に関する設定
運用環境に関する設定には，次のものがあります。

• 各種カスタマイズの設定
• ユーザ権限の設定
• HCSC-Managerコマンド共通項目の設定

2.4.1　カスタマイズする
運用環境では，次の内容をカスタマイズできます。

• インポート先のリポジトリとなるディレクトリ
• HCSC-Managerのログファイルの出力先ディレクトリ
• ログファイルの大きさ
• ログファイルの面数
• HCSC-Managerと Cosminexus Manager間の接続時の読み込みタイムアウト値
• プロセスインスタンス再実行で応答電文を受け取った場合に，応答電文を格納する
ディレクトリ

• プロセスインスタンス再実行で応答電文を受け取った場合に，応答電文を格納すると
きの出力文字コード

カスタマイズに必要な情報は，HCSC-Manager定義ファイルに定義します。

（1） HCSC-Manager定義ファイルの作成

HCSC-Manager定義は，J2SE形式のプロパティ形式の HCSC-Manager定義ファイル
として，次に示すディレクトリに格納されています。

（2） 設定できるプロパティ

HCSC-Manager定義ファイルに定義するプロパティを次に示します。

表 2-19　HCSC-Manager定義ファイルに定義するプロパティ

<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥config¥manager¥cscmng.properties

項番 分類 キー名称 内容

1 リポジトリ設定 cscmng.repository.root リポジトリのルートディレ
クトリパス※ 1

2 ログファイルの設
定

cscmng.log.dir ログ出力先ディレクトリパ
ス※ 2

3 cscmng.log.<チャネル名 >.filesize ログファイルサイズ

4 cscmng.log.<チャネル名 >.filenum ログファイル面数
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注※ 1　インストール後のリポジトリのルートディレクトリパスは次のとおりです。
<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥repository

注※ 2　インストール後のログ出力先ディレクトリパスは次のとおりです。
<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥log¥manager

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

2.4.2　ユーザ権限を設定する
HCSC-Managerの各種コマンドは，Management Server経由で HCSCサーバにアクセ
スします。また，HCSCサーバでは専用のデータベースにアクセスします。

5 Cosminexus 
Manager 設定

cscmng.manager.<マネージャ識別
名 >.timeout

タイムアウト値

6 プロセスインスタ
ンス再実行設定

cscmng.pireexec.response.dir 応答電文格納ディレクトリ
パス

7 cscmng.pireexec.response.encoding 応答電文格納文字コード

8 HCSCサーバ運
用設定

cscmng.server.<HCSCサーバ名
>.system

HCSCシステムの管理下
におく論理サーバ

9 リポジトリエクス
ポート

cscmng.repctl.export.dir エクスポートファイルの出
力先ディレクトリパス

10 環境バックアップ cscmng.envbackup.dir 環境バックアップの出力先
ディレクトリパス

11 cscmng.envbackup.dir.envrestore リストア前の環境バック
アップの出力先ディレクト
リパス

12 cscmng.envbackup.dir.import インポート前の環境バック
アップの出力先ディレクト
リパス

13 cscmng.envbackup.autoget 自動バックアップの仕様の
有無

14 cscmng.envbackup.autoget.off 環境をリストアする際，ま
たはリポジトリをインポー
トする際の環境バックアッ
プの抑止

項番 分類 キー名称 内容
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図 2-3　ユーザ情報の設定

変更したユーザ情報は画面の場合は次回ログイン時に反映されます。コマンドの場合は，
ユーザ管理コマンド正常終了後に実行されたコマンド起動から反映されます。

（1） HCSC-Managerにアクセスするユーザの変更

HCSC-Managerにアクセスする管理ユーザのユーザ ID，およびパスワードを変更でき
ます。HCSC-Managerインストール直後は，次のように仮定されます。
HCSC-Managerにアクセスするユーザ ID，およびパスワードは必ず cscpasswdコマン
ドで変更してください。

• ユーザ ID：admin
• パスワード：admin

！！！！ 注意事項
 

HCSC-Managerは HCSC-Managerにアクセスする管理ユーザで HCSC-Managerが管理
している資源にすべてアクセスできます。そのため，HCSC-Managerにアクセスするユー
ザの ID，パスワードは適切に管理してください。

次のコマンドを入力します。

 
cscpasswd [-user <ログインユーザID>]
          [-pass <ログインパスワード>]
           -cscmnguser <変更するユーザID>
           -cscmngpass <変更するパスワード>
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各コマンドで必要になるユーザ ID（-userオプション）とパスワード（-passオプショ
ン）は HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルに設定すれば，オプションの入力を
省略できます。

cscpasswdコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpasswd（ユーザの管
理）」を参照してください。

（2） Cosminexus Managerにアクセスするユーザの設定

HCSC-ManagerがManagement Serverにアクセスするための管理ユーザ ID，および
管理ユーザパスワードを変更できます。変更は，HCSCサーバセットアップ後にします。
なお，Management Server自体が管理している管理ユーザ ID，および管理ユーザパス
ワードは変更できません。

次のコマンドを入力します。

各コマンドで必要になるユーザ ID（-userオプション）とパスワード（-passオプショ
ン）は HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルに設定すれば，オプションの入力を
省略できます。

cscpasswdコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpasswd（ユーザの管
理）」を参照してください。

（3） HCSCサーバにアクセスするユーザの設定

HCSC-Managerが HCSCサーバにアクセスするために HCSCサーバが保持している
データベースのユーザ ID，およびパスワードを変更できます。変更は，HCSCサーバ
セットアップ後にします。なお，データベース自体が管理しているユーザ ID，およびパ
スワードは変更できません。

次のコマンドを入力します。

各コマンドで必要になるユーザ ID（-userオプション）とパスワード（-passオプショ

 
cscpasswd [-user <ログインユーザID>]
          [-pass <ログインパスワード>]
           -mng <Cosminexus Manager名>
           -mnguser <変更するユーザID>
           -mngpass <変更するパスワード>
 

 
cscpasswd [-user <ログインユーザID>]
          [-pass <ログインパスワード>]
           -csc <HCSCサーバ名称>
           -cscuser <変更するユーザID>
           -cscpass <変更するパスワード>
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ン）は HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルに設定すれば，オプションの入力を
省略できます。

cscpasswdコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpasswd（ユーザの管
理）」を参照してください。

2.4.3　HCSC-Managerコマンド共通項目を設定する
運用環境で使用する各コマンドの必須項目の省略値を，HCSC-Managerコマンドの共通
定義に定義しておくと，コマンド入力時にそのオプションの入力を省略できます。

HCSC-Managerのコマンド共通の省略値として必要な情報は，HCSC-Managerコマン
ド共通定義ファイルに定義します。

（1） HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの作成

HCSC-Managerコマンド共通定義は，J2SEのプロパティファイル形式の
HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルとして，次に示すディレクトリに格納されて
います。

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルに省略値を設定，変更したあとに入力したコ
マンドから，設定した省略値が反映されます。HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルと，コマンドのオプションとの両方に定義した場合は，コマンドのオプションが有効
になります。

このファイルには，ユーザ IDやパスワードなどの情報が含まれるため，アクセス権を設
定して管理する必要があります。

（2） 設定できる内容

HCSC-Managerコマンド共通項目に設定できる値を次に示します。

• コマンドのすべてに共通する引数のデフォルト値
パラメタ：csc.all.<コマンド引数名 >=値

• コマンド識別子に対応したコマンドのデフォルト引数
パラメタ：csc.<コマンド識別子 >.<コマンド引数名 >=値

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル」を参照してください。

<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥config¥manager¥csccmd.properties
98



2.　システムの構築
2.5　HCSCサーバをロードバランスクラスタ構
成にする場合の環境構築

複数台の HCSCサーバを並列に並べることで，サービスリクエスタからのサービス部品
の実行要求の一点集中による J2EEサーバの負荷を軽減することができます。これを
ロードバランスクラスタ機能といいます。

ロードバランスクラスタ機能を利用して負荷を分散する場合，汎用ロードバランサまた
は CTMを使用します。ここでは，汎用ロードバランサと CTMを合わせて，ロードバラ
ンサと表記します。

標準の同期受付（Webサービス／ SessionBean）へのサービス部品の実行要求の場合だ
け，ロードバランサで負荷分散をすることができます。なお，標準の同期受付（Web
サービス）と標準の同期受付（SessionBean）のどちらにサービス部品の実行要求を送
信するかによって，使用するロードバランサは異なります。サービス部品の実行要求を
送信する標準受付と使用するロードバランサを次の表に示します。

表 2-20　サービス部品の実行要求を送信する標準受付と使用するロードバランサ

HCSCサーバをロードバランスクラスタ構成にする場合の環境構築およびセットアップ
の方法について，次に説明します。

2.5.1　ロードバランスクラスタ構成時の環境構築
HCSCサーバをロードバランスクラスタ構成にする場合，実行環境，運用環境，DB
サーバがそれぞれ別のマシン上にある構成となります。

汎用ロードバランサを使用したシステム構成を図 2-4に，CTMを使用したシステム構成
を図 2-5に示します。

標準受付 ロードバランサ

標準の同期受付（Webサービス） 汎用ロードバランサ（HTTPの負荷分散ができる
負荷分散機）

標準の同期受付（SessionBean） CTM
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図 2-4　汎用ロードバランサを使用したシステム構成
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図 2-5　CTMを使用したシステム構成
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実行環境，運用環境，DBサーバの構築方法を次に示します。

（1） 実行環境の構築

実行環境を構築するには，次の作業を実施します。

（a）uCosminexus Service Platformのインストール

uCosminexus Service Platformのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus 
Service Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してください。

（b）Management Serverの設定

運用環境で HCSC-Managerを使用するためのManagement Serverの設定を，
HCSC-Managerの接続先となる実行環境で実施します。

Management Serverの設定については，「2.1.5　HCSC-Managerを使用するための
Management Serverの設定」を参照してください。

（c）HCSCサーバの構成などの設定

HCSCサーバの構成などの実行環境に関する設定を行います。設定する内容と設定方法
については，「2.3　実行環境に関する設定」を参照してください。

なお，実行環境に関する設定で HCSCサーバ構成定義ファイル，HCSCサーバセット
アップ定義ファイル，および HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する場合に
は，次に示す内容に留意してください。

　

HCSCサーバ構成定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバ構成定義ファイルを設定する場合には，次に示す内容に留意してくだ
さい。
HCSCサーバ構成定義ファイルの設定方法については，「2.3.1　HCSCサーバ構成
定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバ構成定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定義ファイ
ル」の「HCSCサーバ構成定義ファイル」を参照してください。
• クラスタ表示名
ロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じ値を設定します。

• クラスタ種別
「LB」を設定します。
• Cosminexus manager名

HCSC-Managerで Cosminexus Manager単位に一意になる識別名を設定します。
• Cosminexus managerの IPアドレス
物理 IPアドレスを設定します。

• HCSCサーバが使用する J2EEサーバ名
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ロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じ値を設定します。
• Webサーバの IPアドレス（同期サービス（Webサービス）呼び出しをする場合）
ロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じ値を設定します。

• Webサーバの IPアドレス（非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出しをする場
合）
それぞれの HCSCサーバの IPアドレスを設定します。ロードバランスクラスタ
構成の場合，jms-physical-receptionに設定してください。

• NameServerの IPアドレス
ロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じ値を設定します。

　

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバセットアップ定義ファイルを設定する場合には，次に示す内容に留意
してください。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定方法については，「2.3.2　HCSC
サーバセットアップ定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定
義ファイル」の「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

同じ値を設定するプロパティ
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに設定するプロパティのうち，次の表
に示すプロパティはロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じ
値を設定する必要があります。

表 2-21　ロードバランスクラスタ内の HCSCサーバで同じ値を設定するプロパティ

同じ値を指定するプロパティ プロパティに設定する値

db-use データベースの使用有無

rm-use Cosminexus RMの使用有無

request-ejb 標準の同期受付（SessionBean）の使用有無

request-soap 標準の同期受付（Webサービス）の使用有無

request-jms 標準の非同期受付（MDB（WS-R））の使用有無

request-jms.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（WS-R））のキューの最大メッセー
ジ数

request-dbq 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の使用有無

request-dbq.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））のキューの最大メッ
セージ数

request-jms-rdarea 標準の非同期受付（MDB（WS-R））の RDエリア名

request-dbq-rdarea 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の RDエリア名

request-dbq-maxlen 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の最大メッセージ長

rm-displayname Cosminexus RMの表示名
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2.　システムの構築
注※ 1　DBコネクタの設定もロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じにします。
注※ 2　指定するホスト名には，データベースを格納しているマシンを指定します。
注※ 3　ファイルの設定内容もロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで同じにします。

naming-service-hostnameに設定する値
naming-service-hostnameには，次の値を設定してください。
• CORBAネーミングサービスを J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動し
ている場合
localhostを設定します。

• CORBAネーミングサービスを J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動し
ていない場合
CORBAネーミングサービスの物理 IPアドレスを設定してください。なお，
ロードバランスクラスタ内の HCSCサーバでは，同一の CORBAネーミング
サービスを使用してください。

異なる値を設定するプロパティ
rm-systemnameプロパティには，ロードバランスクラスタ内のそれぞれの
HCSCサーバでユニークな Cosminexus RMシステム名を指定します。

HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する場合，ロードバランスクラスタ内
のすべての HCSCサーバですべてのプロパティを同じ値に設定する必要がありま
す。
また，CTMを使用する場合，次のプロパティを追加してください。
• request-ejb.ctm=true

transreq-maxmessage HCSCサーバ間転送受信キューの最大メッセージ数

transreq-jms-rdarea HCSCサーバ間転送受信キューの RDエリア名

dbcon-xadisplayname※ 1 XATransactionまたは LocalTransaction用 DB Connectorの
表示名

dbcon-nodisplayname※ 1 NoTransaction用 DB Connectorの表示名

dbtype 使用するデータベース種別

jdbc-type JDBCドライバ種別

jdbc-url※ 2 JDBC用データベース URL

jdbc-dbhostname データベースのホスト名

jdbc-dbconnectinfo データベースの接続情報

db-character-sets データベース文字コード種別

soap-client-def※ 3 Cosminexus SOAPクライアント定義ファイル名

request-userdef-soap ユーザ定義受付の使用有無

同じ値を指定するプロパティ プロパティに設定する値
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2.　システムの構築
HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定方法については，「2.3.4　HCSCサー
バランタイム定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバランタイム定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定義
ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

（2） 運用環境の構築

運用環境は，クラスタを構成するHCSCサーバから独立して構築します。そのため，運
用環境として利用するマシンには，uCosminexus Operatorをインストールして環境を
構築します。

運用環境を構築するには，次の作業を実施します。

uCosminexus Operatorのインストール
uCosminexus Operatorのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus 
Service Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してくだ
さい。

Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込み
uCosminexus Operatorをインストールしたマシン上で，Eclipseに
HCSC-Manager Plug-inを組み込みます。
Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込みについては，「2.1.3　Eclipseへの
HCSC-Manager Plug-inの組み込み」を参照してください。

環境設定
運用環境の環境設定としてリポジトリの設定と環境変数の設定を実施します。
環境設定については，「2.1.4　環境設定」を参照してください。

ユーザ権限などの設定
ユーザ権限などの運用環境に関する設定を行います。設定する内容と設定方法につ
いては，「2.4　運用環境に関する設定」を参照してください。

（3） DBサーバの構築

DBサーバは，ロードバランスクラスタを構成する HCSCサーバから独立して構築し，
ロードバランスクラスタ内のHCSCサーバで共有します。

DBサーバとして利用するマシンに利用するデータベースをインストールしてください。
インストール方法は，利用するデータベースのドキュメントを参照してください。

2.5.2　ロードバランスクラスタ構成時の実行環境のセット
アップ

環境の構築後，ロードバランスクラスタを構成する実行環境をセットアップします。

ロードバランスクラスタ構成時の実行環境のセットアップの流れを次に示します。
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2.　システムの構築
図 2-6　ロードバランスクラスタ構成の場合のセットアップの流れ

図中の各工程について，次に説明します。

なお，ロードバランスクラスタ構成での運用については，「5.3.1　ロードバランスクラス
タ構成での運用」を参照してください。

（1） セットアップの準備

セットアップ前に，次の作業を行います。次の作業は，ロードバランスクラスタを構成
するすべての HCSCサーバで行います。

実行環境に必要なソフトウェアの設定
J2EEサーバのセットアップなどを行います。設定する内容と設定方法については，
「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。
なお，セットアップ時には，J2EEサーバ名をロードバランスクラスタ内のすべて
の HCSCサーバで同じ名称に設定する必要があります。
また，Cosminexus RMのシステム名は，ロードバランスクラスタ内のそれぞれの
HCSCサーバでユニークな名称に設定する必要があります。

CTMを使用する場合の設定
CTMを使用する場合，HCSCサーバランタイム定義ファイルで request-ejb.ctmに
trueを設定してください。
HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。
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2.　システムの構築
サービスリクエスタへの送信制御
サービスリクエスタ用のネットワークを切断するなどして，HCSCサーバでサービ
ス部品の実行要求を受け付けられない状態にします。

（2） 実行環境のセットアップ

実行環境のセットアップ手順を次に示します。

1. 次の順序でプロセスを起動します。
• 運用管理エージェント
• Management Server
• PRF
• スマートエージェント
• CTMドメインマネジャ（CTMを使用する場合）
• CORBAネーミングサービス（CORBAネーミングサービスを使用する場合）
• CTMデーモン（CTMを使用する場合）
• J2EEサーバ
• Hitachi Web Server（Hitachi Web Serverを使用する場合）

運用管理エージェント，Management Server，PRF，スマートエージェント，CTM
ドメインマネジャ，CORBAネーミングサービス，CTMデーモン，および J2EE
サーバの起動方法については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を，
Hitachi Web Serverの起動方法については，マニュアル「Hitachi Web Server」をそ
れぞれ参照してください。

2. HCSCサーバをセットアップします。
HCSCサーバのセットアップ方法については，「3.1.3　HCSCサーバをセットアップ
する」を参照してください。

3. HCSCサーバを起動します。
HCSCサーバの起動方法については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を参照して
ください。

4. サービスアダプタとビジネスプロセスを配備します。
サービスアダプタとビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.9　サービスアダ
プタを配備する」および「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を参照してくださ
い。

5. サービスアダプタとビジネスプロセスを開始します。
サービスアダプタとビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.6　サービスアダ
プタを開始する」および「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を参照してくださ
い。

（3） ロードバランサの設定

ロードバランスクラスタを構成しているすべてのHCSCサーバへサービス部品の実行要
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2.　システムの構築
求を送信するように設定します。

CTMを使用する場合，すべての HCSCサーバで CTMドメインマネジャ名およびスマー
トエージェントのポート番号を同じ値に設定する必要があります。

汎用ロードバランサの設定方法については，使用する汎用ロードバランサのドキュメン
トを参照してください。

（4） 標準受付の開始

すべての HCSCサーバの標準受付を開始します。標準受付の開始方法については，
「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してください。

（5） ロードバランサの接続

ロードバランサを接続し，使用できる状態にします。

CTMを使用する場合，この手順は不要です。

汎用ロードバランサの接続始方法については，使用する汎用ロードバランサのドキュメ
ントを参照してください。
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2.　システムの構築
2.6　HCSCサーバを HAクラスタ構成にする場
合の環境構築

HAクラスタ構成では，二つの HCSCサーバを組み合わせてクラスタを構成できます。
HAクラスタを構成する場合，クラスタソフトウェアを利用します。Cosminexus サービ
スプラットフォームでは，次に示すクラスタソフトウェアを利用できます。

• Windowsの場合
Microsoft Cluster Service

• UNIXの場合
HAモニタ

HCSCサーバをHAクラスタ構成にする場合の環境構築およびセットアップの方法につ
いて，次に説明します。

2.6.1　HAクラスタ構成時の環境構築
HCSCサーバをHAクラスタ構成にする場合，実行環境（現用系・待機系），運用環境，
DBサーバがそれぞれ別のマシン上にある構成となります。

HCSCサーバをHAクラスタ構成にした場合のシステムの構成を次の図に示します。
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2.　システムの構築
図 2-7　HCSCサーバを HAクラスタ構成にした場合のシステムの構成

実行環境（現用系・待機系），運用環境，DBサーバの構築方法を次に示します。

（1） 実行環境（現用系・待機系）の構築

実行環境を構築するには，現用系および待機系で次の作業を実施します。
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2.　システムの構築
（a）uCosminexus Service Platformのインストール

uCosminexus Service Platformのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus 
Service Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してください。

（b）Management Serverの設定

運用環境で HCSC-Managerを使用するためのManagement Serverの設定を，
HCSC-Managerの接続先となる実行環境で実施します。

Management Serverの設定については，「2.1.5　HCSC-Managerを使用するための
Management Serverの設定」を参照してください。

（c）HCSCサーバの構成などの設定

HCSCサーバの構成などの実行環境に関する設定を行います。設定する内容と設定方法
については，「2.3　実行環境に関する設定」を参照してください。

なお，実行環境に関する設定でHCSCサーバ構成定義ファイル，HCSCサーバセット
アップ定義ファイル，およびHCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する場合に
は，次に示す内容に留意してください。

　

HCSCサーバ構成定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバ構成定義ファイルで設定するクラスタ種別には，「HA」を設定してく
ださい。
また，非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出しをする場合のWebサーバの IPア
ドレスは，jms-receptionに設定してください。
なお，HCSCサーバ構成定義ファイルに設定する値のうち，次に示す値は現用系と
待機系とで異なる値を設定する必要があります。
• Cosminexus manager名
• Cosminexus managerの IPアドレス

Cosminexus managerの IPアドレスには，現用系・待機系それぞれの物理 IPア
ドレスを指定します。

上記以外の要素には，現用系と待機系とで同じ値を設定します。
HCSCサーバ構成定義ファイルの設定方法については，「2.3.1　HCSCサーバ構成
定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバ構成定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定義ファイ
ル」の「HCSCサーバ構成定義ファイル」を参照してください。
　

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバセットアップ定義ファイルを設定する場合には，次に示す内容に留意
してください。
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2.　システムの構築
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの設定方法については，「2.3.2　HCSC
サーバセットアップ定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定
義ファイル」の「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

同じ値を設定するプロパティ
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに設定するプロパティのうち，次の表
に示すプロパティは現用系と待機系で同じ値を設定する必要があります。

表 2-22　現用系と待機系で同じ値を設定するプロパティ

同じ値を指定するプロパティ プロパティに設定する値

db-use データベースの使用有無

rm-use Cosminexus RMの使用有無

request-ejb 標準の同期受付（SessionBean）の使用有無

request-soap 標準の同期受付（Webサービス）の使用有無

request-jms 標準の非同期受付（MDB（WS-R））の使用有無

request-jms.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（WS-R））のキューの最大メッセー
ジ数

request-dbq 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の使用有無

request-dbq.maxmessage 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））のキューの最大メッ
セージ数

request-jms-rdarea 標準の非同期受付（MDB（WS-R））の RDエリア名

request-dbq-rdarea 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の RDエリア名

request-dbq-maxlen 標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の最大メッセージ長

rm-systemname※ 1 Cosminexus RMのシステム名

rm-displayname Cosminexus RMの表示名

transreq-maxmessage HCSCサーバ間転送受信キューの最大メッセージ数

transreq-jms-rdarea HCSCサーバ間転送受信キューの RDエリア名

dbcon-xadisplayname※ 2 XATransactionまたは LocalTransaction用 DB Connectorの
表示名

dbcon-nodisplayname※ 2 NoTransaction用 DB Connectorの表示名

dbtype 使用するデータベース種別

jdbc-type JDBCドライバ種別

jdbc-url※ 3 JDBC用データベース URL

jdbc-dbhostname データベースのホスト名

jdbc-dbconnectinfo データベースの接続情報

db-character-sets データベース文字コード種別

soap-client-def※ 4 Cosminexus SOAPクライアント定義ファイル名
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2.　システムの構築
注※ 1　現用系と待機系で同じ Cosminexus RMシステム名を指定します。
注※ 2　DBコネクタの設定も現用系と待機系で同じにします。
注※ 3　指定するホスト名には，データベースを格納しているマシンを指定します。
注※ 4　ファイルの設定内容も現用系と待機系で同じにします。

naming-service-hostnameに設定する値
naming-service-hostnameには，次の値を設定してください。
• CORBAネーミングサービスを J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動し
ている場合
localhostを設定します。

• CORBAネーミングサービスを J2EEサーバ起動時にインプロセスで起動し
ていない場合
CORBAネーミングサービスの物理 IPアドレスを設定してください。なお，
現用系と待機系で同一の CORBAネーミングサービスは使用しないでくださ
い。

• XAを使用する場合
クラスタ IPアドレスを設定してください。

HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定時の注意事項
HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定する場合，すべてのプロパティで現用
系と待機系で同じ値を設定する必要があります。
HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定方法については，「2.3.4　HCSCサー
バランタイム定義ファイルを設定する」を参照してください。
HCSCサーバランタイム定義ファイルに設定する内容の詳細については，「9.　定義
ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

（d）クラスタソフトウェアのインストール

クラスタソフトウェアをインストールします。インストール方法は，利用するクラスタ
ソフトウェアのドキュメントを参照してください。

（2） 運用環境の構築

運用環境は，クラスタを構成するHCSCサーバから独立して構築します。そのため，運
用環境として利用するマシンには，uCosminexus Operatorをインストールして環境を
構築します。

運用環境を構築するには，次の作業を実施します。

uCosminexus Operatorのインストール
uCosminexus Operatorのインストール方法については，「2.1.2　uCosminexus 
Service Platformおよび uCosminexus Operatorのインストール」を参照してくだ

request-userdef-soap ユーザ定義受付の使用有無

同じ値を指定するプロパティ プロパティに設定する値
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2.　システムの構築
さい。

Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込み
uCosminexus Operatorをインストールしたマシン上で，Eclipseに
HCSC-Manager Plug-inを組み込みます。
Eclipseへの HCSC-Manager Plug-inの組み込みについては，「2.1.3　Eclipseへの
HCSC-Manager Plug-inの組み込み」を参照してください。

環境設定
運用環境の環境設定としてリポジトリの設定と環境変数の設定を実施します。
環境設定については，「2.1.4　環境設定」を参照してください。

ユーザ権限などの設定
ユーザ権限などの運用環境に関する設定を行います。設定する内容と設定方法につ
いては，「2.4　運用環境に関する設定」を参照してください。

（3） DBサーバの構築

DBサーバは，HAクラスタを構成する HCSCサーバから独立して構築し，現用系およ
び待機系の HCSCサーバで共有します。

DBサーバとして利用するマシンに利用するデータベースをインストールしてください。
インストール方法は，利用するデータベースのドキュメントを参照してください。

2.6.2　HAクラスタ構成時の実行環境のセットアップ
環境の構築後，HAクラスタを構成する実行環境をセットアップします。

HAクラスタ構成時の実行環境のセットアップの流れを次に示します。
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図 2-8　HAクラスタ構成の場合のセットアップの流れ

図中の各工程について，次に説明します。

なお，HAクラスタ構成での運用については，「5.3.2　HAクラスタ構成での運用」を参
照してください。

（1） セットアップの準備

セットアップ前に，次の作業を行います。次の作業は，現用系および待機系でそれぞれ
行います。

実行環境に必要なソフトウェアの設定
J2EEサーバのセットアップなどを行います。設定する内容と設定方法については，
「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。
なお，セットアップ時には，次の名称を現用系と待機系で同じ名称に設定する必要
があります。
• J2EEサーバ名
• Cosminexus RMのシステム名

サービスリクエスタへの送信制御
サービスリクエスタ用のネットワークを切断するなどして，現用系および待機系で
サービス部品の実行要求を受け付けられない状態にします。

（2） 実行環境（待機系）のセットアップ

実行環境（待機系）のセットアップ手順を次に示します。

1. 次の順序でプロセスを起動します。
• 運用管理エージェント
• Management Server
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• PRF
• J2EEサーバ
• Hitachi Web Server

運用管理エージェント，Management Server，PRF，J2EEサーバの起動方法につい
ては，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を，Hitachi Web Serverの
起動方法については，マニュアル「Hitachi Web Server」をそれぞれ参照してくださ
い。

2. HCSCサーバをセットアップします。
HCSCサーバのセットアップ方法については，「3.1.3　HCSCサーバをセットアップ
する」を参照してください。

3. HCSCサーバを起動します。
HCSCサーバの起動方法については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を参照して
ください。

4. サービスアダプタとビジネスプロセスを配備します。
サービスアダプタとビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.9　サービスアダ
プタを配備する」および「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を参照してくださ
い。

5. サービスアダプタとビジネスプロセスを開始します。
サービスアダプタとビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.6　サービスアダ
プタを開始する」および「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を参照してくださ
い。

6. HCSCサーバを停止します。
サービスアダプタおよびビジネスプロセスを起動したまま HCSCサーバを停止しま
す。
HCSCサーバの停止方法については，「5.2.36　HCSCサーバを停止する」を参照し
てください。

7. Management Serverおよび運用管理エージェントを停止します。
Management Serverおよび運用管理エージェントの停止方法については，マニュア
ル「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

（3） 実行環境（現用系）のセットアップ

実行環境（現用系）のセットアップ手順を次に示します。

1. 次の順序でプロセスを起動します。
• 運用管理エージェント
• Management Server
• PRF
• J2EEサーバ
• Hitachi Web Server
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運用管理エージェント，Management Server，PRF，J2EEサーバの起動方法につい
ては，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を，Hitachi Web Serverの
起動方法については，マニュアル「Hitachi Web Server」をそれぞれ参照してくださ
い。

2. HCSCサーバをセットアップします。
HCSCサーバのセットアップ方法については，「3.1.3　HCSCサーバをセットアップ
する」を参照してください。
なお，現用系の HCSCサーバをセットアップするときには，cscsvsetupコマンドの
-clusterオプションに指定するクラスタ名を，待機系と同じ値にする必要があります。
cscsvsetupコマンドについては，「10.　コマンド」の「cscsvsetup（HCSCサーバの
セットアップ）」を参照してください。

3. HCSCサーバを起動します。
HCSCサーバの起動方法については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を参照して
ください。

4. サービスアダプタとビジネスプロセスを配備します。
待機系に配備したサービスアダプタおよびビジネスプロセスと同じものを配備しま
す。現用系と待機系の間では，配備されているサービスアダプタおよびビジネスプロ
セスに過不足がないようにします。
サービスアダプタとビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.9　サービスアダ
プタを配備する」および「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を参照してくださ
い。

5. サービスアダプタとビジネスプロセスを開始します。
待機系で開始したサービスアダプタおよびビジネスプロセスと同じものを開始しま
す。現用系と待機系の間では，サービスアダプタおよびビジネスプロセスの状態に差
異がないようにします。
サービスアダプタとビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.6　サービスアダ
プタを開始する」および「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を参照してくださ
い。

6. 標準受付を開始します。
標準受付の開始方法については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してくださ
い。

（4） クラスタソフトウェアの設定

クラスタソフトウェアでは，現用系に障害が発生したときに待機系に切り替えるための
設定を行います。

待機系に切り替えるときに次の操作を行うスクリプトを実行するように設定します。次
に示す順に実行されるように設定してください。

なお，OSや HCSC-Managerのユーザなどは，現用系と合わせる必要があります。
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1. 待機系のプロセスの起動
次の順序でプロセスを起動するように設定します。
• 運用管理エージェント
• Management Server
• PRF
• J2EEサーバ
• Hitachi Web Server

2. 待機系の HCSCサーバの起動※

3. 待機系の HCSCサーバの標準受付の開始

注※
クラスタソフトウェアで待機系の HCSCサーバを cscutilコマンドで起動する場合，
次のようにオプションを設定します。

-hostオプション
Management Serverを起動するホスト名（または IPアドレス）とポート番号
をコロン（:）で連結して指定します。ホスト名には「localhost」を指定しま
す。ポート番号が「28099」の場合の指定例を次に示します。
 
-host localhost:28099
 

-mnguserオプション
Management Serverの管理ユーザのユーザ IDを指定します。

-mngpassオプション
Management Serverの管理ユーザのパスワードを指定します。
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2.7　JP1連携機能を使用する場合の環境構築

JP1と連携することで，Cosminexus サービスプラットフォームで発生した障害を監視で
きます。障害を監視することでトラブルの発生を検知して，原因を究明し，対策するこ
とができます。

Cosminexus サービスプラットフォームでは，発生した障害のメッセージを JP1イベン
トとして JP1に通知します。JP1イベントの詳細情報は，JP1の統合コンソールから確
認します。確認方法については，「7.8.1　JP1連携機能を使用した障害の監視」を参照し
てください。

JP1と連携した障害監視の流れを次に図に示します。

図 2-9　JP1と連携した障害監視の流れ

1. JP1イベント発行の設定をします。
Smart Composerでどのようなエラーや障害情報を JP1イベントとして発行するかを
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設定します。設定方法については，「2.7.2　Cosminexus サービスプラットフォーム
の JP1イベント発行の設定」を参照してください。

2. Cosminexus サービスプラットフォームで障害が発生した場合，障害に関するメッ
セージが JP1イベントとして JP1/Baseに発行されます。

3. JP1イベントは JP1統合運用管理サーバに通知されます。

4. JP1統合運用管理サーバに通知された JP1イベントは，JP1/IM-Managerが収集しま
す。
JP1/IMの自動アクション機能を使って運用管理者への通知を設定している場合は，
障害が発生したことが運用管理者に通知されます。 

5. 統合コンソールから JP1イベントの詳細情報を確認します。
確認方法については，「7.8.1　JP1連携機能を使用した障害の監視」を参照してくだ
さい。

！！！！ 注意事項
 

実行環境に配備されている HCSCサーバが 1台の場合，実行環境，運用環境，JP1統合運
用管理サーバ，および運用管理クライアントを 1台のホストに構築できます。また，1台の
ホストに複数の HCSCサーバが配備されている場合も，実行環境，運用環境，JP1統合運
用管理サーバ，および運用管理クライアントを 1台のホストに構築できます。ただし，複数
の HCSCサーバが異なるホストに配備されている場合は，「図 2-9　JP1と連携した障害監
視の流れ」のように，それぞれ別のホストに構築してください。

2.7.1　JP1連携の設定の流れ
JP1連携機能を使用するためには，次の表に示す JP1の製品をインストールおよびセッ
トアップする必要があります。

表 2-23　JP1連携機能を使用するために必要な JP1の製品

注※
Windowsの場合だけインストールできます。したがって，Windows以外の場合，統合コン
ソールは表示できません。

JP1の製品のインストールおよびセットアップについては，マニュアル「JP1/
Integrated Management - Manager システム構築・運用ガイド」を参照してください。

インストール先 JP1の製品

実行環境 JP1/Base

JP1統合運用管理サーバ • JP1/Base
• JP1/IM-Manager

運用管理クライアント JP1/IM-View※
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JP1と連携するための設定の流れを次に示します。

1. 実行環境で，次の設定をします。
• Cosminexus サービスプラットフォームの JP1イベント発行の設定（2.7.2参照）

Coxminexusサービスプラットフォームで発生した障害のメッセージを，JP1イベ
ントとして発行するための設定を行います。

• JP1/Baseのイベントサーバ名の設定（2.7.3参照）
HAクラスタ構成の場合で，論理ホストの JP1/Baseのイベントサーバを使用して
JP1イベントを発行するときだけ設定を行います。

2. JP1統合運用管理サーバで，次の作業をします。
• JP1/Baseの構成定義の作成（2.7.4参照）

JP1統合運用管理サーバが管理するシステムの階層関係を定義します。
この定義を各ホストに配布すると，転送先の情報として識別されます。

2.7.2　Cosminexus サービスプラットフォームの JP1イベン
ト発行の設定

Cosminexus サービスプラットフォームで発生した障害のメッセージを JP1イベントと
して発行するためには，次の二つの設定をします。

• Cosminexus Management Server用 JP1イベントの設定
• J2EEサーバ用 JP1イベントの設定

それぞれの設定方法について説明します。

（1） Cosminexus Management Server用 JP1イベントの設定

Management Server環境設定ファイル（mserver.properties）に次のように設定します。
この設定をすると，Cosminexus Management Serverから，障害に関するメッセージが
JP1イベントとして，JP1/Baseに発行されます。

Management Server環境設定ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　リファ
レンス　定義編」を参照してください。

設定した情報を有効にするために，Management Serverを再起動してください。

com.cosminexus.mngsvr.jp1event.enabled=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.warning=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.emergency=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.alert=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.notice=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.information=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.error=true
com.cosminexus.mngsvr.jp1event.critical=true
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（2） J2EEサーバ用 JP1イベントの設定

簡易構築定義ファイルの J2EEサーバのコンフィグレーションに次のようにパラメタを
指定します。この指定をすると，J2EEサーバから障害に関するメッセージが，JP1イベ
ントとして JP1/Baseに発行されます。

簡易構築定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　簡易構築・運用ガイド」
を参照してください。

2.7.3　JP1/Baseのイベントサーバ名の設定
HAクラスタ構成の場合で，論理ホストの JP1/Baseのイベントサーバを使用して JP1
イベントを発行するとき，次の二つの設定をします。

• 実行環境用イベントサーバ名の設定
• J2EEサーバ用イベントサーバ名の設定

それぞれの設定方法について説明します。

<configuration>
  <logical-server-type>j2ee-server</logical-server-type>
  <param>
    <param-name>ejbserver.manager.jp1event.enabled</param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.emergency</
param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.alert</param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.critical</
param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.error</param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.warning</param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.notice</param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
  <param>
    <param-name>manager.jp1event.system.filtering.severity.information</
param-name>
    <param-value>true</param-value>
  </param>
</configuration>
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（1） Cosminexus Management Server用イベントサーバ名の設定

Management Server環境設定ファイル（mserver.properties）に JP1統合運用管理サー
バの論理ホスト名または論理 IPアドレスを設定します。

Management Server環境設定ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　リファ
レンス　定義編」を参照してください。

設定した情報を有効にするために，Management Serverを再起動してください。

（2） J2EEサーバ用イベントサーバ名の設定

簡易構築定義ファイルの J2EEサーバのコンフィグレーションに JP1統合運用管理サー
バの論理ホスト名または論理 IPアドレスを指定します。

簡易構築定義ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　簡易構築・運用ガイド」
を参照してください。

2.7.4　JP1/Baseの構成定義の作成
JP1/IMが管理するシステムの構成を，JP1/Baseの構成定義ファイルに定義します。

JP1/Baseの配布機能を利用して，作成した定義を各ホストの JP1/Baseに配布すると，
定義情報を一括して管理できます。

なお，1台のホストで実行環境，運用環境，JP1統合運用管理サーバ，および運用管理ク
ライアントを構成した場合，JP1/Baseの構成定義の作成は不要です。

JP1/Baseの構成定義の作成手順を次に示します。なお，詳細については，マニュアル
「JP1/Integrated Management - Manager システム構築・運用ガイド」のシステムの構
成定義情報の設定に関する説明を参照してください。

1. JP1/Baseの構成定義ファイルを作成して，システムの構成を定義します。
構成定義ファイル（jbs_route.conf）は次の場所にインストールされています。

Windowsの場合
• HAクラスタ構成で運用しているとき

mngsvr.jp1event.event_server_name=<論理ホスト名または論理 IPアドレス >

<configuration>
  <logical-server-type>j2ee-server</logical-server-type>
  <param>
    <param-name>ex.properties.m</param-name>
    <param-value>.ejbserver.manager.jp1event.event_server_name=<論理ホスト名また
は論理IPアドレス></param-value>
  </param>
</configuration>
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<共有フォルダ >¥jp1base¥conf¥route¥jbs_route.conf
• HAクラスタ構成で運用していないとき

<JP1/Baseのインストール先フォルダ >¥conf¥route¥jbs_route.conf

UNIXの場合
• HAクラスタ構成で運用しているとき

<共有ディレクトリ >/jp1base/conf/route/jbs_route.conf
• HAクラスタ構成で運用していないとき

/etc/opt/jp1base/conf/route/jbs_route.conf

構成定義ファイルの内容
［JP1統合運用管理サーバ］
J2EEサーバマシンのホスト名
実行環境のホスト名

2. jbsrt_distribコマンドを実行して，構成定義情報を配布します。
jbsrt_distribコマンドは次の場所に格納されています。

Windowsの場合
• HAクラスタ構成で運用しているとき

<共有フォルダ >¥jp1base¥bin¥jbsrt_distrib.exe
• HAクラスタ構成で運用していないとき

<JP1/Baseインストール先フォルダ >¥bin¥jbsrt_distrib.exe

UNIXの場合
• HAクラスタ構成で運用しているとき

<共有ディレクトリ >/jp1base/bin/jbsrt_distrib
• HAクラスタ構成で運用していないとき

/etc/opt/jp1base/bin/jbsrt_distrib

注意
HAクラスタ構成で運用する場合は，-hオプションに論理サーバ名を指定する必
要があります。

2.7.5　メッセージマッピングファイルの編集
メッセージマッピングファイルは，J2EEサーバが検知した障害や通知を，メッセージご
とにどの重大度の JP1イベントに変換するか定義したファイルです。メッセージマッピ
ングファイルを編集して，JP1イベントとして発行するメッセージを制御するなど，JP1
イベントをカスタマイズできます。なお，マッピング定義がなく JP1イベントの重大度
を割り当てられないメッセージは，JP1イベントとして発行されません。

メッセージマッピングファイルのファイル名は
「manager.jp1event.system.mapping.properties」です。マッピング関係を定めた標準的
なメッセージマッピングファイルを提供しているので，必要に応じて，テキストエディ
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タなどで編集してください。メッセージマッピングファイルの格納場所を次に示します。

Windowsの場合
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥manager¥config

UNIXの場合
/opt/Cosminexus/manager/config

メッセージマッピングファイルについては，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　
定義編」を参照してください。
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3　 システムのセットアップと
アンセットアップ
この章では，システムのセットアップ，アンセットアップ，お
よび HCSCサーバの定義について説明します。また，テスト
環境から本番環境へ移行する場合の手順について説明します。

3.1　システムのセットアップ

3.2　システムのアンセットアップ

3.3　テスト環境から本番環境への移行手順
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
3.1　システムのセットアップ
Cosminexus サービスプラットフォームを利用して，システムをセットアップする方法
について説明します。

3.1.1　システムのセットアップの流れ
システムのセットアップの流れについて，次の図に示します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-1　システムのセットアップの流れ

図中の各工程について，この項で説明します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
！！！！ 注意事項
 

• サービスアダプタの配備，ビジネスプロセスの配備，およびユーザ定義受付の配備の前
に，リポジトリをインポートして，リポジトリを最新の状態にしてください。

• 運用時の処理の流れや障害発生時の対策によっては，運用開始前に必要な設定がありま
す。詳細については，「5.4　HCSCサーバのサービス部品を呼び出す流れ」，および「7.
　障害対策」を参照してください。

3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定
実行環境をセットアップする前に，実行環境に必要なソフトウェアの設定が必要です。
実行環境に必要なソフトウェアの設定は，データベースと Cosminexus RMの使用有無
によって設定内容が異なります。ここでは，データベースと Cosminexus RMの両方を
使用する場合の設定について説明します。データベースと Cosminexus RMの両方を使
用しない場合，またはデータベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の設
定については，次の個所を参照してください。

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合
「3.1.15　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合のシステムの
セットアップ」

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない
「3.1.16　データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合のシステムの
セットアップ」

データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合の，実行環境に必要なソフト
ウェアの設定の流れについて，次の図に示します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-2　実行環境に必要なソフトウェアの設定（データベースと Cosminexus RMの両方
を使用する場合）

実行環境のセットアップ前に実施するソフトウェアの設定について，次に説明します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
（1） データベースのサーバ側のセットアップ

データベースのセットアップとして，DBサーバおよび DBクライアントの両方をセット
アップします。

（a）DBサーバ側の設定（HiRDBの場合）

次の作業を実施します。

HiRDBサーバの文字コードの設定
文字コードにシフト JIS漢字コード，EUC日本語漢字コード，UTF-8，または単一
バイト文字コードのどれかを設定してください。文字コードの変更方法は，マニュ
アル「HiRDB システム導入・設計ガイド」の文字コードの指定，または文字コード
の選択に関する内容を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

HCSCサーバを UNIXで稼働させる場合は，HCSCサーバと HiRDBサーバの文字コード
を合わせる必要があります。

環境設定
HiRDBの環境設定についてはマニュアル「HiRDB システム導入・設計ガイド」を
参照してください。

ユーザ権限の設定
最初に，接続するユーザの名称を決定します。そのあと，HiRDBに管理情報を格納
するため，HiRDBに接続するユーザに権限を設定します。HiRDBでは，ユーザに
CONNECT権限を設定することでユーザが作成されます。

設定する権限
• CONNECT権限

HiRDBを利用するために必要な権限です。データベースに接続
（CONNECT）できるようになります。CONNECT権限を持たないユーザが
HiRDBを利用しようとするとエラーになります。

• スキーマ定義権限
スキーマを定義するために必要な権限です。スキーマ定義権限を設定すると，
スキーマ，表，ビュー表，インデクス，抽象データ型を定義できます。また，
ストアドプロシジャやストアドファンクションを登録できます。

権限の設定方法
データベース定義ユティリティ（pddef），SQL Executerを使用して権限を設定
します。権限の設定方法の詳細については，マニュアル「HiRDB システム運用
ガイド」を参照してください。データベース定義ユティリティの使用方法の詳
細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照してくださ
い。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
データベース定義ユティリティを使用して権限を設定する場合の手順を次に示
します。
1. 次の環境変数を設定します。

Windowsの場合

UNIX（Bourneシェル）の場合

2. 次のコマンドでデータベース定義ユティリティ（pddef）を実行します。

3. 次の SQLを実行します。

注※
権限を設定するユーザは，メッセージング基盤が使用する接続ユーザの名前
です。HiRDBのクライアント環境変数グループに登録した PDUSER環境
変数と同じ値になります。
PDUSER環境変数については，「表 3-2　環境変数グループで設定する環境
変数」を参照してください。

4. Windowsの場合は［Ctrl］キー＋［Z］キーを押したあと，［Enter］キーを
押してデータベース定義ユティリティ（pddef）を終了します。
UNIXの場合は［Ctrl］キー＋［D］キーを押したあと，［Enter］キーを押
してデータベース定義ユティリティ（pddef）を終了します。

スキーマの定義
HiRDBに管理情報を格納するため，スキーマを定義します。

スキーマの定義方法
データベース定義ユティリティ（pddef），SQL Executerを使用してスキーマを
定義します。スキーマを定義する方法の詳細については，マニュアル「HiRDB 
SQL リファレンス」を参照してください。データベース定義ユティリティの使

 
SET  PDHOST=<HiRDBサーバのホスト名またはIPアドレス>
SET  PDNAMEPORT=<HiRDBサーバのポート番号>
SET  PDUSER=<DBA権限を持つユーザ名>/<パスワード>
 

 
export PDHOST=<HiRDBサーバのホスト名またはIPアドレス>
export PDNAMEPORT=<HiRDBサーバのポート番号>
export PDUSER=<DBA権限を持つユーザ名>/<パスワード>
 

 
pddef
 

 

GRANT  CONNECT  TO  <ユーザ名>※  IDENTIFIED  BY  <パスワード>;
GRANT  SCHEMA  TO  <ユーザ名>※;
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
用方法の詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照
してください。
データベース定義ユティリティを使用してスキーマを定義する場合の手順を次
に示します。
1. 次の環境変数を設定します。

Windowsの場合

注※
指定するユーザ名は，権限を設定したユーザのユーザ名です。
UNIX（Bourneシェル）の場合

注※
指定するユーザ名は，権限を設定したユーザのユーザ名です。

2. 次のコマンドでデータベース定義ユティリティ（pddef）を実行します。

3. 次の SQLを実行します。

4. Windowsの場合は［Ctrl］キー＋［Z］キーを押したあと，［Enter］キーを
押してデータベース定義ユティリティ（pddef）を終了します。
UNIXの場合は［Ctrl］キー＋［D］キーを押したあと，［Enter］キーを押
してデータベース定義ユティリティ（pddef）を終了します。

RDエリアの準備
メッセージング基盤の管理情報テーブルを格納するため，必要に応じて RDエリア
を作成します。RDエリアの作成方法の詳細については，マニュアル「HiRDB シス
テム運用ガイド」を参照してください。

pd_max_users（同時実行可能ユーザ数）の設定
HiRDBのシステム共通定義のオペランド pd_max_users（同時実行可能ユーザ数）

 
SET  PDHOST=<HiRDBサーバのホスト名またはIPアドレス>
SET  PDNAMEPORT=<HiRDBサーバのポート番号>

SET  PDUSER=<ユーザ名>※/<パスワード>
 

 
export PDHOST=<HiRDBサーバのホスト名またはIPアドレス>
export PDNAMEPORT=<HiRDBサーバのポート番号>

export PDUSER=<ユーザ名>※/<パスワード>
 

 
pddef
 

 
CREATE  SCHEMA;
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
には，実行環境が使用する DBコネクション数の最大値を設定してください。実行
環境が使用する DBコネクション数の最大値については，「表 3-1　実行環境が使用
する DBコネクションの数」を参照してください。
pd_max_usersの詳細については，マニュアル「HiRDB システム定義」を参照して
ください。

（b）DBサーバ側の設定（Oracleの場合）

次の作業を実施します。

環境設定
Oracleの環境設定方法の詳細については，Oracle社が発行するドキュメントを参照
してください。

接続ユーザの作成と権限の設定
Oracleに管理情報を格納するため，Oracleに接続ユーザを作成し，権限を設定する
必要があります。

設定する権限
システム権限として，次の権限を設定します。
• CREATE ANY INDEXシステム権限
• CREATE SESSIONシステム権限
• CREATE TABLEシステム権限
• CREATE VIEWシステム権限
• FORCE ANY TRANSACTIONシステム権限

また，オブジェクト権限として次の権限を設定します。
• SYS.DBA_PENDING_TRANSACTIONSの SELECT権限
• SYS.DBMS_SYSTEMの EXECUTE権限（Oracle JDBC Thin Driver 

9.2.0.6または 10.1.0.3.0以降を使用する場合）
• SELECT_CATALOG_ROLE権限

接続ユーザと権限の設定方法
Oracle Enterprise Managerコンソール，または sqlplusを使用してユーザを作
成し，権限を設定します。Oracle Enterprise Managerコンソールと sqlplusを
使用した場合の設定例を次に示します。
Oracle Enterprise Managerコンソールを使用する場合の設定例
1. sysユーザでデータベースに接続します。
2. ナビゲータ・ツリーの［セキュリティ］－［ユーザ］を右クリックして，
［作成］を実行します。

3.［一般］タブを開き，名前とパスワードを入力します。
4.［ロール］タブを開き，CONNECTロールを削除します。
5.［システム］タブを開き，システム権限を設定します。
6.［オブジェクト］タブを開き，［SYS］－［ビュー］－
［DBA_PENDING_TRANSACTIONS］を選択して，SELECT権限を設定
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
します。
7. Oracle JDBC Thin Driver 9.2.0.6または 10.1.0.3.0以降を使用する場合，
［SYS］－［パッケージ］－［DBMS_SYSTEM］を選択して，EXECUTE
権限を設定します。

8.［割当て制限］タブを開き，表領域の割り当て制限サイズを設定します。
9.［作成］ボタンを実行します。

sqlplusを使用する場合の設定例
1. sysユーザでデータベースに接続します。
2. 次の SQL文を発行します（QUOTA句の指定値は例です）。

注※
Oracle JDBC Thin Driver 9.2.0.6または 10.1.0.3.0以降を使用する場合に指
定します。

（2） Cosminexus Managerのセットアップ

Cosminexus Managerには，Management Serverと運用管理エージェントの二つのプ
ロセスがあります。それぞれのセットアップについては，マニュアル「Cosminexus　簡
易構築・運用ガイド」，またはマニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」を参照
してください。また，HCSC-Managerを使用するための設定については，「2.1.5　
HCSC-Managerを使用するためのManagement Serverの設定」を参照してください。

なお，Management Serverと運用管理エージェントは，HCSCサーバを運用するための
基盤となります。そのため，OSの起動と同時にManagement Serverと運用管理エー
ジェントを自動起動するように設定してください。

（3） PRFのセットアップ

次の作業を実施します。

PRFの設定
PRFの設定方法については，マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」を
参照してください。

 
CREATE USER <権限を付与するユーザ名> PROFILE "DEFAULT" 
    IDENTIFIED BY <パスワード> DEFAULT TABLESPACE "USERS" 
    TEMPORARY TABLESPACE "TEMP" 
    QUOTA 10 M ON "USERS" 
    QUOTA 10 M ON "TEMP" 
    ACCOUNT UNLOCK;
GRANT CREATE ANY INDEX TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT CREATE SESSION TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT CREATE TABLE TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT CREATE VIEW TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT FORCE ANY TRANSACTION TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT SELECT ON  "SYS"."DBA_PENDING_TRANSACTIONS" 
TO <権限を付与するユーザ名>;
GRANT EXECUTE ON  "SYS"."DBMS_SYSTEM" TO <権限を付与するユーザ名>;※
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
（4） J2EEサーバのセットアップ

次の作業を実施します。

J2EEサーバの構築
J2EEサーバの構築方法については，マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイ
ド」の J2EEサーバに関する内容を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

構築時には，論理サーバ名と実サーバ名を同一にしてください。異なる場合，HCSCサーバ
のセットアップに失敗するおそれがあります。

J2EEサーバのシステム環境変数の設定
J2EEサーバのシステム環境変数の設定方法については，マニュアル「Cosminexus
　システム構築ガイド」の環境変数の設定に関する内容を参照してください。

Cosminexus Web Servicesの初期設定
Cosminexus Web Servicesの初期設定の手順を次に示します。
1. 次のコマンドを使用して，SOAPエンジンを標準モードに設定します。

Windowsの場合

UNIX（Bourneシェル）の場合

2. Common Public License Version 1.0に基づいて配布されているWSDL4Jを利用
するため，「wsdl4j.jar」ファイルを入手し，次のディレクトリにコピーします。

3. サーバ定義ファイル（c4websv.cfg）を設定します。
HCSCサーバが動作する J2EEサーバでの SOAP通信基盤のサーバ定義ファイ
ルに指定する内容を次の表に示します。サーバ定義ファイルの作成については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してく
ださい。

 
setup_mode.bat std
 

 
setup_mode.sh std
 

 
<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥c4web¥lib以下
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
　

ポイント
 

HCSCサーバでの識別子とは，サーバ定義ファイル中から動作中のサーバの情報を取得する
ためのキーのことです。サーバに配備した SOAPアプリケーションのコンテキストルート
から先頭の「/」を除いた名称を使用しています。このため，HCSC-Messagingでは次のよ
うになります。
標準受付の識別子：クラスタ名
ユーザ定義受付の識別子：ユーザ定義受付の受付 ID
　
（例）クラスタ名称が「cluster1」の場合
標準受付の識別子：「cluster1」

　
4. 共通定義ファイル（c4webcom.cfg）を設定します。

HCSCサーバが動作する J2EEサーバでの SOAP通信基盤の共通定義ファイル
に指定する内容を次の表に示します。共通定義ファイルの作成については，マ
ニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくだ
さい。

設定項目 キー名称 設定値
（デフォル

ト）

説明

多重参照 c4web.common.<識別子
>.do_multirefs

false ユーザ定義受付を使用する場合，この
プロパティは指定できません。trueを
指定した場合の動作は保証しません。

データ型定義 c4web.common.<識別子
>.send_xsi_types

true ユーザ定義受付を使用する場合，この
プロパティは指定できません。falseを
指定した場合の動作は保証しません。

文字参照形式オ
プション

c4web.common.<識別子
>.character_reference

false ユーザ定義受付を使用する場合，この
プロパティは指定できません。trueを
指定した場合の動作は保証しません。

SOAPヘッダの
名前修飾チェッ
クオプション

c4web.common.<識別子
>.enable_soapheader_chec
k

true ユーザ定義受付を使用する場合，ユー
ザ定義受付での SOAPヘッダの名前修
飾チェックオプションは強制的に false
として動作します。

HTTPセッショ
ンの維持

c4web.application.<識別
子 >.app_maintainsession

false ユーザ定義受付を使用する場合，この
プロパティは指定できません。trueを
指定した場合の動作は保証しません。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
HCSCサーバをセットアップするための固有設定
• J2EEサーバ用のユーザプロパティファイル（usrconf.properties）で，

ejbserver.rmi.localinvocation.scopeに「app」を指定します。
• J2EEサーバ用のユーザプロパティファイル（usrconf.properties）で，

ejbserver.server.j2ee.featureに「1.4」を指定します。

コンテナ拡張ライブラリの設定
コンテナ拡張ライブラリとして，「<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥RM¥lib¥reliablemessaging-api.jar」を設定します。
コンテナ拡張ライブラリの設定方法については，マニュアル「Cosminexus　システ
ム構築ガイド」のコンテナ拡張ライブラリの設定に関する内容を参照してください。

（5） Webサーバ（HTTPサーバ）のセットアップ

Webサーバ（HTTPサーバ）をセットアップするには，Cosminexusの J2EEサーバに
含まれるインプロセスHTTPサーバを使用する方法と，Hitachi Web Serverを使用する
方法の二つがあります。

（a）インプロセス HTTPサーバを使用する方法

インプロセス HTTPサーバのセットアップ手順を次に示します。

1. 運用管理ポータルから，［論理サーバの環境設定］を選択します。

2. サーバビューから，［論理 J2EEサーバ］－［J2EEサーバ］－［＜ J2EEサーバ名
＞］を選択します。

3.［HTTPサーバ］タブの［通信・スレッド制御］タブを選択します。
［通信・スレッド制御設定］画面が表示されます。

4.［Webクライアントとの接続設定］－［Persistentコネクション］－［タイムアウト］
に，SOAP通信基盤（Cosminexus Web Services）の共通定義ファイルの
c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティに指定した値以上の値を設定しま
す。
例えば，c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティのデフォルト値 1800の
倍の値である 3600をタイムアウト値に設定します。
c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティを設定していない場合は，1800

設定項目 キー名称 設定値
（デフォル

ト）

説明

トレースファイ
ル出力の重要度

c4web.logger.log_level WARN このプロパティに DEBUGを指定しな
いでください。DEBUGを指定した場
合は，ほかの値を指定したときに比べ
てより多くのメモリが消費され，ス
ループットに影響が出ます。
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がデフォルト値として動作します。なお，タイムアウト値に指定できる範囲は 0～
3600です。そのため，c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティの設定が
1800よりも大きい場合は，0を設定してください。

（b）Hitachi Web Serverを使用する方法

次の作業を実施します。

Hitachi Web Serverのセットアップ
セットアップ方法の詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照し
てください。

Hitachi Web Serverと J2EEサーバを連携する設定
J2EEサーバと連携するための設定方法の詳細については，マニュアル
「Cosminexus　システム構築ガイド」を参照してください。

Hitachi Web Serverの KeepAliveTimeout値の設定
Hitachi Web Serverの環境設定ファイルである httpsd.confの KeepAliveTimeout
に，SOAP通信基盤（Cosminexus Web Services）の共通定義ファイルの
c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティに指定した値の倍以上の値を設
定します。
例えば，c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティのデフォルト値 1800
の倍の値である 3600を KeepAliveTimeoutに設定します。
c4web.common.connection_pool.timeoutプロパティを設定していない場合は，
1800がデフォルト値として動作します。詳細は，マニュアル「Cosminexus　
SOAPアプリケーション開発ガイド」のコネクションプーリングに関する設定を参
照してください。

（6） データベースのクライアント側のセットアップ

（a）DBクライアント側の設定（HiRDBの場合）

実行環境のマシンで，次の作業を実施します。

環境変数の設定
Windowsの場合は，次の環境変数を設定します。
UNIXの場合は，HCSCサーバが稼働している J2EEサーバ起動時とManagement 
Server実行時の環境変数に，次の環境変数を設定します。
HCSCサーバが稼働している J2EEサーバ起動時の環境変数の設定方法は，マニュ
アル「Cosminexus　運用管理操作ガイド」の J2EEサーバの環境変数の設定に関す
る内容を参照してください。
Management Server実行時の環境変数の設定方法は，マニュアル「Cosminexus　
リファレンス　定義編」のmserverenv.cfg（Management Server用環境変数定義
ファイル）に関する内容を参照してください。

PDXAMODE
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1を指定します。

PDTXACANUM
Cosminexus サービスプラットフォームが使用する DBコネクション数の最大
値を指定します。
DBコネクション数の最大値は，利用する実行環境に応じて見積もる必要があり
ます。実行環境が DBコネクションを使用する契機と数を次の表に示します。

表 3-1　 実行環境が使用する DBコネクションの数

DBコネクション使用数の和が最大値となります。

PDLANGまたは LANG
HCSCサーバをUNIXで稼働させる場合，HiRDBサーバの文字コードに応じ
て，PDLANGか LANGのどちらかに HiRDBサーバと同じ文字コードを指定
します。詳細は，マニュアル「HiRDB UAP開発ガイド」の PDLANGに関す
る内容を参照してください。
HCSCサーバをWindowsで稼働させる場合は，設定は不要です。

LC_CTYPE
HCSCサーバをUNIXで稼働させる場合，HiRDBサーバと同じ文字コードを
指定します。
HCSCサーバをWindowsで稼働させる場合は，設定は不要です。

LD_LIBRARY_PATH
HCSCサーバを Linuxで稼働させる場合，下記のパスを追加します。
• <Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリ >/lib
• <HiRDB運用ディレクトリ >/client/lib

HiRDB/Single Server，またはHiRDB/Parallel Serverインストール時に指
定します。

• <HiRDBのインストールディレクトリ >/client/lib
HiRDB/Run Time，または HiRDB/Developer's Kitインストール時に指定し

DBコネクションの使用先 DBコネクションの使用の契
機

DBコネクションの使用数

メッセージング基盤 起動時 1

コマンド実行時 1

サービス部品実行要求受付時 サービス部品の同時実行数

電文の実行履歴の取得時 サービス部品の同時実行数

ビジネスプロセス基盤 ビジネスプロセス実行要求受
付時

ビジネスプロセスの同時実行数

DBアダプタ サービス部品実行要求受付時 サービス部品の同時実行数

Cosminexus RM マニュアル「Cosminexus Reliable Messaging」の DBコネクションを使
用するタイミングと使用するコネクションの数に関する内容を参照してく
ださい。
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ます。

HCSCサーバをWindowsで稼働させる場合は，設定は不要です。

LIBPATH
HCSCサーバを AIXで稼働させる場合，下記のパスを追加します。
• <Cosminexus DABroker Library運用ディレクトリ >/lib
• <HiRDB運用ディレクトリ >/client/lib

HiRDB/Single Server，またはHiRDB/Parallel Serverインストール時に指
定します。

• <HiRDBのインストールディレクトリ >/client/lib
HiRDB/Run Time，または HiRDB/Developer's Kitインストール時に指定し
ます。

HCSCサーバをWindowsで稼働させる場合は，設定は不要です。

環境変数グループの設定
環境変数グループを次の方法で登録します。

Windowsの場合
HiRDBのクライアント環境変数登録ツールで「システムグループ」を選択し
て，環境変数グループを登録します。この場合，DB Connectorのプロパティ定
義では，ここで登録した環境変数グループ名を指定してください。

UNIXの場合
HiRDBのクライアント環境変数グループの設定ファイルに登録します。この場
合，DB Connectorのプロパティ定義では，ここで登録した環境変数グループの
設定ファイルのパスを指定してください。

環境変数グループを登録する方法の詳細については，マニュアル「HiRDB UAP開
発ガイド」の環境変数のグループ登録に関する内容を参照してください。
DB Connectorのプロパティについては，マニュアル「Cosminexus　アプリケー
ション設定操作ガイド」の DB Connectorのプロパティの定義に関する内容を参照
してください。
環境変数グループで設定する環境変数を次の表に示します。

表 3-2　環境変数グループで設定する環境変数

環境変数名 設定する内容

PDHOST データベースのホスト名または IPアドレスを指定します。

PDUSER データベースのユーザ名およびデータベースのパスワードを指定しま
す。

PDNAMEPORT データベースのポート番号を指定します。

PDSWAITTIME Cosminexus Component Containerのトランザクションタイムアウトの
値※よりも大きな値を指定します。
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注※
Cosminexus Component Containerのトランザクションタイムアウトの値は，J2EEサーバ用
ユーザプロパティファイルで指定します。Cosminexus Component Containerのトランザク
ションタイムアウトの値については，マニュアル「Cosminexus　システム設計ガイド」のトラ
ンザクションタイムアウトの設定に関する内容を参照してください。

（b）DBクライアント側の設定（Oracleの場合）

Oracle JDBC Thin Driverをセットアップします。Oracle JDBC Thin Driverのセット
アップについては，「3.1.2(7)(c)　Oracle JDBC Thin Driverのセットアップ」を参照し
てください。

（7） JDBCドライバのセットアップ

使用する JDBCドライバは，利用条件を考慮して選択する必要があります。

使用する JDBCドライバの選択方法を次の表に示します。

表 3-3　使用する JDBCドライバ

注※ 1　Cosminexus DABroker Library用の DB Connectorを利用する場合

注※ 2　HiRDB Type4 JDBC Driver用の DB Connectorを利用する場合

（a）Cosminexus DABroker Libraryのセットアップおよび環境設定

Windowsの場合
Cosminexus DABroker Libraryのセットアップとして，次の作業を実施してくださ
い。

バッファサイズの設定
Cosminexus DABroker Libraryの環境設定の［リモートアクセス設定］タブ

PDCWAITTIME Cosminexus Component Containerのトランザクションタイムアウトの
値※よりも大きな値を指定します。

PDSWATCHTIME 0を指定します。

利用する DBMS 使用する JDBCド
ライバ

JDBCドライバのパッケージ

HiRDB（Version7
または Version8）※
1

Cosminexus 
DABroker Library

JP.co.Hitachi.soft.DBPSV_Driver.JdbcDbpsvDriver

HiRDB Version 8※
2

HiRDB TYPE4 
JDBC Driver

JP.co.Hitachi.soft.HiRDB.JDBC.HiRDBDriver

Oracle Oracle JDBC Thin 
Driver

oracle.jdbc.driver.OracleDriver

環境変数名 設定する内容
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で，［BLOB/LONG/CLOB型データ受取バッファサイズ］に，DB Connector
の bufSizeプロパティに設定する値よりも大きい値を設定します。
bufSizeプロパティの設定については，「3.1.2(8) DB Connectorのセットアッ
プ」を参照してください。

漢字コードセットの設定
Cosminexus DABroker Libraryの環境設定の［リモートアクセス設定］タブ
で，使用する DBの文字コードに合わせて［漢字コードセット］を設定します。
データベースの言語モードについては，HiRDBの場合はマニュアル「HiRDB 
システム導入・設計ガイド」を，Oracleの場合は Oracle社が発行するドキュ
メントを参照してください。

使用する ORACLEのバージョンの設定
Cosminexus DABroker Libraryの環境設定の［共通設定］タブで，［使用する
ORACLEのバージョン］に Oracleのバージョンを設定します。

UNIXの場合
Cosminexus DABroker Libraryをセットアップします。Cosminexus DABroker 
Libraryのセットアップ方法の詳細は，マニュアル「Cosminexus　システム構築ガ
イド」の Cosminexus DABroker Libraryの設定に関する内容を参照してください。
Cosminexus DABroker Library動作環境定義ファイルに指定する設定項目で，特に
設定が必要な項目を次に示します。

DABORACLE_TYPE
Oracleを使用する場合に，使用する Oracleのバージョンを指定します。

DABHIRDBA_BLOBBUFSIZEおよび DABORADBA_LONGBUFSIZE
DB Connectorの bufSizeプロパティに設定する値よりも大きな値を設定しま
す。
bufSizeプロパティの設定については，「3.1.2(8) DB Connectorのセットアッ
プ」を参照してください。

DAB_LANG
使用する DBの文字コードを設定します。

（b）HiRDB Type4 JDBC Driverのセットアップ

HiRDB Type4 JDBC Driverのセットアップについては，マニュアル「スケーラブル
データベースサーバ HiRDB Version 8 UAP開発ガイド」の HiRDB Type4 JDBC Driver
に関する内容を参照してください。

なお，HCSCサーバを使用するために，次の設定をする必要があります。

1. <Cosminexusインストールディレクトリ >/manager/config/mserver.cfgファイルに，
HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイル（pdjdbc2.jar）をクラスパスとして指
定します。このとき，「web.add.class.path=<pdjdbc2.jarのパス >」の形式で指定し
てください。
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例 1（HiRDB/Run Timeの場合）
web.add.class.path=<HiRDB/Run Timeインストールディレクトリ >/client/lib/
pdjdbc2.jar

例 2（HiRDB/Single Serverの場合）
web.add.class.path=<HiRDB/Single Serverインストールディレクトリ >※ /
client/lib/pdjdbc2.jar
注※　<HiRDBインストールディレクトリ >は，hirdb_sというディレクトリに
なります。

2. 運用管理ポータルの「論理サーバの環境設定」にある論理 J2EEサーバの［J2EEコ
ンテナの設定］画面の拡張パラメタに，HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイル
（pdjdbc2.jar）をクラスパスとして指定します。このとき，
「add.class.path=<pdjdbc2.jarのパス >」の形式で指定してください。
ここでの設定値は，J2EEサーバのユーザ定義ファイル（usrconf.cfg）に反映されま
す。
「論理サーバの環境設定」での設定については，マニュアル「Cosminexus　システム
構築ガイド」を参照してください。

例 1（HiRDB/Run Timeの場合）
add.class.path=<HiRDB/Run Timeインストールディレクトリ >/client/lib/
pdjdbc2.jar

例 2（HiRDB/Single Serverの場合）
add.class.path=<HiRDB/Single Serverインストールディレクトリ >※ /client/
lib/pdjdbc2.jar
注※　<HiRDBインストールディレクトリ >は，hirdb_sというディレクトリに
なります。

3. HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルの HCSC_ADDCLASSPATHに，
HiRDB Type4 JDBC Driverの JARファイル（pdjdbc2.jar）をクラスパスとして指
定します。
HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」
の「HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイル」を参照してください。

（c）Oracle JDBC Thin Driverのセットアップ

Oracle JDBC Thin Driverのセットアップについては，マニュアル「Cosminexus　シス
テム構築ガイド」または，使用しているデータベースのマニュアルを参照してください。

なお，HCSCサーバを使用するために，次の設定をする必要があります。

1. <Cosminexusインストールディレクトリ >/manager/config/mserver.cfgファイルに，
Oracle JDBC Thin Driverの JARファイルをクラスパスとして指定します。このと
き，「web.add.class.path=<Oracle JDBC Thin Driverのパス >」の形式で指定してく
ださい。

例
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web.add.class.path=<Oracle Clientのインストールディレクトリ >/jdbc/lib/
ojdbc14.jar

2. 運用管理ポータルの「論理サーバの環境設定」にある論理 J2EEサーバの［J2EEコ
ンテナの設定］画面の拡張パラメタに，Oracle JDBC Thin Driverの JARファイル
をクラスパスとして指定します。このとき，「add.class.path=<Oracle JDBC Thin 
Driverのパス >」の形式で指定してください。
ここでの設定値は，J2EEサーバのユーザ定義ファイル（usrconf.cfg）に反映されま
す。
「論理サーバの環境設定」での設定については，マニュアル「Cosminexus　システム
構築ガイド」を参照してください。

例
add.class.path=<Oracle Clientのインストールディレクトリ >/jdbc/lib/
ojdbc14.jar

3. HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルの HCSC_ADDCLASSPATHに，
Oracle JDBC Thin Driverの JARファイルをクラスパスとして指定します。
HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルの詳細については，「9.定義ファイル」
の「HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイル」を参照してください。

（8） DB Connectorのセットアップ

HCSCサーバは，データベースと接続するために DB Connectorを利用します。処理の
タイミングやテーブル種別に応じて，DBアクセスをトランザクション管理する場合と管
理しない場合があるため，トランザクションサポート種別が XATransactionまたは
LocalTransactionの DB Connectorと，トランザクションサポート種別が
NoTransactionである DB Connectorの，二つの DB Connectorを準備する必要があり
ます。

なお，トランザクションサポート種別が XATransactionまたは LocalTransactionの DB 
Connectorは，処理性能を向上させるため，Cosminexus RMと連携できる DB 
Connectorを利用します。

それぞれの DB Connectorの表示名は，HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
「dbcon-xadisplayname」と「dbcon-nodisplayname」に指定します。HCSCサーバセッ
トアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバセット
アップ定義ファイル」を参照してください。

（a）DB Connectorのインポート

インポートする DB Connectorは，利用条件を考慮して選択する必要があります。イン
ポートする RARファイルの選択方法を次の表に示します。
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表 3-4　インポートする RARファイルの選択方法（Cosminexus RMを使用する場合）

注※ 1　JDBCドライバに Cosminexus DABroker Libraryを利用する場合です。
注※ 2　JDBCドライバに HiRDB Type4 JDBC Driverを利用する場合です。

DB Connectorのインポート方法については，マニュアル「Cosminexus　アプリケー
ション設定操作ガイド」のデータベースと接続するための設定に関する内容を参照して
ください。また，プロパティ定義については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス
　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してください。

ライトトランザクションについては，マニュアル「Cosminexus　機能解説」を参照して
ください。また，設定方法については，マニュアル「Cosminexus　運用管理操作ガイ
ド」を参照してください。

また，DBアダプタを利用する場合は，DBアダプタが利用する DB Connectorをイン
ポートします。インポートする RARファイルの選択方法を次の表に示します。

HCSCサーバセット
アップ定義ファイル
のプロパティ

利用する DB ライトトランザクション機能の利用の有無

利用する 利用しない

dbcon-xadisplayna
me

HiRDB
（Version7
または
Version8）※
1

DBConnector_DABJ_CP_
Cosminexus_RM.rar

DBConnector_DABJ_XA_
Cosminexus_RM.rar

HiRDB
（Version8）
※ 2

DBConnector_HiRDB_
Type4_CP_Cosminexus_RM.r
ar

DBConnector_HiRDB_Type4
_
XA_Cosminexus_RM.rar

Oracle DBConnector_Oracle_CP_
Cosminexus_RM.rar

DBConnector_Oracle_XA_
Cosminexus_RM.rar

dbcon-nodisplayna
me

HiRDB
（Version7
または
Version8）※
1

DBConnector_DABJ_CP.rar

HiRDB
（Version8）
※ 2

DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

Oracle DBConnector_Oracle_CP.rar
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表 3-5　インポートする RARファイルの選択方法（DBアダプタを利用する場合）

（b）プロパティの定義

DB Connectorをインポートしたあと，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義
編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照して，プロパティを定義してくださ
い。ただし，次の表に示す内容をプロパティに設定する必要があります。

表 3-6　dbcon-xadisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（DABroker/Oracle）

注※ 1
使用する DB Connectorによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。また，データベースに接続するために必要な情報もあわせて設定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorで，LONGVARBINARY_Accessプロパティに
REALを指定した場合に指定してください。
・DBConnector_DABJ_XA_Cosminexus_RM.rar
・DBConnector_DABJ_CP_Cosminexus_RM.rar

利用する
JDBCドライ

バ

利用する DB ライトトランザクション機能の利用の有無

利用する 利用しない

Cosminexus 
DABroker 
Library

HiRDB
（Version7また
は Version8）

DBConnector_DABJ_CP.rar DBConnector_DABJ_XA.rar

Oracle

HiRDB 
Type4 JDBC 
Driver

HiRDB
（Version8）

DBConnector_HiRDB_
Type4_CP.rar

DBConnector_HiRDB_
Type4_XA.rar

Oracle 
JDBC Thin 
Driver

Oracle DBConnector_Oracle_CP.rar DBConnector_Oracle_XA.rar

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 1

<config-property>タグに設定する
bufSizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 2

<transaction-support>タグ XATransaction※ 3

LocalTransaction※ 4
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注※ 3
ライトトランザクション機能を利用しない場合に，次の DB Connectorに対して指定してくだ
さい。
・DBConnector_DABJ_XA_Cosminexus_RM.rar
・DBConnector_Oracle_XA_Cosminexus_RM.rar

注※ 4
ライトトランザクション機能を利用する場合に，次の DB Connectorに対して指定してくださ
い。
・DBConnector_DABJ_CP_Cosminexus_RM.rar
・DBConnector_Oracle_CP_Cosminexus_RM.rar

表 3-7　dbcon-xadisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（HiRDB Type4）

注※ 1
LONGVARBINARY_Accessプロパティに REALを指定した場合に指定してください。また，
必ず 0以外の値を指定してください。

注※ 2
ライトトランザクション機能を利用しない場合に，次の DB Connectorに対して指定してくだ
さい。
・DBConnector_HiRDB_Type4_XA_Cosminexus_RM.rar

注※ 3
ライトトランザクション機能を利用する場合に，次の DB Connectorに対して指定してくださ
い。
・DBConnector_HiRDB_Type4_CP_Cosminexus_RM.rar

注意
データベースに接続するために必要な情報を設定してください。設定値については，マニュア
ル「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照し
てください。

表 3-8　dbcon-nodisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（DABroker/Oracle）

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
maxBinarySizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 1

<transaction-support>タグ XATransaction※ 2

LocalTransaction※ 3

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名
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注※ 1
使用するデータベースによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。また，データベースに接続するために必要な情報もあわせて設定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorで，LONGVARBINARY_Accessプロパティに
REALを指定した場合に指定してください。
・DBConnector_DABJ_CP.rar

注※ 3
使用する DB Connectorが次の DB Connectorに対して指定してください。
・DBConnector_DABJ_CP.rar
・DBConnector_Oracle_CP.rar

表 3-9　dbcon-nodisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（HiRDB Type4）

注※ 1
LONGVARBINARY_Accessプロパティに REALを指定した場合に指定してください。また，
必ず 0以外の値を指定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorに対して指定してください。
・DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

注意
データベースに接続するために必要な情報を設定してください。設定値については，マニュア
ル「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照し
てください。

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 1

<config-property>タグに設定する
bufSizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 2

<transaction-support>タグ NoTransaction※ 3

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
maxBinarySizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 1

<transaction-support>タグ NoTransaction※ 2

設定項目 設定値
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表 3-10　DBアダプタを利用する場合に設定する Connector属性ファイルの設定内容

注※ 1
この値は，DBアダプタのアプリケーション統合属性ファイルの <linked-to>タグにも設定しま
す。アプリケーション統合属性ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」のアプリケーション統合属性ファイルの作成に関する内容を参
照してください。

注※ 2
使用する DB Connectorによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。

（9） Cosminexus Reliable Messagingのセットアップ

Cosminexus Reliable Messagingをセットアップします。作業の詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。セットアップ作業の
うちプロパティのカスタマイズについては，次に示す方法で実施します。

Cosminexus Reliable Messagingのコンフィグレーションプロパティの設定
設定するコンフィグレーションプロパティと指定する値を次の表に示します。なお，
認証情報（Userおよび Password）には，Cosminexus RMが HiRDBまたは
Oracleにアクセスするために利用する接続ユーザのユーザ名およびパスワードを指
定してください。

表 3-11　設定するコンフィグレーションプロパティと指定する値

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名※ 1

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 2

<transaction-support>タグ XATransaction

LocalTransaction

プロパティ名 設定内容 設定値

RMSystemName システム名 連携するシステム全体で一意な
システム名を指定します。

RMLinkedDBConnectorName 連携する DB Connectorの表
示名

連携する DB Connectorの表示
名を指定します。
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注意事項
• コンフィグレーションプロパティ RMWaitRestorationの値は変更しないでくださ
い。Cosminexus RMのデフォルト値「true」で動作します。

• デッドメッセージキュー名「RMDeadMessageQueueName」に指定するデッド
メッセージキューは，非同期の標準受付や非同期のサービスアダプタを使用して
いる場合に，配送回数が最大値に達してサービス部品が呼び出されなかったメッ
セージが移動される特別なキューです。
デッドメッセージキュー名を設定していない場合，およびデッドメッセージ
キューを作成していない場合，無限にサービス部品を呼び出す処理が再実行され
るため，注意してください。
なお，デッドメッセージキューとして使用するキューは，Cosminexus RMの設定
後，最初に開始したあとに作成してください。

• データベースに Oracleを使用する場合，非同期受付キュー（MDB（DB
キュー）），および非同期のサービスアダプタ（MDB（DBキュー））は使用できま
せん。

（10） Cosminexus Service Coordinator-Managerのセットアップ

必要に応じて，「2.4　運用環境に関する設定」を参照し，設定してください。

（11） uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtimeまたは
uCosminexus 日立コード変換 - Runtimeのセットアップ

実行環境でバイナリデータを扱う場合，およびデータ変換の値置換えファンクションを

RMSHConnectFlag 共用キューを使用して複数シ
ステム間でのアプリケーショ
ン連携をする場合の受信用共
用キューの有無

標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））を使用する場合
「true」を指定します。
標準の非同期受付（MDB（DB
キュー））を使用しない場合，
または DBキューを使用できな
いデータベース（Oracle）を使
用している場合「false」を指定
します。

RMTRConnectFlag キュー間転送の使用有無 「true」を指定します。

RMMaxDeliveryNum 配送回数の最大値 0以外 (１～ 512)を設定します
（推奨値：10）。

RMDeadMessageQueueName デッドメッセージキュー名 1～ 20文字の識別子を設定し
ます。
なお，必ずデッドメッセージ
キューを使用してください。
また，デッドメッセージキュー
はローカルキューとしてくださ
い。

プロパティ名 設定内容 設定値
152
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利用する場合，実行環境の OSがWindowsのときは uCosminexus 日立コード変換 - 
Server Runtimeを，UNIXのときは uCosminexus 日立コード変換 - Runtimeをセット
アップします。

（a）インストール

uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtime，または uCosminexus 日立コード変換 
- Runtimeをインストールします。

インストール方法の詳細は，uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtimeまたは
uCosminexus 日立コード変換 - Runtimeに添付されているドキュメントを参照してくだ
さい。

（b）環境設定

環境設定として，次の作業を実施します。

クラスパスの追加
オプション定義ファイル（usrconf.cfg）に次の定義を追加します。

例えば，実行環境の OSがWindowsの場合で，uCosminexus 日立コード変換 - 
Server Runtimeを「C:¥Program Files¥HITACHI¥CodeConvJ」にインストール
したときには，次のように定義を追加します。

変換テーブル（ユーザマッピングファイル）の格納パスの追加
システムプロパティファイル（usrconf.properties）に次の定義を追加します。

例えば，実行環境の OSがWindowsの場合で，uCosminexus 日立コード変換 - 
Server Runtimeを「C:¥Program Files¥HITACHI¥CodeConvJ」にインストール
した場合，次のように定義を追加します。

ユーザマッピングファイル（外字ファイル）の格納
開発環境の uCosminexus 日立コード変換 - Development Kitで作成したユーザマッ
ピングファイルを，システムプロパティファイル（usrconf.properties）に追加した

 
add.class.path=<コード変換ライブラリのjarファイルのパス>
 

 
add.class.path= C:¥Program Files¥HITACHI¥CodeConvJ¥Java¥codeconv.jar
 

 
csc.dt.codetablepath=<変換テーブルの格納ディレクトリパス>
 

 
csc.dt.codetablepath=C¥:¥¥Program Files¥¥HITACHI¥¥CodeConvJ¥¥Table
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パス（csc.dt.codetablepathに指定したパス）に格納します。
uCosminexus 日立コード変換 - Development Kitでのユーザマッピングファイルの
作成については，uCosminexus 日立コード変換 - Development Kitに添付されてい
るドキュメント，およびマニュアル「Cosminexus　サービスプラットフォーム　開
発ガイド」を参照してください。

3.1.3　HCSCサーバをセットアップする
サービスアダプタ，ビジネスプロセス，ユーザ定義受付を HCSCサーバに配備して，実
行環境をセットアップするには，まず，HCSCサーバをセットアップする必要がありま
す。また，HCSCサーバをセットアップするときに，あわせてクラスタもセットアップ
できます。

HCSCサーバのセットアップの前提条件，およびセットアップ方法について次に説明し
ます。

参考
 

HCSCサーバをセットアップしたあと，HCSCサーバを起動する前に，HCSCサーバの定
義情報を設定することを推奨します。HCSCサーバの定義方法については，「3.1.4　HCSC
サーバの定義情報を設定する」を参照してください。

（1） 前提条件

HCSCサーバをセットアップするには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバをセットアップする実行環境のマシン上で次のプロセスが起動している
こと
• 運用管理エージェント
• Management Server
• J2EEサーバ
• PRF
• Hitachi Web Server

運用管理エージェント，Management Server，J2EEサーバ，PRFの起動方法につい
ては，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を，Hitachi Web Serverの
起動方法については，マニュアル「Hitachi Web Server」をそれぞれ参照してくださ
い。

• HCSCサーバをセットアップする実行環境のマシンに，Cosminexus Reliable 
Messaging，DB Connectorおよび DBクライアントがセットアップされ，起動して
いること

• 同一クラスタ内で，データベースおよび Cosminexus RMの使用有無が一致している
こと
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• HCSCサーバ構成定義ファイルおよび HCSCサーバセットアップ定義ファイルが作成
されていること
HCSCサーバ構成定義ファイルの作成方法については，「2.3.1　HCSCサーバ構成定
義ファイルを設定する」を，ファイルの内容の詳細については，「9.　定義ファイル」
の「HCSCサーバ構成定義ファイル」を参照してください。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの作成方法については，「2.3.2　HCSCサー
バセットアップ定義ファイルを設定する」を，ファイルの内容の詳細については，「9.
　定義ファイル」の「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してくださ
い。

• セットアップするHCSCサーバとすでにセットアップされている HCSCサーバでク
ラスタを構成する場合，HCSCサーバ構成定義ファイルおよびHCSCサーバセット
アップ定義ファイルで同じ設定にする必要のある項目が同じ設定になっていること
HCSCサーバ構成定義ファイルおよび HCSCサーバセットアップ定義ファイルで，ク
ラスタを構成するHCSCサーバ間で同じ設定にする必要のある項目については，ロー
ドバランスクラスタ構成の場合は「2.5.1(1) 実行環境の構築」を，HAクラスタ構成の
場合は「2.6.1(1) 実行環境（現用系・待機系）の構築」を参照してください。

• HCSCサーバをアンセットアップしたあとに再度セットアップする場合，J2EEサー
バを再起動していること

（2） セットアップ方法

HCSCサーバをセットアップするには，運用環境で cscsvsetupコマンドを実行します。

cscsvsetupコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvsetup（HCSCサー
バのセットアップ）」を参照してください。

セットアップする内容は，単独のHCSCサーバをセットアップするか，すでにセット
アップされているHCSCサーバとクラスタを構成するようにセットアップするかによっ
て異なります。

！！！！ 注意事項
 

コマンド実行時に通信障害やタイムアウトが発生した場合，実行環境側で処理が完結してい
る可能性があります。そのため，HCSCサーバのセットアップ情報を取得し，取得した情報
に従って，再度 cscsvsetupコマンドを実行してください。HCSCサーバのセットアップ情
報の取得方法については，「5.2.16　HCSCサーバのセットアップ情報を確認する」を参照
してください。なお，HCSCサーバのセットアップ情報を取得する場合，cscutilコマンド
に -hostオプションを使用する必要があります。cscutilコマンドの詳細については，「10.　
コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照してください。
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！！！！ 注意事項
 

クラスタ名と HCSCサーバ名は大文字 /小文字を区別しないため，一意な名前を設定してく
ださい。ただし，HCSCサーバセットアップ時に，クラスタ名を省略してセットアップする
ことはできます。

（a）単独の HCSCサーバをセットアップする場合

-clusterオプションに，クラスタ名を指定します。ただし，この段階では，単独の
HCSCサーバであるため，クラスタの構成にはなりません。ほかの HCSCサーバをセッ
トアップするときに，ここで指定したクラスタ名を指定してセットアップすることで，
クラスタを構成できます。

なお，クラスタ名を省略すると，-cscオプションに指定した HCSCサーバ名がクラスタ
名として設定されます。

（b）セットアップ済みの HCSCサーバとクラスタを構成する場合

-clusterオプションには，HCSCサーバを追加するクラスタ名を指定します。

（3） セットアップ情報の追加・変更

(2)で示したセットアップを，すでにセットアップした HCSCサーバに対して再度実施
すると，セットアップした情報を追加・変更できます。

HCSCサーバのセットアップ情報の追加・変更を行う場合，HCSCサーバ，サービスア
ダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付がすべて停止している必要がありま
す。

HCSCサーバ，サービスアダプタ，ビジネスプロセス，ユーザ定義受付の状態の確認方
法については，それぞれ「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」，「5.2.20　サービス
アダプタの情報を確認する」，「5.2.21　ビジネスプロセスの情報を確認する」，「5.2.22　
ユーザ定義受付の情報を確認する」を参照してください。

 
cscsvsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-cluster <クラスタ名> -propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名>
 

 
cscsvsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名>
 

 
cscsvsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-cluster <HCSCサーバを追加するクラスタ名> -propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名>
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追加・変更できる情報を次に示します。

追加できる情報
• 標準受付の種別
同期（Webサービス／ SessionBean），および非同期（MDB（WS-R）／MDB
（DBキュー））の標準受付を追加してセットアップできます。すでにセットアップ
した標準受付の種別の情報を変更または削除する場合，アンセットアップしたあ
と，再度セットアップしてください。

変更できる情報
• 同期（Webサービス）の標準受付の位置情報
同期（Webサービス）の標準受付で使用するWebサーバの位置情報です。Web
サーバの IPアドレス，ポート番号およびプロトコルを変更できます。

• 非同期（MDB（WS-R））の標準受付の位置情報
非同期（MDB（WS-R））の標準受付で使用するWebサーバの位置情報です。
Webサーバの IPアドレス，ポート番号およびプロトコルを変更できます。

• 同期（SessionBean）の標準受付の位置情報
同期（SessionBean）の標準受付で使用する NameServerの位置情報です。
NameServerの IPアドレスおよびポート番号を変更できます。

• Cosminexus Manager位置情報
Cosminexus Managerにアクセスするための IPアドレスおよびポート番号を変更
できます。

！！！！ 注意事項
 

上記の情報以外を追加または変更する場合，一度 HCSCサーバをアンセットアップしてか
ら，再度セットアップする必要があります。HCSCサーバをアンセットアップしないまま上
記の情報以外の情報を追加・変更してセットアップを実施した場合，追加および変更は無視
されます。

3.1.4　HCSCサーバの定義情報を設定する
HCSCサーバの定義情報の設定の前提条件，および設定方法について次に説明します。

（1） 前提条件
• HCSCサーバが停止状態または起動状態であること

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• HCSCサーバランタイム定義ファイルが作成されていること
HCSCサーバランタイム定義ファイルの作成方法については，「2.3.4　HCSCサーバ
ランタイム定義ファイルを設定する」を，ファイルの内容の詳細については，「9.　定
義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」参照してください。
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（2） 設定方法

HCSCサーバの定義情報を設定するには，運用環境で cscsvconfigコマンドを実行しま
す。

cscsvconfigコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvconfig（HCSCサー
バランタイムの定義）」を参照してください。

cscsvconfigコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内の HCSCサーバに一括して定義を設定する場合 
クラスタ名を指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内の HCSCサーバに，-propfileオプション
で指定した定義ファイルの内容が設定されます。

指定した HCSCサーバに定義を設定する場合
HCSCサーバ名を指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，-propfileオプションで指定した定義
ファイルの内容が設定されます。

！！！！ 注意事項
 

設定された定義情報は，HCSCサーバを再度起動したときに反映されます。なお，標準受付
またはユーザ定義受付に関する定義情報は，標準受付またはユーザ定義受付の開始時に反映
されます。

3.1.5　HCSCサーバの定義内容を確認する
HCSCサーバに設定されている定義内容の確認の前提条件，および確認方法について次
に説明します。

（1） 前提条件

HCSCサーバが停止状態または起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

 
cscsvconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名> 
-operation set -propfile <HCSCサーバランタイム定義ファイル名>
 

 
cscsvconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-operation set -propfile <HCSCサーバランタイム定義ファイル名>
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（2） 確認方法

HCSCサーバの定義内容を確認するには，運用環境で cscsvconfigコマンドを実行しま
す。

cscsvconfigコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvconfig（HCSCサー
バランタイムの定義）」を参照してください。

cscsvconfigコマンドの実行形式を次に示します。

HCSCサーバに設定されている定義内容は，標準出力に出力されます。出力された内容
は，必要に応じてファイルにリダイレクトします。

3.1.6　連携をセットアップする
連携をセットアップすると，複数のHCSCサーバおよびクラスタが相互に連携できるよ
うになります。

連携をセットアップする cscconsetupコマンドは，1回の実行で一つのHCSCサーバ
（連携元）から一つのクラスタ（連携先）への一方向の連携だけをセットアップします。
なお，連携先が単独のHCSCサーバで，クラスタを構成していない場合でも，連携先と
して HCSCサーバのセットアップ時に設定されるクラスタ名称を指定します。

連携の対象と cscconsetupコマンドの実行の関係を次の図の例で示します。

 
cscsvconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-operation get
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-3　連携の対象とコマンドの実行の関係

上記の図に示すように，連携をセットアップするには，連携の対象となる HCSCサーバ
およびクラスタの数に応じて cscconsetupコマンドを実行する必要があります。

連携のセットアップの前提条件，およびセットアップ方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携をセットアップするには，次の条件を満たす必要があります。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
• 連携元のHCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• 連携の状態が設定前の状態，または停止状態であること
連携の状態の確認方法については，「5.2.19　連携情報を確認する」を参照してくださ
い。

• 連携内で起動できるサービスアダプタおよびビジネスプロセスのサービス ID，ならび
にユーザ定義受付の受付 IDが一意であること

• 連携セットアップ定義ファイルが作成されていること
連携セットアップ定義ファイルの作成方法については，「2.3.3　連携セットアップ定
義ファイルを設定する」を，ファイルの内容の詳細については，「9.　定義ファイル」
の「連携セットアップ定義ファイル」を参照してください。

• 連携の対象が二つのHCSCサーバで構成されるクラスタの場合，クラスタ内の二つの
HCSCサーバのセットアップ情報が同一であること

（2） セットアップ方法

連携をセットアップするには，運用環境で cscconsetupコマンドを実行します。

cscconsetupコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscconsetup（連携の
セットアップ）」を参照してください。

cscconsetupコマンドの実行形式を次に示します。

連携元の HCSCサーバ名および連携先のクラスタ名を変えて複数回実行し，必要な連携
をすべてセットアップします。

3.1.7　サービス情報を変更する
開発環境ではサービスアダプタ開発時に，サービスアダプタの接続先情報およびタイム
アウト値を設定します。運用環境では，これらの設定値をサービス情報として環境に適
した値に変更できます。

また，変更したサービス情報は，リポジトリには反映されません。変更したサービス情
報は，運用環境に保持され，サービスアダプタを実行環境に配備するときに反映されま
す。そのため，開発環境とは独立して，サービス情報を管理できます。

それぞれの環境でのサービス情報の扱いを次の図に示します。

 
cscconsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <連携元HCSCサーバ
名> -connect <連携先クラスタ名> -propfile <連携セットアップ定義ファイル名>
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図 3-4　サービス情報を設定してからサービス情報を変更するまでの流れ

サービス情報を変更する前提条件，および変更方法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービス情報を変更するには，次の条件を満たす必要があります。

• リポジトリを共有していないこと
• クラスタ内のすべての HCSCサーバで，サービス情報を変更するサービスアダプタが
未配備状態であること

（2） 変更方法

サービス情報を変更するには，運用環境で cscsvcctlコマンドを実行します。

cscsvcctlコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvcctl（サービス情報の
管理）」を参照してください。

-getfileオプションにサービス情報を出力するファイル名（任意）を指定して実行しま
す。

取得したサービス情報変更定義ファイルに変更内容を定義します。

サービス情報変更定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「サービス情
報変更定義ファイル」を参照してください。

 
cscsvcctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -getfile <サービス情報変
更定義ファイル名>
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-setfileオプションにサービス情報変更定義ファイルを指定して実行します。

3.1.8　サービス情報を確認する
サービス情報を確認する前提条件，および確認方法について次に説明します。

（1） 前提条件

リポジトリを共有していないこと

（2） 確認方法

変更したサービス情報を確認するには，運用環境で cscsvclsコマンドを実行します。

cscsvclsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvcls（サービス情報の表
示）」を参照してください。

現在有効になっているサービス情報を確認する場合，オプションを指定しないで cscsvcls
コマンドを実行します。

変更したサービス情報および開発環境で設定したサービス情報を確認する場合，-detail
オプションを指定して cscsvclsコマンドを実行します。

3.1.9　サービスアダプタを配備する
サービスアダプタを実行環境に配備する場合の前提条件，および配備方法について次に
説明します。

（1） 前提条件

サービスアダプタを配備するには，次の条件を満たす必要があります。

• 配備先の実行環境のHCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• 連携を設定している場合，起動できるサービスアダプタのサービス名が連携する

 
cscsvcctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -setfile <サービス情報変
更定義ファイル名>
 

 
cscsvcls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード>
 

 
cscsvcls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -detail
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HCSCサーバおよびクラスタ間で一意になっていること
• 次の場合には，配備前に HCSCサーバを再起動していること
• 削除したサービスアダプタ（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））のサービス ID
と同じ名称のままで，配備するサービスアダプタのサービス部品の種類（MDB
（WS-R）／MDB（DBキュー））を変更した場合
• 削除したサービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス IDと同じ名称のままで，
配備するサービスアダプタのキュー情報（JMSメッセージ種別，最大メッセージ
数，および転送キュー作成先 RDエリア）を変更した場合

• 削除したサービスアダプタ（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））のサービス ID
と，大文字／小文字だけが異なるサービス IDのサービスアダプタを配備する場合

HCSCサーバを再起動しないで配備すると，新たに配備したサービスアダプタで定義
されている情報が無視されたり，正常に動作しなかったりする場合があります。

（2） 配備方法

サービスアダプタを配備するには，運用環境で csccompodeployコマンドを実行します。

csccompodeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompodeploy
（HCSCコンポーネントの配備）」を参照してください。

すべてのサービスアダプタを一括して配備するか，指定したサービスアダプタだけを配
備するかによって実行形式が異なります。

！！！！ 注意事項
 

サービスアダプタを配備するとき，配備済みのサービスアダプタおよびビジネスプロセスの
サービス ID，ならびにユーザ定義受付の受付 IDと大文字 /小文字だけが異なるサービスア
ダプタのサービス IDは使用しないでください。このような名称を使用するとサービスアダ
プタが配備できません。

（a）すべてのサービスアダプタを一括して配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタにすべてのサービスアダプタを一括して配備します。

サービスアダプタの配備先が単一の HCSCサーバか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバにすべてのサービスアダプタを配備する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，配備されていないサービスアダプタが
すべて配備されます（配備されていないビジネスプロセスおよびユーザ定義受付も
同時にすべて配備されます）。
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クラスタ内のすべての HCSCサーバにすべてのサービスアダプタを配備する場合
クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，配備されて
いないサービスアダプタがすべてに配備されます（配備されていないビジネスプロ
セスおよびユーザ定義受付も同時にすべて配備されます）。

！！！！ 注意事項
 

-allオプションを指定して実行し，サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定
義受付の配備が失敗した場合，未配備のサービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユー
ザ定義受付が存在しても無視してコマンドを終了します。コマンドを実行したあとには，
cscreplsコマンドを利用して配備の状況を確認します。
cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表
示）」を参照してください。

（b）指定したサービスアダプタだけを配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタに，指定したサービスアダプタだけを配備します。

サービスアダプタの配備先が単一のHCSCサーバか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバかによって実行形式が異なります。

指定したサービスアダプタを単一の HCSCサーバに配備する場合
HCSCサーバ名とサービスアダプタのサービス IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，-nameオプションで指定したサービス
アダプタが配備されます。

csccompodeployコマンドに指定する HCSCサーバ名およびサービスアダプタの
サービス IDは，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細につい
ては，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してくださ
い。

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -all
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -name <サービスアダプタのサービスID>
 

165



3.　システムのセットアップとアンセットアップ
指定したサービスアダプタをクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備する場合
クラスタ名とサービスアダプタのサービス IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，指定した
サービスアダプタが配備されます。

3.1.10　ビジネスプロセスを配備する
ビジネスプロセスを実行環境に配備する場合の前提条件，および配備方法について次に
説明します。

（1） 前提条件

ビジネスプロセスを配備するには，次の条件を満たす必要があります。

• 配備先の実行環境の HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• 連携を設定している場合，起動できるビジネスプロセスのサービス名が連携する
HCSCサーバおよびクラスタ間で一意であること

（2） 配備方法

ビジネスプロセスを配備するには，運用環境で csccompodeployコマンドを実行します。

csccompodeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompodeploy
（HCSCコンポーネントの配備）」を参照してください。

すべてのビジネスプロセスを一括して配備するか，指定したビジネスプロセスだけを配
備するかによって実行形式が異なります。

！！！！ 注意事項
 

ビジネスプロセスを配備するとき，配備済みのサービスアダプタおよびビジネスプロセスの
サービス ID，ならびにユーザ定義受付の受付 IDと大文字 /小文字だけが異なるビジネスプ
ロセスのサービス IDは使用しないでください。このような名称を使用するとビジネスプロ
セスが配備できません。

（a）すべてのビジネスプロセスを一括して配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタにすべてのビジネスプロセスを一括して配備します。

ビジネスプロセスの配備先が単一の HCSCサーバか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバかによって実行形式が異なります。

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <サービスアダプタのサービスID>
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単一の HCSCサーバにすべてのビジネスプロセスを配備する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，配備されていないビジネスプロセスが
すべて配備されます（配備されていないサービスアダプタおよびユーザ定義受付も
同時にすべて配備されます）。

クラスタ内のすべての HCSCサーバにすべてのビジネスプロセスを配備する場合
クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，配備されて
いないビジネスプロセスがすべて配備されます（配備されていないサービスアダプ
タおよびユーザ定義受付も同時にすべて配備されます）。

！！！！ 注意事項
 

-allオプションを指定して実行し，サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定
義受付の配備が失敗した場合，未配備のサービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユー
ザ定義受付が存在しても無視してコマンドを終了します。コマンドを実行したあとには，
cscreplsコマンドを利用して配備の状況を確認します。
cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表
示）」を参照してください。

（b）指定したビジネスプロセスだけを配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタに，指定したビジネスプロセスだけを配備します。

ビジネスプロセスの配備先が単一のHCSCサーバか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバかによって実行形式が異なります。

指定したビジネスプロセスを単一の HCSCサーバに配備する場合
HCSCサーバ名とビジネスプロセスのサービス IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，-nameオプションで指定したビジネス
プロセスが配備されます。

csccompodeployコマンドに指定する HCSCサーバ名およびビジネスプロセスの

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -all
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
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サービス IDは，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細につい
ては，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してくださ
い。

指定したビジネスプロセスをクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備する場合
クラスタ名とビジネスプロセスのサービス IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，指定したビ
ジネスプロセスが配備されます。

3.1.11　ユーザ定義受付を配備する
ユーザ定義受付を実行環境に配備する場合の前提条件，および配備方法について次に説
明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付を配備するには，次の条件を満たす必要があります。

• 配備先の実行環境の HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• 連携を設定している場合，起動できるユーザ受付の受付 IDが連携するHCSCサーバ
およびクラスタ間で一意になっていること

（2） 配備方法

ユーザ定義受付を配備するには，運用環境で csccompodeployコマンドを実行します。

csccompodeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompodeploy
（HCSCコンポーネントの配備）」を参照してください。

すべてのユーザ定義受付を一括して配備するか，指定したユーザ定義受付だけを配備す
るかによって実行形式が異なります。

！！！！ 注意事項
 

ユーザ定義受付を配備するとき，配備済みのサービスアダプタおよびビジネスプロセスの
サービス ID，もしくはユーザ定義受付の受付 IDと大文字 /小文字だけが異なるユーザ定義
受付の受付 IDは使用しないでください。このような名称を使用するとユーザ定義受付が配
備できません。

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
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（a）すべてのユーザ定義受付を一括して配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタにすべてのユーザ定義受付を一括して配備します。

ユーザ定義受付の配備先が単一のHCSCサーバか，クラスタを構成するすべての HCSC
サーバかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバにすべてのユーザ定義受付を配備する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，配備されていないユーザ定義受付がす
べて配備されます（配備されていないサービスアダプタおよびビジネスプロセスも
同時にすべて配備されます）。

クラスタ内のすべての HCSCサーバにすべてのユーザ定義受付を配備する場合
クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，配備されて
いないユーザ定義受付がすべて配備されます（配備されていないサービスアダプタ
およびビジネスプロセスも同時にすべて配備されます）。

！！！！ 注意事項
 

-allオプションを指定して実行し，サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定
義受付の配備が失敗した場合，未配備のサービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユー
ザ定義受付が存在しても無視してコマンドを終了します。コマンドを実行したあとには，
cscreplsコマンドを利用して配備の状況を確認します。
cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表
示）」を参照してください。

（b）指定したユーザ定義受付だけを配備する場合

HCSCサーバまたはクラスタに，指定したユーザ定義受付だけを配備します。

ユーザ定義受付の配備先が単一のHCSCサーバか，クラスタを構成するすべての HCSC
サーバかによって実行形式が異なります。

指定したユーザ定義受付を単一の HCSCサーバに配備する場合
HCSCサーバ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに，-nameオプションで指定したユーザ定
義受付が配備されます。

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -all
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
 

169



3.　システムのセットアップとアンセットアップ
csccompodeployコマンドに指定する HCSCサーバ名およびユーザ定義受付の受付
IDは，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細については，
「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

指定したユーザ定義受付をクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備する場合
クラスタ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに，指定した
ユーザ定義受付が配備されます。

3.1.12　ユーザ定義受付の定義情報を設定する
次に示すユーザ定義受付の定義情報を設定します。

• 最大同時実行数
• 占有スレッド数
• 実行待ちキューのサイズ

ユーザ定義受付の定義情報を設定する前提条件，および設定方法について次に説明しま
す。

！！！！ 注意事項
 

ユーザ定義受付およびユーザ定義受付を利用するビジネスプロセスを削除した場合，ここで
設定した定義情報は無効となります。削除後に，ユーザ定義受付およびユーザ定義受付を利
用するビジネスプロセスを再配備する場合，必ずユーザ定義受付の定義情報を設定し直して
ください。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付の定義情報を設定するには，HCSCサーバが起動状態である必要があり
ます。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 設定方法

ユーザ定義受付の定義情報を設定するには，まずユーザ定義受付ランタイム定義ファイ

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
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ルを作成します。ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルのテンプレートファイルは，
cscurcptnconfig.propertiesのファイル名で次のディレクトリに格納されています。

 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscurcptnconfig.properties
 

テンプレートファイルを任意の場所にコピーしたあと，定義情報を編集して，ユーザ定
義受付ランタイム定義ファイルを作成します。ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル
の詳細については，「9.　定義ファイル」の「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」
を参照してください。

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルを作成したら，運用環境で csccompoconfigコマ
ンドを実行して定義情報を設定します。設定した定義情報は，HCSCコンポーネントを
再開始したときに反映されます。csccompoconfigコマンドの詳細については，「10.　コ
マンド」の「csccompoconfig（HCSCコンポーネントの定義）」を参照してください。

HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付に定義情報を設定するか，クラスタ内の
HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付に定義情報を設定するかによって実行形
式が異なります。

HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付に定義情報を設定する場合
HCSCサーバ名，およびユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
指定したHCSCサーバ上のユーザ定義受付に，ユーザ定義受付ランタイム定義ファ
イルで指定した定義情報が設定されます。

クラスタ内の HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付に定義情報を設定する場合
クラスタ名，およびユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
指定したクラスタに配備されているユーザ定義受付に，ユーザ定義受付ランタイム
定義ファイルで指定した定義情報が設定されます。

3.1.13　ユーザ定義受付の定義情報を確認する
ユーザ定義受付の定義情報を確認する前提条件，および確認方法について次に説明しま
す。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付の定義情報を確認するには，HCSCサーバが起動状態である必要があり

 
csccompoconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -operation set 
-propfile <ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル> -csc <HCSCサーバ名> -name <受付ID>
 

 
csccompoconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -operation set 
-propfile <ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル> -cluster <クラスタ名> -name <受付ID>
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ます。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 確認方法

設定したユーザ定義受付の定義情報を確認するには，運用環境で -operationオプション
に getを，-cscオプションに HCSCサーバ名を，-nameにユーザ定義受付の受付 IDを
指定して，csccompoconfigコマンドを実行します。

csccompoconfigコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompoconfig
（HCSCコンポーネントの定義）」を参照してください。

csccompoconfigコマンドの実行形式を次に示します。

3.1.14　セットアップ後の内容を確認・変更する
HCSCサーバ，連携，サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の
セットアップ後の内容を確認する方法については，次の個所を参照してください。

HCSCサーバのセットアップ情報を確認する場合
「5.2.16　HCSCサーバのセットアップ情報を確認する」および「5.2.17　HCSC
サーバの情報を確認する」を参照してください。

連携のセットアップ情報を確認する場合
「5.2.19　連携情報を確認する」を参照してください。

サービスアダプタの配備情報を確認する場合
「5.2.20　サービスアダプタの情報を確認する」を参照してください。

ビジネスプロセスの配備情報を確認する場合
「5.2.21　ビジネスプロセスの情報を確認する」を参照してください。

ユーザ定義受付の配備情報を確認する場合
「5.2.22　ユーザ定義受付の情報を確認する」を参照してください。

セットアップ情報を確認した結果，すでにセットアップした内容を変更したい場合は，
一度アンセットアップしてから再度セットアップします。アンセットアップの方法につ
いては，「3.2　システムのアンセットアップ」を参照してください。

 
csccompoconfig -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -operation get 
-csc <HCSCサーバ名> -name <受付ID>
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！！！！ 注意事項
 

HCSCサーバのセットアップ情報を追加・変更する場合，アンセットアップしないで追加変
更できる内容があります。HCSCサーバの追加・変更セットアップの詳細については，
「3.1.3(3) セットアップ情報の追加・変更」を参照してください。

3.1.15　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない
場合のシステムのセットアップ

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合，実行環境に必要なソフト
ウェアの設定が，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合と異なります。
実行環境に必要なソフトウェアの設定以外は，データベースと Cosminexus RMの両方
を使用する場合のセットアップと同じです。

（1） 実行環境に必要なソフトウェアの設定

データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合の，実行環境に必要なソフト
ウェアの設定の流れについて，次の図に示します。それぞれの設定方法の詳細について
は，図の参照先に示す個所を参照してください。
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図 3-5　実行環境に必要なソフトウェアの設定（データベースと Cosminexus RMの両方
を使用しない場合）

3.1.16　データベースを使用して Cosminexus RMを使用しな
い場合のシステムのセットアップ

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合，実行環境に必要なソフト
ウェアの設定が，データベースと Cosminexus RMの両方を使用する場合と異なります。
実行環境に必要なソフトウェアの設定以外は，データベースと Cosminexus RMの両方
を使用する場合のセットアップと同じです。

（1） 実行環境に必要なソフトウェアの設定

データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の，実行環境に必要なソフ
トウェアの設定の流れについて，次の図に示します。それぞれの設定方法の詳細につい
ては，図の参照先に示す個所を参照してください。
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図 3-6　実行環境に必要なソフトウェアの設定（データベースを使用して Cosminexus 
RMを使用しない場合）

（2） DB Connectorのセットアップ

HCSCサーバは，データベースと接続するために DB Connectorを利用します。処理の
タイミングやテーブル種別に応じて，DBアクセスをトランザクション管理する場合と管
理しない場合があるため，トランザクションサポート種別が XATransactionまたは
LocalTransactionの DB Connectorと，トランザクションサポート種別が
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NoTransactionである DB Connectorの，二つの DB Connectorを準備する必要があり
ます。

なお，トランザクションサポート種別が XATransactionまたは LocalTransactionの DB 
Connectorは，処理性能を向上させるため，Cosminexus RMと連携できる DB 
Connectorを利用します。

それぞれの DB Connectorの表示名は，HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
「dbcon-xadisplayname」と「dbcon-nodisplayname」に指定します。HCSCサーバセッ
トアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバセット
アップ定義ファイル」を参照してください。

（a）DB Connectorのインポート

インポートする DB Connectorは，利用条件を考慮して選択する必要があります。イン
ポートする RARファイルの選択方法を次の表に示します。

表 3-12　インポートする RARファイルの選択方法（Cosminexus RMを使用しない場
合）

注※ 1　JDBCドライバに Cosminexus DABroker Libraryを利用する場合です。
注※ 2　JDBCドライバに HiRDB Type4 JDBC Driverを利用する場合です。

HCSCサーバセッ
トアップ定義ファ
イルのプロパティ

利用する
DB

ライトトランザクション機能の利用の有無

利用する 利用しない

dbcon-xadisplayn
ame

HiRDB
（Version7
または
Version8）
※ 1

DBConnector_DABJ_CP.rar DBConnector_DABJ_XA.rar

HiRDB
（Version8）
※ 2

DBConnector_HiRDB_Type4_
CP.rar

DBConnector_HiRDB_Type4_X
A.rar

Oracle DBConnector_Oracle_CP.rar DBConnector_Oracle_XA.rar

dbcon-nodisplayn
ame

HiRDB
（Version7
または
Version8）
※ 1

DBConnector_DABJ_CP.rar

HiRDB
（Version8）
※ 2

DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

Oracle DBConnector_Oracle_CP.rar
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DB Connectorのインポート方法については，マニュアル「Cosminexus　アプリケー
ション設定操作ガイド」のデータベースと接続するための設定に関する内容を参照して
ください。また，プロパティ定義については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス
　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してください。

ライトトランザクションについては，マニュアル「Cosminexus　機能解説」を参照して
ください。また，設定方法については，マニュアル「Cosminexus　運用管理操作ガイ
ド」を参照してください。

また，DBアダプタを利用する場合は，DBアダプタが利用する DB Connectorをイン
ポートします。インポートする RARファイルの選択方法を次の表に示します。

表 3-13　インポートする RARファイルの選択方法（DBアダプタを利用する場合）

（b）プロパティの定義

DB Connectorをインポートしたあと，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義
編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照して，プロパティを定義してくださ
い。ただし，次の表に示す内容をプロパティに設定する必要があります。

表 3-14　dbcon-xadisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（DABroker/Oracle）

利用する
JDBCドライ

バ

利用する DB ライトトランザクション機能の利用の有無

利用する 利用しない

Cosminexus 
DABroker 
Library

HiRDB
（Version7また
は Version8）

DBConnector_DABJ_CP.rar DBConnector_DABJ_XA.rar

Oracle

HiRDB 
Type4 JDBC 
Driver

HiRDB
（Version8）

DBConnector_HiRDB_
Type4_CP.rar

DBConnector_HiRDB_
Type4_XA.rar

Oracle 
JDBC Thin 
Driver

Oracle DBConnector_Oracle_CP.rar DBConnector_Oracle_XA.rar

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 1

<config-property>タグに設定する
bufSizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 2

<transaction-support>タグ XATransaction※ 3
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注※ 1
使用する DB Connectorによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。また，データベースに接続するために必要な情報もあわせて設定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorで，LONGVARBINARY_Accessプロパティに
REALを指定した場合に指定してください。
・DBConnector_DABJ_XA.rar
・DBConnector_DABJ_CP.rar

注※ 3
ライトトランザクション機能を利用しない場合に，次の DB Connectorに対して指定してくだ
さい。
・DBConnector_DABJ_XA.rar
・DBConnector_Oracle_XA.rar

注※ 4
ライトトランザクション機能を利用する場合に，次の DB Connectorに対して指定してくださ
い。
・DBConnector_DABJ_CP.rar
・DBConnector_Oracle_CP.rar

表 3-15　dbcon-xadisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（HiRDB Type4）

注※ 1
LONGVARBINARY_Accessプロパティに REALを指定した場合に指定してください。また，
必ず 0以外の値を指定してください。

注※ 2
ライトトランザクション機能を利用しない場合に，次の DB Connectorに対して指定してくだ
さい。
・DBConnector_HiRDB_Type4_XA.rar

注※ 3

LocalTransaction※ 4

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
maxBinarySizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 1

<transaction-support>タグ XATransaction※ 2

LocalTransaction※ 3

設定項目 設定値
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ライトトランザクション機能を利用する場合に，次の DB Connectorに対して指定してくださ
い。
・DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

注意
データベースに接続するために必要な情報を設定してください。設定値については，マニュア
ル「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照し
てください。

表 3-16　dbcon-nodisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（DABroker/Oracle）

注※ 1
使用するデータベースによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。また，データベースに接続するために必要な情報もあわせて設定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorで，LONGVARBINARY_Accessプロパティに
REALを指定した場合に指定してください。
・DBConnector_DABJ_CP.rar

注※ 3
使用する DB Connectorが次の DB Connectorに対して指定してください。
・DBConnector_DABJ_CP.rar
・DBConnector_Oracle_CP.rar

表 3-17　dbcon-nodisplaynameに設定する DB Connector属性ファイルの設定内容
（HiRDB Type4）

注※ 1
LONGVARBINARY_Accessプロパティに REALを指定した場合に指定してください。また，

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 1

<config-property>タグに設定する
bufSizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 2

<transaction-support>タグ NoTransaction※ 3

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名

<config-property>タグに設定する
maxBinarySizeプロパティ

システムで利用する最大の電文長よりも大きな値※ 1

<transaction-support>タグ NoTransaction※ 2
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必ず 0以外の値を指定してください。

注※ 2
使用する DB Connectorが次の DB Connectorに対して指定してください。
・DBConnector_HiRDB_Type4_CP.rar

注意
データベースに接続するために必要な情報を設定してください。設定値については，マニュア
ル「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照し
てください。

表 3-18　DBアダプタを利用する場合に設定する Connector属性ファイルの設定内容

注※ 1
この値は，DBアダプタのアプリケーション統合属性ファイルの <linked-to>タグにも設定しま
す。アプリケーション統合属性ファイルについては，マニュアル「Cosminexus　サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」のアプリケーション統合属性ファイルの作成に関する内容を参
照してください。

注※ 2
使用する DB Connectorによって設定値が異なります。設定値については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」の Connector属性ファイルに関する内容を参照してく
ださい。

設定項目 設定値

<display-name>タグ DB Connector表示名※ 1

<config-property>タグに設定する
databaseNameプロパティ

データベース名※ 2

<transaction-support>タグ XATransaction

LocalTransaction
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3.2　システムのアンセットアップ
Cosminexus サービスプラットフォームを利用して，すでにセットアップされているシ
ステムをアンセットアップする方法について説明します。

3.2.1　サービスアダプタを削除する
実行環境に配備されているサービスアダプタを削除する場合の前提条件，および削除方
法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービスアダプタを削除するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• サービスアダプタが停止状態であること
サービスアダプタの状態の確認方法については，「5.2.20　サービスアダプタの情報を
確認する」を参照してください。

（2） 削除方法

サービスアダプタを削除するには，運用環境で csccompoundeployコマンドを実行しま
す。

csccompoundeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「csccompoundeploy（配備済みのHCSCコンポーネントの削除）」を参照してください。

すべてのサービスアダプタを一括して削除するか，指定したサービスアダプタだけを削
除するかによって実行形式が異なります。

！！！！ 注意事項
 

サービスアダプタが削除できなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあと，再度削
除してください。

（a）すべてのサービスアダプタを一括して削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタのすべてのサービスアダプタを一括して削除します。

単一の HCSCサーバからサービスアダプタを削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからサービスアダプタを削除するかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバからすべてのサービスアダプタを削除する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
181



3.　システムのセットアップとアンセットアップ
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているサービスアダプタがすべ
て削除されます（削除されていないビジネスプロセスおよびユーザ定義受付も同時
にすべて削除されます）。

クラスタを構成するすべての HCSCサーバからすべてのサービスアダプタを削除する場
合

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るサービスアダプタがすべて削除されます（削除されていないビジネスプロセスお
よびユーザ定義受付も同時にすべて削除されます）。

　

（b）指定したサービスアダプタだけを削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタに配備されているサービスアダプタのうち，指定したサー
ビスアダプタだけを削除します。

単一の HCSCサーバからサービスアダプタを削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからサービスアダプタを削除するかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバから指定したサービスアダプタだけを削除する場合
HCSCサーバ名とサービスアダプタのサービス IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているサービスアダプタのう
ち，-nameオプションで指定したサービスアダプタが削除されます

クラスタを構成するすべての HCSCサーバから指定したサービスアダプタだけを削除す
る場合

クラスタ名とサービスアダプタのサービス IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るサービスアダプタのうち，指定したサービスアダプタだけが削除されます。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -all
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -all
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -name <サービスアダプタのサービスID>
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！！！！ 注意事項
 

仕掛り中のリクエストがある場合，サービスアダプタは削除されません。
仕掛り中のリクエストを破棄して，サービスアダプタを強制的に削除する場合，-forceオプ
ションを指定して csccompoundeployコマンドを実行します。
強制的に削除する場合の例を次に示します。
• HCSCサーバ「MyCSC」のすべてのサービスアダプタを強制的に削除する場合

• HCSCサーバ「MyCSC」のサービスアダプタ「Adapter1」を強制的に削除する場合

　

3.2.2　ビジネスプロセスを削除する
実行環境に配備されているビジネスプロセスを削除する場合の前提条件，および削除方
法について次に説明します。

（1） 前提条件

ビジネスプロセスを削除するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• ビジネスプロセスが停止状態であること
ビジネスプロセスの状態の確認方法については，「5.2.21　ビジネスプロセスの情報を
確認する」を参照してください。

（2） 削除方法

ビジネスプロセスを削除するには，運用環境で csccompoundeployコマンドを実行しま
す。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -name <サービスアダプタのサービスID>
 

 
csccompoundeploy -user admin -pass admin -csc MyCSC -all -force
 

 
csccompoundeploy -user admin -pass admin -csc MyCSC -name Adapter1 -force
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csccompoundeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「csccompoundeploy（配備済みのHCSCコンポーネントの削除）」を参照してください。

すべてのビジネスプロセスを一括して削除するか，指定したビジネスプロセスだけを削
除するかによって実行形式が異なります。

！！！！ 注意事項
 

ビジネスプロセスが削除できなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあと，再度削
除してください。

（a）すべてのビジネスプロセスを一括して削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタのすべてのビジネスプロセスを一括して削除します。

単一の HCSCサーバからビジネスプロセスを削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからビジネスプロセスを削除するかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバからすべてのビジネスプロセスを削除する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバ配備されているビジネスプロセスがすべて
削除されます（削除されていないサービスアダプタおよびユーザ定義受付も同時に
すべて削除されます）。

クラスタを構成するすべての HCSCサーバからすべてのビジネスプロセスを削除する場
合

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るビジネスプロセスがすべて削除されます（削除されていないサービスアダプタお
よびユーザ定義受付も同時にすべて削除されます）。

（b）指定したビジネスプロセスだけを削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタに配備されているビジネスプロセスのうち，指定したビジ
ネスプロセスだけを削除します。

単一の HCSCサーバからビジネスプロセスを削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからビジネスプロセスを削除するかによって実行形式が異なります。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -all
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -all
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単一の HCSCサーバから指定したビジネスプロセスだけを削除する場合
HCSCサーバ名とビジネスプロセスのサービス IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスのう
ち，-nameオプションで指定したビジネスプロセスが削除されます

クラスタを構成するすべての HCSCサーバから指定したビジネスプロセスだけを削除す
る場合

クラスタ名とビジネスプロセスのサービス IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るビジネスプロセスのうち，指定したビジネスプロセスだけが削除されます。

　

3.2.3　ユーザ定義受付を削除する
実行環境に配備されているユーザ定義受付を削除する場合の前提条件，および削除方法
について次に説明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付を削除するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• ユーザ定義受付が停止状態であること
ユーザ定義受付の状態の確認方法については，「5.2.22　ユーザ定義受付の情報を確認
する」を参照してください。

（2） 削除方法

ユーザ定義受付を削除するには，運用環境で csccompoundeployコマンドを実行します。

csccompoundeployコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「csccompoundeploy（配備済みのHCSCコンポーネントの削除）」を参照してください。

すべてのユーザ定義受付を一括して削除するか，指定したユーザ定義受付だけを削除す
るかによって実行形式が異なります。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
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！！！！ 注意事項
 

ユーザ定義受付が削除できなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあと，再度削除
してください。

（a）すべてのユーザ定義受付を一括して削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタのすべてのユーザ定義受付を一括して削除します。

単一の HCSCサーバからユーザ定義受付を削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからユーザ定義受付を削除するかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバからすべてのユーザ定義受付を削除する場合
HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付がすべて
削除されます（削除されていないサービスアダプタおよびビジネスプロセスも同時
にすべて削除されます）。

クラスタを構成するすべての HCSCサーバからすべてのユーザ定義受付を削除する場合
クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るユーザ定義受付がすべて削除されます（削除されていないサービスアダプタおよ
びビジネスプロセスも同時にすべて削除されます）。

（b）指定したユーザ定義受付だけを削除する場合

HCSCサーバまたはクラスタに配備されているユーザ定義受付のうち，指定したユーザ
定義受付だけを削除します。

単一の HCSCサーバからユーザ定義受付を削除するか，クラスタを構成するすべての
HCSCサーバからユーザ定義受付を削除するかによって実行形式が異なります。

単一の HCSCサーバから指定したユーザ定義受付だけを削除する場合
HCSCサーバ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付のうち，
-nameオプションで指定したユーザ定義受付が削除されます

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -all
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -all
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クラスタを構成するすべての HCSCサーバから指定したユーザ定義受付だけを削除する
場合

クラスタ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されてい
るユーザ定義受付のうち，指定したユーザ定義受付だけが削除されます。

3.2.4　連携をアンセットアップする
連携のアンセットアップの前提条件，およびアンセットアップ方法について次に説明し
ます。

（1） 前提条件

連携をアンセットアップするには，次の条件を満たす必要があります。

• 連携をアンセットアップする対象となるHCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• 連携受付が停止状態であること
連携受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」を
参照してください。

• 連携の状態が停止状態であること
連携の状態の確認方法については，「5.2.19　連携情報を確認する」を参照してくださ
い。

（2） アンセットアップ方法

連携をセットアップするには，運用環境で cscconunsetupコマンドを実行します。

！！！！ 注意事項
 

cscconunsetupコマンドは，1回の実行で一つの HCSCサーバ（連携元）から一つのクラス
タ（連携先）への一方向の連携だけをアンセットアップします。そのため，連携をアンセッ
トアップするには，セットアップされている連携の数だけコマンドを実行する必要がありま
す。
セットアップされている連携の数の考え方については，「3.1.6　連携をセットアップする」
を参照してください。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラス
タ名> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
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cscconunsetupコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscconunsetup（連携
のアンセットアップ）」を参照してください。

cscconunsetupコマンドの実行形式を次に示します。

cscconunsetupコマンドは，セットアップされているすべての連携に対して実行してく
ださい。

3.2.5　HCSCサーバをアンセットアップする
HCSCサーバをアンセットアップすると，セットアップされていた情報が解除されます。
アンセットアップされた HCSCサーバが，ほかの HCSCサーバとクラスタを構成してい
た場合，クラスタから削除されます。

また，アンセットアップ時にアンセットアップ直前のリポジトリ情報がバックアップさ
れます。バックアップは repository.zipのファイル名で次のディレクトリに格納されま
す。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥spool¥manager¥unsetup_bk¥repository.zip
 

HCSCサーバのアンセットアップの前提条件，およびアンセットアップ方法について次
に説明します。

（1） 前提条件

HCSCサーバをアンセットアップするには，次の条件を満たす必要があります。

• アンセットアップする HCSCサーバが停止状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• アンセットアップする HCSCサーバの連携の状態が設定前状態であること
連携の状態の確認方法については，「5.2.19　連携情報を確認する」を参照してくださ
い。

• サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付がすべて配備前状態で
あること
サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の状態の確認方法につ
いては，「5.2.20　サービスアダプタの情報を確認する」，「5.2.21　ビジネスプロセス
の情報を確認する」，および「5.2.22　ユーザ定義受付の情報を確認する」を参照して
ください。

 
cscconunsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <連携元HCSCサー
バ名> -connect <連携先クラスタ名>
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
• バックアップファイル（<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥spool¥manager¥unsetup_bk¥repository.zip）にアクセスしていないこと

• ほかのコマンドを同時に実行していないこと
バックアップファイルにアクセスしている場合，HCSCサーバのアンセットアップに
失敗することがあります。

（2） アンセットアップ方法

HCSCサーバをアンセットアップするには，運用環境で cscsvunsetupコマンドを実行し
ます。

cscsvunsetupコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvunsetup（HCSC
サーバのアンセットアップ）」を参照してください。

cscsvunsetupコマンドの実行形式を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

• クラスタを構成する HCSCサーバのそれぞれの標準受付の種別が異なる場合，設定され
ている標準受付の種別が少ない HCSCサーバを先にアンセットアップしてください。

• HCSCサーバがアンセットアップできなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあ
と，再度アンセットアップしてください。

• HCSCサーバをアンセットアップした結果，リポジトリ内に構築されている HCSCサー
バが存在しなくなった場合，ビジネスプロセスおよびサービスアダプタと合わせてリポジ
トリ情報が削除されます。削除前のビジネスプロセスおよびサービスアダプタを継続して
開発する場合は，バックアップファイル（repository.zip）を HCSC開発環境にインポー
トして開発を継続してください。

 
cscsvunsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
3.3　テスト環境から本番環境への移行手順
テスト環境から本番環境への移行手順を次に示します。

3.3.1　テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus 
RMの使用有無が同じ場合の移行手順

テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無が同じ場合の移
行手順を次に示します。移行の概要については，「1.1.5(1) テスト環境と本番環境でデー
タベースと Cosminexus RMの使用有無を同じ設定で構築した場合」を参照してくださ
い。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-7　移行手順（テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus RMの使用有無
が同じ場合）

1. テスト環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバのセットアップや，システ
ムの構成が定義できます。ただし，データベースを使用して Cosminexus RMを使用
しない構成を構築する場合，HCSC簡易セットアップ機能は使用できません。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
2. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定義
を開発環境にインポートします。

3. 開発環境で，HCSCコンポーネントを作成します。
4. テスト環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを
定義し更新します（配備定義）。

5. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。

6. 開発環境で定義した配備定義を基に，テスト環境に HCSCコンポーネントを配備し
ます。

7. 本番環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
テスト環境と本番環境で，データベースと Cosminexus RMの使用有無の設定を同じ
にします。

8. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。
標準インポートを使用すると，HCSCサーバ名や IPアドレスなどが異なる場合でも，
テスト環境のリポジトリをそのまま本番環境へ移行できます。

9. 開発環境で定義した配備定義を基に，本番環境に HCSCコンポーネントを配備しま
す。

3.3.2　データベースと Cosminexus RMの両方を使用する環
境から両方使用しない環境に移行する場合の移行手順

テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用して，本番環境では，
データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない場合の移行手順を次に示します。
移行の概要については，「1.1.5(3) テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus 
RMの使用有無を異なる設定で構築した（リポジトリを作成し直すとき）」を参照してく
ださい。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-8　移行手順（データベースと Cosminexus RMの両方を使用する環境から両方使用
しない環境に移行する場合）

1. テスト環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバのセットアップや，システ
ムの構成が定義できます。HCSC簡易セットアップ機能を使用してHCSCサーバを
セットアップする場合，標準モデルを選択します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
2. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定義
を開発環境にインポートします。

3. 開発環境で，HCSCコンポーネントを作成します。
4. テスト環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを
定義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用する設定になっています。

5. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。

6. 開発環境で定義した配備定義を基に，テスト環境に HCSCコンポーネントを配備し
ます。

7. 本番環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルで，db-useプロパティに「OFF」を，
rm-useプロパティに「OFF」を設定します。

8. テスト環境で定義したシステム構成定義およびサービス定義を開発環境にインポート
します。

9. 本番環境の運用環境からリポジトリをエクスポートし，本番環境で定義したシステム
構成定義を開発環境にインポートします。

10.本番環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを定
義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用しない設定になっています。
なお，非同期受付，非同期サービスアダプタ，および永続化ビジネスプロセスを配備
定義した場合は，エラーになります。

11.開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。
テスト環境のリポジトリ（手順 8.でインポートしたリポジトリ）に対して，本番環境
用のシステム構成定義を設定したリポジトリ（手順 9.でインポートしたリポジトリ）
を，本番環境へ移行します。

12.開発環境で定義した配備定義を基に，本番環境に HCSCコンポーネントを配備しま
す。
本番環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない構成で配備され
ます。

3.3.3　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない
環境から両方使用する環境に移行する場合の移行手順

テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しないで，本番環境で
は，データベースと Cosminexus RMの両方をする場合の移行手順を次に示します。移
行の概要については，「1.1.5(2) テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus 
RMの使用有無を異なる設定で構築した（リポジトリをそのまま移行できるとき）」を参
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
照してください。

図 3-9　移行手順（データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない環境から両方使
用する環境に移行する場合）

1. テスト環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバのセットアップや，システ
ムの構成が定義できます。HCSC簡易セットアップ機能を使用してHCSCサーバを
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
セットアップする場合，ESBモデルを選択します。
2. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定義
を開発環境にインポートします。

3. 開発環境で，HCSCコンポーネントを作成します。
4. テスト環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを
定義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用しない設定になっています。

5. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。

6. 開発環境で定義した配備定義を基に，テスト環境に HCSCコンポーネントを配備し
ます。

7. 本番環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルで，db-useプロパティに「ON」を，rm-use
プロパティに「ON」を設定します。

8. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。
標準インポートを使用すると，HCSCサーバ名や IPアドレスなどが異なる場合でも，
テスト環境のリポジトリをそのまま本番環境へ移行できます。

9. 開発環境で定義した配備定義を基に，本番環境に HCSCコンポーネントを配備しま
す。
本番環境では，手順 7.で定義したシステム構成が優先されるため，データベースと
Cosminexus RMの両方を使用する構成で配備されます。

3.3.4　データベースと Cosminexus RMの両方を使用する環
境からデータベースを使用して Cosminexus RMを使
用しない環境に移行する場合の移行手順

テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用して，本番環境では，
データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の移行手順を次に示します。
移行の概要については，「1.1.5(3) テスト環境と本番環境でデータベースと Cosminexus 
RMの使用有無を異なる設定で構築した（リポジトリを作成し直すとき）」を参照してく
ださい。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-10　移行手順（データベースと Cosminexus RMの両方を使用する環境からデータ
ベースを使用して Cosminexus RMを使用しない環境に移行する場合）

1. テスト環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバのセットアップや，システ
ムの構成が定義できます。HCSC簡易セットアップ機能を使用してHCSCサーバを
セットアップする場合，標準モデルを選択します。実行履歴を使用しない場合，ESB
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
モデルを選択することもできます。ESBモデルを選択する場合の移行手順について
は，「3.3.5　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない環境からデータ
ベースを使用して Cosminexus RMを使用しない環境に移行する場合の移行手順」を
参照してください。

2. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定義
を開発環境にインポートします。

3. 開発環境で，HCSCコンポーネントを作成します。
4. テスト環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを
定義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用する設定になっています。

5. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。

6. 開発環境で定義した配備定義を基に，テスト環境に HCSCコンポーネントを配備し
ます。

7. 本番環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルで，db-useプロパティに「ON」を，rm-use
プロパティに「OFF」を設定します。

8. テスト環境で定義したシステム構成定義およびサービス定義を開発環境にインポート
します。

9. 本番環境の運用環境からリポジトリをエクスポートし，本番環境で定義したシステム
構成定義を開発環境にインポートします。

10.本番環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを定
義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースを使用して
Cosminexus RMを使用しない設定になっています。
なお，非同期受付，非同期サービスアダプタ，および永続化ビジネスプロセスを配備
定義した場合は，エラーになります。

11.開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。
テスト環境のリポジトリ（手順 8.でインポートしたリポジトリ）に対して，本番環境
用のシステム構成定義を設定したリポジトリ（手順 9.でインポートしたリポジトリ）
を，本番環境へ移行します。

12.開発環境で定義した配備定義を基に，本番環境に HCSCコンポーネントを配備しま
す。
本番環境では，データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない構成で配備さ
れます。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
3.3.5　データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない
環境からデータベースを使用して Cosminexus RMを
使用しない環境に移行する場合の移行手順

テスト環境では，データベースと Cosminexus RMの両方を使用しないで，本番環境で
は，データベースを使用して Cosminexus RMを使用しない場合の移行手順を次に示し
ます。移行の概要については，「1.1.5(2) テスト環境と本番環境でデータベースと
Cosminexus RMの使用有無を異なる設定で構築した（リポジトリをそのまま移行できる
とき）」を参照してください。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
図 3-11　移行手順（データベースと Cosminexus RMの両方を使用しない環境からデー
タベースを使用して Cosminexus RMを使用しない環境に移行する場合）

1. テスト環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSC簡易セットアップ機能を使うことで，HCSCサーバのセットアップや，システ
ムの構成が定義できます。HCSC簡易セットアップ機能を使用して HCSCサーバを
セットアップする場合，ESBモデルを選択します。
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3.　システムのセットアップとアンセットアップ
2. 運用環境からリポジトリをエクスポートし，テスト環境で定義したシステム構成定義
を開発環境にインポートします。

3. 開発環境で，HCSCコンポーネントを作成します。
4. テスト環境で定義したシステム構成定義を基に，システム構成のどこに配備するかを
定義し更新します（配備定義）。
このとき，配備定義の基になるシステム構成定義は，データベースと Cosminexus 
RMの両方を使用しない設定になっています。

5. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。

6. 開発環境で定義した配備定義を基に，テスト環境に HCSCコンポーネントを配備し
ます。

7. 本番環境の HCSCサーバをセットアップし，システムの構成を定義します。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルで，db-useプロパティに「ON」を，rm-use
プロパティに「OFF」を設定します。

8. 開発環境で定義した配備定義を含むリポジトリをエクスポートし，運用環境にイン
ポートします。
標準インポートを使用すると，HCSCサーバ名や IPアドレスなどが異なる場合でも，
テスト環境のリポジトリをそのまま本番環境へ移行できます。

9. 開発環境で定義した配備定義を基に，本番環境に HCSCコンポーネントを配備しま
す。
本番環境では，手順 7.で定義したシステム構成が優先されるため，データベースを使
用して Cosminexus RMを使用しない構成で配備されます。
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4　 リポジトリの管理
この章では，リポジトリの設定，エクスポートやインポート，
およびリポジトリの情報の表示について説明します。

4.1　リポジトリの概要

4.2　リポジトリのエクスポート

4.3　リポジトリのインポート

4.4　リポジトリの情報の参照

4.5　リポジトリの差分情報の参照
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4.　リポジトリの管理
4.1　リポジトリの概要
リポジトリとは，開発環境と運用環境の間で共有する情報を格納するディレクトリのこ
とをいいます。

運用環境で作成したシステム構成情報を開発環境で使用したり，開発環境で作成した定
義情報を運用環境で使用したりします。

（1） リポジトリの情報

リポジトリで共有する情報をリポジトリ情報といい，次のものがあります。

• システム構成
• 生成したアダプタやビジネスプロセス
• マッピング定義
• フォーマット定義
• 配備情報

（2） リポジトリとして使用するディレクトリ

リポジトリは，uCosminexus Service Platformをインストールすると，標準で次のディ
レクトリに設定されます。

リポジトリとして設定するディレクトリを変更することもできます。変更する場合は，
HCSC-Manager定義ファイルで変更します。リポジトリとして設定するディレクトリの
変更については，「2.4.1　カスタマイズする」を参照してください。

開発環境と運用環境で情報を共有するためには，媒体を経由して，リポジトリの情報を
ZIPファイル形式で媒体にエクスポート（保存）したり，その ZIPファイル形式で保存
された情報をリポジトリにインポート（読み込み）したりします。リポジトリのイン
ポートとエクスポートを次の図に示します。

図 4-1　リポジトリのエクスポートとインポート

 
<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥repository
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4.　リポジトリの管理
リポジトリの情報の保存については，「4.2　リポジトリのエクスポート」を，リポジト
リの情報の展開については，「4.3　リポジトリのインポート」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

バージョン 07-60以降では，開発環境と運用環境で同じリポジトリを共有できません。下位
バージョンでリポジトリを共有していた場合，開発環境と運用環境で別々のリポジトリを用
意して，移行してください。移行手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」の下位バージョンで開発環境と運用環境のリポジトリを共有
していた場合の移行手順を参照してください。

（3） リポジトリの排他

リポジトリの更新を伴う操作中は，リポジトリがロックされた状態になり，操作できな
い場合があります。ロックには，排他ロック，および共有ロックがあり，ロックの種類
によって，実行できる操作が異なります。

• 排他ロック中は，排他ロックまたは共有ロックになる操作はできません。
• 共有ロック中は，同時にほかの共有ロックになる操作ができます。

ロックの種類と対象になる操作を次の表に示します。

表 4-1　ロックの種類と対象になる操作

ロックの種類 対象となる操作 説明

排他ロック 更新系コマンドでの操作 次のコマンドが対象となります。
• csccompodeployコマンド
• csccompoundeployコマンド
• cscconsetupコマンド
• cscconunsetupコマンド
• cscpasswdコマンド
• cscrepctlコマンド
• cscsvcctlコマンド
• cscsvsetupコマンド
• cscsvunsetupコマンド

開発環境の画面での操作 開発環境と運用環境でリポジトリを共有する場
合，開発環境を起動していると，使用するリポジ
トリが同じで排他されるため，運用環境で画面ま
たはコマンドでの操作ができません。開発環境の
使用が終了してから操作してください。
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4.　リポジトリの管理
（凡例）
－：該当しません。

（4） 注意事項
• 異なるバージョンの開発環境で作成したリポジトリは使用することができません。
• リポジトリとして使用するディレクトリ以下にはアクセスしないようにしてください。
アクセスした場合は，各種コマンドが失敗することがあります。

共有ロック 参照系コマンドでの操作 次のコマンドが対象となります。
• cscpideleteコマンド
• cscpireexecコマンド
• cscpiselectコマンド
• cscrepdiffコマンド
• cscreplsコマンド
• cscstatusコマンド
• cscsvclsコマンド
• cscsvconfigコマンド
• cscutilコマンド
• cscresinfoコマンド

運用環境の画面での操作 －

ロックの種類 対象となる操作 説明
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4.　リポジトリの管理
4.2　リポジトリのエクスポート
運用環境で作成した情報を，開発環境で使用する場合，cscrepctlコマンドを使用して，
リポジトリ内の情報を ZIPファイル形式でエクスポートします。作成した ZIPファイル
の内容は変更できません。

次のコマンドを入力します。

cscrepctlコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepctl（インポート /エ
クスポート）」を参照してください。

 
cscrepctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -export <ファイル名>
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4.　リポジトリの管理
4.3　リポジトリのインポート
開発環境で作成した内容を，運用環境で使用する場合，cscrepctlコマンドを使用して，
ZIPファイル形式で保存されたリポジトリ情報をリポジトリにインポートします。

（1） インポート方法

次のコマンドを入力します。

インポートには，次の二つの方法があります。

標準インポート
通常は，標準インポートを使用します。現在の運用環境の HCSCサーバ構成情報
に，別のリポジトリの HCSCコンポーネントをインポートします。

サーバチェックインポート
現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，HCSCサー
バの構成情報が同じかどうかをチェックしたい場合に使用します。サーバチェック
インポートを行う場合，cscrepctlコマンドに -checkオプションを指定します。

また，ZIPファイル形式で保存されたリポジトリ情報をリポジトリに展開するには，次
の二つの方法があります。

差分展開
変更された HCSCコンポーネントだけを運用環境のリポジトリに展開します。変更
されていない HCSCコンポーネントは，運用環境のリポジトリに展開されないで，
現在ある運用環境のリポジトリの HCSCコンポーネントがそのまま残ります。

全体展開
変更されていない HCSCコンポーネントを含め，インポート対象の ZIPファイルを
すべて運用環境のリポジトリに展開します。全体展開を行う場合，cscrepctlコマン
ドに -overwriteオプションを指定します。

なお，次の場合はインポートできません。

1. HCSCサーバがセットアップされていない場合（標準インポートのとき）
2. 現在の運用環境のリポジトリ情報と，インポートするリポジトリ情報で，HCSCサー
バの構成が異なる場合

3. 現在配備されているビジネスプロセスやアダプタが，インポートするリポジトリ情報
では削除されている場合

4. 現在配備されているビジネスプロセスやアダプタが，インポートするリポジトリ情報
では情報が更新されている場合

 
cscrepctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -import <ファイル名>
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4.　リポジトリの管理
5. 現在の運用環境のリポジトリ情報と，インポートするリポジトリ情報で，データベー
スおよび Cosminexus RMを使用するかどうかの設定が異なる場合※

3.および 4.の場合は，該当するビジネスプロセスやアダプタを実行環境から削除したあ
と，リポジトリをインポートしてください。

インポートする場合は，必ずリポジトリに設定したディレクトリ以下のディレクトリお
よびファイルを参照していないことを確認してから，cscrepctlコマンドを実行してくだ
さい。

cscrepctlコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepctl（インポート /エ
クスポート）」を参照してください。

注※
現在の運用環境のリポジトリ情報と，インポートするリポジトリ情報で，データ
ベースおよび Cosminexus RMを使用するかの設定が異なる場合でも，一部の場合
についてはインポートできます。インポートできる場合とできない場合の設定を次
の表に示します。

表 4-2　インポートできる場合とできない場合の設定

（凡例）
○：インポートできます。
×：インポートできません。

（2） インポート時の自動バックアップ

リポジトリをインポートする際に，インポート前のリポジトリ情報を ZIPファイル形式
で自動バックアップします。バックアップファイルは，cscimport.zipのファイル名で次
のディレクトリに出力されます。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CSC¥spool¥manager
 

現在の運用環境のリポジト
リ情報での設定

インポートするリポジトリ情報での設定

データベースと
Cosminexus RMの両
方を使用する

データベースと
Cosminexus RMの両
方を使用しない

データベースを使用
して Cosminexus RM
を使用しない

データベースとCosminexus 
RMの両方を使用する

○ × ×

データベースとCosminexus 
RMの両方を使用しない

○ ○ ×

データベースを使用して
Cosminexus RMを使用しな
い

○ ○ ○
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4.　リポジトリの管理
なお，バックアップファイルの出力先ディレクトリは，HCSC-Manager定義ファイルの
cscmng.envbackup.dirパラメタ，または cscmng.envbackup.dir.importパラメタで変更
できます。

また，自動バックアップをするかどうかは，HCSC-Manager定義ファイルの
cscmng.envbackup.autogetパラメタ，または cscmng.envbackup.autoget.offパラメタ
で設定できます。

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

また，バックアップファイルから運用環境を復旧する方法については，「7.9.3(2) 運用環
境の復旧」を参照してください。

（3） バージョンアップ時のインポート

現在のリポジトリ情報よりも新しいバージョンのリポジトリ情報をインポートすると，
インポート時にリポジトリが自動でバージョンアップされます。

なお，現在配備されているビジネスプロセスやアダプタが，インポートするリポジトリ
情報では削除されている場合，バージョンアップ時のインポートでエラーが発生します。
エラーが発生した場合，現在のリポジトリを運用環境からエクスポートして，開発環境
にインポートします。そのあと，開発環境でバージョンアップしたリポジトリを開発環
境からエクスポートして，運用環境にインポートしてください。

バージョンアップの詳細については，「付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移
行」を参照してください。
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4.　リポジトリの管理
4.4　リポジトリの情報の参照
リポジトリ内の情報は，コマンドで確認できます。未配備のビジネスプロセスやアダプ
タを配備するときに，複数のビジネスプロセスやアダプタの配備に失敗した場合は後処
理されないため，cscreplsコマンドを使用して配備状況を確認します。

次のコマンドを入力します。

cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の
表示）」を参照してください。

 
cscrepls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -repfile <エクスポートさ
れたリポジトリZIPファイル名>
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4.　リポジトリの管理
4.5　リポジトリの差分情報の参照
現在の運用環境のリポジトリ情報とエクスポートしたリポジトリ情報の差分は，コマン
ドで確認できます。追加，変更，および削除されたビジネスプロセスやアダプタの情報
が確認できます。

次のコマンドを入力します。

なお，次の場合はリポジトリ情報の差分を表示できません。

1. 現在の運用環境のリポジトリ情報と，差分表示の対象となるリポジトリ情報が，単一
のクラスタ構成になっていない場合

2. 現在の運用環境のリポジトリ情報と，差分表示の対象となるリポジトリ情報で，デー
タベースおよび Cosminexus RMを使用するかどうかの設定が異なる場合※

cscrepdiffコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepdiff（リポジトリ情
報の差分の表示）」を参照してください。

注※　
現在の運用環境のリポジトリ情報と，差分表示の対象となるリポジトリ情報で，
データベースおよび Cosminexus RMを使用するかの設定が異なる場合でも，一部
の場合についてはリポジトリ情報の差分を表示できます。リポジトリ情報の差分を
表示できる場合とできない場合の設定を次の表に示します。

表 4-3　リポジトリ情報の差分を表示できる場合とできない場合の設定

（凡例）
○：差分を表示できます。
×：差分を表示できません。

 
cscrepdiff -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -repfile <エクスポート
されたリポジトリZIPファイル名>
 

現在の運用環境のリポジトリ情報で
の設定

差分表示の対象となるリポジトリ情報での設定

データベースと
Cosminexus RMの
両方を使用する

データベースと
Cosminexus RMの
両方を使用しない

データベースを使
用して

Cosminexus RMを
使用しない

データベースと Cosminexus RMの
両方を使用する

○ × ×

データベースと Cosminexus RMの
両方を使用しない

○ ○ ×

データベースを使用して
Cosminexus RMを使用しない

○ ○ ○
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5　 システム運用
この章では，ログイン，ログアウト，および HCSCサーバの
運用について説明します。

5.1　HCSCサーバのオペレーションをするための準備

5.2　HCSCサーバのオペレーション運用

5.3　クラスタ構成時の運用

5.4　HCSCサーバのサービス部品を呼び出す流れ

5.5　ビジネスプロセスを使った運用

5.6　標準プロトコル以外のシステムとの接続
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5.　システム運用
5.1　HCSCサーバのオペレーションをするため
の準備

HCSCサーバの運用を開始するには，HCSC-Managerにログインする必要があります。
ログインとログアウトの方法について，以降の項で説明します。

5.1.1　ログインする
HCSCサーバにログインする方法を次に示します。

（1） 画面の場合

運用環境の画面を利用して HCSCサーバにログインする手順を次に示します。

1. Eclipseを起動します。

2. メニューから［HCSC-Manager］－［ログイン］を選択します。
現在のパースペクティブが HCSC-Managerパースペクティブの場合（ツリービュー
が表示されている場合），ユーザ IDとパスワードを入力するダイアログが表示されま
す。
現在のパースペクティブが HCSC-Managerパースペクティブではない場合（ツリー
ビューが表示されていない場合），パースペクティブを切り替えるかどうかを確認す
るダイアログが表示されます。パースペクティブを切り替える場合は［はい］，切り
替えない場合は［いいえ］を選択します。そのあと，ユーザ IDとパスワードを入力
するダイアログが表示されます。

3. ユーザ IDとパスワードを指定して，［OK］ボタンをクリックします。
ログインが正常に終了すると，サーバと HCSCコンポーネントの構成，状態がツ
リービューに表示されます。
ユーザ IDとパスワードは cscpasswdコマンドで設定，変更できます。ユーザ IDと
パスワードの設定，変更の詳細については，「2.4.2　ユーザ権限を設定する」を参照
してください。また，cscpasswdコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「cscpasswd（ユーザの管理）」を参照してください。

（2） コマンドの場合

あらかじめ，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの次のパラメタに，ログイン
ユーザ名およびログインパスワードを指定しておくと，HCSCManagerのコマンド実行
時にログインユーザ ID，ログインパスワードの指定が不要になります。

• csc.all.user=HCSC-Managerログインユーザ名
• csc.all.pass=HCSC-Managerログインパスワード
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5.　システム運用
（3） ログイン時の注意事項

(a)リポジトリの更新を伴う次のコマンドの実行中は，これらのコマンドで使用するリポ
ジトリが同じで排他されるため，画面またはコマンドでログインできません。コマンド
の実行が終了してからログインしてください。

• csccompodeploy（HCSCコンポーネントの配備）
• csccompoundeploy（HCSCコンポーネントの削除）
• cscconsetup（連携のセットアップ）
• cscconunsetup（連携のアンセットアップ）
• cscenvrestore（HCSC-Manager環境のリストア）
• cscpasswd（ユーザの管理）
• cscrepctl（インポート /エクスポート）
• cscsvcctl（サービス情報の管理）
• cscsvsetup（HCSCサーバのセットアップ） 
• cscsvunsetup（HCSCサーバのアンセットアップ）

(b)開発環境と運用環境でリポジトリを共有する場合，開発環境を起動していると，使用
するリポジトリが同じで排他されるため，運用環境で画面またはコマンドでログインで
きません。開発環境の使用が終了してからログインしてください。

5.1.2　ログアウトする
HCSCサーバからログアウトする方法を次に示します。

（1） 画面の場合

運用環境の画面を利用してHCSCサーバからログアウトする手順を次に示します。

1. メニューから［HCSC-Manager］－［ログアウト］を選択します。
ログアウトを確認するダイアログが表示されます。

2.［OK］ボタンをクリックします。
ログアウトが正常に終了すると，画面は初期状態に戻ります。

（2） コマンドの場合

HCSC-Managerのコマンドの終了時にログアウトできます。
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5.　システム運用
5.2　HCSCサーバのオペレーション運用

Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境を利用して，セットアップ済みのシ
ステムを運用する方法について説明します。

5.2.1　運用の流れ
次に示す場合の運用の流れについて説明します。

• 運用する前の準備
• 運用を開始する場合
• 運用中にシステムを操作する場合
• 運用を終了する場合

それぞれの場合に必要な操作の前提条件や手順については，以降の項で説明します。

（1） 運用する前の準備

運用する前に，次の作業を実施することを推奨します。

論理サーバの登録
論理サーバの操作（HCSCサーバとの一括起動・停止，および状態の参照）をでき
るようにするため，HCSC-Manager定義ファイルのパラメタを次のように変更しま
す。
 
cscmng.server.<HCSCサーバ名>.system=論理サーバ名
 

リポジトリへのアクセスの制御
セキュリティを確保するため，リポジトリにアクセスしないようにします。リポジ
トリのルートディレクトリを変更していない場合は，次のリポジトリにアクセスし
ないようにします。
 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CSC¥repository
 

リポジトリのルートディレクトリを変更した場合は，変更後のリポジトリにアクセ
ス制御を実施してください。

バックアップ
運用時の障害に備えて，運用環境の情報をバックアップします。バックアップした
情報を，運用環境とは別のマシンで管理することによって，障害発生後，運用環境
を復旧できます。バックアップは cscenvbackupコマンドを実行します。
cscenvbackupコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscenvbackup
（HCSC-Manager環境のバックアップ）」を参照してください。
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5.　システム運用
（2） 運用を開始する場合

システムを起動して運用を開始するには，次の図に示す流れに従って作業を実施する必
要があります。
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5.　システム運用
図 5-1　運用を開始する場合の作業の流れ
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5.　システム運用
（3） 運用中にシステムを操作する場合

システムの運用中，必要に応じて次の操作を実施できます。

状態・情報の参照
必要に応じて，各状態・情報を参照できます。参照できる状態・情報は次のとおり
です。参照方法については，以降の項で説明します。
• データベースの状態
• PRFの状態
• Hitachi Web Serverの状態（Hitachi Web Serverを使用する場合）
• Cosminexus Managerの状態
• HCSCサーバのセットアップ情報
• HCSCサーバの情報
• 連携情報
• サービスアダプタの情報
• ビジネスプロセスの情報
• ユーザ定義受付の情報

なお，次に示す実行環境の構成要素およびHCSCサーバの状態は，定期的に確認す
る必要があります。
• データベースの起動状態
• PRFの起動状態
• Hitachi Web Serverの起動状態（Hitachi Web Serverを使用する場合）
• Cosminexus Managerの起動状態
• HCSCサーバの起動状態および開始状態

定義や構成などの変更
必要に応じて，次の定義や構成などを変更できます。変更方法については，以降の
項で説明します。
• HCSCサーバの定義
• ユーザ定義受付の定義情報
• HCSCコンポーネントの構成
• サービス部品の接続先
• 流量制御値
• 通信タイムアウト値

（4） 運用を終了する場合

システムを停止して運用を終了するには，次の図に示す流れに従って作業を実施する必
要があります。停止方法については，以降の項で説明します。
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5.　システム運用
図 5-2　運用を終了する場合の作業の流れ

5.2.2　データベースを起動する
データベースの起動方法について次に説明します。

（1） 起動方法

データベースを起動する方法を次に示します。
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（a）HiRDBの場合

HiRDBを起動するには，データベースサーバで pdstartコマンドを実行します。

pdstartコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参
照してください。

（b）Oracle の場合

Oracleを起動する方法については，Oracle社が発行するドキュメントを参照してくださ
い。

5.2.3　PRFを起動する
PRFを起動するには，運用環境で cscsvstartコマンドを実行します。-logicalオプショ
ンに PRFの論理サーバ名を指定して実行します。

cscsvstartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstart（HCSCサーバ
の起動）」を参照してください。

cscsvstartコマンドの実行形式を次に示します。

5.2.4　HCSCサーバを起動する
HCSCサーバの起動の前提条件と起動方法について次に説明します。

（1） 起動方法

HCSCサーバを起動する方法を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

HCSCサーバを起動するとき，HCSCサーバが起動できなかったり，サービスアダプタお
よびビジネスプロセスが開始できなかったりすると，サービスアダプタおよびビジネスプロ
セスの状態，ならびにユーザ定義受付および標準受付の状態が停止状態になる場合がありま
す。この場合，エラーになった原因を取り除いたあと，サービスアダプタおよびビジネスプ
ロセスの開始操作，ならびにユーザ定義受付および標準受付の開始操作を行う必要がありま
す。
サービスアダプタおよびビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプ
タを開始する」，または「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を，ユーザ定義受付および
標準受付の開始方法については，「5.2.8　ユーザ定義受付を開始する」，および「5.2.11　標
準受付を開始する」を参照してください。

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <PRFの論理サーバ名>
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（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して HCSCサーバを起動する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，起動する HCSCサーバをダブルクリックします。
選択した HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示
されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「HCSCサーバ」の［起動］ボタンをク
リックします。
HCSCサーバの起動を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
HCSCサーバの起動処理が開始されます。起動処理中のログはコンソールビューに出
力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，起動処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
HCSCサーバの起動処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

起動処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，HCSCサーバの稼働状態が「起動状態」になります。ま
た，［起動］ボタンが非活性化し，［停止］ボタンが活性化します。

起動処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

HCSCサーバを起動するには，運用環境で cscsvstartコマンドまたは cscutilコマンドを
実行します。クラスタ内の HCSCサーバを一括して起動する場合，または論理サーバを
起動する場合は，cscsvstartコマンドを実行します。

cscsvstartコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• cscsvstartコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，HCSCサーバを起動する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）で HCSCサーバを起動する場合。
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cscsvstartコマンドの場合
運用環境で cscsvstartコマンドを実行します。
cscsvstartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstart（HCSC
サーバの起動）」を参照してください。
cscsvstartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内の HCSCサーバを一括して起動する場合
クラスタ名を指定して実行します。-clusterオプションで指定したクラスタ内の
すべての HCSCサーバが一括して起動されます（論理サーバは起動されませ
ん）。

クラスタ内の HCSCサーバの起動と同時に論理サーバを起動する場合は，
-systemオプションを指定します。ただし，HCSC-Manager定義ファイルに論
理サーバを登録している必要があります。論理サーバの登録の詳細については，
「5.2.1(1) 運用する前の準備」を参照してください。

また，HCSCサーバは起動しないで指定した論理サーバだけを起動する場合は，
-logicalオプションを指定します。

それぞれの HCSCサーバを一つずつ起動する場合
HCSCサーバ名を指定して実行します。-cscオプションで指定したHCSCサー
バが起動されます（論理サーバは起動されません）。

HCSCサーバの起動と同時に論理サーバを起動する場合は，-systemオプショ
ンを指定します。

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名>
 

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名> 
-system
 

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名> 
-logical <論理サーバ名>
 

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-system
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また，HCSCサーバは起動しないで指定した論理サーバだけを起動する場合は，
-logicalオプションを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに serverを，また
-operationオプションに startを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名および J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.5　Hitachi Web Serverを起動する
Hitachi Web Serverを起動するには，運用環境で cscsvstartコマンドを実行します。
-logicalオプションに Hitachi Web Serverの論理サーバ名を指定して実行します。

cscsvstartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstart（HCSCサーバ
の起動）」を参照してください。

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <論理サーバ名>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation start -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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cscsvstartコマンドの実行形式を次に示します。

5.2.6　サービスアダプタを開始する
サービスアダプタの開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービスアダプタを開始するには，HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 開始方法

サービスアダプタを開始する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用してサービスアダプタを開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，開始するサービスアダプタをダブルクリックします。
ダブルクリックしたサービスアダプタの情報がエディタエリアの稼働運用ページに表
示されます。
サービスアダプタの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参
照してください。

2. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，［開始］ボタンをクリックします。
サービスアダプタの開始を確認するダイアログが表示されます。

3. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
サービスアダプタの開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビュー
に出力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
サービスアダプタの開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されま
す。

4. 実行結果を示すダイアログを確認します。

開始処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，サービスアダプタの状態が「開始状態」になります。ま
た，［開始］ボタンが非活性化し，［停止］ボタンが活性化します。

 
cscsvstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <Hitachi Web Serverの論理サーバ名>
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開始処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

サービスアダプタを開始するには，運用環境で csccompostartコマンドまたは cscutilコ
マンドを実行します。

csccompostartコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• csccompostartコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，サービスアダプタを開始する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でサービスアダプタを開始する場合。

　

csccompostartコマンドの場合
運用環境で csccompostartコマンドを実行します。
csccompostartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostart
（HCSCコンポーネントの開始）」を参照してください。
csccompostartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して
開始する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているサービスアダプタが一括して開始されます（開始されていないビジネス
プロセスおよびユーザ定義受付も同時にすべて開始されます）。

ビジネスプロセスおよびユーザ定義受付を開始しないでサービスアダプタだけ
を開始する場合は，サービスアダプタのサービス IDを指定します。

HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して開始する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているサービスアダプタが

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <サービスアダプタのサービスID>
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開始されます（開始されていないビジネスプロセスおよびユーザ定義受付も同
時にすべて開始されます）。

ビジネスプロセスおよびユーザ定義受付を開始しないでサービスアダプタだけ
を開始する場合は，サービスアダプタのサービス IDを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また
-operationオプションに startを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションにサービスアダプタのサービス ID，HCSCサーバ名，J2EE
サーバ名および種別を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，サービスアダプタのサー
ビス ID，HCSCサーバ名および J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認で
きます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls
（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <サービスアダプタのサービスID>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation start -props "AdapterName=<サービスアダプタのサービス
ID>, CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, J2EESrvName=<J2EEサーバ名>, 
ServiceKind=serviceAdapter"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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5.2.7　ビジネスプロセスを開始する
ビジネスプロセスの開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ビジネスプロセスを開始するには，HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 開始方法

ビジネスプロセスを開始する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用してビジネスプロセスを開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，開始するビジネスプロセスをダブルクリックします。
ダブルクリックしたビジネスプロセスの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで稼働運用ページを選択します。
手順 1で選択したビジネスプロセスの稼働運用に関する情報が表示されます。
ビジネスプロセスの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参
照してください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，［開始］ボタンをクリックします。
ビジネスプロセスの開始を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
ビジネスプロセスの開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビュー
に出力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
ビジネスプロセスの開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されま
す。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

開始処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，ビジネスプロセスの稼働状態が「開始状態」になります。
また，［開始］ボタンが非活性化し，［停止］ボタンが活性化します。

開始処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。
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（b）コマンドの場合

ビジネスプロセスを開始するには，運用環境で csccompostartコマンドまたは cscutilコ
マンドを実行します。

csccompostartコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• csccompostartコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，ビジネスプロセスを開始する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でビジネスプロセスを開始する場合。

　

csccompostartコマンドの場合
運用環境で csccompostartコマンドを実行します。
csccompostartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostart
（HCSCコンポーネントの開始）」を参照してください。
csccompostartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスを一括して
開始する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているビジネスプロセスが一括して開始されます（開始されていないサービス
アダプタおよびユーザ定義受付も同時にすべて開始されます）。

サービスアダプタおよびユーザ定義受付を開始しないでビジネスプロセスだけ
を開始する場合は，ビジネスプロセスのサービス IDを指定します。

HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスを一括して開始する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスが
開始されます（開始されていないサービスアダプタおよびユーザ定義受付も同
時にすべて開始されます）。

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
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サービスアダプタおよびユーザ定義受付を開始しないでビジネスプロセスだけ
を開始する場合は，ビジネスプロセスのサービス IDを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また
-operationオプションに startを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションにビジネスプロセスのサービス ID，HCSCサーバ名，J2EE
サーバ名および種別を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，ビジネスプロセスのサー
ビス ID，HCSCサーバ名および J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認で
きます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls
（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <ビジネスプロセスのサービスID>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation start -props "AdapterName=<ビジネスプロセスのサービス
ID>, CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, J2EESrvName=<J2EEサーバ名>, ServiceKind=bp"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

230



5.　システム運用
5.2.8　ユーザ定義受付を開始する
ユーザ定義受付の開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付を開始するには，次の条件を満たしている必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること。
• ユーザ定義受付が定義されているビジネスプロセスが開始状態であること。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 開始方法

ユーザ定義受付を開始する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用してユーザ定義受付を開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，開始するユーザ定義受付をダブルクリックします。
ダブルクリックしたユーザ定義受付の情報がエディタエリアの稼働運用ページに表示
されます。
ユーザ定義受付の稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照
してください。

2. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，［開始］ボタンをクリックします。
ユーザ定義受付の開始を確認するダイアログが表示されます。

3. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
ユーザ定義受付の開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビューに
出力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
ユーザ定義受付の開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されま
す。

4. 実行結果を示すダイアログを確認します。

開始処理が成功した場合 
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。 
稼働運用ページでは，ユーザ定義受付の状態が「開始状態」になります。また，
［開始］ボタンが非活性化し，［停止］ボタンが活性化します。 

開始処理が失敗した場合 
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。
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（b）コマンドの場合

ユーザ定義受付を開始するには，運用環境で cscrcptnstartコマンド，csccompostartコ
マンド，または cscutilコマンドを実行します。

cscrcptnstartコマンド，csccompostartコマンド，および cscutilコマンドは，次の場合
に使用します。

• cscrcptnstartコマンド
• ユーザ定義受付および標準受付を一括して開始する場合に使用します。
• HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して開始する場合に使用しま
す。
クラスタ単位で一括して開始することもできます。なお，特定のユーザ定義受付だ
けを開始することはできません。

• 該当するリポジトリが存在する運用環境で，ユーザ定義受付を開始する場合に使用
します。

• csccompostartコマンド
• サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付を一括して開始する
場合に使用します。
ユーザ定義受付だけを一括で開始することはできません。

• HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を開始する場合に使用しま
す。
クラスタ単位で特定のユーザ定義受付を開始することもできます。

• 該当するリポジトリが存在する運用環境で，ユーザ定義受付を開始する場合に使用
します。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でユーザ定義受付を開始する場合に使用します。

　

cscrcptnstartコマンドの場合
運用環境で cscrcptnstartコマンドを実行します。
cscrcptnstartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrcptnstart（標
準受付およびユーザ定義受付の開始）」を参照してください。
cscrcptnstartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して開
始する場合（クラスタ単位）

クラスタ名を指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているユーザ定義受付が一括して開始されます（開始されていない標準受付も
同時にすべて開始されます）。
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標準受付を開始しないでユーザ定義受付だけを開始する場合は，-userdefオプ
ションを指定します。

HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して開始する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名を指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付が開
始されます（開始されていない標準受付も同時にすべて開始されます）。

標準受付を開始しないでユーザ定義受付だけを開始する場合は，-userdefオプ
ションを指定します。

　

csccompostartコマンドの場合
運用環境で csccompostartコマンドを実行します。
csccompostartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostart
（HCSCコンポーネントの開始）」を参照してください。
csccompostartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して開
始する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているユーザ定義受付が一括して開始されます（開始されていないサービスア
ダプタおよびビジネスプロセスも同時にすべて開始されます）。

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名>
 

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -userdef
 

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-userdef
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -all
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HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して開始する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付が開
始されます（開始されていないサービスアダプタおよびビジネスプロセスも同
時にすべて開始されます）。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を開始
する場合

クラスタ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。

HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を開始する場合
HCSCサーバ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compo_urecpを，
また -operationオプションに startを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名および J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
csccompostart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation start -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
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については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.9　連携受付を開始する
連携受付の開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携受付を開始するには，HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 開始方法

連携受付を開始する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して連携受付を開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，連携受付を開始する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示
されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「連携受付」の［開始］ボタンをクリッ
クします。
連携受付の開始を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
連携受付の開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビューに出力さ
れます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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連携受付の開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

開始処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，連携受付の稼働状態が「開始状態」になります。また，
［開始］ボタンが非活性化し，［通常停止］ボタンおよび［計画停止］ボタンが活
性化します。

開始処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

連携受付を開始するには，運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプショ
ンに connect_serviceを，また -operationオプションに startを指定します。

cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照し
てください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名および J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名，および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細につ
いては，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してくだ
さい。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect_service -operation start -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名
>,J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect_service -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

236



5.　システム運用
5.2.10　連携を開始する
連携の開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携を開始するには，次の条件を満たす必要があります。

• 連携が正しくセットアップされていること
連携は，連携対象の双方からセットアップされている必要があります。連携のセット
アップ方法については，「3.1.6　連携をセットアップする」を参照してください。

• 連携元HCSCサーバと連携先クラスタが起動状態であること
• 連携元HCSCサーバと連携先クラスタの連携受付が開始状態であること

HCSCサーバおよび連携受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの
情報を確認する」を参照してください。

（2） 開始方法

連携を開始する方法を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

連携を開始する場合，連携対象の一方から開始処理を実施すると双方向の連携が開始されま
す。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して連携を開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，連携を開始する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの連携に関する情報が表示され
ます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページ内の［サーバ間連携］タブを選択します。

4. 連携表示テーブルから開始するサーバ間連携を選択し，「サーバ間連携」の［開始］
ボタンをクリックします。
連携の開始を確認するダイアログが表示されます。

5. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
連携の開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビューに出力されま
す。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
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ジに戻ります。
連携の開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

6. 実行結果を示すダイアログを確認します。

開始処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，連携の状態が「連携開始状態」になります。また，［開始］
ボタンが非活性化し，［停止］ボタンが活性化します。

開始処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

連携を開始するには，運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに
connectを，また -operationオプションに startを指定します。

cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照し
てください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに連携元 HCSCサーバ名および連携先クラスタ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，連携元HCSCサーバ名およ
び連携先クラスタ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照して
ください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation start -props "CSCSrvName=<連携元HCSCサーバ名>, 
ConnectClusterName=<連携先クラスタ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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5.2.11　標準受付を開始する
標準受付の開始の前提条件と開始方法について次に説明します。

（1） 前提条件

標準受付を開始するには，HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 開始方法

標準受付を開始する方法を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

標準受付が開始できなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあと，標準受付を強制
停止してください。標準受付を停止状態にしたあとで，再度標準受付を開始して運用を再開
してください。標準受付を強制停止する方法については，「5.2.29　標準受付を停止する」を
参照してください。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して標準受付を開始する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，標準受付を開始する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示
されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「標準受付」の［開始］ボタンをクリッ
クします。
標準受付の開始を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
標準受付の開始処理が開始されます。開始処理中のログはコンソールビューに出力さ
れます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，開始処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
標準受付の開始処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。
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開始処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，標準受付の稼働状態が「開始状態」になります。また，
［開始］ボタンが非活性化し，［通常停止］ボタンおよび［計画停止］ボタンが活
性化します。

開始処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

標準受付を開始するには，運用環境で cscrcptnstartコマンドまたは cscutilコマンドを
実行します。

cscrcptnstartコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• cscrcptnstartコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，標準受付を開始する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）で標準受付を開始する場合。

　

cscrcptnstartコマンドの場合
運用環境で cscrcptnstartコマンドを実行します。
cscrcptnstartコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrcptnstart（標
準受付およびユーザ定義受付の開始）」を参照してください。
cscrcptnstartコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバの標準受付を一括して開始する場合（クラスタ
単位）

クラスタ名を指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバの標準受付
が一括して開始されます（開始されていないユーザ定義受付も同時にすべて開
始されます）。

ユーザ定義受付を開始しないで標準受付だけを開始する場合は，-standardオプ
ションを指定します。

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名>
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HCSCサーバの標準受付を一括して開始する場合（HCSCサーバ単位）
HCSCサーバ名を指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバの標準受付が開始されます（開始され
ていないユーザ定義受付も同時にすべて開始されます）。

ユーザ定義受付を開始しないで標準受付だけを開始する場合は，-standardオプ
ションを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに request_service
を，また -operationオプションに startを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名および J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ
名> -standard
 

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscrcptnstart -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-standard
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target request_service -operation start -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
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があります。

5.2.12　データベースの状態を確認する
データベースの状態を参照する方法について次に説明します。

（1） 参照方法

データベースの状態を参照する方法を次に示します。

（a）HiRDBの場合

HiRDBの状態を参照するには，データベースサーバで pdlsコマンドを実行します。

pdlsコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参照し
てください。

（b）Oracle の場合

Oracleの状態を参照する方法については，Oracle社が発行するドキュメントを参照して
ください。

5.2.13　PRFの状態を確認する
PRFの状態を参照する前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

PRFの状態を参照するには，HCSC-Manager定義ファイルに PRFが登録されている必
要があります。詳細については，「5.2.1(1) 運用する前の準備」の論理サーバの登録につ
いての内容を参照してください。

（2） 参照方法

PRFの状態を参照するには，運用環境で cscstatusコマンドを実行します。-typeオプ
ションに「system」を指定して実行します。

cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」を
参照してください。

cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target request_service -operation start -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

242



5.　システム運用
5.2.14　Hitachi Web Serverの状態を確認する
Hitachi Web Serverの状態を参照する前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

Hitachi Web Serverの状態を参照するには，HCSC-Manager定義ファイルに Hitachi 
Web Serverが登録されている必要があります。詳細については，「5.2.1(1) 運用する前の
準備」の論理サーバの登録についての内容を参照してください。

（2） 参照方法

Hitachi Web Serverの状態を参照するには，運用環境で cscstatusコマンドを実行しま
す。-typeオプションに「system」を指定して実行します。

cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」を
参照してください。

cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。

5.2.15　Cosminexus Managerの状態を確認する
Cosminexus Managerには，Management Serverと運用管理エージェントの二つのプ
ロセスがあります。それぞれの状態を参照する方法について次に説明します。

（1） 参照方法

（a）Management Serverの参照方法

Management Serverの状態を参照するには，J2EEサーバ稼働マシンでmngsvrutilコ
マンドを実行します。

mngsvrutilコマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　コ
マンド編」を参照してください。

（b）運用管理エージェントの参照方法

運用管理エージェントの状態を参照するには，J2EEサーバ稼働マシンで
adminagentcheckコマンドを実行します。

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type system
 

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type system
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adminagentcheckコマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレン
ス　コマンド編」を参照してください。

5.2.16　HCSCサーバのセットアップ情報を確認する
HCSCサーバのセットアップ情報を参照する前提条件と参照方法について次に説明しま
す。

（1） 前提条件

HCSCサーバのセットアップ情報を参照するには，HCSCサーバが停止状態または起動
状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 参照方法

HCSCサーバのセットアップ情報を参照するには，運用環境で cscutilコマンドを実行し
ます。-targetオプションに serverを，また -operationオプションに get_setup_infoを
指定します。cscutilコマンドを実行すると，HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
内容が表示されます。

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバセットアップ定義ファイル」を参照してください。

また，cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を
参照してください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名およびHCSCサーバ名は，
cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマ
ンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation get_setup_info -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>"
 

244



5.　システム運用
5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する
HCSCサーバの情報は，画面とコマンドで参照できる情報が異なります。参照できる情
報の詳細については，「8.　運用環境で使用する画面」または「10.　コマンド」の該当す
る画面，コマンドの内容を参照してください。

HCSCサーバの情報を参照する前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

HCSCサーバの情報を参照するには，HCSCサーバが構築後である必要があります。

（2） 参照方法

HCSCサーバの情報を参照する方法を次に示します。

（a）画面の場合

ツリービュー上で，情報を参照するHCSCサーバをダブルクリックします。ダブルク
リックした HCSCサーバの情報は，エディタエリアに表示されます。エディタエリアの
基本情報ページおよび稼働運用ページを表示して，HCSCサーバの情報を確認できます。

HCSCサーバの基本情報ページおよび稼働運用ページの詳細については，「8.2　基本情
報ページ」および「8.4　稼働運用ページ」を参照してください。

なお，HCSCサーバの稼働状態については，ツリービューに表示されるアイコンで確認
することもできます。表示されるアイコンの詳細については，「8.1　画面構成」を参照
してください。

（b）コマンドの場合

HCSCサーバの情報を参照するには，cscstatusコマンド，csmlsstateコマンド，または
cscutilコマンドを実行します。

cscstatusコマンドおよび cscutilコマンドは運用環境から，csmlsstateコマンドは実行
環境から実行できます。各コマンドは，次の場合に使用します。

• cscstatusコマンド
HCSCサーバの動的情報（稼働状況）を参照する場合に使用します。

• csmlsstateコマンド
HCSCサーバの動的情報（稼働状況），および静的情報（HCSCサーバランタイム定
義ファイルで設定した定義情報）を参照する場合に使用します。
ユーザが設定した情報，または実際の動作に反映されている情報が定義情報として出

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation get_setup_info -propfile <プロパティ定義ファィル名>
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力されます。ユーザが設定した情報は，HCSCサーバの起動時，または標準受付もし
くはユーザ定義受付の開始時に実際の動作に反映されます。
次のどちらかの場合には，実際の動作に反映されていない定義情報が出力されます。
• HCSCサーバの起動中に定義情報を設定し，そのあと HCSCサーバを再起動しない
場合

• 標準受付またはユーザ定義受付の開始中に定義情報を設定し，そのあと標準受付ま
たはユーザ定義受付を再開始しない場合

• cscutilコマンド
HCSCサーバの静的情報（HCSCサーバセットアップ定義ファイル，または HCSC
サーバランタイム定義ファイルで設定した定義情報）を参照する場合に使用します。
実際の動作に反映されている情報が定義情報として出力されます。ユーザが設定した
情報は，HCSCサーバの起動時，または標準受付もしくはユーザ定義受付の開始時に
反映されます。
次のどちらかの場合には，前回 HCSCサーバを起動したとき，または標準受付もしく
はユーザ定義受付を開始したときに設定した情報が出力されます。
• HCSCサーバの起動中に定義情報を設定し，そのあと HCSCサーバを再起動しない
場合

• 標準受付またはユーザ定義受付の開始中に定義情報を設定し，そのあと標準受付ま
たはユーザ定義受付を再開始しない場合

　

cscstatusコマンドの場合
運用環境で cscstatusコマンドを実行します。
cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」
を参照してください。
cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。

すべての HCSCサーバの情報を参照する場合
オプションを指定しないで実行します。

特定の HCSCサーバの論理サーバの情報を参照する場合
-cscオプションと -typeオプションを指定して実行します。-typeオプションに
は「system」を指定します。

特定の HCSCサーバの標準受付，およびユーザ定義受付の情報を参照する場合
-cscオプションと -typeオプションを指定して実行します。-typeオプションに

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード>
 

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type system
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は「reception」を指定します。

特定の HCSCサーバの HCSCコンポーネントの情報を参照する場合
-cscオプションと -typeオプションを指定して実行します。-typeオプションに
は「compo」を指定します。

　

csmlsstateコマンドの場合
実行環境で csmlsstateコマンドを実行します。情報を参照する HCSCサーバの名称
を指定して実行します。
csmlsstateコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csmlsstate（HCSC
サーバの状態の表示）」を参照してください。
csmlsstateコマンドの実行形式を次に示します。

ユーザが設定した情報を参照する場合
情報を参照する HCSCサーバの名称と -dオプションを指定して実行します。-d
オプションには「prop」を指定します。

実際の動作に反映されている情報を参照する場合
情報を参照する HCSCサーバの名称と -dオプションを指定して実行します。-d
オプションには「runtime」を指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに serverを，また
-operationオプションに get_infoを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type reception
 

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type compo
 

 
csmlsstate <HCSCサーバ名> -d prop
 

 
csmlsstate <HCSCサーバ名> -d runtime
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て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名および HCSCサーバ名は，
cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　
コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

コマンド実行時の出力情報
コマンド実行時の出力情報と意味を次の表に示します。なお，次の表に示す出
力情報以外の出力情報はトラブルシューティング用の保守情報です。

表 5-1　HCSCサーバの情報を参照するコマンドの出力情報

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation get_info -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation get_info -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

出力される項目 出力される内容

server-status HCSCサーバの状態が出力されます。
• active（起動状態）
• inactive（停止状態）
• starting（起動処理中）
• stopping（停止処理中）

request-service-status 標準受付の状態が出力されます。なお，HCSCサーバが停止し
ている場合は，表示されません。
• active（開始状態）
• inactive（停止状態）
• starting（開始処理中）
• startfailed（開始失敗状態）
• stopping（停止処理中）
• stopfailed（停止失敗状態）
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5.2.18　HCSCサーバのリソース稼働情報を確認する
HCSCサーバのリソース稼働情報に関する情報は，画面とコマンドで参照できます。画
面とコマンドで参照できる情報は同じです。参照できる情報の詳細については，「8.　運
用環境で使用する画面」または「10.　コマンド」の該当する画面，コマンドの内容を参
照してください。

リソースの稼働情報を確認することで，リソースが正常な範囲内で使用されているかを
チェックできます。また，標準受付，ユーザ定義受付，およびHCSCコンポーネントを
停止する前に，これらを安全に停止できるかどうかをチェックできます。

稼働情報は，実行環境からデフォルト値では 60秒ごとに HCSCサーバに通知されます。
稼働情報が HCSCサーバに通知されると，画面およびコマンドで表示される情報が更新
されます。稼働情報がHCSCサーバに通知される間隔を変更したい場合は，次に示すマ
ニュアルを参照してください。

運用環境ポータルから変更する場合
マニュアル「Cosminexus　運用管理操作ガイド」の稼働情報監視の設定（J2EE
サーバ）に関する内容を参照してください。

Smart Composer機能を使って変更する場合
マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」の稼働情報ファイルの取得とイベ
ント発行の設定に関する内容を参照してください。

なお，リソース稼働情報は，統計情報として参照できます。リソース稼働情報の統計情
報の参照方法については，「付録 E　HCSCサーバのリソース稼働情報の統計情報」を参
照してください。

HCSCサーバのリソース稼働情報を確認する際の前提条件と参照方法について次に説明
します。

（1） 前提条件

HCSCサーバのリソース稼働情報を確認するには，HCSCサーバがセットアップ済みで
ある必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」

connect-service-status 連携受付の状態が出力されます。なお，HCSCサーバが停止し
ている場合は，表示されません。
• active（開始状態）
• inactive（停止状態）
• starting（開始処理中）
• startfailed（開始失敗状態）
• stopping（停止処理中）
• stopfailed（停止失敗状態）

出力される項目 出力される内容
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を参照してください。

（2） 参照方法

HCSCサーバのリソース稼働情報を確認する方法を次に示します。

（a）画面の場合

ツリービュー上で，リソース稼働情報を確認する HCSCサーバをダブルクリックしま
す。ダブルクリックした HCSCサーバの情報は，エディタエリアに表示されます。エ
ディタエリアで［稼働確認］タブを選択します。HCSCサーバのリソース稼働情報に関
する情報が表示されます。

HCSCサーバの稼働確認ページの詳細については，「8.5　稼働確認ページ」を参照して
ください。

（b）コマンドの場合

HCSCサーバのリソース稼働情報を確認するには，運用環境で cscresinfoコマンドを実
行します。

cscresinfoコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscresinfo（リソース稼働
情報の表示）」を参照してください。

5.2.19　連携情報を確認する
連携に関する情報は，画面とコマンドで参照できる情報が異なります。参照できる情報
の詳細については，「8.　運用環境で使用する画面」または「10.　コマンド」の該当する
画面，コマンドの内容を参照してください。

連携情報の参照の前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携情報を参照するには，連携元 HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 参照方法

連携情報を参照する方法を次に示します。

（a）画面の場合

ツリービュー上で，連携元の HCSCサーバをダブルクリックします。ダブルクリックし
た HCSCサーバの情報は，エディタエリアに表示されます。エディタエリアの基本情報
ページでは，連携先の HCSCサーバ名が参照できます。また，エディタエリアの稼働運
用ページの［サーバ間連携］タブを表示すると，連携の状態を参照できます。
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HCSCサーバの基本情報ページおよび稼働運用ページの詳細については，「8.2　基本情
報ページ」および「8.4　稼働運用ページ」を参照してください。

（b）コマンドの場合

連携の情報を参照するには，運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプ
ションに connectを，また -operationオプションに get_infoを指定します。

cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照し
てください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに連携元HCSCサーバ名および連携先クラスタ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，連携元 HCSCサーバ名およ
び連携先クラスタ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照して
ください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

5.2.20　サービスアダプタの情報を確認する
サービスアダプタに関する情報は，画面とコマンドで参照できる情報が異なります。参
照できる情報の詳細については，「8.　運用環境で使用する画面」または「10.　コマン
ド」の該当する画面，コマンドの内容を参照してください。

サービスアダプタの情報を参照するための前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービスアダプタの情報を参照するには，HCSCサーバが起動状態である必要がありま
す。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation get_info -props "CSCSrvName=<連携元HCSCサーバ名>, 
ConnectClusterName=<連携先クラスタ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation get_info -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 参照方法

サービスアダプタの情報を参照する方法を次に示します。

（a）画面の場合

ツリービュー上で，サービスアダプタをダブルクリックします。ダブルクリックした
サービスアダプタの情報は，エディタエリアに表示されます。エディタエリアの稼働運
用ページで，サービスアダプタの情報が参照できます。

サービスアダプタの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照
してください。

なお，サービスアダプタの稼働状態については，ツリービューに表示されるアイコンで
確認することもできます。表示されるアイコンの詳細については，「8.1　画面構成」を
参照してください。

（b）コマンドの場合

サービスアダプタの情報を参照するには，cscstatusコマンド，csmlslocationコマンド，
または cscutilコマンドを実行します。

cscstatusコマンドおよび cscutilコマンドは運用環境から，csmlslocationコマンドは実
行環境から実行できます。各コマンドは，次の場合に使用します。

• cscstatusコマンド
サービスアダプタの動的情報（稼働状況），サービスアダプタのサービス ID，および
更新時間を参照する場合に使用します。

• csmlslocationコマンド
サービスアダプタの動的情報（稼働状況），および静的情報（定義情報）を参照する場
合に使用します。

• cscutilコマンド
サービスアダプタの静的情報（定義情報）を参照する場合に使用します。

　

cscstatusコマンドの場合
運用環境で cscstatusコマンドを実行します。-cscオプションと -typeオプションを
指定して実行します。-typeオプションには「compo」を指定します。
cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」
を参照してください。
cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。
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csmlslocationコマンドの場合
実行環境で csmlslocationコマンドを実行します。情報を参照するサービスアダプタ
が配備されているHCSCサーバの名称と，-kオプションに adpを指定して実行しま
す。
csmlslocationコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csmlslocation
（サービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報の表示）」を参照してください。
csmlslocationコマンドの実行形式を次に示します。

なお，-kオプションの代わりに -allオプションを指定すると，HCSCサーバに登録
されているすべてのHCSCコンポーネント（およびサービスグループ）の情報を参
照できます。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また
-operationオプションに get_adapter_infoを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名およびサービスアダプタのサービス IDを
指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
サービスアダプタのサービス IDは，cscreplsコマンドで確認できます。
cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジト
リ情報の表示）」を参照してください。

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type compo
 

 
csmlslocation <HCSCサーバ名> -k adp
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation get_adapter_info -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
AdapterName=<サービスアダプタのサービスID>"
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プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

！！！！ 注意事項
 

• 配備されていないサービスアダプタの情報を取得した場合，nullという文字列が表示され
ます。

• サービスアダプタのサービス IDを指定しないで cscutilコマンドを実行すると，HCSC
サーバが管理しているすべてのサービスアダプタの情報が出力されます。

コマンド実行時の出力情報
コマンド実行時の出力情報と意味を次の表に示します。なお，次の表に示す出
力情報以外の出力情報はトラブルシューティング用の保守情報です。

表 5-2　サービスアダプタの情報を参照するコマンドの出力情報

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation get_adapter_info -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

出力される項目 出力される内容

serviceName.<通番 > サービス部品名が出力されます。

adapterName.<通番 > アダプタ識別名が出力されます。

cscServerName.<通番 > HCSCサーバ名が出力されます。

ownerClusterName.<通番 > クラスタ名が出力されます。

serviceKind.<通番 > HCSCコンポーネントの種別が出力されます。
サービスアダプタの場合「ServiceAdapter」が出力されます。

serviceProtocolKind.<通番 > サービス部品のプロトコルが出力されます。
• WebService（同期サービス（Webサービス）呼び出し）
• SessionBean（同期サービス（SessionBean）呼び出し）
• MDB_WSR（非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し）
• MDB_DBQ（非同期サービス（MDB（DBキュー））呼び出
し）

• Custom（カスタムアダプタ）

serviceStatus.<通番 > サービスアダプタの状態が出力されます。
• active（開始状態）
• inactive（停止状態）
• starting（開始処理中）
• startfailed（開始失敗）
• stopping（停止処理中）
• stopfailed（停止失敗）
• deleting（削除処理中）
• null（未配備状態）

entryTime.<通番 > サービスアダプタを配備した時刻が出力されます。
254



5.　システム運用
注※　サービスアダプタの種別がMDB（WS-R）またはMDB（DBキュー）の場合にだけ出力され
ます。

5.2.21　ビジネスプロセスの情報を確認する
ビジネスプロセスに関する情報は，画面とコマンドで参照できる情報が異なります。参
照できる情報の詳細については，「8.　運用環境で使用する画面」または「10.　コマン
ド」の該当する画面，コマンドの内容を参照してください。

ビジネスプロセスの情報を参照するための前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ビジネスプロセスの情報を参照するには，HCSCサーバが起動状態である必要がありま
す。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 参照方法

ビジネスプロセスの情報を参照する方法を次に示します。

（a）画面の場合

ツリービュー上で，ビジネスプロセスをダブルクリックします。ダブルクリックしたビ
ジネスプロセスの情報は，エディタエリアに表示されます。エディタエリアの稼働運用
ページで，ビジネスプロセスの情報が参照できます。

ビジネスプロセスの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照
してください。

なお，ビジネスプロセスの稼働状態については，ツリービューに表示されるアイコンで
確認することもできます。表示されるアイコンの詳細については，「8.1　画面構成」を
参照してください。

（b）コマンドの場合

ビジネスプロセスの情報を参照するには，cscstatusコマンド，csmlslocationコマンド，
または cscutilコマンドを実行します。

adapterQueueName.<通番 >※ キュー名称が表示されます。

modifiedTime.<通番 > サービスアダプタが更新された時刻（1970年 1月 1日
00:00:00からの通算ミリ秒）が出力されます。 

lcVersion.<通番 > ロケーションのバージョン番号が出力されます。

lcRevision.<通番 > ロケーションのリビジョン番号が出力されます。

出力される項目 出力される内容
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cscstatusコマンドおよび cscutilコマンドは運用環境から，csmlslocationコマンドは実
行環境から実行できます。各コマンドは，次の場合に使用します。

• cscstatusコマンド
ビジネスプロセスの動的情報（稼働状況），ビジネスプロセスのサービス ID，および
更新時間を参照する場合に使用します。

• csmlslocationコマンド
ビジネスプロセスの動的情報（稼働状況），および静的情報（定義情報）を参照する場
合に使用します。

• cscutilコマンド
ビジネスプロセスの静的情報（定義情報）を参照する場合に使用します。

　

cscstatusコマンドの場合
運用環境で cscstatusコマンドを実行します。-cscオプションと -typeオプションを
指定して実行します。-typeオプションには「compo」を指定します。
cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」
を参照してください。
cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。

　

csmlslocationコマンドの場合
実行環境で csmlslocationコマンドを実行します。情報を参照するビジネスプロセス
が配備されている HCSCサーバの名称と，-kオプションに bpを指定して実行しま
す。
csmlslocationコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csmlslocation
（サービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報の表示）」を参照してください。
csmlslocationコマンドの実行形式を次に示します。

なお，-kオプションの代わりに -allオプションを指定すると，HCSCサーバに登録
されているすべての HCSCコンポーネント（およびサービスグループ）の情報を参
照できます。

　

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type compo
 

 
csmlslocation <HCSCサーバ名> -k bp
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cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また
-operationオプションに get_bp_infoを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名およびビジネスプロセスのサービス IDを
指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
ビジネスプロセスのサービス IDは，cscreplsコマンドで確認できます。
cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジト
リ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

！！！！ 注意事項
 

• 配備されていないビジネスプロセスの情報を取得した場合，nullという文字列が表示され
ます。

• ビジネスプロセスのサービス IDを指定しないで cscutilコマンドを実行すると，HCSC
サーバが管理しているすべてのビジネスプロセスの情報が出力されます。

コマンド実行時の出力情報
コマンド実行時の出力情報と意味を次の表に示します。なお，次の表に示す出
力情報以外の出力情報はトラブルシューティング用の保守情報です。

表 5-3　ビジネスプロセスの情報を参照するコマンドの出力情報

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation get_bp_info -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
AdapterName=<ビジネスプロセスのサービスID>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation get_bp_info -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

出力される項目 出力される内容

serviceName.<通番 > サービス部品名が出力されます。
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5.2.22　ユーザ定義受付の情報を確認する
ユーザ定義受付の情報を参照する前提条件と参照方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付の情報を参照するには，HCSCサーバが起動状態である必要があります。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 参照方法

ユーザ定義受付の情報を参照するには，cscstatusコマンド，csmlsreceptionコマンド，
または cscutilコマンドを実行します。

cscstatusコマンドおよび cscutilコマンドは運用環境から，csmlsreceptionコマンドは
実行環境から実行できます。各コマンドは，次の場合に使用します。

• cscstatusコマンド
ユーザ定義受付の動的情報（稼働状況），ユーザ定義受付の受付 ID，および更新時間
を参照する場合に使用します。

• csmlsreceptionコマンド
ユーザ定義受付の動的情報（稼働状況），および静的情報（ユーザ定義受付ランタイム

adapterName.<通番 > ビジネスプロセスのサービス IDが出力されます。

cscServerName.<通番 > HCSCサーバ名が出力されます。

ownerClusterName.<通番 > クラスタ名が出力されます。

serviceKind.<通番 > HCSCコンポーネントの種別が出力されます。
ビジネスプロセスの場合「BusinessProcess」が出力されます。

serviceStatus.<通番 > ビジネスプロセスの状態が出力されます。
• active（開始状態）
• inactive（停止状態）
• starting（開始処理中）
• startfailed（開始失敗）
• stopping（停止処理中）
• stopfailed（停止失敗）
• deleting（削除処理中）
• null（未配備状態）

modifiedTime.<通番 > ビジネスプロセス更新された時刻（1970年 1月 1日 00:00:00
からの通算ミリ秒）が出力されます。

entryTime.<通番 > ビジネスプロセスを配備した時刻が出力されます。

lcVersion.<通番 > ロケーションのバージョン番号が出力されます。

lcRevision.<通番 > ロケーションのリビジョン番号が出力されます。

出力される項目 出力される内容
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定義ファイルで設定した定義情報）を参照する場合に使用します。
ユーザが設定した情報，および実際の動作に反映されている情報が定義情報として出
力されます。ユーザが設定した情報は，HCSCサーバの起動時，または標準受付もし
くはユーザ定義受付の開始時に実際の動作に反映されます。
次のどちらかの場合には，実際の動作に反映されていない定義情報が出力されます。
• HCSCサーバの起動中に定義情報を設定し，そのあと HCSCサーバを再起動しない
場合

• 標準受付またはユーザ定義受付の開始中に定義情報を設定し，そのあと標準受付ま
たはユーザ定義受付を再開始しない場合

• cscutilコマンド
ユーザ定義受付の静的情報（ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルで設定した定義
情報）を参照する場合に使用します。
実際の動作に反映されている情報が定義情報として出力されます。ユーザが設定した
情報は，HCSCサーバの起動時，または標準受付もしくはユーザ定義受付の開始時に
反映されます。
次のどちらかの場合には，前回HCSCサーバを起動したとき，または標準受付もしく
はユーザ定義受付を開始したときに設定した情報が出力されます。
• HCSCサーバの起動中に定義情報を設定し，そのあと HCSCサーバを再起動しない
場合

• 標準受付またはユーザ定義受付の開始中に定義情報を設定し，そのあと標準受付ま
たはユーザ定義受付を再開始しない場合

　

cscstatusコマンドの場合
運用環境で cscstatusコマンドを実行します。-cscオプションと -typeオプションを
指定して実行します。-typeオプションには「compo」を指定します。
cscstatusコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscstatus（状態表示）」
を参照してください。
cscstatusコマンドの実行形式を次に示します。

　

csmlsreceptionコマンドの場合
実行環境で csmlsreceptionコマンドを実行します。
csmlsreceptionコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csmlsreception
（ユーザ定義受付の情報の表示）」を参照してください。
csmlsreceptionコマンドの実行形式を次に示します。

 
cscstatus -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-type compo
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すべてのユーザ定義受付の情報を参照する場合
-cscオプションと -allオプションを指定して実行します。

特定のユーザ定義受付の情報を参照する場合
-cscオプションと -iオプションを指定して実行します。-iオプションにはユー
ザ定義受付の受付 IDを指定します。

ユーザ定義受付に関連するサービス（ビジネスプロセス）の情報を参照する場合
-cscオプションと -sオプションを指定して実行します。-sオプションには関連
するサービス名（ビジネスプロセスのサービス名）を指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compo_urecpを，
また -operationオプションに get_infoを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名および HCSCサーバ名は，
cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　
コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

 
csmlsreception -csc <HCSCサーバ名> -all
 

 
csmlsreception -csc <HCSCサーバ名> -i <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
csmlsreception -csc <HCSCサーバ名> -s <関連するサービス名>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation get_info -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>"
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！！！！ 注意事項
 

• 配備されていないユーザ定義受付の情報を取得した場合，nullという文字列が表示されま
す。

• ユーザ定義受付の受付 IDを指定しないで cscutilコマンドを実行すると，HCSCサーバ
が管理しているすべてのユーザ定義受付の情報が出力されます。

コマンド実行時の出力情報
コマンド実行時の出力情報と意味を次の表に示します。なお，次の表に示す出
力情報以外の出力情報はトラブルシューティング用の保守情報です。

表 5-4　ユーザ定義受付の情報を参照するコマンドの出力情報

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation get_info -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

出力される項目 出力される内容

receptionName.<通番 > ユーザ定義受付の受付名が出力され
ます。

receptionID.<通番 > ユーザ定義受付の受付 IDが出力さ
れます。

cscServerName.<通番 > HCSCサーバ名が出力されます。

ownerClusterName.<通番 > クラスタ名が出力されます。

serviceName.<通番 > ユーザ定義受付に関連するサービス
名が出力されます。

receptionKind.<通番 > ユーザ定義受付を利用している受付
（HCSCコンポーネント）の種類が
出力されます。
• bp（ビジネスプロセス）

receptionProtocolKind.<通番 > ユーザ定義受付のプロトコルが出力
されます。
• WebService（同期サービス
（Webサービス）呼び出し）

receptionStatus.<通番 > ユーザ定義受付の状態が出力されま
す。
• active（開始状態）
• inactive（停止状態）
• starting（開始処理中）
• startfailed（開始失敗）
• stopping（停止処理中）
• stopfailed（停止失敗）
• deleting（削除処理中）
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5.2.23　HCSCサーバの定義を変更する
HCSCサーバの定義情報を変更する場合，HCSCサーバの定義情報を設定する場合と同
じ方法で行います。HCSCサーバの定義情報を設定する方法の詳細については，「3.1.4
　HCSCサーバの定義情報を設定する」を参照してください。

5.2.24　ユーザ定義受付の定義情報を変更する
ユーザ定義受付の定義情報を変更する前提条件と変更方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付の定義情報を変更するには，HCSCサーバが起動状態である必要があり

entryTime.<通番 > ユーザ定義受付が定義された時刻が
YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSS形式
で出力されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

modifiedTime.<通番 > ユーザ定義受付が更新された時刻
（1970年 1月 1日 00:00:00からの
通算ミリ秒）が出力されます。

lcVersion.<通番 > ロケーションバージョン番号が出力
されます。

lcRevision.<通番 > ロケーションリビジョン番号が出力
されます。

runtime.user-defined-reception-soap.threads.maximum.<通番
>

ユーザ定義受付の最大同時実行数が
出力されます。ユーザ定義受付ラン
タイム定義ファイルで最大同時実行
数を設定していない場合は，デフォ
ルト値（10）が出力されます。

runtime.user-defined-reception-soap.exclusive.threads.<通番 > ユーザ定義受付の占有スレッド数が
出力されます。ユーザ定義受付ラン
タイム定義ファイルで占有スレッド
数を設定していない場合は，デフォ
ルト値（0）が出力されます。

runtime.user-defined-reception-soap.queue-size.<通番 > ユーザ定義受付の実行待ちキューサ
イズが出力されます。ユーザ定義受
付ランタイム定義ファイルで実行待
ちキューサイズを設定していない場
合は，デフォルト値（8192）が出
力されます。

出力される項目 出力される内容
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ます。

HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認する」
を参照してください。

（2） 変更方法

ユーザ定義受付の定義情報を変更する手順を次に示します。

1. ユーザ定義受付の定義情報を確認します。
運用環境から確認する場合は cscutilコマンドを，実行環境から確認する場合は
csmlsreceptionコマンドを実行します。
ユーザ定義受付の定義情報の確認方法については，「3.1.13　ユーザ定義受付の定義情
報を確認する」を参照してください。

2. ユーザ定義受付を停止します。
ユーザ定義受付の停止方法については，「5.2.32　ユーザ定義受付を停止する」を参照
してください。

3. ユーザ定義受付の定義情報を取得します。
csccompoconfigコマンドの -operationオプションに getを指定して，ユーザ定義受
付の定義情報を取得します。
csccompoconfigコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompoconfig
（HCSCコンポーネントの定義）」を参照してください。

4. 取得したユーザ定義受付の定義情報を変更します。
ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルのパラメタの値を変更し，ユーザ定義受付の
定義情報を変更します。
ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照してください。

5. ユーザ定義受付の定義情報を設定します。
ユーザ定義受付の定義情報の設定方法については，「3.1.12　ユーザ定義受付の定義情
報を設定する」を参照してください。

6. ユーザ定義受付の定義情報を確認します。
ユーザ定義受付の定義情報の確認方法については，「3.1.13　ユーザ定義受付の定義情
報を確認する」を参照してください。

7. ユーザ定義受付を開始します。
ユーザ定義受付の開始方法については，「5.2.8　ユーザ定義受付を開始する」を参照
してください。

8. ユーザ定義受付の情報を確認します。
運用環境から確認する場合は cscutilコマンドを，実行環境から確認する場合は
csmlsreceptionコマンドを実行します。
ユーザ定義受付の定義情報の確認方法については，「3.1.13　ユーザ定義受付の定義情
報を確認する」を参照してください。
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5.2.25　HCSCコンポーネントの構成を変更する
開発環境で HCSCコンポーネントの定義を変更した場合，リポジトリを利用して変更し
た定義を運用環境に受け渡します。運用環境では，開発環境で変更した定義情報に従っ
て，HCSCコンポーネントの構成を変更します。

HCSCコンポーネントの構成を変更する前提条件と変更方法について次に説明します。

（1） 前提条件

HCSCコンポーネントの構成を変更するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• Management Serverが起動状態であること
Management Serverの状態の確認方法については，「5.2.15　Cosminexus Manager
の状態を確認する」を参照してください。

• 運用管理エージェントが起動状態であること
運用管理エージェントの状態の確認方法については，「5.2.15　Cosminexus Manager
の状態を確認する」を参照してください。

• データベースが起動状態であること
データベースの状態の確認方法については，「5.2.12　データベースの状態を確認す
る」を参照してください。

（2） 変更方法

HCSCコンポーネントの構成を変更する手順を次に示します。

1. リポジトリ情報の差分を確認します。
リポジトリ情報の差分の確認方法については，「4.5　リポジトリの差分情報の参照」
を参照してください。

2. HCSCコンポーネントを停止します。
csccompostopコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されている HCSCコンポーネントを一括して停止します。
HCSCコンポーネントの停止方法については，「5.2.32　ユーザ定義受付を停止す
る」，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」，および「5.2.34　ビジネスプロセスを
停止する」を参照してください。

3. HCSCコンポーネントを削除します。
csccompoundeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべて
の HCSCサーバに配備されている HCSCコンポーネントを一括して削除します。
HCSCコンポーネントの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除す
る」，「3.2.2　ビジネスプロセスを削除する」，および「3.2.3　ユーザ定義受付を削除
する」を参照してください。
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4. リポジトリをインポートします。
リポジトリのインポート方法については，「4.3　リポジトリのインポート」を参照し
てください。

5. HCSCコンポーネントを配備します。
csccompodeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに，配備されていないHCSCコンポーネントを一括して配備します。
HCSCコンポーネントの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備す
る」，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」，および「3.1.11　ユーザ定義受付を配
備する」を参照してください。

6. HCSCコンポーネントを開始します。
csccompostartコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されているHCSCコンポーネントを一括して開始します。
HCSCコンポーネントの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始す
る」，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」，および「5.2.8　ユーザ定義受付を開始
する」を参照してください。

5.2.26　サービス部品の接続先を変更する
運用環境では，サービスアダプタの接続先情報を変更できます。

サービス部品の接続先を変更する前提条件と変更方法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービス部品の接続先を変更するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

（2） 変更方法

サービス部品の接続先を変更する手順を次に示します。

1. サービスアダプタを停止します。
csccompostopコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して停止します。
サービスアダプタの停止方法については，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」を
参照してください。

2. サービスアダプタを削除します。
csccompoundeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべて
の HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して削除します。
サービスアダプタの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除する」を
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参照してください。

3. サービス情報を取得および更新し，サービスの接続先を変更します。
サービス情報の取得および更新方法については，「3.1.7　サービス情報を変更する」
を参照してください。
なお，サービス部品の接続先を変更する場合，サービス情報の更新で，サービス情報
変更定義ファイルの次のパラメタの値を変更してください。サービス情報変更定義
ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「サービス情報変更定義ファイ
ル」を参照してください。

Webサービス用サービスアダプタの場合

SessionBean用サービスアダプタの場合

MDB（WS-R）用サービスアダプタの場合

MDB（DBキュー）用サービスアダプタの場合

4. サービスアダプタを配備します。
csccompodeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに，サービスアダプタを一括して配備します。
サービスアダプタの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を
参照してください。

5. サービスアダプタを開始します。
csccompostartコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して開始します。
サービスアダプタの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始する」を
参照してください。

 
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.url=サービス部品の呼び出しに使用するURL
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.url=サービス部品の呼び出しに使用するURL
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.lookupName=ルックアップ名
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.url=サービスアダプタのメッセージ送信先URL
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.queue_name=サービス部品に関連づけられているキュー名
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_DBQ.queue_name=サービス部品に関連づけられているキュー名
 

266



5.　システム運用
5.2.27　流量制御値を変更する
運用環境では，標準受付（同期受付（Webサービス））およびユーザ定義受付の流量制御
値を変更できます。

標準受付（同期受付（Webサービス））およびユーザ定義受付の流量制御値を変更する前
提条件と変更方法について次に説明します。

（1） 前提条件

標準受付（同期受付（Webサービス））およびユーザ定義受付の流量制御値を変更するに
は，次の条件を満たす必要があります。

• Management Serverが起動状態であること
Management Serverの状態の確認方法については，「5.2.15　Cosminexus Manager
の状態を確認する」を参照してください。

• 運用管理エージェントが起動状態であること
運用管理エージェントの状態の確認方法については，「5.2.15　Cosminexus Manager
の状態を確認する」を参照してください。

（2） 変更方法

標準受付（同期受付（Webサービス））およびユーザ定義受付の流量制御値を変更する手
順を次に示します。

（a）標準受付（同期受付（Webサービス））の流量制御値を変更する場合

標準受付（同期受付（Webサービス））の流量制御値を変更する手順を次に示します。

1. HCSCサーバランタイム定義ファイルを更新し，流量制御値を変更します。
流量制御値を変更する場合，HCSCサーバランタイム定義ファイルの次のプロパティ
の値を変更してください。HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，
「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してくださ
い。

2. HCSCサーバランタイム定義ファイルを設定します。
HCSCサーバランタイム定義ファイルの設定方法については，「3.1.4　HCSCサーバ
の定義情報を設定する」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

設定した情報は，標準受付の開始時に反映されます。

 
request-soap.instance.maximum=同期受付（Webサービス）最大同時実行数
request-soap.exclusive.threads=同期受付（Webサービス）占有スレッド数
request-soap.queue-size=同期受付（Webサービス）実行待ちキューのサイズ
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（b）ユーザ定義受付の流量制御値を変更する場合

ユーザ定義受付の流量制御値の変更は，ユーザ定義受付の定義情報の変更と同じです。
ユーザ定義受付の定義情報の変更方法については，「5.2.24　ユーザ定義受付の定義情報
を変更する」を参照してください。

なお，流量制御値を変更する場合，ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの次のパラ
メタの値を変更してください。ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルの詳細について
は，「9.　定義ファイル」の「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照してくだ
さい。

！！！！ 注意事項
 

設定した情報は，ユーザ定義受付の開始時に反映されます。

5.2.28　サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更
する

運用環境では，Webサービス用のサービスアダプタ，および SessionBean用のサービス
アダプタのサービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更できます。

Webサービス用のサービスアダプタ，および SessionBean用のサービスアダプタのサー
ビス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更する前提条件と変更方法について次に説
明します。

（1） 前提条件

Webサービス用のサービスアダプタ，および SessionBean用のサービスアダプタのサー
ビス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更するには，次の条件を満たす必要があり
ます。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

（2） 変更方法

Webサービス用のサービスアダプタ，および SessionBean用のサービスアダプタのサー
ビス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更する手順を次に示します。

1. サービスアダプタを停止します。

 
user-defined-reception-soap.threads.maximum=最大同時実行数
user-defined-reception-soap.exclusive.threads=占有スレッド数
user-defined-reception-soap.queue-size=実行待ちキューサイズ
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csccompostopコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して停止します。
サービスアダプタの停止方法については，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」を
参照してください。

2. サービスアダプタを削除します。
csccompoundeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべて
の HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して削除します。
サービスアダプタの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除する」を
参照してください。

3. サービス情報を取得および更新し，サービス呼び出しの通信タイムアウト値を変更し
ます。
サービス情報の取得および更新方法については，「3.1.7　サービス情報を変更する」
を参照してください。
なお，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト値を変更する場合，サービス情報の
更新で，サービス情報変更定義ファイルの次のパラメタの値を変更してください。
サービス情報変更定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「サービス
情報変更定義ファイル」を参照してください。

Webサービス用サービスアダプタの場合

SessionBean用サービスアダプタの場合

4. サービスアダプタを配備します。
csccompodeployコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに，サービスアダプタを一括して配備します。
サービスアダプタの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を
参照してください。

5. サービスアダプタを開始します。
csccompostartコマンドに -clusterオプションを指定して，クラスタ内のすべての
HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して開始します。
サービスアダプタの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始する」を
参照してください。

 
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.c4web.application.socket_read_timeout=読み込
みタイムアウト値
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.c4web.application.socket_connect_timeout=接
続タイムアウト値
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.c4web.application.socket_write_timeout=書き込
みタイムアウト値
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.c4web.application.ejb_j2ee_timeout=呼び出し
タイムアウト値
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5.2.29　標準受付を停止する
標準受付の停止方法には，通常停止，計画停止および強制停止があります。

通常停止

同期受付の場合
仕掛かり中の実行要求を処理したあと，標準受付を停止します。

非同期受付の場合
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けない状態にして，仕掛かり中の
実行要求を処理したあとに，標準受付を停止します。キュー内には，受け付け
た実行要求が処理されないで残ります。
通常停止したあと，標準受付を再度開始すると，キュー内に残っていた実行要
求から処理が開始されます。
通常停止したあとに HCSCサーバをアンセットアップした場合，キュー内に
残っている実行要求は破棄されます。

計画停止
標準受付を停止したあとに HCSCサーバをアンセットアップする場合に利用する停
止方法です。計画停止を実行すると，次のように標準受付が停止されます。

同期受付の場合
仕掛かり中の実行要求を処理したあと，標準受付を停止します。

非同期受付の場合
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けない状態にして，キュー内に
残っている実行要求をすべて処理したあとに，標準受付を停止します。

強制停止
コマンドでだけ実行できます。ほかのコマンドの実行中や標準受付の停止失敗中で
も強制的に停止できます。

標準受付の停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

標準受付を停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
• 標準受付が開始状態であること

HCSCサーバおよび標準受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情
報を確認する」を参照してください。

（2） 停止方法

標準受付を停止する方法を次に示します。
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！！！！ 注意事項
 

標準受付が停止できなかった場合，エラーになった原因を取り除いたあと，標準受付を強制
停止してください。標準受付を停止状態にしたあとで，再度標準受付を開始して運用を再開
してください。標準受付を開始する方法については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照
してください。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して標準受付を停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，標準受付を停止する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示
されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「標準受付」の［通常停止］ボタンまた
は［計画停止］ボタンをクリックします。
標準受付の停止を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
標準受付の停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビューに出力さ
れます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
標準受付の停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，標準受付の稼働状態が「停止状態」になります。また，
［通常停止］ボタンおよび［計画停止］ボタンが非活性化し，［開始］ボタンが活
性化します。

停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

標準受付を停止するには，運用環境で cscrcptnstopコマンドまたは cscutilコマンドを実
行します。

cscrcptnstopコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。
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• cscrcptnstopコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，標準受付を停止する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）で標準受付を停止する場合。

cscrcptnstopコマンドの場合
運用環境で cscrcptnstopコマンドを実行します。
cscrcptnstopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrcptnstop（標準
受付およびユーザ定義受付の停止）」を参照してください。
cscrcptnstopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバの標準受付を一括して停止する場合（クラスタ
単位）

クラスタ名を指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバの標準受付
が一括して停止されます（停止されていないユーザ定義受付も同時にすべて停
止されます）。

ユーザ定義受付を停止しないで標準受付だけを停止する場合は，-standardオプ
ションを指定します。

HCSCサーバの標準受付を一括して停止する場合（HCSCサーバ単位）
HCSCサーバ名を指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバの標準受付が停止されます（停止され
ていないユーザ定義受付も同時にすべて停止されます）。

ユーザ定義受付を停止しないで標準受付だけを停止する場合は，-standardオプ
ションを指定します。

　

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名>
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -standard
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-standard
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cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに request_service
を，また -operationオプションに stopを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名，J2EEサーバ名および停止フラグを指定
します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。
また，停止フラグには，通常停止，計画停止または強制停止のどれを実行する
か指定します。停止フラグには，次のどれかを指定してください。
• 通常停止：NORMAL_OPTION
• 計画停止：WAIT_OPTION
• 強制停止：FORCE_OPTION

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.30　連携を停止する
連携の停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携を停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
• 連携受付が開始状態であること

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target request_service -operation stop -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>, ForceFlag=<停止フラグ>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target request_service -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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• 連携が開始状態であること

HCSCサーバおよび連携受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情
報を確認する」を参照してください。

連携の状態の確認方法については，「5.2.19　連携情報を確認する」を参照してください。

（2） 停止方法

連携を停止する方法を次に示します。

！！！！ 注意事項
 

連携を停止する場合，連携対象の一方から停止処理を実施すると双方向の連携が停止されま
す。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して連携を停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，連携を停止する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの連携に関する情報が表示され
ます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページ内の［サーバ間連携］タブを選択します。

4. 連携表示テーブルから停止するサーバ間連携を選択し，「サーバ間連携」の［停止］
ボタンをクリックします。
連携の停止を確認するダイアログが表示されます。

5. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
連携の停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビューに出力されま
す。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
連携の停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

6. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，連携の状態が「連携開始状態」になります。また，［停止］
ボタンが非活性化し，［開始］ボタンが活性化します。
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停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

連携を停止するには，運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに
connectを，また -operationオプションに stopを指定します。

cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照し
てください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに連携元HCSCサーバ名および連携先クラスタ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，連携元 HCSCサーバ名およ
び連携先クラスタ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照して
ください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義
ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

5.2.31　連携受付を停止する
連携受付の停止方法には，通常停止と計画停止があります。

通常停止

同期受付の場合
仕掛かり中の実行要求を処理したあと，連携受付を停止します。

非同期受付の場合
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けない状態にして，仕掛かり中の
実行要求を処理したあとに，連携受付を停止します。キュー内には，受け付け

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation stop -props "CSCSrvName=<連携元HCSCサーバ名>, 
ConnectClusterName=<連携先クラスタ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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た実行要求が処理されないで残ります。
通常停止したあと，連携受付を再度開始すると，キュー内に残っていた実行要
求から処理が開始されます。
通常停止したあとに HCSCサーバをアンセットアップした場合，キュー内に
残っている実行要求は破棄されます。

計画停止
連携受付を停止したあとに HCSCサーバをアンセットアップする場合に利用する停
止方法です。計画停止を実行すると，次のように連携受付が停止されます。

同期受付の場合
仕掛かり中の実行要求を処理したあと，連携受付を停止します。

非同期受付の場合
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けない状態にして，キュー内に
残っている実行要求をすべて処理したあとに，連携受付を停止します。

連携受付の停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

連携受付を停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
• 連携受付が開始状態であること

HCSCサーバおよび連携受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情
報を確認する」を参照してください。

（2） 停止方法

連携受付を停止する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して連携受付を停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，連携受付を停止する HCSCサーバをダブルクリックします。
ダブルクリックした HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで稼働運用ページの［HCSCサーバ］タブを選択します。
手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「連携受付」の［通常停止］ボタンまた
は［計画停止］ボタンをクリックします。
連携受付の停止を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
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連携受付の停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビューに出力さ
れます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
連携受付の停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，連携受付の稼働状態が「停止状態」になります。また，
［通常停止］ボタンおよび［計画停止］ボタンが非活性化し，［開始］ボタンが活
性化します。

停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

連携受付を停止するには，運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプショ
ンに connect_serviceを，また -operationオプションに stopを指定します。

cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参照し
てください。

cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによって異
なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションにHCSCサーバ名および停止フラグを指定します。停止フラグに
は，通常停止と計画停止のどちらを実行するか指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名および HCSCサーバ名は，
cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマ
ンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。
また，停止フラグには，通常停止またはオプション監視停止のどちらを実行するか
指定します。停止フラグには，次のどちらかを指定してください。
• 通常停止：NORMAL_OPTION
• オプション監視停止：WAIT_OPTION

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定義

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect_service -operation stop -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
OptionFlag=<停止フラグ>"
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ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要があり
ます。

5.2.32　ユーザ定義受付を停止する
ユーザ定義受付の停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ユーザ定義受付を停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• ユーザ定義受付が開始状態であること
ユーザ定義受付の確認方法については，「5.2.22　ユーザ定義受付の情報を確認する」
を参照してください。

（2） 停止方法

ユーザ定義受付を停止するには，運用環境で cscrcptnstopコマンド，csccompostopコマ
ンド，または cscutilコマンドを実行します。

cscrcptnstopコマンド，csccompostopコマンド，および cscutilコマンドは，次の場合
に使用します。

• cscrcptnstopコマンド
• ユーザ定義受付および標準受付を一括して停止する場合に使用します。
• HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して停止する場合に使用しま
す。

• クラスタ単位で一括して停止することもできます。なお，特定のユーザ定義受付だ
けを停止することはできません。

• 該当するリポジトリが存在する運用環境で，ユーザ定義受付を停止する場合に使用
します。

• csccompostopコマンド
• サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付を一括して停止する
場合に使用します。

• ユーザ定義受付だけを一括で停止することはできません。
• HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を停止する場合に使用しま
す。

• クラスタ単位で特定のユーザ定義受付を停止することもできます。
• 該当するリポジトリが存在する運用環境で，ユーザ定義受付を停止する場合に使用

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target connect_service -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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します。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でユーザ定義受付を停止する場合に使用します。

　

cscrcptnstopコマンドの場合
運用環境で cscrcptnstopコマンドを実行します。
cscrcptnstopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrcptnstop（標準
受付およびユーザ定義受付の停止）」を参照してください。
cscrcptnstopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して停
止する場合（クラスタ単位）

クラスタ名を指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているユーザ定義受付が一括して停止されます（停止されていない標準受付も
同時にすべて停止されます）。

標準受付を停止しないでユーザ定義受付だけを停止する場合は，-userdefオプ
ションを指定します。

HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して停止する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名を指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付が停
止されます（停止されていない標準受付も同時にすべて停止されます）。

標準受付を停止しないでユーザ定義受付だけを停止する場合は，-userdefオプ
ションを指定します。

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名>
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -userdef
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscrcptnstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-userdef
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csccompostopコマンドの場合
運用環境で csccompostopコマンドを実行します。
csccompostopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostop
（HCSCコンポーネントの停止）」を参照してください。
csccompostopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して停
止する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているユーザ定義受付が一括して停止されます（停止されていないサービスア
ダプタおよびビジネスプロセスも同時にすべて停止されます）。

HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付を一括して停止する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているユーザ定義受付が停
止されます（停止されていないサービスアダプタおよびビジネスプロセスも同
時にすべて停止されます）。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を停止
する場合

クラスタ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。

HCSCサーバに配備されている特定のユーザ定義受付を停止する場合
HCSCサーバ名とユーザ定義受付の受付 IDを指定して実行します。

　

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -name <ユーザ定義受付の受付ID>
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <ユーザ定義受付の受付ID>
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cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compo_urecpを，
また -operationオプションに stopを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名および J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.33　サービスアダプタを停止する
サービスアダプタの停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

サービスアダプタを停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• サービスアダプタが開始状態であること
サービスアダプタの状態の確認方法については，「5.2.20　サービスアダプタの情報を
確認する」を参照してください。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation stop -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo_urecp -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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（2） 停止方法

サービスアダプタを停止する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用してサービスアダプタを停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，停止するサービスアダプタをダブルクリックします。
ダブルクリックしたサービスアダプタの情報がエディタエリアの稼働運用ページに表
示されます。
サービスアダプタの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参
照してください。

2. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，［停止］ボタンをクリックします。
サービスアダプタの停止を確認するダイアログが表示されます。

3. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
サービスアダプタの停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビュー
に出力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
サービスアダプタの停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されま
す。

4. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，サービスアダプタの状態が「停止状態」になります。ま
た，［停止］ボタンが非活性化し，［開始］ボタンが活性化します。

停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

サービスアダプタを停止するには，運用環境で csccompostopコマンドまたは cscutilコ
マンドを実行します。

csccompostopコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• csccompostopコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，サービスアダプタを停止する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でサービスアダプタを停止する場合。
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csccompostopコマンドの場合
運用環境で csccompostopコマンドを実行します。
csccompostopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostop
（HCSCコンポーネントの停止）」を参照してください。
csccompostopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して
停止する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているサービスアダプタが一括して停止されます（停止されていないビジネス
プロセスおよびユーザ定義受付も同時にすべて停止されます）。

ビジネスプロセスおよびユーザ定義受付を停止しないでユーザ定義受付だけを
停止する場合は，サービスアダプタのサービス IDを指定します。

HCSCサーバに配備されているサービスアダプタを一括して停止する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているサービスアダプタが
停止されます（停止されていないビジネスプロセスおよびユーザ定義受付も同
時にすべて停止されます）。

ビジネスプロセスおよびユーザ定義受付を停止しないでサービスアダプタだけ
を停止する場合は，サービスアダプタのサービス IDを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -name <サービスアダプタのサービスID>
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <サービスアダプタのサービスID>
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-operationオプションに stopを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションにサービスアダプタのサービス ID，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，サービスアダプタのサー
ビス ID，HCSCサーバ名および J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認で
きます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls
（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.34　ビジネスプロセスを停止する
ビジネスプロセスの停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

（1） 前提条件

ビジネスプロセスを停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• HCSCサーバが起動状態であること
HCSCサーバの状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を確認す
る」を参照してください。

• ビジネスプロセスが開始状態であること
ビジネスプロセスの状態の確認方法については，「5.2.21　ビジネスプロセスの情報を
確認する」を参照してください。

（2） 停止方法

ビジネスプロセスを停止する方法を次に示します。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation stop -props "AdapterName=<サービスアダプタのサービス
ID>, CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
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（a）画面の場合

運用環境の画面を利用してビジネスプロセスを停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，停止するビジネスプロセスをダブルクリックします。
ダブルクリックしたビジネスプロセスの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで稼働運用ページを選択します。
手順 1で選択したビジネスプロセスの稼働運用に関する情報が表示されます。
ビジネスプロセスの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参
照してください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，［停止］ボタンをクリックします。
ビジネスプロセスの停止を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
ビジネスプロセスの停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビュー
に出力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
ビジネスプロセスの停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されま
す。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，ビジネスプロセスの稼働状態が「停止状態」になります。
また，［停止］ボタンが非活性化し，［開始］ボタンが活性化します。

停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

ビジネスプロセスを停止するには，運用環境で csccompostopコマンドまたは cscutilコ
マンドを実行します。

csccompostopコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• csccompostopコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，ビジネスプロセスを停止する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でビジネスプロセスを停止する場合。

csccompostopコマンドの場合
運用環境で csccompostopコマンドを実行します。
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csccompostopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「csccompostop
（HCSCコンポーネントの停止）」を参照してください。
csccompostopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内のすべての HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスを一括して
停止する場合（クラスタ単位）

クラスタ名と -allオプションを指定して実行します。
-clusterオプションで指定したクラスタ内のすべての HCSCサーバに配備され
ているビジネスプロセスが一括して停止されます（停止されていないサービス
アダプタおよびユーザ定義受付も同時にすべて停止されます）。

サービスアダプタおよびユーザ定義受付を停止しないでビジネスプロセスだけ
を停止する場合は，ビジネスプロセスのサービス IDを指定します。

HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスを一括して停止する場合（HCSC
サーバ単位）

HCSCサーバ名と -allオプションを指定して実行します。
-cscオプションで指定した HCSCサーバに配備されているビジネスプロセスが
停止されます（停止されていないサービスアダプタおよびユーザ定義受付も同
時にすべて停止されます）。

サービスアダプタおよびユーザ定義受付を停止しないでビジネスプロセスだけ
を停止する場合は，ビジネスプロセスのサービス IDを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに compoを，また
-operationオプションに stopを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名
> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-all
 

 
csccompostop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-name <ビジネスプロセスのサービスID>
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照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションにビジネスプロセスのサービス ID，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名を指定します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，ビジネスプロセスのサー
ビス ID，HCSCサーバ名および J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認で
きます。cscreplsコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscrepls
（リポジトリ情報の表示）」を参照してください。

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.35　Hitachi Web Serverを停止する
Hitachi Web Serverを停止するには，運用環境で cscsvstopコマンドを実行します。
-logicalオプションに Hitachi Web Serverの論理サーバ名を指定して実行します。

cscsvstopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstop（HCSCサーバの
停止）」を参照してください。

cscsvstopコマンドの実行形式を次に示します。

5.2.36　HCSCサーバを停止する
HCSCサーバの停止の前提条件と停止方法について次に説明します。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation stop -props "AdapterName=<ビジネスプロセスのサービス
ID>, CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, J2EESrvName=<J2EEサーバ名>"
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target compo -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <Hitachi Web Serverの論理サーバ名>
 

287



5.　システム運用
（1） 前提条件

HCSCサーバを停止するには，次の条件を満たす必要があります。

• ユーザ定義受付および標準受付が停止状態であること
• 連携受付が停止状態であること

標準受付および連携受付の状態の確認方法については，「5.2.17　HCSCサーバの情報を
確認する」を，ユーザ定義受付の状態の確認方法については，「5.2.22　ユーザ定義受付
の情報を確認する」を参照してください。

なお，コマンドを利用して HCSCサーバを停止する場合，強制停止を実行できます。強
制停止を実行すると，ほかのコマンドの実行中や，内部エラーが発生した場合でも強制
的に HCSCサーバを停止できます。また，ユーザ定義受付，標準受付，および連携受付
が起動していても HCSCサーバを停止できます。

（2） 停止方法

HCSCサーバを停止する方法を次に示します。

（a）画面の場合

運用環境の画面を利用して HCSCサーバを停止する手順を次に示します。

1. ツリービュー上で，停止する HCSCサーバをダブルクリックします。
選択した HCSCサーバの情報がエディタエリアに表示されます。

2. エディタエリアで［稼働運用］タブを選択します。
稼働運用ページに，手順 1で選択した HCSCサーバの稼働運用に関する情報が表示
されます。
HCSCサーバの稼働運用ページの詳細については，「8.4　稼働運用ページ」を参照し
てください。

3. 稼働運用ページに表示された内容を確認し，「HCSCサーバ」の［停止］ボタンをク
リックします。
HCSCサーバの停止を確認するダイアログが表示されます。

4. ダイアログに表示された内容を確認し，［OK］ボタンをクリックします。
HCSCサーバの停止処理が開始されます。停止処理中のログはコンソールビューに出
力されます。
［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，停止処理を実行しないで稼働運用ペー
ジに戻ります。
HCSCサーバの停止処理が完了すると，実行結果を示すダイアログが表示されます。

5. 実行結果を示すダイアログを確認します。

停止処理が成功した場合
［OK］ボタンをクリックして，稼働運用ページに戻ります。
稼働運用ページでは，HCSCサーバの稼働状態が「停止状態」になります。ま
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た，［停止］ボタンが非活性化し，［起動］ボタンが活性化します。

停止処理が失敗した場合
ダイアログにエラーの内容が表示されます。詳細情報に表示されるメッセージ
IDを参照して対処してください。

（b）コマンドの場合

HCSCサーバを停止するには，運用環境で cscsvstopコマンドまたは cscutilコマンドを
実行します。クラスタ内のHCSCサーバを一括して停止する場合，または論理サーバを
停止する場合は，cscsvstopコマンドを実行します。

cscsvstopコマンドおよび cscutilコマンドは，次の場合に使用します。

• cscsvstopコマンド
該当するリポジトリが存在する運用環境で，HCSCサーバを停止する場合。

• cscutilコマンド
該当するリポジトリがなく，cscutilが使用できる環境（例えば，JP1で直接運用して
いる実行環境）でHCSCサーバを停止する場合。

cscsvstopコマンドの場合
運用環境で cscsvstopコマンドを実行します。
cscsvstopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstop（HCSC
サーバの停止）」を参照してください。
cscsvstopコマンドの実行形式を次に示します。

クラスタ内の HCSCサーバを一括して停止する場合
クラスタ名を指定して実行します。

クラスタ内の HCSCサーバの停止と同時に論理サーバを停止する場合は，
-systemオプションを指定します。ただし，HCSC-Manager定義ファイルに論
理サーバを登録している必要があります。論理サーバの登録の詳細については，
「5.2.1(1) 運用する前の準備」を参照してください。

また，HCSCサーバは停止しないで指定した論理サーバだけを停止する場合は，
-logicalオプションを指定します。

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名>
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名> 
-system
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -cluster <クラスタ名> 
-logical <論理サーバ名>
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それぞれの HCSCサーバを個別に停止する場合
HCSCサーバ名を指定して実行します。

HCSCサーバの停止と同時に論理サーバを停止する場合は，-systemオプショ
ンを指定します。

また，HCSCサーバは停止しないで指定した論理サーバだけを停止する場合は，
-logicalオプションを指定します。

　

cscutilコマンドの場合
運用環境で cscutilコマンドを実行します。-targetオプションに serverを，また
-operationオプションに stopを指定します。
cscutilコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscutil（各種操作）」を参
照してください。
cscutilコマンドの実行形式は，プロパティ定義ファイルを使用するかどうかによっ
て異なります。

プロパティ定義ファイルを使用しない場合
-propsオプションに HCSCサーバ名，J2EEサーバ名および停止フラグを指定
します。

cscutilコマンドに指定する Cosminexus Manager名，HCSCサーバ名および
J2EEサーバ名は，cscreplsコマンドで確認できます。cscreplsコマンドの詳細
については，「10.　コマンド」の「cscrepls（リポジトリ情報の表示）」を参照
してください。
また，停止フラグには，通常停止または強制停止のどちらを実行するか指定し
ます。停止フラグには，次のどれかを指定してください。
• 通常停止：false

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名>
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-system
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <論理サーバ名>
 

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation stop -props "CSCSrvName=<HCSCサーバ名>, 
J2EESrvName=<J2EEサーバ名>, ForceFlag=<停止フラグ>"
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• 強制停止：true

プロパティ定義ファイルを使用する場合
-propfileオプションにプロパティ定義ファイル名を指定します。プロパティ定
義ファイルは，J2SEのプロパティファイル形式であらかじめ作成しておく必要
があります。

5.2.37　PRFを停止する
PRFを停止するには，運用環境で cscsvstopコマンドを実行します。-logicalオプション
に PRFの論理サーバ名を指定して実行します。

cscsvstopコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscsvstop（HCSCサーバの
停止）」を参照してください。

cscsvstopコマンドの実行形式を次に示します。

5.2.38　データベースを停止する
データベースの停止方法について次に説明します。

（1） 停止方法

データベースを停止する方法を次に示します。

（a）HiRDBの場合

HiRDBを停止するには，データベースサーバで pdstopコマンドを実行します。

pdstopコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファレンス」を参
照してください。

（b）Oracle の場合

Oracleを停止する方法については，Oracle 社が発行するドキュメントを参照してくださ
い。

 
cscutil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus Manager
名> -target server -operation stop -propfile <プロパティ定義ファイル名>
 

 
cscsvstop -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-logical <PRFの論理サーバ名>
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5.3　クラスタ構成時の運用
クラスタ構成時の運用方法について，ロードバランスクラスタ構成の場合と HAクラス
タ構成の場合とに分けて説明します。

5.3.1　ロードバランスクラスタ構成での運用
ロードバランスクラスタ構成での運用の開始および終了について説明します。また，運
用中にロードバランスクラスタを構成する HCSCサーバを追加，変更，および削除する
方法についても説明します。

（1） 運用の開始

環境構築とセットアップが終了したあと，ロードバランスクラスタ構成のシステムの運
用を開始できます。運用を開始するには，次の作業を実施します。

1. 実行環境の構成要素の状態の確認
ロードバランスクラスタ構成のシステムの運用を開始するには，すべてのロードバラ
ンスクラスタ内で，次に示す実行環境の構成要素が開始状態である必要があります。
• 運用管理エージェント
• Management Server
• PRF
• スマートエージェント

• CTM（CTMを使用する場合）※ 1

• J2EEサーバ※ 2

• HCSCサーバ※ 3

• Hitachi Web Server（Hitachi Web Serverを使用する場合）

注※ 1
CTMドメインマネジャおよび CTMデーモンも開始状態である必要があります。

注※ 2
Cosminexus RMなどのアプリケーションの状態を一致させておく必要がありま
す。なお，Cosminexus RMのシステム名は，ロードバランスクラスタ内のそれ
ぞれの HCSCサーバでユニーク名称を指定する必要があります。

注※ 3
配備されているサービスアダプタとビジネスプロセス，および標準受付の状態を
一致させておく必要があります。

2. サービスリクエスタへの送信制御
セットアップ時に，サービスリクエスタ用のネットワークを切断するなどして，サー
ビス部品の実行要求を受け付けられない状態にしたサービスリクエスタを，ネット
ワークを接続するなどして，サービス部品の実行要求を受け付けられる状態にしま
す。
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（2） 運用の終了

ロードバランスクラスタ構成のシステムの運用を終了する場合，次の作業を実施します。

1. サービスリクエスタへの送信制御
サービスリクエスタ用のネットワークを切断するなどして，HCSCサーバでサービス
部品の実行要求を受け付けられない状態にします。その際，現在処理中の実行要求が
ないことを確認してください。

2. 実行環境の構成要素の停止
次の順序で，すべてのロードバランスクラスタ内の実行環境の構成要素を停止しま
す。
• Hitachi Web Server（Hitachi Web Serverを使用する場合）
• HCSCサーバ
• J2EEサーバ
• CTM（CTMを使用する場合）
• スマートエージェント
• PRF
• Management Server
• 運用管理エージェント

（3） ロードバランスクラスタへの HCSCサーバの追加・削除

運用を停止しないで，ロードバランスクラスタを構成するHCSCサーバを追加および削
除できます。汎用ロードバランサの場合は，動的に IPアドレスを追加および削除する機
能があるときだけ，運用を停止しないで，HCSCサーバを追加および削除できます。
ロードバランスクラスタを構成するHCSCサーバを追加および削除する方法を次に示し
ます。

（a）HCSCサーバの追加

1. 追加する HCSCサーバの実行環境をセットアップします。
実行環境のセットアップ方法については，「2.5.2(2) 実行環境のセットアップ」を参照
してください。
また，HCSCサーバ構成定義ファイルおよびHCSCサーバセットアップ定義ファイ
ルを設定する場合，次の値をロードバランスクラスタ内のすべての HCSCサーバで
同じ設定にしてください。

HCSCサーバ構成定義ファイル
• クラスタ表示名
• クラスタ種別
• HCSCサーバが使用する J2EEサーバ名
• 呼び出し種別

HCSCサーバセットアップ定義ファイル
• rm-systemnameプロパティおよび naming-service-hostnameプロパティ以外のす
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べてのプロパティ
なお，rm-systemnameプロパティには，ロードバランスクラスタ内のそれぞれの
HCSCサーバでユニークな Cosminexus RMシステム名を指定してください。
naming-service-hostnameプロパティには，それぞれの HCSCサーバをセット
アップした J2EEサーバに設定されているネーミングサービスのホスト名称を指定
してください。

2. HCSCサーバを起動します。
HCSCサーバの起動方法については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を参照して
ください。

3. サービスアダプタを配備します。
サービスアダプタの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を
参照してください。

4. ビジネスプロセスを配備します。
ビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を
参照してください。

5. サービスアダプタを開始します。
サービスアダプタの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始する」を
参照してください。

6. ビジネスプロセスを開始します。
ビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を
参照してください。

7. 標準受付を開始します。
標準受付の開始方法については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してくださ
い。

8. ロードバランサを設定します。
追加する HCSCサーバに，動的にサービス部品の実行要求を送信するように設定し
ます。
CTMを使用する場合，すべての HCSCサーバで CTMドメインマネジャ名およびス
マートエージェントのポート番号を同じ値に設定する必要があります。
汎用ロードバランサの設定方法については，使用する汎用ロードバランサのドキュメ
ントを参照してください。

！！！！ 注意事項
 

CTMを使用する場合，追加する HCSCサーバの標準受付を開始した段階で，HCSCサーバ
にサービス部品の実行要求を振り分けます。

（b）HCSCサーバの削除

1. ロードバランサを設定します。
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削除する HCSCサーバにサービス部品の実行要求を送信しないように設定します。
その際，現在処理中の実行要求がすべて完了していることを確認してください。
CTMを使用する場合，対象となる J2EEサーバにサービス部品の実行要求を送信す
るキューを閉塞します。CTMを使用する場合のキューの閉塞については，マニュア
ル「Cosminexus　システム運用ガイド」の CTMを使用したサービスの閉塞（運用
管理コマンド）に関する内容を参照してください。
汎用ロードバランサの設定方法については，使用する汎用ロードバランサのドキュメ
ントを参照してください。

2. 標準受付を停止します。
標準受付の停止方法については，「5.2.29　標準受付を停止する」を参照してくださ
い。

3. ビジネスプロセスを停止します。
ビジネスプロセスの停止方法については，「5.2.34　ビジネスプロセスを停止する」を
参照してください。

4. サービスアダプタを停止します。
サービスアダプタの停止方法については，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」を
参照してください。

5. ビジネスプロセスを削除します。
ビジネスプロセスの削除方法については，「3.2.2　ビジネスプロセスを削除する」を
参照してください。

6. サービスアダプタを削除します。
サービスアダプタの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除する」を
参照してください。

7. 削除する HCSCサーバを停止します。
HCSCサーバの停止方法については，「5.2.36　HCSCサーバを停止する」を参照し
てください。

8. HCSCサーバを削除します。
HCSCサーバの削除方法については，「3.2.5　HCSCサーバをアンセットアップす
る」を参照してください。

（4） ロードバランスクラスタへのサービスアダプタの追加・削除

すでに HCSCサーバに配備済みのサービスアダプタを停止しないで，新たなサービスア
ダプタを追加および削除できます。サービスアダプタを追加および削除する方法を次に
示します。

（a）サービスアダプタの追加

1. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバに，追加するサービスアダ
プタを配備します。
サービスアダプタの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を
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参照してください。

2. 追加したサービスアダプタを開始します。
サービスアダプタの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始する」を
参照してください。

3. 追加したサービスアダプタを呼び出すように設定します。

！！！！ 注意事項
 

ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバに，サービスアダプタを配備し
開始してから，追加したサービスアダプタを呼び出すように設定してください。

（b）サービスアダプタの削除

1. 削除するサービスアダプタを呼び出さないように設定します。

2. 削除するサービスアダプタを停止します。
サービスアダプタの停止方法については，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」を
参照してください。

3. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバからサービスアダプタを削
除します。
サービスアダプタの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除する」を
参照してください。

！！！！ 注意事項
 

削除するサービスアダプタを呼び出さないように設定してから，サービスアダプタを削除し
てください。

（5） ロードバランスクラスタへのビジネスプロセスの追加・削除

すでに HCSCサーバに配備済みのビジネスプロセスを停止しないで，新たなビジネスプ
ロセスを追加および削除できます。ビジネスプロセスを追加および削除する方法を次に
示します。

（a）ビジネスプロセスの追加

1. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバに，追加するビジネスプロ
セスを配備します。
ビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を
参照してください。

2. 追加したビジネスプロセスを開始します。
ビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を
参照してください。

3. 追加したビジネスプロセスを呼び出すように設定します。
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！！！！ 注意事項
 

ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバに，ビジネスプロセスを配備し
開始してから，追加したビジネスプロセスを呼び出すように設定してください。

（b）ビジネスプロセスの削除

1. 削除するビジネスプロセスを呼び出さないように設定します。

2. 削除するビジネスプロセスを停止します。
ビジネスプロセスの停止方法については，「5.2.34　ビジネスプロセスを停止する」を
参照してください。

3. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバからビジネスプロセスを削
除します。
ビジネスプロセスの削除方法については，「3.2.2　ビジネスプロセスを削除する」を
参照してください。

！！！！ 注意事項
 

削除するビジネスプロセスを呼び出さないように設定してから，ビジネスプロセスを削除し
てください。

（6） ロードバランスクラスタ構成でのサービスアダプタの変更

すでに HCSCサーバに配備済みのサービスアダプタを停止しないで，サービスアダプタ
を変更できます。サービスアダプタを変更する方法を次に示します。

1. 変更するサービスアダプタを呼び出さないように設定します。

2. 変更するサービスアダプタを停止します。
サービスアダプタの停止方法については，「5.2.33　サービスアダプタを停止する」を
参照してください。

3. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバから変更するサービスアダ
プタを削除します。
サービスアダプタの削除方法については，「3.2.1　サービスアダプタを削除する」を
参照してください。

4. 変更したサービスアダプタの情報が保存されたリポジトリをインポートします。
インポートの方法については，「4.3　リポジトリのインポート」を参照してくださ
い。

5. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバに，変更したサービスアダ
プタを配備します。
サービスアダプタの配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を
参照してください。

6. 変更したサービスアダプタを開始します。
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サービスアダプタの開始方法については，「5.2.6　サービスアダプタを開始する」を
参照してください。

7. 変更したサービスアダプタを呼び出すように設定します。

！！！！ 注意事項
 

変更するサービスアダプタを呼び出さないように設定してから，サービスアダプタを変更し
てください。

（7） ロードバランスクラスタ構成でのビジネスプロセスの変更

すでに HCSCサーバに配備済みのビジネスプロセスを停止しないで，ビジネスプロセス
を変更できます。ビジネスプロセスを変更する方法を次に示します。

1. 変更するビジネスプロセスを呼び出さないように設定します。

2. 変更するビジネスプロセスを停止します。
ビジネスプロセスの停止方法については，「5.2.34　ビジネスプロセスを停止する」を
参照してください。

3. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバから変更するビジネスプロ
セスを削除します。
ビジネスプロセスの削除方法については，「3.2.2　ビジネスプロセスを削除する」を
参照してください。

4. 変更したビジネスプロセスの情報が保存されたリポジトリをインポートします。
リポジトリのインポート方法については，「4.3　リポジトリのインポート」を参照し
てください。

5. ロードバランスクラスタを構成するすべての HCSCサーバにビジネスプロセスを配備
します。
ビジネスプロセスの配備方法については，「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を
参照してください。

6. 変更したビジネスプロセスを開始します。
ビジネスプロセスの開始方法については，「5.2.7　ビジネスプロセスを開始する」を
参照してください。

7. 変更したビジネスプロセスを呼び出すように設定します。

！！！！ 注意事項
 

変更するビジネスプロセスを呼び出さないように設定してから，ビジネスプロセスを変更し
てください。
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（8） 障害に備えた HCSCサーバの準備

ロードバランスクラスタを構成しているHCSCサーバの障害に備え，ロードバランスク
ラスタに余裕をもった台数のHCSCサーバを準備することを推奨します。詳細について
は，「7.9.2(1) ロードバランスクラスタ構成での障害と復旧」を参照してください。

5.3.2　HAクラスタ構成での運用
HAクラスタ構成での運用の開始と，運用中に現用系で障害が発生した場合の系の切り替
え，および復旧の方法について説明します。

（1） 運用の開始

環境構築とセットアップが終了したあと，HAクラスタ構成のシステムの運用を開始でき
ます。運用を開始するには，次の作業を実施します。

1. 現用系・待機系の構成要素の状態の確認
HAクラスタ構成のシステムの運用を開始するには，現用系・待機系の構成要素が次
の表に示す状態である必要があります。

表 5-5　HAクラスタ構成の運用時の構成要素の状態

（凡例）
○：起動しています。
－：停止しています。

2. サービスリクエスタ用のネットワークの接続
セットアップ時に切断したサービスリクエスタ用のネットワークを接続します。
サービスリクエスタ用のネットワークを接続すると，現用系の HCSCサーバでサー
ビス部品の実行要求が受け付けられる状態になります。

3. サービスリクエスタへの送信制御
セットアップ時にサービス部品の実行要求を受け付けられない状態にしたサービスリ
クエスタを，ネットワークを接続するなどして，サービス部品の実行要求を受け付け
られる状態にします。

構成要素 状態

現用系 待機系

運用管理エージェント ○ －

Management Server ○ －

PRF ○ －

J2EEサーバ ○ －

HCSCサーバ ○ －

Hitachi Web Server ○ －
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！！！！ 注意事項
 

HAクラスタ構成での運用中は，サービスアダプタおよびビジネスプロセスを起動または停
止しないでください。また，標準受付を停止しないでください。

サービスアダプタおよびビジネスプロセスの起動・停止について

サービスアダプタおよびビジネスプロセスを起動または停止する場合，サービスリクエ
スタ用のネットワークを切断するなどして，現用系と待機系でサービス部品の実行要求
を受け付けられない状態にします。そのあと，現用系と待機系の両方で，同じサービス
アダプタおよびビジネスプロセスの起動または停止をしてください。
HAクラスタ構成で系の切り替えが発生した場合，サービスアダプタおよびビジネスプ
ロセスの状態は引き継がれません。そのため，稼働中の現用系で，あるサービスアダプ
タを停止し，その状態で系の切り替えが発生すると，現用系と待機系でサービスアダプ
タおよびビジネスプロセスの状態が不整合になります。

標準受付の停止について

標準受付を停止する場合，サービスリクエスタ用のネットワークから切断するなどし
て，標準受付の状態に関係なく実行要求を受け付けられない状態にしてから，標準受付
を停止してください。
HAクラスタ構成で系の切り替えが発生した場合，待機系では標準受付が起動されま
す。そのため，実行要求を一時的に受け付けないようにするために稼働中の現用系で標
準受付を停止し，その状態で系の切り替えが発生すると，待機系で実行要求を受け付け
てしまう場合があります。

画面の表示について

Cosminexus サービスプラットフォームの運用画面を起動したまま，HAクラスタに切
り替えた場合，運用画面上に表示されている各種ステータスを正しく反映できません。
300



5.　システム運用
5.4　HCSCサーバのサービス部品を呼び出す流
れ

Cosminexusサービスプラットフォームを使ってシステム構築や運用をする場合，サー
ビスリクエスタからHCSCサーバを経由してサービス部品を呼び出す流れを理解するこ
とで，より良いシステムが実現でき，SOAを適用することによる効果が得られます。

また，SOAを適用したシステム開発をする場合も，どのように運用されるのか理解した
上で，サービス部品呼び出し処理やエラー時の処理を設計することが大切です。

ここでは，サービス部品を呼び出す基本的な流れや，Cosminexusサービスプラット
フォームの実行環境の仕組みについて説明します。なお，開発環境の定義は，運用環境
を通じて実行環境で動作しますが，ここでは運用環境の説明は省略しています。

5.4.1　サービス部品呼び出しの基本的な流れ
サービス部品を呼び出す流れには，プロトコルで共通な部分と，プロトコルごとに異な
る部分があります。ここでは，プロトコルで共通するサービス部品を呼び出す基本的な
流れについて説明します。

（1） 基本的な構造

サービス部品を呼び出すためには，基本的にサービスリクエスタ，受付，HCSCメッ
セージ配送制御，サービスアダプタ，およびサービス部品が必要です。受付は，サービ
ス部品を呼び出すための要求を受け付けるところで，標準受付とユーザ定義受付があり
ます。

標準受付とは，HCSCサーバが標準提供している，サービスリクエスタからの要求電文
を受け付けるための機能（インターフェース）です。ユーザ定義受付とは，開発環境で
ユーザが定義したものをHCSCサーバに配備してから，サービスリクエスタからの実行
要求を受け付けるための機能（インターフェース）で，ユーザが定義した任意のイン
ターフェースで受け付けることができます。

（a）標準受付の場合

標準受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係を次の図に示します。
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図 5-3　標準受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係

サービス部品を呼び出すサービスリクエスタと HCSCサーバ，およびサービス部品の関
係は，次のようになっています。開発の流れに沿って，それぞれの関係を説明します。

• サービス部品側の開発の流れ
最初に呼び出すサービス部品を作成します。次に，呼び出すサービス部品に合わせた
形式の電文フォーマットやビジネスプロセス定義（BPEL）を作成し，開発環境で電
文フォーマットからサービスアダプタを定義したり，ビジネスプロセスを定義したり
します（ビジネスプロセスにも電文フォーマットを定義します）。呼び出すサービス部
品に合わせた形式の電文フォーマットを作成する方法は，使用するプロトコル
（SOAP，RMI-IIOP，WS-R，および JMS）によって異なります。定義したサービス
アダプタやビジネスプロセスは実行環境（HCSCサーバ）へ配備します。

• サービスリクエスタ側の開発の流れ
サービス部品の作成後，定義したサービスアダプタやビジネスプロセスを呼び出す
サービスリクエスタを作成します。サービスリクエスタを作成する方法については，
使用する標準受付のプロトコルによって異なります。
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電文フォーマット，ビジネスプロセス定義（BPEL），およびサービスリクエスタの作成
については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参
照してください。

（b）ユーザ定義受付の場合

ユーザ定義受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係を次の図に示します。

図 5-4　ユーザ定義受付を使用する場合の構造と開発の流れとの関係

SOAP通信を使用する場合は，ユーザ定義受付を使用できます。サービス部品を呼び出
すサービスリクエスタとHCSCサーバ，およびサービス部品の関係は，次のようになっ
ています。開発の流れに沿って，それぞれの関係を説明します。

• サービス部品側の開発の流れ
最初に呼び出すサービス部品を作成します。次に，呼び出すサービス部品に合わせた
形式の電文フォーマットやビジネスプロセス定義（BPEL）を作成し，開発環境で電
文フォーマットからサービスアダプタを定義したり，ビジネスプロセスを定義したり
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します（ビジネスプロセスにも電文フォーマットを定義します）。定義したサービスア
ダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付は実行環境（HCSCサーバ）へ配
備します。

• 受付側の開発の流れ
サービス部品の作成後，呼び出すビジネスプロセスの電文フォーマットに合わせた
WSDLを作成し，開発環境でユーザ定義受付を定義します。

• サービスリクエスタ側の開発の流れ
ユーザ定義受付の作成後，定義したユーザ定義受付を呼び出すサービスリクエスタを
作成します。ユーザ定義受付を定義するときに使用したWSDLからスタブを生成し，
スタブを呼び出すサービスリクエスタを作成します。

電文フォーマット，ビジネスプロセス定義（BPEL），ユーザ定義受付，およびサービス
リクエスタの作成については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　
開発ガイド」を参照してください。

（2） サービス部品を呼び出す流れ

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出す流れは，受付の種類と呼び出す HCSC
コンポーネントの組み合わせによって動作が異なります。受付の種類と呼び出す HCSC
コンポーネントの組み合わせを次に示します。

(a) 標準受付からサービスアダプタを直接呼び出す場合

(b) 標準受付からビジネスプロセスを呼び出す場合

(c) ユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出す場合

これらの場合について，次に説明します。エラー時の処理の流れについては「7.　障害対
策」を参照してください。

（a）標準受付からサービスアダプタを直接呼び出してサービス部品を実行する場合

標準受付からサービスアダプタを直接呼び出してサービス部品を実行する場合，サービ
スアダプタで定義したサービス名をサービスリクエスタで指定して実行します。実行す
ると，サービスアダプタで定義したサービス部品を呼び出します。

サービスアダプタを直接呼び出す場合の電文の流れを次の図に示します。
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図 5-5　サービスアダプタを直接呼び出す場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタから標準受付に送信する要求電文は，開発環境でサービスアダプ
タを定義したときに設定した（サービス部品の形式に合わせた）電文フォーマットを
使用します。そのため，サービスリクエスタ内で，サービスアダプタで定義した電文
フォーマットに合わせた要求電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ
（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実行します。

2. サービスアダプタからサービス部品を呼び出します。呼び出すときは，サービスアダ
プタで定義した要求電文を使用します。このように，サービスリクエスタから送信す
る要求電文とサービス部品が受け取る要求電文は同一になります。なお，サービス部
品の電文フォーマット以外の電文フォーマットでも，サービスアダプタでデータ変換
定義をすれば，サービスリクエスタから要求できます。

3. サービス部品からサービスアダプタに応答電文を送信します。応答電文は，サービス
アダプタで定義した応答電文と同じ電文フォーマットを使用します。
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4. サービスリクエスタへ応答します。応答には，サービスアダプタで定義した応答電文
の電文フォーマットを使用します。このように，サービス部品から返す応答電文と
サービスリクエスタで受け取る応答電文は同一になります。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開
発ガイド」を参照してください。

（b）標準受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合

標準受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合，ビジネスプ
ロセスで定義したサービス名（ビジネスプロセス名）をサービスリクエスタで指定して
実行します。そして，ビジネスプロセスに定義したプロセスに従って，処理を実行しま
す。プロセスはアクティビティから構成されています。その中の，サービス部品呼出ア
クティビティでは，定義されたサービスアダプタを呼び出して，サービスアダプタに定
義されたサービス部品を実行します。ビジネスプロセスを呼び出す場合の電文の流れを
次の図に示します。
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図 5-6　ビジネスプロセスを呼び出す場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタ内で，ビジネスプロセスの受付アクティビティで定義した要求電
文の電文フォーマットに合わせた要求電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラ
メタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実行します。サービスリクエスタで指定す
る要求電文は，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定義した電文フォーマット
を使用します。
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2. ビジネスプロセスからサービス部品を呼び出します。呼び出すときは，サービス呼出
アクティビティで定義した要求電文を使用します。この要求電文の電文フォーマット
は，呼び出すサービス部品のサービスアダプタで定義した要求電文の形式と同じであ
る必要があります。なお，サービス部品の電文フォーマット以外の電文フォーマット
でも，サービスアダプタでデータ変換定義をすれば，サービス呼出アクティビティか
ら要求できます。

3. サービス部品からサービスアダプタに応答電文を送信します。応答電文は，ビジネス
プロセスのサービス呼出アクティビティの応答電文と同じ電文フォーマットを定義し
ます。

4. サービスリクエスタへ応答します。応答には，ビジネスプロセスの応答アクティビ
ティで定義した応答電文の電文フォーマットを使用します。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開
発ガイド」を参照してください。

（c）ユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出してサービス部品を実行する場合

ユーザ定義受付は，ビジネスプロセスの呼び出しをする場合にだけ使用できます。サー
ビスリクエスタからは，HCSCサーバで定義したサービス名（ビジネスプロセス名）な
どは指定しないで，ユーザ定義受付に定義したWSDLを使用して要求します。ユーザ定
義受付に定義したWSDLは，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定義した電文
フォーマットに形式を合わせます。

開発環境での定義に従ってユーザ定義受付からビジネスプロセスを呼び出し，ビジネス
プロセスに定義したプロセスに従って，処理を実行します。サービス呼出アクティビ
ティでは，定義されたサービスアダプタを呼び出し，サービスアダプタに定義された
サービス部品を実行します。ユーザ定義受付を使う場合の電文の流れを次の図に示しま
す。
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図 5-7　ユーザ定義受付を使う場合の電文の流れ

1. サービスリクエスタからの要求電文は，ビジネスプロセスの受付アクティビティに定
義した電文フォーマットと同一のものになります。そのため，ビジネスプロセスの受
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付アクティビティに定義した電文フォーマットに合わせた形式のWSDLを開発環境
のユーザ定義受付定義で設定する必要があります。サービスリクエスタからユーザ定
義受付を呼び出すときは，開発環境でユーザ定義受付に定義したWSDLを使用しま
す。WSDLからWSDL2Javaコマンドを使用してスタブを生成し，スタブを呼び出
すようにサービスリクエスタを実装します。

2. ビジネスプロセスからサービス部品を呼び出すときは，サービス呼出アクティビティ
で定義した要求電文を使用します。この要求電文の電文フォーマットは，呼び出す
サービス部品のサービスアダプタで定義した要求電文の形式と同じである必要があり
ます。

3. サービス部品からの応答電文もビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティの応
答電文で同じ電文フォーマットを定義します。なお，サービス部品の電文フォーマッ
ト以外の電文フォーマットでも，サービスアダプタでデータ変換定義をすれば，サー
ビス呼出アクティビティから要求できます。

4. サービスリクエスタへの応答は，ビジネスプロセスの応答アクティビティで定義した
応答電文の電文フォーマットを使用します。この電文フォーマットは開発環境のユー
ザ定義受付定義で設定するWSDLの応答電文と同じ形式である必要があります。

データ変換定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開
発ガイド」を参照してください。

（3） サービス部品側と異なる電文フォーマットでサービス部品を呼び出
す場合

サービス部品側の電文フォーマットと異なる電文でサービス部品を呼び出す場合，また
はサービス部品側の電文フォーマットと異なる電文を応答として受信する場合は，開発
環境で標準電文フォーマットを定義します。また，標準電文フォーマットとサービス部
品電文フォーマットの変換ルールを定義したデータ変換定義は，開発環境で定義します。
標準電文フォーマットの電文をサービス部品電文フォーマットの電文に変換することで
サービス部品を呼び出せます。標準電文フォーマットとデータ変換定義の関係を次の図
に示します。
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図 5-8　標準電文フォーマットとデータ変換定義の関係

1. サービスリクエスタからは，標準電文フォーマットの形式に合わせた電文フォーマッ
トを要求電文に指定して，サービス部品の呼び出しを要求します。

2. サービスアダプタでは標準電文フォーマットからサービス部品電文フォーマットに
データを変換し，変換後の電文フォーマットでサービス部品を呼び出します。

3. サービス部品からの応答についても，サービスアダプタで，サービス部品電文フォー
マットから標準電文フォーマットにデータを変換します。

4. サービスリクエスタに標準電文フォーマットを応答します。
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複数のサービスアダプタがある場合も，図 5-9に示すように Service1用のサービスアダ
プタ，Service2用のサービスアダプタ，Service3用のサービスアダプタで，それぞれに
同一の標準電文フォーマット Aと，それぞれのデータ変換定義を定義すると，サービス
リクエスタ側から要求するときに，要求時のサービス名（Service1など）を変更すれば，
同じ要求電文で要求できます。

図 5-9　複数のサービスアダプタで同一の標準電文フォーマットを定義した場合の流れ

標準電文フォーマット，サービス部品電文フォーマット，およびデータ変換定義につい
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ては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照して
ください。

（4） サービス部品呼び出し処理で与えられる識別情報

HCSCサーバ内のサービス部品呼び出し要求とその流れを区別するために，各要求電文
にメッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDが割り当てられます。これらの IDは電
文の実行履歴，メッセージログ，リクエストトレース，および性能解析トレースで出力
されます。

メッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDをたどることで，サービス部品呼び出しの
処理の流れを追跡できます。電文の追跡については「7.7　サービス部品呼び出し要求時
の障害対策」を参照してください。

なお，HCSCサーバに割り当てられる識別情報のほかに，ユーザが任意の値を設定でき
るクライアント相関 IDがあります。

（a）識別情報の種類
• メッセージ共通 ID
サービスリクエスタからサービス部品呼び出し要求を受け取ったタイミングで自動的
に割り当てられます。応答まで同じメッセージ共通 IDを使用します。
サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出す場合でも，ビジネスプロセス内
の個々のサービス部品呼び出し処理を同一の処理として識別できます。メッセージ共
通 IDの形式を次に示します。

　注　末尾に与えられる通番は，「1」から順番に割り当てられる番号です。
（例）CSC_CSCServerName_2008-04-20_11:32:18.360_1
　

• サービスリクエスト ID
HCSCサーバ内の個別のサービス部品呼び出し処理ごとに割り当てられる識別情報で
す。
サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求を受け取ったタイミングだけで
なく，ビジネスプロセスからのサービス部品呼び出し処理を実施するタイミングでも
割り当てられます。サービスリクエスト IDの形式を次に示します。

　注　末尾に与えられる通番は，「1」から順番に割り当てられる番号です。
（例）MSG_CSCServerName_MDBWSR_2008-04-20_11:32:18.360_1
　

 
CSC_[サーバ名]_[受付時刻(ミリ秒)]_[通番]
 

 
MSG_[サーバ名]_[受付種別]_[受付時刻(ミリ秒)]_[通番]
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• ビジネスプロセスインスタンス ID
ビジネスプロセスの個々のプロセスインスタンスを特定するための識別情報（プロセ
スインスタンスの識別子）です。サービスリクエスタからビジネスプロセスの再実行
を要求する場合や，プロセスインスタンスの実行履歴を削除するときに使用します。

（b）識別情報が割り当てられるタイミング

標準受付から直接サービスアダプタを呼び出す場合は，メッセージ共通 IDおよびサービ
スリクエスト IDは，HCSCサーバ内で識別情報として引き継がれます。標準受付やユー
ザ定義受付からビジネスプロセスを経由してサービスアダプタを呼び出す場合は，メッ
セージ共通 IDは，HCSCサーバ内で識別情報として引き継がれます。しかし，サービス
リクエスト IDは，サービス部品呼び出し処理ごとの識別情報として引き継がれます。ま
た，ビジネスプロセスインスタンス IDは，ビジネスプロセスが最初に要求を受け付ける
ときに割り当てます。

メッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDが割り当てられるタイミングを次の図に示
します。
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図 5-10　識別情報割り当てのタイミング
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（5） サービス部品呼び出し処理の多重度

（a）HCSCサーバ内の多重度

サービスリクエスタからのサービス部品の呼び出し要求が同時に実行される場合がある
ため，これを考慮して，サービス部品呼び出し処理の多重度（同時に実行できる数）を
設定する必要があります。多重度の設定が良くない場合，性能上のボトルネックになる
おそれがあります。多重度の設定によってボトルネックになる例を次の図に示します。

図 5-11　多重度の設定によってボトルネックになる例

図 5-11に示すように，リクエスト受付（標準受付またはユーザ定義受付）の多重度が小
さいと，一度にたくさん要求が来ても同時に処理ができないため，一度に実行できる処
理が少なくなります。また，リクエスト受付の多重度を大きくしても，サービスアダプ
タで定義している多重度が小さいと，サービスアダプタで一度に実行できる処理が少な
いため，サービスアダプタがボトルネックになり，意図した性能を得られなくなります。

多重度は，標準の同期受付（Webサービス）の場合は，スレッド数および最大同時実行
数で設定します。標準の同期受付（SessionBean）の場合は，インスタンス数で設定し
ます。HCSCサーバ内の多重度の設定について，表 5-6，表 5-7，および表 5-8に示しま
す。
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表 5-6　標準受付の多重度を設定するプロパティ

表 5-7　ユーザ定義受付の多重度を設定するプロパティ

表 5-8　サービスアダプタの多重度を設定する項目

注　最大インスタンス数に 0を指定した場合は，上限が設定されないで無制限になりま
す。

Webサービス（SOAP通信）の場合，同時実行数のほかにWebコンテナレベルでの最大
キュー滞留数を設定できます。最大同時実行数と最大キュー滞留数を設定しておくと，
サービスリクエスタからの要求を受けたときに，実際の処理をしないで処理を待たせて
おけるため，流量制御ができます。サービスリクエスタからの要求と最大キュー滞留数
の関係を次の図に示します。

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-ejb.instance.minimum 標準の同期受付
（SessionBean）のインス
タンス最小数

request-ejb.instance.maximum 標準の同期受付
（SessionBean）のインス
タンス最大数

request-ejb.parallel.count CTMがアプリケーション
を呼び出すために用意する
スレッド数

request-soap.instance.minimum 標準の同期受付（Web
サービス）の最小同時実行
数

request-soap.instance.maximum 標準の同期受付（Web
サービス）の最大同時実行
数

request-jms.instance.maximum 標準の非同期受付（MDB
（WS-R））のインスタンス
最大数

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.threads.maxi
mum

最大同時実行数

画面 内容

開発環境でのサービスア
ダプタ定義画面

最大インスタンス数
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図 5-12　サービスリクエスタからの要求と最大キュー滞留数の関係

例えば，図 5-12に示すように，最大同時実行数を 3とした場合，最大キュー滞留数を
10にしておくと，同時にきたサービス部品呼び出し要求のうち，3件までは同時に処理
されます。同時実行数より多くのサービス部品呼び出し要求（4件以上）がきた場合は，
最大キュー滞留数（10件）までは，処理待ちの状態となり，先に実行されている処理が
終わり次第，順次処理が実行されます。

最大キュー滞留数の数が上限（10件）まで達している場合に，さらにサービスリクエス
タからサービス部品呼び出し要求がきた場合は，要求は受け付けられないため，エラー
としてサービスリクエスタに応答されます。

HCSCサーバ内の最大キュー滞留数は，表 5-9および表 5-10に示す定義ファイルのプロ
パティで設定します。
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表 5-9　標準受付の最大キュー滞留数を設定するプロパティ

表 5-10　ユーザ定義受付の最大キュー滞留数を設定するプロパティ

（b）データベースへのアクセスに関する多重度

永続化するビジネスプロセスを使用する（プロセスインスタンスの実行履歴を採取する）
場合，非同期プロトコルを使用する場合，および電文の実行履歴を採取する場合は，
HCSCサーバに設定する DB Connectorの定義で，コネクションプール数を設定します。

• 永続化するビジネスプロセスを使用する場合
HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定
義ファイルの dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した DB Connectorを使用しま
す。リクエスト受付からビジネスプロセスを経由して，一度に多くの要求が来ても，
DB Connectorの部分でデータベースへの出力が一度にできなくなります。すると，
性能上のボトルネックが発生して，その結果，ビジネスプロセスの同時実行処理性能
が遅くなります。そのため，プロセスインスタンスの実行履歴を採取するときの多重
度を設定する必要があります。永続化するビジネスプロセスを使用する場合のボトル
ネックを次の図に示します。

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-soap.queue-size 標準の同期受付（Web
サービス）の実行待ち
キューのサイズ

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.queue-size 実行待ちキューサイズ
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図 5-13　永続化するビジネスプロセスを使用する場合のボトルネック

• 非同期プロトコルを使用する場合
HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定
義ファイルの dbcon-xadisplaynameプロパティに指定した DB Connectorは，非同期
（MDB（WS-R）またはMDB（DBキュー））の標準受付でキューからメッセージを取
り出したり，非同期（MDB（WS-R）またはMDB（DBキュー））のサービスアダプ
タでメッセージを送信したりするときにも使用します。そのため，プロセスインスタ
ンスの実行履歴を採取するときの多重度に加えて，HCSCサーバがリクエスト受付の
キューからメッセージを取り出すときや，サービスアダプタが転送キューにメッセー
ジを送信するときの多重度も含めて，コネクションプール数を検討する必要がありま
す。
キューに対して一度に多くの要求が来ても，Cosminexus RMのリソースアダプタが
同時にメッセージの取り出し処理ができないで，性能上のボトルネックが発生します。
また，サービスアダプタの多重度を大きくしていても，サービスアダプタがキューに
メッセージを送信するときの同時実行数が少ないと，やはり性能上のボトルネックが
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発生します。非同期プロトコルを使用する場合のボトルネックを次の図に示します。

図 5-14　非同期プロトコルを使用する場合のボトルネック

• 電文の実行履歴を採取する場合
HCSCサーバに設定した二つの DB Connectorのうち，HCSCサーバセットアップ定
義ファイルの dbcon-nodisplaynameプロパティに指定した DB Connectorを使用しま
す。リクエスト受付に一度に多くの要求が来ても，DB Connectorの部分でデータ
ベースへの出力が一度にできなくなるため，性能上のボトルネックが発生して，その
結果，サービス部品呼び出しの同時実行処理性能が遅くなります。そのため，電文の
実行履歴を採取するときの多重度を設定する必要があります。電文の実行履歴を採取
する場合のボトルネックを次の図に示します。
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図 5-15　電文の実行履歴を採取する場合のボトルネック

データベースへのアクセスに関する多重度は，次の表に示すように設定します。

表 5-11　DB Connectorの多重度を設定するプロパティ

注 1　プールの最大値を増やした場合，データベース側の同時接続数も変更する必要があ
るため，注意が必要です（HiRDBの場合，pd_max_users（HiRDBの最大接続数）とな
ります）。

注 2　実行環境が使用する DBコネクション数の最大値については，「表 3-1　実行環境
が使用する DBコネクションの数」を参照してください。

定義ファイル プロパティ 内容

DB Connector（LocalTransactionま
たは XATransaction）のセットアップ
時に設定する属性ファイル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値

DB Connector（NoTransaction）の
セットアップ時に設定する属性ファイ
ル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値
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表 5-12　Cosminexus RMの多重度を設定するプロパティ

（c）Webサービス（SOAP通信）に関する多重度

Webサービス（SOAP通信）を使用する場合は，実行環境で設定しているWebサーバ
（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数も関係します。

Webサービス（SOAP通信）の標準受付やユーザ定義受付が複数ある場合，

各受付に設定した同時実行スレッド数の合計より，Webサーバに設定した全体の同時実
行スレッド数が優先されます。そのため，Webサーバに設定した全体の同時実行スレッ
ド数が，各受付に設定した同時実行スレッド数の合計より小さいと，一度に多くの要求
が来ても同時に処理ができないため，性能上のボトルネックになることがあります。
Webサービス（SOAP通信）を使用する場合のボトルネックを次の図に示します。

図 5-16　Webサービス（SOAP通信）を使用する場合のボトルネック

Webサービス（SOAP通信）に関する多重度は，次のように設定します。

● Hitachi Web Serverの場合
コンフィグファイルに指定できるディレクティブでのサーバの性能についての定義を
します。
詳細については，マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

●インプロセスHTTPサーバ機能の場合
運用管理ポータルの [論理サーバの環境設定 ]－ [J2EEサーバ ]－ [J2EEサーバの論
理サーバ名 ]－ [HTTPサーバ ]で次の内容を設定します。
• 同時実行スレッド数
• 初期スレッド数

定義ファイル プロパティ 内容

Cosminexus RMのセットアップ時に
設定する属性ファイル

MinPoolSize プールの最小値

MaxPoolSize プールの最大値
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詳細については，マニュアル「Cosminexus　システム構築ガイド」を参照してくだ
さい。

なお，Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数が十分な数を確保できない状
況であっても，個々のリクエスト受付で必ず最低限の実行をする場合は，占有スレッド
数を定義します。

占有スレッド数を定義した場合は，Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行スレッド数
以上の要求が個別のリクエスト受付に来た場合でも，必ず指定した数だけは同時に実行
されます。

ほかのリクエスト受付に要求が来ていない場合は，最大同時実行数まで同時に実行でき
ます。

HCSCサーバ内の占有スレッド数は，表 5-13および表 5-14に示すように設定します。

表 5-13　標準受付の占有スレッド数を設定するプロパティ

表 5-14　ユーザ定義受付の占有スレッド数を設定するプロパティ

最大同時実行数と占有スレッド数の関係を次の図に示します。

定義ファイル プロパティ 内容

HCSCサーバランタイム
定義ファイル

request-soap.exclusive.threads 標準の同期受付（Webサービ
ス）の占有スレッド数

定義ファイル プロパティ 内容

ユーザ定義受付ランタイ
ム定義ファイル

user-defined-reception-soap.exclusive.
threads

占有スレッド数
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図 5-17　最大同時実行数と占有スレッド数の関係

図 5-17に示すように，標準受付，二つのユーザ定義受付，およびWebサーバ（HTTP
サーバ）を次のように設定した場合，標準受付は必ず二つのスレッドを占有します。

• 標準受付：最大キュー滞留数 10，同時実行数 3，占有スレッド数 2
• ユーザ定義受付：同時実行数 2
• Webサーバ（HTTPサーバ）：同時実行数 5

そのため，Webサーバ（HTTPサーバ）の同時実行数に指定した 5件以上の要求が来る
と，二つのスレッドは標準受付の実行のために使用され，残りの三つのスレッドを使っ
てユーザ定義受付が動作します。

ただし，最大キュー滞留数，標準受付の同時実行数，占有スレッド数，およびWebサー
バ（HTTPサーバ）の同時実行数が図 5-17と同じ場合で，図 5-18に示すように，占有
スレッド数を指定した標準受付に要求が来ていないときでも，必ず二つはスレッドを占
有して実行する状態になります。また，ほかのユーザ定義受付では，それぞれ同時実行
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数が 2件で合計の同時実行数は 4件になるはずですが，Webサーバ（HTTPサーバ）の
同時実行数 5件であるため，残り三つしか処理できなくなります。ほかのリクエスト受
付の同時実行数が増えることはありません。

図 5-18　占有スレッド数を指定した受付に要求が来ない場合

（6） HCSCサーバに関連するタイマの設定

同期のサービス部品呼び出しの場合，応答が返って来ない場合のタイムアウト値を設定
することで，無応答でハングアップすることを回避できます。

また，サービス部品での実際の処理に掛かる最大時間を考慮して，タイマを設定する必
要があります。設定できるタイマについて次の図に示します。
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図 5-19　設定できるタイマ

図 5-19の各項番は次のタイマを示しています。

1. サービス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）
2. サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）
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3. HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）
4. HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）
5. HCSCサーバ内のトランザクションのタイマ

タイマは接続先やプロトコルによって設定方法が異なります。

（a）サービス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）

サービス部品（Webサービス）に接続する場合，書き込み，読み込み，および接続時の
タイマを設定できます。

• 書き込み時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する write（データ送
信）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立後のデータ送信が完了しない場
合などで有効となります。

• 読み込み時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する read（データ受
信）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立後のデータ受信が完了しない場
合などで有効となります。

• 接続時のタイマ
HTTPおよび HTTPS（TCP/IP通信）で使用するソケットに対する connect（ソケッ
ト接続）処理でのタイムアウト値を設定します。接続確立時の要求に対する応答がな
い場合などで有効となります。

(i)タイムアウト値の設定
サービス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）は，HCSCサーバ全体に設
定したり，サービスアダプタ個別に設定したりできます。設定方法を次に示します。
• HCSCサーバ全体の設定

HCSCサーバ稼働マシンでの SOAP通信基盤（Cosminexus Web Services）の
サーバ定義ファイルで定義します。サーバ定義ファイルの設定の詳細については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくだ
さい。

表 5-15　HCSCサーバ全体のタイマ（Webサービス）の設定

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

サーバ兼クライアントの
ソケットの書き込みタイ
ムアウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_write_timeout 60

サーバ兼クライアントの
ソケットの読み込みタイ
ムアウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_read_timeout 300

サーバ兼クライアントの
ソケットの接続タイムア
ウト値

c4web.application.<識別子 >.socket_connect_timeout 60
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• サービスアダプタ個別の設定
開発環境で定義する場合，サービスアダプタ定義画面のクライアント定義ファイ
ルに指定するファイルで設定します。クライアント定義ファイルの設定の詳細に
ついては，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参
照してください。

表 5-16　サービスアダプタ個別のタイマ（Webサービス）の設定

(ii)タイムアウト値の変更
すでにHCSCサーバに配備しているサービスアダプタに対して運用環境で定義する
場合は，cscsvcctlコマンドを使用して，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト
値を変更します。変更方法の詳細については，「5.2.28　サービス部品呼び出しの通
信タイムアウト値を変更する」を参照してください。コマンドの使い方については，
「10.　コマンド」の「cscsvcctl（サービス情報の管理）」を参照してください。

表 5-17　タイマ（Webサービス）の設定値の変更

（b）サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）

(i)タイムアウト値の設定
サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）は，HCSCサーバ全体に設
定したり，サービスアダプタ個別に設定したりできます。設定方法を次に示します。
• HCSCサーバ全体の設定

HCSCサーバ稼働マシンの Cosminexusで，EJBコンテナでタイムアウトを設定
します。RMI-IIOP通信のタイムアウトの詳細については，マニュアル

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

クライアントのソケッ
トの書き込みタイムア
ウト値

c4web.application.socket_write_timeout 60

クライアントのソケッ
トの読み込みタイムア
ウト値

c4web.application.socket_read_timeout 300

クライアントのソケッ
トの接続タイムアウト
値

c4web.application.socket_connect_timeout 60

値 キー名称

書き込みタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_write_timeout

読み込みタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_read_timeout

接続タイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_connect_timeout
329



5.　システム運用
「Cosminexus　機能解説」を参照してください。また，定義の詳細については，
マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。

表 5-18　HCSCサーバ全体のタイマ（SessionBean）の設定

• サービスアダプタ個別の設定
開発環境で定義する場合，サービスアダプタ定義画面のクライアント定義ファイ
ルに指定するファイルで設定します。クライアント定義ファイルの設定の詳細に
ついては，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参
照してください。

表 5-19　サービスアダプタ個別のタイマ（SessionBean）の設定

(ii)タイムアウト値の変更
すでに HCSCサーバに配備しているサービスアダプタに対して運用環境で定義する
場合は，cscsvcctlコマンドを使用して，サービス部品呼び出しの通信タイムアウト
値を変更します。変更方法の詳細については，「5.2.28　サービス部品呼び出しの通
信タイムアウト値を変更する」を参照してください。コマンドの使い方については，
「10.　コマンド」の「cscsvcctl（サービス情報の管理）」を参照してください。

表 5-20　タイマ（SessionBean）の設定値の変更

（c）HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）

HCSCサーバに接続するときのタイマ（Webサービス）は，サービスリクエスタ稼働マ

値 設定するファイル キー名称 デフォルト値
（秒）

RMI-IIOP通信す
べてに有効となる
タイムアウト値

EJBクライアントアプリ
ケーション用ユーザプロパ
ティファイル
（usrconf.properties）

ejbserver.rmi.request.timeout 0
（タイムアウ
トしません）

CORBAネーミン
グサービス部品と
の通信でのタイム
アウト値

ejbserver.jndi.request.timeout 0
（タイムアウ
トしません）

値 キー名称 デフォルト値
（秒）

呼び出しタイムアウト値 c4web.application.ejb_j2ee_timeout 0
（タイムアウ
トしません）

値 キー名称

呼び出しタイムアウト値 <クラスタ名 >.<サービス
ID>.SessionBean.c4web.application.ejb_j2ee_timeout
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シン側で設定します。サービスリクエスタの稼働しているマシン全体に設定したり，
サービスリクエスタ個別に設定したりできます。サービスリクエスタ稼働マシンで
SOAP通信基盤（Cosminexus Web Services）を使用している場合の設定方法を次に示
します。

• サービスリクエスタ稼働マシン全体の設定
サービスリクエスタ稼働マシンでの SOAP通信基盤（Cosminexus Web Services）の
サーバ定義ファイルで定義します。設定内容は「(a) サービス部品に接続するときのタ
イマ（Webサービス）」の場合と同様です。サーバ定義ファイルの設定の詳細につい
ては，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照して
ください。

• サービスリクエスタ個別の設定
作成するサービスリクエスタごとに個別に設定する場合，サービスリクエスタを実行
するときに指定するクライアント定義ファイルで設定します。設定内容は「(a) サービ
ス部品に接続するときのタイマ（Webサービス）」の場合と同様です。クライアント
定義ファイルの設定の詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリ
ケーション開発ガイド」を参照してください。

（d）HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）

HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）は，サービスリクエスタの稼働
しているマシン全体に設定したり，サービスリクエスタ個別に設定したりできます。設
定方法を次に示します。

HCSCサーバに接続するときのタイマ（SessionBean）は，サービスリクエスタ稼働マ
シン側で設定します。サービスリクエスタの稼働しているマシン全体に設定したり，
サービスリクエスタ個別に設定したりできます。サービスリクエスタ稼働マシンで
Cosminexusを使用している場合の設定方法を次に示します。

• サービスリクエスタ稼働マシン全体の設定
サービスリクエスタ稼働マシンの Cosminexusで，EJBコンテナでタイムアウトを設
定します。設定内容は「(b) サービス部品に接続するときのタイマ（SessionBean）」
の場合と同様です。RMI-IIOP通信のタイムアウトの詳細については，マニュアル
「Cosminexus　機能解説」を参照してください。定義の詳細については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。
• サービスリクエスタ個別の設定
作成するサービスリクエスタごとに個別に，createから removeまでの API通信のタ
イムアウト値を設定する場合，サービスリクエスタのアプリケーション開発時に API
（RequestTimeoutConfigFactoryクラスおよび RequestTimeoutConfigクラスのメ
ソッド）で設定します。

（e）HCSCサーバ内のトランザクションのタイマ

HCSCサーバ内のトランザクションのタイマは，HCSCサーバ全体で設定します。
HCSCサーバ稼働マシンの Cosminexusで，EJBコンテナでタイムアウトを設定しま
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す。定義の詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照
してください。

表 5-21　HCSCサーバ内のトランザクションのタイマの設定

（f） タイマ設定時の注意事項
• サービス部品に接続するときのタイマと HCSCサーバに接続するときのタイマの関係

HCSCサーバに接続するときのタイマは，サービス部品に接続するときのタイマより
も大きい値を指定してください。
サービス部品呼び出しで時間が掛かり正常応答した場合でも，HCSCサーバに接続す
るときのタイマが先にタイムアウトし，処理が正常に完了しません。
なお，ビジネスプロセスを呼び出して，サービス部品を呼び出す場合は，複数のサー
ビス部品を呼び出すことを考慮して，HCSCサーバに接続するときのタイマを設定す
る必要があります。

• サービス部品に接続するときのタイマとトランザクションのタイマの関係
トランザクションのタイマは，サービス部品に接続するときのタイマよりも大きい値
を指定してください。
サービス部品呼び出しで時間が掛かり正常応答した場合でも，トランザクションがタ
イムアウトすると，トランザクションがロールバックします。

5.4.2　Webサービス（SOAP通信）を使ったサービス呼び出
し

（1） SOAP通信基盤との関係

実行環境の HCSCサーバは，Cosminexus SOAP（SOAP通信基盤）およびWebサーバ
（HTTPサーバ）上で動作します。そのため，Webサービス（SOAP通信）を使用する
場合は，Cosminexus SOAPやWebサーバの設定が必要です。

サービスリクエスタと HCSCサーバのリクエスト受付との関係は，クライアントとサー
バの関係であり，HCSCサーバのサービスアダプタとサービス部品の関係もクライアン
トとサーバの関係になります。SOAP通信基盤との関係を次の図に示します。

値 設定するファイル キー名称 デフォ
ルト値
（秒）

EJBクライアントで
開始されるトランザ
クションのトランザ
クションタイムアウ
ト値

EJBクライアントアプ
リケーション用ユーザプ
ロパティファイル
（usrconf.properties）

ejbserver.jta.TransactionManager.def
aultTimeOut

180
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図 5-20　SOAP通信基盤との関係

（2） サービス部品呼び出し時のユーザ電文とWSDLの関係

サービス部品呼び出し時のユーザ電文とWSDLの関係は，標準受付の場合とユーザ定義
受付の場合とで異なります。

（a）標準受付の場合

SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（標準受付）を次の図に示します。
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図 5-21　SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（標準受付）

1. サービスアダプタを定義するときは，サービス部品側の電文フォーマットとしてサー
ビス部品のWSDLを定義します（サービス部品のWSDLには，要求電文，応答電文
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およびフォルト電文の形式が定義されています）。WSDLを作成するには，SOAP通
信基盤が提供する Java2WSDLコマンドを使用します。

2. サービスリクエスタから標準受付を呼び出してサービス部品を呼び出すときは，
HCSCサーバが提供するWSDLを使用します。HCSCサーバが提供するWSDLを
基にWSDL2Javaコマンドを使用してスタブを作成できます。

3. サービスリクエスタから標準受付を呼び出すときは，サービス部品側の電文フォー
マットに合わせた要求電文を事前に作成します。そして，HCSCサーバが提供する
WSDLに定義されている標準受付のパラメタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して実
行します。

4. サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプ
ロセスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリク
エスタ内でビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文
フォーマットに合わせた電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ（ユーザ
電文のパラメタ）に設定して実行します。

5. サービスリクエスタへの応答は，サービスアダプタで定義した応答電文の電文フォー
マットを使用します。

（b）ユーザ定義受付の場合

SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（ユーザ定義受付）を次の図に示します。
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図 5-22　SOAP通信時のユーザ電文とWSDLの関係（ユーザ定義受付）

1. ユーザ定義受付の場合，サービスリクエスタで指定する要求電文は，ビジネスプロセ
スの受付アクティビティに定義した任意の電文フォーマットの形式で要求します（受
付アクティビティに定義した電文フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ
定義受付に定義します）。
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2. スタブは，ユーザが定義したWSDLを基に，SOAP通信基盤が提供する
WSDL2Javaコマンドを使用して作成できます。標準受付の場合と異なり，サービス
リクエスタ側のプログラムで要求電文の XMLを作成する必要はありません。サービ
スリクエスタではスタブに要求を出すときに，それぞれのパラメタに値をセットして
実行します（スタブの中で SOAPメッセージを作成します）。

3. サービスリクエスタへの応答は，ビジネスプロセスの応答アクティビティで定義した
応答電文の電文フォーマットで応答します（応答アクティビティに定義した電文
フォーマットに合わせたWSDLを作成し，ユーザ定義受付に定義します）。

（3） Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザクション

Webサービス（SOAP通信）の場合，HCSCサーバ内で管理しているトランザクション
は，サービス側には引き継がれません。Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザ
クションを次の図に示します。

図 5-23　Webサービス（SOAP通信）の場合のトランザクション

5.4.3　SessionBeanを使ったサービス呼び出し

（1） Cosminexus（EJBコンテナ）との関係

実行環境の HCSCサーバは，Cosminexus の EJBコンテナ上で動作します。

HCSCサーバのリクエスト受付は，EJB（Stateless Session Bean）のリモートインター
フェースとして提供され，RMI-IIOPで接続します。

HCSCサーバのサービスアダプタからは，EJB（Stateless Session Beanまたは
Statefull Session Bean）で作成されたサービス部品が実行されます。Cosminexus
（EJBコンテナ）との関係を次の図に示します。
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図 5-24　Cosminexus（EJBコンテナ）との関係

（2） サービス部品呼び出し時のユーザ電文とサービス部品のスタブとの
関係

SessionBean使用時のユーザ電文とスタブの関係を次の図に示します。
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図 5-25　SessionBean使用時のユーザ電文とスタブの関係

サービスアダプタを定義するときは，サービス部品のスタブを定義します（サービス部
品のスタブには，作成したサービス部品のユーザクラスが含まれています。また，要求
電文，応答電文および例外の形式が定義されています）。
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サービス部品側の J2EEサーバに Cosminexusを使用している場合，サービス部品のス
タブを取得するには，J2EEサーバの cjgetstubsjarコマンドを使用します。

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときは，製品提供のスタブを使用しま
す。製品提供のスタブは，標準受付のインターフェースになっています。サービスリク
エスタから標準受付を呼び出すときには，サービス部品側の電文フォーマットに合わせ
た要求電文を事前に作成し，標準受付のパラメタ（ユーザ電文のパラメタ）に設定して
実行します。

サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプロ
セスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリクエス
タ内で，ビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文
フォーマットに合わせた電文を作成し，作成した電文を標準受付のパラメタ（ユーザ電
文のパラメタ）に設定して実行します。

サービスリクエスタへの応答は，サービスアダプタで定義した応答電文の電文フォー
マットを使用します。

cjgetstubsjarコマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　コ
マンド編」を参照してください。

（3） SessionBean使用時のトランザクション

SessionBean使用時のトランザクションを次の図に示します。
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図 5-26　SessionBean使用時のトランザクション

SessionBean使用時，HCSCサーバ内は CMT（Container Managed Transaction）で動
作します。また，標準受付のトランザクション属性は Required属性です。そのため，
サービスリクエスタがトランザクションスコープ内でHCSCサーバの標準受付を呼び出
したとき，トランザクションコンテキストがHCSCサーバ側に引き継がれ，HCSCサー
バ内の処理はサービスリクエスタ側のトランザクションスコープ内に入ります。また，
サービスリクエスタがトランザクションスコープ外でHCSCサーバの標準受付を呼び出
したとき，HCSCサーバ側で新しいトランザクションが開始されます。

なお，サービス部品のトランザクション属性は RequiresNewまたは NotSupportedでな
ければなりません。そのため，トランザクションは，サービス部品側には引き継がれま
せん。SessionBeanを利用したサービス部品のトランザクション属性を指定できるかど
うかについては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」
を参照してください。

ビジネスプロセスは BMT（Bean Managed Transaction）で動作します。ビジネスプロ
セス自体は新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを呼び出す場合は，
ビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティに定義したサービス部品呼び出し処理
ごとに，新たなトランザクションで制御します。そのため，サービスリクエスタがトラ
ンザクションスコープ内でHCSCサーバの標準受付を呼び出したときでも，トランザク
ションはサービスアダプタまで引き継がれません。ビジネスプロセスを介した場合のト
ランザクションを次の図に示します。
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図 5-27　ビジネスプロセスを介した場合のトランザクション

5.4.4　MDB（WS-R）を使ったサービス部品呼び出し

（1） Cosminexus RMとの関係

非同期のサービス部品を呼び出すには，Cosminexus RMを使用します。また，サービス
リクエスタ側の転送キューと HCSCサーバ側のローカルキューの間，そして HCSCサー
バ側の転送キューとサービス部品側のローカルキューの間はWS-R（WS-Reliability）を
使用します。Cosminexus RMは，Cosminexusの EJBコンテナ上で動作します。
Cosminexus RMとの関係を次の図に示します。
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図 5-28　Cosminexus RMとの関係

（2） サービス部品呼び出し時のメッセージの流れ

HCSCサーバの標準受付は，MDB（Message Driven Bean）で動作し，HCSCサーバ側
のローカルキューを監視しています。HCSCサーバ側のローカルキューにメッセージが
送信されると，標準受付はメッセージを取り出してサービス部品を呼び出します。

サービスリクエスタ側の転送キューには，HCSCサーバのあて先アドレスおよび転送先
のローカルキューのキュー名を設定します。サービスリクエスタからは，サービスリク
エスタ側の転送キューに対して，JMSメッセージを送信して，HCSCサーバの標準受付
を呼び出します。

サービス部品を呼び出すときには，サービスアダプタ側の転送キューに送信します。そ
して，転送キューは，開発環境のサービスアダプタ定義画面（基本画面のアドレスに指
定した転送先のキュー名および詳細画面の宛先URL）で定義したサービス部品側のロー
カルキューへ送信します。サービス部品をMDBで作成することで，サービス部品側の
ローカルキューに送信されたメッセージを取り出して処理できます。非同期（MDB
（WS-R））の場合のあて先の指定を次の図に示します。
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図 5-29　非同期（MDB（WS-R））の場合のあて先の指定

転送キューを作成したり，JMSメッセージを生成したりする手順については，マニュア
ル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。
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サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに転送キューに送信する JMSメッ
セージの形式は，標準受付のインターフェースになります。

JMSメッセージのペイロード（ヘッダを除いたデータ本体）に設定した内容が，ユーザ
電文としてサービス部品に伝わります。そのため，サービスリクエスタから標準受付を
呼び出すときに，サービス部品側の電文フォーマットに合わせた要求電文を事前に作成
し，ペイロードに設定してメッセージを送信します。非同期サービス部品呼び出し時の
ユーザ電文と JMSメッセージの関係を次の図に示します。
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図 5-30　非同期サービス部品呼び出し時のユーザ電文と JMSメッセージの関係
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サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すときは，要求電文はビジネスプロ
セスの受付アクティビティに定義した電文フォーマットになります。サービスリクエス
タ内でビジネスプロセスの受付アクティビティで定義されている要求電文の電文フォー
マットに合わせた電文を作成し，ペイロードに設定してメッセージを送信します。ビジ
ネスプロセスを呼び出す場合のユーザ電文と JMSメッセージの関係を次の図に示しま
す。
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図 5-31　ビジネスプロセスを呼び出す場合のユーザ電文と JMSメッセージの関係
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（3） 同期のサービス部品を呼び出す場合の応答電文の扱い

標準受付（MDB（WS-R））は，非同期の要求電文用の標準受付で，基本的にサービス部
品からの応答がない場合に使用します。しかし，非同期受付（MDB（WS-R））から同期
のサービス部品（Webサービスまたは SessionBeanなど）やビジネスプロセスを要求し
た場合，同期のサービス部品から応答が返ることがあります。そのため，HCSCサーバ
では応答を ReplyToキューに送信する手段を提供しています。

ReplyToキューを利用するには，HCSCサーバの環境構築時に HCSCサーバ側に転送
キュー（ReplyToキュー）を作成し，転送キューにサービスリクエスタ側マシンの
キュー間転送用Webアプリケーションのあて先アドレスおよび転送先キュー名を指定し
ておきます。

サービスリクエスタから標準受付に対してサービス部品の呼び出しを要求するとき，標
準受付のパラメタに作成した転送キュー（ReplyToキュー）のキュー名を指定すると，
サービス部品からの応答が返ってきたときに，指定されたキューに JMSメッセージが送
信されます。

転送キュー（ReplyToキュー）に送信された JMSメッセージは，サービスリクエスタ側
のローカルキューに転送されるため，ローカルキューからメッセージを取り出すことで，
サービスリクエスタは，サービス部品からの応答電文を取得できます。同期サービス部
品を呼び出した場合の応答の扱いを次の図に示します。
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図 5-32　同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱い

応答を取り出す方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム
　開発ガイド」を参照してください。

　

同期サービス部品でも応答があるかどうかによって，表 5-22に示すように ReplyTo
キューへメッセージを送信するかどうかが異なります。

なお，サービスリクエスタから ReplyToキューのキュー名を指定していても，HCSC
サーバ側に指定したキュー名のキューが作られていない場合は，ReplyToキューにメッ
セージは送信できないため，サービス部品の呼び出し処理がエラーになります。
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表 5-22　ReplyToキューへメッセージを出力する場合

（凡例）
×：メッセージを送信しません。
－：非同期のサービス部品からユーザ定義例外は存在しないため該当しません。

注※　エラーの情報はログ・トレースに出力します。

サービスリクエスタからの要求で ReplyToキューのキュー名を指定していない場合，電
文の実行履歴を採取している場合は，応答電文の内容は破棄されます（応答電文が破棄
されると，KDEC00031-Wメッセージが出力されます）。

また，サービスリクエスタ側で相関関係を対応づけるために，サービスリクエスタが指
定した JMSプロパティが引き継がれます。引き継がれるヘッダおよびプロパティの詳細
については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参
照してください。

（4） MDB（WS-R）使用時のトランザクション

MDB（WS-R）の場合，サービスリクエスタから HCSCサーバの間，そしてサービスア
ダプタからサービス部品の間は，異なるトランザクションになります。

（a）非同期のサービスアダプタへメッセージを送信する場合

非同期（MDB（WS-R））の標準受付でサービス部品呼び出し要求を受け付け，非同期の
（MDB（WS-R））サービスアダプタへメッセージを送信する場合，標準受付でのローカ
ルキューからのメッセージの取り出しとサービスアダプタでの転送キューへの送信は，
一つのトランザクションで処理します。

転送キューへのメッセージ送信が失敗した場合や，指定したサービスアダプタが起動し

項
番

ReplyToキューへ出力する
場合

応答電文の有無

応答電文があ
る場合

応答電文がな
い場合

サービス部品
からのユーザ
定義例外の場

合

ユーザ定義例
外以外のエ
ラーの場合

1 呼び出し先のサービス部品
が同期サービス部品の場合
（WebService，
SessionBeanおよびカスタ
ムアダプタなど）

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

ペイロードな
しのメッセー
ジを送信

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

×※

2 呼び出し先のサービス部品
が非同期サービス部品の場
合
（MDB（WS-R）および
MDB（DBキュー）など）

× × － ×※

3 呼び出し先のサービス部品
がビジネスプロセスの場合

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

ペイロードな
しのメッセー
ジを送信

ペイロードに
応答電文を設
定して送信

×※
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ていない場合など，何らかのエラーが発生した場合は，トランザクションをロールバッ
クします。

ロールバックすると，標準受付で取り出したメッセージが復元され，再度ローカル
キューからメッセージを取り出して，サービス部品を呼び出します。受付からサービス
部品呼び出しまでが非同期の場合のトランザクションについて次の図に示します。

図 5-33　受付からサービス部品呼び出しまでが非同期の場合のトランザクション

エラーが発生したときの対処方法については，「7.7.3　MDB（WS-R）実行時の障害対
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策」を参照してください。

（b）同期のサービス部品アダプタへメッセージを送信する場合

非同期（MDB（WS-R））の標準受付でサービス部品呼び出し要求を受け付け，同期の
サービスアダプタへメッセージを送信する場合，標準受付でのローカルキューからの
メッセージの取り出しからサービスアダプタでのサービス部品呼び出し，および応答が
返ってきて ReplyToキューへメッセージを送信するまでを，一つのトランザクションで
処理します。

転送キューへのメッセージの送信が失敗した場合や，指定したサービスアダプタが起動
していない場合，ReplyToキューへのメッセージ送信が失敗した場合など，何らかのエ
ラーが発生した場合は，トランザクションをロールバックします。ロールバックすると，
標準受付で取り出したメッセージが復元され，再度ローカルキューからメッセージを取
り出して，サービス部品を呼び出します。受付が非同期であるがサービス部品が同期の
場合のトランザクションについて次の図に示します。
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図 5-34　受付が非同期であるがサービス部品が同期の場合のトランザクション

トランザクションが失敗すると，次のようになります。番号は，図 5-34の番号と対応し
ています。

1. 転送キューへのメッセージの送信が失敗した場合
354



5.　システム運用
サービスアダプタから SOAPでのサービス部品呼び出しが失敗すると，ローカル
キューにメッセージが戻り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

2. 指定したサービスアダプタが起動していない場合
指定したサービスアダプタが起動していないと，ローカルキューにメッセージが戻
り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

3. ReplyToキューへのメッセージ送信が失敗した場合
応答が返ってきて ReplyToキューへのメッセージ送信が失敗すると，ローカルキュー
にメッセージが戻り，再度標準受付でメッセージを取り出します。

エラーが発生したときの対処方法については，「7.7.3　MDB（WS-R）実行時の障害対
策」を参照してください。

　

ビジネスプロセスは BMT（Bean Managed Transaction）で動作します。ビジネスプロ
セス自体は新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを呼び出す場合は，
ビジネスプロセスのサービス呼出アクティビティに定義したサービス部品呼び出し処理
ごとに，新たなトランザクションで制御します。ビジネスプロセスを介した場合のトラ
ンザクションについて次の図に示します。
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図 5-35　ビジネスプロセスを介した場合のトランザクション

（5） デッドメッセージキュー

HCSCサーバ稼働マシンでのサービス部品の呼び出しがロールバックして，ロールバッ
クの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，配送回数に無制限の設定
をしている場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに遷移します。
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エラーが発生したときにデッドメッセージキューに遷移する仕組みについては，「7.7.3　
MDB（WS-R）実行時の障害対策」を参照してください。

（6） MDB（WS-R）で使用するキューの名称と個数

HCSCサーバの実行環境上では，表 5-23に示すキューを使用します。

表 5-23　MDB（WS-R）で使用するキューの名称と個数

（凡例）
－：該当しません。

5.4.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し

（1） Cosminexus RMとの関係

DBキューを使った非同期のサービス部品呼び出しでも，Cosminexus RMを使用します
（通常は，TP1/EEと連携するために使用します。TP1/EE側では DBキューという名前
で呼びます）。

項
番

用途 説明 キューの種
類

キューの名称 個数 備考

1 非同期受付
（MDB
（WS-R））用

サービスリク
エスタ側の転
送キューのあ
て先となる
キュー。

ローカル
キュー

• 単独構成および
ロードバランスク
ラスタの場合
CSC<HCSCサー
バ名
>ACPT_RCVQ

• HAクラスタの場
合
CSC<クラスタ名
>ACPT_RCVQ

1 －

2 サービスアダ
プタ（MDB
（WS-R））用

サービス部品
側のローカル
キューへ転送
するキュー。

転送キュー CSC_<クラスタ名
><アダプタ名 >

非同期
（MDB
（WS-R））
サービスア
ダプタ数

－

3 デッドメッ
セージキュー

MDB（DB
キュー）用の
デッドメッ
セージキュー
と共用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 システムに
1個

DB
キュー
での
デッド
メッ
セージ
キュー
と同一。

4 ReplyTo
キュー

サービス部品
呼び出しの応
答を受け取る
場合に使用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 任意 －
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サービスリクエスタ側の TP1/EEとのインターフェースには受信用共用キューを，サー
ビス部品側の TP1/EEとのインターフェースには送信用共用キューを使用します。

なお，非同期（MDB（DBキュー））の標準受付から，非同期（MDB（DBキュー））
サービスアダプタを呼び出すことはできません。必ず異なるプロトコルのリクエスト受
付またはサービスアダプタと組み合わせて使用する必要があります。Cosminexus RMと
の関係を次の図に示します。

図 5-36　Cosminexus RMとの関係
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！！！！ 注意事項
 

実行環境内と HiRDBに別々のキューがそれぞれ作成されるわけではありません。データ
ベース上のキューは同一のシステム上に作成されるため，実行環境内のキューと HiRDBの
キューは同じものになります。TP1EE側の DBキューも同様です。

（2） サービス部品呼び出し時のメッセージの流れ

HCSCサーバのリクエスト受付は，MDB（Message Driven Bean）で動作し，HCSC
サーバ側の受信用共用キューを監視しています。HCSCサーバ側の受信用共用キューに
メッセージが送信されると，メッセージを取り出してサービス部品を呼び出します。
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TP1/EE側のサービスリクエスタからは，受信用共用キューがあるデータベースに対し
て，直接アクセスしてメッセージを送信します。

サービスリクエスタ側の送信用共用キューには，あて先となるキュー名を設定します
（開発環境のサービスアダプタ定義画面で設定します）。

あて先となる TP1/EE側の DBキュー（受信用共用キュー）は，TP1/EEのコマンドを
使用して作成します。なお，TP1/EE側の DBキューは，送信用共用キューがある同一
データベース内（同一の HiRDBシステム内）に作成する必要があります。非同期
（MDB（DBキュー））の場合のあて先の指定について次の図に示します。
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図 5-37　非同期（MDB（DBキュー））の場合のあて先の指定
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！！！！ 注意事項
 

実行環境内と HiRDBに別々のキューがそれぞれ作成されるわけではありません。データ
ベース上のキューは同一のシステム上に作成されるため，実行環境内のキューと HiRDBの
キューは同じものになります。TP1EE側の DBキューも同様です。

DBキューの作成の詳細については，マニュアル「TP1/Server Base Enterprise Option
　使用の手引」の DBキューに関する内容を参照してください。 

（a）TP1/EEからサービス部品を呼び出す場合

サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに，受信用共用キューに送信する
メッセージの形式は，BytesMessageです。

呼び出すサービス名やクライアント相関 IDなどのパラメタを設定した HCSCサーバ用
DBキューヘッダをバイナリ形式で作成し，そのあとに要求電文（バイナリ形式）を組み
立てます。これによって，要求電文（バイナリ形式）の内容が，ユーザ電文としてサー
ビス部品に伝わります。サービスリクエスタから標準受付を呼び出すとき，サービス部
品側の電文フォーマットに合わせた要求電文を事前に作成し，ペイロードに設定して
メッセージを送信します。TP1/EEからサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電
文フォーマットの関係を次の図に示します。
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図 5-38　TP1/EEからサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電文フォーマットの
関係
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バイナリデータを作成する方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラッ
トフォーム　開発ガイド」を参照してください。

（b）TP1/EEのサービス部品を呼び出す場合

サービスアダプタからサービス部品を呼び出すときに送信用共用キューに送信するメッ
セージの形式は，BytesMessageです。

サービスアダプタに定義した電文フォーマットに合わせた要求電文をバイナリ電文とし
てメッセージに設定します。TP1/EEのサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電
文フォーマットの関係を次の図に示します。
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図 5-39　TP1/EEのサービス部品を呼び出すときのユーザ電文と電文フォーマットの関
係
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（3） 同期のサービス部品を呼び出す場合の応答電文の扱い

標準の非同期受付（MDB（DBキュー））は，非同期の要求電文の標準受付で，基本的に
サービス部品からの応答がない場合に使用します。しかし，非同期受付（MDB（DB
キュー））から同期のサービス部品（Webサービスまたは SessionBeanなど）やビジネ
スプロセスを要求した場合，同期のサービス部品から応答が返るときがあります。

そのため，HCSCサーバでは応答を ReplyToキューに送信する手段を提供しています。

ReplyToキューを利用するには，HCSCサーバの環境構築時に HCSCサーバ側に送信用
共用キューを作成し，送信用共用キューに送信先のキュー名を指定しておきます。

サービスリクエスタから標準受付に対してサービス部品の呼び出しを要求する場合，標
準受付のパラメタに作成した送信用共用キューのキュー名を指定すると，サービス部品
からの応答が返ってきた際に指定されたキューに JMSメッセージが送信されます。

送信用共用キューからサービスリクエスタ側の DBキュー（受信用共用キュー）にメッ
セージが転送されるため，DBキュー（受信用共用キュー）からメッセージを取り出すこ
とで，サービス部品からの応答電文を取得できます。

応答を取り出す方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム
　開発ガイド」を参照してください。

同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱いを次の図に示します。
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図 5-40　同期サービス部品を呼び出した場合の応答の扱い

ReplyToキューへメッセージを出力するのは，次に示す場合です。

同期サービス部品でも応答があるかどうかによって，次のような形式で ReplyToキュー
へメッセージを送信します。

なお，サービスリクエスタから ReplyToキューのキュー名を指定していても，HCSC
サーバ側に指定したキュー名のキューが作成されていない場合は，ReplyToキューに
メッセージは送信できないで，サービス部品呼び出し処理がエラーになります。
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表 5-24　ReplyToキューへメッセージを出力するケース

（凡例）
×：メッセージを送信しません。
－：非同期のサービス部品からユーザ定義例外は存在しないため該当しません。

注※　エラーの情報はログ・トレースに出力します。

サービスリクエスタからの要求で ReplyToキューのキュー名を指定していない場合，お
よび電文の実行履歴を採取している場合は，応答電文の内容は破棄されます（応答電文
を破棄したことを示す KDEC00031-Wメッセージが出力されます）。

なお，MDB（WS-R）の場合のように，JMSプロパティを引き継ぐことはできません。
サービス部品呼び出しの相関関係を対応づける場合は，ユーザ電文内に相関関係を示す
情報を埋め込みます。

（4） MDB（DBキュー）使用時のトランザクション

MDB（DBキュー）の場合，サービスリクエスタからHCSCサーバの間，そしてサービ
スアダプタからサービス部品の間は，異なるトランザクションになります。

標準受付でのローカルキューからのメッセージの取り出しとサービスアダプタでの転送
キューへの送信は，一つのトランザクションで処理します。MDB（WS-R）の場合のト
ランザクションと同一です。

（5） デッドメッセージキュー

HCSCサーバ稼働マシンでのサービス部品の呼び出しをロールバックして，ロールバッ
クの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，配送回数に無制限の設定

項
番

ReplyToキューへ出力する
ケース

応答電文の有無

応答電文があ
る場合

応答電文がな
い場合

サービス部品
からのユーザ
定義例外の場

合

ユーザ定義例
外以外のエ
ラーの場合

1 呼び出し先のサービス部品
が同期サービス部品の場合
（WebService，
SessionBeanおよびカスタ
ムアダプタなど）

ペイロードに
応答電文を設
定

ペイロードな
しのメッセー
ジ

ペイロードに
応答電文を設
定

×※

2 呼び出し先のサービス部品
が非同期サービス部品の場
合
（MDB（WS-R）および
MDB（DBキュー）など）

× × － ×※

3 呼び出し先のサービス部品
がビジネスプロセスの場合

ペイロードに
応答電文を設
定

ペイロードな
しのメッセー
ジ

ペイロードに
応答電文を設
定

×※
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をしている場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに遷移します。

エラーが発生したときにデッドメッセージキューに遷移する仕組みについては，「7.7.3　
MDB（WS-R）実行時の障害対策」を参照してください。

（6） MDB（DBキュー）で使用するキューの名称と個数

HCSCサーバの実行環境上では，次の表に示すキューの名称と個数を使用します。DB
（DBキュー）で使用するキューの名称と個数を次の表に示します。

表 5-25　DB（DBキュー）で使用するキューの名称と個数

（凡例）
－：該当しません。

項
番

用途 説明 キューの種
類

キューの名称 個数 備考

1 非同期受付
（MDB（DB
キュー））用

サービスリ
クエスタ側
の TP1/EE
システムか
ら要求を受
信する
キュー。

受信用共用
キュー

• 単独構成および
ロードバランス
クラスタの場合
CSC<HCSC
サーバ名
>ACPT_DBQ

• HAクラスタの
場合
CSC<クラスタ
名
>ACPT_DBQ

1 －

2 サービスアダ
プタ（MDB
（DBキュー））
用

サービス部
品側の DB
キューへ転
送する
キュー。

送信用共用
キュー

CSC_<クラスタ
名 ><アダプタ名
>

非同期
（MDB（DB
キュー））
サービスア
ダプタ数

－

3 デッドメッ
セージキュー

MDB
（WS-R）用
のデッド
メッセージ
キューと共
用。

ローカル
キューまた
は転送
キュー

任意の名称 システムに
1個

WS-Rで
のデッド
メッセー
ジキュー
と同一

4 ReplyTo
キュー

サービス部
品呼び出し
の応答を受
け取る場合
に使用。

送信用共用
キュー

任意の名称 任意 －
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5.5　ビジネスプロセスを使った運用

5.5.1　ビジネスプロセスの仕組み

（1） ビジネスプロセスの処理の流れ

サービスリクエスタからビジネスプロセスを呼び出すと，呼び出されたビジネスプロセ
スで定義された要素やアクティビティを一つ一つ実行することで，プロセスを実行しま
す。ビジネスプロセスの定義は，開発環境で定義します。ビジネスプロセスの処理の流
れを次の図に示します。
370



5.　システム運用
図 5-41　ビジネスプロセスの処理の流れ

（2） ビジネスプロセスの通信モデル

ビジネスプロセスは，同期と非同期の 2種類の通信モデルがあります。

通信モデルが同期の場合，ビジネスプロセスを呼び出したサービスリクエスタに対して，
応答電文が返ります（応答電文は応答アクティビティに定義した電文フォーマットで
す）。

通信モデルが非同期の場合，ビジネスプロセスを呼び出したサービスリクエスタに応答
電文が返りません（処理だけがリターンします）。
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通信モデルは，開発環境でビジネスプロセス定義するときに，受付アクティビティのダ
イアログで定義します。ビジネスプロセスでの通信モデルの違いを次の図に示します。

図 5-42　ビジネスプロセスでの通信モデルの違い

受付アクティビティダイアログの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービス
プラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

（3） プロセスインスタンス

ビジネスプロセスが最初に要求を受け付けるときには，プロセスインスタンスを生成し
ます。プロセスインスタンスを生成するには，開発環境でビジネスプロセスを定義する
とき，最初に要求を受け付ける受付アクティビティを定義する受付アクティビティダイ
アログでインスタンス生成を「yes」に設定します。

プロセスインスタンスを生成するビジネスプロセスの場合，ビジネスプロセスが要求を
受け付けるたびにプロセスインスタンスを生成します。そのため，複数の要求が同時に
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実行された場合でも，個々に独立してプロセスを実行します。ビジネスプロセスでのプ
ロセスインスタンスの仕組みについて次の図に示します。

図 5-43　 ビジネスプロセスでのプロセスインスタンスの仕組み

受付アクティビティダイアログの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービス
プラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

プロセスインスタンスの属性情報を次の表に示します。

表 5-26　 プロセスインスタンスの属性情報

属性 説明

識別子 個々のプロセスインスタンスを特定するための識別子です。
同一のビジネスプロセス定義（バージョンは異なる場合もあ
る）内で一意な識別子です。
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プロセスインスタンスの状態遷移を次の図に示します。

図 5-44　プロセスインスタンスの状態遷移

1. プロセスインスタンスを実行しようとしたとき。
2. プロセスインスタンスに所属するアクティビティを実行しようとしたとき。
3. プロセスインスタンスに所属するグローバルスコープが完了し，プロセスインスタン
スが正常に終了したとき。

4. プロセス実行中にフォルトが発生し，グローバルスコープでもキャッチできないでプ
ロセスインスタンスがフォルト終了したとき。

図 5-44で示すプロセスインスタンスの状態を次の表に示します。

ビジネスプロセス定義名 対象のプロセスインスタンスが所属するビジネスプロセスの
定義名称です。サービスリクエスタから呼び出すときのサー
ビス名に相当します。

ビジネスプロセス定義バージョン 対象のプロセスインスタンスが所属するビジネスプロセス定
義バージョンです。

状態 対象のプロセスインスタンスの状態です。

開始時刻 対象のプロセスインスタンスの開始時刻（GMT）です。
注　ACTIVE状態に遷移した時刻

終了時刻 対象のプロセスインスタンスの終了時刻（GMT）です。
注　COMPLETED状態に遷移した時刻

属性 説明
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表 5-27　プロセスインスタンスの状態

（4） アクティビティ

アクティビティは，ビジネスプロセスの構成要素となる部品で，処理の構造を表現した
ものです。複数のアクティビティを連結して，ビジネスプロセスの処理フローを定義し
ます。

開発環境のビジネスプロセス定義画面でアクティビティを配置，連結して定義します。
各アクティビティの属性情報を次の表に示します。

表 5-28　アクティビティの属性情報

アクティビティの状態遷移を次の図に示します。

状態 説明

ACTIVE状態 実行中状態（Executing） プロセスインスタンスが実行中の状態で
す。

COMPLETED状態 完了状態（Completed） プロセスのグローバルスコープが完了し
て，プロセスインスタンスが完了した状態
です。

フォルト終了状態（Faulted） フォルトが発生し，グローバルスコープで
もキャッチできないでプロセスインスタン
スがフォルト終了した状態です。

属性 説明

プロセスインスタンス識別子 対象のアクティビティが所属するプロセスインスタンスの
識別子です。

アクティビティ番号 アクティビティを識別するための番号です。アクティビ
ティリストのインデクスに対応します。

ビジネスプロセス定義名 対象のアクティビティが所属するビジネスプロセスの定義
名称です。サービスリクエスタから呼び出すときのサービ
ス名に相当します。

ビジネスプロセス定義バージョン 対象のアクティビティが所属するビジネスプロセス定義
バージョンです。

アクティビティ定義名 対象のアクティビティのアクティビティ定義名称です。

アクティビティ種別 対象のアクティビティのアクティビティ種別です。

状態 対象のアクティビティの状態です。

開始時刻 対象のアクティビティの開始時刻（GMT）です。
注　ACTIVE状態に遷移した時刻

終了時刻 対象のアクティビティの終了時刻（GMT）です。
注　COMPLETED状態に遷移した時刻
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図 5-45　アクティビティの状態遷移

1. 新たなアクティビティのインスタンスが生成されたとき。
2. アクティビティインスタンスを実行しようとしたとき。
3. アクティビティインスタンスの実行が完了したとき。
4. アクティビティインスタンスを実行したが，実行中にならないで実行が完了したと
き。

5. サービスリクエスタからの要求を受信した受付以外の受付アクティビティインスタン
スを実行しようとしたとき。

6. 待ち受け状態の受付アクティビティインスタンスがサービスリクエスタからの要求を
受けたとき。

7. target linkが falseで活性化されたとき。
8. アクティビティインスタンスの実行時にフォルトが発生したとき。
9. フォルトが発生し，アクティビティの実行がキャンセル処理を依頼されたとき。
10.フォルトが発生し，フォルトハンドラーでキャッチして対応するアクティビティイン
スタンスを実行中のとき。

11.フォルトが発生し，キャッチに対応するアクティビティインスタンスの実行が完了し
たとき。

12.構造化アクティビティが実行省略された際に，内包するアクティビティを実行省略に
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するとき。
13.未省略状態のアクティビティの実行を省略するとき。

図 5-45で示すアクティビティの状態を次の表に示します。

表 5-29　アクティビティの状態

各アクティビティの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム　開発ガイド」を参照してください。

（5） 変数の種類と役割

ビジネスプロセスでは，メッセージに含まれる値や業務で使用する値を変数で保持でき
ます。変数にはグローバル変数とローカル変数の 2種類があり，開発環境のビジネスプ
ロセス定義画面で定義します。変数の役割を次の表に示します。

表 5-30　変数の役割

状態 説明

READY状態 未実行状態（Unexecution） アクティビティインスタンスが未実行で，
今後実行される可能性のある状態です。

未省略状態（Unomission） アクティビティインスタンスが未実行で，
今後実行省略される状態です。

ACTIVE状態 実行中状態（Executing） アクティビティインスタンスが実行中の状
態です。

待ち受け状態（Awaiting） 受付アクティビティのインスタンスが受け
付けられる状態です。

フォルト中状態（Faulting） アクティビティインスタンスが
faultHandlerでキャッチしたアクティビ
ティを実行している状態です。

COMPLETED状態 完了状態（Completed） アクティビティインスタンスが正常に実行
され終了した状態です。

キャンセル状態（Canceled） フォルトが発生しアクティビティインスタ
ンスの実行がキャンセルされた状態です。

フォルト終了状態（Faulted） アクティビティインスタンスの実行中に
フォルトが発生して終了した状態です。

実行省略状態（Omitted） アクティビティインスタンスの実行が省略
された状態です。

変数 説明

グローバル変数 グローバル変数は，一つのプロセスインスタンス内であれば，どこからでも参
照できます。また，プロセスが完了しても変数の値はデータベースに記録され
ているため，ビジネスプロセス全体の進行状況を分析できます。変数名は，プ
ロセス内で一意にします。
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変数の定義については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガ
イド」を参照してください。

（6） 相関セットの役割

相関セットはサービスリクエスタが送信するメッセージを一意に識別するための文字列
です。

一つのビジネスプロセスに対して，サービスリクエスタからメッセージを受け取れるプ
ロセスインスタンスが HCSCサーバ上に複数ある場合，HCSCサーバはメッセージに含
まれる相関セットの値を利用してプロセスインスタンスを特定します。

サービスリクエスタは相関セットを含めた要求電文を作成して，HCSCサーバに対して
サービス部品の呼び出し（ビジネスプロセスの呼び出し）を要求します。ビジネスプロ
セスからの応答にも相関セットが含まれ，どの送信メッセージに対する結果かを識別で
きます。相関セットは開発環境のビジネスプロセス定義画面で定義します。

なお，相関セットは，ビジネスプロセスがサービス部品を呼び出すとき，およびビジネ
スプロセスがサービス部品から応答を受けたときにも，新たに相関セットを指定して
メッセージを送信できます。

相関セットによるプロセスインスタンスの識別については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

5.5.2　永続化するビジネスプロセスと永続化しないビジネス
プロセス

ビジネスプロセスには，データベースにプロセスの実行状態および実行履歴を永続化す
るビジネスプロセスと，永続化しないビジネスプロセスの２種類があります。永続化と
は，プロセスの実行状態および実行履歴をデータベースに記録することです。

それぞれのビジネスプロセスの違いについて，次に説明します。

（1） 永続化するビジネスプロセス

永続化するビジネスプロセスは，プロセスの実行状態と実行履歴の記録があるため，障
害が発生した場合に，プロセスの実行の進捗度がわかり，プロセスを再実行できます。
開発環境でビジネスプロセスを追加するときに，永続化する設定にできます。

次に示す内容を実施する場合には，ビジネスプロセスを永続化に設定します。

ローカル変数 ローカル変数は，宣言したスコープ内で参照できます。宣言しているスコープ
が終了すると，変数の値もデータベースから削除されるため，プロセス実行中
の条件判定など一時的に値を参照するために利用できます。変数名は，スコー
プ内で一意にします。スコープが異なれば同じ変数名を宣言できます。ただし，
変数を参照する場合に，参照個所で最も内側に近いスコープで宣言された変数
を参照します。

変数 説明
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プロセスインスタンスの実行履歴の管理
• コマンドによるプロセスインスタンスの実行履歴の取得
• 運用環境の画面によるプロセスインスタンスの実行履歴の取得

プロセスインスタンスの再実行
• コマンドによるプロセスインスタンスの再実行
• 運用環境の画面によるプロセスインスタンスの再実行
• サービスリクエスタ（SOAP通信 /SessionBean）によるプロセスインスタンスの
再実行

ビジネスプロセスを新規に追加する方法については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

（2） 永続化しないビジネスプロセス

永続化しないビジネスプロセスは，プロセスの実行状態と実行履歴の記録を採らないた
め，高性能を実現する必要があるビジネスプロセスの場合に設定します。開発環境でビ
ジネスプロセスを追加するときに，永続化しない設定にできます。

ただし，永続化するビジネスプロセスではできることが，永続化しないビジネスプロセ
スではできないといった制約事項があります。永続化しないビジネスプロセスは，次の
条件を満たす場合に定義できます。

1. 非同期の受付アクティビティを含まない。
2. 非同期のサービスアダプタに対して，サービスを呼び出すサービス呼出アクティビ
ティを含まない。

3. 応答アクティビティよりあとにアクティビティ（分岐（終了）アクティビティおよび
終了アクティビティを除く）が存在しない。
例を次に示します。

（例 1）「スコープ」の中と外で「受付」と「応答」を使用する場合は，スコープ内の
「応答 1」のあとに，スコープ外の「受付 2」を実行することになるため，永続化しな
いビジネスプロセスとして定義できません。

（例 2）「並列処理」の中に「受付」と「応答」を使用する場合は，次に示すように，
並列処理が必ず同時に実行して終了するとは限らないため，永続化しないビジネスプ
ロセスとして定義できません。
•「応答 1」を実行したあとに「受付 2」，「サービス呼出 2」，または「応答 2」のどれ
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かを実行する。
•「応答 2」を実行したあとに「受付 1」，「サービス呼出 1」，または「応答 1」のどれ
かを実行する。

（例 3）「並列処理」の中に「サービス呼出」だけを使用する場合は，永続化しないビ
ジネスプロセスとして定義できます。

（例 4）「分岐」の中に「応答」を使用する場合は，「応答 1」と「応答 2」のどちらか
一方だけを実行することになるため，永続化しないビジネスプロセスとして定義でき
ます。

4. プロセスインスタンスの再実行を使用しない（障害発生時は，サービスリクエスタか
らサービス呼び出し要求（ビジネスプロセスの呼び出し）を再度実行する）。

ビジネスプロセスを新規に追加する方法については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

5.5.3　ビジネスプロセスの再実行
ビジネスプロセス実行中に，実行基盤のあるマシンが停止したり，サービス部品の呼び
出しに失敗したりした場合，障害が発生して中断したプロセスインスタンスを再実行で
きます。プロセスインスタンスを再実行することで，ビジネスプロセスの内容が処理で
きます。
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（1） 運用環境の画面からの再実行

運用環境の画面から，中断したプロセスインスタンスを一件ずつ再実行できます。

画面によるプロセスインスタンスの再実行の詳細については，「6.1.5　プロセスインスタ
ンスを再実行する」を参照してください。

（2） コマンドからの再実行

コマンドを使用して，中断したプロセスインスタンスを一件ずつ再実行できます。

また，複数のプロセスインスタンスが同一のビジネスプロセス定義名である場合，複数
のプロセスインスタンスを一括して再実行できます。プロセスインスタンスの実行履歴
の一括再実行は，コマンドでだけ実行できます。

コマンドによるプロセスインスタンスの再実行の詳細については，「6.1.5　プロセスイン
スタンスを再実行する」を参照してください。

（3） サービスリクエスタからの再実行（SOAP通信）

SOAPフォルトや例外になって中断したプロセスインスタンスは，システム運用管理者
だけでなく，サービスリクエスタからも再実行できます。

サービスリクエスタから再実行するには，標準の同期受付（Webサービス）に要求を出
すサービスリクエスタを作成します。

サービス部品の呼び出しがエラーになり，ビジネスプロセスインスタンス IDがエラー情
報として返ってきた場合は，そのビジネスプロセスインスタンス IDを指定して再実行し
ます。SOAP通信でのサービスリクエスタからの要求の再実行を次の図に示します。
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図 5-46　SOAP通信でのサービスリクエスタからの要求の再実行

なお，ユーザ定義受付を使用してサービス部品を呼び出して再実行する場合，標準受付
に対して再実行を要求するようなサービスリクエスタを作成する必要があります。ビジ
ネスプロセスの再実行を要求するサービスリクエスタの作成については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

（4） サービスリクエスタからの再実行（SessionBean）

標準の同期受付（SessionBean）に要求を出すサービスリクエスタからも，ビジネスプ
ロセスの再実行要求ができます。サービスリクエスタから再実行するには，標準の同期
受付（SessionBean）に要求を出すサービスリクエスタを作成します。

サービス部品呼び出しがエラーになり，ビジネスプロセスインスタンス IDが例外（エ
ラー情報）として返ってきた場合は，そのビジネスプロセスインスタンス IDを指定して
再実行します。SessionBeanでのサービスリクエスタからのビジネスプロセスの再実行
を次の図に示します。
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図 5-47　SessionBeanでのサービスリクエスタからのビジネスプロセスの再実行

ビジネスプロセスの再実行を要求するサービスリクエスタの作成については，マニュア
ル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。
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5.6　標準プロトコル以外のシステムとの接続

5.6.1　データベースとの接続
サービス部品としてデータベースを呼び出す場合には，DBアダプタを使用します。DB
アダプタを使用する場合のデータベースのアクセスと設定について説明します。

（1） DBアダプタを使ったデータベースへのアクセス

DBアダプタは，サービスリクエスタやビジネスプロセスからの要求を受けて，データ
ベースに対して直接アクセスできます。DBアダプタは，開発環境で定義します。DBア
ダプタに対して要求するサービスリクエスタからは，実行する SQL文を記述した XML
文書を作成して，作成した XML電文を要求電文に設定して実行します。DBアダプタに
よる SQLの実行について次の図に示します。
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図 5-48　DBアダプタによる SQLの実行

DBアダプタを定義する手順，および DBアダプタに要求を出すサービスリクエスタの作
成については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を
参照してください。
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5.　システム運用
（2） DBアダプタが使用する DB Connectorの設定

データベースにアクセスするには，HCSCサーバをセットアップするときに定義した
DB Connectorとは別に，サービス部品稼働マシン（データベースが稼働しているマシ
ン）に対してアクセスする DB Connectorを準備する必要があります。

DBアダプタが利用する DB Connector用の RARファイルの選択方法，および DBアダ
プタを利用する場合に設定する Connector属性ファイルの設定内容については，
「3.1.2(8) DB Connectorのセットアップ」を参照してください。

5.6.2　OpenTP1との接続
OpenTP1などの既存システムのサービス部品を呼び出したり，OpenTP1などの既存シ
ステムからサービス部品を呼び出したりできます。呼び出し方で接続のしかたが異なり
ます。

（1） TP1から同期の標準受付を使った HCSCサーバのサービス部品の
呼び出し

Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境で，OpenTP1などの既存システムか
ら，HCSCサーバを経由してサービス部品を呼び出す場合に uCosminexus TP1 
Gatewayを利用します。

uCosminexus TP1 Gatewayでは，HCSCサーバの標準受付（SessionBean）に合わせ
て IDLを作成して，これを基にスタブを作成します。これによって，同期応答型の送信
ができます。OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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図 5-49　OpenTP1システムからのサービス部品の呼び出し
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詳細は，マニュアル「uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド」を参照してくだ
さい。

（2） TP1から非同期の標準受付を使った HCSCサーバのサービス部品
の呼び出し

同期応答型の要求のほかに，非同期で OpenTP1などの既存システムから，HCSCサー
バを経由してサービス部品を呼び出せます。

HCSCサーバの標準受付（MDB（DBキュー））に対して要求する非同期応答型の送信が
できます。

詳細は，「5.4.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し」，およびマニュア
ル「uCosminexus TP1 Gateway ユーザーズガイド」を参照してください。

（3） HCSCサーバから TP1アダプタを使った TP1サービス部品の呼び
出し

TP1アダプタを使用することで，OpenTP1を使用したシステムのサービス部品を呼び出
せます。TP1アダプタを運用するには，開発環境で設定して，カスタムアダプタパッ
ケージファイルを作成（パッケージング）し，実行環境へ配備することで利用できます。
HCSCサーバからの OpenTP1システムのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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図 5-50　HCSCサーバからの OpenTP1システムのサービス部品の呼び出し
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開発環境で TP1アダプタを作成する手順については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム TP1アダプタ ユーザーズガイド」を参照してください。

開発環境での操作については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　
開発ガイド」を参照してください。

実行環境への配備方法については，「3.1.9　サービスアダプタを配備する」を参照してく
ださい。

（4） HCSCサーバからの MDB（DBキュー）サービスアダプタを使った
TP1サービス部品の呼び出し

同期応答型のサービス部品呼び出しのほかに，非同期で HCSCサーバから，OpenTP1
システムのサービス部品を呼び出せます。非同期で HCSCサーバから，OpenTP1シス
テムのサービス部品を呼び出すには，HCSCサーバの非同期サービスアダプタ（MDB
（DBキュー））を実行します。

詳細は，「5.4.5　MDB（DBキュー）を使ったサービス部品呼び出し」を参照してくだ
さい。

5.6.3　Object Wrapperシステムとの接続
Object Accessアダプタを使用することで，既存の TPBrokerシステム（Object Wrapper
システム）のサービス部品を呼び出せます。HCSCサーバからの Object Wrapperシス
テムのサービス部品の呼び出しを次の図に示します。
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図 5-51　HCSCサーバからの Object Wrapperシステムのサービス部品呼び出し

5.6.4　他社 ERPパッケージとの接続
iWayアダプタを使用することで，他社 ERPパッケージのサービス部品を呼び出せます。
HCSCサーバからの他社 ERPパッケージのサービス部品の呼び出しを次の図に示しま
す。
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図 5-52　HCSCサーバからの他社 ERPパッケージのサービス部品の呼び出し

5.6.5　ファイルを扱うシステムとの接続
サービスリクエスタやビジネスプロセスからの要求を受けて，HCSCサーバ上のローカ
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ルディスクに対して直接ファイルの入出力ができます。ファイルアダプタは，開発環境
で定義します。ファイルアダプタによるファイルアクセスの実行について，次の図に示
します。

図 5-53　ファイルアダプタによるファイルアクセスの実行

ファイルアダプタを定義する手順の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービ
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スプラットフォーム ファイルアダプタ　ユーザーズガイド」を参照してください。
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6　 実行履歴の管理
この章では，システム運用時のプロセスインスタンスの実行履
歴や電文の実行履歴の管理方法について説明します。

6.1　プロセスインスタンスの実行履歴の管理

6.2　電文の実行履歴の管理

6.3　実行履歴情報テーブルの管理
395



6.　実行履歴の管理
6.1　プロセスインスタンスの実行履歴の管理
ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行状況を履歴として，データベースに記
録できます。これを永続化といいます。永続化すると，プロセスインスタンスの実行履
歴の中から目的のプロセスインスタンスを特定して，その状態を確認したり，実行履歴
を削除したり，プロセスインスタンスを再実行できます。次のような場合に使用できま
す。

• ビジネスプロセステスト支援の場合
ビジネスプロセス開発時にテスト実行したプロセスインスタンスの状態を確認して，
ビジネスプロセスを改善できます。また，必要に応じてプロセスインスタンスの実行
履歴を削除したり，プロセスインスタンスを再実行したりできます。

• エラー発生時の問い合わせ対応の場合
サービスリクエスタからの要求に応じて，特定のプロセスインスタンスの状態を確認
して，必要に応じてプロセスインスタンスの実行履歴を削除したり，プロセスインス
タンスを再実行したりできます。

どのアクティビティがビジネスプロセスのどこの個所に該当するのかを確認するために
は，あらかじめビジネスプロセスの開発者から，ビジネスプロセスのアクティビティ遷
移図（ビジネスプロセス開発時の画面）を用意する必要があります。

プロセスインスタンスの実行履歴は，データベースおよび Cosminexus RMを利用する
場合だけ管理できます。

6.1.1　プロセスインスタンスの実行履歴を利用する

（1） 実行履歴の利用

（a）エラー発生時の問い合わせ対応の場合

エラー発生時の問い合わせに対応する場合は，プロセスインスタンスの実行履歴を，次
のように利用します。

1. BP実行ログのエラーメッセージなどで，原因を特定し，解消します。

2. プロセスインスタンスの状態を確認します。

相関セットが存在しわかる場合
サービスリクエスタの送信した要求電文の相関セットを検索条件にして，プロセ
スインスタンスを検索します。相関セットを検索条件にすると，一意に識別でき
ます。

相関セットがわからない場合
プロセスインスタンスを開始した日時を要求電文から取得して検索，または目的
のプロセスインスタンスの状態（実行中など）から検索します。

3. 検索結果からプロセスインスタンスの相関セット，変数，またはアクティビティの詳
細情報を取得して，目的のプロセスインスタンスを特定します。
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相関セットから検索した場合は，検索結果として表示される開始日時からもプロセス
インスタンスを特定できます。

4. 状態に応じて，次の作業をします。

状態が実行中の場合
プロセスインスタンスを再実行するか，またはプロセスインスタンスの実行履歴
を削除します。削除後，サービスリクエスタに要求電文の再送信を依頼します。

プロセスインスタンスの情報がない（検索結果がない）場合
サービスリクエスタに要求電文の再送信を依頼します。

（b）ビジネスプロセステスト支援の場合

エラー発生時の問い合わせに対応する場合は，プロセスインスタンスの実行履歴を，次
のように利用します。

1. 永続化されているビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行履歴を，相関セッ
ト，または日時や状態を条件として検索し，対象を絞り込みます。

2. 検索結果からプロセスインスタンスの相関セット，変数，またはアクティビティの詳
細情報を取得して，目的のプロセスインスタンスを特定します。

3. 状態に応じて，次の作業をします。
• 実行したプロセスインスタンスの状態の把握
• 実行中状態のプロセスインスタンスの再実行
• 不要なプロセスインスタンスの削除

次に，プロセスインスタンスの検索，情報や状態の参照，実行履歴の削除，およびプロ
セスインスタンスの再実行の方法について説明します。

（2） 画面を使用する場合の履歴管理ページの表示

プロセスインスタンスの実行履歴は，画面やコマンドを使って管理できます。

画面を使用してプロセスインスタンスの実行履歴を管理する場合は，履歴管理ページか
ら確認できます。履歴管理ページの表示方法を次に示します。

1. ツリービューから，プロセスインスタンスの実行履歴を確認する対象となるビジネス
プロセスを選択します。

2. エディタエリアで，［履歴管理］タブを選択します。
エディタエリアに履歴管理ページが表示されます。

6.1.2　プロセスインスタンスの実行履歴を検索する
プロセスインスタンスの実行履歴は，画面およびコマンドで検索できます。それぞれ条
件を指定して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索できます。画面およびコマンド
で検索できる範囲が異なります。
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画面による実行履歴の検索
次に示す条件で検索できます。
• 開始日時による検索
プロセスインスタンスの開始日時を指定して検索します。

• 相関セットによる検索
プロセスインスタンスを一意に特定する相関セットを指定して検索します。

• 状態による検索
プロセスインスタンスの状態（「実行中」，「完了」，または「フォルト終了」）を指
定して検索します。

コマンドによる実行履歴の検索
次に示す条件で検索できます。
• プロセス概要情報（相関セットを使用した検索，相関セットを使用しない検索）
• アクティビティ情報
• リンク情報
• 相関セット情報
• 変数情報（string変数情報，numeric変数情報，boolean変数情報，message変
数情報）

• メッセージ関連情報
• 実行履歴情報テーブル中の全実行履歴の情報
• 検索結果の行数

（1） 開始日時を条件としてプロセスインスタンスの実行履歴を検索する

（a）画面による実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を開始日時で検索する手順を次に示します。

1.［日時 /状態］タブをクリックします。

2. プロセスインスタンスの開始日時の［指定あり］ラジオボタンを選択します。

3. 開始日時の検索範囲について，年を西暦で入力し，月日時分秒をドロップダウンリス
トから選択します。

4. 検索結果のソート条件に該当するラジオボタンを選択します。

5.［検索］ボタンをクリックします。
検索結果フィールドに検索結果が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を開始日時で検索する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
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• where句を直接指定する場合

注※　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。
• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：「XXXPurchaseRegisterService」
• 開始日時範囲：2006/03/06 00:00:00～ 2006/03/06 23:59:59
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC
• ソート条件：開始時刻の昇順

コマンド

sql_where.txtの内容

出力結果

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-where <where句>※ -table process -orderby <ソート条件>※
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-wherefile <where句が記載されたファイル名>※ -table process -orderby <ソート条件>※ 
-encoding <エンコーディング名>
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table process -orderby "StartTime ASC"
 

 
ProcessDefinitionName = 'XXXPurchaseRegisterService' AND StartTime BETWEEN 
'2006-03-06 00:00:00' AND '2006-03-06 23:59:59'
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cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（2） 状態を条件としてプロセスインスタンスの実行履歴を検索する

（a）画面による実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を状態で検索する手順を次に示します。

1.［日時 /状態］タブをクリックします。

2. 検索するプロセスインスタンスの状態（実行中，完了，またはフォルト終了）に該当
するチェックボックスをチェックします。
複数チェックした場合は，条件のどれかに一致する状態が検索されます。

3. 検索結果のソート条件に該当するラジオボタンを選択します。

4.［検索］ボタンをクリックします。
検索結果フィールドに検索結果が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を状態で検索する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
• where句を直接指定する場合

注※ 1　列名 Stateに対しての SQL条件を指定します。
注※ 2　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。
• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※ 1　列名 Stateに対しての SQL条件を指定します。
注※ 2　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：「XXXPurchaseRegisterService」
• プロセスインスタンスの状態：実行中
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-where <where句>※1 -table process -orderby <ソート条件>※2
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-wherefile <where句が記載されたファイル名>※1 -table process -orderby <ソート条件>※2 
-encoding <エンコーディング名>
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• ソート条件：開始時刻の昇順

コマンド

sql_where.txtの内容

出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（3） 相関セットを条件としてプロセスインスタンスの実行履歴を検索す
る

（a）画面による実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を相関セットで検索する手順を次に示します。

1.［相関セット］タブをクリックします。

2. 相関セット定義名，および相関セット値を入力します。必ず両方の内容を入力しま
す。

3.［検索］ボタンをクリックします。
検索結果フィールドに検索結果が表示されます。

相関セット値の指定方法
相関セットは，電文に含まれる一つの部分または複数の部分を連結することによっ
て構成できます。相関セットを永続化する場合，指定した一つの部分または複数の
部分を相関セット値として扱います。相関セット値は，次の規則に従って構成され

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table process -orderby "StartTime ASC"
 

 
ProcessDefinitionName = 'XXXPurchaseRegisterService' AND State = 'Executing'
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ます。
• 部分が一つの場合
部分の値そのままです。

• 複数の部分がある場合
部分の値を「>」で連結します。

（例）
相関セット定義名「ABC」に，二つの部分 X，Yがあり，それぞれの値が
「100」，「300」である場合，相関セット値は「100>300」になります。

• 部分の値に「@」がある場合
@を二つ連続します。

（例）
相関セット定義名「ABC」に，部分 Xがあり，その値が「@200」である場合，
相関セット値は「@@200」になります。

• 部分の値に「>」がある場合
「@G」に置換します。

（例）
相関セット定義名「ABC」に，部分 Xがあり，その値が「30>」である場合，
相関セット値は「30@G」になります。

（b）コマンドによる実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を相関セットで検索する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
• where句を直接指定する場合

注※
相関セット定義名で検索する場合は，列名 CorrelationSetNameに対して SQL条件を指定しま
す。相関セット値で検索する場合は，列名 CorrelationSetValueに対して SQL条件を指定しま
す。

• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※
相関セット定義名で検索する場合は，列名 CorrelationSetNameに対して SQL条件を指定しま

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-where <where句>※ -table process_set
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-wherefile <where句が記載されたファイル名>※ -table process_set -encoding <エンコー
ディング名>
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す。相関セット値で検索する場合は，列名 CorrelationSetValueに対して SQL条件を指定しま
す。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：「XXXPurchaseRegisterService」
• 相関セット定義名：correlationSet1
• 相関セット値：XXX
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

sql_where.txtの内容

出力結果

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：「XXXPurchaseRegisterService」
• 相関セット定義名：correlationSet1
• 相関セット値：xxx>yyy（プロパティが xxxと yyy）
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table process_set
 

 
C.ProcessDefinitionName = 'XXXPurchaseRegisterService' AND C.CorrelationSetName 
= 'correlationSet1' AND C.CorrelationSetValue = 'XXX'
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table process_set
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sql_where.txtの内容

出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（4） 開始日時と状態を組み合わせて検索する

（a）画面による実行履歴の検索

開始日時と状態を組み合わせて，検索条件として指定できます。

プロセスインスタンスの実行履歴を，開始日時と状態の組み合わせで検索する手順を次
に示します。

1.［日時 /状態］タブをクリックします。

2. プロセスインスタンスの開始日時の［指定あり］ラジオボタンを選択します。

3. 開始日時の検索範囲について，年を西暦で入力し，月日時分秒をドロップダウンリス
トから選択します。

4. 検索するプロセスインスタンスの状態（実行中，完了，またはフォルト終了）に該当
するチェックボックスをチェックします。
複数チェックした場合は，条件のどれかに一致する状態が検索されます。

5. 検索結果のソート条件に該当するラジオボタンを選択します。

6.［検索］ボタンをクリックします。
検索結果フィールドに検索結果が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を，開始日時と状態の組み合わせで検索する手順を次
に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。

 
C.ProcessDefinitionName = 'XXXPurchaseRegisterService' AND C.CorrelationSetName 
= 'correlationSet1' AND C.CorrelationSetValue = 'xxx>yyy'
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• where句を直接指定する場合

注※ 1　列名 StartTimeおよび Stateに対しての SQL条件を指定します。
注※ 2　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。
• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※ 1　列名 StartTimeおよび Stateに対しての SQL条件を指定します。
注※ 2　列名 StartTimeに対しての SQL条件を指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：「XXXPurchaseRegisterService」
• 開始日時範囲：2006/03/06 00:00:00～ 2006/03/06 23:59:59
• 状態：実行中
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

sql_where.txtの内容

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-where <where句>※1 -table process -orderby <ソート条件>※2

 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-wherefile <where句が記載されたファイル名>※1 -table process -orderby <ソート条件>※2 
-encoding <エンコーディング名>
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table process
 

 
ProcessDefinitionName = 'XXXPurchaseRegisterService' AND StartTime BETWEEN 
'2006-03-06 00:00:00' AND '2006-03-06 23:59:59' AND State = 'Executing'
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出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（5） プロセスインスタンスの実行履歴を全件検索する

（a）画面による実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を開始日時で検索する手順を次に示します。

1.［日時 /状態］タブをクリックします。

2. プロセスインスタンスの開始日時の［指定なし］ラジオボタンを選択します。

3. プロセスインスタンスの状態（実行中，完了，またはフォルト終了）について，すべ
てのチェックボックスをチェックします。

4. 検索結果のソート条件に該当するラジオボタンを選択します。

5.［検索］ボタンをクリックします。
検索結果フィールドに検索結果が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の検索

プロセスインスタンスの実行履歴を全件検索する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を検索しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：指定なし（すべてのプロセスインスタンス）
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-table process
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コマンド

出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（6） 全実行履歴の CSVファイルへの出力

過去の履歴として，定期的にプロセスインスタンスの実行履歴を検索し，HCSCサーバ
単位に全情報を CSVファイルに出力することで，保守資料としても使用できます。プロ
セスインスタンスの全実行履歴の CSVファイルへの出力は，コマンドでだけ実行できま
す。

プロセスインスタンスの実行履歴を CSVファイルへ出力する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。

注※　どれか一つを指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を一括して再
実行します。

• HCSCサーバ単位で全情報を CSVファイルに退避。

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -table 
process
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-detail -table {process｜activity｜link｜set｜string｜numeric｜boolean｜message｜
relation}※
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• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（7） 画面よる検索結果を参照する

検索の結果は，検索結果フィールドに，総件数および一覧が表示されます。一覧は，一
度に 20件まで表示されます。

また，検索時との時間差によって，検索の結果，総件数と表示対象件数が異なる場合が
あります。例えば，総件数が 13件で，表示対象件数が 60件の場合などです。この場合
は，表示対象の件数が 20件を超えても，［次へ］ボタンが非活性の状態になり，21件目
以降を表示できなくなるため，再検索をする必要があります。

また，検索結果一覧の［前へ］，［次へ］ボタンをクリックしたあとに，プロセスインス
タンスの件数などが変化している場合があります。例えば，総件数が 45件で，表示対象
件数が 21～ 40件を表示中に，［次へ］ボタンをクリックすると，総件数が 10件になっ
ている場合などです。この場合は，1～ 10件が表示されます。

6.1.3　プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報を取得す
る

次に示すように目的に応じて，プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報を取得しま
す。

• 相関セットの値からプロセスインスタンスを特定する場合
各プロセスインスタンスを一意に特定する相関セットの情報である，相関セット定義
名および相関セット値の一覧を取得します。

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table process > yyyymmdd_process.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table activity > yyyymmdd_activity.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table link > yyyymmdd_link.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table set > yyyymmdd_set.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table string > yyyymmdd_string.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table numeric > yyyymmdd_numeric.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table boolean > yyyymmdd_boolean.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table message > yyyymmdd_message.csv
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -detail 
-table relation > yyyymmdd_relation.csv
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• 変数値からプロセスインスタンスを特定する場合
各プロセスインスタンスが持つグローバル変数の情報である，変数定義名および変数
値の一覧を取得します。

• プロセスインスタンスの実行状況を確認する場合
プロセスインスタンスについて，ビジネスプロセス内に定義された各アクティビティ
の状態を取得します。

（1） 相関セットの詳細情報の取得

（a）画面による実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（相関セット情報）を取得する手順を次に
示します。

1. プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果一覧から情報を取得するプロセスインスタンスの実行履歴を選択します。

3.［相関セット情報］ボタンをクリックします。
詳細情報フィールドに詳細情報が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（相関セット情報）を取得する手順を次に
示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
• where句を直接指定する場合

注※　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。

• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，相関セット情報を取得します。
• 取得対象のプロセス ID：

MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142479241203_76033
1597_2115

• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-where <where句>※ -table set
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-wherefile <where句が記載されたファイル名>※ -table set -encoding <エンコーディング名>
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コマンド

sql_where.txtの内容

出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

（2） 変数の詳細情報の取得

（a）画面による実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（変数情報）を取得する手順を次に示しま
す。

1. プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果一覧から情報を取得するプロセスインスタンスの実行履歴を選択します。

3.［変数情報］ボタンをクリックします。
詳細情報フィールドに詳細情報が表示されます。

4. 変数型が Stringまたは Messageの場合，該当する変数を選択して［変数値表示］ボ
タンをクリックします。
次の図に示すように，別ウィンドウに変数値の詳細情報が表示されます。

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table set
 

 
ProcessID = 
'MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142479241203_760331597_2115
'
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図 6-1　変数情報の詳細表示画面

（b）コマンドによる実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（変数情報）を取得する手順を次に示しま
す。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
• where句を直接指定する場合

注※ 1　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。
注※ 2　どれか一つを指定します。

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

-where <where句>※1 -table {string｜numeric｜boolean｜message}※2

 

411



6.　実行履歴の管理
• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※ 1　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。
注※ 2　どれか一つを指定します。

変数情報は，変数ごとに別テーブルになっているため，変数の型が不明な場合は，す
べてのテーブルを検索してください。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，変数情報を取得します。
• 取得対象のプロセス ID：

MyServer_010209010042_YYYPurchaseRegisterService_1142490236734_11576
69219_497

• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド
• string変数情報を表示する場合

• numeric変数情報を表示する場合

• boolean変数情報を表示する場合

• message変数情報を表示する場合

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-wherefile <where句が記載されたファイル名>※1 -table {string｜numeric｜boolean｜
message}※2 -encoding <エンコーディング名>
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table string
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table numeric
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table boolean
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table message
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sql_where.txtの内容

出力結果
• string変数情報の場合

• numeric変数情報の場合

• boolean変数情報の場合

• message変数情報の場合

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン

 
ProcessID = 
'MyServer_010209010042_YYYPurchaseRegisterService_1142490236734_1157669219_497
'
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スタンスの検索）」を参照してください。

（3） アクティビティの詳細情報の取得

（a）画面による実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（アクティビティ情報）を取得する手順を
次に示します。

1. プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果一覧から情報を取得するプロセスインスタンスの実行履歴を選択します。

3.［アクティビティ情報］ボタンをクリックします。
詳細情報フィールドに詳細情報が表示されます。

（b）コマンドによる実行履歴の詳細情報の取得

プロセスインスタンスの実行履歴の詳細情報（アクティビティ情報）を取得する手順を
次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して検索します。
• where句を直接指定する場合

注※　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。

• where句が記載されたファイルを使用する場合

注※　情報取得対象のプロセスインスタンスの条件を指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，アクティビティ情報を取得します。
• 取得対象のプロセス ID：

MyServer_010209010042_YYYPurchaseRegisterService_1142568696062_44489
67550_143

• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-where <where句>※ -table activity
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-wherefile <where句が記載されたファイル名>※ -table activity -encoding <エンコーディ
ング名>
 

 
cscpiselect -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
sql_where.txt -table activity
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sql_where.txtの内容

出力結果

cscpiselectコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセスイン
スタンスの検索）」を参照してください。

6.1.4　プロセスインスタンスの実行履歴を削除する
リクエストを再送信する場合，またはテスト実行したプロセスインスタンスを削除する
場合など，不要になったプロセスインスタンスの実行履歴を，一件ずつ削除できます。

また，プロセスインスタンスの実行履歴は，日々追加されていくため，定期的に情報を
削除しないとデータベースの容量が圧迫されます。そこで，定期的に，管理者はデータ
ベース上の実行履歴情報テーブルから，完了したプロセスインスタンスの実行履歴を削
除する必要があります。日常運用では通常，バッチ化して，実行履歴を一括削除できま
す。

プロセスインスタンスの実行履歴の削除は，画面による方法とコマンドによる方法があ
ります。

（1） 画面による実行履歴の削除

（a）一件ずつ削除する場合

画面によってプロセスインスタンスの実行履歴を一件ずつ削除する手順を次に示します。

1. プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果一覧から，プロセスインスタンスの状態を確認します。

3. 状態が「完了」であるプロセスインスタンスの詳細情報を取得して，プロセスインス
タンスを特定します。

4. 検索結果一覧から，該当するプロセスインスタンスの実行履歴を選択します。

 
ProcessID = 
'MyServer_010209010042_YYYPurchaseRegisterService_1142568696062_4448967550_143
'
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5.［履歴削除］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンス実行履歴削除の実行確認ダイアログが表示されます。
「実行中」のプロセスインスタンスを含む場合は，実行中のプロセスインスタンスの
実行履歴を削除するかどうかを確認するダイアログが表示されます。

6.［OK］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンスの実行履歴が削除され，プロセスインスタンスの実行履歴削除
の実行結果ダイアログが表示されます。

7.［OK］ボタンをクリックします。
検索結果一覧が更新されます。

（b）一括して削除する場合

画面によってプロセスインスタンスの実行履歴を一括削除する手順を次に示します。

1. プロセスインスタンスを検索します。

2. 検索結果一覧から，プロセスインスタンスの状態を確認します。

3. 状態が「完了」であるプロセスインスタンスの詳細情報を取得して，プロセスインス
タンスを特定します。

4. 検索結果一覧から，該当するプロセスインスタンスの実行履歴を選択します。
［Ctrl］キーまたは［Shift］キーを使用して，複数のプロセスインスタンスを選択し
ます。

5.［履歴削除］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンス実行履歴削除の実行確認ダイアログが表示されます。
「実行中」のプロセスインスタンスを含む場合は，実行中のプロセスインスタンスの
実行履歴を削除するかどうかを確認するダイアログが表示されます。

6.［OK］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンスの実行履歴が削除され，プロセスインスタンスの実行履歴削除
の実行結果ダイアログが表示されます。

7.［OK］ボタンをクリックします。
検索結果一覧が更新されます。

！！！！ 注意事項
 

一括削除に失敗した場合，選択したプロセスインスタンスはまったく削除されません。

（2） コマンドによる実行履歴の削除

（a）一件ずつ削除する場合

コマンドによってプロセスインスタンスの実行履歴を一件ずつ削除する手順を次に示し
ます。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。
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2. cscpiselectコマンドで，実行が完了したプロセスインスタンスを検索します。

3. 検索結果から，削除対象のプロセスインスタンスのプロセス IDを特定します。

4. 次のコマンドを実行して削除します。
• where句を指定する場合

注※ 1　削除対象のプロセスインスタンスの削除条件を指定します。
注※ 2　どちらか一つを指定します。
• IDのリストが記載されたファイルを指定する場合

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を削除しま
す。

• 削除対象のプロセス ID：
MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142479241203_76033
1597_2115

• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド
• -wherefileオプションを指定した場合

delete_where.txtの内容

• -idlistオプションを指定した場合

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 

｛-where <where句>※1｜-wherefile <where句が記載されたファイル名>※1｝※2

 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-idlist <IDのリストが記載されたファイル名>
 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
delete_where.txt
 

 
ProcessID = 
'MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142479241203_760331597_2115
'
 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -idlist 
delete_id_list.txt
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delete_id_list.txtの内容

cscpideleteコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpidelete（プロセスイ
ンスタンスの実行履歴の削除）」を参照してください。

（b）一括して削除する場合

コマンドによるプロセスインスタンスの実行履歴の一括削除では，完了したプロセスイ
ンスタンスの実行履歴を削除する場合や，すべてのプロセスインスタンスの実行履歴を
削除する場合などがあります。例えば，テストから本番への移行時などに，すべてのプ
ロセスインスタンスの実行履歴を一括削除します。

コマンドによってプロセスインスタンスの実行履歴を一括削除する手順を次に示します。

完了したプロセスインスタンスの実行履歴を一括削除するとき

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して，完了したプロセスインスタンスの実行履歴を削除します。

注※　どちらか一つを指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスの実行履歴を一括削除し
ます。

• プロセスインスタンスの状態：「完了」
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

delete_where.txtの内容

注　State='Completed'以外の条件を指定すると，完了したプロセスインスタンス以外の削除条件で
削除されるため，注意が必要です。

cscpideleteコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpidelete（プロセスイ

 
MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142479241203_760331597_2115
 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
｛-where <where句>｜-wherefile <where句が記載されたファイル名>｝※
 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -wherefile 
delete_where.txt > yyyymmdd_delete_result.txt
 

 
State='Completed'
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ンスタンスの実行履歴の削除）」を参照してください。

すべてのプロセスインスタンスの実行履歴を一括削除するとき

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 次のコマンドを実行して削除します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，すべてのプロセスインスタンスの実行履歴を一
括削除します。

• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

cscpideleteコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpidelete（プロセスイ
ンスタンスの実行履歴の削除）」を参照してください。

6.1.5　プロセスインスタンスを再実行する
ビジネスプロセス実行中に，実行基盤のあるマシンが停止したり，サービス部品の呼び
出しに失敗したりなど障害が発生し中断したプロセスインスタンスを，一件ずつ再実行
できます。

また，複数のプロセスインスタンスが同一のビジネスプロセス定義名である場合，複数
のプロセスインスタンスを一括再実行できます。プロセスインスタンスの実行履歴の一
括再実行は，コマンドでだけ実行できます。

なお，サービスリクエスタから，ビジネスプロセスの再実行を要求して，ビジネスプロ
セスプロセスを再実行することもできます。サービスリクエスタによるビジネスプロセ
スの再実行については，「5.5.3　ビジネスプロセスの再実行」を参照してください。

（1） 画面によるプロセスインスタンスの再実行

（a）一件ずつ再実行する場合

画面によってプロセスインスタンスを一件ずつ再実行する手順を次に示します。

1. プロセスインスタンスを検索します。
検索結果一覧に検索結果が表示されます。

2. 検索結果一覧から，状態が「実行中」であるプロセスインスタンスを選択して，［ア
クティビティ情報］ボタンをクリックします。

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-force
 

 
cscpidelete -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC -force > 
yyyymmdd_delete_result.txt
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詳細情報一覧にアクティビティ情報が表示されます。

3. 詳細情報一覧から，アクティビティ種別が「サービス呼出」，かつ，状態が「実行中」
のアクティビティが含まれていることを確認します。

4.［再実行］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンス再実行の実行確認ダイアログが表示されます。

5.［OK］ボタンをクリックします。
プロセスインスタンスが再実行され，プロセスインスタンス再実行の実行結果ダイア
ログが表示されます。

6.［OK］ボタンをクリックします。
検索結果一覧が更新されます。再実行に失敗した場合も，一覧は更新されます。

（b）注意事項

HCSCサーバで処理中のプロセスインスタンスに対しては，再実行しないでください。
再実行する場合は，HCSCサーバからの応答やメッセージログでエラーの内容を確認し，
エラーの原因を取り除いてから，プロセスインスタンスを再実行してください。

（2） コマンドによるプロセスインスタンスの再実行

（a）一件ずつ再実行する場合

コマンドによってプロセスインスタンスを一件ずつ再実行する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. cscpiselectコマンドで，実行中のサービス呼出アクティビティを含むプロセスインス
タンスを検索します。

3. 再実行対象のプロセスインスタンスのプロセス ID，およびビジネスプロセス定義名を
特定します。

4. 次のコマンドを実行して再実行します。

注※　どちらか一つを指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスを再実行します。
• 取得対象のプロセス ID：

MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142575786734_70185
47949_143

• ビジネスプロセス定義名：XXXPurchaseRegisterService 
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

 
cscpireexec -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
｛-processid <プロセスID>｜-processidfile <プロセスIDファイル名>｝※ 
｛-processnamefile <ビジネスプロセス定義ファイル名>｜-processname <ビジネスプロセス定義
名>｝※
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コマンド

process_id.txtの内容

出力結果

cscpireexecコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpireexec（プロセスイ
ンスタンスの再実行）」を参照してください。

（b）一括して再実行する場合

コマンドによってプロセスインスタンスを一括再実行する手順を次に示します。

1. アクセスする HCSCサーバを決定します。

2. 再実行対象のプロセスインスタンスのビジネスプロセス定義名を特定します。

3. 次のコマンドを実行して再実行します。

注※　どちらか一つを指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，プロセスインスタンスを一括して再実行しま
す。

• ビジネスプロセス定義名：XXXPurchaseRegisterService
• アクセスする HCSCサーバ：MyCSC

コマンド

 
cscpireexec -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC 
-processidfile process_id.txt -processname "XXXPurchaseRegisterService"
 

 
MyServer_010209010042_XXXPurchaseRegisterService_1142575786734_7018547949_143
 

 
cscpireexec -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
｛-processname <ビジネスプロセス定義名>｜-processnamefile <ビジネスプロセス定義ファイル
名>｝※
 

 
cscpireexec -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc MyCSC 
-processname "XXXPurchaseRegisterService"> yyyymmdd_reexec_result.txt
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cscpireexecコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「cscpireexec（プロセスイ
ンスタンスの再実行）」を参照してください。

（c）注意事項

HCSCサーバで処理中のプロセスインスタンスに対しては，再実行しないでください。
再実行する場合は，HCSCサーバからの応答やメッセージログでエラーの内容を確認し，
エラーの原因を取り除いてから，プロセスインスタンスを再実行してください。

（3） 再実行のタイミング

画面やコマンドで実行履歴を検索してから再実行するまでの間に生じる時間差によって，
検索結果に表示されたプロセスインスタンス実行履歴の状態と，実際のプロセスインス
タンス実行履歴の状態が異なることがあります。この場合，「完了」，または「フォルト
終了」状態のプロセスインスタンスに対して，再実行をしても，実際には，再実行は失
敗し実施されません。そのため，できる限り最新の情報を取得して再実行を実施します。

（4） プロセスインスタンス再実行時の応答電文の出力

プロセスインスタンスを再実行した結果，成功した場合も SOAPフォルトの発生で失敗
した場合も，プロセスインスタンスから応答電文を受け取ることがあります。このよう
な場合，HCSC-Manager定義ファイルに次に示す内容を設定して，応答電文をファイル
に出力できます。

HCSC-Manager定義ファイルの作成については，「2.4.1(1) HCSC-Manager定義ファイ
ルの作成」を，HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」
の「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

なお，プロセス IDは長い文字列（最大 240文字）になる可能性があります。応答電文
出力ディレクトリに深いディレクトリ階層を設定すると，ファイルを生成できない場合
があるため注意してください。再実行しても，応答電文ファイルが生成されない場合は
メッセージが出力されます。

（5） SOAPフォルトの発生時の情報

プロセスインスタンスの再実行が SOAPフォルトの発生で失敗した場合，プロセスイン
スタンスから受け取る SOAPフォルト情報の種類と取り扱いを次に示します。

• フォルトコード：エラーメッセージに表示されます。
• フォルト文字列：エラーメッセージに表示されます。
• フォルト生成者：エラーメッセージに表示されます。
• フォルト詳細：再実行成功時の応答電文と同様に，応答電文格納用ディレクトリに

 
cscmng.pireexec.response.dir=応答電文格納ディレクトリ
cscmng.pireexec.response.encoding=応答電文格納文字コード
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ファイル出力されます。ただし，出力エンコードはUTF-8だけとなります。
423



6.　実行履歴の管理
6.2　電文の実行履歴の管理
電文の実行状況を履歴として，データベースに記録できます。これを永続化といいます。
永続化できるのは，データベースを使用する場合だけです。永続化すると，コマンドで
実行履歴の情報を表示でき，その情報からサービス部品の呼び出し頻度などの情報の把
握，電文の配送経路や配送状態の確認，およびビジネスプロセスの各アクティビティの
サービス部品の内容を確認できます。また，不要になった実行履歴は削除できます。

ここでは，電文の実行履歴の設定や利用方法について説明します。

6.2.1　電文の実行履歴の概要
電文の実行履歴は次の表に示すタイミングで採取します。

表 6-1　電文の実行履歴採取のタイミング

注※　非同期のサービス部品を呼び出した場合は，応答電文はないため，非同期のサービス部品を
呼び出すプログラムの処理が完了（リターン）するタイミングになります。

サービスアダプタを直接呼び出す場合と，ビジネスプロセスを呼び出す場合のそれぞれ
について，電文の実行履歴を採取するタイミングを説明します。

（1） サービスアダプタを直接呼び出す場合の電文の実行履歴を採取する
タイミング

サービスアダプタを直接呼び出す場合は，エラーの有無やエラーの種類によって，電文
の実行履歴を採取するタイミングが異なります。

（a）正常応答する場合

サービスアダプタを直接呼び出して正常応答する場合の，電文の実行履歴を採取するタ
イミングを次の図に示します。

採取タイミング 説明 送信方向種別

サービス部品呼び出し
要求時

サービスアダプタまたはビジネスプロセスを実行する
前

Service Request 
Direction

サービス部品呼び出し
応答時※

標準受付またはユーザ定義受付で，サービス部品呼び
出しの結果を返すとき

Service Response 
Direction

サービス部品呼び出し
応答のエラー※

サービス部品またはビジネスプロセスから返ってきた
ユーザ定義例外（フォルト）を返すとき

Service Fault

サービス部品呼び出し
エラー※

サービス部品からのユーザ定義例外以外の例外や，ビ
ジネスプロセスまたは HCSCサーバ内でエラーを検知
した際，例外情報を返すとき

Service Error
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図 6-2　電文の実行履歴を採取するタイミング（サービスアダプタを直接呼び出して正常
応答する場合）

次に示す番号は，図 6-2の図中の番号に対応しています。

(1) サービスアダプタを呼び出す前に，電文の実行履歴を採取します。

(2) 標準受付またはユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出しの結
果を返すときに電文の実行履歴を採取します。

（b）サービス部品呼び出し応答がエラーになる場合

サービスアダプタを直接呼び出してサービス部品呼び出し応答がエラーになる場合の，
電文の実行履歴を採取するタイミングを次の図に示します。

図 6-3　電文の実行履歴を採取するタイミング（サービスアダプタを直接呼び出してサー
ビス部品呼び出し応答がエラーになる場合）

次に示す番号は，図 6-3の図中の番号に対応しています。

(1) サービスアダプタを呼び出す前に，電文の実行履歴を採取します。
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(2) サービス部品からユーザ定義例外（フォルト）が返ってきた場合は，標準受付または
ユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出し応答の結果としてユー
ザ定義例外（フォルト）の情報を返すときに，実行履歴（サービス部品呼び出し応答エ
ラー）を採取します。

エラーの伝わり方についての詳細は，「7.7　サービス部品呼び出し要求時の障害対策」
を参照してください。

（c）サービス部品呼び出しエラーの場合

サービスアダプタを直接呼び出してエラーになる場合の，電文の実行履歴を採取するタ
イミングを次の図に示します。

図 6-4　電文の実行履歴を採取するタイミング（サービスアダプタを直接呼び出してエ
ラーになる場合）

次に示す番号は，図 6-4の図中の番号に対応しています。

●サービスアダプタやサービス部品でエラーが発生した場合

(1) サービスアダプタを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。
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(2) サービスアダプタやサービス部品でエラーが発生した場合は，標準受付またはユー
ザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出し応答の結果として例外
（エラー）の情報を返すときに，実行履歴（サービス部品呼び出しエラー）を採取しま
す。

● HCSCサーバ内でエラーを検知した場合

(3) 標準受付またはユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出し応
答の結果として例外（エラー）の情報を返すときに，実行履歴（サービス部品呼び出
しエラー）を採取します。
サービスアダプタが呼び出される前に，サービスアダプタが起動していないなどの理
由で，HCSCサーバ内でエラーを検知した場合は，サービスアダプタを実行する前
に，電文の実行履歴を採取しません。

エラーの伝わり方についての詳細は，「7.7　サービス部品呼び出し要求時の障害対策」
を参照してください。

（2） ビジネスプロセスを呼び出す場合の電文の実行履歴を採取するタイ
ミング

ビジネスプロセスを呼び出す場合は，エラーの有無やエラーの種類によって，電文の実
行履歴を採取するタイミングが異なります。

（a）正常応答する場合

ビジネスプロセスを呼び出して正常応答する場合の，電文の実行履歴を採取するタイミ
ングを次の図に示します。
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図 6-5　電文の実行履歴を採取するタイミング（ビジネスプロセスを呼び出して正常応答
する場合）

次に示す番号は，図 6-5の図中の番号に対応しています。

(1) ビジネスプロセスを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(2) サービスアダプタを実行する前に電文の実行履歴を採取します。ビジネスプロセスに
定義したサービス呼出アクティビティからサービス部品を呼び出すたびに実行履歴を採
取します。

(3) ビジネスプロセスへ応答を返すときに，電文の実行履歴を採取します。

(4) 標準受付やユーザ定義受付で，サービスリクエスタにビジネスプロセスからの応答を
返すときに電文の実行履歴を採取します。

（b）ビジネスプロセスでフォルトエラーになる場合

ビジネスプロセスを呼び出して，ビジネスプロセスでフォルト（ユーザ定義例外）が発
生してエラーになる場合の，電文の実行履歴を採取するタイミングを次の図に示します。
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図 6-6　電文の実行履歴を採取するタイミング（ビジネスプロセスを呼び出してビジネス
プロセスでフォルトエラーになる場合）

次に示す番号は，図 6-6の図中の番号に対応しています。

(1) ビジネスプロセスを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(2) ビジネスプロセスに定義したサービス呼出アクティビティからサービスアダプタを実
行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(3) サービス部品からの応答は正常なため，ビジネスプロセスへサービス部品呼び出し結
果を返すときに，電文の実行履歴を採取します。

(4) サービス部品呼び出し結果の応答電文の内容から，ビジネスプロセスでフォルトと判
断されると，標準受付またはユーザ定義受付で，サービスリクエスタに応答を返すとき
に，実行履歴（エラー（フォルト））を採取します。

（c）サービス部品でフォルトエラーになる場合

ビジネスプロセスを呼び出して，サービス部品でフォルト（ユーザ定義例外）が発生し
てエラーになる場合の，電文の実行履歴を採取するタイミングを次の図に示します。
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図 6-7　電文の実行履歴を採取するタイミング（ビジネスプロセスを呼び出してサービス
部品でフォルトエラーになる場合）

次に示す番号は，図 6-7の図中の番号に対応しています。

(1) ビジネスプロセスを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(2) ビジネスプロセスに定義したサービス呼出アクティビティでサービス部品を呼び出
し，サービスアダプタを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(3) サービス部品からユーザ定義例外（フォルト）が返ってくるため，ビジネスプロセス
へ応答を返すときに，実行履歴（サービス部品呼び出し応答エラー）を採取します。

(4) サービス部品呼び出し結果の応答電文自体が，ビジネスプロセスでフォルトと判断さ
れると，標準受付またはユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出
し結果を返すときに，実行履歴（エラー（フォルト））を採取します。

エラーの伝わり方についての詳細は，「7.7　サービス部品呼び出し要求時の障害対策」
を参照してください。

（d）ビジネスプロセスからのサービス部品呼び出しエラーの場合

ビジネスプロセスを呼び出して，ビジネスプロセスからサービス部品呼び出しエラーに
なる場合の，電文の実行履歴を採取するタイミングを次の図に示します。
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図 6-8　電文の実行履歴を採取するタイミング（ビジネスプロセスを呼び出してビジネス
プロセスからサービス部品呼び出しエラーになる場合）

次に示す番号は，図 6-8の図中の番号に対応しています。

●サービスアダプタやサービス部品にエラーが発生した場合

(1) ビジネスプロセスを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。
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(2) ビジネスプロセスに定義したサービス呼出アクティビティでサービス部品を呼び出
し，サービスアダプタを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(3) サービスアダプタやサービス部品でエラーが発生し，ビジネスプロセスへ応答を返
すときに，実行履歴（サービス部品呼び出しエラー）を採取します。

(4) 標準受付やユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出し応答の
結果として例外（エラーの情報）を返すときに，実行履歴（サービス部品呼び出しエ
ラー）を採取します。
サービスアダプタが呼び出される前に，サービスアダプタが起動していないなどの理
由で，HCSCサーバ内でエラーを検知した場合は，(1)のタイミングでは実行履歴を
採取しないで，(4)のタイミングでだけ採取します。

●ビジネスプロセスにエラーが発生した場合

(5) ビジネスプロセスを実行する前に，電文の実行履歴を採取します。

(6) ビジネスプロセスでエラーが発生して応答がエラーとなるため，標準受付または
ユーザ定義受付で，サービスリクエスタにサービス部品呼び出し結果として，例外
（エラー）の情報を返すときに，電文の実行履歴（サービス部品呼び出しエラー）を採
取します。

エラーの伝わり方についての詳細については，「7.7　サービス部品呼び出し要求時の障
害対策」を参照してください。

6.2.2　データベースに取得する電文の実行履歴を設定する
電文の実行履歴を確認するには，電文の実行履歴としてデータベースに取得する情報を
設定します。電文の実行履歴としてデータベースに取得する情報と設定方法を次に説明
します。

（1） 電文データ以外の情報を取得する場合

（a）取得する情報

電文データ（ユーザ電文）以外の情報をデータベースに取得します。電文データ以外の
情報には，基本情報と基本情報以外の情報があります。取得する情報の詳細については，
「10.　コマンド」の「csmlshistory（電文の実行履歴情報の表示）」を参照してください。
それぞれの情報を次に示します。

基本情報
• EntryCount：エントリ番号
• TimeStamp：実行履歴採取時刻
• ClusterName：サービス部品を呼び出した HCSCサーバのクラスタ名
• HistoryDirection：実行履歴採取方向
• HCSCCommonID：メッセージ共通 ID
• ServiceRequestID：サービスリクエスト ID
• RequestServiceName：サービスリクエスタからの入力サービス部品名
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• ServiceName：呼び出し先のサービス部品名
• ErrorCode：エラー情報
• Version：実行履歴情報コンテナのバージョン番号
• Revision：実行履歴情報コンテナのリビジョン番号

基本情報以外の情報
• HCSCServerName：受付HCSCサーバ名
• ClientID：クライアント相関 ID
• JMSMessageID：JMSメッセージ ID
• JMSCorrelationID：JMS相関識別子
• RequestType：サービスリクエスタ種別
• RequestProtocolKind：リクエストのプロトコル種別
• ServiceKind：サービス部品の種別
• AdapterName：サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID
• ServiceProtocolKind：サービスアダプタの種類
• ServiceOperationName：サービス部品のオペレーション名
• ConnectProtocolKind：連携プロトコル種別
• RequestUserTelegramType：ユーザ電文の種別
• ResponseUserTelegramType：ユーザへの応答電文の種別
• BPActivity：ビジネスプロセス用アクティビティ番号
• BPProcessID：ビジネスプロセス用プロセス
• BPRequestType：ビジネスプロセス用要求タイプ
• ReplyToQueueName：応答用のキュー名
• RouteHistory：経路履歴情報

（b）設定方法

基本情報および基本情報以外の情報のどちら場合も，HCSCサーバランタイム定義ファ
イルに次のプロパティを指定して，実行履歴を取得します。

データベースを使用する構成でHCSCサーバをセットアップしている場合にだけ，ON
を指定できます。

各プロパティの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義
ファイル」を参照してください。

（2） 電文データを含むすべての情報を取得する場合

（a）取得する情報

すべての情報（基本情報，基本情報以外の情報，電文データ（ユーザ電文））をデータ

 
historyrecord=ON
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ベースに取得します。「6.2.2(1)(a) 取得する情報」で示した情報のほかに，次の情報を取
得します。

• UserTelegram：ユーザ電文

ユーザ電文は，長さを指定して必要な分だけデータベースに取得することもできます。
取得する情報の詳細については，「10.　コマンド」の「csmlshistory（電文の実行履歴情
報の表示）」を参照してください。

（b）設定方法

●実行履歴の取得の有無を設定する場合
HCSCサーバランタイム定義ファイルに次のプロパティを指定して，実行履歴の取得
有無を設定します。

●電文データ（ユーザ電文）の長さを設定する場合
電文データ（ユーザ電文）の長さを設定して取得する場合は，実行履歴の取得有無の
ほかに，HCSCサーバランタイム定義ファイルの次のプロパティに，取得する電文
データの長さを指定します。

●すべての電文データ（ユーザ電文）を取得する場合
上限を決めないで，すべての電文データ（ユーザ電文）を取得する場合は，次のよう
に指定します。

各プロパティの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義
ファイル」を参照してください。

6.2.3　電文の実行履歴を利用する
電文の実行履歴は，次のように利用できます。

• サービス部品の呼び出し頻度などの情報を把握する場合
電文の実行履歴を確認して，どのサービス部品がどのくらいの頻度で呼び出されてい
るのか，どのサービス部品がいつ呼び出されているのかなどの統計を調べることがで
きます。
csmlshistoryコマンドを利用して電文の実行履歴を確認できます。

 
historyrecord=ON
historyrecord-data=ON
 

 
historyrecord-binarylength=<電文データの長さ>
 

 
historyrecord-binarylength=FULL
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• 電文の配送経路や配送状態を確認する場合
電文の実行履歴の中から目的の電文を特定して，電文の配送経路や配送状態を確認で
きます。
csmlshistoryコマンドを利用して電文の実行履歴を確認できます。目的の電文がほか
のHCSCサーバに送信されている場合は，送信先の HCSCサーバの電文の実行履歴
から，配送経路や配送状態を確認します。

• ビジネスプロセスの各アクティビティのサービス部品の内容を確認する場合
ビジネスプロセスで定義されているアクティビティのサービス部品の内容（サービス
部品の呼び出し先，要求に対するユーザ電文の内容など）を確認できます。アクティ
ビティのサービス部品の内容を確認することで，どのアクティビティまで処理が進ん
でいるのか，どのアクティビティでエラーになっているのかを調べることができます。
csmlshistoryコマンドを利用して確認できます。ただし，アクティビティのサービス
部品の内容を確認するためには，アクティビティが定義されているビジネスプロセス
が，どのHCSCサーバに配備されているかをあらかじめ把握しておく必要がありま
す。なお，配備されているHCSCサーバが停止している場合でも，電文の実行履歴を
確認できます。

（1） サービス部品の呼び出し頻度などの情報を把握する場合

サービス部品の呼び出し頻度などの情報を把握する場合は，電文の実行履歴を次のよう
に利用します。

1. csmlshistoryコマンドに条件を指定して，電文の実行履歴を検索します。
次に示す条件を一つ以上指定します。
• 開始日時および終了日時
一定期間の電文を確認する場合に指定します。

• クライアント相関 ID
サービスリクエスタでクライアント相関 IDを指定している場合に指定できます。

• サービスリクエスタで受け付けた入力サービス名
• 呼び出し先のサービス名
• JMSメッセージ ID（JMSヘッダの JMSMessageIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

• JMS相関識別子（JMSヘッダの JMSCorrelationIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

• メッセージ共通 ID
• サービスリクエスト ID

2. 検索結果から電文の詳細情報を確認します。
ServiceNameで呼び出し先のサービス名を，TimeStampで電文の実行履歴をデータ
ベースに取得した時刻を確認します。検索結果の詳細については，「10.　コマンド」
の「csmlshistory（電文の実行履歴情報の表示）」の表示形式を参照してください。

（2） 電文の配送経路や配送状態を確認する場合

電文の配送経路や配送状態を確認する場合は，電文の実行履歴を次のように利用します。
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1. 目的の電文を特定するために，csmlshistoryコマンドに条件を指定して，電文の実行
履歴を検索します。
次に示す条件を一つ以上指定します。
• 開始日時および終了日時
一定期間の電文を確認する場合に指定します。

• クライアント相関 ID
サービスリクエスタでクライアント相関 IDを指定している場合に指定できます。

• サービスリクエスタで受け付けた入力サービス名
• 呼び出し先のサービス名
• JMSメッセージ ID（JMSヘッダの JMSMessageIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

• JMS相関識別子（JMSヘッダの JMSCorrelationIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

2. 検索結果から電文の詳細情報を確認して，目的の電文を特定します。
目的の電文が特定できない場合は，検索条件や表示する情報を変更して，再検索しま
す。表示する情報を変更して再検索する方法については，「6.2.4　電文の実行履歴を
表示する」を参照してください。

3. 目的の電文の配送経路や配送状態を確認するために，csmlshistoryコマンドを利用し
て，ほかの HCSCサーバの電文の実行履歴を検索します。
次に示す条件を一つ以上指定して，電文の実行履歴を検索します。
• メッセージ共通 ID
• サービスリクエスト ID

4. 検索結果から電文の詳細情報を確認します。
検索結果の RouteHistoryで配送経路を，ErrorCodeでエラー情報を確認します。
検索結果の詳細については，「10.　コマンド」の「csmlshistory（電文の実行履歴情
報の表示）」の表示形式を参照してください。

（3） ビジネスプロセスの各アクティビティのサービス部品の内容を確認
する場合

ビジネスプロセスの各アクティビティのサービス部品の内容（サービス部品の呼び出し
先，要求に対するユーザ電文の内容など）を確認したい場合は，電文の実行履歴を次の
ように利用します。

1. アクティビティが定義されているビジネスプロセスが，どの HCSCサーバに配備され
ているか確認します。

2. csmlshistoryコマンドに条件を指定して，電文の実行履歴を検索します。
次に示す条件を一つ以上指定します。

検索条件
• 開始日時および終了日時
一定期間の電文を確認する場合に指定します。
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• クライアント相関 ID
サービスリクエスタでクライアント相関 IDを指定している場合に指定できます。

• サービスリクエスタで受け付けた入力サービス名
• 呼び出し先のサービス名
• JMSメッセージ ID（JMSヘッダの JMSMessageIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

• JMS相関識別子（JMSヘッダの JMSCorrelationIDの値）
非同期のサービス部品の呼び出しの場合に指定できます。

• メッセージ共通 ID
• サービスリクエスト ID

表示項目
検索結果には基本情報以外の情報も表示されるように設定します。設定方法につ
いては，「6.2.4　電文の実行履歴を表示する」を参照してください。

3. 検索結果から次の項目を確認して，目的のビジネスプロセスのアクティビティを特定
します。
• HistoryDirection：実行履歴採取方向
実行履歴採取方向には，送信方向（ServiceRequestDirection）と応答方向
（ServiceResponseDirection）があります。

4. 目的のビジネスプロセスのアクティビティのサービス部品の内容を確認します。

検索結果の詳細については，「10.　コマンド」の「csmlshistory（電文の実行履歴情報の
表示）」の表示形式を参照してください。

6.2.4　電文の実行履歴を表示する
データベースに取得した電文の実行履歴を表示して，電文の実行履歴を確認します。電
文の実行履歴で表示できる情報には，次の四つがあります。

• 基本情報
• 電文データ以外のすべての情報
• 電文データを含むすべての情報
• 履歴情報の件数

基本情報，電文データ以外のすべての情報，および電文データを含むすべての情報につ
いては，「6.2.2　データベースに取得する電文の実行履歴を設定する」を参照してくださ
い。

（1） 基本情報だけを表示する

基本情報だけを表示する手順を次に示します。

1. 実行履歴の情報を表示する HCSCサーバを決定します。

2. csmlshistoryコマンドを実行して検索します。
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6.　実行履歴の管理
-dオプションには「nml」を，-kオプションには「list」を指定します。

注※ 1
一つ以上指定します。

注※ 2
どちらか一つを指定します。

注※ 3
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，電文の実行履歴を検索します。
• HCSCサーバ名：MyCSC
• 照会開始日時：2006/08/29 08:00:00
• 照会終了日時：2006/08/29 12:00:00
• -lオプション：all（該当するすべての実行履歴情報を表示します）
• -dオプション：nml（基本情報だけを表示します）
• -kオプション：指定なし（-kオプションに「list」が仮定され，履歴情報の内容を
表示します）

コマンド

 

csmlshistory <HCSCサーバ名> -c <クライアント相関ID>※1 -m <メッセージ共通ID>※1 -i <サー
ビスリクエストID>※1 -t <照会開始日時>,<照会終了日時>※1 -rs <サービスリクエスタからの入力
サービス名>※1 -s <サービス名>※1 -jm <JMSメッセージID>※1 -jc <JMS相関識別子>※1 -l {new

｜all}※2 -d nml -r <表示レコード数> -k list -u <DBユーザID>※3 -p <DBパスワード>※3
 

 
csmlshistory MyCSC -t 20060829080000,20060829120000 -l all -d nml
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6.　実行履歴の管理
出力結果

（2） 電文データ以外のすべての情報を表示する

電文データ以外のすべての情報を表示する手順を次に示します。

1. 実行履歴の情報を表示する HCSCサーバを決定します。

2. csmlshistoryコマンドを実行して検索します。
-dオプションには「ext」を，-kオプションには「list」を指定します。

注※ 1
一つ以上指定します。

注※ 2
どちらか一つを指定します。

注※ 3
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，電文の実行履歴を検索します。
• HCSCサーバ名：MyCSC
• 照会開始日時：2006/08/29 08:00:00
• 照会終了日時：2006/08/29 12:00:00
• -lオプション：all（該当するすべての実行履歴情報を表示します）
• -dオプション：ext（電文データ以外のすべての情報を表示します）

 

csmlshistory <HCSCサーバ名> -c <クライアント相関ID>※1 -m <メッセージ共通ID>※1 -i <サー
ビスリクエストID>※1 -t <照会開始日時>,<照会終了日時>※1 -rs <サービスリクエスタからの入力
サービス名>※1 -s <サービス名>※1 -jm <JMSメッセージID>※1 -jc <JMS相関識別子>※1 -l {new

｜all}※2 -d ext -r <表示レコード数> -k list -u <DBユーザID>※3 -p <DBパスワード>※3
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6.　実行履歴の管理
• -kオプション：指定なし（-kオプションに「list」が仮定され，履歴情報の内容を
表示します）

コマンド

 
csmlshistory MyCSC -t 20060829080000,20060829120000 -l all -d ext
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6.　実行履歴の管理
出力結果

（3） 電文データを含むすべての情報を表示する

電文データを含むすべての情報を表示する手順を次に示します。

1. 実行履歴の情報を表示する HCSCサーバを決定します。

2. csmlshistoryコマンドを実行して検索します。
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6.　実行履歴の管理
-dオプションには「msg」を，-kオプションには「list」指定します。

注※ 1
一つ以上指定します。

注※ 2
どちらか一つを指定します。

注※ 3
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

！！！！ 注意事項
 

HCSCサーバランタイム定義ファイルで「historyrecord-data=OFF」を指定した場合は，
電文データの実行履歴をデータベースに取得しません。電文データを表示する場合は，
「historyrecord-data=ON」を指定してください。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，電文の実行履歴を検索します。
• HCSCサーバ名：MyCSC
• 照会開始日時：2006/08/29 08:00:00
• 照会終了日時：2006/08/29 12:00:00
• -lオプション：all（該当するすべての実行履歴情報を表示します）
• -dオプション：msg（電文データを含むすべての情報を表示します）
• -kオプション：指定なし（-kオプションに「list」が仮定され，履歴情報の内容を
表示します）

コマンド

 

csmlshistory <HCSCサーバ名> -c <クライアント相関ID>※1 -m <メッセージ共通ID>※1 -i <サー
ビスリクエストID>※1 -t <照会開始日時>,<照会終了日時>※1 -rs <サービスリクエスタからの入力
サービス名>※1 -s <サービス名>※1 -jm <JMSメッセージID>※1 -jc <JMS相関識別子>※1 -l {new

｜all}※2 -d msg -ul <電文データ長> -r <表示レコード数> -k list -u <DBユーザID>※3 -p 

<DBパスワード>※3
 

 
csmlshistory MyCSC -t 20060829080000,20060829120000 -l all -d msg
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6.　実行履歴の管理
出力結果
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6.　実行履歴の管理
（4） 履歴情報の件数を表示する

指定した検索条件を満たす履歴情報の件数を表示する手順を次に示します。

1. 実行履歴の情報を表示する HCSCサーバを決定します。

2. csmlshistoryコマンドを実行して検索します。
-kオプションには，「count」を指定します。

注※ 1
一つ以上指定します。

注※ 2
どちらか一つを指定します。

 

csmlshistory <HCSCサーバ名> -c <クライアント相関ID>※1 -m <メッセージ共通ID>※1 -i <サー
ビスリクエストID>※1 -t <照会開始日時>,<照会終了日時>※1 -rs <サービスリクエスタからの入力
サービス名>※1 -s <サービス名>※1 -jm <JMSメッセージID>※1 -jc <JMS相関識別子>※1 -l {new

｜all}※2 -k count -u <DBユーザID>※3 -p <DBパスワード>※3
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6.　実行履歴の管理
注※ 3
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（例）次の条件で，コマンドを入力して，電文の実行履歴を検索します。
• HCSCサーバ名：MyCSC
• 照会開始日時：2006/08/29 08:00:00
• 照会終了日時：2006/08/29 12:00:00
• -lオプション：all（該当するすべての実行履歴情報を表示します）
• -dオプション：ext（電文データ以外のすべての情報を表示します）
• -kオプション：count（履歴情報の件数（エントリ数）を表示します）

コマンド

出力結果

6.2.5　電文の実行履歴を削除する
電文の実行履歴は，日々追加されていくため，定期的に情報を削除しないとデータベー
スの容量が圧迫されます。そこで，定期的に，管理者はデータベース上の実行履歴情報
テーブルから，電文の実行履歴を削除する必要があります。

電文の実行履歴は，電文を送信したHCSCサーバをあらかじめ把握してから，
csmdeletehistoryコマンドで削除できます。csmdeletehistoryコマンドの詳細について
は，「10.　コマンド」の「csmdeletehistory（電文の実行履歴情報テーブルのレコードの
削除）」を参照してください。

（1） 日時を条件として実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。

注※
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（2） 日数を条件として実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。

 
csmlshistory MyCSC -t 20060829080000,20060829120000 -l all -k count
 

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -t <削除開始日時> -u <DBユーザID>※ -p <DBパスワード>※
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6.　実行履歴の管理
注※
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（3） メッセージ共通 IDを条件として実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。

注※ 1
どちらか一方を指定します。

注※ 2
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（4） クライアント相関 IDを条件として実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。

注※ 1
どちらか一方を指定します。

注※ 2
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（5） サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス IDを条件と
して実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。

注※ 1
どちらか一方を指定します。

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -d <日数> -u <DBユーザID>※ -p <DBパスワード>※

 

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -t <削除開始日時>※1 -d <日数>※1 -m <メッセージ共通ID> 
-u <DBユーザID>※2 -p <DBパスワード>※2
 

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -t <削除開始日時>※1 -d <日数>※1 -c <クライアント相関
ID> -u <DBユーザID>※2 -p <DBパスワード>※2
 

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -t <削除開始日時>※1 -d <日数>※1 -a <サービスアダプタ
またはビジネスプロセスのサービスID> -u <DBユーザID>※2 -p <DBパスワード>※2
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6.　実行履歴の管理
注※ 2
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

（6） すべての実行履歴を削除する

次のコマンドを実行します。-dオプションには「0」を指定します。

注※
HCSCサーバが停止している場合で，データベースの設定で認証が必要なときだけ指定します。

 

csmdeletehistory <HCSCサーバ名> -d 0 -u <DBユーザID>※ -p <DBパスワード>※

 

447



6.　実行履歴の管理
6.3　実行履歴情報テーブルの管理
プロセスインスタンスや電文の実行履歴は，日々増大していくため，管理者はバック
アップを取得したり，実行履歴情報テーブルのレコードを削除したりして管理する必要
があります。

6.3.1　実行履歴情報テーブルのバックアップを取得する

（1） HiRDBを使ったバックアップの取得

HiRDBのデータベース複写ユティリティ（pdcopy）を使用して，定期的に実行履歴情報
テーブルのバックアップを取得できます。また，データベース回復ユティリティ
（pdrstr）を使用してデータベースを回復できます。HiRDBのデータベース複写ユティ
リティ（pdcopy）を使用したデータベースのバックアップと回復について，次の図に示
します。

図 6-9　HiRDBを使ったデータベースのバックアップと回復

HiRDBを使ってバックアップを取得する場合は，HiRDBのデータベース複写ユティリ
ティ（pdcopy）の -Ｍオプションでバックアップ取得モードを選択します。HCSCサー
バが稼働中か停止中かで，選択するモードが異なります。

• HCSCサーバ稼働中
更新可能モード（s）を選択します。
更新可能モードを選択すると，バックアップ取得中に，バックアップ対象 RDエリア
を参照および更新できます。
バックアップ取得時点には，バックアップ取得時点以降の任意の同期点へ回復できま
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6.　実行履歴の管理
す。データベースを回復するには，バックアップおよびバックアップ取得直前のシン
クポイントからのシステムログが必要です。

• HCSCサーバ停止中（メンテナンス中など）
参照可能モード（r），または参照・更新不可能モード（x）を選択します。
参照可能モードを選択すると，バックアップ取得中に，バックアップ対象 RDエリア
を参照だけできますが，更新はできません。
参照・更新不可能モードを選択すると，バックアップ取得中に，バックアップ対象
RDエリアの参照も更新もできません。バックアップを取得する前に，対象 RDエリ
アをHiRDBの pdhold -cコマンドで閉塞かつクローズ状態にする必要があります。
これらのモードで取得したバックアップを使用すれば，データベースをバックアップ
取得時点に回復できます。また，システムログを使用すれば，バックアップ取得時点
以降の任意の同期点に回復できます。

HiRDBのデータベース複写ユティリティ（pdcopy），データベース回復ユティリティ
（pdrstr），およびバックアップ取得モードについては，マニュアル「HiRDB 解説」を参
照してください。

（2） Oracleを使ったバックアップの取得

Oracleの Recovery Manager（RMAN）機能を使用して，定期的に実行履歴情報テーブ
ルのバックアップを取得できます。前回のバックアップからの差分をバックアップでき
ます。詳細については，製品が提供するマニュアルを参照してください。

6.3.2　実行履歴情報テーブルのバックアップ取得の運用
プロセスインスタンスや電文が実行されるたびに実行履歴は増え，データベースの容量
は圧迫されます。HCSCサーバ稼働中に実行履歴情報テーブルのバックアップを取得す
る場合，バックアップ取得後も，実行履歴情報テーブル中のレコードは残ります。

そのため，テーブルのバックアップの取得，実行履歴の削除，およびデータベースの
テーブルの再編成を定期的に実施することによって，ディスク容量の枯渇，およびデー
タベースの増大に対処できます。手順を次に示します。

1. HiRDBのデータベース複写ユティリティ（pdcopy）を利用して，実行テーブルの差
分バックアップを取得します。

2. 実行履歴を削除します。

プロセスインスタンスの実行履歴を削除する場合
cscpideleteコマンドを実行します。

電文の実行履歴を削除する場合
csmdeletehistoryコマンドを実行します。

3. HiRDBのデータベース再編成ユティリティ（pdrorg）を利用して，データベースの
テーブルを再編成します。
実行履歴の追加や削除を繰り返すと，データの格納効率が悪くなり性能が低下しま
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6.　実行履歴の管理
す。これを防ぐために，定期的に pdrorgコマンド（データベース再編成ユティリ
ティ）で表を再編成してください。なお，実行履歴情報テーブルにはインデクスが定
義されているため，インデクスも再編成する必要があります。
HiRDBの表の再編成に関する詳細については，マニュアル「HiRDB システム運用ガ
イド」を，pdrorgコマンドの詳細については，マニュアル「HiRDB コマンドリファ
レンス」を参照してください。

定期的にバックアップ，および削除する間隔は，ユーザ業務の内容によって異なるため，
運用管理者が対処する必要があります。

実行履歴情報テーブルのバックアップとレコード削除の運用例を次の図に示します。
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6.　実行履歴の管理
図 6-10　実行履歴情報テーブルのバックアップとレコード削除の運用例
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6.　実行履歴の管理
説明
1. 実行履歴情報テーブルのバックアップを取得します（１回目のバックアップ）。
2. ２回目のバックアップでは，１回目のバックアップ以降との差分のバックアップ
を取得します。

3. 実行履歴の検索コマンドで，削除対象となる，ある日時以前の履歴またはある状
態のプロセスインスタンスや電文の実行履歴を検索します（例では，過去 50日
より古いレコードを検索します）。

4. バックアップ取得後，実行履歴削除コマンドで古いレコードを削除します（例で
は，過去 50日より古いレコードを削除します）。

5. テーブルを再編成します。
6. 3回目のバックアップでは，2回目のバックアップ以降との差分のバックアップ
を取得します。

7. 実行履歴の検索コマンドで，削除対象となる，ある日時以前の履歴またはある状
態のプロセスインスタンスや電文の実行履歴を検索します（例では，過去 50日
より古いレコードを検索します）。

8. バックアップ取得後，実行履歴削除コマンドで古いレコードを削除します（例で
は，過去 50日より古いレコードを削除します）。

9. テーブルを再編成します。
10.4回目のバックアップでは，3回目のバックアップ以降との差分のバックアップ
を取得します。

11.実行履歴の検索コマンドで，削除対象となる，ある日時以前の履歴やある状態の
プロセスインスタンスや電文を検索します（例では，過去 50日より古いレコー
ドを検索します）。

12.バックアップ取得後，実行履歴削除コマンドで古いレコードを削除します（例で
は，過去 50日より古いレコードを削除します）。
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7　 障害対策
この章では，システム構築や運用時に発生する障害に対して取
得できる情報の種類，および障害の対処方法などについて説明
します。
なお，UNIX環境の場合は，ディレクトリ表記中の "¥"を "/"
に読み換えてください。

7.1　障害対策の流れ

7.2　障害調査のために必要な情報

7.3　障害情報の取得

7.4　障害情報の種類

7.5　システムのセットアップまたはアンセットアップ時の障害対策

7.6　オペレーション実行時の障害対策

7.7　サービス部品呼び出し要求時の障害対策

7.8　障害発生時の自動運用

7.9　HCSCサーバ障害発生後の回復方法
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7.　障害対策
7.1　障害対策の流れ
簡易構築中に障害が発生し環境構築に失敗した場合，次の図に示す手順で障害要因を特
定してください。
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7.　障害対策
図 7-1　障害対策の流れ
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7.　障害対策
各手順の説明を次に説明します。

（a）現象の確認

障害解析のために，どのような環境でどのような現象が発生したのか状況を確認します。

確認する項目については，「7.2　障害調査のために必要な情報」を参照してください。

（b）障害情報の収集

障害を調査するために取得している障害情報（ログやトレースなど）のうち，必要な障
害情報（一次資料および二次資料）を集めます。一次資料は障害を調査する上で一次判
別のために使用し，二次資料は一次判別で判明した障害の内容に応じて使用する障害情
報です。

必要な資料については，「7.2　障害調査のために必要な情報」を参照してください。ま
た，障害情報の取得方法については，「7.3　障害情報の取得」を参照してください。障
害情報の種類によって，必ず取得されるものと，取得の設定が必要なものとがあるため
注意してください。

（c）障害発生個所の特定

収集した障害情報の内容を確認して障害を調査し，障害発生個所を特定します。障害調
査の結果，サービスリクエスタやサービス部品などのユーザプログラムがエラーメッ
セージや例外を出力している場合は，システム開発者に確認し，障害要因の特定および
回復をする必要があります。

それ以外の場合，最初に，サービス部品呼び出し要求時の障害であるか，オペレーショ
ン（コマンド操作や運用環境の画面からの操作）実行時の障害であるか，行った操作を
基に要因を切り分けます。

HCSCサーバ，および HCSC-Managerが出力するログおよびトレースの見方（出力形
式）については，「7.4　障害情報の種類」を参照してください。それ以外の前提製品が
出力する障害情報については，各製品のマニュアルを参照してください。

（d）障害要因の特定

障害発生個所や障害発生時の操作によって，障害が発生した要因（原因）を特定します。

（e）障害情報の再収集

障害要因を特定できない場合，システム管理者または保守員への連絡に必要な保守情報
を収集します。詳細については「7.2　障害調査のために必要な情報」を参照してくださ
い。

（f） システム管理者または保守員に連絡

システム管理者または保守員に連絡し，一次資料および保守資料を送付します。また，
発生した障害などの状況に応じて二次資料を送付します。
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（g）回復

障害が発生した要因（原因）を取り除き，正常な動作となるよう回復させて，運用を再
開します。
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7.2　障害調査のために必要な情報
ここでは，障害発生時の状況調査のために必要な資料の種類を示します。

●障害を調査するときに必要な情報
取得が必要な資料は，発生した障害の種別によって異なります。ここでは，
Cosminexusサービスプラットフォームで想定される障害の種別と，それに応じて取
得が必要な資料の一覧を示します。

●システム管理者または保守員に連絡するときに必要な情報
障害の内容によっては，システム管理者または保守員に連絡する必要があります。保
守員とは，ご購入契約に基づくお問い合わせ窓口のことです。
保守員に連絡するときは，障害を調査するときに必要な情報のほかに，資料の取得が
必要になる場合があります。

7.2.1　障害を調査するときに必要な情報
（1） 現象の確認

障害が発生した場合，最初にどのような環境でどのような現象が発生したのか状況を確
認，整理します。障害発生時に確認する項目を次の表に示します。

表 7-1　障害発生時に確認する項目

項
番

確認する項目 障害を検知したマシン

HCSC
サーバ
稼働マ
シン

運用環
境稼働
マシン

サービ
スリク
エスタ
稼働マ
シン

サービ
ス部品
稼働マ
シン

データ
ベース
稼働マ
シン

1 基本事
項

障害の発生時期 いつ（いつから）障害が発生したのかを確認してくださ
い。

2 障害発生の直前に実行した操
作

どのような操作をしたときに障害が発生したのかを確認
してください。

3 障害を検知したマシン どのマシンで障害を検知したのかを確認してください。
1. HCSCサーバ稼働マシン
2. 運用環境稼働マシン
3. サービスリクエスタ稼働マシン
4. サービス部品稼働マシン
5. データベース稼働マシン

4 障害内容 どのような現象が発生したのかを，具体的に挙げてくだ
さい。

5 動作環
境

uCosminexus Service 
Platformのバージョン

○ － － － －
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（凡例）
○：確認が必要
－：確認は不要

（2） 収集する障害情報

Cosminexus サービスプラットフォームのシステムでは，調査に必要な資料として，障
害の種別ごとに表 7-2に示す情報が必要です。

なお，障害情報を取得するためには，あらかじめ設定が必要なものがあるため注意して
ください。障害情報の取得の詳細については「7.3　障害情報の取得」を参照してくださ

6 uCosminexus Service 
Platformまたは
uCosminexus Operatorの
バージョン

－ ○ － － －

7 J2EEサーバ製品名とバー
ジョン

－ － ○ ○ －

8 データベース製品名とバー
ジョン

－ － － － ○

9 OSの種類とバージョン ○ ○ ○ ○ ○

1
0

プロセッサ数 ○ ○ ○ ○ ○

1
1

メモリ ○ ○ ○ ○ ○

1
2

仮想メモリ ○ ○ ○ ○ ○

1
3

Javaバージョン ○ ○ ○ ○ ○

1
4

パッチの適用状況 ○ ○ ○ ○ ○

1
5

再現性 再現性 再現性があるかどうかを確認してください。

1
6

発生頻度 再現性がある場合，どのくらいの頻度で障害が発生する
かを確認してください。

1
7

構成変
更

発生時の変更有無 該当する障害が発生するようになる前に，コーディング
や環境などを変更したかどうかを確認してください。

1
8

変更個所の内容 変更した場合，変更内容を具体的に挙げてください。

項
番

確認する項目 障害を検知したマシン

HCSC
サーバ
稼働マ
シン

運用環
境稼働
マシン

サービ
スリク
エスタ
稼働マ
シン

サービ
ス部品
稼働マ
シン

データ
ベース
稼働マ
シン
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い。また，取得した障害情報が出力される場所については，「7.3　障害情報の取得」お
よび「7.4　障害情報の種類」を参照してください。

障害情報の取得を設定していない情報については，障害調査や問い合わせのときに必要
となる情報ではありませんが，障害調査の状況に応じて取得が必要になることがありま
す。障害調査に必要な情報は，障害の発生個所によって異なります。

表 7-2　障害調査のために取得している情報

項
番

取得する情報 障害種別

ユーザ
プログ
ラムが
エラー
メッ
セージ
や例外
を出力
してい
る場合

サービ
ス部品
呼び出
し要求
時の障
害の場
合

オペ
レー
ション
（コマ
ンド操
作や運
用環境
の画面
からの
操作）
実行時
の障害
の場合

1 Cosminexus
サービスプ
ラットフォー
ムの資料

メッセージログ ○ ○ ○

2 リクエストトレース ○ ○ －

3 性能解析トレース － △ －

4 定義情報 HCSCサーバ構成定義ファイ
ル

－ ○ ○

5 HCSCサーバセットアップ定
義ファイル

－ ○ ○

6 HCSCサーバランタイム定義
ファイル

－ ○ ○

7 HCSC-Manager定義ファイル － ○ ○

8 HCSC-Managerコマンド共通
定義ファイル

－ ○ ○

9 HCSC-Messagingコマンド共
通定義ファイル

－ ○ ○

10 サービス情報変更定義ファイ
ル

－ △ △

11 ユーザ定義受付ランタイム定
義ファイル

－ △ △

12 SOAP Fault動作定義ファイル － △ △

13 Cosminexus
の資料

J2EEサーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマ
ンドのログ

○ ○ △

14 運用管理エージェント，運用監視エージェン
ト，Management Serverのログ（統合ログ）

○ △ ○
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15 Cosminexus DABroker Libraryのログ △ △ △

16 DB Connectorのログ（リソースアダプタの稼
働ログ）

○ ○ ○

17 EJBクライアントアプリケーションのログ ○ ○ －

18 ユーザログ ○ △ －

19 定義情報 Cosminexus Component 
Containerの設定ファイル

△ ○ ○

20 Coxminexus Managerの設定
ファイル

△ ○ ○

21 dbcon-xadisplaynameに設定
した DB Connectorの属性情報

△ ○ △

22 dbcon-nodisplaynameに設定
した DB Connectorの属性情報

△ △ ○

23 Cosminexus 
RMの資料

開始停止メッセージログ － △ ○

24 Cosminexus用メッセージログ △ ○ ○

25 メソッドトレース △ ○ ○

26 回線トレース △ ○ ○

27 定義情報 Cosminexus RMコンフィグ
レーションプロパティの設定
情報

△ ○ ○

28 Cosminexus 
SOAPの資料

トレース △ ○ －

29 アプリケーションログ △ ○ －

30 定義情報 Cosminexus SOAP共通定義
ファイル

△ ○ －

31 Cosminexus SOAPサーバ定義
ファイル

△ ○ －

32 Hitachi Web Serverのログおよびトレース ○ △ －

項
番

取得する情報 障害種別

ユーザ
プログ
ラムが
エラー
メッ
セージ
や例外
を出力
してい
る場合

サービ
ス部品
呼び出
し要求
時の障
害の場
合

オペ
レー
ション
（コマ
ンド操
作や運
用環境
の画面
からの
操作）
実行時
の障害
の場合
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（凡例）
○：一次資料
△：二次資料
－：不要

7.2.2　システム管理者または保守員に連絡するときに必要な
情報

障害発生時で次に示す場合は，システム管理者または保守員に連絡する必要があります。

• 出力されたエラーメッセージの対処に「保守員に連絡してください。」とある場合
• 調査しても障害の要因がわからない場合
• エラーメッセージの内容や書かれている対処方法に従って対処しても解決できない場
合

システム管理者または保守員に連絡するために必要な情報は，「7.2.1　障害を調査すると
きに必要な情報」で示す情報以外に，障害の種別ごとに表 7-3に示す情報が必要です。
障害情報の取得を設定していない情報については，障害調査や問い合わせのときに必要

33 データベース
の障害情報

HiRDBを使
用している
場合

HiRDBのログ（HiRDBの定
義情報を含む）

－ △ △

34 HiRDBクライアントのログお
よびトレース

－ △ △

35 HiRDB Type4 JDBCドライバ
の Exceptionログおよびト
レース

－ △ △

36 Oracleを使
用している
場合

Oracleのログ － △ △

37 Oracle Thin Driverのログ － △ △

38 JavaVMの障
害情報

JavaVM出力メッセージログ － △ △

39 JavaVMのスレッドダンプ － △ △

40 JavaVMのガーベージコレクションのログ － △ △

項
番

取得する情報 障害種別

ユーザ
プログ
ラムが
エラー
メッ
セージ
や例外
を出力
してい
る場合

サービ
ス部品
呼び出
し要求
時の障
害の場
合

オペ
レー
ション
（コマ
ンド操
作や運
用環境
の画面
からの
操作）
実行時
の障害
の場合
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ではありませんが，障害調査の状況に応じて取得が必要になることがあります。システ
ム管理者または保守員に連絡するために必要な情報は，障害の発生個所によって異なり
ます。

Cosminexusが出力するログのディレクトリのデフォルトは，<Cosminexusインストー
ルディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<J2EEサーバ名 >¥logsです。以降，
「Cosminexusログ出力ディレクトリ」と表記します。なお，Cosminexusが出力するロ
グのディレクトリは，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）の
ejb.server.log.directoryキーで変更できます。

表 7-3　システム管理者または保守員に連絡するために必要な情報

（凡例）
○：必要
－：不要

注※ 1　Cosminexusの保守用ログについては，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」
を参照してください。
注※ 2　Cosminexus SOAPの保守用ログは，<Cosminexusログ出力ディレクトリ
>¥WS¥maintenanceに出力されます。このほか，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケー
ション開発ガイド」を参照して，ログ以外の障害発生時に取得する情報を取得してください。

項
番

取得する情報 障害種別

ユーザプロ
グラムがエ
ラーメッ
セージや例
外を出力し
ている場合

サービス部
品呼び出し
要求時の障
害の場合

オペレー
ション（コ
マンド操作
や運用環境
の画面から
の操作）実
行時の障害
の場合

1 Cosminexus
サービスプ
ラット
フォームの
資料

例外ログ ○ ○ ○

2 メンテナンスログ － － ○

3 インストールログ － － ○

4 メソッドトレース ○ ○ ○

5 保
守
情
報

HCSCサーバリポジトリ情報 － ○ ○

6 HCSC-Managerの保守情報 ○ ○ ○

7 HCSCサーバ保持情報 ○ ○ ○

8 Cosminexus
の資料

保守用ログ※ 1 ○ ○ ○

9 Cosminexus 
SOAPの資
料

保守用ログ※ 2 ○ ○ ○

1
0

JavaVMの
障害情報

メモリダンプ ○ ○ ○
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7.3　障害情報の取得

7.3.1　Cosminexus サービスプラットフォームが出力するロ
グやトレースの取得方法

Cosminexus サービスプラットフォームが出力するメッセージログ，トレース，および
各種情報の取得方法について説明します。Cosminexus サービスプラットフォームが出
力する障害情報の種類については，「7.4　障害情報の種類」を参照してください。

（1） メッセージログの取得方法

メッセージログは必ず出力されます。

なお，メッセージログを出力するファイルのサイズ，および面数は，必要に応じて変更
できます。メッセージログの詳細については，「7.4.1　メッセージログ」を参照してくだ
さい。

（a）HCSC-Managerのログ

HCSC-Manager定義ファイルで次のパラメタを指定します。

• cscmng.log.message.filesize＝メッセージログファイルサイズ
• cscmng.log.message.filenum＝メッセージログファイル面数

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

（b）Cosminexusの統合メッセージログ

統合メッセージログは，manager.cfg（Managerログ設定ファイル）でファイルのサイ
ズ，および面数を指定します。manager.cfgの詳細については，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。

（c）Cosminexusの J2EEサーバの稼働ログ

J2EEサーバの稼働ログは，usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファ
イル）でファイルのサイズ，および面数を指定します。usrconf.propertiesの詳細につい
ては，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。

（2） リクエストトレースの取得方法

リクエストトレースを取得する際には，HCSCサーバランタイム定義ファイルの次のプ
ロパティで採取の有無を指定します。

また，出力先パスやファイルのサイズ，およびファイル面数を変更できます。

• requesttrace＝リクエストトレースの採取の有無（ONを指定します）
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• requesttrace-filepath＝リクエストトレースの出力先パス
• requesttrace-filesize＝リクエストトレースサイズ
• requesttrace-filenum＝リクエストトレース面数

リクエストトレースの詳細については，「7.4.2　リクエストトレース」を参照してくださ
い。

（3） 性能解析トレースの取得方法

性能解析トレースファイルの取得方法および出力先は，Cosminexus全体で共通です。
性能解析トレースの詳細については，「7.4.3　性能解析トレース」を参照してください。
また，性能解析トレースファイルの取得方法および出力先については，マニュアル
「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

（4） そのほかの定義情報の取得方法

障害を調査するために Cosminexusサービスプラットフォームに設定した定義が必要に
なる場合があります。Cosminexus サービスプラットフォームの定義ファイルを次の表
に示します。定義の詳細については，「9.　定義ファイル」を参照してください。

表 7-4　Cosminexus サービスプラットフォームの定義ファイル

（5） 保守情報の取得方法

システム管理者または保守員に連絡するときに必要な保守情報の取得方法を説明します。

定義ファイル 説明

HCSCサーバ構成定義ファ
イル

HCSCサーバの環境作成で，HCSCサーバのセットアップコマンドに指
定したファイル

HCSCサーバセットアップ
定義ファイル

HCSCサーバランタイム定
義ファイル

HCSCサーバランタイムの定義コマンドに指定したファイル

HCSC-Manager定義ファイ
ル

<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥cscmng.propertiesに指定したファイル

HCSC-Managerコマンド共
通定義ファイル

<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥csccmd.propertiesに指定したファイル

HCSC-Messagingコマンド
共通定義ファイル

<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥msg¥cmdconf.batに指定したファイル

サービス情報変更定義ファ
イル

サービス情報の管理コマンドの -getfileパラメタに指定したファイル

ユーザ定義受付ランタイム
定義ファイル

HCSCコンポーネントの定義コマンドの -propfileパラメタに指定した
ファイル

SOAP Fault動作定義ファ
イル

ランタイム定義ファイルの soapfault-targetnamespace-filepathプロパ
ティに指定したファイル
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保守用ログおよびトレースについては，「7.4.4　保守用ログおよびトレース」を参照して
ください。

（a）例外ログ

例外ログは必ず出力されます。なお，出力されるファイルのサイズ，および面数は，変
更できます。

• HCSC-Managerの例外ログ
HCSC-Manager定義ファイルで次のパラメタを指定します。
• cscmng.log.exception.filesize＝例外ログファイルサイズ
• cscmng.log.exception.filenum＝例外ログファイル面数

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。
• Cosminexusの障害発生時の例外情報

J2EEサーバの例外ログは，usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティ
ファイル）でファイルのサイズ，および面数を指定します。usrconf.propertiesの詳
細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してくだ
さい。

（b）メンテナンスログ

メンテナンスログは必ず出力されます。メンテナンスログは，出力されるファイルのサ
イズ，および面数を変更できます。

HCSC-Manager定義ファイルの次のパラメタを指定します。

• cscmng.log.maintenance.filesize＝メンテナンスログファイルサイズ
• cscmng.log.maintenance.filenum＝メンテナンスログファイル面数

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

（c）インストールログ

必ず出力されます。

（d）メソッドトレース

メソッドトレースは必ず出力されます。メソッドトレースは，出力される出力先やファ
イルのサイズ，面数，および出力レベルを決める必要があります。HCSCサーバランタ
イム定義ファイルの次のプロパティを指定します。

HCSCサーバランタイム定義ファイルの次のプロパティを指定します。

• methodtrace-filepath＝メソッドトレースの出力先パス
• methodtrace-filesize＝メソッドトレースファイルサイズ
• methodtrace-filenum＝メソッドトレースファイル面数
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• methodtrace-level＝メソッドトレースの出力レベル

HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。

（e）保守情報

障害を調査するために必要となる保守情報を次の表に示します。

表 7-5　保守情報

注※　データベースを使用しない構成で HCSCサーバをセットアップした場合に必要となります。

7.3.2　Cosminexus サービスプラットフォーム以外の前提製
品が出力する障害情報の取得方法

主な前提製品の取得方法の概略を説明します。Cosminexus サービスプラットフォーム
以外の前提製品が出力する障害情報の詳細については，各製品のマニュアルを参照して
ください。

Cosminexusサービスプラットフォーム以外の前提製品が出力する障害情報のうち，
Cosminexusが出力するログのディレクトリのデフォルトは，<Cosminexusインストー
ルディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<J2EEサーバ名 >¥logsです。以降，
「Cosminexusログ出力ディレクトリ」と表記します。なお，Cosminexusが出力するロ
グのディレクトリは，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）の
ejb.server.log.directoryキーで変更できます。

保守情報 対象データの出力先

HCSCサーバリポジトリ情報 <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥repository配下の
すべてのファイルおよびディレクトリ

HCSC-Managerの保守情報 <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥config¥manager
配下のすべてのファイルおよびディレクトリ

HCSCサーバ保持情報 <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥spool配下のすべ
てのファイルおよびディレクトリ

<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥system配下のす
べてのファイルおよびディレクトリ

HCSCサーバセットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepath
プロパティで指定したフォルダ配下のすべてのファイルおよびディ
レクトリ（hcscserver-data-filepathプロパティを指定しなかった場
合は，<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥spool¥msg¥配下のすべてのファイルおよびディレクトリ）
※
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（1） Cosminexusが出力する障害情報の取得方法

（a）ログ

障害が発生した際，Cosminexus サービスプラットフォームが出力するログやトレース
で障害要因の特定が困難な場合は，次に示す Cosminexusが出力する障害情報が必要に
なります。

• J2EEサーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ
• 運用管理エージェント，運用監視エージェント，Management Serverのログ
• Cosminexus DABroker Libraryのログ
• DB Connectorのログ
• EJBクライアントアプリケーションのログ
• ユーザログ
• 保守用ログ

Cosminexusが出力する障害情報は，次のコマンドを使って一括して取得できます（手
動で取得できます）。なお，一括して取得した場合，Cosminexus サービスプラット
フォームが出力するログやトレースと一部重複する情報もあります。

• snapshotlogコマンド
• mngsvrutilコマンド（サブコマンドに collect snapshotを指定）

コマンドの詳細については，マニュアル「Cosminexus リファレンス　コマンド編」を
参照してください。また，Cosminexusが出力する障害情報の取得方法の詳細について
は，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

（b）運用開始前に準備が必要な Cosminexusの障害情報

コマンドを使って一括取得する場合，取得する障害情報の種類（Path）をあらかじめ定
義しておく必要があります。メールなどで早急に送付する一次送付資料と，別途送付す
る二次送付資料のそれぞれを指定します。詳細は，マニュアル「Cosminexus　システム
運用ガイド」を参照してください。

（c）障害調査のために必要な設定情報

障害を調査するために Cosminexusに設定した定義が必要になる場合があります。
Cosminexus サービスプラットフォーム以外の定義ファイルを次の表に示します。定義
の詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してくだ
さい。

表 7-6　Cosminexus サービスプラットフォーム以外の定義ファイル

定義ファイル 説明

Cosminexus Component 
Containerの設定ファイル

<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<J2EEサーバ名 >¥ディレクトリ配下
のすべてのファイルおよびディレクトリ
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7.　障害対策
（2） Cosminexus RMが出力する障害情報の取得方法

次に示す受付やサービスアダプタを使用している場合は，Cosminexus RMが出力する障
害情報を取得することで障害要因の特定ができます。

• 非同期（MDB（WS-R））の標準受付
• 非同期（MDB（DBキュー））の標準受付
• サービスアダプタ（MDB（WS-R））
• サービスアダプタ（MDB（DBキュー））

Cosminexus RMが出力する障害情報の取得方法の詳細については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。

（a）Cosminexus RMが出力するメッセージ

Cosminexus RMが出力するメッセージは，次のログに出力されます。ログには，開始停
止メッセージログと Cosminexus用メッセージログの 2種類があります。Cosminexus 
RMが出力するメッセージを次の表に示します。

表 7-7　Cosminexus RMが出力するメッセージ

（b）HCSCサーバと Cosminexus RMのトレースとの関係

HCSCサーバと Cosminexus RMのトレースとの関係は，ローカルキューや転送キュー
を使用する場合と，共用キューを使用する場合とで異なります。

●ローカルキューや転送キューを使用する場合

Cosminexus Managerの設定
ファイル

<Cosminexusインストールディレクトリ >¥manager¥config¥ディ
レクトリ配下のすべてのファイルおよびディレクトリ

dbcon-xadisplaynameに設定し
た DB Connectorの属性情報

「3.1.2(8)　DB Connectorのセットアップ」で設定した定義ファイ
ル

dbcon-nodisplaynameに設定し
た DB Connectorの属性情報

定義ファイル 説明 ファイル名

開始停止メッセージログ 開始や停止についての情報，および
ユーザが指定したプロパティの値。
<Cosminexusログ出力ディレクトリ
>¥connectors¥

<Cosminexus RMの表示名
><面番号 >.log

Cosminexus用メッセージロ
グ

Cosminexus RMの開始，停止およ
び動作中の情報。
<Cosminexusログ出力ディレクトリ
>

メッセージログは，
Cosminexus サービスプラッ
トフォームが出力するメッ
セージログと同一のファイル
に出力されます。

定義ファイル 説明
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Cosminexus RMのトレースには，メソッドトレースと回線トレースの 2種類があり
ます。メソッドトレースは，エラー情報（例外発生原因）およびメソッドの入口情報，
出口情報，デバッグ情報を出力します。回線トレースは，キュー間転送でやり取りさ
れる電文の情報を出力します。ローカルキューや転送キューを使用する場合のトレー
ス取得ポイントを次の図に示します。

図 7-2　ローカルキューや転送キューを使用する場合のトレース取得ポイント

トレース取得ポイントとファイル名の関係を次の表に示します。表の「図中の番号」は，
図 7-2中の番号と対応しています。

表 7-8　トレース取得ポイントとファイル名の関係

図中の
番号

取得ポイント トレース

種類 出力マシン 出力先 ファイル名

1 サービスリクエ
スタから転送
キューに要求を
出すとき

メソッド
トレース

サービスリ
クエスタ稼
働マシン側

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

mtd_<サービス
リクエスタ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log
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●共用キューを使用する場合
Cosminexus RMのトレースには，メソッドトレースと共用キューイベントトレース
の 2種類があります。メソッドトレースは，エラー情報（例外発生原因）およびメ
ソッドの入口情報，出口情報，デバッグ情報を出力します。共用キューイベントト
レースは，共用キューにメッセージが格納されたことを表すイベントの情報を出力し
ます。共用キューを使用する場合のトレース取得ポイントを次の図に示します。

2 サービスリクエ
スタ側の転送
キューから
HCSCサーバ側
のローカル
キューに転送す
るとき

回線ト
レース

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

lin_<サービス
リクエスタ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

3 サービスリクエ
スタ側の転送
キューから
HCSCサーバ側
のローカル
キューへの転送
を受け取るとき，
または HCSC
サーバ側の転送
キューからサー
ビス部品側の
ローカルキュー
に転送するとき

回線ト
レース

HCSCサー
バ稼働マシ
ン側

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

lin_<HCSC
サーバ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

4 HCSCサーバが
ローカルキュー
からメッセージ
を取り出すとき，
またはサービス
アダプタから転
送キューに要求
を出すとき

メソッド
トレース

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

mtd_<HCSC
サーバ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

5 HCSCサーバ側
の転送キューか
らサービス部品
側のローカル
キューへの転送
を受け取るとき

回線ト
レース

サービス部
品稼働マシ
ン側

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

lin_<サービス
部品側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

6 サービス部品が
ローカルキュー
からメッセージ
を取り出すとき

メソッド
トレース

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

mtd_<サービス
部品側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

図中の
番号

取得ポイント トレース

種類 出力マシン 出力先 ファイル名
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7.　障害対策
図 7-3　共用キューを使用する場合のトレース取得ポイント

トレース取得ポイントとファイル名の関係を次の表に示します。表の「図中の番号」は，
図 7-3中の番号と対応しています。
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7.　障害対策
表 7-9　トレース取得ポイントとファイル名の関係

（c）運用開始前に準備が必要な RMのトレース

メソッドトレースや回線トレースの出力レベルを変更して，出力する情報の種類を変更
する場合は，HCSCサーバ起動前の Cosminexus RMの設定で変更する必要があります。
Cosminexus RMのコンフィグレーションプロパティの RMMethodTraceLevelおよび
RMLineTraceLevelで変更します。

（d）障害調査のために必要な設定情報

障害を調査するために Cosminexus RMのコンフィグレーションプロパティに対して設
定している情報が必要になる場合があります。障害調査に必要な Cosminexus RMの定
義ファイルを次の表に示します。定義ファイルの詳細については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。

表 7-10　障害調査に必要な Cosminexus RMの定義ファイル

図中の
番号

取得ポイント トレース

種類 出力マシン 出力先 ファイル名

1 サービスリクエ
スタ側から
HCSCサーバ側
の受信用共用
キューへメッ
セージが格納さ
れたとき，また
は HCSCサーバ
のサービスアダ
プタから送信用
共用キューへ
メッセージが格
納されたとき

共用
キューイ
ベントト
レース

HCSCサー
バ稼働マシ
ン側

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

shq_<HCSC
サーバ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

2 HCSCサーバが
ローカルキュー
からメッセージ
を取り出すとき，
またはサービス
アダプタから転
送キューに要求
を出すとき

メソッド
トレース

<Cosminexusログ出力
ディレクトリ
>¥RM¥maintenance

mtd_<HCSC
サーバ側
Cosminexus 
RMのディスプ
レイ名 >_<数字
>.log

定義ファイル 説明

Cosminexus RMコンフィグレー
ションプロパティの設定情報

「3.1.2(9) Cosminexus Reliable Messagingのセットアップ」で設
定した定義ファイル
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（3） Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法

同期（Webサービス）の標準受付，またはサービスアダプタ（Webサービス）を使用し
ている場合は，Cosminexus SOAPが出力する障害情報を取得することで障害要因を特
定できます。また，サービスリクエスタから HCSCサーバを呼び出すときの SOAPメッ
セージや，HCSCサーバのサービスアダプタからサービス部品を呼び出すときの SOAP
メッセージの電文形式を確認することで，送受信するユーザ電文に誤りがある場合の障
害要因を特定できます。Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法の詳細につ
いては，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してく
ださい。

（a）HCSCサーバと SOAPのトレースやアプリケーションログの関係

HCSCサーバの構成で，取得ポイントと SOAPのトレースやアプリケーションログの
ファイル名との関係を説明します。Webサービスの受付からサービスアダプタ（Web
サービス）を呼び出す場合と，Webサービス以外の受付からサービスアダプタ（Web
サービス）を呼び出す場合とで異なります。

●同期（Webサービス）の標準受付またはユーザ定義受付（Webサービス）からサー
ビスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合
同期（Webサービス）の標準受付からサービスアダプタ（Webサービス）を呼び出す
場合や，ユーザ定義受付（Webサービス）からサービスアダプタ（Webサービス）を
呼び出す場合は，次のような名称で SOAPのトレースやアプリケーションログが出力
されます。途中にビジネスプロセスを経由している場合も同様の名称で出力されます。
SOAPトレースやアプリケーションログの取得ポイントを次の図に示します。
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7.　障害対策
図 7-4　SOAPトレースやアプリケーションログの取得ポイント（Webサービスの受付
からサービスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合）

トレース取得ポイントとファイル名の関係を次の表に示します。表の「図中の番号」は，
図 7-4中の番号と対応しています。

表 7-11　トレース取得ポイントとファイル名の関係（Webサービスの受付からサービス
アダプタ（Webサービス）を呼び出す場合）

図中の番
号

取得ポイント ファイル名

トレース※ 1 アプリケーションログ※ 1

1※ 2 サービスリクエスタから要
求を出したとき（送信），お
よびサービスリクエスタへ
応答が返ってきたとき（受
信）の SOAP通信のトレー
ス

サービスリクエスタ側のク
ライアント定義ファイルで
設定した名称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-<数字 >.log」

サービスリクエスタ側のク
ライアント定義ファイルで
設定した名称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-aplog-<数字
>.log」
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注※ 1　トレースおよびアプリケーションログの出力先は，各稼働マシン上の <Cosminexusログ出
力ディレクトリ >¥WS¥です。
注※ 2　サービスリクエスタ側稼働マシン，またはサービス部品稼働マシンで Cosminexusが提供
している SOAP通信基盤を使用している場合に取得できます。
注※ 3　サーバ定義ファイル（c4websv.cfg）でトレースファイルやアプリケーションログのプレ
フィクス（c4web.logger.<識別子 >.log_file_prefix）に設定した名称です。

　

●Webサービス以外の受付からサービスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合
同期（Webサービス）の標準受付やユーザ定義受付（Webサービス）以外のリクエス
ト受付からサービスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合は，次のような名称で
SOAPトレースやアプリケーションログが出力されます。SOAPトレースやアプリ
ケーションログの取得ポイントを次の図に示します。

2 サービスリクエスタから要
求を HCSCサーバのリクエ
スト受付で受け取ったとき
（受信），および HCSCサー
バから応答を返したとき
（送信）の SOAP通信のト
レース

• 同期（Webサービス）標
準受付の場合
「<クラスタ名
>-j2ee-<J2EEサーバ名
>-<数字 >.log」

• ユーザ定義受付（Web
サービス）の場合
「<受付 ID>-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-<数字 >.log」

• 同期（Webサービス）標
準受付の場合
「<クラスタ名
>-j2ee-<J2EEサーバ名
>-aplog-<数字 >.log」

• ユーザ定義受付（Web
サービス）の場合
「<受付 ID>-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-aplog-<数字
>.log」

3 HCSCサーバのサービスア
ダプタから要求を出したと
き（送信），およびサービス
アダプタへ応答が返ってき
たとき（受信）の SOAP通
信のトレース

図中の番号 2と同じトレー
スファイルに出力します。

図中の番号 2と同じアプリ
ケーションログファイルに
出力します。

4※ 2 HCSCサーバのサービスア
ダプタからの要求をサービ
ス部品側で受け取ったとき
（受信），およびサービス部
品側から応答を返したとき
（送信）の SOAP通信のト
レース

サービス部品側のサーバ定
義ファイルで設定※ 3した名
称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-<数字 >.log」

サービス部品側のサーバ定
義ファイルで設定※ 3した名
称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-aplog-<数字
>.log」

図中の番
号

取得ポイント ファイル名

トレース※ 1 アプリケーションログ※ 1
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7.　障害対策
図 7-5　SOAPトレースやアプリケーションログの取得ポイント（Webサービス以外の
受付からサービスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合）

トレース取得ポイントとファイル名の関係を次の表に示します。表の「図中の番号」は，
図 7-5中の番号と対応しています。

表 7-12　トレース取得ポイントとファイル名の関係（Webサービス以外の受付からサー
ビスアダプタ（Webサービス）を呼び出す場合）

注※ 1　トレースおよびアプリケーションログの出力先は，各稼働マシン上の <Cosminexusログ出
力ディレクトリ >¥WS¥です。
注※ 2　サービス部品稼働マシンで Cosminexusが提供している SOAP通信基盤を使用している場
合に取得できます。
注※ 3　サービスアダプタ定義画面で設定したクライアント定義ファイルにトレースファイル，アプ
リケーションログのプレフィクスを指定していても，その値は有効になりません。サービス IDが一
意なプレフィクスとして割り当てられます。
注※ 4　サーバ定義ファイル（c4websv.cfg）でトレースファイルやアプリケーションログのプレ

図中の番
号

取得ポイント ファイル名

トレース※ 1 アプリケーションログ※ 1

1 HCSCサーバのサービスア
ダプタから要求を出したと
き（送信），およびサービス
アダプタへ応答が返ってき
たとき（受信）の SOAP通
信のトレース

「<サービス
ID>-j2ee-<J2EEサーバ名
>-<数字 >.log」※ 3

「<サービス
ID>-j2ee-<J2EEサーバ名
>-aplog-<数字 >.log」※ 3

2※ 2 HCSCサーバのサービスア
ダプタからの要求をサービ
ス部品側で受け取ったとき
（受信），およびサービス部
品側から応答を返したとき
（送信）の SOAP通信のト
レース

サービス部品側のサーバ定
義ファイルで設定※ 4した名
称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-<数字 >.log」

サービス部品側のサーバ定
義ファイルで設定※ 4した名
称。
「<上記名称 >-j2ee-<J2EE
サーバ名 >-aplog-<数字
>.log」
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7.　障害対策
フィクス（c4web.logger.<識別子 >.log_file_prefix）に設定した名称です。

（b）運用開始前に準備が必要な SOAPのトレースやアプリケーションログ

SOAPメッセージのログを取得する場合，サービスリクエスタから HCSCサーバを呼び
出すときの SOAPメッセージや，HCSCサーバのサービスアダプタからサービス部品を
呼び出すときの SOAPメッセージの電文形式を確認することで，送受信するユーザ電文
に誤りがある場合の障害要因を特定できます。HCSCサーバが稼働するマシンの共通定
義ファイル（c4webcom.cfg）に設定します。HCSCサーバが稼働するマシンの共通定義
ファイルへの設定を次の表に示します。共通定義ファイルの作成については，マニュア
ル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してください。

表 7-13　HCSCサーバが稼働するマシンの共通定義ファイルへの設定

（c）障害調査のために必要な設定情報

障害を調査するために Cosminexus SOAPの設定情報が必要になる場合があります。
Cosminexus SOAPの定義ファイルを次の表に示します。定義ファイルの詳細について
は，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくださ
い。

表 7-14　Cosminexus SOAPの定義ファイル

設定項目 キー名称 設定値
（デフォルト）

説明

アプリケーション
ログ出力の重要度

c4web.logger.aplog_level WARN SOAPメッセージのログ
を採取する（SOAPメッ
セージの電文形式を確認
する）場合，INFOを指定
してください。HCSC
サーバ起動前にあらかじ
め設定する必要がありま
す。

定義ファイル 説明 ファイルの格納場所 ファイル名

サーバ定義ファイ
ル

HCSCサーバ稼働マシン
のリクエスト受付での
SOAP通信の動作を制御
します

HCSCサーバ稼働マシンの次の
フォルダ
Windowsの場合

<Cosminexusインストール
ディレクトリ >¥c4web¥conf

その他の OSの場合
/opt/Cosminexus/c4web/conf

c4websv.cfg

共通定義ファイル HCSCサーバ稼働マシン
のリクエスト受付および
サービスアダプタに共通
の SOAP通信の動作を制
御します

HCSCサーバ稼働マシンの次の
フォルダ
Windowsの場合

<Cosminexusインストール
ディレクトリ >¥c4web¥conf

その他の OSの場合
/opt/Cosminexus/c4web/conf

c4webcom.cfg
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（4） Hitachi Web Serverが出力する障害情報の取得方法

Hitachi Web Serverを使用して運用する場合，Hitachi Web Serverが出力する障害情報
が必要な場合があります。Hitachi Web Serverが出力する障害情報の取得方法の詳細は，
マニュアル「Hitachi Web Server」を参照してください。

（5） データベースが出力する障害情報の取得方法

障害の要因がデータベースにある場合，データベースの障害情報を確認することで，障
害要因を特定できます。データベースの障害情報には，サーバ側とクライアント側の情
報があります。HCSCサーバ稼働マシンのデータベース（クライアント側）とデータ
ベース（サーバ側）の関係を次の図に示します。

図 7-6　HCSCサーバ稼働マシンのデータベース（クライアント側）とデータベース
（サーバ側）の関係

表 7-15　データベースのサーバ側とクライアント側の障害情報

使用してい
るデータ
ベース

サーバ /クライアント 障害情報 備考

HiRDBを使
用している
場合

サーバ側の障害情報 HiRDBのログ
%PDDIR%¥SPOOL 配
下のファイルすべて

－

　 定義情報 HiRDBの定義情報
%PDCONFPATH% 配下
のファイルすべて

－

479



7.　障害対策
（凡例）
－：該当しません。

HiRDBを使用する場合は，マニュアル「スケーラブルデータベースサーバ HiRDB 
Version 8 システム運用ガイド」を参照してください。Oracleを使用する場合は，Oracle
社が発行するドキュメントを参照してください。

クライアント側の障害情報 • HiRDBクライアントの
SQLトレースファイルお
よびエラーログファイル
環境変数 PDCLTPATHで
指定したディレクトリ（環
境変数 PDCLTPATHを省
略した場合は，次のディレ
クトリに出力されます。
%PDDIR%¥spool¥hubspo
ol¥外部サーバ名 ¥）

• HiRDBクライアントの
SQLトレース環境変数
PDSQLTRACEで指定し
たファイルサイズ（環境変
数 PDCLTPATHを省略し
た場合は，SQLトレース
は出力されません）。

HiRDB Type4 
JDBCドライバの場
合，OSの環境変数
や HiRDB.iniに記
載しても有効になり
ません。使用する
DB Connectorの属
性定義
EnvironmentVaria
blesに次に示すよう
にセミコロンでつな
いで指定してくださ
い。
（例）
• PQLTRACE=0;PD

CLTPATH=c:¥tm
p

Exceptionトレース
ログについては，
DABrokerを使用し
ている場合は取得さ
れません。

• HiRDB Type4 JDBCドラ
イバの Exceptionトレース
ログ
環境変数 PDJDBFILEDIR
で指定したディレクトリ
（環境変数
PDJDBFILEDIRを省略し
た場合は，次のディレクト
リに出力されます。
<Cosminexusインストー
ルディレクトリ
>¥CC¥server¥usrconf¥ej
b¥<J2EEサーバ名
>¥<J2EEサーバ名
>excX.trc

Oracleを使
用している
場合

サーバ側の障害情報 Oracleのログ －

クライアント側の障害情報 Oracle Thin Driverのログ －

使用してい
るデータ
ベース

サーバ /クライアント 障害情報 備考
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（6） JavaVMの情報の取得方法

（a）JavaVM出力メッセージログ

JavaVMでクラッシュが発生した場合，JavaVMはデバッグ情報を標準出力とエラーリ
ポートファイルに出力します。詳細については，マニュアル「Cosminexus　システム運
用ガイド」を参照してください。エラーリポートファイルの出力先および出力ファイル
名は次のとおりです。

Windowsの場合

UNIXの場合

（b）JavaVMのスレッドダンプ

JavaVMの稼働情報やスレッドのスタック状態が出力されます。詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。出力先は次のとお
りです。

Windowsの場合

UNIXの場合

（c） JavaVMのガーベージコレクションログ

JavaVMのガーベージコレクションの活動状態が出力されます。詳細については，マ
ニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

（d）メモリダンプ

システムで障害が発生したときに，システム管理者または保守員が障害を解析するため
に使用します。詳細については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」を参
照してください。

7.3.3　トレースファイルの見積もり
トレースファイルは，次に示すような電文の件数，およびトレースを保管する日数を基

<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<J2EEサーバ名
>¥hs_err_pid<サーバプロセスのプロセスID>.log

<Cosminexusインストールディレクトリ>/CC/server/usrconf/ejb/<J2EEサーバ名>/
hs_err_pid<サーバプロセスのプロセスID>.log

<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CC¥server¥usrconf¥ejb¥<J2EEサーバ名
>¥javacore*.txt

<Cosminexusインストールディレクトリ>/CC/server/usrconf/ejb/<J2EEサーバ名>/
javacore*.txt
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に，総ファイルサイズを算出します。

• 1日当たりに受信する電文（単位：件）
• トレース情報を保存する期間（単位：日）

算出した総ファイルサイズから，トレースファイルサイズやトレース面数を見積もりま
す。トレースファイルサイズやトレース面数は HCSCサーバランタイム定義ファイルで
設定します。HCSCサーバランタイム定義ファイルの詳細については，「9.定義ファイ
ル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。なお，関連する
前提製品の各マニュアルを参照して，見積もりをしてください。

7.3.4　ログおよびトレース取得時の注意事項
性能解析トレース以外のすべてのログ，トレースでは，次に示す禁止事項および注意事
項があります。

（1） 注意事項

(a)ファイルの編集はできません。

(b)テキストビューワやエディタに，ロックするオプションがある場合は，使用できませ
ん。ファイルをロックした場合，トレースが出力されなくなる可能性があります。

(c)ファイルのアクセス権限は変更できません。
手動でアクセス権限を設定する必要がある場合には，適切なアクセス権限を設定し
てください。適切なアクセス権限が与えられていない場合，トレースを出力できな
くなります。

(d)ファイルの更新時刻は変更できません。
ファイルの更新時刻を変更した場合，出力先ファイルが変わる可能性があります。

(e)トレース出力中に，ファイルを名称変更したり，削除したりしないでください。
管理ファイルの情報を基に出力先ファイルを決められますが，管理ファイルがない
場合，および管理ファイルが破壊されている場合には，ファイルの更新時刻を基に
判定されます。ファイルの名称変更，または削除は，すべてのトレース出力プロセ
スを停止してから実行してください。

（2） HCSC-Managerのログにおける注意事項

(a)メッセージ末尾の改行コードは，プラットフォームに関係なく「CR+LF」になりま
す。

(b)例外ログ，およびメンテナンスログの場合は，さらに次に示す注意事項があります。
• ファイルサイズ /面数 /モードオプションの変更を有効にするためには，ファイル
の削除が必要な場合があります。ファイルを削除する場合には，トレース出力プ
ロセスを停止してください。
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• 出力したトレースファイルは，最初の EOF文字（0x1A）が現れるまでが有効な
データです。EOF文字以降のデータについては，一切保証されません。最初の
EOF文字以降にも EOF文字が現れる可能性があるため，注意が必要です。

• トレースを出力してもファイルの更新時刻の更新は保証されません。ファイルの
更新時刻を基に，トレースが出力されたかどうかを判定できません。トレース出
力終了時にはファイルの更新時刻が更新されます。
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7.4　障害情報の種類
運用時に障害が発生した場合は，障害対策に必要な情報が，ログとしてログファイルに
出力されたり，トレースとしてトレースファイルに出力されたりします。ここでは
HCSCサーバや HCSC-Managerなどの Cosminexus サービスプラットフォームが出力
するログやトレースの種類について説明します。

7.4.1　メッセージログ
HCSCサーバを操作するときのインフォメーション情報や障害時のエラー情報，および
稼働中の HCSCサーバのインフォメーション情報や障害時のエラー情報をメッセージロ
グとして取得します。これによって，障害の発生を検知したり，障害要因を解析したり
できます。

Cosminexus サービスプラットフォームのメッセージログは，次に示すログに出力され
ます。

• HCSC-Managerのログ
• Cosminexusの統合メッセージログ
• Cosminexusの J2EEサーバの稼働ログ

（1） メッセージログで出力される内容

次に示すメッセージを出力します。メッセージログの内容の詳細については，「11.　メッ
セージ」を参照してください。

（a）HCSC-Managerのログ

HCSC-Managerが出力するメッセージを取得します。

（b）Cosminexusの統合メッセージログ

運用管理エージェント，運用監視エージェント，およびManagement Serverなどが出
力するメッセージ取得します。

（c）Cosminexusの J2EEサーバの稼働ログ

稼働している J2EEサーバが出力するメッセージ取得します。J2EEサーバ上で稼働し
ている HCSCサーバが出力するメッセージもこのログに出力します。

（2） メッセージログの取得方法

メッセージログは必ず出力されます。詳細については，「7.3.1　Cosminexus サービスプ
ラットフォームが出力するログやトレースの取得方法」を参照してください。
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（3） メッセージログの出力先

メッセージログの出力先およびログファイル名を次の表に示します。

表 7-16　メッセージログの出力先およびファイル名

注※ 1　HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

注※ 2　Cosminexusの統合メッセージログの出力先は，manager.cfg（Managerログ設定ファイ
ル）で指定します。デフォルト値は，次に示すとおりです。

manager.cfgの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してく
ださい。

注※ 3　Cosminexusの J2EEサーバの稼働ログの出力先は，usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプショ
ン定義ファイル）の ejb.server.log.directoryキーで指定します。デフォルトの出力先は，
<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<J2EEサーバ名 >¥logsで
す。

usrconf.cfgの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を
参照してください。

7.4.2　リクエストトレース
HCSCサーバのメッセージング基盤では，次の内容をリクエストトレースとして取得で
きます。

• リクエスト受付で受け付けたサービス部品呼び出し要求または応答の結果
• ビジネスプロセスを呼び出した時の要求または応答の結果
• サービスアダプタからサービス部品を呼び出したときの要求または応答の結果

リクエストトレースは，リクエストの障害要因の解析に使用します。

（1） リクエストトレースの出力形式と出力される内容

（a）出力形式

リクエストトレースの出力形式を次の図に示します。

メッセージログファイルの出力先パス ログファイル名

HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.log.dirパラメタで指定
したパス※ 1

message<面数 >.log

Cosminexusの統合メッセージログの出力先に指定されたパス※
2

mngmessage<面数 >.log

Cosminexusの J2EEサーバの稼働ログの出力先に指定されたパ
ス※ 3

cjmessage<面数 >.log

<Cosminexusインストールディレクトリ>¥manager¥log
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図 7-7　リクエストトレースの出力形式

（b）出力される内容

リクエストトレースに出力される内容を次の表に示します。

表 7-17　リクエストトレースに出力される内容

項目 内容

番号 トレースレコードの出力通番が表示されます。

日付 トレースレコードの取得日付（yyyy/mm/dd形式）が出力されます。

時刻 トレースレコードの取得時刻（hh:mm:ss.sss形式）が，ローカル時
刻でミリ秒単位に出力されます。

製品 ID 製品を特定するための識別子メッセージング基盤を示す「CSCMSG」
が出力されます。

pid プロセスを識別するための IDが出力されます。

tid スレッドを識別するための IDが出力されます。

ID 表示されません。

メッセージ共通 ID リクエスト識別情報（親 ID）が出力されます。

サービスリクエスト ID リクエスト識別情報（子 ID）が出力されます。
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（2） リクエストトレースの取得ポイント

リクエストトレースの取得ポイントには，次に示す場合があり，それぞれで取得ポイン
トが異なります。

• 単体サービス実行時
• ビジネスプロセスサービス実行時

取
得
ポ
イ
ン
ト
識
別
情
報

取得位置 トレースの取得ポイント情報（取得位置）が出力されます。
• RCP：標準受付
• URCP：ユーザ定義受付
• SVSND：サーバ間転送（送信）
• SVRCV：サーバ間転送（受信）
• BPRCP：ビジネスプロセスリクエスト受付
• BPREQ：ビジネスプロセス呼び出し
• SVC：サービス部品呼び出し（アダプタ内）
• SVCGP：サービスグループ呼び出し

プロトコル種別 トレースの取得ポイント情報（プロトコル種別）が出力されます。た
だし，取得位置が BPRCP，BPREQ，または SVCGPの場合は，表
示されません。
• SOAP：SOAP
• EJB：EJB（RMI-IIOP）
• WSR：MDB（非同期メッセージング）
• DBQ：MDB（非同期メッセージング）
• CUSTM：カスタムアダプタ

詳細位置 トレースの取得ポイント情報（詳細位置）が出力されます。
• IN：受付
• OUT：応答
• CAL：呼び出し（他コンポーネント）
• RET：応答受信（他コンポーネント）
• WRN：例外

名称 トレースの取得ポイント情報（名称）が出力されます。
• サーバ名
• サービスアダプタのサービス ID
• ビジネスプロセスのサービス ID
• サービスグループ名

アダプタ種別 トレースの取得ポイント情報（アダプタ種別）が出力されます。ただ
し，名称がサーバ名またはサービスグループ名の場合は表示されませ
ん。
• SVA：サービスアダプタ
• BP ：ビジネスプロセス

結果 応答結果種別が出力されます。ただし，詳細位置が INまたは CAL
の場合は，表示されません。
• 正常終了：NORMAL
• 異常終了：ERROR

付加情報 応答結果の付加情報が出力されます。

CRLF レコード終端符号が出力されます。

項目 内容
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7.　障害対策
（a）単体サービス実行時

単体サービス実行時のリクエストトレースのトレース取得ポイントを次の図に示します。

図 7-8　リクエストトレースの取得ポイント（単体サービス実行時）

トレース取得ポイントを次の表に示します。表の「図中の番号」は，図 7-8中の番号と
対応しています。

表 7-18　リクエストトレース取得ポイント（単体サービス実行時）

図中の番号 トレース取得ポイント

1 標準受付（Webサービス）の入口

2 標準受付（Webサービス）の出口

1 標準受付（SessionBean）の入口

2 標準受付（SessionBean）の出口

1 標準受付（MDB（WS-R））の入口

2 標準受付（MDB（WS-R））の出口

1 標準受付（MDB（DBキュー））の入口

2 標準受付（MDB（DBキュー））の出口

3 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品呼び出し口

4 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品応答受信口

3 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品呼び出し口

4 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品応答受信口

3 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品呼び出し口

4 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品応答受信口

3 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品呼び出し口

4 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品応答受信口
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7.　障害対策
（b）ビジネスプロセスサービス実行時

ビジネスプロセスサービス実行時のリクエストトレースのトレース取得ポイントを次の
図に示します。

図 7-9　リクエストトレースの取得ポイント（ビジネスプロセスサービス実行時）

トレース取得ポイントを次の表に示します。表の「図中の番号」は，図 7-9中の番号と
対応しています。

表 7-19　リクエストトレース取得ポイント（ビジネスプロセスサービス実行時）

3 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品呼び出し口

4 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品応答受信口

図中の番号 トレース取得ポイント

1 標準受付（Webサービス）の入口

2 標準受付（Webサービス）の出口

1 標準受付（SessionBean）の入口

2 標準受付（SessionBean）の出口

1 標準受付（MDB（WS-R））の入口

2 標準受付（MDB（WS-R））の出口

1 標準受付（MDB（DBキュー））の入口

2 標準受付（MDB（DBキュー））の出口

図中の番号 トレース取得ポイント
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7.　障害対策
（3） リクエストトレースの取得方法

リクエストトレースを取得するには設定が必要です。詳細については「7.3.1 
Cosminexus サービスプラットフォームが出力するログやトレースの取得方法」を参照
してください。

（4） リクエストトレースの出力先

リクエストトレースの出力先およびトレースファイル名を次の表に示します。

表 7-20　リクエストトレースの出力先およびファイル名

なお，指定したパスが存在しない場合，またはパスが誤っていた場合は，省略値の出力
先にトレースが出力されます。

7.4.3　性能解析トレース
性能解析トレース（PRFトレース）は，Cosminexusシステムの性能解析をするための
トレース情報で，それを CSV形式で編集出力したテキストファイルが性能解析トレース
ファイルです。性能解析トレースは，J2EEアプリケーションを含めた，システム全体の
性能ボトルネックを解析するための情報が出力されます。システムの性能ネックや性能

7 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品呼び出し口

8 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品応答受信口

7 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品呼び出し口

8 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品応答受信口

7 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品呼び出し口

8 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品応答受信口

7 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品呼び出し口

8 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品応答受信口

7 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品呼び出し口

8 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品応答受信口

3 ビジネスプロセスサービスの呼び出し口

4 ビジネスプロセスサービスの応答受信口

5 ビジネスプロセス受付の入口

6 ビジネスプロセス受付の出口

トレースファイルの出力先パス トレースファイル名

HCSCサーバランタイム定義ファイルの
requesttrace-filepathプロパティで指定したパス

cscmsgreq_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log

図中の番号 トレース取得ポイント
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7.　障害対策
トラブルシュートに使用します。性能解析トレース機能については，マニュアル
「Cosminexus　機能解説」を参照してください。

（1） 性能解析トレースファイルの出力形式と出力される内容

（a）出力形式

性能解析トレースファイルに出力される形式は，Cosminexusの性能解析トレースと同
様です。性能解析トレースファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus　機能
解説」を参照してください。

（b）出力される内容

HCSCサーバ（メッセージング基盤）の場合
性能解析トレースファイルに出力される内容を次の表に示します。

表 7-21　性能解析トレースファイルに出力される内容（メッセージング基盤）

HCSCサーバ（ビジネスプロセス基盤）の場合
性能解析トレースファイルに出力される内容を次の表に示します。

表 7-22　性能解析トレースファイルに出力される内容（ビジネスプロセス基盤）

項目 内容

イベント ID 取得ポイントのイベント IDが出力されます。
詳細については，次の個所を参照してください。
•「表 7-24　性能解析トレース取得ポイント（単体サービス実行時）」
•「表 7-25　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセスサー
ビス実行時）」

•「表 7-26　性能解析トレース取得ポイント（DBアクセス実行時）」

リターンコード 取得ポイント種別が出力されます。
• 0：正常終了
• 1：異常終了

インターフェース名 クラス名が出力されます。

オペレーション名 メソッド名が出力されます。

オ
プ
シ
ョ
ン
情
報

メッセージ共通 ID リクエスト識別情報（親 ID）が出力されます。

サービスリクエスト ID リクエスト識別情報（子 ID）が出力されます。

付加情報 出力元固有の付加情報が出力されます。

項目 内容

イベント ID 取得ポイントのイベント IDが出力されます。
詳細は，「表 7-28　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセス基
盤）」を参照してください。
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7.　障害対策
HCSCサーバ（DBアダプタ連携基盤）の場合
性能解析トレースファイルに出力される内容を次の表に示します。

表 7-23　性能解析トレースファイルに出力される内容（DBアダプタ連携基盤）

（2） 性能解析トレースの取得ポイント

（a）HCSCサーバ（メッセージング基盤）の場合

性能解析トレースファイルのトレース取得ポイントは，次に示す場合があり，それぞれ
で取得ポイントが異なります。

リターンコード 取得ポイント種別が出力されます。
• 0：正常終了
• 1：異常終了

インターフェース名 次の名称のどれかが出力されます。
• ビジネスプロセス定義名
• Javaクラス名
• Data Transform
• サービス名

詳細は，「表 7-28　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセス基
盤）」を参照してください。

オペレーション名 出力されません。

オプション情報 オプション情報が出力されます。
詳細は，「表 7-28　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセス基
盤）」を参照してください。

項目 内容

イベント ID 取得ポイントのイベント IDが出力されます。
詳細については，次の個所を参照してください。
•「表 7-29　性能解析トレース取得ポイント（DBアダプタ起動時）」
•「表 7-30　性能解析トレース取得ポイント（DBアダプタサービス
実行時）」

リターンコード 取得ポイント種別が出力されます。
• 0：正常終了
• 1：異常終了

インターフェース名 クラス名が出力されます。
パッケージ名は表示されません。

オペレーション名 メソッド名が出力されます。

オ
プ
シ
ョ
ン
情
報

メッセージ共通 ID リクエスト識別情報（親 ID）が出力されます。
情報を設定していない場合は nullになります。

サービスリクエスト ID リクエスト識別情報（子 ID）が出力されます。
情報を設定していない場合は nullになります。

付加情報 個別情報が出力されます。

項目 内容
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7.　障害対策
• 単体サービス実行時
• ビジネスプロセスサービス実行時
• DBアクセス実行時

単体サービス実行時
単体サービス実行時性能解析トレースのトレース取得ポイントを次の図に示します。

図 7-10　性能解析トレースの取得ポイント（単体サービス実行時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表
に示します。表の「図中の番号」は，図 7-10中の番号と対応しています。

表 7-24　性能解析トレース取得ポイント（単体サービス実行時）

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9800 1 標準受付（Webサービス）の入口 A

0x9801 2 標準受付（Webサービス）の出口 A

0x9802 1 標準受付（SessionBean）の入口 A

0x9803 2 標準受付（SessionBean）の出口 A

0x9804 1 標準受付（MDB（WS-R））の入口 A

0x9805 2 標準受付（MDB（WS-R））の出口 A

0x9806 1 標準受付（MDB（DBキュー））の入口 A

0x9807 2 標準受付（MDB（DBキュー））の出口 A

0x9810 3 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品呼び
出し口

A

0x9811 4 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品応答
受信口

A

0x9812 3 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品呼び出
し口

A
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7.　障害対策
（凡例）
A：標準

ビジネスプロセスサービス実行時
ビジネスプロセスサービス実行時の性能解析トレースのトレース取得ポイントを次
の図に示します。

図 7-11　性能解析トレースの取得ポイント（ビジネスプロセスサービス実行時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表
に示します。表の「図中の番号」は，図 7-11中の番号と対応しています。

0x9813 4 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品応答受
信口

A

0x9814 3 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品呼び
出し口

A

0x9815 4 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品応答
受信口

A

0x9816 3 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品
呼び出し口

A

0x9817 4 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品
応答受信口

A

0x9818 3 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品呼び出し
口

A

0x9819 4 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品応答受信
口

A

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル
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7.　障害対策
表 7-25　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセスサービス実行時）

（凡例）
A：標準

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9800 1 標準受付（Webサービス）の入口 A

0x9801 2 標準受付（Webサービス）の出口 A

0x9802 1 標準受付（SessionBean）の入口 A

0x9803 2 標準受付（SessionBean）の出口 A

0x9804 1 標準受付（MDB（WS-R））の入口 A

0x9805 2 標準受付（MDB（WS-R））の出口 A

0x9806 1 標準受付（MDB（DBキュー））の入口 A

0x9807 2 標準受付（MDB（DBキュー））の出口 A

0x9808 1 ユーザ定義受付の入口 A

0x9809 2 ユーザ定義受付の出口 A

0x9810 7 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品呼び
出し口

A

0x9811 8 サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品応答
受信口

A

0x9812 7 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品呼び出
し口

A

0x9813 8 サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品応答受
信口

A

0x9814 7 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のササービス部品呼
び出し口

A

0x9815 8 サービスアダプタ（MDB（WS-R））のサービス部品応答
受信口

A

0x9816 7 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品
呼び出し口

A

0x9817 8 サービスアダプタ（MDB（DBキュー））のサービス部品
応答受信口

A

0x9818 7 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品呼び出し
口

A

0x9819 8 サービスアダプタ（CUSTOM）のサービス部品応答受信
口

A

0x9840 3 ビジネスプロセスサービスの呼び出し口 A

0x9841 4 ビジネスプロセスサービスの応答受信口 A

0x9842 5 ビジネスプロセス受付の入口 A

0x9843 6 ビジネスプロセス受付の出口 A
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7.　障害対策
DBアクセス実行時
HCSCサーバが，コマンドや電文の実行履歴を採取時にデータベースにアクセスす
るときの性能解析トレースの取得ポイントを次の図に示します。

図 7-12　性能解析トレースの取得ポイント（DBアクセス実行時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表
に示します。表の「図中の番号」は，図 7-12中の番号と対応しています。

表 7-26　性能解析トレース取得ポイント（DBアクセス実行時）

（凡例）
A：標準

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9850 1 DBコネクタ呼び出し口 A

0x9851 2 DBコネクタ応答受信口 A

0x9852 3 DBコネクタ実行履歴呼び出し口 B

0x9853 4 DBコネクタ実行履歴応答受信口 B
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7.　障害対策
B：詳細

ファイルアクセス実行時
データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合，コマンド
処理時に，データベースの代わりにファイルにアクセスします。このファイルアク
セスするときの性能解析トレースを取得します。ファイルアクセスでの取得ポイン
トを次の図に示します。

図 7-13　性能解析トレースの取得ポイント（ファイルアクセス実行時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表に示
します。表の「図中の番号」は，図 7-13中の番号と対応しています。
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7.　障害対策
表 7-27　性能解析トレース取得ポイント（ファイルアクセス実行時）

（凡例）
B：詳細

（b）HCSCサーバ（ビジネスプロセス基盤）の場合

性能解析のトレース取得ポイントを次の図に示します。

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9854 1 ファイルアクセス呼び出し口（ファイルオープン前） B

0x9855 2 ファイルアクセス応答受信口（ファイルクローズ後） B
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7.　障害対策
図 7-14　性能解析トレースのトレース取得ポイント（ビジネスプロセス基盤）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表に示
します。表の「図中の番号」は，図 7-14中の番号と対応しています。

表 7-28　性能解析トレース取得ポイント（ビジネスプロセス基盤）

イベント
ID

図中の
番号

トレース取得ポイント レベル インターフェー
ス名

オプション情報

0x9900 1 メッセージング基盤から
のビジネスプロセス実行
要求呼び出し

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID
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7.　障害対策
（凡例）
A：標準
B：詳細

注　表に含まれないイベント ID（0x9A00～ 0x9AFF）は，データ変換基盤から発行されたもので
す。

0x9901 2 メッセージング基盤への
ビジネスプロセス実行要
求応答

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID

• フォルト名
（異常時）

0x9902 3 メッセージング基盤から
の応答アクティビティ後
呼び出し

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID

0x9903 4 メッセージング基盤から
の応答アクティビティ後
呼び出しへの応答

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID

• フォルト名
（異常時）

0x9904 5 メッセージング基盤から
の再実行要求呼び出し

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID

0x9905 6 メッセージング基盤から
の再実行要求呼び出しへ
の応答

A ビジネスプロセ
ス定義名

• メッセージ共
通 ID

• フォルト名
（異常時）

0x9906 7 ユーザ作成の Javaクラス
呼び出し

B Javaクラス名 なし

0x9907 8 ユーザ作成の Javaクラス
からの応答

B Javaクラス名 • フォルト名
（異常時）

0x9908 9 データ変換要求呼び出し A "Data 
Transform"

なし

0x9909 10 データ変換要求からの応
答

A "Data 
Transform"

• フォルト名
（異常時）

0x9910 11 メッセージング基盤への
サービス部品要求呼び出
し

A サービス名 • メッセージ共
通 ID

• 親スレッドの
ハッシュコー
ド（並列実行
時）

0x9911 12 メッセージング基盤から
のサービス部品要求応答

A サービス名 • メッセージ共
通 ID

• 親スレッドの
ハッシュコー
ド（並列実行
時）

• フォルト名
（異常時）

イベント
ID

図中の
番号

トレース取得ポイント レベル インターフェー
ス名

オプション情報
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（c）HCSCサーバ（DBアダプタ連携基盤）の場合

起動時とサービス部品実行時で，性能解析トレースのトレース取得ポイントが異なりま
す。

起動時
起動時の性能解析トレースのトレース取得ポイントを次の図に示します。

図 7-15　性能解析トレースのトレース取得ポイント（DBアダプタ起動時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表
に示します。表の「図中の番号」は，図 7-15中の番号と対応しています。

表 7-29　性能解析トレース取得ポイント（DBアダプタ起動時）

（凡例）
B：詳細

サービス部品実行時
サービス部品実行時の性能解析トレースのトレース取得ポイントを次の図に示しま
す。

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9B60 1 データソース検索直前 B

0x9B61 2 データソース検索直後 B

0x9B62 B
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図 7-16　性能解析トレースのトレース取得ポイント（DBアダプタサービス実行時）

イベント ID，トレース取得ポイント，および性能解析トレース取得レベルを次の表
502



7.　障害対策
に示します。表の「図中の番号」は，図 7-16中の番号と対応しています。

表 7-30　性能解析トレース取得ポイント（DBアダプタサービス実行時）

（凡例）
A：標準

イベント ID 図中の番号 トレース取得ポイント レベル

0x9B00 1 メッセージング基盤からのサービス部品要求呼び出し
直後

A

0x9B01 14 メッセージング基盤からのサービス部品要求応答直前 A

0x9B02 A

0x9B20 2※ 1※ 2，12※
1※ 2

データ変換要求呼び出し直前 A

0x9B21 3※ 1※ 2，13※
1※ 2

データ変換要求応答直後 A

0x9B22 A

0x9B23 15※ 2※ 3 データ複製要求呼び出し直前 A

0x9B24 16※ 2※ 3 データ複製要求応答直後 A

0x9B25 A

0x9B63 4 データベース接続要求呼び出し直前 B

0x9B64 5 データベース接続要求応答直後 B

0x9B65 B

0x9B66 6 SQL要求呼び出し直前 A

0x9B67 7 SQL要求応答直後 A

0x9B68 A

0x9B69 6 SQL要求呼び出し直前 A

0x9B6A 7 SQL要求応答直後 A

0x9B6B A

0x9B6C 6 SQL要求呼び出し直前 A

0x9B6D 7 SQL要求応答直後 A

0x9B6E A

0x9B40 8 SQL（SELECT）実行結果格納処理直前 A

0x9B41 11 SQL（SELECT）実行結果格納処理直後 A

0x9B42 A

0x9B43 9 SQL（SELECT）実行結果取得処理直前 B

0x9B44 10 SQL（SELECT）実行結果取得処理直後 B

0x9B45 B
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B：詳細

注　表に含まれないイベント ID（0x9A00～ 0x9AFF）は，データ変換基盤から発行されたもので
す。

注※ 1　標準電文の種別が XML電文のデータ変換定義がある場合のトレース取得ポイントを示しま
す。

注※ 2　標準電文の種別がバイナリ電文のデータ変換定義がある場合のトレース取得ポイントを示し
ます。

注※ 3　データ変換定義がない場合のトレース取得ポイントを示します。

（3） 性能解析トレースの取得方法と出力先

性能解析トレースを取得するには設定が必要です。詳細については，「7.3.1 Cosminexus 
サービスプラットフォームが出力するログやトレースの取得方法」およびマニュアル
「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

7.4.4　保守用ログおよびトレース
障害調査に必要な情報として，保守用のログおよびトレースを採取します。

（1） 例外ログ

HCSCサーバを操作するときの障害時の内部エラー情報，および HCSCサーバの障害時
の内部エラー情報を例外ログとして取得します。例外ログは，保守員が障害解析用に使
用します。Cosminexusサービスプラットフォームの例外ログは，HCSC-Managerのロ
グ，および Cosminexusの J2EEサーバの障害発生時の例外情報に出力されます。

（a）例外ログで出力される内容
• HCSC-Managerの例外ログ

HCSC-Manager内部の例外情報を取得します。
• Cosminexusの障害発生時の例外情報

HCSCサーバで障害が発生したときの内部の例外情報を取得します。

（b）例外ログの出力先

例外ログの出力先およびログファイル名を次の表に示します。

表 7-31　例外ログの出力先およびファイル名

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の

例外ログファイルの出力先パス ログファイル名

HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.log.dir
パラメタで指定したパス

exeception<面数 >.log

Cosminexusの J2EEサーバの例外ログ（障害発
生時の例外情報）の出力先に指定されたパス

cjexception<面数 >.log
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「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

Cosminexusの J2EEサーバの例外ログ（障害発生時の例外情報）の出力先は，
usrconf.cfg（J2EEサーバ用オプション定義ファイル）で指定します。デフォルトの出力
先は，<Cosminexusのインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public¥ejb¥<J2EE
サーバ名 >¥logsです。

usrconf.cfgの詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を
参照してください

（2） メンテナンスログ

HCSC-Manager内部の保守情報をメンテナンスログとして取得できます。
HCSC-Managerと外部要素（Cosminexus Manager，HCSC管理MBean，リポジト
リ）との通信トレース，電文ログとしても使用されます。保守員が障害解析用に使用し
ます。

（a）メンテナンスログで出力される内容

HCSC-Manager内部の保守情報を取得します。

（b）メンテナンスログの出力先

メンテナンスログの出力先およびログファイル名を次の表に示します。

表 7-32　メンテナンスログの出力先およびファイル名

（3） インストールログ

Windowsの場合，HCSC-Manager内部のインストール情報をインストールログとして
取得できます。保守員が障害解析用に使用します。

（a）インストールログで出力される内容

HCSC-Manager内部のインストール情報を取得します。

（b）インストールログの出力先

次に示すディレクトリのファイルに出力されます。

<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥log¥manager¥install.log

（4） メソッドトレース

HCSCサーバで障害が発生し，原因の究明が困難な場合に，必要な情報をメソッドト
レースとして取得できます。保守員が障害解析のために使用します。

メンテナンスログファイルの出力先パス ログファイル名

HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.log.dir
パラメタで指定したパス

maintenance<面数 >.log
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（a）メソッドトレースで出力される内容
• HCSCサーバ（メッセージング基盤）の場合

HCSCサーバ（メッセージング基盤）内部の保守情報を取得します。
• HCSCサーバ（ビジネスプロセス基盤）の場合

HCSCサーバ（ビジネスプロセス基盤）内部の保守情報を取得します。
ビジネスプロセス基盤には，ビジネスプロセス実行時のトレースとプロセスインスタ
ンス関連のコマンド実行時のトレースがあります。ここでは，ビジネスプロセス実行
時のトレースについて説明します。
プロセスインスタンス関連のコマンド実行時のトレースは Cosminexus Managerで出
力されるトレースと同様です。詳細については，マニュアル「Cosminexus　システ
ム運用ガイド」を参照してください。

• HCSCサーバ（DBアダプタ連携基盤）の場合
HCSCサーバ（DBアダプタ連携基盤）内部の保守情報を取得します。

（b）メソッドトレースの出力先

メソッドトレースの出力先およびトレースファイル名を次の表に示します。メッセージ
ング基盤，ビジネスプロセス基盤，および DBアダプタ連携基盤で共通の設定です。

表 7-33　メソッドトレースファイルの出力先およびファイル名

なお，指定したパスが存在しない場合，またはパスが誤っていた場合は，省略値の出力
先にトレースが出力されます。

トレースファイルの出力先パス トレースファイル名

HCSCサーバランタイム定義ファイルの
methodtrace-filepathプロパティで指定した
パス

cscmsgmtd_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log

cscbpmtd_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log

cscdbamtd_<HCSCサーバ名 >_<面数 >.log
506



7.　障害対策
7.5　システムのセットアップまたはアンセット
アップ時の障害対策

7.5.1　実行環境に必要なソフトウェアの設定での障害調査
セットアップなどの環境設定をするなどシステム操作をしているときに障害が発生した
場合の調査方法を説明します。ログの詳細については，「7.3　障害情報の取得」を参照
してください。

（1） データベースの操作中にエラーが発生した場合

HiRDBの場合，HiRDBのログ（pdlog(n)）に出力されているエラーメッセージを調査
します。Oracleの場合は，Oracle社が発行するドキュメントを参照してください。

（2） Cosminexus Managerの操作中にエラーが発生した場合

Cosminexus Management Serverや Cosminexus Management Server-Administration 
Agentの起動に失敗するなどの障害が発生した場合，Cosminexusが出力する障害情報
（運用管理エージェント，運用監視エージェント，Management Serverのログ）に出力
されているエラーメッセージを調査します。

（3） Cosminexus Component Container（J2EEサーバ，または
Cosminexus Component Container）の操作中にエラーが発生した場
合

J2EEサーバの操作をしている場合は，Cosminexusが出力する障害情報（J2EEサー
バ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ）に出力されているエラーメッセージを
調査します。

（4） Cosminexus RMの操作中にエラーが発生した場合

まず，メッセージログに出力されているエラーメッセージを調査します。また，
Cosminexus RMの開始停止メッセージログ，メソッドトレースを調査します。

メッセージの中に「HRM-xxxxx」という障害コードが出力されている場合は，マニュア
ル「Cosminexus Reliable Messaging」を参照して，対処してください。

障害を調査するために Cosminexus RMがコンフィグレーションプロパティに対して設
定している情報が必要になる場合があります。また，Cosminexus RMに関連づけている
DB Connectorに設定している情報が必要になる場合もあります。これらの設定内容を再
度確認して調査し，対処します。
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（5） DB Connectorの操作中にエラーが発生した場合

まず，メッセージログに出力されているエラーメッセージを調査します。また，障害が
発生した DB Connector（リソースアダプタ）の稼働ログを参照して調査します。

障害を調査するために DB Connectorに設定している情報が必要になる場合があります。
これらの設定内容を再度確認して調査し，対処します。

7.5.2　セットアップまたはアンセットアップ時の障害調査
（1） ログの見方および障害の切り分け方法

セットアップまたはアンセットアップを実行しているときに，障害が発生したときの障
害の調査手順について次の図に示します。
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図 7-17　障害の調査手順（セットアップまたはアンセットアップ時）

セットアップまたはアンセットアップでエラーが発生した場合，最初にコマンドの応答
でコンソールに出力されるメッセージを確認します。

KEOSで始まるメッセージ（HCSC-Managerに関するメッセージ）の詳細情報として
KDECで始まるメッセージが含まれている場合，「11.　メッセージ」を確認して，対処
します。

KEOSで始まるメッセージ（HCSC-Managerに関するメッセージ）の詳細情報として，
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KDEC以外で始まるメッセージが含まれている場合，各メッセージに対応したマニュア
ルを参照して対処します（例えば，KDJEメッセージが含まれている場合は，マニュア
ル「Cosminexus メッセージ 1」を参照します）。具体例を次に示します。

コマンド応答のメッセージ

エラーメッセージの中に，詳細情報として別のメッセージが出力されます。

要因が特定できない場合は，取得しているメッセージログを参照します。セットアップ
またはアンセットアップ実行時に参照する障害情報は，次のメッセージログです。詳細
については，「7.4.1　メッセージログ」を参照してください。

• HCSC-Managerのログ
• Cosminexusの統合メッセージログ

障害が発生した原因は，コマンド実行以前の環境設定やシステムの状態でエラーとなる
こともあるため，コマンド応答のメッセージを出力している個所の前後を確認し，ほか
にエラーメッセージが出ていないか確認して対策します。

なお，メッセージログの内容を確認するときに，コンソールに出力されたメッセージが
重複して出力されていることもあるため，適宜実行時間を確認します。

（2） 代表的な障害とその対処方法

ここでは，セットアップまたはアンセットアップ実行での代表的な障害とその対処方法
について説明します。代表的な障害とその対処方法を次の表に示します。
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表 7-34　代表的な障害とその対処方法（セットアップまたはアンセットアップ時の障害
調査）

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先

実
行
環
境
に
必
要
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
定

データベース
のサーバ側の
セットアップ

権限の設定が
できない

データベース定義
ユティリティ
（pddef），SQL 
Executerのパスが
設定されていませ
ん。

データベース定義ユティリティ
（pddef），SQL Executerのパスを
設定します。

－

Cosminexus 
Managerの
セットアップ

Cosminexus 
Managerが
起動しない

mserver.properties
の書式が誤ってい
ます。

mserver.propertiesを見直しま
す。

3.1.
2※
1

mserver.cfgの書式
が誤っています。

mserver.cfgを見直します。

Management 
Serverと運
用管理エー
ジェントが自
動起動しない

Management 
Serverと運用管理
エージェントを自
動起動するように
設定されていませ
ん。

Management Serverと運用管理
エージェントを自動起動するよう
に設定します。

運用管理エー
ジェントが起
動しない

adminagent.cfgの
書式が誤っていま
す。

adminagent.cfgを見直します。 －

MBeanの起
動確認で，
KEOS27010-
Iメッセージ
が出力されな
い

Cosminexusイン
ストールディレク
トリ
>¥manager¥mbea
n-plugins配下に，
定義ファイルおよ
び jarが存在しま
せん。

<Cosminexusインストールディ
レクトリ >¥CSC¥mbean-plugins
配下のファイルを，<Cosminexus
インストールディレクトリ
>¥manager¥mbean-pluginsにコ
ピーします。

3.1.
2※
1

PRFのセッ
トアップ

－ － － －

J2EEサーバ
のセットアッ
プ

J2EEサーバ
が起動しない

J2EEサーバのシ
ステム環境変数が
正しく設定されて
いません。

J2EEサーバのシステム環境変数
を見直します。

－
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Hitachi Web 
Serverの
セットアップ

－ － － －

データベース
のクライアン
ト側のセット
アップ

－ － － －

JDBCドライ
バのセット
アップ

－ － － －

DB 
Connectorの
セットアップ

DB 
Connectorの
cjstartrarや
cjtestres実行
時にエラーが
発生する

DB関連の問題で
す。
• HiRDB未起動
• HiRDBのコネク
ション不足

• HiRDBのホスト
名や IPアドレ
ス，ポート番号
の誤り

• HiRDBのユーザ
名やパスワード
の誤り

• HiRDBが起動しているかどう
か確認します。

• HiRDBのコネクション不足の
場合は，次のどちらかを実施し
ます。
(1) %PDDIR%¥CONF¥pdsys
の pd_max_usersを 50程度に
変更します。
(2) DB Connectorの定義や
Cosminexus RMのコンフィグ
レーションプロパティの
MinPoolSizeを小さくします。

• DB Connectorの定義を参照し，
ホスト名や IPアドレス，ポー
ト番号に誤りがないか確認しま
す。

• HiRDBのユーザ名やパスワー
ドの誤りがないか確認します。

－

UNIX/Linux
環境で，DB 
Connectorに
対して
cjstartrarや
cjtestres実行
時にエラーが
発生する
KDJE37360-
E
KDJE48516-
E
（理由で
javax.resourc
e.ResourceE
xception: 
KDJE50018-
E）

Linuxの場合は
LD_LIBRARY_PA
TH，AIXの場合は
LIBPATHに次の
パスが設定されて
いません。
(1) DABrokerのパ
ス
/opt/DABroker/lib
(2) HiRDBクライ
アント製品のパス
/opt/HiRDB/client/
lib
(3) HiRDBサーバ
製品のパス
$PDDIR/client/lib

Linuxの場合は
LD_LIBRARY_PATH，AIXの場
合は LIBPATHに左記のパスを設
定します。
なお，(1)は DABroker経由で接
続する場合に必要です。
(2)と (3)は HiRDBに接続すると
きに，PPのインストール状況に
応じて，どちらか一方を設定しま
す。

3.1.
2※
1

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先
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Cosminexus 
RMのセット
アップ

DB 
Connectorの
cjstartrarや
cjtestres実行
時にエラーが
発生する

DB関連の問題で
す。
• HiRDB未起動
• HiRDBのコネク
ション不足

• HiRDBのホスト
名や IPアドレ
ス，ポート番号
の誤り

• HiRDBのユーザ
名やパスワード
の誤り。

• HiRDBが起動しているかどう
か確認します。

• HiRDBのコネクション不足の
場合は，次のどちらかを実施し
ます。
(1) %PDDIR%¥CONF¥pdsys
の pd_max_usersを 50程度に
変更します。
(2) DB Connectorの定義や
CosmiRMのコンフィグレー
ションプロパティの
MinPoolSizeを小さくします。

• DB Connectorの定義を参照し，
ホスト名や IPアドレス，ポー
ト番号，ユーザ名やパスワード
に誤りがないか確認します。

3.1.
2※
1

Cosminexus 
RMの起動，
または J2EE
サーバの起動
時に，
KDJE48213-
Wが出力さ
れる

Cosminexus RMの
コンフィグレー
ションプロパティ
に指定している
キュー定義ファイ
ルの記述が誤って
います。

Cosminexusサービスプラット
フォームの 07-50を利用している
場合，Cosminexus RMのコン
フィグレーションプロパティの
QueueConfigFileNameは指定不
要です。

3.1.
2※
1

Cosminexus 
Service 
Coordinator-
Managerの
セットアップ

－ － － －

uCosminexu
s 日立コード
変換 - Server 
Runtimeま
たは
uCosminexu
s 日立コード
変換 - 
Runtimeの
セットアップ

－ － － －

HCSCサーバの
セットアップ

HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS27105-
E

Management 
Serverが起動して
いません。

Management Serverが起動して
いるか確認します。
また，Management Serverが自
動起動になっているか確認しま
す。

－

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先
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HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50007-
E（詳細コー
ドで
KDEC10011-
E）
KEOS27040-
E

運用管理エージェ
ントが起動してい
ません。

運用管理エージェントが起動して
いるか確認します。
また，運用管理エージェントが自
動起動になっているか確認しま
す。
起動している場合，Management 
Serverの設定ファイルの内容を確
認し，Management Serverを再
起動します。

－

HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50007-
E（詳細コー
ドで
KDEC05001-
Eおよび
KFPA11723-
E）

HiRDBがダウンし
ています。

HiRDBサーバを起動します。起
動できない場合は，マニュアル
「スケーラブルデータベースサー
バ　HiRDB Version 8 メッセー
ジ」を参照して対処します。

－

HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50007-
E（詳細コー
ドで
KDEC05012-
E）

HiRDB Type4 
JDBC Driverまた
は Oracle JDBC 
Thin Driverの設定
が漏れています。

次の三つのファイルに，ドライバ
の jarファイルのクラスパスを設
定します。
(1) Management Server用オプ
ション定義ファイル
（mserver.cfg）で，
web.add.class.pathを設定しま
す。
(2) J2EEサーバのユーザ定義ファ
イル（usrconf.cfg）で，
add.class.pathを設定します。
(3) HCSC-Messagingコマンド共
通定義ファイル（cmdconf.batま
たは cmdconf）で，
HCSC_ADDCLASSPATHを設定
します。

－

HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50007-
E（詳細コー
ドで
KDEC10013-
E）

リソースアダプタ
の Cosminexus RM
が起動していませ
ん。

Cosminexus RMを起動します。 －

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先
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HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50007-
E（詳細コー
ドで
KDEC10010-
E）

J2EEサーバが起
動していません。

見直します。※ 2 －

HCSCサーバ
のセットアッ
プ時に次のエ
ラーが発生す
る
KEOS50004-
E（詳細コー
ドで
KEOS27105）

運用管理エージェ
ントが正常に動作
していません。
または，作成した
J2EEサーバが，
Cosminexus 
Managerの管理下
にありません。

見直します。※ 2

見直し内容に該当しない場合，作
成した J2EEサーバが，
Cosminexus Managerの管理下に
いないことがあります。
Cosminexus Managerで管理でき
るように設定します。※ 3

読み込んできた J2EEサーバの設
定については，一とおり正しく設
定されているか確認して，設定が
変わっている個所は，元の設定に
変更します。その後，画面内の
「適用」ボタンをクリックします。
すべての見直しが完了したあと
に，画面右上の「設定情報の配
布」をクリックして，設定を有効
にします。
なお，Cosminexus Managerで
J2EEサーバを管理する場合は，
論理パフォーマンストレーサの設
定が必要になります。また，「基
本情報」の次に示す設定が読み込
み後は必ず「しない」（使用しな
い）になります。そのため，必要
に応じて変更してください。
• 運用監視エージェントの設定
• Managementイベント発行機能
の設定

• 起動オプションの設定

－

HCSCサーバの定
義情報を設定

－ － － －

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先
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（凡例）
－：該当しません。

注※ 1　詳細は「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの設定」を参照してください。

注※ 2　次の観点で見直します。
・該当 J2EEサーバの稼働ホストで，運用管理エージェントが起動しているか。
・起動している運用管理エージェントのポート番号と，構成定義でホストに定義した運用管理
エージェントのポート番号は一致しているか。

HCSCサーバの起
動

HCSCサーバ
起動に失敗す
る
ログの中に
「KDJE3735
6-E The 
communicati
on timeout 
occurred.」
が含まれてい
る

DB Connectorの属
性の
maxBinarySizeと
LONGVARBINAR
Y_AccessSizeが共
に 0になっていま
す。

どちら一方，または両方を変更し
ます。
• DBConnectorの属性の

maxBinarySizeに 0以外（例：
64000）を設定します。

• LONGVARBINARY_AccessSize
に 0以外（例：64）を設定しま
す。

－

KEOS50007-
Eが発生して
コマンドが失
敗
HCSC稼働マ
シンのメッ
セージログに
次のメッセー
ジが出力され
る
KDJE50012-
Eまたは
KFDJ02005-
E

HCSCサーバセッ
トアップ定義ファ
イルの
dbcon-nodisplayna
meに指定した DB 
Connectorが，
<transaction-supp
ort>に
NoTransaction以
外を定義した DB 
Connectorです。

二つの DB Connectorを準備して
いない場合は，DB Connectorを
二つセットアップします。
DB Connectorの属性ファイルを
取得し，<transaction-support>
に NoTransactionを指定し，設定
します。
HCSCサーバセットアップ定義
ファイルに正しく DB Connector
が設定されていることを確認し
て，再度 HCSCサーバをセット
アップします。

3.1.
2※
1

サービスアダプタ /
ビジネスプロセス /
ユーザ定義受付の
配備

KEOS50007-
Eが発生して
コマンドが失
敗。HCSC稼
働マシンの
メッセージロ
グに次のメッ
セージが出力
される
KDJE50012-
Eまたは
KFDJ02005-
E

HCSCサーバセッ
トアップ定義ファ
イルの
dbcon-nodisplayna
meに指定した DB 
Connectorが，
<transaction-supp
ort>に
NoTransaction以
外を定義した DB 
Connectorです。

二つの DB Connectorを準備して
いない場合は，DB Connectorを
二つセットアップします。
DB Connectorの属性ファイルを
取得し，<transaction-support>
に NoTransactionを指定し，設定
します。
HCSCサーバセットアップ定義
ファイルに正しく DB Connector
が設定されていることを確認し
て，再度 HCSCサーバをセット
アップします。

3.1.
2※
1

ユーザ定義受付の
定義情報を設定

－ － － －

手順（流れ） 代表的な障害 考えられる要因 対策 参
照
先
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7.　障害対策
・構成定義で定義したホストと通信できるか。
・運用管理エージェントのプロパティで，アクセスしている Cosminexus Management Server
の稼働ホストは接続が許可されているか。
・Management Serverと運用管理エージェントの Cosminexusのバージョンが一致している
か。
・Management Serverと運用管理エージェントの Cosminexusのエディションが異なる場合，
接続できるエディション関係か。
・Managerのリモート管理機能が指定の「ホスト名（または IPアドレス）:ポート番号」で起
動されているか。

注※ 3　次の手順で，作成した J2EEサーバが Cosminexus Managerで管理できるように設定しま
す。

1. 運用管理ポータルの「論理サーバの環境設定」で「論理 J2EEサーバ」配下にある J2EE
サーバ名を選択し，設定画面を表示させます。
2. 表示したメニューのタブ「読み込み」をクリックします。「サーバの設定読み込み」画面が表
示されます。
3. 「接続先ホストから設定を読み込みます」を選択し，「読み込み」ボタンをクリックします。
4. 画面右上の「運用管理ポータル」をクリックします。いったんトップページに戻ります。
5. 「論理サーバの起動 /停止」をクリックします。起動させる J2EEサーバが起動できるか確
認します。

7.5.3　HCSCサーバのセットアップおよびアンセットアップ
時の回復方法

HCSCサーバのセットアップに失敗後，再セットアップができない，またはHCSCサー
バのアンセットアップを繰り返してもアンセットアップが完了しない場合は，次のよう
に対処してください。

手順

1. 次のコマンドを実行して，リポジトリ情報を削除します。

リポジトリ情報を削除後，アプリケーションの削除が必要な場合は，手順 2.～手順
5.を実行してください。アプリケーションの削除が不要な場合は，手順 5.を実行し
てください。

2. 次のコマンドを実行して，削除の対象となる HCSCのアプリケーションの名称を確認
します。

 
cscsvunsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-ignore
 

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -host <IPアドレス
>:<port番号> -j2ee <J2EEサーバ名> -operation list
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7.　障害対策
削除の対象となる HCSCのアプリケーションを次に示します。

表 7-35　削除の対象となる HCSCのアプリケーション（HCSCサーバのセットアップお
よびアンセットアップの障害時）

（凡例）
×：リソースをクラスタ内で共有しないことを示します。

3. 次のコマンドを実行して，削除の対象となる HCSCのアプリケーションを停止しま
す。

4. 次のコマンドを実行して，HCSCのアプリケーションを削除します。

5. 削除できないリソース（データベーステーブル，インデクス，またはビュー表）があ
る場合，次に示す表を参考に削除します。
ただし，クラスタ内で共有するリソースについては，クラスタ内で最後の HCSC
サーバをアンセットアップする場合にだけ削除してください。
また，各リソースがすでに削除されている場合，または作成されていない場合もある
ため，存在しない場合は削除する必要はありません。

表 7-36　HCSCサーバが使用するリソース

項目 アプリケーション名 共有

HCSCサーバアプリケーション CSCMessaging ×

CSCMsgSyncServiceDelivery ×

CSCMsgSyncServiceDeliveryWS ×

CSCMsgAsyncServiceDelivery ×

CSCMsgAsyncServiceDeliveryDBQ ×

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -host <IPアドレス
>:<port番号> -j2ee <J2EEサーバ名> -app <アプリケーション名> -operation stop
 

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -host <IPアドレス
>:<port番号> -j2ee <J2EEサーバ名> -app <アプリケーション名> -operation delete
 

項番 項目 リソース名 種別 共有

1 データベース
テーブル，イン
デクス，ビュー
表

CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CSC_PERSIST T ×

2 CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECT T ○

3 CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORY T ×

4 CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_BPFORMAT T ×
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7.　障害対策
5 CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULE T ×

6 CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_MAPPING T ×

7 CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_FORMAT T ×

8 CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORY T ○

9 CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORY_I I ○

10 CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESS T ○

11 CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESS_IDX1 I ○

12 CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESS_IDX2 I ○

13 CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESS_IDX3 I ○

14 CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITY T ○

15 CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITY_IDX I ○

16 CSCBP_<クラスタ名 >_LINK T ○

17 CSCBP_<クラスタ名 >_LINK_IDX I ○

18 CSCBP_<クラスタ名 >_CORRELATIONSET T ○

19 CSCBP_<クラスタ名 >_CORREL_IDX1 I ○

20 CSCBP_<クラスタ名 >_CORREL_IDX2 I ○

21 CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VARIABLE T ○

22 CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VAR_IDX I ○

23 CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VARIABLE T ○

24 CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VAR_IDX I ○

25 CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VARIABLE T ○

26 CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VAR_IDX I ○

27 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VARIABLE T ○

28 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VAR_IDX I ○

29 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_RELATION T ○

30 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_REL_IDX1 I ○

31 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_REL_IDX2 I ○

32 CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_REL_IDX3 I ○

33 CSCBP_<クラスタ名 >_V_ACTIVITY V ○

34 CSCBP_<クラスタ名 >_V_LINK V ○

35 CSCBP_<クラスタ名 >_V_STR_VARIABLE V ○

36 CSCBP_<クラスタ名 >_V_NUM_VARIABLE V ○

37 CSCBP_<クラスタ名 >_V_BOOL_VARIABLE V ○

項番 項目 リソース名 種別 共有
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38 CSCBP_<クラスタ名 >_V_MSG_VARIABLE V ○

39 リクエスト受付
キュー

クラスタ種別が
LBの場合

CSC<HCSCサーバ名
>ACPT_RCVQ

Q ×

40 CSC<HCSCサーバ名 >ACPT_DBQ Q ×

41 クラスタ種別が
HAの場合

CSC<クラスタ名 >ACPT_RCVQ Q ○

42 CSC<クラスタ名 >ACPT_DBQ Q ○

43 HCSCサーバ一
時ファイル

ServerProperties_<HCSCサーバ名 > F ×

44 ServerSetup_<HCSCサーバ名 > F ×

45 ReceptionProperties_dbq_<HCSCサーバ名 > F ×

46 ReceptionProperties_ejb_<HCSCサーバ名 > F ×

47 ReceptionProperties_jms_<HCSCサーバ名 > F ×

48 ReceptionProperties_soap_<HCSCサーバ名 > F ×

49 UserReceptionProperties_<HCSCサーバ名 >_<受付
ID>

F ×

50 ServerProperties_<HCSCサーバ名 >.old F ×

51 ServerSetup_<HCSCサーバ名 >.old F ×

52 ReceptionProperties_dbq_<HCSCサーバ名 >.old F ×

53 ReceptionProperties_ejb_<HCSCサーバ名 >.old F ×

54 ReceptionProperties_jms_<HCSCサーバ名 >.old F ×

55 ReceptionProperties_soap_<HCSCサーバ名 >.old F ×

56 UserReceptionProperties_<HCSCサーバ名 >_<受付
ID>.old

F ×

57 ServerPropertiesAct_<HCSCサーバ名 > F ×

58 ReceptionPropertiesAct_dbq_<HCSCサーバ名 > F ×

59 ReceptionPropertiesAct_ejb_<HCSCサーバ名 > F ×

60 ReceptionPropertiesAct_jms_<HCSCサーバ名 > F ×

61 ReceptionPropertiesAct_soap_<HCSCサーバ名 > F ×

62 UserReceptionPropertiesAct_<HCSCサーバ名 >_<受
付 ID>

F ×

63 ServerPropertiesAct_<HCSCサーバ名 >.old F ×

64 ReceptionPropertiesAct_dbq_<HCSCサーバ名 >.old F ×

65 ReceptionPropertiesAct_ejb_<HCSCサーバ名 >.old F ×

66 ReceptionPropertiesAct_jms_<HCSCサーバ名 >.old F ×

項番 項目 リソース名 種別 共有
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（凡例）

I：インデクスであることを示します。※ 1

T：データベーステーブルであることを示します。※ 1

V：ビュー表であることを示します。※ 1

Q：Cosminexus RMのキューであることを示します。※ 2

F：HCSCサーバ一時ファイルであることを示します。※ 3

F2：HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先のディレクトリであることを示しま

す。※ 4

○：リソースをクラスタ内で共有することを示します。
×：リソースをクラスタ内で共有しないことを示します。
－：該当しません。

注※ 1　データベーステーブル，インデクスおよびビュー表は SQL命令（DROP）を実行して削除
してください。

注※ 2　Cosminexus RMのキューは，hrmstopコマンドを実行して管理状態へ移行したあと，
hrmdelqueコマンドを実行して削除してください。詳細は，マニュアル「Cosminexus Reliable 
Messaging」を参照してください。

注※ 3　HCSCサーバ一時ファイルは，「<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥system¥msg」にあるファイルを削除してください。

注※ 4　HCSCサーバセットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに指定した
ディレクトリにあるリソースを削除してください。hcscserver-data-filepathプロパティにディレク
トリを指定していない場合は，hcscserver-data-filepathプロパティのデフォルトのディレクトリに
あるリソースを削除してください。

67 ReceptionPropertiesAct_soap_<HCSCサーバ名 >.old F ×

68 UserReceptionPropertiesAct_<HCSCサーバ名 >_<受
付 ID>.old

F ×

69 _cscmsg_cnfrqdbq_<HCSCサーバ名 >.xml F ×

70 _cscmsg_cnfrqejb_<HCSCサーバ名 >.xml F ×

71 _cscmsg_cnfrqjms_<HCSCサーバ名 >.xml F ×

72 _cscmsg_cnfrqsorp_<HCSCサーバ名 >.xml F ×

73 _cscmsg_cnfrq_<HCSCサーバ名 >_<受付 ID>.xml F ×

74 inf F2 ×

項番 項目 リソース名 種別 共有
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！！！！ 注意事項
 

• J2EEサーバ上の HCSCサーバを削除する場合には，cscapputilコマンドを使用します。
Cosminexusの J2EEサーバのコマンドでは削除できません。

• cscapputilコマンドは，障害を回復する場合にだけ使用してください。通常運用時や構築
時には，このコマンドを使用しないでください。

• cscapputilコマンドで，アプリケーションを削除した場合，サービスプラットフォームの
システムを破壊するおそれがあります。そのため，十分に注意して運用してください。

7.5.4　HCSCコンポーネントの配備および削除時の回復方法
サービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の配備に失敗後，再配備
ができない，またはサービスアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の削
除を繰り返しても削除が完了しない場合は，次のように対処してください。

1. csccompoundeployコマンドに -ignoreオプションを指定して実行し，リポジトリ情
報を削除します。

リポジトリ情報を削除後に，アプリケーションの削除が必要な場合は，手順 2.～手順
5.を実行してください。アプリケーションの削除が不要な場合は，手順 5.を実行し
てください。

2. 次のコマンドを実行して，削除の対象となる HCSCのアプリケーションの名称を確認
します。

削除の対象となる HCSCのアプリケーションを次に示します。

表 7-37　削除の対象となる HCSCのアプリケーション（HCSCコンポーネントの配備お
よび削除の障害時）

（凡例）
×：リソースをクラスタ内で共有しないことを示します。

 
csccompoundeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ
名> -ignore
 

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus 
Manager名称> -j2ee <J2EEサーバ名> -operation list
 

項目 アプリケーション名 共有

HCSCコンポーネント（サービスアダプタおよびビジネ
スプロセス）のアプリケーション

<サービス ID> ×

HCSCコンポーネント（ユーザ定義受付）のアプリケー
ション

<受付 ID> ×
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3. 次のコマンドを実行して，削除の対象となる HCSCコンポーネントを停止します。

4. 次のコマンドを実行して，HCSCコンポーネントを削除します。

5. 削除できないリソース（キュー）がある場合，表 7-38を参考に削除します。
ただし，クラスタ内で共有するリソースについては，クラスタ内で最後のサービスア
ダプタまたはビジネスプロセスを削除する場合にだけ削除してください。

6. HCSCサーバを再起動します。

表 7-38　HCSCサーバ（サービスアダプタ，ビジネスプロセス）が使用するリソース

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus 
Manager名称> -j2ee <J2EEサーバ名> -app <アプリケーション名> -operation stop
 

 
cscapputil -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -mng <Cosminexus 
Manager名称> -j2ee <J2EEサーバ名> -app <アプリケーション名> -operation delete
 

項番 項目 リソース名 種別 共有

1 データベーステーブル CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORY
テーブルの SERVICE_NAMEの列に，次のどれ
かが格納された行
• 削除対象のサービスアダプタのサービス名
• 削除対象のビジネスプロセス名
• 削除対象のユーザ定義受付は次の形式

:Reception_<削除対象のユーザ定義受付の受付
ID>:<削除対象のユーザ定義受付の受付名 >

T ×

2 アダプタのキュー CSC_<クラスタ名 ><サービス ID> Q ○

3 MDB（WS-R）アダプタ
のキューあて先

CSC<サービス ID> U ○

4 HCSCサーバ一時ファイ
ル

UserReceptionProperties_<HCSCサーバ名 >_<
受付 ID>

F ×

5 UserReceptionProperties_<HCSCサーバ名 >_<
受付 ID>.old

F ×

6 UserReceptionPropertiesAct_<HCSCサーバ名
>_<受付 ID>.old

F ×

7 _cscmsg_cnfrq_<HCSCサーバ名 >_<受付
ID>.xml

F ×

8 IAdapterName F2 ×

9 IServiceKind F2 ×

10 IServiceName F2 ×

11 R<数字 >※ 1 F2 ×
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（凡例）

T：データベーステーブルであることを示します。※ 2

Q：Cosminexus RMのキューであることを示します。※ 3

U：Cosminexus RMの転送キューに設定するあて先であることを示します。※ 4

F：HCSCサーバ一時ファイルであることを示します。※ 5

F2：HCSCサーバ一時ファイルであることを示します。※ 6

○：リソースをクラスタ内で共有することを示します。
×：リソースをクラスタ内で共有しないことを示します。

注※ 1　ファイル内の SERVICE_NAMEの行に，次のどれかが格納されたファイルです。
　・削除対象のサービスアダプタのサービス名
　・削除対象のビジネスプロセス名
　・削除対象のユーザ定義受付は次の形式
　　:Reception_<削除対象のユーザ定義受付の受付 ID>:<削除対象のユーザ定義受付の受付名
>

注※ 2　データベーステーブルの行は，SQL命令の DELETEを実行して一行ずつ削除してくださ
い。

注※ 3　Cosminexus RMのキューは，hrmstopコマンドを実行して管理状態へ移行したあと，
hrmdelqueコマンドを実行して削除してください。詳細は，マニュアル「Cosminexus Reliable 
Messaging」を参照してください。

注※ 4　Cosminexus RMの転送キューに設定するあて先は，hrmstopコマンドを実行して管理状態
へ移行したあと，hrmdeladdrコマンドを実行して削除してください。詳細は，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。

注※ 5　ファイルを削除したい場合は，「<Cosminexusインストールディレクトリ
>CSC¥system¥msg」にあるファイルを削除してください。

注※ 6　ファイルを削除したい場合は，HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定した，「<hcscserver-data-filepathで指定したディレク
トリ >¥inf¥LC_DIRECTORY」ディレクトリにあるリソース（ファイル）を削除してください。
hcscserver-data-filepathプロパティにディレクトリを指定していない場合は，
「<hcscserver-data-filepathのデフォルトのディレクトリ >¥inf¥LC_DIRECTORY」ディレクトリ
にあるリソース（ファイル）を削除してください。

！！！！ 注意事項
 

• J2EEサーバ上の HCSCコンポーネントを削除する場合には，cscapputilコマンドを使用
します。Cosminexusの J2EEサーバのコマンドでは削除できません。

• cscapputilコマンドは，障害を回復する場合にだけ使用してください。通常運用時や構築
時には，このコマンドを使用しないでください。

• cscapputilコマンドで，アプリケーションを削除した場合，サービスプラットフォームの
システムを破壊するおそれがあります。そのため，十分に注意して運用してください。
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7.6　オペレーション実行時の障害対策

7.6.1　コマンド操作や運用環境の画面操作での障害調査
障害が発生した場合，コンソールまたは運用環境の画面に表示されるメッセージを確認
して障害を調査します。運用環境の画面が操作できなくなった場合は，画面が正常な状
態になるよう対処します。

（1） ログの見方および障害の切り分け方法

コマンド操作や運用環境の画面操作をしているときに，障害が発生したときの障害の調
査手順について次の図に示します。
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図 7-18　障害の調査手順（コマンド操作や運用環境の画面操作での障害調査）

コマンド操作や運用環境の画面操作でエラーが発生した場合，最初にコマンドの応答で
コンソールに出力されるメッセージを確認します。

KDECで始まるメッセージの場合や，KEOSで始まるメッセージ（HCSC-Managerに
関するメッセージ）の詳細情報として KDECで始まるメッセージが含まれている場合，
「11.　メッセージ」を確認して，対処します。
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KEOSで始まるメッセージ（HCSC-Managerに関するメッセージ）の詳細情報として，
KDEC以外で始まるメッセージが含まれている場合，各メッセージに対応したマニュア
ルを参照して対処します（例えば，KDJEメッセージが含まれている場合は，マニュア
ル「Cosminexus メッセージ 1」を参照します）。具体例を次に示します。

コマンド応答のメッセージの例

エラーメッセージ中に詳細情報のエラーメッセージが含まれる形式で出力されます。

要因が特定できない場合は，取得しているメッセージログを参照します。セットアップ
またはアンセットアップ実行時に参照する障害情報は，次のメッセージログです。詳細
については，「7.4.1　メッセージログ」を参照してください。

• HCSC-Managerのログ
• Cosminexusの統合メッセージログ
• Cosminexusの J2EEサーバ稼働ログ

障害が発生した原因は，コマンド実行以前の環境設定やシステムの状態でエラーとなる
こともあるため，コマンド応答のメッセージを出力している個所の前後を確認し，ほか
にエラーメッセージが出ていないかを確認して，対策します。

なお，メッセージログの内容を確認するとき，コンソールに出力されたメッセージが重
複して出力されていることもありますので，適宜実行時間を確認してください。

（2） 代表的な障害とその対処方法

ここでは，セットアップまたはアンセットアップ実行での代表的な障害とその対処方法
について説明します。代表的な障害とその対処方法を次の表に示します。
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表 7-39　代表的な障害とその対処方法（コマンド操作や運用環境の画面操作での障害調
査）

操作 代表的な障害 考えられる要因 対策 参照先

Type4ドラ
イバ利用時
の csmコマ
ンド実行

HCSCサーバが未起動状
態で csmコマンドを実行
すると次のエラーが発生
する
KDEC10410-E
（KDEC10044-E）
KDEC10044-Eの詳細で，
（error code = 
KDEC05012-E, error 
message = Database 
access initialization, 
before HCSC server 
startup, failed because 
loading of the JDBC 
driver failed. （JDBC 
name = 
JP.co.Hitachi.soft.HiRD
B.JDBC.HiRDBDriver））

次のどれかのディレク
トリの設定漏れです。
<Cosminexusインス
トールディレクトリ
>¥CSC¥config¥msg¥c
mdconf.bat
<Cosminexusインス
トールディレクトリ >/
CSC/config/msg/
cmdconf
<Cosminexusインス
トールディレクトリ
>CSC/config/msg/
cmdconf

cmdconf
（cmdconf.bat）
の
HCSC_ADDCL
ASSPATHに
HIRDB Type4 
JDBCドライバ
の jarファイル
（pdjdbc2.jar）
のパスを指定し
ます。

「9.　定義
ファイル」
の
「HCSC-M
essagingコ
マンド共通
定義ファイ
ル」

Oracle 利用
時の csmコ
マンド実行

HCSCサーバが未起動状
態で csmコマンドを実行
すると次のエラーが発生
する
KDEC10410-E
（KDEC10044-E）
KDEC10044-Eの詳細で，
（error code = 
KDEC05012-E, error 
message = Database 
access initialization, 
before HCSC server 
startup, failed because 
loading of the JDBC 
driver failed. （JDBC 
name = 
oracle.jdbc.driver.Oracle
Driver））

次のどれかのディレク
トリの設定漏れです。
<Cosminexusインス
トールディレクトリ
>¥CSC¥config¥msg¥c
mdconf.bat
<Cosminexusインス
トールディレクトリ >/
CSC/config/msg/
cmdconf
<Cosminexusインス
トールディレクトリ
>CSC/config/msg/
cmdconf

cmdconf
（cmdconf.bat）
の
HCSC_ADDCL
ASSPATHに
Oracle Thinド
ライバの jar
ファイル
（ojdbc14.jar）の
パスを指定しま
す。

「9.　定義
ファイル」
の
「HCSC-M
essagingコ
マンド共通
定義ファイ
ル」
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（3） 運用環境の画面が操作できなくなった場合の対処方法

運用環境の画面が操作できなくなった場合の対処方法について次に示します。

（a）画面からの操作を失敗してボタンをクリックできなくなった場合

次の手順で対処します。

1. ダイアログまたは画面コンソールに出力されたエラーの原因を調査して対処します。

2. 次のどちらかの操作をします。
•［HCSC-Manager］メニューから［最新の情報に更新］を実行
• エディタを閉じて再度表示

3. 手順 1.，2.の操作で復旧しない場合は，次のどちらかの操作をします。
• エラーとなった操作をコマンドで実行
• 失敗した操作と対となる操作（開始で失敗した場合は停止）をコマンドで実行

HCSCサー
バが未起動
の状態で
csmコマン
ド実行

HCSCサーバが未起動状
態で csmコマンドを実行
すると次のエラーが発生
する
KDEC10410-E
（KDEC10044-E）
KDEC10044-Eの詳細で，
（error code = 
KDEC05001-E, error 
message = An attempt to 
open a connection to the 
database has failed. 
（reason = KFPA11724-E 
Environment definition 
error, 
variable=PDUSER, 
reason=NO 
VALUE[PrdbConnection.
PrdbConnection], SQL 
state = R0000, error code 
= -724））

csmコマンドのオプ
ションで DBのユーザ
名とパスワードを指定
していません。

csmコマンドの
オプションで
DBのユーザ名
とパスワードを
指定します。
HCSCサーバオ
フライン時は，
DBのユーザ名
とパスワードを
必ず指定します。

「10.　コマ
ンド」

csmコマン
ド実行

csmコマンドが失敗し，
データベース（HiRDB）
のログおよびトレースで
KFPA11912-Eメッセー
ジ（排他制御のための作
業領域が不足）が発生し
ている

排他制御のための作業
領域が不足しています。

HiRDBのシステ
ム定義の次のオ
ペランドの指定
値を増やして，
HiRDBを再起動
します。
• pd_max_access

_tables
• pd_lck_pool_siz

e
• pd_fes_lck_pool

_size

マニュアル
「HiRDB シ
ステム定
義」

操作 代表的な障害 考えられる要因 対策 参照先
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（b）Eclipse画面が「応答なし」になった場合

次の手順で対処します。

1. Eclipse画面の［閉じる ]ボタンをクリックして，強制的に画面を閉じます。
ボタンで閉じられない場合は，［タスクマネージャ］の［アプリケーション］タグか
ら EclipseまたはMyEclipseのタスクを終了します。

2. エラーの原因を調査して対処します。

3. Eclipse画面を起動し，HCSC-Managerにログイン後，エラーとなった操作を再実行
します。

！！！！ 注意事項
 

上記に示す対処をした場合，運用環境と同一の Eclipseで編集中の内容も失われます。運用
環境の画面を操作する場合は，Eclipseで編集中の内容を，あらかじめ保存または終了して
ください。
530



7.　障害対策
7.7　サービス部品呼び出し要求時の障害対策
サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに障害が発生すると，サービスリ
クエスタにエラーがリターンします。ここでは，エラーが発生した個所からサービスリ
クエスタまでどのように伝わるか，また検知したエラーの要因をどのように切り分ける
かについて説明します。なお，開発環境の定義は，運用環境を通じて実行環境で動作し
ますが，ここでは運用環境の説明は省略しています。

7.7.1　Webサービス（SOAP通信）実行時の障害対策
SOAP通信の場合，サービスリクエスタからサービス部品を呼び出すときに，障害が発
生すると，サービスリクエスタにエラーがリターンします。

（1） SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービスリクエスタから標準受付を使用してサービス部品を呼び出す場合と，サービス
リクエスタからユーザ定義受付を使用してサービス部品を呼び出す場合とで，エラーの
伝わり方が異なります。それぞれのエラーの伝わり方を説明します。

（a）標準受付の場合

エラーの伝わり方は，エラーの種類やビジネスプロセスの有無によって異なります。

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使
用しないとき）

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合でビジネスプロセス
を使用しないときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-19　サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロ
セスを使用しないとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で例外をスローするコーディングをしている場合，サービス部品の
WSDLにはユーザ定義例外が定義されます。サービスリクエスタが使用するWSDL
は HCSCサーバが提供するのWSDLです。
サービス部品でユーザ定義例外が発生すると，サービスリクエスタは，HCSCサー
バがリターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外をキャッチできます。
キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生した例外名やフォ
ルト情報（エラーの詳細）を取得できます。CSCMsgServerFaultExceptionの詳細
については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」
を参照してください。
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サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセス
を使用しないとき）

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合でビジネスプロ
セスを使用しないときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。

図 7-20　サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネス
プロセスを使用しないとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で想定外の例外（システム例外）が発生した場合，RuntimeException
として SOAPメッセージが伝わります。サービスリクエスタは，HCSCサーバがリ
ターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外をキャッチできます。キャッチし
た例外オブジェクトの getterを使用することで，発生したフォルト情報（エラーの
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詳細）を取得できます。CSCMsgServerFaultExceptionの詳細については，マニュ
アル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用しないとき）
HCSCサーバからエラーがリターンした場合でビジネスプロセスを使用しないとき
の SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。

図 7-21　HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用しない
とき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正，指定文字コード不正，各種フォーマット不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
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ど。
• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
• エラー 4：あて先不正，サービス部品が停止，通信障害など

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 4のどれかを検知した場合，発生したエ
ラーをサービスリクエスタにリターンします。サービスリクエスタは，HCSCサー
バがリターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外をキャッチできます。
キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生したフォルト情報
（エラーの詳細）を取得できます。CSCMsgServerFaultExceptionの詳細について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照し
てください。

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使
用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合でビジネスプロセス
を使用するときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-22　サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロ
セスを使用するとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品でユーザ定義例外が発生すると，そのエラーは，一度ビジネスプロセ
スでキャッチしてユーザ例外処理をします。サービスリクエスタは，HCSCサーバ
がリターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外をキャッチできます。キャッ
チした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生した例外名やフォルト情
報（エラーの詳細）を取得できます。ビジネスプロセスでフォルト名を定義するこ
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とで，サービスリクエスタで発生した例外が切り分けやすくなります。
CSCMsgServerFaultExceptionの詳細については，マニュアル「Cosminexus サー
ビスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセス
を使用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合でビジネスプロ
セスを使用するときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-23　サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネス
プロセスを使用するとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で想定外の例外（システム例外）が発生した場合，RuntimeException
として SOAPメッセージが伝わり，一度ビジネスプロセスでキャッチします。ビジ
ネスプロセスでは例外として処理して，標準受付にスローします。サービスリクエ
スタは，HCSCサーバがリターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外を
キャッチできます。キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発
538



7.　障害対策
生したフォルト情報（エラーの詳細）を取得できます。
CSCMsgServerFaultExceptionの詳細については，マニュアル「Cosminexus サー
ビスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用するとき）
HCSCサーバからエラーがリターンした場合でビジネスプロセスを使用するときの
SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-24　HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用すると
き）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正，指定文字コード不正，各種フォーマット不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
540



7.　障害対策
• エラー 4：あて先不正，サービス部品が停止，通信障害など
• エラー 5：ビジネスプロセス処理上での例外エラーなど。

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 5のどれかを検知した場合，発生したエ
ラーをサービスリクエスタにリターンします。サービスリクエスタは，HCSCサー
バがリターンする CSCMsgServerFaultExceptionで例外をキャッチできます。
キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生したフォルト情報
（エラーの詳細）を取得できます。CSCMsgServerFaultExceptionの詳細について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照し
てください。

サービスリクエスタでエラーを検知した場合
サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SOAP通信でのエラーの伝わり方を
次の図に示します。
541



7.　障害対策
図 7-25　サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SOAP通信でのエラーの伝わり
方（標準受付の場合）

サービスリクエスタから HCSCサーバを呼び出せなかった場合や，サービス部品の
呼び出しは完了したが何らかの原因で HCSCサーバからサービスリクエスタへの応
答が返らなかった場合などは，サービスリクエスタ側（クライアント側）の SOAP
通信基盤がエラーをリターンします。サービスリクエスタは，Cosminexus SOAP
通信基盤がスローする C4Faultで例外をキャッチできます。キャッチした例外オブ
ジェクトの getterを使用することで，発生したフォルト情報（エラーの詳細）を取
得できます。C4Faultの詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリ
ケーション開発ガイド」を参照してください。
542



7.　障害対策
（b）ユーザ定義受付の場合

エラーの伝わり方は，エラーの種類やビジネスプロセスの有無によって異なります。

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使
用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合でビジネスプロセス
を使用するときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-26　サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロ
セスを使用するとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で例外をスローするコーディングをしている場合，サービス部品の
WSDLにはユーザ定義例外が定義されます。ビジネスプロセスで，サービス部品で
発生したユーザ定義例外をキャッチし，そのままフォルトとしてサービスリクエス
タに応答を返すようなプロセスにしている場合，ユーザ定義受付に定義するWSDL
にも同様のユーザ定義例外を定義する必要があります。これによって，サービスリ
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クエスタは，サービス部品がリターンする SOAP Faultと同名の例外でキャッチで
きます。キャッチした例外オブジェクトを解析するための情報は，サービス部品側
のプログラムで作成する必要があります。
なお，ビジネスプロセスでフォルト名を定義することで，サービスリクエスタで発
生した例外が切り分けやすくなります。
ユーザ定義受付（Webサービス）に要求を出すサービスリクエスタでエラー情報を
取得する方法については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　
開発ガイド」を参照してください。

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセス
を使用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合でビジネスプロ
セスを使用するときの SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-27　サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネス
プロセスを使用するとき）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で想定外の例外（システム例外）が発生した場合，RuntimeException
として SOAPメッセージが伝わり，一度ビジネスプロセスでキャッチします。ビジ
ネスプロセスでは例外として処理し，ユーザ定義受付にスローします。
HCSCサーバは CSCMsgServerFaultExceptionの SOAP Faultでリターンします
が，サービスリクエスタが使用するWSDLには CSCMsgServerFaultExceptionが
546



7.　障害対策
定義されていないため，Cosminexus SOAP通信基盤が提供する C4Faultで例外を
キャッチします。キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生
したフォルト情報（エラーの詳細）を取得できます。C4Faultの詳細については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくださ
い。

HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用するとき）
HCSCサーバからエラーがリターンした場合でビジネスプロセスを使用するときの
SOAP通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-28　HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用すると
き）の SOAP通信でのエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：指定文字コード不正，各種フォーマット不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
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• エラー 4：あて先不正，サービス部品が停止，通信障害など
• エラー 5：ビジネスプロセス処理上での例外エラーなど。

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 5のどれかを検知した場合，発生したエ
ラーをサービスリクエスタにリターンします。HCSCサーバは
CSCMsgServerFaultExceptionの SOAP Faultでリターンしますが，サービスリク
エスタが使用するWSDLには CSCMsgServerFaultExceptionが定義されていない
ため，Cosminexus SOAP通信基盤が提供する C4Faultで例外をキャッチします。
キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，発生したフォルト情報
（エラーの詳細）を取得できます。C4Faultの詳細については，マニュアル
「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してください。

サービスリクエスタでエラーを検知した場合
サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SOAP通信でのエラーの伝わり方を
次の図に示します。
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図 7-29　サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SOAP通信でのエラーの伝わり
方（ユーザ定義受付の場合）

あて先不正，HCSCサーバが停止，通信障害などで，サービスリクエスタから
HCSCサーバを呼び出せなかった場合や，サービス部品の呼び出しは完了したが何
らかの原因で HCSCサーバからサービスリクエスタへの応答が返らなかった場合な
どでは，サービスリクエスタ側（クライアント側）の SOAP通信基盤がエラーをリ
ターンします。サービスリクエスタは，Cosminexus SOAP通信基盤がスローする
C4Faultで例外をキャッチできます。キャッチした例外オブジェクトの getterを使
用することで，発生したフォルト情報（エラーの詳細）を取得できます。C4Fault
の詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイ
ド」を参照してください。
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（2） 問題発生個所の切り分け方

標準受付の場合とユーザ定義受付の場合とで問題発生個所の切り分け方が異なります。
なお，SOAPによる通信ができない場合の問題発生個所の切り分けについては，マニュ
アル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してください。

（a）標準受付の場合

サービスリクエスタから標準受付（Webサービス）を使用してサービス部品を呼び出し
た場合の問題発生個所の切り分け方について次の図に示します。

図 7-30　問題発生個所の切り分け方（サービスリクエスタから標準受付（Webサービ
ス）を使用してサービス部品を呼び出した場合）

(i)サービス部品に障害の要因がある場合（サービス部品で定義したユーザ定義例外の場
合）

サービス部品に障害の要因があるおそれがあります。次のメソッドを使用してサー
ビス部品が返した SOAP Faultの内容を取得できます。
• getCscmsgFaultCode：FaultCode情報を取得します。
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• getCscmsgFaultString：FaultString情報を取得します。
• getCscmsgFaultActor：FaultActor情報を取得します。
• getCscmsgFaultDetail：FaultDetail情報を取得します。

要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。

(ii)ビジネスプロセスに障害の要因がある場合（ビジネスプロセスで定義したフォルトの
場合）

ビジネスプロセスで実行したアクティビティの処理に障害の要因があるおそれがあ
ります（サービス呼出アクティビティの場合，呼び出したサービス部品に障害の要
因があるおそれがあります）。
次のメソッドを使用してビジネスプロセスまたはサービス部品が返した SOAP Fault
の内容を取得できます。
• getCscmsgFaultCode：FaultCode情報を取得します。
• getCscmsgFaultString：FaultString情報を取得します。
• getCscmsgFaultActor：FaultActor情報を取得します。
• getCscmsgFaultDetail：FaultDetail情報を取得します。

要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ビジネスプロセスの定義内容

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。
また，ビジネスプロセスをどのようなプロセスに設計したかによって，再送（ビジ
ネスプロセスの再実行）をするかどうかサービスリクエスタを含むシステム設計す
る必要があります。

(iii)HCSCサーバでエラーを検知した場合（例外名が設定されていない場合）
次のメソッドを使用してエラーの内容を取得できます。取得したエラーコードおよ
びエラーメッセージの対策に従って対処します。
• getErrorMessage：HCSCサーバ内で検知したエラーのエラーメッセージを取得
します。

• getErrorCode：HCSCサーバ内で検知したエラーのエラーコードを取得します。

また，Cosminexusサービスプラットフォームが出力するメッセージログも参照し
て，調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
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• サービスリクエスタから要求した引数の内容
• HCSCサーバの設定または状態
• サービスアダプタの定義内容査
• ビジネスプロセスの定義内容
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ネットワークの状態

次に示す処理が常に実行されているかを確認することで，問題発生個所を絞り込め
ます。
1. サービスアダプタ（クライアント）から SOAPメッセージが正しく出力されてい
るか。
2. SOAPメッセージはサービス部品稼働マシン（サーバ）の SOAPエンジンに届い
ているか。
3. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品でメッセージが処理できてい
るか。
4. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
ジは正しく出力されているか。
5. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
ジはサービスアダプタ（クライアント）の SOAPエンジンに届いているか。
確認するときは Cosminexus SOAPが出力する障害情報を参照します。障害情報の
取得方法については，「7.3.2(3) Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法」
を参照してください。Cosminexus SOAPが出力する障害情報の形式については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくださ
い。
　
なお，Cosminexus SOAPが出力するアプリケーションログを取得することで，
サービスアダプタとサービス部品間で送受信している電文データを確認できます。
ただし，サービス部品呼び出しの処理性能に影響するため，テストやデバッグ環境
での使用を推奨します。
サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容が誤っている場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合
• サービスアダプタやビジネスプロセスの定義に誤りがある場合
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文に誤りがある場合など

(iv)通信基盤でエラーを検知した場合（C4Faultの場合）
Cosminexus SOAP通信基盤が提供する C4Faultからエラーの内容を取得できます。
取得したエラーコードおよびエラーメッセージの対策に従って対処します。
C4Faultの詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開
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発ガイド」を参照してください。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタで使用しているWSDL
• サービスリクエスタ稼働マシンの SOAP通信基盤の設定または状態
• HCSCサーバの設定または状態
• ネットワークの状態

次に示す処理が常に実行されているかを確認することで，問題発生個所を絞り込め
ます。
1. サービスリクエスタ（クライアント）から SOAPメッセージが正しく出力されて
いるか。
2. SOAPメッセージは HCSCサーバ稼働マシン（サーバ）の SOAPエンジンに届い
ているか。
3. HCSCサーバ稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
ジは正しく出力されているか。
4. HCSCサーバビス稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッ
セージはサービスリクエスタ（クライアント）の SOAPエンジンに届いているか。
確認するときは Cosminexus SOAPが出力する障害情報を参照します。障害情報の
取得方法については，「7.3.2(3) Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法」
を参照してください。Cosminexus SOAPが出力する障害情報の形式については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくださ
い。
　
なお，Cosminexus SOAPが出力するアプリケーションログを取得することで，
サービスリクエスタと HCSCサーバ間で送受信している電文データを確認できま
す。ただし，サービス部品呼び出しの処理性能に影響するため，テストやデバッグ
環境での使用を推奨します。
サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタで使用しているWSDLが誤っている場合
• サービスリクエスタ稼働マシンの SOAP通信基盤の設定に誤りがある場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合

（b）ユーザ定義受付の場合

サービスリクエスタからユーザ定義受付（Webサービス）を使用してサービス部品呼び
出した場合の問題発生個所の切り分け方について次の図に示します。
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図 7-31　問題発生個所の切り分け方（サービスリクエスタからユーザ定義受付（Web
サービス）を使用してサービス部品呼び出した場合）

(i)サービス部品に障害の要因がある場合（サービス部品で定義したユーザ定義例外の場
合）

サービス部品に障害の要因があるおそれがあります。エラーの情報は，サービス部
品で定義した内容になります（キャッチした例外オブジェクトの解析するための情
報は，サービス部品側のプログラムで作成する必要があります）。
　
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。

(ii)ビジネスプロセスに障害の要因がある場合（ビジネスプロセスで定義したフォルトの
場合）

ビジネスプロセスで実行したアクティビティの処理に障害の要因があるおそれがあ
ります（サービス呼出アクティビティの場合，呼び出したサービス部品に障害の要
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因があるおそれがあります）。
エラーの情報は，ビジネスプロセスで定義したフォルトの内容になります（キャッ
チした例外オブジェクトを解析するための情報は，ビジネスプロセスを定義すると
きに設定しておく必要があります）。
　
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ビジネスプロセスの定義内容

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。
また，ビジネスプロセスの設計内容によっても，再送（ビジネスプロセスの再実行）
するかどうかシステム設計する必要があります。

(iii)HCSCサーバでエラーを検知した場合（CSCMsgServerFaultExceptionの場合）
Cosminexus SOAP通信基盤が提供する C4Faultからエラーの内容を取得できます。
取得したエラーコードおよびエラーメッセージの対策に従って対処します。サービ
スリクエスタで C4Faultからエラー情報を取得するときの実装方法については，マ
ニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してくだ
さい。C4Faultの詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケー
ション開発ガイド」を参照してください。また，Cosminexusサービスプラット
フォームが出力するメッセージログも参照して，調査します。
　
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容
• HCSCサーバの設定または状態
• サービスアダプタの定義内容
• ビジネスプロセスの定義内容
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ネットワークの状態

次に示す処理が常に実行されているかを確認することで，問題発生個所を絞り込め
ます。
1. サービスアダプタ（クライアント）から SOAPメッセージが正しく出力されてい
るか。
2. SOAPメッセージはサービス部品稼働マシン（サーバ）の SOAPエンジンに届い
ているか。
3. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品でメッセージが処理できてい
るか。
4. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
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7.　障害対策
ジは正しく出力されているか。
5. サービス部品稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
ジはサービスアダプタ（クライアント）の SOAPエンジンに届いているか。
確認するときは Cosminexus SOAPが出力する障害情報を参照します。障害情報の
取得方法については，「7.3.2(3) Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法」
を参照してください。Cosminexus SOAPが出力する障害情報の形式については，
マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してくださ
い。
　
なお，Cosminexus SOAPが出力するアプリケーションログを取得することで，
サービスアダプタとサービス部品間で送受信している電文データを確認できます。
ただし，サービス部品呼び出しの処理性能に影響するため，テストやデバッグ環境
での使用を推奨します。
サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容が誤っている場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合
• サービスアダプタやビジネスプロセスの定義に誤りがある場合
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文に誤りがある場合など

(iv)通信基盤でエラーを検知した場合（(i)～ (iii)以外の場合）
Cosminexus SOAP通信基盤が提供する C4Faultからエラーの内容を取得できます。
取得したエラーコードおよびエラーメッセージの対策に従って対処してください。
サービスリクエスタで C4Faultからエラー情報を取得する際の実装方法について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照し
てください。C4Faultの詳細については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリ
ケーション開発ガイド」を参照してください。また，Cosminexusサービスプラッ
トフォームが出力するメッセージログも参照して，調査します。
　
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタで使用しているWSDL
• サービスリクエスタ稼働マシンの SOAP通信基盤の設定または状態
• HCSCサーバの設定または状態
• ネットワークの状態

次に示す処理が常に実行されているかを確認することで，問題発生個所を絞り込め
ます。
1. サービスリクエスタ（クライアント）から SOAPメッセージが正しく出力されて
いるか。
2. SOAPメッセージは HCSCサーバ稼働マシン（サーバ）の SOAPエンジンに届い
ているか。
3. HCSCサーバ稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッセー
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7.　障害対策
ジは正しく出力されているか。
4. HCSCサーバビス稼働マシン（サーバ）のサービス部品からの返信用 SOAPメッ
セージはサービスリクエスタ（クライアント）の SOAPエンジンに届いているか。
確認するときは Cosminexus SOAPが出力する障害情報を参照します。障害情報の
取得方法については，「7.3.2(3) Cosminexus SOAPが出力する障害情報の取得方法」
を参照してください。
Cosminexus SOAPが出力する障害情報の形式については，マニュアル
「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」を参照してください。
　
なお，Cosminexus SOAPが出力するアプリケーションログを取得することで，
サービスリクエスタと HCSCサーバ間で送受信している電文データを確認できま
す。ただし，サービス部品呼び出しの処理性能に影響するため，テストやデバッグ
環境での使用を推奨します。
サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタで使用しているWSDLが誤っている場合
• サービスリクエスタ稼働マシンの SOAP通信基盤の設定に誤りがある場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合など

（3） HCSCサーバから応答する SOAP Faultの内容

HCSCサーバから応答する SOAP Fault（SOAPメッセージ）について，どの要素に何
の情報が設定されるかを次の表に示します。

エラーのケースの番号は「(2) 問題発生個所の切り分け方」で示す番号に相当します。

表 7-40　HCSCサーバから応答する SOAP Faultの内容

HCSCサーバから応答する SOAP Fault エラーのケース

SOAP Fault要素 SOAPFault
名称

フォルト名 標準受付の (i)，(ii)
の場合

標準受付の (iii)，
ユーザ定義受付の

(iii)の場合

faultcode Faultコー
ド

－ SOAPエンジンに依存する値です。 
message partのメッセージ型属性が参照す
る QCNameです。

faultstring Fault文字
列

－ SOAPエンジンに依存する値です。
Cosminexus SOAP通信基盤では，
KDCCP00015-Eを出力します。

faultactor Fault生成
者

－ SOAPエンジンに依存する値です。
Cosminexus SOAP通信基盤では，値はあ
りません。
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7.　障害対策
detail Fault詳細 errorMessage 次に示すエラーの内容です。
• HCSCサーバ内で検知したエラー
• サービス部品，ビジネスプロセス，およ
びカスタムアダプタからのエラー

errorCode 次に示す例外の内容に対応するエラーコー
ドです。
• HCSCサーバ内で検知したエラー
• サービス部品，ビジネスプロセス，およ
びカスタムアダプタからのエラー

processInstanceID ビジネスプロセスのインスタンス IDの情
報です。ビジネスプロセスでエラーが発生
した場合に値が設定されます。 

cscmsgFaultCode サービス部品（Web
サービス），ビジネ
スプロセス，または
カスタムアダプタか
らの FaultCode情
報です。

値はありません。

cscmsgFaultString サービス部品（Web
サービス），ビジネ
スプロセス，または
カスタムアダプタか
らの FaultString情
報です。

値はありません。

cscmsgFaultActor サービス部品（Web
サービス），ビジネ
スプロセス，または
カスタムアダプタか
らの FaultActor情
報です。

値はありません。

cscmsgFaultDetail サービス部品（Web
サービス），ビジネ
スプロセス，または
カスタムアダプタか
らの Detail情報で
す。

値はありません。

HCSCサーバから応答する SOAP Fault エラーのケース

SOAP Fault要素 SOAPFault
名称

フォルト名 標準受付の (i)，(ii)
の場合

標準受付の (iii)，
ユーザ定義受付の

(iii)の場合
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7.　障害対策
（凡例）
－：該当しません。

注 1　ユーザ定義受付の (i)，(ii)の場合は，ユーザ定義例外の SOAP Faultとなります。

注 2　標準受付の (iv)，またはユーザ定義受付の (iv)の場合は，サービスリクエスタ側の
Cosminexus SOAP通信基盤からエラー通知します。

（4） そのほかの障害要因の特定方法（サービス部品呼び出し要求の実行
履歴の追跡）

ビジネスプロセスを使用する場合には，サービスリクエスタへ応答した例外およびエ
ラーメッセージから問題発生個所を切り分ける方法のほかに，サービスリクエスタ側で
設定したクライアント相関 IDや，ビジネスプロセスの相関セットを基に問題発生個所を
特定する方法があります。ここでは，ビジネスプロセスを使用する場合に，クライアン
ト相関 IDや，ビジネスプロセスの相関セットを基にしてサービス部品呼び出し要求の実
行履歴を追跡する手順について説明します。サービス部品呼び出し要求の実行履歴の追
跡を次の図に示します。

faultName サービス部品（Web
サービスまたは
SessionBean）また
はビジネスプロセス
からのフォルト名
（例外名）情報です。
次の場合に値が設定
されます。
• サービス部品
（Webサービスま
たは
SessionBean）か
らのユーザ定義
例外の SOAP 
Faultの場合

• ビジネスプロセ
スからのフォル
トの場合

値はありません。

HCSCサーバから応答する SOAP Fault エラーのケース

SOAP Fault要素 SOAPFault
名称

フォルト名 標準受付の (i)，(ii)
の場合

標準受付の (iii)，
ユーザ定義受付の

(iii)の場合
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7.　障害対策
図 7-32　サービス部品呼び出し要求の実行履歴の追跡（Webサービスの場合）

実行履歴の追跡の基本的な流れは次のようになります。
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7.　障害対策
1. 要求時に，受付ごとに次の指定をします。
• 標準受付の場合
要求時のパラメタにクライアント相関 IDを指定，または要求電文に相関セットを
指定します。

• ユーザ定義受付の場合
要求電文に相関セットを指定します。

2. エラーが発生したときのメッセージ共通 IDを取得することで，障害が発生したビジ
ネスプロセスのインスタンスを特定します。

3. データベースに出力されているプロセスインスタンスの実行履歴を検索し，メッセー
ジ共通 IDと対応したビジネスプロセスのプロセス IDを取得します。
プロセス IDを使ってアクティビティの状態を知ることができ，それによってどこの
処理で止まっているのかや，どこまで処理が進んでいるのかがわかります。

4. メッセージ共通 IDを使って，電文の実行履歴からユーザ電文を取得します。
電文の内容を確認でき，障害調査の原因究明に役立ちます。

サービス部品呼び出し要求の実行履歴を追跡するには，主に次の二つの方法があります。

(a)サービスリクエスタから指定したクライアント相関 IDからたどる方法

(b)ユーザ電文に指定したビジネスプロセスの相関セットからたどる方法

（a）サービスリクエスタから指定したクライアント相関 IDからたどる方法

サービスリクエスタから指定したクライアント相関 IDからたどる手順を次に示します。

1. クライアント相関 IDを調査します。
クライアント相関 IDは，サービス部品呼び出しを要求するサービスリクエスタ側の
プログラムで，要求時（呼び出し時）に設定する情報です。サービスリクエスタから
の要求電文と，HCSCサーバで管理している実行履歴や，ログおよびトレースとを対
応づけるために使用します。そのため，HCSCサーバに送信した要求ごとに異なる
IDを指定することを推奨します（サービスリクエスタ作成時に指定が必要です）。
サービス部品呼び出し要求の実行履歴を追跡する場合，サービスリクエスタ側の要求
者からシステム管理者に障害調査を依頼するとき，クライアント相関 IDを伝え，シ
ステム管理者はその情報を基に実行履歴を追跡します。
　
サービスリクエスタでのクライアント相関 IDを指定するコーディングの例を次に示
します。ここでは，標準受付（Webサービス）を呼び出すときの引数に，クライアン
ト相関 ID（"ClientID0001"）を設定しています。
562



7.　障害対策
2. クライアント相関 IDを基にリクエストトレースを調査し，エラーが発生したときの
メッセージ共通 IDを取得します。メッセージ共通 IDによって，障害が発生したビジ
ネスプロセスのインスタンスを特定できます。
なお，クライアント相関 IDは重複しているおそれがあります。そのため，適宜実行
時刻やビジネスプロセス名（サービス名）を取得しておくことで，該当個所を特定し
ます。
リクエストトレースの例を次に示します。リクエストトレースの "message"列にクラ
イアント相関 IDやビジネスプロセス名（サービス名）があり，先頭にメッセージ共
通 IDが出力されています。
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7.　障害対策
3. 取得したメッセージ共通 IDを基に，プロセスインスタンスの実行履歴を参照してビ
ジネスプロセスのプロセス IDを取得します。プロセス IDを取得するには，プロセス
インスタンスの検索（cscpiselect）コマンドを使用します。
cscpiselectコマンドでは，開始日時とビジネスプロセス名（サービス名）を条件に，
プロセスインスタンスの実行履歴を検索します。
また，-tableオプションに "relation"を指定し，検索条件（where句）に SQL条件
を指定して，該当するメッセージ関連情報を表示します。
564



7.　障害対策
cscpiselectコマンドの使い方については「6.1.2　プロセスインスタンスの実行履歴を
検索する」を，コマンドの文法については「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセ
スインスタンスの検索）」を参照してください。

4. 取得したプロセス IDを基に，プロセスインスタンスの実行履歴を参照して，ビジネ
スプロセスのアクティビティとその状態を取得します。アクティビティの情報を取得
するには，プロセスインスタンスの検索（cscpiselect）コマンドを使用します。
cscpiselectコマンドでは，開始日時とビジネスプロセス名（サービス名）を条件に，
プロセスインスタンスの実行履歴を検索します。
また，-tableオプションに "activity"を指定し，検索条件（where句）に SQL条件を
指定して，該当するアクティビティ情報を表示します。
状態が "Executing"となっている個所が現在実行中のアクティビティです。状態を確
認することで，どのアクティビティで止まっているかがわかります。

cscpiselectコマンドの使い方については「6.1.2　プロセスインスタンスの実行履歴を
検索する」を，コマンドの文法については「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセ
スインスタンスの検索）」を参照してください。

5. 電文の実行履歴を採取する設定をし，さらに電文の実行履歴の電文データ（ユーザ電
文）を採取する設定をしている場合，ユーザ電文の内容を確認できます。
実行履歴の採取については，HCSCサーバランタイム定義で設定します。詳細は「9.
　定義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してください。
電文の実行履歴を取得するには，電文の実行履歴情報の表示（csmlshistory）コマン
ドを使用します。
csmlshistoryコマンドでは，メッセージ共通 IDを条件として電文の実行履歴を検索
します（クライアント相関 IDや日時から検索することもできます）。
csmlshistoryコマンドの使い方については「6.2.3　電文の実行履歴を利用する」を，
コマンドの文法については「10.　コマンド」の「csmlshistory（電文の実行履歴情報
の表示）」を参照してください。
565



7.　障害対策
（b）ユーザ電文に指定したビジネスプロセスの相関セットからたどる方法

ユーザ電文に指定したビジネスプロセスの相関セットからたどる手順を次に示します。

1. 相関セットを調査します。
相関セットは，サービス部品呼び出しを要求するサービスリクエスタ側のプログラム
で，要求時のユーザ電文に設定する情報です。サービスリクエスタから HCSCサー
バを介してサービス部品に送信する要求電文を一意に識別するために利用する文字列
です。
HCSCサーバからの応答は，相関セットを含んだ応答電文をサービスリクエスタに返
信します。その結果，サービスリクエスタは受信した応答電文が，どの要求電文に対
する応答であるのかを一意に識別できます。
相関セットを使用するには，開発環境でのビジネスプロセス定義時に定義する必要が
あります。詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　
開発ガイド」を参照してください。
　
サービス部品呼び出し要求の実行履歴を追跡する場合，サービスリクエスタ側の要求
者からシステム管理者に障害調査を依頼するときに，相関セットと要求したビジネス
プロセス名（サービス名）を伝え，システム管理者はその情報を基に実行履歴を追跡
します。
サービスリクエスタ利用者が相関セットの値をとらえていない場合は，HCSCサーバ
にインポートしたリポジトリを開発環境で参照して，該当のビジネスプロセスの相関
セットを調査する必要があります。相関セットの調査方法は次のとおりです。
 1. ビジネスプロセス定義画面の［変数・相関セット］アイコンをダブルクリックしま
す。
　変数・相関セット一覧ダイアログが表示されます。
 2. 変数・相関セット一覧ダイアログの「表示」ボタンをクリックします。
　変数の表示ダイアログが表示されます。
 3. ユーザ電文と変数表示ダイアログの XMLスキーマを突き合わせて，相関セットへ
のパスを取得します。
 4. 変数・相関セット一覧ダイアログを使って，パス名から変数名や部分名を取得し，
変数・相関セット一覧ダイアログから同じ変数名や部分名を持つ相関セットを探して
相関セット名を取得します。

2. 取得した相関セットを基に，プロセスインスタンスの実行履歴を参照して，ビジネス
プロセスのプロセス IDを取得します。プロセス IDを取得するには，プロセスインス
タンスの検索（cscpiselect）コマンドを使用します。
cscpiselectコマンドでは，相関セットを条件としてプロセスインスタンスの実行履歴
を検索します。
また，-tableオプションに "process_set"を指定し，検索条件（where句）に SQL条
件を指定し，該当するプロセス概要情報を表示します。
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cscpiselectコマンドの使い方については「6.1.2　プロセスインスタンスの実行履歴を
検索する」を，コマンドの文法については「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセ
スインスタンスの検索）」を参照してください。

3. 取得したプロセス IDを基に，プロセスインスタンスの実行履歴を参照して，ビジネ
スプロセスのアクティビティとその状態を取得します。アクティビティの情報を取得
するには，プロセスインスタンスの検索（cscpiselect）コマンドを使用します。
cscpiselectコマンドでは，開始日時とビジネスプロセス名（サービス名）を条件とし
てプロセスインスタンスの実行履歴を検索します。
また，-tableオプションに "activity"を指定し，検索条件に該当するアクティビティ
情報を表示します。
状態が "Executing"となっている個所が現在実行中のアクティビティです。状態を確
認することで，どのアクティビティで止まっているかがわかります。

cscpiselectコマンドの使い方については「6.1.2　プロセスインスタンスの実行履歴を
検索する」を，コマンドの文法については「10.　コマンド」の「cscpiselect（プロセ
スインスタンスの検索）」を参照してください。

7.7.2　SessionBean実行時の障害対策

（1） SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

サービスリクエスタから標準受付を使用してサービス部品を呼び出す場合のエラーの伝
わり方を説明します。エラーの伝わり方は，エラーの種類やビジネスプロセスの有無に
よって異なります。

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使
用しないとき）

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合でビジネスプロセス
を使用しないときの SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示しま
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す。

図 7-33　サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロ
セスを使用しないとき）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で発生した例外は，そのまま例外として HCSCサーバに伝わります。
例外をキャッチした HCSCサーバはサービスリクエスタに対して
CSCMsgServerExceptionをスローします。キャッチした例外オブジェクトの
getterを使用することで，発生した例外名や例外の内容（エラーの詳細）を取得で
きます。CSCMsgServerExceptionの詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセス
を使用しないとき）

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合でビジネスプロ
セスを使用しないときの SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示
します。
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図 7-34　サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネス
プロセスを使用しないとき）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で想定外の例外が発生した場合，RuntimeException（システム例外）
としてHCSCサーバに伝わります。例外をキャッチした HCSCサーバはサービス
リクエスタに対して CSCMsgServerExceptionをスローします。キャッチした例外
オブジェクトの getterを使用することで，発生した例外の内容（エラーの詳細）を
取得できます。CSCMsgServerExceptionの詳細については，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用しないとき）
HCSCサーバからエラーがリターンした場合でビジネスプロセスを使用しないとき
の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
569



7.　障害対策
図 7-35　HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用しない
とき）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
• エラー 4：あて先不正，サービス部品が停止，通信障害など

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 4のどれかを検知した場合，発生したエ
ラーの情報を CSCMsgServerExceptionでサービスリクエスタにスローします。
サービスリクエスタは，キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，
発生した例外の内容（エラーの詳細）を取得できます。CSCMsgServerException
の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガ
イド」を参照してください。

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使
用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合でビジネスプロセス
を使用するときの SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示しま
す。
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図 7-36　サービス部品からユーザ定義例外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロ
セスを使用するとき）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

サービス部品でユーザ定義例外が発生すると，そのエラーは，一度ビジネスプロセ
スでキャッチします。ビジネスプロセスでサービス部品が失敗したことを示す例外
に変換し，例外を伝えます。その後，サービスリクエスタに対して
CSCMsgServerExceptionをスローします。キャッチした例外オブジェクトの
getterを使用することで，発生した例外の内容（エラーの詳細）を取得できます。
CSCMsgServerExceptionの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネスプロセス
を使用するとき）

サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合でビジネスプロ
セスを使用するときの SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示し
ます。
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図 7-37　サービス部品からユーザ定義例外以外のエラーがリターンした場合（ビジネス
プロセスを使用するとき）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

サービス部品で想定外の例外が発生した例場合，そのエラーは一度ビジネスプロセ
スでキャッチします。ビジネスプロセスでサービス部品が失敗したことを示す例外
に変換し，例外を伝えます。その後，サービスリクエスタに対して
CSCMsgServerExceptionをスローします。キャッチした例外オブジェクトの
getterを使用することで，発生した例外の内容（エラーの詳細）を取得できます。
CSCMsgServerExceptionの詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム　開発ガイド」を参照してください。

HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用するとき）
HCSCサーバからエラーがリターンした場合でビジネスプロセスを使用するときの
SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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7.　障害対策
図 7-38　HCSCサーバからエラーがリターンした場合（ビジネスプロセスを使用すると
き）の SessionBeanでの通信でのエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
• エラー 4：あて先不正，サービス部品が停止，通信障害など
• エラー 5：ビジネスプロセス処理上での例外エラーなど。

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 5のどれかを検知した場合，発生したエ
ラーの情報を CSCMsgServerExceptionでサービスリクエスタにスローします。
サービスリクエスタは，キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，
発生した例外の内容（エラーの詳細）を取得できます。CSCMsgServerException
の詳細については，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガ
イド」を参照してください。
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サービスリクエスタでエラーを検知した場合
サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SessionBeanでの通信でのエラーの
伝わり方を次の図に示します。

図 7-39　サービスリクエスタでエラーを検知した場合の SessionBeanでの通信でのエ
ラーの伝わり方

サービスリクエスタから HCSCサーバを呼び出せなかった場合や，サービス部品の
呼び出しは完了したが何らかの原因で HCSCサーバからサービスリクエスタへの応
答が返らなかった場合などは，サービスリクエスタ側（クライアント側）のスタブ
（J2EEコンテナ）がエラーをリターンします。サービスリクエスタは
RuntimeExceptionで例外をキャッチできます。キャッチした例外オブジェクトの
getterを使用することで，発生したフォルト情報（エラーの詳細）を取得できます。

（2） 問題発生個所の切り分け方

サービスリクエスタから標準受付（SessionBean）を使用してサービス部品を呼び出し
た場合の問題発生個所の切り分け方について説明します。問題発生個所の切り分け方を
次の図に示します。
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7.　障害対策
図 7-40　問題発生個所の切り分け方（サービスリクエスタから標準受付（SessionBean）
を使用してサービス部品を呼び出した場合）

(i)サービス部品に障害の要因がある場合（サービス部品で定義したユーザ定義例外の場
合）

サービス部品に障害の要因があるおそれがあります。次のメソッドを使用してサー
ビス部品が返した例外の内容を取得できます。
• getErrorMessage：サービス部品からの例外の内容を取得します。
• getErrorCode：サービス部品からの例外の内容に対応するエラーコードを取得し
ます。

要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
575



7.　障害対策
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。

(ii)ビジネスプロセスに障害の要因がある場合（ビジネスプロセスで定義したフォルトの
場合）

ビジネスプロセスで実行したアクティビティの処理に障害の要因があるおそれがあ
ります（サービス呼出アクティビティの場合，呼び出したサービス部品に障害の要
因があるおそれがあります）。次のメソッドを使用してビジネスプロセスが返した
フォルトの内容を取得できます。
• getErrorMessage：ビジネスプロセスからの例外の内容を取得します。
• getErrorCode：ビジネスプロセスからの例外の内容に対応するエラーコードを取
得します。

• getCscmsgFaultCode：FaultCode情報を取得します。
• getCscmsgFaultString：FaultString情報を取得します。
• getCscmsgFaultActor：FaultActor情報を取得します。
• getCscmsgFaultDetail：FaultDetail情報を取得します。

要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ビジネスプロセスの定義内容

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，HCSCサーバを介したサービスリ
クエスタとサービス部品間（エンドツーエンド）の取り決めとなります。
また，ビジネスプロセスの設計内容によっても，再送（ビジネスプロセスの再実行）
するかどうかシステム設計する必要があります。

(iii)HCSCサーバでエラーを検知した場合（例外名が設定されていない場合）
次のメソッドを使用してエラーの内容を取得できます。取得したエラーコードおよ
びエラーメッセージの対策に従って対処します。
• getErrorMessage：HCSCサーバ内で検知したエラーのエラーメッセージを取得
します。

• getErrorCode：HCSCサーバ内で検知したエラーのエラーコードを取得します。

また，Cosminexusサービスプラットフォームが出力するメッセージログも参照し
て，調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容
• HCSCサーバの設定または状態
• サービスアダプタの定義内容
• ビジネスプロセスの定義内容
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品のプログラム
• ネットワークの状態
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サービス部品呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容が誤っている場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合
• サービスアダプタやビジネスプロセスの定義に誤りがある場合
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文に誤りがある場合など

(iv)通信基盤でエラーを検知した場合（RuntimeExceptionの場合）
RuntimeExceptionからエラーの内容を取得できます。取得した例外のエラー情報
を基に対処してください。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタで使用しているスタブ
• サービスリクエスタ稼働マシンの J2EEコンテナの設定または状態
• HCSCサーバの設定または状態
• ネットワークの状態

サービス部品の呼び出しを再送するかどうかは，エラーの内容によって異なります。
一時的な障害の場合は，再送を試みることで成功することがありますが，次に示す
エラーの場合は，再送を試みてもエラーとなります。
• サービスリクエスタで使用しているスタブが誤っている場合
• サービスリクエスタ稼働マシンの J2EEコンテナの設定に誤りがある場合
• HCSCサーバの設定に誤りがある場合

（3） HCSCサーバから応答する例外の内容

HCSCサーバから応答する SOAP Fault（SOAPメッセージ）について，どの要素に何
の情報が設定されるかを示します。HCSCサーバから応答する例外の内容を次の表に示
します。エラーのケースの番号は「(2) 問題発生個所の切り分け方」で示す番号に相当し
ます。

表 7-41　HCSCサーバから応答する例外の内容

HCSCサーバから応答する
CSCMsgServerException

エラーのケース

フォルト名 (ii)の場合 (i)，(iii)の場合

errorMessage 次に示すエラーの内容です。
• HCSCサーバ内で検知したエラー
• サービス部品，ビジネスプロセス，およびカスタムアダプタか
らのエラー

errorCode 次に示す例外の内容に対応するエラーコードです。
• HCSCサーバ内で検知したエラー
• サービス部品，ビジネスプロセス，およびカスタムアダプタか
らのエラー
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注 1　(iv)の場合は，サービスリクエスタ側のスタブ（J2EEコンテナ）から RuntimeExceptionを
スローします。

注 2　標準受付（SessionBean）からサービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品を呼び出
した場合，(ii)の場合と同様に Fault情報が設定されます。

（4） そのほかの障害要因の特定方法（サービス部品呼び出し要求の実行
履歴の追跡）

サービスリクエスタへ応答した例外およびエラーメッセージから問題発生個所を切り分
ける方法のほかに，サービスリクエスタ側で設定したクライアント相関 IDや，ビジネス
プロセスの相関セットを基に問題発生個所を特定する方法があります。サービス部品呼
び出し要求の実行履歴の追跡を次の図に示します。

processInstanceID ビジネスプロセスのインスタンス IDの情報です。ビジネスプロセ
スでエラーが発生した場合に値が設定されます。

cscmsgFaultCode サービス部品（Webサービ
ス），ビジネスプロセス，また
はカスタムアダプタからの
FaultCode情報です。

値はありません。

cscmsgFaultString サービス部品（Webサービ
ス），ビジネスプロセス，また
はカスタムアダプタからの
FaultString情報です。

値はありません。

cscmsgFaultActor サービス部品（Webサービ
ス），ビジネスプロセス，また
はカスタムアダプタからの
FaultActor情報です。

値はありません。

cscmsgFaultDetail サービス部品（Webサービ
ス），ビジネスプロセス，また
はカスタムアダプタからの
Detail情報です。

値はありません。

faultName サービス部品（Webサービス
または SessionBean）または
ビジネスプロセスからのフォル
ト名（例外名）情報です。次の
場合に値が設定されます。
• サービス部品（Webサービ
スまたは SessionBean）か
らのユーザ定義例外の
SOAP Faultの場合

• ビジネスプロセスからのフォ
ルトの場合

値はありません。

HCSCサーバから応答する
CSCMsgServerException

エラーのケース

フォルト名 (ii)の場合 (i)，(iii)の場合
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図 7-41　サービス部品呼び出し要求の実行履歴の追跡（SessionBeanの場合）

特定方法やビジネスプロセスを使用する場合の手順については，Webサービス（SOAP
通信）の場合の手順と同様です。詳細については，「7.7.1　Webサービス（SOAP通信）
実行時の障害対策」を参照してください。

ここでは，SessionBeanの場合にだけ該当する手順について説明します。

（a）サービスリクエスタから指定したクライアント相関 IDからたどる方法

サービスリクエスタから指定したクライアント相関 IDからたどる手順を次に示します。

1. クライアント相関 IDを調査します。
2. メッセージ共通 IDを取得します。
3. ビジネスプロセスのプロセス IDを取得します。
4. アクティビティの状態を取得します。
5. ユーザ電文を確認します。
詳細については，「7.7.1　Webサービス（SOAP通信）実行時の障害対策」を参照し
てください。

6. 性能解析トレースを使ってさらに調査し，問題が発生した個所をより細かく特定でき
ます。また，性能解析トレースのスレッド IDをたどることで，サービス部品稼働マ
シンのログとの対応を確認できます。次のように確認します。
 1. メッセージ共通 IDと一致する文字列を含む行を検索します。
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  　HCSCサーバのリクエスト受付の入口で「ASCII」列に出力されているため，そ
こが最初に検索されます。
 2. 検索で一致した行のスレッド IDを確認して，そのスレッド IDをたどってエラー
発生個所を調査します。
  　RMI-IIOP呼び出しによってスレッド IDが変化しますが，「Root AP CommonNo」
列によってつながりがわかります。
 3. 「Rc（リターンコード）」列の値が 0以外の個所がエラー個所です。
 4. エラー個所が見つかったらその前後の処理内容を確認して原因を調査します。
 5. さらに調べたい場合は，Cosminexusが出力する障害情報である J2EEサーバ，リ
ダイレクタ，サーバ管理コマンドのログを使って，エラー発生個所のスレッド IDを
たどります。
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図 7-42　性能解析トレースの例
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図 7-42の図中の番号は次の内容を示します。
(1)メッセージ共通 IDと一致する文字列を含む行です。共通の IDが与えられている
ためつながりがわかります。
(2)RMI呼び出しで複数のスレッドにわたるため，番号が変化しています。
(3)検索で一致したスレッド番号です。
(4)スレッド番号（項番 3）のスレッド IDです。
(5)標準受付（SessionBean）の入口です。
(6)ビジネスプロセスの呼び出し口です。
(7)メッセージング基盤からのビジネスプロセス実行要求呼び出しです。
(8)データ変換要求の呼び出しです。
(9)データ変換要求からの応答です。
(10)メッセージング基盤へのビジネスプロセスからのサービス部品要求の呼び出しで
す。
(11)ビジネスプロセス受付の入口です。
(12)サービスアダプタ（SessionBean）のサービス部品呼び出し口です。
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(13)HCSCサーバ稼働マシンからサービス部品稼働マシンの呼び出しです。
(14)EJBコンテナリクエスト直後
(15)EJBコンテナレスポンス直前
(16)エラー発生
この例では，図 7-42で示した (13)で，サービス部品の RMIを呼び出し，そのあと
EJBコンテナがリクエストを受信した直後にエラーが発生していることがわかります
（性能解析トレースの採取レベルは「通常」と「詳細」の二つありますが，図 7-42は
「通常」で採取した場合のトレースです）。
　
サービス部品稼働マシンが Cosminexus Application Serverを使用している場合は，
エラーが起きた個所のスレッド IDとサービス部品稼働マシン側の障害情報を突き合
わせることで，さらに調査できます。
なお，性能解析トレースのスレッド IDは 10進数ですが，Cosminexusが出力する障
害情報は 16進数表現なので，個別にスレッド IDを 16進数に直す必要があるため注
意してください。
サービスアダプタからのサービス部品呼び出しについては，SessionBeanの呼び出し
によってスレッド IDが変化しますが，Root AP CommonNo列によってつながりがわ
かります。性能解析トレースファイルの利用方法の詳細については，マニュアル
「Cosminexus　システム運用ガイド」を参照してください。

（b）ユーザ電文に指定したビジネスプロセスの相関セットからたどる方法

ユーザ電文に指定したビジネスプロセスの相関セットからたどる手順を次に示します。

1. 相関セットを調査します。
2. ビジネスプロセスのプロセス IDを取得します。
3. アクティビティの状態を取得します。

詳細については，「7.7.1　Webサービス（SOAP通信）実行時の障害対策」を参照して
ください。

7.7.3　MDB（WS-R）実行時の障害対策

（1） MDB（WS-R）でのエラーの伝わり方

MDB（WS-R）でのサービス部品呼び出しでは，サービスリクエスタと HCSCサーバの
間，HCSCサーバとサービス部品の間でエラーは伝わりません。検知できる障害の種類
と，ログおよびトレースの出力先を説明します。

サービス部品でユーザ定義例外のエラーが発生した場合
サービス部品でユーザ定義例外のエラーが発生した場合のMDB（WS-R）でのエ
ラーの伝わり方を次の図に示します。
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7.　障害対策
図 7-43　サービス部品でユーザ定義例外のエラーが発生した場合のMDB（WS-R）での
エラーの伝わり方

サービス部品で発生した例外は，サービス部品稼働マシン上の Cosminexus RMで
エラー処理します。サービス部品稼働マシン上の Cosminexus RMはローカル
キューからメッセージの取り出しに失敗したことを示すメッセージをサービス部品
稼働マシン上のログに出力します。
なお，ユーザ定義例外（アプリケーション例外）の場合，ロールバックして再度
サービス部品でメッセージを取り出すかどうかは，サービス部品稼働マシン側の
Cosminexus RMの設定やサービス部品プログラムの作成に依存します。
サービス部品稼働マシン上のメッセージの取り出しでロールバックして，ロール
バックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，メッセージが有
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効期限に達した場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに移動します。た
だし，次の場合はメッセージが削除されます。
• デッドメッセージキューの設定をしていない場合
• 配送回数に無制限の設定をしている場合
• デッドメッセージキューのメッセージ数が超過した場合
• データベースに障害が発生した場合

Cosminexus RMの詳細については，マニュアル「Cosminexus Reliable 
Messaging」を参照してください。

サービス部品でユーザ定義例外以外のエラーが発生した場合
サービス部品でユーザ定義例外以外のエラーが発生した場合のMDB（WS-R）での
エラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-44　サービス部品でユーザ定義例外以外のエラーが発生した場合のMDB（WS-R）
でのエラーの伝わり方

サービス部品で発生した例外は，サービス部品稼働マシン上の Cosminexus RMで
エラー処理します。Cosminexus RMはローカルキューからメッセージの取り出しに
失敗したことを示すメッセージをサービス部品稼働マシン上のログに出力します。
なお，システム例外の場合，サービス部品側でロールバックして，再度サービス部
品でメッセージの取り出しを試みます。
サービス部品稼働マシン上のメッセージの取り出しでロールバックして，ロール
バックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，メッセージが有
効期限に達した場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに移動します。た
だし，次の場合はメッセージが削除されます。
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• デッドメッセージキューの設定をしていない場合
• 配送回数に無制限の設定をしている場合
• デッドメッセージキューのメッセージ数が超過した場合
• データベースに障害が発生した場合

Cosminexus RMの詳細については，マニュアル「Cosminexus Reliable 
Messaging」を参照してください。

HCSCサーバ稼働マシンからサービス部品稼働マシンへの転送でエラーが発生した場合
HCSCサーバ稼働マシンからサービス部品稼働マシンへの転送でエラーが発生した
場合のMDB（WS-R）でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-45　HCSCサーバ稼働マシンからサービス部品稼働マシンへの転送でエラーが発生
した場合の MDB（WS-R）でのエラーの伝わり方

HCSCサーバ稼働マシンからサービス部品稼働マシンへのメッセージの転送に失敗
した場合，HCSCサーバ側の Cosminexus RMでエラー処理をします。Cosminexus 
RMはメッセージの転送に失敗したことを示すメッセージを HCSCサーバ稼働マシ
ン上のログに出力します。
なお，メッセージの転送でエラーを検知した場合，HCSCサーバ側でロールバック
して再度転送を試みます。
HCSCサーバ稼働マシンからの転送でロールバックして，ロールバックの回数
（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，配送回数に無制限の設定をして
いる場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに移動します。デッドメッ
セージキュー名を設定していない場合やデッドメッセージキューを作成していない
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場合は，無限にサービス部品を呼び出す処理が再実行されるため，必ずデッドメッ
セージキュー名やデッドメッセージキューを設定してください。
Cosminexus RMのセットアップについては，「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェ
アの設定」を参照してください。Cosminexus RMのキュー間転送での障害時の動作
の詳細については，マニュアル「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してくだ
さい。

HCSCサーバからエラーが発生した場合
HCSCサーバからエラーが発生した場合のMDB（WS-R）でのエラーの伝わり方を
次の図に示します。
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図 7-46　HCSCサーバからエラーが発生した場合の MDB（WS-R）でのエラーの伝わり
方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
• エラー 4：メッセージ送信失敗など

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 4のどれかを検知した場合，HCSCサーバ
稼働マシン上の Cosminexus RMでエラー処理します。発生したエラーのメッセー
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7.　障害対策
ジをメッセージログに出力します。また，Cosminexus RMはローカルキューから
メッセージの取り出しに失敗したことを示すメッセージをHCSCサーバ稼働マシン
上のログに出力します。
なお，HCSCサーバでエラーを検知した場合，HCSCサーバ側でロールバックをし
て，再度サービス部品でメッセージの取り出し（サービス部品呼び出し）を試みま
す。HCSCサーバ稼働マシン上のメッセージの取り出しでロールバックして，ロー
ルバックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合，そのメッセージ
はデッドメッセージキューに移動します。デッドメッセージキュー名を設定してい
ない場合やデッドメッセージキューを作成していない場合は，無限にサービス部品
を呼び出す処理が再実行されるため，必ずデッドメッセージキュー名やデッドメッ
セージキューを設定してください。
Cosminexus RMのセットアップについては，「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェ
アの設定」を参照してください。
Cosminexus RMの詳細については，マニュアル「Cosminexus Reliable 
Messaging」を参照してください。

サービスリクエスタ稼働マシンから HCSCサーバ稼働マシンへの転送でエラーが発生し
た場合

サービスリクエスタ稼働マシンからHCSCサーバ稼働マシンへの転送でエラーが発
生した場合のMDB（WS-R）でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-47　サービスリクエスタ稼働マシンから HCSCサーバ稼働マシンへの転送でエラー
が発生した場合の MDB（WS-R）でのエラーの伝わり方

サービスリクエスタ稼働マシンから HCSCサーバ稼働マシンへのメッセージの転送
に失敗した場合，サービスリクエスタ側の Cosminexus RMでエラー処理します。
Cosminexus RMはメッセージの転送に失敗したことを示すメッセージをサービスリ
クエスタ稼働マシン上のログに出力します。
なお，メッセージの転送でエラーを検知した場合，サービスリクエスタ側でロール
バックして，再度転送を試みます。
サービスリクエスタ稼働マシンからの転送でロールバックして，ロールバックの回
数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合や，メッセージが有効期限に達
した場合，そのメッセージはデッドメッセージキューに移動します。ただし，次の
場合は，メッセージは削除されます
592



7.　障害対策
• デッドメッセージキューの設定をしていない場合
• 配送回数に無制限の設定をしている場合
• デッドメッセージキューのメッセージ数が超過した場合
• データベースに障害が発生した場合

Cosminexus RMのキュー間転送での障害時の動作の詳細については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。

サービスリクエスタでエラーを検知した場合
サービスリクエスタでエラーを検知した場合のMDB（WS-R）でのエラーの伝わり
方を次の図に示します。

図 7-48　サービスリクエスタでエラーを検知した場合のMDB（WS-R）でのエラーの伝
わり方
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サービスリクエスタから転送キューへメッセージの送信ができなかった場合，サー
ビスリクエスタへ例外（JMSException）がスローされます。サービスリクエスタ
は，例外をキャッチし，キャッチした例外オブジェクトの getterを使用することで，
発生したエラーの詳細を取得できます。サービスリクエスタ稼働マシンからのメッ
セージ送信失敗の場合は，デッドメッセージキューに移動しません。Cosminexus 
RMおよび JMSの詳細については，マニュアル「Cosminexus Reliable Messaging」
を参照してください。

同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合
同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合のMDB
（WS-R）でのエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-49　同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合の
MDB（WS-R）でのエラーの伝わり方
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7.　障害対策
非同期（MDB（WS-R））の標準受付に対してサービス部品を呼び出すときに
ReplyToキューを指定して，非同期（MDB（WS-R））の標準受付から同期のサービ
スアダプタ（Webサービス）のサービス部品を呼び出します。このとき，サービス
部品側でユーザ定義例外が発生すると，エラー情報のメッセージが ReplyToキュー
（転送キュー）に送信されます。
転送キューの送信先をサービスリクエスタ側のローカルキューに指定しておくと，
そこからメッセージを取り出すことで，エラーの内容を取得できます。
ReplyToキュー（転送キュー）はあらかじめ作成して準備しておく必要があります
が，ReplyToキューの設定をしていない場合や，ReplyToキューのメッセージ数が
超過し，ReplyToキューへの送信が失敗した場合，HCSCサーバ内で処理がロール
バックし，標準受付のローカルキューからメッセージが再送されます（サービス部
品側の処理（トランザクション）はロールバックしません）。
ロールバックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合，そのメッ
セージはデッドメッセージキューに移動します。デッドメッセージキュー名を設定
していない場合，およびデッドメッセージキューを作成していない場合，無限に
サービス部品を呼び出す処理が再実行されるため，必ずデッドメッセージキュー名
やデッドメッセージキューを設定してください。

（2） 問題発生個所の切り分け方

サービスリクエスタから標準受付（MDB（WS-R））を使用して，サービス部品を呼び出
した場合の問題発生個所の切り分け方について説明します。切り分け方を次の図に示し
ます。

図 7-50　問題発生個所の切り分け方（サービス部品を呼び出した場合）

(i)サービス部品稼働マシンでのエラーの場合
サービス部品稼働マシン側の Cosminexus RMが出力する障害情報を参照して，障
害を調査します。サービス部品のプログラムでエラー情報を出力している場合は，
Cosminexusのユーザログを参照します。
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要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシン
• サービス部品稼働マシンの Cosminexus RMの設定
• サービス部品のプログラム

(ii)HCSCサーバ稼働マシンでのエラーの場合
HCSCサーバ稼働マシン側のメッセージログ，または HCSCサーバ稼働マシン側の
Cosminexus RMが出力する障害情報を参照して，障害を調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求した引数の内容
• HCSCサーバの設定または状態
• HCSCサーバの Cosminexus RMの設定
• サービスアダプタの定義内容
• ビジネスプロセスの定義内容
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• ネットワークの状態

(iii)サービスリクエスタ稼働マシンでのエラーの場合
サービスリクエスタがキャッチした例外からエラーの内容を取得できます。取得し
た例外のエラー情報を基に対処します。または，サービスリクエスタ稼働マシン側
の Cosminexus RMが出力する障害情報を参照して，障害を調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタ稼働マシンの J2EEコンテナの設定または状態
• サービスリクエスタ稼働マシンの Cosminexus RMの設定
• ネットワークの状態

（3） そのほかの障害要因の特定方法（サービス部品呼び出し要求の実行
履歴の追跡）

サービスリクエスタから指定した情報や，HCSCサーバからの情報を基に，サービス部
品呼び出しの処理がどこまで進んだか実行履歴を追跡できます。ここでは，実行履歴を
追跡するために必要な情報（ID）について説明します。

（a）クライアント相関 ID

クライアント相関 IDは，サービス部品呼び出しを要求するサービスリクエスタ側のプロ
グラムで，要求時に設定する情報です。サービスリクエスタからの要求電文と，HCSC
サーバで管理している実行履歴やログおよびトレースとを対応づけるために使用します。
そのため，HCSCサーバに送信した要求ごとに異なる IDを指定することを推奨します。
IDはサービスリクエスタ開発時に指定します。クライアント相関 IDが引き継がれる範
囲を次の図に示します。
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図 7-51　クライアント相関 IDが引き継がれる範囲（MDB（WS-R）実行時）

（b）メッセージ共通 ID

HCSCサーバが付与する IDです。HCSCサーバ内のログやトレース，電文の実行履歴
情報を識別するために使用します。メッセージ共通 IDが引き継がれる範囲を次の図に示
します。
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図 7-52　メッセージ共通 IDが引き継がれる範囲（MDB（WS-R）実行時）

（c） JMSMessageID

Cosminexus RMが付与する IDです。HCSCサーバ内のログやトレース，電文の実行履
歴に出力します。JMSMessageIDが引き継がれる範囲を次の図に示します。
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図 7-53　JMSMessageIDが引き継がれる範囲（MDB（WS-R）実行時）

（d）JMSCorrelationIDおよびユーザ固有の JMSプロパティ

サービス部品の呼び出し要求時に，サービスリクエスタに JMSCorrelationIDおよび
ユーザ固有の JMSプロパティを設定すると，その値がサービス部品側のキューまで引き
継がれます。サービス部品側のプログラムで取得することで，メッセージを一意に関連
づけられます。JMSCorrelationIDおよびユーザ固有の JMSプロパティが引き継がれる
範囲を次の図に示します。
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図 7-54　JMSCorrelationIDおよびユーザ固有の JMSプロパティが引き継がれる範囲
（MDB（WS-R）実行時）

（e）スレッド ID

J2EEコンテナによって処理するスレッドごとに与えられる IDです。スレッド IDが引
き継がれる範囲を次の図に示します。
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図 7-55　スレッド IDが引き継がれる範囲（MDB（WS-R）実行時）

7.7.4　MDB（DBキュー）実行時の障害対策

（1） MDB（DBキュー）でのエラーの伝わり方

MDB（DBキュー）でのサービス部品呼び出しでは，サービスリクエスタとHCSCサー
バの間，HCSCサーバとサービス部品の間でエラーは伝わりません。検知できる障害の
種類と，ログおよびトレースの出力先を次に説明します。

なお，非同期の標準受付（MDB（DBキュー））からサービスアダプタ（MDB（DB
キュー））へのサービス部品呼び出しはできません。そのため，サービス部品側が DB
キューの場合，またはサービスリクエスタ側が DBキューの場合とに分けて説明します。

（a）DBキューがサービス部品側にある場合

サービス部品でエラーが発生した場合
サービス部品で発生したエラーは，HCSCサーバおよびサービスリクエスタへエ
ラー情報として伝わりません。エラーの情報はサービス部品稼働マシン側に出力さ
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れます。サービス部品でエラーが発生した場合のエラーの伝わり方を次の図に示し
ます。

図 7-56　サービス部品でエラーが発生した場合のエラーの伝わり方

（b）DBキューがサービスリクエスタ側にある場合

HCSCサーバからエラーが発生した場合
HCSCサーバからエラーが発生した場合のエラーの伝わり方を次の図に示します。
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図 7-57　HCSCサーバからエラーが発生した場合のエラーの伝わり方

図中の各エラーには，次に示すケースが該当します。
• エラー 1：要求パラメタ不正など。
• エラー 2：あて先（ロケーション）が見つからない，アダプタが停止しているな
ど。

• エラー 3：データ変換に失敗したなど。
• エラー 4：メッセージ送信失敗など

HCSCサーバで図中のエラー 1～エラー 4のどれかを検知した場合，HCSCサーバ
稼働マシン上の Cosminexus RMにエラーを伝え，
発生したエラーのメッセージをメッセージログに出力します。また，Cosminexus 
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RMは，ローカルキューからメッセージの取り出しに失敗したことを示すメッセー
ジをHCSCサーバ稼働マシン上のログに出力します。
なお，HCSCサーバでエラーを検知した場合，HCSCサーバ側でロールバックして
再度サービス部品でメッセージの取り出し（サービス部品呼び出し）を試みます。
HCSCサーバ稼働マシン上のメッセージの取り出しでロールバックして，ロール
バックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合，そのメッセージは
デッドメッセージキューに移動します。デッドメッセージキュー名を設定していな
い場合，およびデッドメッセージキューを作成していない場合は，無限にサービス
部品を呼び出す処理が再実行されるため，必ずデッドメッセージキュー名やデッド
メッセージキューを設定してください。

Cosminexus RMのセットアップについては，「3.1.2　実行環境に必要なソフトウェアの
設定」を参照してください。Cosminexus RMの詳細については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。

サービスリクエスタでエラーを検知した場合
サービスリクエスタでエラーを検知した場合のエラーの伝わり方を次の図に示しま
す。
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図 7-58　サービスリクエスタでエラーを検知した場合のエラーの伝わり方

サービスリクエスタが DBキューにメッセージをキューイングしたときに発生した
エラーは，サービスリクエスタ稼働マシン側に出力されます。

同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合
同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合のエラー
の伝わり方を次の図に示します。
606



7.　障害対策
図 7-59　同期のサービス部品を呼び出してユーザ定義例外のエラーが発生した場合のエ
ラーの伝わり方

非同期（MDB（DBキュー））の標準受付に対してサービス部品を呼び出しすときに
ReplyToキューを指定して，非同期（MDB（DBキュー））の標準受付から同期の
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サービスアダプタ（Webサービス）のサービス部品を呼び出します。このとき，
サービス部品側でユーザ定義例外が発生すると，エラー情報のメッセージが
ReplyToキュー（送信用共用キュー）に送信されます。送信用共用キューの送信先
をサービスリクエスタ側の DBキューに指定しておくと，そこからメッセージを取
り出すことで，エラーの内容を取得できます。
ReplyToキュー（送信用共用キュー）はあらかじめ作成して準備しておく必要があ
りますが，ReplyToキューの設定をしていない場合や，ReplyToキューのメッセー
ジ数が超過し，ReplyToキューへの送信が失敗した場合，HCSCサーバ内で処理が
ロールバックして，標準受付の受信用共用キューからメッセージが再送されます
（ただし，サービス部品側の処理（トランザクション）はロールバックしません）。
ロールバックの回数（メッセージの配送回数）が最大値に達した場合，そのメッ
セージはデッドメッセージキューに移動します。デッドメッセージキュー名を設定
していない場合，およびデッドメッセージキューを作成していない場合は，無限に
サービス部品を呼び出す処理が再実行されるため，必ずデッドメッセージキュー名
やデッドメッセージキュー設定してください。

（2） 問題発生個所の切り分け方

サービスリクエスタから標準受付（MDB（DBキュー））を使用して，サービス部品を呼
び出した場合の問題発生個所の切り分け方について説明します。問題発生個所の切り分
けの流れを次の図に示します。

図 7-60　問題発生個所の切り分けの流れ（サービスリクエスタから標準受付（MDB
（DBキュー））を使用して，サービス部品を呼び出した場合）

(i)サービス部品稼働マシンでのエラーの場合
サービス部品稼働マシン側に出力する障害情報から，障害を調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービス部品稼働マシンの状態
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• サービス部品稼働マシンの設定
• サービス部品のプログラム

(ii)HCSCサーバ稼働マシンでのエラーの場合
HCSCサーバ稼働マシン側のメッセージログ，または HCSCサーバ稼働マシン側の
Cosminexus RMが出力する障害情報を参照して，障害を調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したバイナリデータの内容
• サービスリクエスタから要求したバイナリデータの形式
• HCSCサーバの設定または状態
• HCSCサーバの Cosminexus RMの設定
• サービスアダプタの定義内容
• ビジネスプロセスの定義内容
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• ネットワークの状態

(iii)サービスリクエスタ稼働マシンでのエラーの場合
サービスリクエスタ稼働マシン側に出力する障害情報から，障害を調査します。
要因は，次の観点で調査してください。
• サービスリクエスタから要求したユーザ電文
• サービスリクエスタ稼働マシンの状態
• サービスリクエスタ稼働マシンの設定
• サービスリクエスタのプログラム

（3） そのほかの障害要因の特定方法（サービス部品呼び出し要求の実行
履歴の追跡）

サービスリクエスタから指定した情報や，HCSCサーバからの情報を基に，サービス部
品呼び出しの処理がどこまで進んだか実行履歴を追跡できます。ここでは，実行履歴を
追跡するために必要な情報（ID）について説明します。

（a）クライアント相関 ID

クライアント相関 IDは，サービス部品呼び出し要求を行うサービスリクエスタ側のプロ
グラムで，要求時に設定する情報です。サービスリクエスタからの要求電文と，HCSC
サーバで管理している実行履歴やログおよびトレースとを対応づけるために使用します。
そのため，HCSCサーバに送信した要求ごとに異なる IDを指定することを推奨します
（サービスリクエスタ作成時に指定が必要です）。クライアント相関 IDが引き継がれる範
囲を次の図に示します。
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図 7-61　クライアント相関 IDが引き継がれる範囲（MDB（DBキュー）実行時）
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（b）メッセージ共通 ID

HCSCサーバが付与する IDです。HCSCサーバ内のログやトレース，電文の実行履歴
情報を識別するために使用します。メッセージ共通 IDが引き継がれる範囲を次の図に示
します。
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図 7-62　メッセージ共通 IDが引き継がれる範囲（MDB（DBキュー）実行時）
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（c） JMSMessageID

Cosminexus RMが付与する IDです。HCSCサーバ内のログやトレース，電文の実行履
歴に出力します。JMSMessageIDが引き継がれる範囲を次の図に示します。
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図 7-63　JMSMessageIDが引き継がれる範囲（MDB（DBキュー）実行時）
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注　JMSCorrelationIDやユーザ固有のプロパティなどの情報は引き継がれません。

（d）スレッド ID

J2EEコンテナによって処理するスレッドごとに与えられる IDです。スレッド IDが引
き継がれる範囲を次の図に示します。
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図 7-64　スレッド IDが引き継がれる範囲（MDB（DBキュー）実行時）
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注　サービス部品側のプログラムと関連づける場合は，ユーザ電文に関連づけのための
情報を埋め込む必要があります。

7.7.5　ユーザ電文に誤りがある場合の障害対策
（1） ユーザ電文に誤りがある場合のエラー

標準受付からサービスアダプタのサービス部品を直接呼び出す場合，サービス部品側で
要求するユーザ電文（XML文書）をサービスリクエスタで作成する必要があります。そ
のため，サービスリクエスタで作成する XMLに誤りがあると，正しくサービス部品を呼
び出せません。SOAP通信での SOAPメッセージとユーザ電文の関係を次の図に示しま
す。
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図 7-65　SOAP通信での SOAPメッセージとユーザ電文の関係

ユーザ電文に誤りがある（フォーマット定義の形式と異なる電文を実行した）場合，
サービスアダプタのプロトコルの違いによって，エラーの内容が異なります。

また，電文の形式によっては，サービスアダプタでエラーとならないでサービス部品で
例外になったり，サービス部品でエラーにならないで想定していない応答が返ったりす
ることがあります。
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（a）Webサービス（SOAP通信）実行時にユーザ電文不正でエラーになる場合

サービスアダプタ（Webサービス）から呼び出せるサービス部品の仕様は，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」のWebサービスを利用したサー
ビス部品の適用範囲で示す適用範囲を満たしている必要があります。適用範囲以外の
サービス部品の場合，動作の保障ができません。

（b）SessionBean実行時にユーザ電文不正でエラーになる場合

サービスアダプタ（SessionBean）から呼び出せるサービス部品の仕様は，マニュアル
「Cosminexus サービスプラットフォーム　開発ガイド」の SessionBeanを利用したサー
ビス部品の適用範囲で示す適用範囲を満たしている必要があります。適用範囲以外の
サービス部品の場合，動作の保障ができません。

（c）MDB（WS-R/DBキュー）実行時にユーザ電文不正でエラーになる場合

サービスリクエスタから要求したユーザ電文に誤りがある場合，MDB（WS-R/DB
キュー）のサービスアダプタではエラーになりません。開発環境で定義するときにス
キーマを定義しますが，通常，このスキーマで定義した形式でないユーザ電文でも，非
同期キューに送信されます。サービス部品側でユーザ電文を受け取って検証するよう作
成している場合は，サービス部品側でエラーを検知します。

（2） サービスアダプタでの電文の検証方法

サービスアダプタに指定したフォーマット定義（XMLスキーマ）とユーザ電文（XML
文書）が，XMLスキーマの仕様に従い，妥当かどうか検証できます。

サービスアダプタでの電文の検証機能を使用するには，HCSCサーバランタイム定義
ファイルの telegram-validationプロパティで設定します。HCSCサーバランタイム定義
ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の「HCSCサーバランタイム定義ファ
イル」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

• 電文の検証機能を使用する場合，妥当性をチェックするため，サービス部品呼び出しの処
理性能に影響があります。そのため，テストやデバッグ環境での使用を推奨します。

• 定義したフォーマット定義に対して妥当でない電文であるにもかかわらず，サービス部品
呼び出しに成功していた電文の場合，電文の検証機能を使用することで，この機能によっ
て妥当な形式でないと判断されると，サービスアダプタでエラーとなります。

電文の検証機能は，HCSCサーバ全体の次の表に示すアダプタで有効となります。サー
ビスアダプタごとには設定できません。また，サービス部品を呼び出す要求電文，また
は応答電文に対して有効となります。
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表 7-42　電文の検証機能が有効になるアダプタ

アダプタ種別 プロトコル
種類

方向 データ変換定義
のパターン

検証するフォー
マット定義

電文種類 検証機能
の有効

サービスアダ
プタ

Webサービ
ス，
SessionBea
n,MDB
（WS-R），
MDB（DB
キュー）

要求 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

標準－サービス
部品でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

応答 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品－
標準でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

フォ
ルト

データ変換なし × XML ×

DBアダプタ 要求 データ変換なし サービス部品電
文

XML ×※ 2

標準－サービス
部品でデータ変
換

標準電文 XML ×

バイナリ ×

サービス部品電
文

XML ×※ 2

応答 データ変換なし サービス部品電
文

XML ×※ 2

サービス部品－
標準でデータ変
換

標準電文 XML ×

バイナリ ×
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サービス部品電
文

XML ×※ 2

TP1アダプタ 要求 データ変換なし サービス部品電
文

バイナリ ×※ 1

標準－サービス
部品でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

バイナリ ×※ 1

応答 データ変換なし サービス部品電
文

バイナリ ×※ 1

サービス部品－
標準でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

バイナリ ×※ 1

Object Access
アダプタ

要求 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

標準－サービス
部品でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

XML ○

応答 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

サービス部品－
標準でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

XML ○

ファイルアダ
プタ

要求 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

標準－サービス
部品でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

アダプタ種別 プロトコル
種類

方向 データ変換定義
のパターン

検証するフォー
マット定義

電文種類 検証機能
の有効
621



7.　障害対策
（凡例）
○：検証機能が有効になります。
×：検証機能が無効になります。
要求：サービスアダプタからサービス部品へ向かうことを示します。
応答：サービス部品からサービスアダプタへ向かうことを示します。
フォルト：エラー時にサービス部品からサービスアダプタへ向かうことを示します。

注※ 1　バイナリ電文のサービス部品呼び出し時は，設定したフォーマット定義を基に DOMに変換
（パース処理）しています。そのため，バイナリ電文でフォーマット定義に対して妥当でない電文を
送付した場合，例外が発生し，次のメッセージが表示されます。
KDEC05504-E An attempt to specify format definition settings has failed. (information1 = 保守情
報 , information2 = 保守情報 )
フォーマット定義の設定に失敗しました。
注※ 2　DBアダプタは，telegram-validationプロパティ以外の機能で，電文形式を検証します。
例えば，サービスアダプタで，要求時に，「リクエスタ（バイナリ）－標準（XML）－サービス部品
（バイナリ）」の変換をした場合，要求電文に対して次の流れで変換と検証をします。

1. 要求電文をリクエスタのフォーマット定義に対して検証します（バイナリ電文の機能
が OFFの場合も同様です）。

2. 1.が妥当であった場合，リクエスタの電文の形式から標準電文の形式に変換します。

3. 変換後の電文を標準電文のフォーマット定義に対して検証します。

4. 2.が妥当であった場合，標準電文の形式からサービス部品電文の形式に変換します。

5. 変換後の電文をサービス部品電文のフォーマット定義に対して検証します（バイナリ

サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

応答 データ変換なし サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品－
標準でデータ変
換

標準電文 XML ○

バイナリ ×※ 1

サービス部品電
文

XML ○

バイナリ ×※ 1

iWayアダプ
タ

要求 データ変換なし サービス部品電
文

XML ×

応答 データ変換なし サービス部品電
文

XML ×

アダプタ種別 プロトコル
種類

方向 データ変換定義
のパターン

検証するフォー
マット定義

電文種類 検証機能
の有効
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電文の機能が OFFの場合も同様です）。

6. 4.が妥当であった場合，サービス部品を呼び出します。

7.7.6　システム全体の障害での障害調査
（1） プロセスハングアップ

サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求や，コマンド要求の応答が返って
こない場合，HCSCサーバ（J2EEサーバ）のプロセスがハングアップしているおそれ
があります。プロセスハングアップ時の調査の流れについて説明します。

（a）サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求の場合

サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求の場合の，プロセスハングアップ
時の調査手順を次に示します。

1. サービス部品呼び出し要求の処理がどこまで完了していて，どこでハングアップして
いるかを調査します。サービス部品呼び出し処理の実行履歴の追跡は，プロトコルご
とに異なります。
各プロトコルでの要求実行時の障害対策については，「7.7.1　Webサービス（SOAP
通信）実行時の障害対策」，「7.7.2　SessionBean実行時の障害対策」，「7.7.3　MDB
（WS-R）実行時の障害対策」，および「7.7.4　MDB（DBキュー）実行時の障害対
策」を参照してください。

2. サービス部品呼び出し要求がどこまで処理されているか調査した結果を参考に，サー
ビスリクエスタ稼働マシン，HCSCサーバ稼働マシン，サービス部品稼働マシン，お
よびデータベース稼働マシンについて，該当プロセスの CPU利用率をそれぞれ調査
します。
CPU利用率が 100%に近い状態の場合，無限ループや再起呼び出しに陥っているお
それがあります。
CPU利用率が 0%に近い状態の場合，バックプロセスからの応答が返ってこないケー
スや，デッドロックなどのおそれがあります。

3. Cosminexusサービスプラットフォームのメッセージログや，Cosminexusの「J2EE
サーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ」を確認して，不正なエラーが出
ていないかどうかを調査します。

4. 性能解析トレースを取得し，解析します。処理に時間が掛かっている個所を特定する
ことで，ハングアップが起きている個所を特定できます。

5. スレッドダンプを複数回取得して，時系列で観察し，それぞれのスレッドダンプで tid
の同じスレッドのスタックトレースを比較調査します。

（b）コマンド要求の場合

コマンド要求の場合の，プロセスハングアップ時の調査手順を次に示します。
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1. コマンド要求の場合，運用環境稼働マシン，HCSCサーバ稼働マシン，およびデータ
ベース稼働マシンについて，該当プロセスの CPU利用率をそれぞれ調査します。
CPU利用率が 100%に近い状態の場合，無限ループや再起呼び出しに陥っているお
それがあります。
CPU利用率が 0%に近い状態の場合，バックプロセスからの応答が返ってこないケー
スや，デッドロックなどのおそれがあります。

2. Cosminexusサービスプラットフォームのメッセージログや，Cosminexusの「J2EE
サーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ」，および「運用管理エージェン
ト，運用監視エージェント，Management Serverのログ」を確認して，不正なエラー
が出ていないかどうかを調査します。

3. スレッドダンプを複数回取得して，時系列で観察し，それぞれのスレッドダンプで tid
の同じスレッドのスタックトレースを比較調査します。

（2） プロセススローダウン

サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求のスループットやレスポンスタイ
ムがスローダウンしてきた場合の調査の流れについて説明します。

1. 性能解析トレースで，実行時間の長い個所を割り出します。
性能解析トレースを取得，解析し，処理に時間が掛かっている個所を特定すること
で，スローダウンが起きている個所を特定できます。

（3） タイムアウト

サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求や，コマンド要求の応答でタイム
アウトが発生した場合の流れについて説明します。

（a）サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求の場合

サービスリクエスタからのサービス部品呼び出し要求の場合の，タイムアウト時の調査
手順を次に示します。

1. タイムアウトが発生した場合，エラーメッセージが出力されるので，これを調査しま
す。

2. タイムアウトのエラーメッセージのほかにエラーメッセージが出ていないかどうか，
Cosminexusサービスプラットフォームのメッセージログや，Cosminexusの「J2EE
サーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ」を確認して調査します。

3. サービス部品呼び出し要求処理がどこまで完了していて，どこでハングアップしてい
るかを調査します。サービス部品呼び出し処理の実行履歴の追跡は，プロトコルごと
に異なります。
各プロトコルでの要求実行時の障害対策については「7.7.1　Webサービス（SOAP
通信）実行時の障害対策」，「7.7.2　SessionBean実行時の障害対策」，「7.7.3　MDB
（WS-R）実行時の障害対策」，および「7.7.4　MDB（DBキュー）実行時の障害対
策」を参照してください。
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7.　障害対策
4. リクエストトレースまたは性能解析トレースを調査します。
サービス部品呼び出し要求がどこまで行われているか調査した結果を参考に，処理に
時間が掛かっている個所を特定することで，タイムアウトが発生した原因を究明でき
ます。

（b）コマンド要求の場合

コマンド要求の場合の，タイムアウト時の調査手順を次に示します。

1. タイムアウトが発生した場合，エラーメッセージが出力されるので，これを調査しま
す。

2. タイムアウトのエラーメッセージのほかにエラーメッセージが出ていないかどうか，
Cosminexusサービスプラットフォームのメッセージログや，Cosminexusの「J2EE
サーバ，リダイレクタ，サーバ管理コマンドのログ」，および「運用管理エージェン
ト，運用監視エージェント，Management Serverのログ」を確認して，不正なエラー
が出ていないかどうか調査します。

7.7.7　ビジネスプロセス実行時の障害対策
ビジネスプロセス実行時には，次の図に示す障害が発生する場合があります。これらの
障害時の対処方法について説明します。
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図 7-66　ビジネスプロセス実行時の障害

（1） 非同期受信の失敗

サービスリクエスタから非同期の受付アクティビティに対して電文を送信したときに，
エラーが発生した場合，HCSCサーバでは電文を受け付けていない状態となります。こ
の場合の対処方法を次に示します。

対処方法

1. エラーの要因を取り除きます。

2. サービスリクエスタから，同一の電文を再送信します。

（2） 同期受信時のエラー

サービスリクエスタから同期の受付アクティビティに対して電文を送信したときに，エ
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7.　障害対策
ラーになった場合の対処方法を次に示します。

対処方法

1. エラーメッセージを参照します。

2. エラーの原因を取り除きます（エラーの種類によっては必要です）。

3. サービスリクエスタから電文を再送信します。

（3） 同期受信時のタイムアウト

サービスリクエスタから同期の受付アクティビティに対して電文を送信したときに，タ
イムアウトが発生した場合の対処方法を次に示します。

対処方法

サービスリクエスタから送信した電文が実行できているかどうか不明なため，メッセー
ジログにエラーメッセージが出力されているかどうかを確認します。

エラーメッセージが出力されている場合
1. エラーメッセージが出力されている場合は，エラーメッセージに対応した対処を
実施します。

エラーメッセージが出力されていない場合
1. 該当電文の相関セットから，プロセスインスタンスの状態を cscpiselectコマン
ドで確認します。

2. プロセスインスタンスの状態が実行中のままの場合は，次のどちらかを実施しま
す。
・プロセスインスタンスを cscpireexecコマンドで再実行します。
・プロセスインスタンスの実行履歴を cscpideleteコマンドで削除して，サービス
リクエスタから同一電文を再送信します。
プロセスインスタンスの状態を取得できない場合は，該当電文の受信が失敗して
いるため，サービスリクエスタから同一の電文を再送信します。

（4） サービス部品への同期送信時のエラー

HCSCサーバがサービス部品に対して同期の呼び出しを実行したときに，エラーまたは
タイムアウトを検知した場合，該当するサービス部品呼び出しアクティビティが実行中
の状態のままとなり，プロセスインスタンスの実行が停止します。この場合の対処方法
を次に示します。

対処方法

1. 障害情報に従って，サービス部品のエラー原因を取り除きます。

2. cscpireexecコマンドでプロセスインスタンスを再実行して，サービス部品を再呼び
出しします。このとき，サービス部品に対して同一メッセージの 2回目の呼び出しが
行われるため，サービス部品側で重複チェックを実施して 2回目の呼び出しを矛盾な
く処理できる必要があります。
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（5） サービス部品への同期送信時のフォルト

HCSCサーバがサービス部品に対して同期呼び出しを実行したときに，サービス部品が
フォルト電文を応答した場合の対処方法を次に示します。

対処方法

• フォルトコネクションを定義している場合
定義したフォルトコネクションに従って，処理が実行されます。

• フォルトコネクションを定義していない場合
プロセスインスタンスがフォルト終了状態となり，プロセスインスタンスの実行が停
止します。サービス部品がフォルトを応答しないような電文を再送信します。
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7.8　障害発生時の自動運用
障害発生時に自動運用できるようにするための機能について記述します。

7.8.1　JP1連携機能を使用した障害の監視

（1） JP1によるメッセージの監視

Cosminexusサービスプラットフォームでは，発生した障害のメッセージを JP1イベン
トとして JP1に通知します。これによって，出力するエラーメッセージを収集し，JP1
の統合コンソールで集中的に監視できます。

また，JP1側で特定の JP1イベント（エラーメッセージ）の受信を契機として，自動的
にコマンドを実行して，障害の発生をシステム管理者へ通知する運用や，回復のために
コマンドを実行するなど，システム運用を自動化できます。

JP1の統合コンソールで監視するための設定については，「2.7　JP1連携機能を使用す
る場合の環境構築」を参照してください。メッセージマッピングファイルについては，
マニュアル「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。

（2） JP1イベントの確認方法

JP1イベントの詳細情報は，JP1の統合コンソールから確認します。統合コンソールで
詳細を表示したい JP1イベントを，ダブルクリックまたは右クリックから［イベント詳
細表示］を選択すると，JP1イベントの詳細情報が表示されます。統合コンソールの表
示方法については，マニュアル「JP1/Integrated Management - Manager システム構
築・運用ガイド」を参照してください。

統合コンソールと JP1イベントの詳細情報の表示例を次の図に示します。
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図 7-67　統合コンソールと JP1イベントの詳細情報の表示例

7.8.2　Cosminexusサービスプラットフォームから通知する
JP1イベントの詳細情報

ここでは，JP1イベントの詳細情報のうち，Cosminexus サービスプラットフォーム特
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7.　障害対策
有の値について説明します。

（1） イベント ID

発行アプリケーションプログラムや事象の内容を表す値です。重大度によって，次の表
に示す値が表示されます。

表 7-43　重大度とイベント ID

（2） 重大度

JP1イベントの緊急性を表します。緊急性の高い順に，次の値が表示されます。

1. Error：エラー
2. Warning：警告
3. Information：情報

（3） オブジェクト ID

「<論理サーバ名 >：<J2EEアプリケーション名 >」が表示されます。

論理サーバ名
Cosminexus サービスプラットフォーム構築時に設定した J2EEサーバ名が表示さ
れます。

J2EEアプリケーション名
メッセージ発行元の J2EEアプリケーション名が特定できた場合，J2EEアプリ
ケーション名が表示されます。J2EEアプリケーション名から，Cosminexus サービ
スプラットフォームの障害発生個所が特定できます。J2EEアプリケーション名と
Cosminexus サービスプラットフォームの障害発生個所を次の表に示します。

表 7-44　J2EEアプリケーション名と Cosminexus サービスプラットフォームの障害発生
個所

重大度 イベント ID

Error 0x00012093

Warning 0x00012094

Information 0x00012096

J2EEアプリケーション名 障害発生個所

CSCMessaging 実行環境（運用制御）

CSCMsgAsyncServiceDelivery 実行環境（標準の非同期受付（MDB（WS-R）））

CSCMsgAsyncServiceDeliveryDBQ 実行環境（標準の非同期受付（MDB（DBキュー）））

CSCMsgSyncServiceDelivery 実行環境（標準の同期受付（SessionBean））
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（4） メッセージ ID

JP1イベントとして発行された Cosminexus サービスプラットフォームのメッセージ ID
が表示されます。KDECから始まるメッセージ IDが表示されます。

CSCMsgSyncServiceDeliveryWS 実行環境（標準の同期受付（Webサービス））

サービス ID 該当するビジネスプロセスまたはサービスアダプタ

J2EEアプリケーション名 障害発生個所
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7.9　HCSCサーバ障害発生後の回復方法

7.9.1　HCSCサーバのシステム運用ができなくなった場合の
回復方法

HCSCサーバで障害が発生し，システムの運用ができない場合は，次のように対処して
ください。

（1） 復旧に必要な情報

HCSCサーバの復旧に必要な情報を次に示します。

• 運用環境のリポジトリ情報
障害発生時の運用環境のリポジトリ情報です。

• HCSCサーバ構成定義ファイル
HCSCサーバのセットアップ時に，cscsvsetupコマンドの -propfileオプションで設
定した情報です。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイル
HCSCサーバのセットアップ時に，前提となる情報です。

• HCSCサーバランタイム定義ファイル
cscsvconfigコマンドの -propfileオプションで設定した情報です。

（2） 復旧手順

1. cscrepctlコマンドを実行して，リポジトリをエクスポートし，現在のリポジトリ情報
をバックアップします。

2. cscsvunsetupコマンドを実行して，障害が発生した HCSCサーバをアンセットアッ
プします。

cscsvunsetupコマンドを実行してエラーが発生する場合は，手順 3.を実施してくだ
さい。エラーが発生しない場合は，手順 4.を実施してください。

3. 障害の内容に応じてコマンドを実行します。
• HCSCサーバのあるマシンとの間で通信障害が発生する場合

cscsvunsetupコマンドを実行して，障害が発生した HCSCサーバをアンセット
アップします。

 
cscrepctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -export <ファイル名>
 

 
cscsvunsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <アンセットアッ
プするHCSCサーバ名>
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• リポジトリまたはシステム構成定義でバージョン不一致が発生する場合
リポジトリルート配下を手動で削除してください。

4. 不要なリソースが残っているかどうかを確認し，不要なリソースが残っている場合は
手動で削除します。
不要なリソースの確認については，「7.5.3　HCSCサーバのセットアップおよびアン
セットアップ時の回復方法」を参照してください。

5. cscsvsetupコマンドを実行して，HCSCサーバをセットアップします。
cscsvsetupコマンドの -propfile オプションには，障害が発生したHCSCサーバで設
定した HCSCサーバ構成定義ファイルを指定してください。

6. cscrepctlコマンドを実行して，手順 1でバックアップしたリポジトリ情報をインポー
トします。

7. 必要に応じて csccompodeployコマンドを実行して，ビジネスプロセスやサービスア
ダプタを配備します。
• ビジネスプロセスを配備する場合

• サービスアダプタを配備する場合

7.9.2　クラスタ構成時の回復方法
クラスタ構成時に障害が発生した場合の対処方法について，ロードバランスクラスタ構
成の場合と HAクラスタ構成の場合とに分けて説明します。

 
cscsvunsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <アンセットアッ
プするHCSCサーバ名> -ignore
 

 
cscsvsetup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名> 
-cluster <クラスタ名> -propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名>
 

 
cscrepctl -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -import <ファイル名>
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -name <ビジネスプロセスのサービスID>
 

 
csccompodeploy -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -csc <HCSCサーバ名
> -name <サービスアダプタのサービスID>
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（1） ロードバランスクラスタ構成での障害と復旧

ロードバランスクラスタを構成しているHCSCサーバの障害に備え，ロードバランスク
ラスタに余裕を持ったHCSCサーバの台数を準備することで，障害が発生してもロード
バランスクラスタで稼働しているHCSCサーバの負荷を一定に保つことができます。

！！！！ 注意事項
 

標準の非同期受付（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））の受付キューは，HCSCサーバ
ごとに用意します。したがって，ロードバランスクラスタ構成で障害が発生した場合，標準
の非同期受付（MDB（WS-R）／MDB（DBキュー））の受付キューに滞留している電文は
送信できません。

（a）障害が発生した HCSCサーバの切り離し

ロードバランスクラスタを構成しているHCSCサーバで障害が発生した場合，障害が発
生した HCSCサーバをロードバランスクラスタから切り離します。切り離したあと，
HCSCサーバの障害を取り除いて，サービス部品の実行要求を受け付けられる状態にし
ます。障害を取り除いたHCSCサーバをロードバランスクラスタ内で稼働させることで
復旧します。

（b）障害が発生した HCSCサーバの復旧

障害が発生した HCSCサーバの切り離しと復旧手順について次に示します。

1. 障害が発生した場合，障害が発生した HCSCサーバにサービス部品の実行要求を送信
しないよう，ロードバランサを設定します。
ロードバランサを設定することで，HCSCサーバへのサービス部品の実行要求を制御
します。設定方法は，各ロードバランサの仕様によって異なります。

2. CTMを使用している場合，キューを閉塞します。
キューの閉塞方法については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」の
CTMを使用したサービスの閉塞（運用管理コマンド）に関する内容を参照してくだ
さい。

3. 障害が発生した HCSCサーバから障害を取り除き，サービス部品の実行要求を受け付
けられる状態にします。

4. CTMを使用している場合，キューの閉塞を解除します。
キューの閉塞を解除する方法については，マニュアル「Cosminexus　システム運用
ガイド」の CTMを使用したサービスの閉塞（運用管理コマンド）に関する内容を参
照してください。

5. 障害を取り除いた HCSCサーバにサービス部品の実行要求を送信するよう，ロードバ
ランサを設定します。
設定方法は，各ロードバランサの仕様によって異なります。
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（2） HAクラスタ構成での障害と復旧

現用系に障害が発生した場合，クラスタソフトウェアによって，処理は待機系に切り替
えられます。待機系への切り替え後，現用系の障害を取り除いて，現用系での運用を再
開させます。

！！！！ 注意事項
 

現用系に障害が発生し，待機系に運用が切り替わった場合，現用系の障害を取り除いて，現
用系での運用に戻す必要があります。待機系をそのまま現用系として利用し，障害が発生し
た系の障害を取り除いて待機系として利用することはできません。

（a）系の切り替え

現用系に障害が発生し，クラスタソフトで待機系に処理が切り替わるときの動作を次の
図に示します。
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図 7-68　障害発生時の待機系への切り替え（HAクラスタ）

（b）現用系の復旧

現用系に障害が発生し，待機系に運用が切り替わった場合，現用系の障害を取り除いて，
現用系での運用に戻す必要があります。

現用系の障害を取り除いて，運用を現用系に戻す手順について次に示します。

1. 現用系および待機系をサービスリクエスタ用のネットワークから切断するなどして，
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けない状態にします。

2. 待機系の標準受付およびユーザ定義受付を停止します。
標準受付の停止方法については，「5.2.29　標準受付を停止する」を参照してくださ
い。
ユーザ定義受付の停止方法については，「5.2.32　ユーザ定義受付を停止する」を参照
してください。

3. 待機系の HCSCサーバを停止します。
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7.　障害対策
HCSCサーバの停止方法については，「5.2.36　HCSCサーバを停止する」を参照し
てください。

4. 現用系の HCSCサーバの障害を回復します。
障害情報の採取方法および障害の回復方法については，「7.　障害対策」を参照してく
ださい。

5. 現用系の HCSCサーバを起動します。
HCSCサーバの起動方法については，「5.2.4　HCSCサーバを起動する」を参照して
ください。

6. 現用系の標準受付およびユーザ定義受付を開始します。
標準受付の開始方法については，「5.2.11　標準受付を開始する」を参照してくださ
い。
ユーザ定義受付の開始方法については，「5.2.8　ユーザ定義受付を開始する」を参照
してください。

7. 現用系および待機系をサービスリクエスタ用のネットワークに接続するなどして，現
用系でサービスリクエスタからの実行要求を受け付けられる状態にして運用を再開し
ます。

7.9.3　運用環境のバックアップと復旧
運用環境に発生した障害を復旧する場合や，システムの規模の拡大に伴う運用マシンの
移行などで環境を移行する場合に，環境の復旧に必要なファイルをバックアップできま
す。

（1） 運用環境のバックアップ

次に示す cscenvbackupコマンドを実行して，運用環境の復旧に必要な最新のファイルを
バックアップします。

HCSC-Manager定義ファイルに，バックアップファイル出力先ディレクトリを指定して
いる場合は，次に示す cscenvbackupコマンドを実行します。

 
cscenvbackup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -backupdir  <バック
アップファイル出力先ディレクトリ>
 

 
cscenvbackup -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード>
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参考
 

運用環境バックアップファイルは，自動バックアップの場合にも取得できます。自動バック
アップ時に取得される運用環境バックアップファイルは，次のところにあります。
• HCSC-Manager定義ファイル（cscmng.propertes）に指定した環境バックアップファイ
ルの出力先

• <Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥spool¥manager（HCSC-Manager定
義ファイル（cscmng.propertes）に出力先の指定がない場合）

　

取得した運用環境バックアップファイルは，次のコマンドを実行して，バックアップ
ファイル内のリポジトリ情報を確認できます。

（2） 運用環境の復旧

運用環境は，cscenvrestoreコマンドを使用して，運用環境バックアップファイルから復
旧できます。

参考
 

cscenvrestoreコマンドによる復旧は，運用環境を実行環境と異なるマシンに構築している
場合などに適しています。

！！！！ 注意事項
 

cscenvrestoreコマンドで復旧できるのは，運用環境だけです。実行環境はこのコマンドで
は復旧できません。実行環境を復旧するには，次に示す項の手順に従い，環境のリポジトリ
情報やリソースを取り除いてから，実行環境を再構築してください。
• 7.5.3　HCSCサーバのセットアップおよびアンセットアップ時の回復方法
• 7.5.4　HCSCコンポーネントの配備および削除時の回復方法

（a）ディスク障害から復旧する場合の手順

手順を次に示します。

1. HCSCサーバを構築したマシンを用意します。HCSCサーバのディスクを交換する
か，または必要に応じて PPをインストールします。

2. 取得済みの運用環境バックアップファイルを復旧するマシンが認識できるところに格
納します。

3. cscreplsコマンドを実行して，運用環境バックアップファイルの復旧する環境を確認

 
cscrepls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -envbackfile <運用環境
バックアップファイル名>
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します。

4. cscenvrestoreコマンドを実行して，運用環境バックアップファイルを使用し，環境
を復旧します。

（b）運用マシンを移行する場合の手順

手順を次に示します。

1. 必要に応じて，cscenvbackupコマンドで復旧前の運用環境のバックアップファイル
を取得します。
cscenvrestoreコマンドで運用環境を復旧させた場合，復旧前の運用環境は破棄され
ます。環境バックアップファイルは，自動バックアップ時と復旧直前とで内容が異な
る場合があります。

2. 移行前とは異なる，HCSCサーバを構築したマシンを用意します。

3. 取得済みの運用環境バックアップファイルを，移行後のマシンが認識できるところに
格納します。

4. cscreplsコマンドを実行して，運用環境バックアップファイルの復旧する環境を確認
します。

5. cscenvrestoreコマンドを実行して，運用環境バックアップファイルを使用し，環境
を復旧します。

 
cscrepls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -envbackfile <運用環境
バックアップファイル名>
 

 
cscenvrestore -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -restorefile <運用
環境のバックアップファイル名>
 

 
cscrepls -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -envbackfile <運用環境
バックアップファイル名>
 

 
cscenvrestore -user <ログインユーザID> -pass <ログインパスワード> -restorefile <運用
環境のバックアップファイル名>
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！！！！ 注意事項
 

cscenvbackupコマンドまたは cscrepctlコマンド（-importオプション）を実行して取得し
た環境バックアップには，HCSC-Manager定義ファイル（cscmng.properties）が格納され
ています。しかし，cscenvrestoreコマンドで運用環境を復旧したときには，復旧先の
HCSC-Manager定義ファイルを有効とし，環境バックアップに含まれる HCSC-Manager
定義ファイルは，別名（cscmng_backup.properties）で復旧します。
cscmng_backup.propertiesは，参考資料として活用してください。また，不要であれば，
削除しても問題ありません。

（c）復旧時の自動バックアップ

cscenvrestoreコマンドを使用して，運用環境バックアップファイルから復旧する場合，
復旧前の環境を自動でバックアップします。誤った運用環境バックアップファイルから
環境を復旧してしまった場合に，この復旧時の自動バックアップファイルを使用するこ
とで，復旧前の環境に戻すことができます。

復旧時のバックアップファイルは，cscenvrestore_1.zipのファイル名で次のディレクト
リに出力されます。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥csc¥spool¥manager
 

なお，バックアップファイルの出力先ディレクトリは，HCSC-Manager定義ファイルの
cscmng.envbackup.dirパラメタ，または cscmng.envbackup.dir.envrestoreパラメタで
変更できます。出力先ディレクトリに古いバックアップファイルが存在している場合は，
復旧が成功したあとに，古いバックアップファイルが削除されます。

また，復旧時に自動バックアップをするかどうかは，HCSC-Manager定義ファイルの
cscmng.envbackup.autogetパラメタ，または cscmng.envbackup.autoget.offパラメタ
で設定できます。

HCSC-Manager定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Manager定義ファイル」を参照してください。

7.9.4　デッドロックが発生した場合の回復方法
HCSCサーバ上のプロセスでデッドロックが発生した場合，次の方法でHCSCサーバを
回復します。

（1） HCSCサーバへのサービス部品呼び出し要求が応答しなくなった場
合

HCSCサーバへのサービス部品呼び出し要求が応答しなくなった場合の調査手順を次に
示します。

1. cjlistthreadコマンドを使用してスレッド情報を確認します。
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2. cjstopthreadコマンドを使用して，不正なスレッドを削除します。

3. スレッドを削除できない場合は cscsvstopコマンドの -forceオプションを指定して
HCSCサーバを強制停止してください。
CSC-Managerの運用環境画面からは操作できないため，注意してください。

4. HCSCサーバの強制停止を行い停止が完了したら，cscsvstartコマンドを使用して
HCSCサーバを再起動します。

cjstopthreadコマンドおよび cjlistthreadコマンドの使い方の詳細については，マニュア
ル「Cosminexus　リファレンス　コマンド編」を参照してください。スレッドの状態な
ど，実行状態の確認方法については，マニュアル「Cosminexus　システム運用ガイド」
を参照してください。cscsvstopコマンドおよび cscsvstartコマンドの使い方の詳細につ
いては，「10.　コマンド」の「cscsvstop（HCSCサーバの停止）」および「cscsvstart
（HCSCサーバの起動）」を参照してください。

（2） HCSCコンポーネントや標準受付を停止できなくなった場合

HCSCコンポーネントや標準受付を停止できなくなった場合の調査手順を次に示します。

1. スレッドを削除できない場合は，cscsvstopコマンドの -forceオプションを指定して
HCSCサーバを強制停止します。
CSC-Managerの運用環境画面からは操作できないため注意してください。

2. HCSCサーバを強制停止して停止が完了したら，cscsvstartコマンドを使用して
HCSCサーバを再起動します。

3. csmlslocationコマンドや cscstatusコマンドを使用して，HCSCコンポーネントや標
準受付の状態を確認します。
停止失敗状態（stopfailed）になっている場合は，HCSCコンポーネントの場合は
csccompostopコマンドを入力して HCSCコンポーネントの停止を試みてください。
標準受付の場合は，cscrcptnstopコマンドに -stopfg forceを指定して強制停止を試み
てください。
状態が停止状態（inactive）になれば，それぞれの起動コマンドを入力することで復
旧します。

各コマンドの使い方の詳細については，「10.　コマンド」の該当するコマンドを参照し
てください。
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8　 運用環境で使用する画面
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームの運用環
境で使用する画面について説明します。

8.1　画面構成

8.2　基本情報ページ

8.3　定義情報ページ

8.4　稼働運用ページ

8.5　稼働確認ページ

8.6　履歴管理ページ
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8.1　画面構成
運用環境での画面構成について説明します。

図 8-1　運用環境での画面構成

メニューバー
Eclipseのメニューバーです。運用環境の固有メニューは［HCSC-Manager］です。

ツリービュー
HCSC-Managerが管理しているシステム構成，および管理対象（アダプタやビジネ
スプロセス）の状態がアイコンで表示されます。ツリービューでは，管理対象を示
すアイコンに，その状態を表すアイコンを組み合わせて表示します。ツリービュー
で表示されるアイコンを次の表に示します。
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表 8-1　ツリービューで表示されるアイコン

ツリービューで管理対象を選択して右クリックすると，コンテキストメニューが表
示され，管理対象に対する操作ができるようになります。

エディタエリア
ツリービューに表示される管理対象の情報を表示したり，操作したりするためのエ
ディタです。エディタの種類を次に示します。

表 8-2　エディタの種類

分類 アイコン /状態 説明

アイ
コン

HCSC-Managerを示します。

HCSC-Domainを示します。

ロードバランスクラスタまたは HAクラスタを示します。

HCSCサーバを示します。

ビジネスプロセスを示します。

サービスアダプタまたは DBアダプタを示します。

ユーザ定義受付を示します。

状態 次のどちらかを示します。
• HCSCサーバの起動状態
• サービスアダプタまたは DBアダプタの開始状態

停止状態を示します。

閉塞状態を示します。

配備前状態を示します。

取得失敗を示します。

エディタ名 ページ名 機能

HCSCサーバエディタ 基本情報ページ HCSCサーバの基本情報を表示します。

定義情報ページ HCSCサーバの定義情報を表示します。

稼働運用ページ HCSCサーバの稼働運用操作を実行します。

稼働確認ページ HCSCサーバのリソースの稼働情報を確認しま
す。

ビジネスプロセスエディタ 基本情報ページ ビジネスプロセスの基本情報を表示します。

稼働運用ページ ビジネスプロセスの稼働運用操作を実行します。

履歴管理ページ プロセスインスタンスの実行履歴を管理します。
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タブ
エディタごとに，表 8-2に示すページに切り替わります。

コンソールビュー
ログを出力する領域です。
コンソールビューには，次の形式で出力されます。
yyyy/mm/dd△ hh:mm:ss△アプリケーション名△メッセージ ID△メッセージ本文
　
アプリケーション名には，次のように表示されます。
• 画面操作のログの場合：「Plug-in」
• Cosminexus Managerからのログの場合：セットアップ時に指定した

Cosminexus Manager名

出力されるメッセージが 64KBを超える場合は，古いメッセージから 4KBほど行単
位で削除されます。

ショートカット
ツリービューやダイアログなどで，［Alt］キーを押したまま「(G)」などのアンダー
バー付きの文字と同じキーを押すと，管理対象を選択できます。

サービスアダプタエディタ 基本情報ページ サービスアダプタの基本情報を表示します。

稼働運用ページ サービスアダプタの稼働運用を実行します。

ユーザ定義受付エディタ 基本情報ページ ユーザ定義受付の基本情報を表示します。

定義情報ページ ユーザ定義受付の定義情報を表示します。

稼働運用ページ ユーザ定義受付の稼働運用操作を実行します。

エディタ名 ページ名 機能
646



8.　運用環境で使用する画面
8.2　基本情報ページ
基本情報ページには，HCSC-Managerが管理している対象の現在の基本情報が表示され
ます。これらの情報は，設定内容を確認するために利用できます。

各管理対象の基本情報ページは，ツリービューから管理対象を選択し，エディタエリア
で［基本情報］タブを選択すると表示されます。

基本情報ページについて，管理対象ごとに説明します。

（1） HCSCサーバ基本情報

HCSCサーバの基本情報ページには，HCSCサーバの構築時の情報が表示されます。ま
た，HCSCサーバ連携の設定をしている場合は，HCSCサーバ連携構築時の基本情報も
表示されます。これらの情報で，HCSCサーバ，およびHCSCサーバの連携をセット
アップしたあとの設定内容を確認できます。

HCSCサーバの基本情報ページの画面および表示される項目を次に示します。

図 8-2　HCSCサーバの基本情報ページ
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HCSCサーバ表示名
HCSCサーバの表示名が表示されます。HCSCサーバの表示名が指定されていない
場合は，HCSCサーバの名称が表示されます。

HCSCサーバ名
HCSCサーバの名称が表示されます。

標準受付セットアップ状態
次の項目について，セットアップしているかどうかが表示されます。セットアップ
している場合は「ON」，セットアップしていない場合は「OFF」，基本情報の取得に
失敗した場合は「取得失敗」が表示されます。
• 同期（Webサービス）
• 同期（SessionBean）
• 非同期（MDB（WS-R））
• 非同期（MDB（DBキュー））

依存ユーザ定義受付
HCSCサーバに依存しているユーザ定義受付の名称が表示されます。

依存ビジネスプロセス
HCSCサーバに依存しているビジネスプロセスのサービス名が表示されます。

依存サービスアダプタ
HCSCサーバに依存しているサービスアダプタのサービス名が表示されます。

連携先 HCSCサーバ
連携をセットアップした HCSCサーバの名称が表示されます。

（2） ビジネスプロセス基本情報

ビジネスプロセス基本情報ページには，ビジネスプロセスの基本情報が表示され，ビジ
ネスプロセスの設定内容を確認できます。ビジネスプロセスの基本情報ページの画面お
よび表示される項目を次に示します。
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図 8-3　ビジネスプロセスの基本情報ページ

サービス名
ビジネスプロセス定義名またはサービス名が表示されます。

サービス ID
ビジネスプロセスのサービス IDが表示されます。

更新日時
配備済みビジネスプロセスが更新された日時が表示されます。基本情報の取得に失
敗した場合は「取得失敗」，ビジネスプロセスの配備前は「-」が表示されます。

バージョン
ビジネスプロセスのバージョンが表示されます。

依存 HCSCサーバ
依存しているHCSCサーバの表示名が表示されます。

依存ユーザ定義受付
依存しているユーザ定義受付の名称が表示されます。
649



8.　運用環境で使用する画面
（3） サービスアダプタ基本情報

サービスアダプタ基本情報ページには，サービスアダプタの基本情報が表示され，サー
ビスアダプタの設定内容を確認できます。サービスアダプタの基本情報ページの画面お
よび表示される項目を次に示します。

図 8-4　サービスアダプタの基本情報ページ（サービス種別がWebサービスの場合）

サービス名
サービスアダプタのサービス名が表示されます。

サービス ID
サービスアダプタのサービス IDが表示されます。

サービス種別
サービスアダプタのサービス種別が表示されます。次の種別のうち，どれかが表示
されます。
• Webサービス
• SessionBean
• MDB（WS-R）
• MDB（DBキュー）
• カスタム
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送信元キュー名
非同期のアダプタの場合に，サービスアダプタが利用するキュー名が表示されます。
サービスアダプタの配備前は「-」が表示されます。

更新日時
配備済みサービスアダプタが更新された日時が表示されます。基本情報の取得に失
敗した場合は「取得失敗」，サービスアダプタの配備前は「-」が表示されます。

サービス情報
サービス種別に応じた情報が表示されます。
サービスアダプタをインポートしていない場合（デバック環境でリポジトリを共有
している場合）は，何も表示されません。
サービス種別と対応するサービス情報を次の表に示します。

表 8-3　サービス種別に対応するサービス情報の表示項目

サービス種別 サービス情報

項目 意味

Webサービス URL Webサービスの URLが表示されます。

接続タイムアウト［秒］ サービス部品呼び出し時のソケットの接続タイ
ムアウト値が表示されます。

読み込みタイムアウト［秒］ サービス部品呼び出し時のソケットの読み込み
タイムアウト値が表示されます。

書き込みタイムアウト［秒］ サービス部品呼び出し時のソケットの書き込み
タイムアウト値が表示されます。

SessionBean URL ネーミングサービスの URLが表示されます。

ルックアップ名 JNDI名前空間に登録されている，呼び出すサー
ビス部品の名称が表示されます。

EJB呼出しタイムアウト サービス部品呼び出し時のビジネスメソッド呼
び出しのタイムアウト値が表示されます。

MDB（WS-R） 送信先キュー名 サービスアダプタがメッセージを送信する
キュー名が表示されます。

呼出し設定 リモートホストのサービス部品に接続するか，
ローカルホストのサービス部品に接続するかが
表示されます。リモートホストのサービス部品
に接続する場合は，「リモート呼出し」が表示さ
れます。ローカルホストのサービス部品に接続
する場合は，「ローカル呼出し」が表示されま
す。

URL サービスアダプタが使用する転送キューのメッ
セージ転送先の URLが表示されます。［呼出し
設定］が「ローカル呼出し」の場合は，何も表
示されません。
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依存 HCSCサーバ
依存している HCSCサーバの表示名が表示されます。

（4） ユーザ定義受付基本情報

ユーザ定義受付基本情報ページには，ユーザ定義受付の基本情報が表示され，ユーザ定
義受付の設定内容を確認できます。ユーザ定義受付の基本情報ページの画面および表示
される項目を次に示します。

最大メッセージ数 サービスアダプタが使用する転送キューが保持
できるメッセージの最大数が表示されます。［呼
出し設定］が「ローカル呼出し」の場合は，何
も表示されません。

順序保証 サービスアダプタが使用する転送キューがメッ
セージを正しい順序で転送することを保証する
かどうかが表示されます。次のどちらかが表示
されます。
• ON
保証します。

• OFF
保証しません。

［呼出し設定］が「ローカル呼出し」の場合は，
何も表示されません。

転送キュー作成先 RDエリア サービスアダプタが使用する転送キューの作成
先の RDエリア名が表示されます。［呼出し設
定］が「ローカル呼出し」の場合は，何も表示
されません。

MDB（DB
キュー）

送信先キュー名 サービス部品に関連づけられるキュー名が表示
されます。

サービス種別 サービス情報

項目 意味
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図 8-5　ユーザ定義受付の基本情報ページ

受付名
ユーザ定義受付の受付名が表示されます。

受付 ID
ユーザ定義受付の受付 IDが表示されます。

更新日時
ユーザ定義受付が更新された日時が表示されます。基本情報の取得に失敗した場合
は「取得失敗」，ユーザ定義受付の配備前は「-」が表示されます。

依存 HCSCサーバ
依存しているHCSCサーバの表示名が表示されます。

依存ビジネスプロセス
依存しているビジネスプロセスのサービス名が表示されます。
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8.3　定義情報ページ
定義情報ページには，管理対象に設定され，実行環境で反映済みの定義情報が表示され
ます。これらの情報は，HCSCサーバの構築後も変更できます。

各管理対象の定義情報ページは，ツリービューから管理対象を選択し，エディタエリア
で［定義情報］タブを選択すると表示されます。また，変更後の定義情報を画面に表示
させるには，ほかのページに切り替えてから再度，定義情報ページを開いてください。

定義情報ページについて，管理対象ごとに説明します。

（1） HCSCサーバ定義情報

HCSCサーバの定義情報ページの画面および表示される項目を次に示します。

図 8-6　HCSCサーバの定義情報ページ

HCSCサーバ表示名
HCSCサーバの表示名が表示されます。

同期受付（Webサービス）
次の情報が表示されます。定義情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示さ
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れます。この受付がセットアップされていない場合は「-」が表示されます。

最大同時実行数
同期受付（Webサービス）の最大同時実行数が表示されます。

占有スレッド数
同期受付（Webサービス）の占有スレッド数が表示されます。

実行待ちキューサイズ
同期受付（Webサービス）の実行待ちキューサイズが表示されます。

同期受付（SessionBean）
次の情報が表示されます。定義情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示さ
れます。この受付がセットアップされていない場合は「-」が表示されます。

最小インスタンス数
同期受付（SessionBean）の最小インスタンス数が表示されます。

最大インスタンス数
同期受付（SessionBean）の最大インスタンス数が表示されます。

CTM連携
CTM連携をしているかどうかが表示されます。

CTM用スレッド数
CTMがアプリケーションを呼び出すために用意するスレッド数が表示されま
す。

非同期受付（MDB（WS-R））
次の情報が表示されます。定義情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示さ
れます。この受付がセットアップされていない場合は「-」が表示されます。

最大インスタンス数
非同期受付（MDB（WS-R））の最大インスタンス数が表示されます。

（2） ユーザ定義受付定義情報

ユーザ定義受付の定義情報ページの画面および表示される項目を次に示します。
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図 8-7　ユーザ定義受付の定義情報ページ

情報の取得に失敗した場合は，［受付名］以外の各項目に「取得失敗」が表示されます。
ユーザ定義受付の配備前は，［受付名］以外の各項目に「-」が表示されます。

受付名
ユーザ定義受付の名称が表示されます。

最大同時実行数
ユーザ定義受付に定義されている最大同時実行数が表示されます。

占有スレッド数
ユーザ定義受付に定義されている占有スレッド数が表示されます。

実行待ちキューサイズ
ユーザ定義受付に定義されている実行待ちキューサイズが表示されます。
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8.4　稼働運用ページ
稼働運用ページは，ツリービューから管理対象を選択し，エディタエリアで［稼働運用］
タブを選択すると表示されます。稼働運用ページでは，HCSCサーバ，標準受付，およ
び連携受付の運用操作を実行します。HCSCサーバ，サービスアダプタ，ビジネスプロ
セスまたはユーザ定義受付で表示される内容が異なります。

稼働運用ページについて，管理対象ごとに説明します。

（1） HCSCサーバ稼働運用

HCSCサーバの場合，稼働運用ページは，［HCSCサーバ］タブおよび［サーバ間連携］
タブで分けられます。

（a）［HCSCサーバ］タブ

このタブでは，HCSCサーバ，標準受付，および連携受付の運用操作を実行します。
［HCSCサーバ］タブを選択した画面および表示される項目を次に示します。

図 8-8　稼働運用ページ（［HCSCサーバ］タブ）
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HCSCサーバ表示名
この画面で操作する HCSCサーバの表示名が表示されます。

稼働状態
HCSCサーバの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

HCSCサーバを起動または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が変
更される場合があります。

標準受付稼働状態
標準受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗

標準受付を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が変更さ
れる場合があります。

連携受付稼働状態
連携受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗

連携受付を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が変更さ
れる場合があります。

依存ユーザ定義受付
HCSCサーバに依存しているユーザ定義受付の稼働状態が一覧に表示されます。

受付名
依存しているユーザ定義受付の名称が表示されます。

依存サービス名
ユーザ定義受付が依存しているサービス名が表示されます。
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稼働状態
依存しているユーザ定義受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示さ
れます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗

HCSCサーバ

［起動］ボタン
HCSCサーバを起動します。

［停止］ボタン
HCSCサーバを停止します。

標準受付

［開始］ボタン
標準受付を開始します。

［通常停止］ボタン
標準受付を停止します。通常の運用で標準受付を停止する場合に利用します。

［計画停止］ボタン
標準受付を停止します。HCSCサーバをアンセットアップする場合に利用しま
す。

連携受付

［開始］ボタン
連携受付を開始します。

［通常停止］ボタン
連携受付を停止します。通常の運用で連携受付を停止する場合に利用します。

［計画停止］ボタン
連携受付を停止します。HCSCサーバをアンセットアップする場合に利用しま
す。

（b）［サーバ間連携］タブ

このタブでは，各サーバ間の連携運用操作を実行します。［サーバ間連携］タブを選択し
た画面および表示される項目を次に示します。
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図 8-9　稼働運用ページ（［サーバ間連携］タブ）

HCSCサーバ名
この画面で操作する HCSCサーバの名称が表示されます。

HCSCサーバ稼働状態
HCSCサーバの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

サーバ間連携を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が変
更される場合があります。

連携受付稼働状態
連携受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
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• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗

サーバ間連携を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が変
更される場合があります。

連携表示テーブル

連携元 HCSCサーバ名
連携元の HCSCサーバの名称が表示されます。

連携設定
連携の設定状態が表示されます。
右方向への矢印が表示されている場合，連携の設定待ちの状態（連携先からの
連携がセットアップされていない状態）です。
双方向への矢印が表示されている場合，連携が設定済みの状態（連携先からの
連携もセットアップされている状態）です。

連携先クラスタ名
連携先のクラスタの名称が表示されます。

連携状態
連携の状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 開始状態
• 停止状態
• 連携設定待ち状態

サーバ間連携

［開始］ボタン
連携表示テーブルで選択した HCSCサーバ間の連携を開始します。

［停止］ボタン
連携表示テーブルで選択した HCSCサーバ間の連携を停止します。

（2） サービスアダプタ稼働運用

サービスアダプタ稼働運用ページの画面および表示される項目を次に示します。
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図 8-10　サービスアダプタの稼働運用ページ

サービス名
この画面で操作するサービスアダプタのサービス名が表示されます。

稼働状態
サービスアダプタの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

サービスアダプタを開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態
が変更される場合があります。

依存 HCSCサーバ
依存している HCSCサーバの情報が表示されます。
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HCSCサーバ表示名
依存している HCSCサーバの表示名が表示されます。

稼働状態
サービスアダプタが配備されている HCSCサーバの稼働状態が表示されます。
次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

サービスアダプタを開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で
状態が変更される場合があります。

［開始］ボタン
サービスアダプタを開始します。

［停止］ボタン
サービスアダプタを停止します。

（3） ビジネスプロセス稼働運用

ビジネスプロセス稼働運用ページの画面および表示される項目を次に示します。
663



8.　運用環境で使用する画面
図 8-11　ビジネスプロセスの稼働運用ページ

サービス名
この画面で操作するビジネスプロセスのサービス名が表示されます。

稼働状態
ビジネスプロセスの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

ビジネスプロセスを開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態
が変更される場合があります。

依存 HCSCサーバ
依存している HCSCサーバの情報が表示されます。
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HCSCサーバ表示名
依存している HCSCサーバの表示名が表示されます。

稼働状態
ビジネスプロセスが配備されている HCSCサーバの稼働状態が表示されます。
次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

ビジネスプロセスを開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で
状態が変更される場合があります。

依存ユーザ定義受付
依存しているユーザ定義受付の情報が表示されます。

受付名
ユーザ定義受付の受付名が表示されます。定義されているユーザ定義受付の分
だけ表示されます。

稼働状態
ユーザ定義受付の稼働状態が表示されます。定義されているユーザ定義受付の
分だけ表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 取得失敗
• 配備前状態

ビジネスプロセスを開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で
状態が変更される場合があります。

［開始］ボタン
ビジネスプロセスを開始します。

［停止］ボタン
ビジネスプロセスを停止します。

（4） ユーザ定義受付稼働運用

ユーザ定義受付稼働運用ページの画面および表示される項目を次に示します。
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図 8-12　ユーザ定義受付の稼働運用ページ

受付名
この画面で操作するユーザ定義受付の受付名が表示されます。

稼働状態
ユーザ定義受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

ユーザ定義受付を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状態が
変更される場合があります。

依存 HCSCサーバ
依存している HCSCサーバの情報が表示されます。
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HCSCサーバ表示名
依存している HCSCサーバの表示名が表示されます。

稼働状態
ユーザ定義受付が配備されている HCSCサーバの稼働状態が表示されます。次
のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

ユーザ定義受付を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状
態が変更される場合があります。

依存ビジネスプロセス
依存しているビジネスプロセスの情報が表示されます。

サービス名
依存するビジネスプロセスのサービス名が表示されます。

稼働状態
ビジネスプロセスの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

ユーザ定義受付を開始または停止した場合以外でも，実行環境からの通知で状
態が変更される場合があります。

［開始］ボタン
ユーザ定義受付を開始します。

［停止］ボタン
ユーザ定義受付を停止します。
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8.5　稼働確認ページ
稼働確認ページには，HCSCサーバのリソースの稼働情報が表示されます。稼働確認
ページは，エディタエリアで［稼働確認］タブを選択すると表示されます。

稼働確認ページの画面および表示される項目を次に示します。

図 8-13　稼働確認ページ

HCSCサーバ表示名
HCSCサーバの表示名が表示されます。
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8.　運用環境で使用する画面
HCSCサーバ稼働状態
HCSCサーバの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 起動状態
• 停止中
• 起動中
• 取得失敗

稼働情報通知
実行環境からHCSCサーバに稼働情報を通知するかどうかが表示されます。稼働情
報を通知する場合は「ON」が，稼働情報を通知しない場合は「OFF」が表示されま
す。

稼働情報収集時刻
稼働情報が収集された時刻が表示されます。HCSCサーバが起動状態以外の場合は
「-」が表示されます。稼働情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示されま
す。
稼働情報は次の図に示すように，表示された稼働情報収集時刻の直前の 60秒間（デ
フォルト）に収集された情報になります。

図 8-14　稼働情報収集時刻と収集された稼働情報の関係

Java VMヒープサイズ［MB］
HCSCサーバの Java VMヒープサイズが表示されます。「収集した Java VMヒー
プサイズの最大値 / Java VMヒープサイズの上限値」の形式で表示されます。
小数点以下は切り捨てられ，整数で表示されます。HCSCサーバが起動状態以外の
場合は「-」が表示されます。稼働情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示
されます。
なお，Java VMの -Xmxオプションで指定した値から Survivor領域の一つ分のサ
イズを除いた値が表示されます。

DBコネクション数
J2EEサーバ上で稼働しているすべてのリソースアダプタの情報が表示されます。
HCSCサーバが起動状態以外の場合は，情報が表示されません。稼働情報の取得に
失敗した場合は「取得失敗」が表示されます。
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8.　運用環境で使用する画面
リソースアダプタ名
リソースアダプタの表示名が表示されます。

コネクション数
HCSCサーバの DBコネクション数が表示されます。「収集した DBコネクショ
ン数の最大値 / DBコネクション数の上限値」の形式で表示されます。DBコネ
クション数の上限値には，1～ 2,147,483,647の範囲で指定した値が表示されま
す。DBコネクション数の上限値に「-1」（無制限）を指定した場合は，「収集し
た DBコネクション数の最大値 / NA」の形式で表示されます。「NA」は無制限
であることを示します。また，次の場合は，「NA / NA」（無効値）が表示され
ます。
• DBコネクション数の上限値に「0」を指定した場合
• 該当のリソースアダプタがルートリソースアダプタ，または Cosminexus RM
連携用 DBコネクタの場合

受付
標準受付またはユーザ定義受付の情報が表示されます。標準受付の場合，標準受付
がセットアップされていないときは，情報が表示されません。

受付名
標準受付の受付名，またはユーザ定義受付の受付名が表示されます。標準受付
の場合は，「標準受付（Webサービス）」が表示されます。ユーザ定義受付の場
合は，ユーザが定義した受付名が表示されます。

稼働状態
標準受付またはユーザ定義受付の稼働状態が表示されます。次のどれかが表示
されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗

HCSCサーバが起動状態以外の場合は「-」が表示されます。ユーザ定義受付の
場合，ユーザ定義受付が配備前状態のときは「配備前状態」が表示されます。

サービス名
依存しているビジネスプロセスやサービスアダプタのサービス名が表示されま
す。標準受付の場合は，常に「-」が表示されます。

キュー滞留数
標準受付またはユーザ定義受付のキュー滞留数が表示されます。「収集した
キュー滞留数の最大値 / キュー滞留数の上限値」の形式で表示されます。標準受
付またはユーザ定義受付のキュー滞留数には，0～ 2,147,483,647の範囲で値が
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表示されます。HCSCサーバが起動状態以外の場合や，該当する受付が停止状
態の場合は「-」が表示されます。ユーザ定義受付の場合，配備前状態のときは
「-」が表示されます。稼働情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表示さ
れます。

実行数
標準受付またはユーザ定義受付の実行数が表示されます。「収集した実行数の最
大値 / 実行数の上限値」の形式で表示されます。標準受付またはユーザ定義受付
の実行数には，1～ 1,024の範囲で値が表示されます。HCSCサーバが起動状
態以外の場合や，該当する受付が停止状態の場合は「-」が表示されます。ユー
ザ定義受付の場合，配備前状態のときは「-」が表示されます。稼働情報の取得
に失敗した場合は「取得失敗」が表示されます。

依存ビジネスプロセス
HCSCサーバに依存しているビジネスプロセスの情報が表示されます。

サービス名
依存するビジネスプロセスのサービス名が表示されます。

稼働状態
ビジネスプロセスの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

HCSCサーバが起動状態以外の場合は「-」が表示されます。

実行数
ビジネスプロセスの実行数が表示されます。「収集した実行数の最大値 / NA」の
形式で表示されます。「NA」は無制限であることを示します。収集した実行数
の最大値には，0～ 2,147,483,647の範囲で値が表示されます。HCSCサーバ
が起動状態以外の場合や，ビジネスプロセスが配備前状態，または停止状態の
場合は「-」が表示されます。稼働情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が
表示されます。

依存サービスアダプタ
HCSCサーバに依存しているサービスアダプタの情報が表示されます。

サービス名
サービスアダプタのサービス名が表示されます。

稼働状態
サービスアダプタの稼働状態が表示されます。次のどれかが表示されます。
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• 停止状態
• 開始状態
• 停止中
• 開始中
• 停止失敗
• 開始失敗
• 取得失敗
• 配備前状態

HCSCサーバが起動状態以外の場合は「-」が表示されます。

実行数
サービスアダプタの実行数が表示されます。「収集した実行数の最大値 / 実行数
の上限値」の形式で表示されます。「実行数の上限値」には「NA」が表示され
る場合もあります。「NA」は無制限であることを示します。収集した実行数の
最大値には，0～ 2,147,483,647の範囲で値が表示されます。HCSCサーバが
起動状態以外の場合や，サービスアダプタが配備前状態，または停止状態の場
合は「-」が表示されます。稼働情報の取得に失敗した場合は「取得失敗」が表
示されます。

稼働情報通知

［ON］ボタン
実行環境からの稼働情報の通知を開始します。

［OFF］ボタン
実行環境からの稼働情報の通知を停止します。
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8.6　履歴管理ページ
履歴管理ページは，ツリービューから管理対象のビジネスプロセスを選択し，［履歴管
理］タブを選択すると表示されます。履歴管理ページでは，プロセスインスタンスの実
行履歴の検索，削除，再実行，および詳細情報を取得できます。履歴管理ページの構成
について説明します。

図 8-15　履歴管理ページの構成

・検索条件タブ
日時 /条件検索または相関セット検索を切り替えます。

・検索条件フィールド
検索条件の選択，入力，または検索をします。

・検索結果フィールド
検索結果の表示，実行履歴の削除，または実行履歴の再実行をします。

・詳細情報フィールド
検索結果から詳細情報の選択，または表示をします。
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（1） 検索条件フィールド

（a）日時 /条件検索

図 8-16　検索条件フィールド（日時 /条件検索）

［日時 /状態］タブ
検索条件として日時や状態からプロセスインスタンスを検索する画面を選択するタ
ブです。

・プロセスインスタンスの開始日時
プロセスインスタンスの開始日時を指定してプロセスインスタンスを検索する場合
に使用します。

［指定あり］ラジオボタン
プロセスインスタンスの開始日時を指定してプロセスインスタンスを検索する
場合に選択します。

［指定なし］ラジオボタン
プロセスインスタンスの開始日時を指定しないでプロセスインスタンスを検索
する場合に選択します。

日時条件開始入力フィールド
検索範囲の開始日時を入力します。指定した日時は，稼働しているマシンのタ
イムゾーンの日時として扱われます。

　年
検索範囲の開始年を西暦で指定します。4けたの整数を半角で入力します。入
力できる範囲は 1970～ 9999です。

　月
検索範囲の開始月をドロップダウンリストから選択します。選択できる範囲は
1～ 12です。

　日
検索範囲の開始日をドロップダウンリストから選択します。選択できる範囲は
1～ 31です。

　時
検索範囲の開始時間をドロップダウンリストから選択します。選択できる範囲
は 0～ 23です。

　分
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検索範囲の開始分をドロップダウンリストから選択します。選択できる範囲は
0～ 59です。

　秒
検索範囲の開始秒をドロップダウンリストから選択します。選択できる範囲は
0～ 59です。

日時条件終了入力フィールド
検索範囲の終了日時を入力します。
年，月，日，時，分，および秒については，日時条件開始入力フィールドと同
様です。

・プロセスインスタンスの状態
プロセスインスタンスの状態を指定してプロセスインスタンスを検索する場合に
チェックします。複数の状態を選択して，どれかの状態の場合を検索することもで
きます。

［実行中］チェックボックス
実行中のプロセスインスタンスを検索する場合にチェックします。

［完了］チェックボックス
プロセスのグローバルスコープが完了したプロセスインスタンスを検索する場
合にチェックします。

［フォルト終了］チェックボックス
フォルトが発生し，グローバルスコープでもキャッチできないで，フォルト終
了したプロセスインスタンスを検索する場合にチェックします。

・ソート条件
検索結果の表示順序を指定します。

［開始日時の昇順］ラジオボタン
検索結果を開始日時の昇順で表示する場合に選択します。

［開始日時の降順］ラジオボタン
検索結果を開始日時の降順で表示する場合に選択します。

［指定なし］ラジオボタン
ソート条件を指定しないで検索結果を表示する場合に選択します。

・［検索］ボタン
指定した条件で検索が実行されます。

・［リセット］ボタン
選択しているタブに入力した検索条件が初期値に戻ります。
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（b）相関セット検索

図 8-17　［相関セット］タブ選択時の検索条件フィールド

［相関セット］タブ
検索条件として相関セットからプロセスインスタンスを検索する画面を選択するタ
ブです。「相関セット定義名」および「相関セット値」の両方に入力が必要です。

相関セット定義名
検索する相関セット定義名を半角の英数字で入力します。

相関セット値
検索する相関セット値を半角の英数字で入力します。

（2） 検索結果フィールド

検索結果件数
検索結果の総数が表示されます。

表示件数範囲
検索結果一覧に表示している検索結果の範囲について，検索結果の上位から何件目
であるかの範囲が表示されます。

［＜］ボタン
検索結果の前の最大 20件が表示されます。

［＞］ボタン
検索結果の次の最大 20件が表示されます。

検索結果一覧
検索条件に該当した検索対象が表示されます。一度に表示できる件数は 20件までで
す。

#
検索結果件数に対応した番号が表示されます。

ビジネスプロセス定義名
ビジネスプロセスの定義名が表示されます。

ビジネスプロセスバージョン
ビジネスプロセスのバージョンが表示されます。

状態
プロセスインスタンスの状態が表示されます。

開始日時
プロセスインスタンスの実行を開始した日時が表示されます。検索条件で指定
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したときと同様に「yyyy/mm/dd hh:mm:ss」の形式で表示されます。開始して
いない場合は表示されません。

終了日時
プロセスインスタンスの実行を終了した日時が表示されます。検索条件で指定
したときと同様に「yyyy/mm/dd hh:mm:ss」の形式で表示されます。終了して
いない場合は表示されません。

［履歴削除］ボタン
検索結果から選択した，ある一つのプロセスインスタンスの実行履歴が削除されま
す。

［再実行］ボタン
検索結果から選択した，ある一つのプロセスインスタンスが再実行されます。

（3） 詳細情報フィールド

（a）相関セット情報

詳細情報件数
検索結果一覧で選択したプロセスインスタンスの詳細情報の総件数，および詳細情
報の種別（相関セット情報，変数情報，またはアクティビティ情報）が表示されま
す。

表示件数範囲
詳細情報一覧に表示している検索結果の範囲を，検索結果の上位から何件目である
かの範囲が表示されます。

［＜］ボタン
検索結果の前の最大 20件が表示されます。

［＞］ボタン
検索結果の次の最大 20件が表示されます。

詳細情報一覧
詳細情報の種別（相関セット情報，変数情報，またはアクティビティ情報）で選択
した項目に対応した詳細情報が表示されます。一度に表示できる件数は 20件までで
す。

図 8-18　詳細情報一覧（相関セット情報）
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図 8-19　詳細情報一覧（変数情報）

図 8-20　詳細情報一覧（アクティビティ情報）

#
詳細情報件数に対応した番号が表示されます。

相関セット定義名
［相関セット情報］ボタンをクリックした場合に相関セット定義名が表示されま
す。相関セット定義名の昇順で表示されます。

相関セット値
［相関セット情報］ボタンをクリックした場合に相関セット値が表示されます。

変数定義名
［変数情報］ボタンをクリックした場合に変数定義名が表示されます。変数定義
名の昇順で表示されます。

変数型
［変数情報］ボタンをクリックした場合に変数のデータ型（Boolean，Numeric，
String，またはMessage）が表示されます。

変数値
［変数情報］ボタンをクリックした場合に変数値が表示されます。変数型によっ
て次の内容が表示されます。
Boolean：真偽値として，「1」（真）または「0」（偽）が表示されます。
Numeric：数値（64ビット浮動小数）が表示されます。
String：文字列が表示されます。
Message：電文（XML）が表示されます。

アクティビティ定義名
［アクティビティ情報］ボタンをクリックした場合に，アクティビティ定義名が
表示されます。開始日時の昇順で表示されます。また，開始日時が空欄の項目
は後ろに配置されます。
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アクティビティ種別
［アクティビティ情報］ボタンをクリックした場合に，次に示すアクティビティ
の種別が表示されます。

表 8-4　アクティビティの種別

状態
［アクティビティ情報］ボタンをクリックした場合に，次に示すアクティビティ
の状態が表示されます。

表 8-5　アクティビティの状態

名称 説明

受付 サービスリクエスタが送信した要求電文を受信します。

応答 同期受信をした際に，プロセスの実行結果をサービスリクエスタに応答し
ます。

サービス部品呼出 要求電文をサービス部品に送信します。

代入 変数へ代入します。

スコープ アクティビティの有効範囲を定めます。
グローバルスコープ名は，「@GLOBAL」となります。

順次処理 アクティビティを定義した順番に実行します。
順次処理アクティビティは，保持しているアクティビティの最後のアク
ティビティが完了したときに，完了となります。

並列処理 定義したアクティビティを同時に実行します。
ビジネスプロセス開発時の並列処理開始アクティビティと並列処理終了ア
クティビティは，並列処理アクティビティとして表示されます。並列処理
アクティビティは，保持するすべてのアクティビティが完了したときに，
完了となります。

分岐 定義した選択条件によって実行するアクティビティを選択します。
ビジネスプロセス開発時の分岐開始アクティビティと分岐終了アクティビ
ティは，分岐アクティビティとして表示されます。分岐アクティビティ
は，分岐条件によって選択されたアクティビティが完了したときに，完了
となります。

繰り返し 定義した繰り返し条件が真である場合，アクティビティの実行を繰り返し
ます。

java呼出 決められたインターフェースに従って javaプログラムを呼び出します。

無操作 何もしない動作を表します。

フォルト送出 上位のスコープアクティビティに，ユーザ定義のフォルトを通知します。

名称 説明

未実行 アクティビティインスタンスが未実行で，今後実行される可能性のある状
態を示します。

未省略 アクティビティインスタンスが未実行で，今後実行が省略される状態を示
します。

実行中 アクティビティインスタンスが，実行中の状態を示します。
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開始日時
［アクティビティ情報］ボタンをクリックした場合に，アクティビティの開始日
時が検索条件フィールドの形式と同様に表示されます。

終了日時
［アクティビティ情報］ボタンをクリックした場合に，アクティビティの終了日
時が検索条件フィールドの形式と同様に表示されます。

［相関セット情報］ボタン
検索結果一覧で選択したプロセスインスタンスについて，相関セットの詳細情
報が表示されます。相関セット情報は，相関セット定義名で昇順にソートされ
ます。

［変数情報］ボタン
検索結果一覧で選択したプロセスインスタンスについて，変数の詳細情報が表
示されます。変数情報は，変数定義名で昇順にソートされます。

［アクティビティ情報］ボタン
検索結果一覧で選択したプロセスインスタンスについて，アクティビティの詳
細情報が表示されます。アクティビティ情報は，開始日時で昇順にソートされ
ます。なお，開始日時が空欄（未実行）の項目は後ろに並びます。

［変数値］ボタン
詳細情報一覧に表示された変数情報のデータ型が String，またはMessage型の
場合に，変数値の内容を別ウィンドウに表示できます。

待ち受け 受付アクティビティインスタンスが，受け付けのできる状態を示します。

フォルト中 スコープアクティビティインスタンスにフォルトが発生しキャッチしたア
クティビティを実行している状態を示します。

完了 アクティビティインスタンスが正常に実行され終了した状態を示します。

キャンセル フォルトが発生しアクティビティインスタンスの実行がキャンセルされた
状態を示します。

フォルト終了 アクティビティインスタンスの実行中にフォルトが発生して終了した状態
を示します。

実行省略 アクティビティインスタンスの実行が省略され終了した状態を示します。

名称 説明
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9　 定義ファイル
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームの運用環
境および実行環境で使用する定義ファイルの文法について説明
します。

定義ファイルの種類

定義ファイルの入力形式

定義ファイルの文法の記述形式
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定義ファイルの種類

定義ファイルの種類を次に示します。

表 9-1　定義ファイル一覧

ファイル名 概要

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル 各コマンドのオプションのデフォルト値を定義できま
す。

HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイル HCSC-Messagingコマンドの動作に必要な情報を設定
します。

HCSCサーバ構成定義ファイル HCSCサーバの構成定義情報を設定します。

HCSCサーバセットアップ定義ファイル HCSCサーバのセットアップ時に設定できる内容を設
定します。

連携セットアップ定義ファイル セットアップ後の HCSCサーバの連携セットアップ情
報を定義できます。

HCSCサーバランタイム定義ファイル セットアップ後の HCSCサーバの定義情報を
HCSC-Managerから設定します。

HCSC-Manager定義ファイル HCSC-Managerの動作に必要となる情報を設定しま
す。

サービス情報変更定義ファイル サービスアダプタのサービス情報の変更を設定します。

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル ユーザ定義受付（Webサービス）の情報を設定します。

SOAP Fault動作定義ファイル targetNamespaceの URIを設定します。
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定義ファイルの入力形式

表 9-1に示す定義ファイルは，次の入力形式で作成または編集します。

HCSCサーバ構成定義ファイルの入力形式

HCSCサーバ構成定義ファイルは，XML形式のファイルです。XMLの仕様に従って作
成または編集します。

そのほかの定義ファイルの入力形式

HCSCサーバ構成定義ファイル以外の定義ファイルは，次に示す Javaのプロパティ
ファイル形式で作成または編集します。

形式
定義ファイルの入力形式を次に示します。

各項目について説明します。なお，各項目は，ISO-8859-1文字エンコーディングを
使用してください。

キー名称
定義するキー名称を指定します。

値
定義する値がある場合に指定します。改行までを値とするため，値の後ろには，
空白やコメントなどの文字列は指定できません。

コメント
行頭に「#」を記述した場合，その行はコメントとして扱われます。

 
<キー名称> = <値>
 
#<コメント>
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定義ファイルの文法の記述形式

このマニュアルでは，定義ファイル 0の文法の記述形式について，次の形式で説明しま
す。なお，すべてのファイルを次の形式で説明しているわけではありません。また，各
ファイルの固有情報を記載している場合があります。

形式

ファイルの記述形式を示します。

機能

ファイルの機能について説明します。

DTD

ファイルの DTDについて説明します。

ファイルの格納先

ファイルの格納先を示します。

設定できる要素

ファイルの中で指定できる XMLの要素について説明します。

設定できるパラメタ

ファイルの中で指定できるパラメタについて説明します。

設定できるプロパティ

ファイルの中で指定できるプロパティについて説明します。

記述例

ファイルの内容の記述例を示します。

使用方法

ファイルの使用方法について説明します。

注意事項

ファイルを設定または使用する際の注意事項を説明します。
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HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル

形式

J2SEのプロパティファイル形式です。

機能

各コマンドのオプションのデフォルト値を設定します。設定ファイルの変更後，次回コ
マンドの発行時に更新情報が反映されます。この定義ファイルおよびコマンドの両方で
オプションの値を指定した場合，コマンドの指定が有効になります。

この定義ファイルには，ユーザ IDやパスワードなどの情報が含まれるため，適切にファ
イルパーミッションを設定してください。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥csccmd.properties
 

設定できるパラメタ

csc.all.<コマンド引数名 >=値

すべてのコマンドに共通する引数のデフォルト値を指定します。コマンド引数名はハイ
フン（-）を除いた値を指定してください。値がない場合は値の指定は不要です。

（指定例 1）
すべてのコマンドの -userオプションに，指定値「admin」を仮定する場合
csc.all.user=admin
 

（指定例 2）
すべてのコマンドに，-allオプションが指定されていると仮定する場合
csc.all.all=
 

csc.<コマンド識別子 >.<コマンド引数名 >=値

コマンド識別子に対応したコマンドのデフォルト引数を定義します。コマンド識別子は
コマンド名から "csc"を除いた値を指定してください。コマンド引数名はハイフン（-）
を除いた値を指定してください。値がない場合は値の指定は不要です。

 
csc.all.<コマンド引数名>=値
csc.<コマンド識別子>.<コマンド引数名>=値
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（指定例 1）
cscpiselectコマンドの -cscオプションに，指定値「MyCSC」を仮定する場合
csc.piselect.csc=MyCSC
 

（指定例 2）
cscsvstartコマンドに，-systemオプションが指定されていると仮定する場合
csc.svstart.system=
 

注意事項

次の例に示すように，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの指定内容と，コマン
ド引数の指定に矛盾がある場合，コマンド引数が不正になります。

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの内容

コマンド入力例

この例では，cscrepctlコマンドで，-importオプションと -autoexportオプションの両方
が指定されています。そのため，コマンド引数の不正でエラーとなります。

 
csc.all.user=AAA
csc.all.pass=BBB
csc.repctl.autoexport=
 

 
> cscrepctl -import repository.zip
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HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイル

形式

Windowsの場合

UNIXの場合

機能

HCSC-Messagingコマンド（csmで始まるコマンド）の動作に必要な情報を設定しま
す。

ファイルの格納先

Windowsの場合
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥config¥msg¥cmdconf.bat
 

UNIXの場合
 
/opt/Cosminexus/CSC/config/msg/cmdconf
 

設定できるパラメタ

HCSC_ADDCLASSPATH

各データベースのドライバのファイル名を絶対パスで指定します。

• HiRDBの場合
HiRDB Type4 JDBC Driverを使用するとき，HiRDB Type4 JDBC Driver
（pdjdbc2.jar）のファイル名を絶対パスで指定します。
• Oracleの場合

Oracle JDBC Thin Driver（ojdbc14.jar）のファイル名を絶対パスで指定します。

上記以外の場合は環境変数の定義だけを指定して，値は指定しないでください。

 
@echo off
set HCSC_ADDCLASSPATH=<HiRDB Type4 JDBC Driver または Oracle JDBC Thin 
Driverのパス>
 

 
#!/bin/sh
HCSC_ADDCLASSPATH=<HiRDB Type4 JDBC Driver または Oracle JDBC Thin Driver
のパス>
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！！！！ 注意事項
 

環境変数として，HCSC_ADDCLASSPATH以外を設定しないでください。

記述例

HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルの記述例を次に示します。

Windowsの場合

UNIXの場合

 
@echo off
set HCSC_ADDCLASSPATH=C:¥win32app¥hitachi¥hirdb_s¥CLIENT¥UTL¥pdjdbc2.jar
 

 
#!/bin/sh
HCSC_ADDCLASSPATH=/opt/HiRDB_S/client/lib/pdjdbc2.jar
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形式

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE csc-setup-definition SYSTEM "cscsvsetup_1_3.dtd">
<!-- All Rights Reserved. Copyright (C) 2006, 2008, Hitachi, Ltd. -->
<csc-setup-definition>
  <cluster>
    <name>クラスタ名</name>
    <type>クラスタ種別</type>
  </cluster>
  <cosminexus-manager>
    <!-- Cosminexus Manager Definition -->
    <name>Cosminexus manager名</name>
    <ip-address>Cosminexus managerのIPアドレス</ip-address>
    <port>Cosminexus managerのポート番号</port>
    <id>Management Serverの管理ユーザID</id>
    <password>Management Serverの管理ユーザパスワード</password>
    <csc-server>
      <!-- HCSC-Server Definition -->
      <name>HCSCサーバ名</name>
      <id>HCSCサーバが使用するデータベースのユーザID</id>
      <password>HCSCサーバが使用するデータベースのパスワード</password>
      <j2ee-server-name>HCSCサーバが使用するJ2EEサーバ名</j2ee-server-name>
      <setup-properties>HCSCサーバセットアップ定義ファイル名</setup-properties>
    </csc-server>
  </cosminexus-manager>
  <reception>
    <soap-reception>
      <!-- WebServer Definition -->
      <ip-address>WebサーバのIPアドレス</ip-address>
      <port>Webサーバのポート番号</port>
     <protocol>プロトコル種別</protocol>
    </soap-reception>
    <jms-reception>
      <!-- WebServer Definition-->
      <ip-address>WebサーバのIPアドレス</ip-address>
      <port>Webサーバのポート番号</port>
      <protocol>プロトコル種別(http or https)</protocol>
      <rm-service-context-root>RMのサービスコンテキストルート</
rm-service-context-root>
      <rm-service-name>RMのサービス名</rm-service-name>
    </jms-reception>
    <jms-physical-reception>
      <!-- WebServer Definition-->
      <ip-address>WebサーバのIPアドレス</ip-address>
      <port>Webサーバのポート番号</port>
      <protocol>プロトコル種別</protocol>
      <rm-service-context-root>RMのサービスコンテキストルート</
rm-service-context-root>
      <rm-service-name>RMのサービス名</rm-service-name>
    </jms-physical-reception>
    <ejb-reception>
      <!-- NameServer Definition-->
      <ip-address>NameServerのIPアドレス</ip-address>
      <port>NameServerのポート番号</port>
    </ejb-reception>
  </reception>
</csc-setup-definition>
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機能

HCSCサーバの構成情報を設定します。

DTD

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvsetup.xml
 

設定できる要素

(1) clusterの定義

clusterタグは省略できます。

name　クラスタ名　～＜半角英数字とアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

クラスタ名を指定します。このタグを設定することで，cscsvsetupコマンドの -cluster
を省略できます。

type　クラスタ種別　～ <<LB>>

クラスタ種別として，次のどちらかを指定します。ロードバランスクラスタ構成の場合
は，省略できます。なお，必ず大文字で指定してください。

• LB
ロードバランスクラスタ構成の場合に指定します。

• HA

 
<!ELEMENT csc-setup-definition (cluster?,cosminexus-manager,reception?)>
<!ELEMENT cluster (name?,display-name?,type?)>
<!ELEMENT name (#PCDATA)>
<!ELEMENT display-name (#PCDATA)>
<!ELEMENT type (#PCDATA)>
<!ELEMENT cosminexus-manager 
(name,display-name?,ip-address,port,id,password?,csc-server)>
<!ELEMENT ip-address (#PCDATA)>
<!ELEMENT port (#PCDATA)>
<!ELEMENT id (#PCDATA)>
<!ELEMENT password (#PCDATA)>
<!ELEMENT csc-server 
(name?,display-name?,id?,password?,j2ee-server-name,setup-properties)>
<!ELEMENT j2ee-server-name (#PCDATA)>
<!ELEMENT setup-properties (#PCDATA)>
<!ELEMENT reception 
(soap-reception?,jms-reception?,jms-physical-reception?,ejb-reception?)>
<!ELEMENT soap-reception (ip-address?,port,protocol)>
<!ELEMENT protocol (#PCDATA)>
<!ELEMENT jms-reception 
(ip-address?,port,protocol,rm-service-context-root,rm-service-name?)>
<!ELEMENT rm-service-context-root (#PCDATA)>
<!ELEMENT rm-service-name (#PCDATA)>
<!ELEMENT jms-physical-reception 
(ip-address?,port,protocol,rm-service-context-root,rm-service-name?)>
<!ELEMENT ejb-reception (ip-address?,port)>
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HAクラスタ構成の場合に指定します。

(2) cosminexus-managerの定義

name　Cosminexus manager名　～＜半角英数字とアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerが Cosminexus Managerを認識するための HCSC-Manager独自の識
別名を指定します。HCSC-Managerで Cosminexus Manager（ホスト）単位に一意に
なる識別名を指定します。

ip-address　Cosminexus managerの IPアドレス　～ ((1文字以上 ))

Management Serverが起動している IPアドレスを指定します。2回目以降設定を変え
て再セットアップすると，値が上書きされます。

port　Cosminexus managerのポート番号　～ ((1－ 65535))

Cosminexus Managerのリモート管理機能への接続ポート番号を指定します。

com.cosminexus.mngsvr.management.portの値を指定します。指定がない場合は，
28099を指定します。2回目以降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされま
す。

id　Management Serverの管理ユーザ ID　～ ((1文字以上 ))

Management Serverの管理ユーザ IDを指定します。

password　Management Serverの管理ユーザパスワード　～ ((1文字以上 ))

Management Serverの管理ユーザパスワードを指定します。このタグは省略できます。
省略した場合，パスワードの指定がないとみなされます。

(3) csc-serverの定義

name　HCSCサーバ名　～＜半角英数字とアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバ名を指定します。このタグを設定することで，cscsvsetupコマンドの -csc
を省略できます。

id　HCSCサーバが使用するデータベースのユーザ ID　～ ((1文字以上 ))

HCSCサーバが使用するデータベースのユーザ IDを指定します。文字列の最大値および
指定できる文字は，使用するデータベースに依存します。データベースを使用する場合
は，必ず設定します。データベースを使用しない場合は，省略できます。

password　HCSCサーバが使用するデータベースのパスワード

HCSCサーバが使用するデータベースのパスワードを指定します。文字列の最大値およ
び指定できる文字は，使用するデータベースに依存します。データベースを使用する場
合は，必ず設定します。データベースを使用しない場合は，省略できます。
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j2ee-server-name　HCSCサーバが使用する J2EEサーバ名　～ ((1文字以上 ))

HCSCサーバをセットアップする J2EEサーバ名を指定します。

setup-properties　HCSCサーバセットアップ定義ファイル名

HCSCサーバセットアップ定義ファイル名を相対パス，または絶対パスで指定します。

(4) soap-receptionの定義

同期サービス（Webサービス）呼び出しをする場合に指定します。同期サービス（Web
サービス）呼び出しをしない場合は，soap-receptionタグを省略してください。

ip-address　Webサーバの IPアドレス　～ <<Cosminexus managerと同じ IPアドレス
>>

Webサーバが起動している IPアドレスを指定します。受付の IPアドレスと
Management Serverの IPアドレスが同じ場合は，省略できます。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。

port　Webサーバのポート番号　～ ((1－ 65535))

Webサーバの受付ポート番号を指定します。2回目以降設定を変えて再セットアップす
ると，値が上書きされます。

protocol　プロトコル種別

Webサーバの受付プロトコルとして，次のどちらかを指定します。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。

• http
HTTPで受け付けられます。

• https
HTTPSで受け付けられます。

(5) jms-receptionの定義

クラスタ種別が HAクラスタで，非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出しをする場合
に指定します。非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出しをしない場合は，
jms-receptionタグを省略してください。クラスタ種別がロードバランスクラスタの場合
は，値を指定しても無視されます。

ip-address　Webサーバの IPアドレス　～ <<Cosminexus managerと同じ IPアドレス
>>

Webサーバが起動している IPアドレスを指定します。受付の IPアドレスと
Management Serverの IPアドレスが同じ場合は，省略できます。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。
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port　Webサーバのポート番号　～ ((1－ 65535))

Webサーバの受付ポート番号を指定します。2回目以降設定を変えて再セットアップす
ると，値が上書きされます。

protocol　プロトコル種別

Webサーバの受付プロトコルとして，次のどちらかを指定します。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。

• http
HTTPで受け付けられます。

• https
HTTPSで受け付けられます。

rm-service-context-root　RMのサービスコンテキストルート　～ ((1文字以上 ))

Cosminexus RMのサービスコンテキストルート名を指定します。2回目以降設定を変え
て再セットアップすると，値が上書きされます。

rm-service-name　RMのサービス名　～ ((1文字以上 ))<<services/HRMReceiver>>

Cosminexus RMのサービス名として，services/HRMReceiverを指定します。2回目以
降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされます。

(6) jms-physical-receptionの定義

クラスタ種別がロードバランスクラスタで，非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し
をする場合に指定します。非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出しをしない場合は，
jms-physical-receptionタグを省略してください。クラスタ種別が HAクラスタの場合
は，値を指定しても無視されます。

ip-address　Webサーバの IPアドレス　～ <<Cosminexus managerと同じ IPアドレス
>>

Webサーバが起動している IPアドレスを指定します。受付の IPアドレスと
Management Serverの IPアドレスが同じ場合は，省略できます。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。

port　Webサーバのポート番号　～ ((1－ 65535))

Webサーバの受付ポート番号を指定します。2回目以降設定を変えて再セットアップす
ると，値が上書きされます。

protocol　プロトコル種別

Webサーバの受付プロトコルとして，次のどちらかを指定します。2回目以降設定を変
えて再セットアップすると，値が上書きされます。
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• http
HTTPで受け付けられます。

• https
HTTPSで受け付けられます。

rm-service-context-root　RMのサービスコンテキストルート　～ ((1文字以上 ))

Cosminexus RMのサービスコンテキストルート名を指定します。2回目以降設定を変え
て再セットアップすると，値が上書きされます。

rm-service-name　RMのサービス名　～ ((1文字以上 ))<<services/HRMReceiver>>

Cosminexus RMのサービス名として，services/HRMReceiverを指定します。2回目以
降設定を変えて再セットアップすると，値が上書きされます。

(7) ejb-receptionの定義

SessionBeanを呼び出す場合に指定します。SessionBeanを呼び出さない場合は，
ejb-receptionタグを省略してください。

ip-address　NameServerの IPアドレス　～ ((1文字以上 ))<<Cosminexus managerと同
じ IPアドレス >>

ネームサーバが起動している IPアドレスを指定します。受付の IPアドレスと
Management ServerIPアドレスが同じ場合は，省略できます。2回目以降設定を変えて
再セットアップすると，値が上書きされます。

port　NameServerのポート番号　～ ((1－ 65535))

ネームサーバの受付ポート番号を指定します。2回目以降設定を変えて再セットアップす
ると，値が上書きされます。

記述例

HCSCサーバ構成定義ファイルの記述例を次に示します。
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使用方法

cscsvsetupコマンドの -propfileオプションの引数にHCSCサーバ構成定義ファイルを
指定します。詳細については，「3.1.3　HCSCサーバをセットアップする」を参照して
ください。

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<!DOCTYPE csc-setup-definition SYSTEM "cscsvsetup_1_2.dtd">
<!-- All Rights Reserved. Copyright (C) 2006, Hitachi, Ltd. -->
<csc-setup-definition>
  <cluster>
    <name>LBクラスタ</name>
    <type>LB</type>
  </cluster>
  <cosminexus-manager>
    <!-- Cosminexus Manager Definition -->
    <name>MNG1</name>
    <ip-address>10.209.114.162</ip-address>
    <port>28099</port>
    <id>admin</id>
    <password>admin</password>
    <csc-server>
      <!-- HCSC-Server Definition -->
      <id>admin</id>
      <password>admin</password>
      <j2ee-server-name>LBServer</j2ee-server-name>
      <setup-properties>cscsvsetup.properties</setup-properties>
    </csc-server>
  </cosminexus-manager>
  <reception>
    <soap-reception>
      <!-- WebServer Definition -->
      <ip-address>10.209.15.197</ip-address>
      <port>80</port>
      <protocol>http</protocol>
    </soap-reception>
    <jms-physical-reception>
      <!-- WebServer Definition-->
      <ip-address>10.209.114.162</ip-address>
      <port>80</port>
      <protocol>http</protocol>
      <rm-service-context-root>uCosminexusRM</rm-service-context-root>
    </jms-physical-reception>
    <ejb-reception>
      <!-- NameServer Definition-->
      <ip-address>10.209.114.9</ip-address>
      <port>900</port>
    </ejb-reception>
  </reception>
</csc-setup-definition>
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HCSCサーバセットアップ定義ファイル

形式

 
［db-use={ON|OFF}]
［rm-use={ON|OFF}］
［hcscserver-data-filepath=HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先のパス］
 
　request-ejb={ON|OFF}
　request-soap={ON|OFF}
　request-jms={ON|OFF}
［request-jms.maxmessage=標準の非同期受付（MDB（WS-R））のキューの最大メッセージ
数］
　request-dbq={ON|OFF}
［request-dbq.maxmessage=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））のキューの最大メッ
セージ数］
［request-jms-rdarea=標準の非同期受付（MDB（WS-R））のRDエリア名］
［request-dbq-rdarea=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））のRDエリア名］
［request-dbq-maxlen=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の最大メッセージ長］
 
［request-userdef-soap={ON|OFF}］
 
［naming-service-hostname=ネーミングサービスのホスト名］
［naming-service-port=ネーミングサービスのポート番号］
 

［rm-systemname=Cosminexus RMのシステム名］
［rm-displayname=Cosminexus RMの表示名］
 
［dbcon-xadisplayname=XATransactionまたはLocalTransaction用DB Connectorの
表示名］
［dbcon-nodisplayname=NoTransaction用DB Connectorの表示名］
 
［transreq-maxmessage=HCSCサーバ間転送受信キューの最大メッセージ数］
［transreq-jms-rdarea=HCSCサーバ間転送受信キューのRDエリア名］
 
［dbtype={HIRDB|ORACLE9I|ORACLE10G}］
［jdbc-type={DBPSV|HIRDB-TYPE4|ORACLE-THIN}］
［jdbc-url=JDBC用データベースURL］
［jdbc-dbhostname=データベースのホスト名］
［jdbc-dbconnectinfo=データベースの接続情報］
［db-character-sets={ASCII｜Shift_JIS｜UTF-8｜EUC-JP}］
 

［cscserverinfo-tbl-area=HCSC基本情報テーブル領域］
［server-trans-tbl-area=連携HCSC用テーブル領域］
［location-tbl-area=ロケーション用テーブル領域］
［routing-tbl-area=ルーティング用テーブル領域］
［cv-tbl-area=データ変換用テーブル領域］
 
［exehistory-tbl-area=実行履歴情報テーブル領域］
［exehistory-idx-area=実行履歴情報テーブルのインデクスを格納する領域］
［process-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用PROCESSテーブルを格納する領域］
［process-idx-area=ビジネスプロセス基盤用PROCESSテーブルのインデクスを格納する領
域］
［activity-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用ACTIVITYテーブルを格納する領域］
［activity-idx-area=ビジネスプロセス基盤用ACTIVITYテーブルのインデクスを格納する
領域］
［link-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用LINKテーブルを格納する領域］
［link-idx-area=ビジネスプロセス基盤用LINKテーブルのインデクスを格納する領域］
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機能

HCSCサーバのセットアップ時に設定できる内容を設定します。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvsetup.properties
 

設定できるプロパティ

(1)セットアップ構成関連

db-use={ON｜ OFF}　～ <<ON>>

HCSCサーバでデータベースを使用するかどうかを指定します。

• ON
データベースを使用します。

• OFF
データベースを使用しません。

［correlationset-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用CORRELATIONSETテーブルを格納す
る領域］
［correlationset-idx-area=ビジネスプロセス基盤用CORRELATIONSETテーブルのインデ
クスを格納する領域］
［string-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用STRING-VARIABLEテーブルを格納
する領域］
［string-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用STRING-VARIABLEテーブルのイン
デクスを格納する領域］
［numeric-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用NUMERIC-VARIABLEテーブルを格
納する領域］
［numeric-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用NUMERIC-VARIABLEテーブルのイ
ンデクスを格納する領域］
［boolean-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用BOOLEAN-VARIABLEテーブルを格
納する領域］
［boolean-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用BOOLEAN-VARIABLEテーブルのイ
ンデクスを格納する領域］
［message-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルを格
納する領域］
［message-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルのイ
ンデクスを格納する領域］
［message-variable-val-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルの
VariableValue列を格納する領域］
［message-relation-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-RELATIONテーブルを格
納する領域］
［message-relation-idx-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-RELATIONテーブルのイ
ンデクスを格納する領域］
［sql-scriptfilename=SQLスクリプトファイルパス］
 
［soap-client-def=Cosminexus SOAPクライアント定義ファイル名］
 
［csctrans-jms.instance.maximum=サーバ間転送（JMS受信）プール内のインスタンス最
大数］
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rm-use={ON｜ OFF}　～ <<ON>>

HCSCサーバで Cosminexus RMを使用するかどうかを指定します。db-useプロパティ
で OFFを指定した場合，このプロパティに ONを指定するとエラーになります。

• ON
Cosminexus RMを使用します。

• OFF
Cosminexus RMを使用しません。

hcscserver-data-filepath=HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先のパス　～
<最大 100バイトの文字列 ><<<Cosminexusインストールディレクトリ
>¥CSC¥spool¥msg>>

HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先を絶対パスで指定します。ディレク
トリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。存在しないディレクトリを指定した場
合，および指定した文字列が 100バイトを超える場合はエラーになります。そのため，
<Cosminexusインストールディレクトリ >が 84バイトを超える場合は，このプロパ
ティを明示的に指定してください。なお，指定できる長さのバイトは，ISO-8859-1でデ
コードしたあとの長さになります。

(2)標準受付関連

request-ejb={ON｜ OFF}

標準の同期受付（SessionBean）を使用するかどうかを指定します。

• ON
標準の同期受付（SessionBean）を使用します。

• OFF
標準の同期受付（SessionBean）を使用しません。

次に示す場合は，ONを指定してください。

• サービスリクエスタから SessionBeanを使用してサービス部品を呼び出す場合
• 運用環境の画面上でプロセスインスタンスを再実行する場合
• cscpireexecコマンドを使用してプロセスインスタンスを再実行する場合

request-soap={ON｜ OFF}

標準の同期受付（Webサービス）を使用するかどうかを指定します。

• ON
標準の同期受付（Webサービス）を使用します。

• OFF
標準の同期受付（Webサービス）を使用しません。

サービスリクエスタからWebサービスを使用してサービス部品を呼び出す場合は，ON
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を指定してください。

request-jms={ON｜ OFF}

標準の非同期受付（MDB（WS-R））を使用するかどうかを指定します。rm-useプロパ
ティで OFFを指定した場合，このプロパティに ONを指定するとエラーになります。

• ON
標準の非同期受付（MDB（WS-R））を使用します。

• OFF
標準の非同期受付（MDB（WS-R））を使用しません。

次に示す場合は，ONを指定してください。

• サービスリクエスタからMDB（WS-R）を使用してサービス部品を呼び出す場合
• 配備するビジネスプロセスで応答アクティビティを実行したあとに，基本アクティビ
ティ（受付，サービス呼出，Java呼出，データ変換，代入，無操作，フォルト送出）
を実行するようなビジネスプロセスを定義した場合

request-jms.maxmessage=標準の非同期受付（MDB（WS-R））のキューの最大メッセー
ジ数　～＜数字＞ ((1－ 65535))<<1024>>

標準の非同期受付（MDB（WS-R））の受付キュー作成時の最大メッセージ数を指定しま
す。Cosminexus RMでの設定値に依存します。request-jmsプロパティで ONを指定し
た場合だけ有効になります。

request-dbq={ON｜ OFF}

標準の非同期受付（MDB（DBキュー））を使用するかどうかを指定します。rm-useプ
ロパティで OFFを指定した場合，このプロパティに ONを指定するとエラーになりま
す。

• ON
標準の非同期受付（MDB（DBキュー））を使用します。

• OFF
標準の非同期受付（MDB（DBキュー））を使用しません。

サービスリクエスタから（MDB（DBキュー））を使用してサービス部品を呼び出す場合
は，ONを指定してください。

request-dbq.maxmessage=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））のキューの最大メッ
セージ数　～＜数字＞ ((1－ 65535))<<1024>>

標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の受付キュー作成時の最大メッセージ数を指定
します。Cosminexus RMでの設定値に依存します。request-dbqプロパティで ONを指
定した場合だけ有効になります。
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request-jms-rdarea=標準の非同期受付（MDB（WS-R））の RDエリア名　～＜先頭が英
字の英数字，空白，およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 30文字 ))

標準の非同期受付（MDB（WS-R））の RDエリア名を指定します。データベースに
Oracleを使用している場合は無効になります。Cosminexus RMでの設定値に依存しま
す。

request-dbq-rdarea=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の RDエリア名　～＜先頭
が英字の英数字，空白，およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 30文字 ))

標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の RDエリア名を指定します。データベースに
Oracleを使用している場合は無効になります。Cosminexus RMでの設定値に依存しま
す。

request-dbq-maxlen=標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の最大メッセージ長　～
＜数字＞ ((1000－ 1048576))<<33000>>

標準の非同期受付（MDB（DBキュー））の最大メッセージ長をバイト単位で指定しま
す。Cosminexus RMでの指定値に依存します。

(3)ユーザ定義受付関連

request-userdef-soap={ON｜ OFF}　～ <<OFF>>

ユーザ定義受付を使用するかどうかを指定します。

• ON
ユーザ定義受付を使用します。

• OFF
ユーザ定義受付を使用しません。

！！！！ 注意事項
 

OFFの場合でもユーザ定義受付を配備・実行できます。ただし，OFFの場合，開発環境で
ユーザ定義受付を定義するとき，サービスリクエスタからの要求先Webサービスのアドレ
スが表示されないので注意してください。

(4)J2EE関連

naming-service-hostname=ネーミングサービスのホスト名　～＜文字列＞ <<localhost
名 >>

ネーミングサービスのホスト名を指定します。Cosminexusで指定した名称に依存しま
す。このプロパティの指定を省略した場合，cscsvsetupコマンドによって自動的にホス
ト名が設定されます。
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naming-service-port=ネーミングサービスのポート番号　～＜数字＞ ((1－
65535))<<900>>

ネーミングサービスのポート番号を指定します。Cosminexusでの設定値に依存します。
このプロパティの指定を省略した場合，cscsvsetupコマンドによって自動的にポート番
号が設定されます。

(5)Cosminexus RM関連

rm-systemname=Cosminexus RMのシステム名　～＜先頭が英字の大文字英字または数
字＞ ((1－ 3文字 ))

HCSCサーバが使用する Cosminexus RMの RMシステム名を指定します。
Cosminexusで指定した名称に依存します。rm-useプロパティで ONを指定した場合
は，必ず指定します。rm-useプロパティで OFFを指定した場合，このプロパティを指
定するとエラーになります。

rm-displayname=Cosminexus RMの表示名　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞

HCSCサーバが使用する Cosminexus RM（リソースアダプタ）の表示名をサニタイズ
（半角英数字以外をアンダーライン（_）に変更）した値を指定します。Cosminexusで
の名称に依存します。rm-useプロパティで ONを指定した場合は，必ず指定します。
rm-useプロパティで OFFを指定した場合，このプロパティを指定するとエラーになり
ます。

(6)DBコネクタ関連

dbcon-xadisplayname=XATransactionまたは LocalTransaction用 DB Connectorの表示名
　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞

HCSCサーバが使用する XATransaction用，または LocalTransaction用の DB 
Connectorの表示名をサニタイズ（半角英数字以外をアンダーライン（_）に変更）した
値を指定します。Cosminexusでの名称に依存します。db-useプロパティで ONを指定
した場合は，必ず指定します。db-useプロパティで OFFを指定した場合，このプロパ
ティを指定するとエラーになります。

dbcon-nodisplayname=NoTransaction用 DB Connectorの表示名

HCSCサーバが使用するNoTransaction用 DB Connectorの表示名をサニタイズ（半角
英数字以外をアンダーライン（_）に変更）した値を指定します。Cosminexusでの名称
に依存します。db-useプロパティで ONを指定した場合は，必ず指定します。db-useプ
ロパティで OFFを指定した場合，このプロパティを指定するとエラーになります。
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(7)転送キュー関連

transreq-maxmessage=HCSCサーバ間転送受信キューの最大メッセージ数　～＜数字＞
((1－ 65535))<<1024>>

HCSCサーバの HCSCサーバ間転送受信キュー作成時の最大メッセージ数を指定しま
す。Cosminexus RMでの設定値に依存します。

transreq-jms-rdarea=HCSCサーバ間転送受信キューの RDエリア名　～＜先頭が英字の
英数字，空白，およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 30文字 ))

HCSCサーバのサーバ間転送受信キュー作成時の RDエリア名を指定します。データ
ベースに，Oracleを使用している場合は無効になります。Cosminexus RMでの設定値
に依存します。

(8)データベース関連

dbtype={HIRDB｜ ORACLE9I｜ ORACLE10G}

HCSCサーバで使用するデータベース種別を指定します。db-useプロパティで ONを指
定した場合は，必ず指定します。db-useプロパティで OFFを指定した場合，このプロ
パティを指定するとエラーになります。

• HIRDB
使用するデータベースとして HiRDBを使用します。

• ORACLE9I
使用するデータベースとして Oracle9iを使用します。

• ORACLE10G
使用するデータベースとして Oracle10gを使用します。

jdbc-type={DBPSV｜ HIRDB-TYPE4｜ ORACLE-THIN}

HCSCサーバオフライン時に使用する JDBCドライバの種別を指定します。db-useプロ
パティで ONを指定した場合は，必ず指定します。db-useプロパティで OFFを指定し
た場合，このプロパティを指定するとエラーになります。

• DBPSV
Cosminexus DABroker Libraryの JdbcDbpsvDriverを使用します。DBPSVを指定
した場合は，必ず jdbc-dbhostnameプロパティ，および jdbc-dbconnectinfoプロパ
ティを指定します。Cosminexus DABroker Libraryを使用して Oracleへのデータ
ベースにはアクセスできません。

• HIRDB-TYPE4
HiRDB Version8（TYPE4 JDBC）を使用します。HIRDB-TYPE4を指定した場合
は，必ず jdbc-dbhostnameプロパティ，および jdbc-dbconnectinfoプロパティを指定
します。

• ORACLE-THIN
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Oracle JDBC Thin Driverを使用します。dbtypeプロパティで，使用するデータベー
ス種別に ORACLE9Iまたは ORACLE10Gを指定した場合は，必ず指定します。ま
た，ORACLE-THINを指定した場合は，必ず jdbc-urlプロパティを指定します。

jdbc-url=JDBC用データベース URL　～＜文字列＞

HCSCサーバオフライン時に使用する JDBCドライバごとに対応した接続設定情報とし
て，Driver.connectメソッドで接続する際に指定する，接続先のデータベースの URLを
指定します。jdbc-typeプロパティで，JDBCドライバ種別に ORACLE-THINを指定し
た場合は必ず指定します。

• jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合
jdbc-urlプロパティの指定は無効になります。

• jdbc-typeプロパティに HIRDB-TYPE4を指定した場合
jdbc-urlプロパティの指定は無効になります。

• jdbc-typeプロパティに ORACLE-THINを指定した場合
Oracle JDBC Thin Driverがデータベースに接続する際に使用する URLを指定しま
す。「jdbc:oracle:thin:@」より後ろの部分を指定します。URLの形式については，
Oracleのマニュアルを参照してください。データベースに接続する際に使用するユー
ザ名とパスワードを含むURLは指定しないでください。なお，データベースに接続
する際のユーザ名とパスワードは，HCSCサーバ構成定義ファイルで指定します。

jdbc-dbhostname=データベースのホスト名　～＜文字列＞ ((最大 2086文字 ))

HCSCサーバオフライン時にHCSCサーバが使用する HiRDBのホスト名または IPア
ドレスを指定します。jdbc-typeプロパティで，JDBCドライバ種別に DBPSVおよび
HIRDB-TYPE4を指定した場合は必ず指定します。jdbc-typeプロパティに
ORACLE-THINを指定した場合，jdbc-dbhostnameプロパティの指定は無効になりま
す。

jdbc-dbconnectinfo=データベースの接続情報　～＜英数字＞

HCSCサーバオフライン時に使用する接続情報（ポート番号，または環境変数グループ
名）を指定します。ディレクトリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。DABroker
または HiRDBの設定値に依存します。jdbc-typeプロパティで，JDBCドライバ種別に
DBPSVおよび HIRDB-TYPE4を指定した場合は必ず指定します。

• jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合
HiRDBシステムのポート番号，またはHiRDBクライアントの環境変数グループ名を
指定します。環境変数グループ名を指定する場合，必ず先頭の @DABENVGRPを含
めて指定します。

• jdbc-typeプロパティに HIRDB-TYPE4を指定した場合
HiRDBシステムのポート番号，またはHiRDBクライアントの環境変数グループファ
イル名を指定します。環境変数グループファイル名を指定する場合，必ず先頭の
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@HIRDBENVGRP=指定に続けて，環境変数グループファイル名を絶対パス名で指定
します。

• jdbc-typeプロパティに ORACLE-THINを指定した場合
jdbc-dbconnectinfoプロパティの指定は無効になります。

db-character-sets={ASCII｜ Shift_JIS｜ UTF-8｜ EUC-JP}

使用するデータベースで指定した文字コード種別を指定します。

コマンド受付（MBean）や標準受付で入力チェックの際に「XMLスキーマ定義の
NCName」の長さ（データベースに入れることができる文字列のバイト数）を，指定さ
れた文字コードに変換してチェックするために使用します。

db-useプロパティで ONを指定した場合は，必ず指定します。データベースを使用しな
い場合は，このプロパティの指定を省略できます。db-useプロパティで OFFを指定し
た場合で，このプロパティを指定しなかったときは，UFT-8に変換してチェックします。

• ASCII
使用するデータベースで指定した文字コード種別が ASCIIの場合に指定します。

• Shift_JIS
使用するデータベースで指定した文字コード種別が Shift_JISの場合に指定します。

• UTF-8
使用するデータベースで指定した文字コード種別が UTF-8の場合に指定します。

• EUC-JP
使用するデータベースで指定した文字コード種別が EUC-JPの場合に指定します。

(9)データベースの RDエリア（表領域）情報

cscserverinfo-tbl-area=HCSC基本情報テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：
先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

HCSC基本情報テーブルを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベース
の種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

server-trans-tbl-area=連携 HCSC用テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：
先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

連携 HCSCディレクトリを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベース
の種類によって，指定する値が異なります。
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• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

location-tbl-area=ロケーション用テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭
が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ロケーションディレクトリを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベー
スの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

routing-tbl-area=ルーティング用テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭
が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ルーティングディレクトリを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベー
スの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

cv-tbl-area=データ変換用テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字
の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

データ変換ディレクトリを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベース
の種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
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決定されます。

exehistory-tbl-area=実行履歴情報テーブル領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭
が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

実行履歴情報テーブルを作成するテーブル領域を指定します。使用するデータベースの
種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

exehistory-idx-area=実行履歴情報テーブルのインデクスを格納する領域　～＜文字列，
RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

実行履歴情報テーブルのインデクスを作成する領域を指定します。使用するデータベー
スの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

process-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 PROCESSテーブルを格納する領域　～＜文
字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30
文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 PROCESSテーブルを作成する領域を指定します。使用する
データベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。
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process-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 PROCESSテーブルのインデクスを格納する
領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の
場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 PROCESSテーブルのインデクスを作成する領域を指定しま
す。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

activity-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 ACTIVITYテーブルを格納する領域　～＜文字
列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文
字 ))

ビジネスプロセス基盤用 ACTIVITYテーブルを作成する領域を指定します。使用する
データベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

activity-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 ACTIVITYテーブルのインデクスを格納する領
域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場
合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 ACTIVITYテーブルのインデクスを作成する領域を指定しま
す。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。
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link-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 LINKテーブルを格納する領域　～＜文字列，RD
エリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 LINKテーブルを作成する領域を指定します。使用するデータ
ベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

link-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 LINKテーブルのインデクスを格納する領域　～
＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1
－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 LINKテーブルのインデクスを作成する領域を指定します。使
用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

correlationset-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 CORRELATIONSETテーブルを格納す
る領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名
の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 CORRELATIONSETテーブルを作成する領域を指定します。
使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。
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correlationset-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 CORRELATIONSETテーブルのインデ
クスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞
((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 CORRELATIONSETテーブルのインデクスを作成する領域を
指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

string-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 STRING-VARIABLEテーブルを格納す
る領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリア名
の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 STRING-VARIABLEテーブルを作成する領域を指定します。
使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

string-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 STRING-VARIABLEテーブルのインデ
クスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞
((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 STRING-VARIABLEテーブルのインデクスを作成する領域を
指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。
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numeric-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 NUMERIC-VARIABLEテーブルを格
納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリ
ア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 NUMERIC-VARIABLEテーブルを作成する領域を指定します。
使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

numeric-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 NUMERIC-VARIABLEテーブルのイ
ンデクスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白
＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 NUMERIC-VARIABLEテーブルのインデクスを作成する領域
を指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

boolean-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 BOOLEAN-VARIABLEテーブルを格
納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエリ
ア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 BOOLEAN-VARIABLEテーブルを作成する領域を指定します。
使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。
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boolean-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 BOOLEAN-VARIABLEテーブルのイ
ンデクスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白
＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用 BOOLEAN-VARIABLEテーブルのインデクスを作成する領域
を指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

message-variable-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用 MESSAGE-VARIABLEテーブルを
格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエ
リア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルを作成する領域を指定します。
使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

message-variable-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 MESSAGE-VARIABLEテーブルの
インデクスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空
白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルのインデクスを作成する領域
を指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。
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message-variable-val-area=ビジネスプロセス基盤用 MESSAGE-VARIABLEテーブルの
VariableValue列を格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数
字と空白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-VARIABLEテーブルの VariableValue列を作成す
る領域を指定します。

• HiRDBの場合
指定は不要です。このプロパティを指定しても無効となります。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

message-relation-tbl-area=ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-RELATIONテーブルを
格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空白＞ ((RDエ
リア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-RELATIONテーブルを作成する領域を指定しま
す。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってテーブル領域が
決定されます。

message-relation-idx-area=ビジネスプロセス基盤用 MESSAGE-RELATIONテーブルの
インデクスを格納する領域　～＜文字列，RDエリア名の場合：先頭が英字の英数字と空
白＞ ((RDエリア名の場合：1－ 30文字 ))

ビジネスプロセス基盤用MESSAGE-RELATIONテーブルのインデクスを作成する領域
を指定します。使用するデータベースの種類によって，指定する値が異なります。

• HiRDBの場合
RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
表領域を指定します。

このプロパティの指定を省略した場合，使用するデータベースに従ってインデクス領域
が決定されます。

sql-scriptfilename=SQLスクリプトファイルパス　～＜文字列＞

データベース作成用の SQLスクリプトファイルパスを絶対パスで指定します。ディレク
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トリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。

このプロパティはオプション機能です。このプロパティでユーザ SQLファイルを指定す
る場合，SQLファイルの TABLE名，INDEX名，VIEW名を誤らないようにしてくだ
さい。誤ったものを指定すると動作は保障されません。また，HCSCサーバのアンセッ
トアップ時には，SQLファイルの内容に関係なく，HCSCサーバが使用するテーブル一
式が削除されます。ただし，HAクラスタ内で共有できるテーブルについては，クラスタ
内で最後の HCSCサーバをアンセットアップする場合にだけ削除します。HCSCサーバ
が使用するテーブル一式については，「表 7-36　HCSCサーバが使用するリソース」を
参照してください。

また，SQLスクリプトファイルの設定については，「付録 D　SQLスクリプトファイル
の設定」を参照してください。

なお，このプロパティを指定した場合，次に示すプロパティは無効になります。

(10)クライアント定義ファイル

soap-client-def=Cosminexus SOAPクライアント定義ファイル名　～＜文字列＞

HCSCサーバ間転送で使用する Cosminexus SOAPクライアント定義ファイルのファイ
ル名を絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。

(11)サーバ間転送関連

csctrans-jms.instance.maximum=サーバ間転送（JMS受信）プール内のインスタンス最
大数　～＜数字＞ ((1－ 1024))<<10>>

プール内のサーバ間転送（JMS受信）インスタンス最大数を指定します。Cosminexus 
RMでの設定値に依存します。

cscserverinfo-tbl-area correlationset-tbl-area

server-trans-tbl-area correlationset-idx-area

location-tbl-area string-variable-tbl-area

routing-tbl-area string-variable-idx-area

cv-tbl-area numeric-variable-tbl-area

exehistory-tbl-area numeric-variable-idx-area

exehistory-idx-area boolean-variable-tbl-area

process-tbl-area boolean-variable-idx-area

process-idx-area message-variable-tbl-area

activity-tbl-area message-variable-idx-area

activity-idx-area message-variable-val-area

link-tbl-area message-relation-tbl-area

link-idx-area message-relation-idx-area
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記述例

HiRDBを使用した場合の例を次に示します。

使用方法

HCSCサーバ構成定義ファイルの要素 setup-propertiesに HCSCサーバセットアップ定
義ファイルを指定します。

注意事項

同じプロパティを複数指定した場合は，動作は保証されません。

 
db-use=ON
rm-use=ON
request-ejb=ON
request-soap=ON
request-jms=ON
request-dbq=OFF
rm-systemname=RM
rm-displayname=Cosminexus_Reliable_Messaging
dbcon-xadisplayname=DB_Connector_for_HiRDB_Type4_Cosminexus_RM
dbcon-nodisplayname=DB_Connector_for_HiRDB_Type4
dbtype=HIRDB
jdbc-type=HIRDB-TYPE4
jdbc-dbhostname=localhost
jdbc-dbconnectinfo=22200
db-character-sets=Shift_JIS
cscserverinfo-tbl-area=RDDATA1
server-trans-tbl-area=RDDATA1
location-tbl-area=RDDATA1
routing-tbl-area=RDDATA1
cv-tbl-area=RDDATA1
exehistory-tbl-area=RDDATA2
exehistory-idx-area=RDINDX2
process-tbl-area=RDDATA1
process-idx-area=RDINDX1
activity-tbl-area=RDDATA1
activity-idx-area=RDINDX1
link-tbl-area=RDDATA1
link-idx-area=RDINDX1
correlationset-tbl-area=RDDATA1
correlationset-idx-area=RDINDX1
string-variable-tbl-area=RDDATA3
string-variable-idx-area=RDINDX3
numeric-variable-tbl-area=RDDATA3
numeric-variable-idx-area=RDINDX3
boolean-variable-tbl-area=RDDATA3
boolean-variable-idx-area=RDINDX3
message-variable-tbl-area=RDDATA3
message-variable-idx-area=RDINDX3
message-relation-tbl-area=RDDATA4
message-relation-idx-area=RDINDX4
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連携セットアップ定義ファイル

形式

機能

HCSCサーバセットアップ後のHCSCサーバの連携セットアップ情報を指定します。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscconsetup.properties
 

設定できるプロパティ

SyncTransKind={EJB｜ SOAP}

通信手段オプションフラグを指定します。

• EJB
通信手段が EJBの場合に指定します。

• SOAP
通信手段が SOAPの場合に指定します。

TransQueURL=転送先のキュー間転送用Webアプリケーションの URL

転送先のキュー間転送用Webアプリケーションの URLを，次に示す形式で指定します。
サービス名（固定）は含みません。

http://<ホスト名 >:<ポート番号 >/<コンテキストルート >　または

https://<ホスト名 >:<ポート番号 >/<コンテキストルート >

TransQueUserID=転送キュー作成用ベーシック認証ユーザ ID

転送キューを作成用のベーシック認証に使用するユーザ IDを指定します。

 
SyncTransKind={EJB｜SOAP}
TransQueURL=転送先のキュー間転送用WebアプリケーションのURL
TransQueUserID=転送キュー作成用ベーシック認証ユーザID
TransQuePassword=転送キュー作成用ベーシック認証パスワード
TransQueQosInfo={exactly_once｜in_order}
TransQueMaxMessage=転送キューのメッセージ最大数
WebURL=SOAP転送用宛先URL
WebUserID=SOAP転送用Webサービスベーシック認証ユーザID
WebPassword=SOAP転送用Webサービスベーシック認証パスワード
RMRdArea=転送キュー作成用RDエリア名
FirstSetup={true｜false}
ConnectJ2eeServerName=連携先クラスタのJ2EEサーバ名
NamingServiceHostName=連携先クラスタのネーミングサービスホスト名
NamingServicePort=連携先クラスタのネーミングサービスポート番号
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TransQuePassword=転送キュー作成用ベーシック認証パスワード

転送キューを作成用のベーシック認証に使用するパスワードを指定します。

TransQueQosInfo={exactly_once｜ in_order}　～ <<exactly_once>>

連携用の転送キュー使用時の QoSの種別を指定します。

• exactly_once
配送を保証する場合，および重複を防止する場合に指定します。

• in_order
順序を保証する場合に指定します。

設定値については，マニュアル「Cosminexus Reliable Messaging 」の「キュー間転送
の Qos」を参照してください。

TransQueMaxMessage=転送キューのメッセージ最大数　～＜数字＞ ((1－
65535))<<1024>>

転送キューのメッセージ最大数を指定します。

WebURL=SOAP転送用宛先 URL

SOAP転送用宛先の URLを次の形式で指定します。コンテキストルートは含んでいませ
ん。

http://<ホスト名 >:<ポート番号 >　または

https://<ホスト名 >:<ポート番号 >

WebUserID=SOAP転送用Webサービスベーシック認証ユーザ ID

SOAP転送用のWebサービスのベーシック認証に使用するユーザ IDを指定します。

WebPassword=SOAP転送用Webサービスベーシック認証パスワード

SOAP転送用のWebサービスのベーシック認証に使用するパスワードを指定します。

RMRdArea=転送キュー作成用 RDエリア名

転送キュー作成用の RDエリア名を指定します。

FirstSetup={true｜ false}　～ <<true>>

連携先クラスタ情報を追加するサーバの種別を指定するかどうかを指定します。

• true
連携先クラスタ情報を追加するサーバの種別を指定します。

• false
連携先クラスタ情報を追加するサーバの種別を指定しません。
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ConnectJ2eeServerName=連携先クラスタの J2EEサーバ名

連携先クラスタの J2EEサーバ名を指定します。

NamingServiceHostName=連携先クラスタのネーミングサービスホスト名

連携先クラスタのネーミングサービスホスト名を指定します。

NamingServicePort=連携先クラスタのネーミングサービスポート番号

連携先クラスタのネーミングサービスポート番号を指定します。

記述例

使用方法

cscconsetupコマンドの -propfileオプションの引数に連携セットアップ定義ファイルを
指定します。詳細については，「3.1.6　連携をセットアップする」を参照してください。

 
SyncTransKind=SOAP
TransQueURL=http://Hsrv3:700/Transque
TransQueUserID=tquser01
TransQuePassword=tqpass01
TransQueQosInfo=exactly_once
TransQueMaxMessage=10
WebURL=http://Hsrv1:2605
WebUserID=wuser01
WebPassword=wpass01
RMRdArea=trasque
FirstSetup=true
ConnectJ2eeServerName=honkan_J2EESV
NamingServiceHostName=NHsrv1
NamingServicePort=2806
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形式

機能

セットアップ後の HCSCサーバの定義情報を HCSC-Managerから設定します。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ

 
［historyrecord={ON｜OFF}］
［historyrecord-data={ON｜OFF}］
［historyrecord-binarylength={FULL｜電文データの長さ}］
 
［methodtrace-filepath=メソッドトレース出力先パス］
［requesttrace-filepath=リクエストトレース出力先パス］
［methodtrace-filenum=メソッドトレース面数］
［requesttrace-filenum=リクエストトレース面数］
［methodtrace-filesize=メソッドトレースファイルサイズ］
［requesttrace-filesize=リクエストトレースファイルサイズ］
［methodtrace-level={1｜2｜3｜4｜5}］
［requesttrace={ON｜OFF}］
［bptrace-level={0｜10｜20｜30}］
［bptrace-filenum=BPトレースの面数］
［bptrace-filesize=BPトレースのサイズ］
 
［dab-bufsize=DABrokerからの受信データのバッファ長］
［jdbc-bufsize=JDBCで取り扱うバッファ長］
［jdbc-longvarbinary={REAL｜LOCATOR}］
［jdbc-longvarbinary-access-size=HiRDBに一度に要求するデータの長さ］
［jdbc-maxbinarysize=取得するデータの最大長］
［jdbc-longvarbinary-truncerror={TRUE｜FALSE}］
 
［request-ejb.instance.minimum=標準の同期受付（SessionBean）のインスタンス最小
数］
［request-ejb.instance.maximum=標準の同期受付（SessionBean）のインスタンス最大
数］
［request-ejb.ctm={true｜false}］
［request-ejb.parallel.count=CTMがアプリケーションを呼び出すために用意するスレッ
ド数］
［request-ejb.optional.name=標準の同期受付（SessionBean）の別名］
［request-soap.instance.minimum=標準の同期受付（Webサービス）の最小同時実行数］
［request-soap.instance.maximum=標準の同期受付（Webサービス）の最大同時実行数］
［request-soap.exclusive.threads=標準の同期受付（Webサービス）の占有スレッド
数］
［request-soap.queue-size=標準の同期受付（Webサービス）の実行待ちキューのサイズ］
［request-jms.instance.maximum=標準の非同期受付（MDB（WS-R））のインスタンス最
大数］
［receptionstop-monitor-timer=受付終了タイムアウト時間］
 
［soapfault-targetnamespace-filepath=SOAP Fault動作定義ファイルの絶対パス］
 
［xmltelegram-maxcache-num=XML電文をキャッシュできる数］
［telegram-validation={ON｜OFF}］
 
［cscserver-connect-timeout=タイムアウト値］
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>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscsvconfig.properties
 

設定できるプロパティ

(1)実行履歴管理

historyrecord={ON｜ OFF}　～ <<OFF>>

電文の実行履歴を採取するかどうかを指定します。HCSCサーバセットアップ定義ファ
イルの db-useプロパティで OFFを指定した場合に，このプロパティで ONを指定する
とエラーになります。

• ON
採取します。

• OFF
採取しません。

historyrecord-data={ON｜ OFF}　～ <<OFF>>

電文の実行履歴の電文データ（ユーザ電文）を採取するかどうかを指定します。
historyrecordプロパティで ONを指定した場合だけ有効になります。

• ON
採取します。

• OFF
採取しません。

historyrecord-binarylength={FULL｜電文データの長さ }　～＜英大文字または数字＞ ((0
－ 2147483639))<<0>>

採取する電文データ（ユーザ電文）の長さを指定します。historyrecordプロパティおよ
び historyrecord-dataプロパティで ONを指定した場合だけ有効になります。

• FULL
電文データすべてを採取します。最大 2,147,483,639バイトの電文データを取得しま
す。

• 電文データの長さ
指定した長さの電文データを採取します。0～ 2,147,483,639バイトの長さを指定し
ます。

(2)ログトレース

methodtrace-filepath=メソッドトレース出力先パス　～＜文字列（2バイト文字含む）お
よび空白＞ <<<Cosminexusログ出力ディレクトリ >¥csc¥maintenance>>

メッセージング基盤，およびビジネスプロセス基盤のメソッドトレースの出力先パスを
絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。存在し
ないディレクトリを指定した場合は，省略値が使用されます。省略値は Cosminexusの
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設定値に依存します。

requesttrace-filepath=リクエストトレース出力先パス　～＜文字列（2バイト文字含む）
および空白＞ <<<Cosminexusログ出力ディレクトリ >¥csc>>

リクエストトレースの出力先パスを絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」
または「¥¥」を使用します。存在しないディレクトリを指定した場合は，省略値が使用
されます。省略値は Cosminexusの設定値に依存します。

methodtrace-filenum=メソッドトレース面数　～＜数字＞ ((1－ 16))<<8>>

メソッドトレースの最大面数を指定します。

requesttrace-filenum=リクエストトレース面数　～＜数字＞ ((1－ 16))<<4>>

リクエストトレースの最大面数を指定します。

methodtrace-filesize=メソッドトレースファイルサイズ　～＜数字＞ ((4096－
2147483647))<<2097152>>

メソッドトレースファイルの 1面当たりの最大サイズをバイト単位で指定します。

requesttrace-filesize=リクエストトレースファイルサイズ　～＜数字＞ ((4096－
2147483647))<<2097152>>

リクエストトレースファイルの 1面当たりの最大サイズをバイト単位で指定します。

methodtrace-level={1｜ 2｜ 3｜ 4｜ 5}　～ <<3>>

メソッドトレースの出力レベルを指定します。出力情報と出力レベルを次の表に示しま
す。

（凡例）
○：出力されます。
×：出力されません。

注※　DBアダプタの場合は該当しません。

出力情報 出力レベル

1 2 3 4 5

エラー情報（例外発生原因） ○ ○ ○ ○ ○

標準受付メソッドの入口／出口情報（クラス名，メソッ
ド名，引数，戻り値）※

×※ ○※ ○※ ○※ ○※

外部（BPなど）のインターフェースの入口／出口情報
（クラス名，メソッド名，引数，戻り値）

× × ○ ○ ○

コンポ内インターフェースの入口／出口情報（クラス名，
メソッド名，引数，戻り値）

× × × ○ ○

デバッグ情報（処理の分岐などの情報） × × × × ○
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requesttrace={ON｜ OFF}　～ <<ON>>

リクエストトレースを採取するかどうかを指定します。

• ON
採取します。

• OFF
採取しません。

bptrace-level={0｜ 10｜ 20｜ 30}　～ <<10>>

ビジネスプロセス基盤のメソッドトレースの出力レベルを指定します。

bptrace-filenum=BPトレースの面数　～＜数字＞ ((1－ 16))<<16>>

ビジネスプロセス基盤のメソッドトレースの面数を指定します。

bptrace-filesize=BPトレースのサイズ　～＜数字＞ ((4096－
2147483647))<<2097152>>

ビジネスプロセス基盤のメソッドトレースのサイズをバイト単位で指定します。

(3)DB情報

dab-bufsize=DABrokerからの受信データのバッファ長　～＜数字＞ ((10－ 16000))

HCSCサーバのオフライン時，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を表
示する場合に，Cosminexus DABroker Libraryからの受信データを格納するためのバッ
ファ長をキロバイト単位で指定します。HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合にだけ有効になります。

次の場合は，表示データ長に 10を加えた値を指定します。

• 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 15,990キロバイト以下のユーザ電文を採取
している場合で，実行履歴情報を表示するときの電文データ長オプションで 1～
65535の値を指定しているとき

• 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 15,990キロバイトより大きいユーザ電文を
採取している場合で，実行履歴情報を表示するときの電文データ長オプションで 1～
65535の値を指定しているとき

• 実行履歴情報の表示に際し，電文データ長オプションで 0（上限値なし）を指定して
いる場合で，採取されているユーザ電文の長さの上限がわかっている場合

次の場合は，このプロパティに 16000を指定し，さらに jdbc-longvarbinaryプロパティ
に LOCATORを指定します。

• 実行履歴情報を表示するときの電文データ長オプションの指定が 0（上限値なし）の
場合

次の場合は，このプロパティの指定を省略できます。省略時は，DABrokerの省略時の
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動作に依存します（Driver.connectメソッドに指定する BUF_SIZEの値）。

• 電文の実行履歴を管理しない場合
• ユーザ電文を採取しない場合

jdbc-bufsize=JDBCで取り扱うバッファ長　～＜数字＞ ((16－ 512))

HCSCサーバのオフライン時に，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を
表示するときの JDBCで取り扱うバッファ長をメガバイト単位で指定します。実行履歴
情報を表示する際の電文データ長オプションで 0（上限値なし）を指定している場合は，
採取データ長に合わせて指定します。HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定し，かつ dbc-longvarbinaryプロパティで
LOCATORを指定した場合にだけ，有効になります。

次の場合は，このプロパティの指定を省略できます。省略時は，DABrokerの省略時の
動作に依存します（Driver.connectメソッドに指定する ROW_SIZEの値）。

• 電文の実行履歴を管理しない場合
• ユーザ電文を採取しない場合
• 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 16,384キロバイト以下のユーザ電文を採取
している場合

• 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 16,384キロバイトより大きいユーザ電文を
採取している場合で，実行履歴情報を表示するときの電文データ長オプションで 1～
65535の値を指定しているとき。

jdbc-longvarbinary={REAL｜ LOCATOR}　～ <<REAL>>

HCSCサーバのオフライン時に，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を
表示するときに指定します。HCSCサーバセットアップ定義ファイルの jdbc-typeプロ
パティに DBPSVまたは HIRDB-TYPE4を指定した場合にだけ，有効になります。

• REAL
次の場合に指定します。
jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合
1. 電文の実行履歴を管理しない場合
2. ユーザ電文を採取しない場合
3. 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 16,000キロバイト以下のユーザ電文を
採取している場合で，dab-bufsizeプロパティで表示データ長や採取データ長より
大きい値を指定したとき

jdbc-typeプロパティに HIRDB-TYPE4を指定した場合
1. 電文の実行履歴を管理しない場合
2. ユーザ電文を採取しない場合
3. 電文の実行履歴を管理し，かつ jdbc-maxbinarysizeプロパティで指定したデータ
長以下のユーザ電文を採取している場合
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• LOCATOR
次の場合に指定します。
jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合
1. 上記 REALの jdbc-typeプロパティに DBPSVを指定した場合の項番 3に該当しな
い場合

2. 電文の実行履歴を管理し，かつデータ長が 16,000キロバイトより大きいユーザ電
文を採取している場合で，さらに電文の実行履歴情報を表示するコマンドの電文
データ長オプションで 0（上限値なし）を指定しているとき

jdbc-typeプロパティに HIRDB-TYPE4を指定した場合
1. 電文の実行履歴を管理し，かつ jdbc-maxbinarysizeプロパティで指定したデータ
長より大きいユーザ電文を採取している場合
次に示すデータ長でデータを分割して，データを取得します。
jdbc-longvarbinary-access-sizeプロパティで指定した値× 1024（単位：バイト）

jdbc-longvarbinary-access-size=HiRDBに一度に要求するデータの長さ　～＜数字＞ ((0
－ 2097151))

HCSCサーバのオフライン時，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を表
示する場合に，HiRDBに一度に要求するデータの長さをキロバイト単位で指定します。
jdbc-typeプロパティにHIRDB-TYPE4を指定し，jdbc-longvarbinaryプロパティに
LOCATORを指定した場合にだけ，有効になります。省略時は，HiRDB Type4 JDBC 
Driverの省略時の動作に依存します（DriverManager#getConnectionメソッドに指定
する HiRDB_for_Java_LONGVARBINARY_ACCESS_SIZEの値）。

指定するデータの長さは，データベースに格納されている電文の実行履歴情報で，表示
するユーザ電文の長さに応じて指定します。ユーザ電文は，次に示すデータ長でデータ
を分割して取得できます。

jdbc-longvarbinary-access-sizeプロパティで指定した値× 1024（単位：バイト）

0を指定した場合は，データ全体を一度に要求します。ただし，定義長とメモリの設定に
よってメモリ不足が発生するおそれがあるため，注意する必要があります。

jdbc-maxbinarysize=取得するデータの最大長　～＜数字＞ ((1－
2147483647))<<64000>>

HCSCサーバのオフライン時，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を表
示する場合に，取得するデータの最大長をバイト単位で指定します。jdbc-typeプロパ
ティに HIRDB-TYPE4を指定し，jdbc-longvarbinaryプロパティに REALを指定した
場合にだけ，有効になります。

取得するデータの最大長は，電文の実行履歴で採取するユーザ電文の長さ
（historyrecord-binarylengthプロパティで指定）に応じて指定します。なお，取得対象
のデータが jdbc-maxbinarysizeプロパティで指定した値より大きい場合は，指定した値
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までのデータしか取得できません。

jdbc-longvarbinary-truncerror={TRUE｜ FALSE}

HCSCサーバのオフライン時，データベースに格納されている電文の実行履歴情報を表
示する場合に，取得対象のデータが取得データの最大長を超えてしまい，すべてのデー
タを取得できないとき，エラーにするかどうかを指定できます。jdbc-typeプロパティに
HIRDB-TYPE4を指定した場合にだけ，有効になります。省略時は，HiRDB Type4 
JDBC Driverの省略時の動作に依存します（DriverManager#getConnectionメソッド
に指定する HiRDB_for_Java_LONGVARBINARY_TRUNCERRORの値）。

• TRUE
最大長を超えてしまい，すべてのデータを取得できないとき，エラーにします。

• FALSE
最大長を超えてしまい，すべてのデータを取得できないとき，エラーにしません。

(4)標準受付関連

request-ejb.instance.minimum=標準の同期受付（SessionBean）インスタンス最小数　
～＜数字＞ ((0，または 1－ request-ejb.instance.maximumプロパティでの設定値
))<<request-ejb.instance.maximumプロパティでの設定値 >>

プール内の標準の同期受付（SessionBean）のインスタンス最小数を指定します。HCSC
サーバセットアップ定義ファイルの request-ejbプロパティで ONを指定している場合だ
け有効になります。

request-ejb.instance.maximum=標準の同期受付（SessionBean）インスタンス最大数　
～＜数字＞ ((1－ 1024))<<10>>

プール内の標準の同期受付（SessionBean）のインスタンス最大数を指定します。HCSC
サーバセットアップ定義ファイルの request-ejbプロパティで ONを指定している場合だ
け有効になります。

CTMを使用している場合で CTMの同時実行数を動的に変更するときは，127以上を指
定してください。

request-ejb.ctm={true｜ false}　～ <<false>>

CTM連携をするかどうかを指定します。HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
request-ejbプロパティで ONを指定している場合だけ有効になります。

• true
CTM連携をします。

• false
CTM連携をしません。
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request-ejb.parallel.count=CTMがアプリケーションを呼び出すために用意するスレッド
数　～＜数字＞ ((1－ 127))<<1>>

CTMがアプリケーションを呼び出すために用意するスレッド数を指定します。
request-ejb.ctmプロパティで trueを指定している場合だけ有効になります。なお，
request-ejb.instance.maximumプロパティで指定した値以下の値を指定してください。

request-ejb.optional.name=標準の同期受付（SessionBean）の別名　～＜英数字，アン
ダーライン（_），ピリオド（.），およびスラッシュ（/）＞ ((1≦文字列長≦ 255))

標準の同期受付（SessionBean）の別名を指定します。このプロパティは，JavaVMの
システムプロパティで ejbserver.cui.optionalname.enabledが trueに設定されている場
合だけ有効になります。ejbserver.cui.optionalname.enabledについては，マニュアル
「Cosminexus　リファレンス　定義編」を参照してください。なお，次の名前を指定し
た場合，リクエスト受付の起動に失敗します。

• 次の値と重複した名前（起動状態のもの）
• サービスアダプタのサービス ID
• ビジネスプロセスのサービス ID
• ユーザ定義受付の受付 ID
• そのほか，J2EEアプリケーションの optional-nameの指定値など

• "HITACHI_EJB"で始まる名前
• 名前の先頭または末尾に，スラッシュ（/）またはピリオド（.）を指定した名前
• スラッシュ（/）だけ，またはピリオド（.）だけの名前
• スラッシュ（/）が連続している名前
• スラッシュ（/）およびピリオド（.）が連続している名前

また，文字列の前後に空白または改行がある場合は，取り除かれて設定されます。文字
列の途中に空白，改行がある場合はエラーになります。

request-soap.instance.minimum=標準の同期受付（Webサービス）最小同時実行数　～
＜数字＞ ((0，または 1－ request-soap.instance.maximumプロパティでの設定値
))<<request-soap.instance.maximumプロパティでの設定値 >>

プール内の標準の同期受付（Webサービス）の最小同時実行数を指定します。HCSC
サーバセットアップ定義ファイルの request-soapプロパティで ONを指定している場合
だけ有効になります。

request-soap.instance.maximum=標準の同期受付（Webサービス）最大同時実行数　～
＜数字＞ ((1－ 1024))<<10>>

プール内の標準の同期受付（Webサービス）の最大同時実行数を指定します。HCSC
サーバセットアップ定義ファイルの request-soapプロパティで ONを指定している場合
だけ有効になります。
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request-soap.exclusive.threads=標準の同期受付（Webサービス）占有スレッド数　～
＜数字＞ ((0－ 1024))<<0>>

プール内の標準の同期受付（Webサービス）の占有スレッド数を指定します。最大同時
実行数（request-soap.instance.maximum）を超えない範囲で値を指定してください。0
を指定した場合，スレッドは占有されません。

なお，この指定値はWARの属性 thread-control-exclusive-threadsに設定されます。こ
のため，Webコンテナ全体の最大同時実行スレッド数や最大接続数などの値を考慮して
指定する必要があります。

request-soap.queue-size=標準の同期受付（Webサービス）実行待ちキューのサイズ　
～＜数字＞ ((0－ 2147483647))<<8192>>

プール内の標準の同期受付（Webサービス）の実行待ちキューのサイズを指定します。

request-jms.instance.maximum=標準の非同期受付（MDB（WS-R））インスタンス最大
数　～＜数字＞ ((1－ 1024))<<10>>

プール内の標準の非同期受付（MDB（WS-R））のインスタンス最大数を指定します。
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの request-jmsプロパティで ONを指定してい
る場合だけ有効になります。

receptionstop-monitor-timer=受付終了タイムアウト時間　～＜数字＞ ((0－ 600))<<0>>

標準受付，および HCSCサーバ転送用受付サービス停止処理のタイムアウト時間を秒単
位で指定します。0を指定した場合は，タイムアウトしません。

(5)サービスアダプタ関連

soapfault-targetnamespace-filepath=SOAP Fault動作定義ファイルの絶対パス～＜文字列
＞

SOAP Fault動作定義ファイルを絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」ま
たは「¥¥」を使用します。このプロパティは，Webサービスのサービスアダプタで，
Webサービスからの SOAP Faultをすべてユーザ定義例外として扱う場合に指定します。

(6)データ変換関連

xmltelegram-maxcache-num=XML電文をキャッシュできる数　～＜数字＞ ((0－
2147483647))<<0>>

XML電文オブジェクトをキャッシュできる数を指定します。キャッシュされた XML電
文オブジェクトが再利用されることによって，同じ形式の XML電文の処理時間を短縮で
きます。XML電文が再利用されるためには，次に示す値以上の数を指定します。

 
（アダプタ・ビジネスプロセスのデータ変換設定数）＋（ビジネスプロセスのパス操作
設定数）
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0を指定した場合は，キャッシュされません。

なお，要素数の少ない XML電文の場合，処理時間が遅くなることがあります。

telegram-validation={ON｜ OFF}　～ <<OFF>>

指定した電文フォーマットに対して，送受信する電文が適切かどうかを検証します
（データ検証機能）。ONを指定した場合，HCSCサーバの処理性能に影響があるため，
テスト環境やデバック環境で指定することをお勧めします。

• ON
検証します。

• OFF
検証しません。

データ検証機能については，マニュアル「Cosminexusサービスプラットフォーム　概
説」を参照してください。

(7)実行タイマ監視

cscserver-connect-timeout=タイムアウト値　～＜数字＞ ((0－ 86400))<<600>>

サーバ間連携の呼び出しを監視するためのタイムアウト値を秒単位で指定します。サー
ビス実行監視タイマより大きな値を設定します。0を指定した場合は，タイムアウトしま
せん。

記述例

サンプルファイルを次に示します。
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使用方法

cscsvconfigコマンドの -propfileオプションの引数にHCSCサーバランタイム定義ファ
イルを指定します。詳細については，「3.1.4　HCSCサーバの定義情報を設定する」を
参照してください。

 
historyrecord=ON
historyrecord-data=ON
historyrecord-binarylength=FULL
methodtrace-filepath=c:¥¥TMP
requesttrace-filepath=c:¥¥TMP
methodtrace-filenum=8
requesttrace-filenum=4
methodtrace-filesize=2097152
requesttrace-filesize=2097152
methodtrace-level=3
requesttrace=ON
bptrace-level=10
bptrace-filenum=16
bptrace-filesize=2097152
dab-bufsize=64
jdbc-bufsize=16
jdbc-longvarbinary=REAL
jdbc-maxbinarysize=64000
jdbc-longvarbinary-truncerror=TRUE
request-ejb.instance.minimum=10
request-ejb.instance.maximum=10
request-ejb.ctm=false
request-ejb.parallel.count=1
request-soap.instance.minimum=10
request-soap.instance.maximum=10
request-jms.instance.maximum=10
receptionstop-monitor-timer=0
cscserver-connect-timeout=600
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形式

機能

ユーザ定義受付の情報を設定します。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥templates¥cscurcptnconfig.properties
 

設定できるパラメタ

user-defined-reception-soap.threads.maximum=最大同時実行数　～＜数字＞ ((1－
1024))<<10>>

ユーザ定義受付の最大同時実行数を指定します。占有スレッド数以上の値を指定する必
要があります。

user-defined-reception-soap.exclusive.threads=占有スレッド数　～＜数字＞ ((0－
1024))<<0>>

ユーザ定義受付の占有スレッド数を指定します。最大実行数を超えない範囲で値を指定
する必要があります。0を指定した場合，スレッドは占有されません。

なお，この指定値はWARの属性 thread-control-exclusive-threadsに設定されます。こ
のため，Webコンテナ全体の最大同時実行スレッド数や最大接続数などの値を考慮して
指定する必要があります。

user-defined-reception-soap.queue-size=実行待ちキューサイズ　～＜数字＞ ((0－
2147483647))<<8192>>

ユーザ定義受付の実行待ちキューのサイズを指定します。

使用方法

ユーザ定義受付ランタイム定義ファイルは，csccompoconfigコマンドの -propfileオプ
ションの引数に指定します。詳細については，「3.1.12　ユーザ定義受付の定義情報を設
定する」を参照してください。

 
user-defined-reception-soap.threads.maximum=最大同時実行数
user-defined-reception-soap.exclusive.threads=占有スレッド数
user-defined-reception-soap.queue-size=実行待ちキューサイズ
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形式

機能

HCSC-Managerの動作に必要となる情報を設定します。

ファイルの格納先
 
<Cosminexusのインストールディレクトリ
>¥CSC¥config¥manager¥cscmng.properties
 

設定できるパラメタ

(1)リポジトリ設定

cscmng.repository.root=リポジトリのルートディレクトリパス　～ <最大 100バイトの
文字列 ><<<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥repository>>

リポジトリのルートディレクトリを絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」
または「¥¥」を使用します。相対パスを指定した場合，エラーになる場合があります。
存在しないディレクトリを指定した場合，および指定した文字列が 100バイトを超える
場合はエラーになります。そのため，<Cosminexusインストールディレクトリ >が 84
バイトを超える場合は，このプロパティを明示的に指定してください。

 
cscmng.repository.root=リポジトリのルートディレクトリパス
 
cscmng.log.dir=ログ出力先ディレクトリパス
cscmng.log.<チャネル名>.filesize=ログファイルサイズ
cscmng.log.<チャネル名>.filenum=ログファイル面数
 
cscmng.manager.<マネージャ識別名>.timeout=タイムアウト値
 
cscmng.pireexec.response.dir=応答電文格納ディレクトリパス
cscmng.pireexec.response.encoding=応答電文格納文字コード
 
cscmng.server.<HCSCサーバ名>.system=論理サーバ名
 
cscmng.repctl.export.dir=エクスポートファイルの出力先ディレクトリパス
 
cscmng.envbackup.dir=環境バックアップの出力先ディレクトリパス
cscmng.envbackup.dir.envrestore=リストア前の環境バックアップの出力先ディレクトリ
パス
cscmng.envbackup.dir.import=インポート前の環境バックアップの出力先ディレクトリパ
ス
cscmng.envbackup.autoget={ON｜OFF}
cscmng.envbackup.autoget.off={envrestore｜import｜envrestore,import}
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(2)ログ設定

cscmng.log.dir=ログ出力先ディレクトリパス　～ <最大 100バイトの文字列
><<<Cosminexusインストールディレクトリ >¥CSC¥log¥manager>>

ログ出力先ディレクトリを絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」または
「¥¥」を使用します。相対パスを指定した場合，エラーになる場合があります。存在し
ないディレクトリを指定した場合，および指定した文字列が 100バイトを超える場合は
エラーになります。そのため，<Cosminexusインストールディレクトリ >が 84バイト
を超える場合は，このプロパティを明示的に指定してください。

cscmng.log.<チャネル名 >.filesize=ログファイルサイズ　～＜数字＞ ((4096－
16777216))<<1048576>>　チャネルがmaintenanceの場合は＜数字＞ ((4096－
16777216))<<4194304>>

ログファイル一つ当たりの上限サイズをバイト単位で指定します。不正な値を指定した
場合は，省略値が指定されます。チャネル名には，次のどれか一つを指定します。

• message：メッセージログ
• exception：例外ログ
• maintenance：メンテナンスログ

cscmng.log.<チャネル名 >.filenum=ログファイル面数　～＜数字＞ ((1－ 16))<<2>>

ログファイル面数を指定します。不正な値を指定した場合は，省略値が指定されます。
チャネル名には，次のどれか一つを指定します。

• message：メッセージログ
• exception：例外ログ
• maintenance：メンテナンスログ

(3)Cosminexus-manager設定

cscmng.manager.＜マネージャ識別名＞ .timeout=タイムアウト値　～＜数字＞ ((0－
86400))<<0>>

Cosminexus managerとの接続の読み込みタイムアウトを秒単位で指定します。0を指
定した場合はタイムアウトしません。不正な値を指定した場合は，省略値が指定されま
す。マネージャ識別名はHCSCサーバ構成定義ファイルに指定した Cosminexus 
Manager名を設定してください。

(4)プロセスインスタンス再実行設定

cscmng.pireexec.response.dir=応答電文格納ディレクトリパス　((1－ 100バイト ))

プロセスインスタンス再実行で応答電文を受け取った場合の応答電文格納ディレクトリ
を絶対パスで指定します。ディレクトリ区切りは「/」または「¥¥」を使用します。相対
パスを指定した場合，エラーになる場合があります。指定しない場合は，応答電文が格
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納されません。存在しないパスを指定した場合，エラーになります。また，パスを含む
ファイル長が OSのMAX_PATHを超える場合はファイルを作成できません。

cscmng.pireexec.response.encoding=応答電文格納文字コード　～ <<UTF-8>>

応答電文格納時の出力文字コードを，JavaVMがサポートしているエンコーディング名
で指定します。存在しない文字コードを指定した場合，省略値が指定されます。

(5)HCSCサーバ運用設定

cscmng.server.<HCSCサーバ名 >.system=論理サーバ名

HCSCシステムの管理下におく論理サーバを指定します。管理下におくと，論理サーバ
の各種運用（HCSCサーバとの一括起動・停止，および状態の参照）ができるようにな
ります。

論理サーバ名は，「論理サーバ名 ,論理サーバ名 ,…」のようにコンマ（,）区切りで指定
します。コンマ前後の半角スペースやタブ文字は無視されます。論理サーバの起動停止
順序は，Cosminexus Managerで設定した順序になります。HCSCサーバも同時に起動
する場合は，J2EEサーバの起動順序になります。

（指定例）
HCSCサーバ（MyHCSC）上に，論理パフォーマンストレーサ（MyPRF），および
論理Webサーバ（MyWeb）を同時に起動停止する場合
cscmng.server.MyCSC.system=MyPRF,MyWeb

(6)リポジトリエクスポート

cscmng.repctl.export.dir=エクスポートファイルの出力先ディレクトリパス　～ ((1－
100バイト ))

cscrepctlコマンドでリポジトリをエクスポートする場合，エクスポートファイルの出力
先ディレクトリを指定します。

(7)環境バックアップ

cscmng.envbackup.dir=環境バックアップの出力先ディレクトリパス　～ ((1－ 100バイ
ト ))<<カレントディレクトリ >>

cscenvbackupコマンドで環境をバックアップする場合，環境バックアップファイルの出
力先ディレクトリを指定します。

cscmng.envbackup.dir.envrestore=リストア前の環境バックアップの出力先ディレクトリ
パス　～ ((1－ 100バイト ))

cscenvrestoreコマンドで環境をリストアする場合，リストア前の環境バックアップファ
イルの出力先ディレクトリを指定します。このパラメタの指定は，
cscmng.envbackup.dirパラメタの指定よりも優先されます。このパラメタを省略した場
合，リストア前の環境バックアップファイルは，cscmng.envbackup.dirパラメタで指定
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したディレクトリに出力されます。cscmng.envbackup.dirパラメタも省略した場合は，
次のディレクトリに出力されます。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CSC¥spool¥manager¥
 

cscmng.envbackup.dir.import=インポート前の環境バックアップの出力先ディレクトリパ
ス　～ ((1－ 100バイト ))

cscrepctlコマンドで -importオプションを指定してリポジトリをインポートする場合，
インポート前の環境バックアップファイルの出力先ディレクトリを指定します。このパ
ラメタの指定は，cscmng.envbackup.dirパラメタの指定よりも優先されます。このパラ
メタを省略した場合，インポート前の環境バックアップファイルは，
cscmng.envbackup.dirパラメタで指定したディレクトリに出力されます。
cscmng.envbackup.dirパラメタも省略した場合は，次のディレクトリに出力されます。

 
<Cosminexusインストールディレクトリ>¥CSC¥spool¥manager
 

cscmng.envbackup.autoget={ON｜ OFF}　～ <<ON>>

自動でバックアップするかどうかを指定します。

• ON
自動でバックアップします。

• OFF
自動でバックアップしません。

cscmng.envbackup.autoget.off={envrestore｜ import｜ envrestore,import}

環境をリストアする際，またはリポジトリをインポートする際に，自動バックアップを
しない場合に指定します。環境のリストア，およびリポジトリのインポートの両方で自
動バックアップをしない場合は，envrestoreと importをコンマ（,）区切りで指定しま
す。コンマ前後のスペース文字は無視されます。

• envrestore
cscenvrestoreコマンドを実行して環境をリストアした場合に，自動バックアップをし
ません。

• import
cscrepctlコマンドで -importオプションを指定してリポジトリをインポートした場合
に，自動バックアップをしません。

（指定例）
• 環境をリストアする際に自動バックアップをしない場合

cscmng.envbackup.autoget.off=envrestore
• リポジトリをインポートする際に自動バックアップをしない場合

cscmng.envbackup.autoget.off=import
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• 環境をリストアする際，およびリポジトリをインポートする際に自動バックアッ
プをしない場合
cscmng.envbackup.autoget.off=envrestore,import

　

ポイント
 

cscmng.envbackup.autogetパラメタと cscmng.envbackup.autoget.offパラメタの指定の組
み合わせによって，環境をリストアする際，またはリポジトリをインポートする際に，自動
バックアップをするかどうかが異なります。cscmng.envbackup.autogetパラメタと
cscmng.envbackup.autoget.offパラメタの関係を次の表に示します。

表 9-2　cscmng.envbackup.autogetパラメタと cscmng.envbackup.autoget.offパラメタ
の関係

（凡例）
○：自動バックアップをします。
×：自動バックアップをしません。

cscmng.envbackup.autog
etパラメタの指定

cscmng.envbackup.autoget.
offパラメタの指定

環境のリストア時 リポジトリのイン
ポート時

なし なし ○ ○

なし envrestore × ○

なし import ○ ×

なし envrestore,import × ×

ON なし ○ ○

ON envrestore × ○

ON import ○ ×

ON envrestore,import × ×

OFF なし × ×

OFF envrestore × ×

OFF import × ×

OFF envrestore,import × ×
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記述例

 
cscmng.repository.root=C:/Program Files/Hitachi/Cosminexus/CSC/
repository
 
cscmng.log.dir=C:/Program Files/Hitachi/Cosminexus/CSC/log/manager
cscmng.log.message.filesize=1048576
cscmng.log.message.filenum=2
cscmng.log.exception.filesize=1048576
cscmng.log.exception.filenum=2
cscmng.log.maintenance.filesize=4194304
cscmng.log.maintenance.filenum=2
 
cscmng.manager.node1.timeout=180
cscmng.manager.node2.timeout=180
 
cscmng.pireexec.response.dir=C:/TMP
cscmng.pireexec.response.encoding=UTF-8
 
cscmng.server.MyCSC.system=MyPRF, MyWeb
 
cscmng.repctl.export.dir=C:/TMP/autoexport
 
cscmng.envbackup.dir=C:/TMP/enbbackup
cscmng.envbackup.dir.envrestore=C:/TMP/envrestore
cscmng.envbackup.dir.import=C:/TMP/import
cscmng.envbackup.autoget=ON
cscmng.envbackup.autoget.off=envrestore
 

735



9.　定義ファイル
サービス情報変更定義ファイル
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形式

次の (1)～ (4)に示す情報が，キーの昇順でソートされて出力されます。

(1)Webサービス用サービスアダプタのサービス情報

(2)SessionBean用サービスアダプタのサービス情報

(3)MDB（WS-R）用サービスアダプタのサービス情報

(4)MDB（DBキュー）用サービスアダプタのサービス情報

機能

サービスアダプタのサービス情報の変更を設定します。

 
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.url=サービス部品の呼び出しに使用するURL
<クラスタ名>.<サービスID>.WebService.c4web.application.socket_read_timeout=
読み込みタイムアウト値
<クラスタ名>.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_connect_timeout=接続タイムアウト値
<クラスタ名>.<サービス
ID>.WebService.c4web.application.socket_write_timeout=書き込みタイムアウト
値
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.url=サービス部品の呼び出しに使用するURL
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.lookup_Name=ルックアップ名
<クラスタ名>.<サービスID>.SessionBean.c4web.application.ejb_j2ee_timeout=呼
び出しタイムアウト値
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.queue_name=サービスアダプタがメッセージを送信す
るキュー名
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.local_call={true｜false}
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.url=転送先のキュー間転送用Webアプリケーションの
URL
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.max_message_num=転送キューが保持できるメッセー
ジの最大数
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.qos_in_order={true｜false}
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_WSR.rdarea_name=転送キュー作成先RDエリア名
 

 
<クラスタ名>.<サービスID>.MDB_DBQ.queue_name=サービス部品に関連づけられている
キュー名
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ファイルの格納先

cscsvcctlコマンドの -getfileオプションに指定したパスに格納されます。

設定できるパラメタ

(1)Webサービス用サービスアダプタのサービス情報

<クラスタ名 >.<サービス ID>.WebService.url=サービス部品の呼び出しに使用する URL

サービス部品の呼び出しに使用するURLを指定します。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.WebService.c4web.application.socket_read_timeout=読
み込みタイムアウト値

サービスアダプタのソケットの読み込みタイムアウト値（単位：秒）を指定します。指
定する値については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」
のクライアント定義ファイルの設定に関する内容の
「c4web.application.socket_read_timeout」の説明を参照してください。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.WebService.c4web.application.socket_connect_timeout=
接続タイムアウト値

サービスアダプタのソケットの接続タイムアウト値（単位：秒）を指定します。指定す
る値については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」のク
ライアント定義ファイルの設定に関する内容の
「c4web.application.socket_connect_timeout」の説明を参照してください。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.WebService.c4web.application.socket_write_timeout=書
き込みタイムアウト値

サービスアダプタのソケットの書き込みタイムアウト値（単位：秒）を指定します。指
定する値については，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」
のクライアント定義ファイルの設定に関する内容の
「c4web.application.socket_write_timeout」の説明を参照してください。

(2)SessionBean用サービスアダプタのサービス情報

<クラスタ名 >.<サービス ID>.SessionBean.url=サービス部品の呼び出しに使用する
URL

サービス部品の呼び出しに使用するURLを指定します。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.SessionBean.lookup_Name=ルックアップ名

サービス部品の呼び出しに使用するルックアップ名を指定します。
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<クラスタ名 >.<サービス ID>.SessionBean.c4web.application.ejb_j2ee_timeout=呼び出
しタイムアウト値

サービス部品の呼び出しタイムアウト値（単位：秒）を指定します。指定する値につい
ては，マニュアル「Cosminexus　SOAPアプリケーション開発ガイド」のクライアント
定義ファイルの設定に関する内容の「c4web.application.ejb_j2ee_timeout」の説明を参
照してください。

(3)MDB（WS-R）用サービスアダプタのサービス情報

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.queue_name=サービスアダプタがメッセー
ジを送信するキュー名

サービスアダプタがメッセージを送信するキュー名を指定します。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.local_call={true｜ false}

サービスアダプタがローカルホスト，またはリモートホストのどちらのサービス部品に
接続するかを指定します。

• true
ローカルホストのサービス部品に接続します。

• false
リモートホストのサービス部品に接続します。

サービス情報変更定義ファイルで設定するパラメタに，すべて正しい値を指定している
場合だけ，local_callの値を trueから falseへ変更できます。なお，local_callの値は，
falseから trueへ変更しないでください。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.url=転送先のキュー間転送用Webアプリケー
ションの URL

サービスアダプタが使用する転送キューのメッセージ転送先を指定します。メッセージ
転送先には，転送先のキュー間転送用Webアプリケーションの URLを指定します。
local_callパラメタが falseの場合だけ有効になります。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.max_message_num=転送キューが保持でき
るメッセージの最大数　～ <数字 >((1－ 65535))

サービスアダプタが使用する転送キューが保持できるメッセージの最大数を指定します。
local_callパラメタが falseの場合だけ有効になります。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.qos_in_order={true｜ false}

サービスアダプタが使用する転送キューがメッセージを正しい順序で転送することを保
証するかどうかを指定します。local_callパラメタが falseの場合だけ有効になります。

• true
保証します。
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• false
保証しません。

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_WSR.rdarea_name=転送キュー作成先 RDエリア
名　～ <半角英数字，アンダーライン（_）および半角スペース（ ）>((30バイト以内 ))

サービスアダプタが使用する転送キューの作成先の RDエリア名を指定します。
local_callパラメタが falseの場合だけ有効になります。なお，ALLは指定しないでくだ
さい。

(4)MDB（DBキュー）用サービスアダプタのサービス情報

<クラスタ名 >.<サービス ID>.MDB_DBQ.queue_name=サービス部品に関連づけられて
いるキュー名

サービス部品に関連づけられているキュー名を指定します。

使用方法
• cscsvcctlコマンドの -getfileオプションにファイル名を指定してサービス情報変更定
義ファイルを取得します。取得したファイルに変更内容を定義し，cscsvcctlコマンド
の -setfileオプションにファイル名を指定して設定します。

• 運用環境で変更していないサービス情報は，パラメタの先頭にコメントを表す「#」が
付けられています。サービス情報を変更する場合，該当するパラメタに付けられてい
る「#」を削除してください。

• 運用環境での変更を無効にする場合（開発環境の設定値を有効にする場合）は，パラ
メタの先頭にコメントを表す「#」を付けてください。
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形式

機能

targetNamespaceの URIを設定します。targetNamespaceのURIは，アダプタがWeb
サービスから SOAP Faultを受け取った場合に，Faultとして扱うかどうかの判別をす
るために使用されます。設定された内容は HCSCサーバの起動後に有効となります。

指定方法
• targetNamespaceのURIを改行で区切って指定します。アダプタの作成に使用する

WDSLの targetNamespaceの記述をそのまま指定してください。
• targetNamespaceに使用できる文字は，ISO-8859-1文字エンコーディングでの次に
示す文字です。
• 英数字
• 感嘆符（!）
• ダブルクォーテーション（"）
• 番号記号（#）
• ドル記号（$）
• パーセント（%）
• アンパサンド（&）
• アポストロフィ（'）
• 始め小括弧（(）
• 終わり小括弧（)）
• 正符号（+）
• コンマ（,）
• ハイフン（-）
• ピリオド（.）
• スラッシュ（/）
• コロン（:）
• セミコロン（;）
• 左アンブルブラケット（<）
• 右アンブルブラケット（>）
• 等号（=）
• クエスチョンマーク（?）

 
［targetNamespaceのURI］
［targetNamespaceのURI］
    :
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• 単価記号（@）
• 始め角括弧（[）
• 終わり角括弧（]）
• 円マーク（¥）
• アクサンシルコンフレックス（^）
• アンダーライン（_）
• アクサングラーブ（`）
• 始め波括弧（{）
• 終わり波括弧（}）
• パイプライン（|）
• 波ダッシュ（~）

• 行頭に「#」を記述した場合はコメントと扱われます。
• 空行は無視されます。また，行頭および行末の半角スペースとタブも無視されます。

不正な定義がある場合の動作

「指定方法」に示すルールに合わない定義がある場合（ただし，ISO-8859-1文字エン
コーディングの条件に合っていない場合は除く）は，HCSCサーバの起動に失敗します。

次の場合，サービス部品から SOAP Faultが返ってきたときに，正常に動作しないこと
があるため注意してください。

• 誤った targetNamespaceを指定した場合※

• WSDLの targetNamespaceとして使用できない文字を指定した場合
• 指定した文字エンコーディング以外を使用した場合

注※
アダプタの作成に使用するWDSLの targetNamespaceの記述をそのまま記述して
ください。「http://www.hitachi.com/」と，「http://w%77w.hitachi.com/」は URIと
しては同義ですが，別のURIとして認識されます。

記述例

 
http://dictionary.com
urn:sample.co.jp:xmlns:wsdl:2007-06
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10　コマンド
この章では，Cosminexusサービスプラットフォームの運用環
境および実行環境で使用するコマンドの文法について説明しま
す。

コマンドの種類

コマンドの入力形式

コマンドの文法の記述形式
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Cosminexus Service Platformで使用するコマンドには，2種類あります。それぞれのコ
マンドは，コマンドが格納されるディレクトリが異なります。

• cscで始まるコマンド
運用環境から実行するコマンドです。HCSCサーバの構築，基本運用，およびリポジ
トリやユーザの管理ができます。なお，一部のコマンドは，Management Serverと
通信して HCSCサーバを管理します。そのため，コマンドを強制停止しても処理は継
続されることがあります。

• csmで始まるコマンド
実行環境から実行するコマンドです。実行環境の状況の確認，および電文の実行履歴
の管理ができます。

Windows Vista上でHCSCサーバを動作させる場合，管理者特権でコマンドを実行して
ください。

使用するデータベースが HiRDBで JDBCドライバが HiRDB Type4 JDBC Driverの場
合は，HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイルに HiRDB Type4 JDBC Driverのパ
スを指定してください。

使用するデータベースが Oracleの場合は，HCSC-Messagingコマンド共通定義ファイ
ルに Oracle Thinドライバのパスを指定してください。

！！！！ 注意事項
 

Cosminexus Service Platformで使用するコマンドは管理者権限のあるユーザで実行してく
ださい。なお，UNIXの場合の Cosminexus Service Coordinatorの管理者の変更方法につ
いては，「付録 A　Cosminexus Service Coordinator管理者の変更方法」を参照してくださ
い。

コマンドの一覧

Cosminexus Service Platformで使用するコマンドの一覧を，次の表に示します。

表 10-1　Cosminexus Service Platformで使用するコマンドの一覧

環境 機能の分類 コマンド 説明 処理の
分類

大分
類

小分類

運用環
境

管理
系

ユーザ
管理

cscpasswd 指定された条件に従ってユーザ情報
を変更します。

A
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リポジ
トリ管
理

cscrepls リポジトリ情報を標準出力に出力し
ます。

C

cscrepdiff 現在のリポジトリ情報とエクスポー
トしたリポジトリ情報の差分を標準
出力に表示します。

C

cscrepctl リポジトリ内の情報を ZIP形式ファ
イルに出力したり，ZIP形式で保存
された情報をリポジトリに展開した
りします。

A

サービ
ス管理

cscsvcls サービス情報を標準出力に出力しま
す。また，cscsvcctlコマンドの引数
に指定する値を調べます。

C

cscsvcctl サービス情報変更定義ファイルを出
力または入力します。また，アダプ
タに関するサービス情報を変更しま
す。

A

環境管
理

cscenvbackup HCSC-Manager環境の復元に必要な
ファイルをバックアップします。

C

cscenvrestore HCSC-Manager環境のバックアップ
ファイルを利用して環境を復元しま
す

A

構築
系

サーバ
構築

cscsvsetup HCSCサーバのセットアップをしま
す。

A

cscsvunsetup HCSCサーバのアンセットアップを
します。

A

cscconsetup HCSCサーバ間連携のセットアップ
をします。

A

cscconunsetup HCSCサーバ間連携のアンセット
アップをします。

A

HCSC
コン
ポーネ
ントの
構築

csccompodeploy HCSCコンポーネントを配備しま
す。

A

csccompoundeploy 配備済みの HCSCコンポーネントを
削除します。

A

サーバ
定義設
定，取
得

cscsvconfig
（-setオプション）

HCSCサーバの定義情報を更新しま
す。

B

環境 機能の分類 コマンド 説明 処理の
分類

大分
類

小分類
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10.　コマンド
コマンドの種類
cscsvconfig
（-getオプション）

HCSCサーバの定義情報を取得しま
す。

C

HCSC
コン
ポーネ
ント定
義設定，
取得

csccompoconfig
（-setオプション）

ユーザ定義受付の定義情報を更新し
ます。

B

csccompoconfig
（-getオプション）

ユーザ定義受付の定義情報を取得し
ます。

C

運用
系

サーバ
運用

cscsvstart HCSCサーバを起動します。 B

cscsvstop HCSCサーバを停止します。 B

HCSC
コン
ポーネ
ント運
用

csccompostart HCSCコンポーネントを開始しま
す。

B

csccompostop HCSCコンポーネントを停止しま
す。

B

標準受
付およ
びユー
ザ定義
受付の
運用

cscrcptnstart 標準受付およびユーザ定義受付を開
始します。

B

cscrcptnstop 標準受付およびユーザ定義受付を停
止します。

B

状態確
認

cscstatus HCSCサーバ，標準受付，および
HCSCコンポーネントの状態を表示
します

C

稼働確
認

cscresinfo HCSCサーバのリソースの稼働情報
を表示します。

C

汎用 cscutil 次に示す操作をします。
• HCSCサーバの起動と停止
• HCSCコンポーネントの開始と停
止

• 標準受付の開始と停止
• 連携受付の開始と停止
• HCSCサーバ間連携の開始と停止
• HCSCサーバセットアップ情報，

HCSCサーバ情報，および HCSC
サーバ間連携情報の取得

• HCSCコンポーネントの情報取得

D

環境 機能の分類 コマンド 説明 処理の
分類

大分
類

小分類
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10.　コマンド
コマンドの種類
（凡例）
A：リポジトリ更新コマンド（実行時にリポジトリが更新されるコマンド）です。
B：サーバ更新コマンド（実行時に HCSCサーバの情報または状態が更新されるコマンド）で
す。
C：参照コマンド（実行時に情報を参照するだけのコマンド）です。HCSCサーバやリポジト
リは更新されません。
D：オプションによって，サーバ更新コマンドか参照コマンドかが異なります。

コマンドの同時実行について

コマンドを実行するときに，ほかの操作が実行中の場合，コマンドが実行できない場合
があります。ほかの操作を実行中の場合にコマンドが実行できるかどうかを次の表に示
します。

表 10-2　ほかの操作が実行中のコマンドの実行可否

cscpiselect 指定された条件に従ってビジネスプ
ロセス情報を検索し CSVまたは
TSV形式で出力します。

C

cscpidelete 指定された条件に従ってビジネスプ
ロセスの実行履歴を削除します。

C

cscpireexec 指定された条件に従って実行中のビ
ジネスプロセスを再実行します。

C

cscapputil HCSCサーバが管理しているアプリ
ケーションを操作します。

C

ツー
ル

バー
ジョン
アップ

cscenvupdate 指定した実行環境の HCSCサーバを
バージョンアップします。

A

実行環
境

実行履歴管理 csmdeletehistory 電文の実行履歴情報テーブル中のレ
コードを削除します。

C

情報表示 csmlshistory 電文の実行履歴の情報を表示します。 C

csmlslocation 配備したサービスアダプタまたはビ
ジネスプロセスの情報を表示します。

C

csmlsreception 配備したユーザ定義受付の情報を表
示します。

C

csmlsstate HCSCサーバの状態および設定情報
の一覧を表示します。

C

実行するコマンド 現在実行中の操作，または現在の状態

サーバ更新コマン
ド

リポジトリ更
新コマンド実

行中

サーバ更新コ
マンド実行中

参照コマンド
実行中

画面へログイ
ンしている状

態

画面からの操
作中（更新
系）

環境 機能の分類 コマンド 説明 処理の
分類

大分
類

小分類
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10.　コマンド
コマンドの種類
（凡例）
○：コマンドが実行できます。
×：コマンドは実行できません。

注
cscutilコマンドには，サーバ更新コマンドの機能（HCSCサーバの起動，停止など）と，参照コマ
ンドの機能（HCSCサーバ情報の取得など）があります。

ほかの操作が実行中の場合に cscutilコマンドを実行するときは，実行する機能（オプ
ションの指定）によって，実行の可否が異なります。

リポジトリ更新コ
マンド

× × × × ×

サーバ更新コマン
ド

× × ○ ○ ×

参照コマンド × × ○ ○ ×

実行するコマンド 現在実行中の操作，または現在の状態
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10.　コマンド
コマンドの入力形式
コマンドの入力形式

形式

コマンドの入力形式を次に示します。

 
コマンド名 [オプション…]
 

各項目について説明します。なお，コマンドプロンプトを「$」，コマンド名を「cmd」
と表記します。

コマンド名

実行するコマンドのファイル名を指定します。

空白を含むパスを指定してコマンドを実行する場合，パス全体を "　"で囲む必要があり
ます。

• 誤った指定例：$ C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin¥cmd
• 正しい指定例：$ "C:¥Program Files¥Hitachi¥Cosminexus¥CC¥server¥bin¥cmd"

引数

引数には，オプションも含まれます。オプションの入力形式および指定規則を次に示し
ます。

オプションの入力形式

オプションは，ハイフン（-）で始まる文字列です。オプションの入力形式には，オプ
ション引数を指定しない形式と，1個のオプション引数を指定する形式があります。

オプション引数を指定しない形式
$ cmd -オプションフラグ

1個のオプション引数を指定する形式
$ cmd -オプションフラグ オプション引数

（凡例）
• オプションフラグ

1文字の半角英数字です。大文字と小文字が区別されます。
• オプション引数
オプションフラグに対する引数です。

オプションの指定規則
• オプションフラグは，一つのハイフン（-）にまとめて指定できません。
誤った指定例：$ cmd -abc

正しい指定例：$ cmd -a -b -c
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10.　コマンド
コマンドの入力形式
• オプション引数を必要とするオプションフラグのオプション引数は，省略できません。
• オプションフラグとオプション引数の間には，スペースまたはタブが必要です。
誤った指定例：$ cmd -afile

正しい指定例：$ cmd -a file

• 同じオプションフラグは，複数指定できません。
誤った指定例：$ cmd -a 1 -a 2

• オプション引数に空白を含む場合，オプション引数全体を ""で囲む必要があります。
誤った指定例：$ cmd -a file 1

正しい指定例：$ cmd -a "file 1"

• オプション引数に特殊文字（エスケープ文字）を含む場合，特殊文字を ""で囲む必要
があります。
誤った指定例：$ cmd -a xyz;12

正しい指定例：$ cmd -a "xyz;12"

オプションの優先順位

各コマンドのオプションの幾つかは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルに記述
すると省略できます。HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルとコマンド引数の指定
は，次のように異なります。

• HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルとコマンド引数の両方に指定がある場合
コマンド引数に指定した方が有効となります。

• HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルとコマンド引数の両方に記述がない場合
異常終了します。

また，オプションの指定順序はありません。例１と例２は，同一のコマンドとして扱わ
れます。

例１：$ cmd -a file -b option

例２：$ cmd -b option -a file

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルの詳細については，「9.　定義ファイル」の
「HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル」を参照してください。
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10.　コマンド
コマンドの文法の記述形式
コマンドの文法の記述形式

このマニュアルでは，コマンドの文法について次の形式で説明します。なお，各コマン
ドは，アルファベットの順に説明します。

形式
コマンドの入力形式を示します。

機能
コマンドの機能について説明します。

引数
コマンドの引数およびオプションについて説明します。

入力例
コマンドの入力例を示します。

表示形式
コマンドの出力形式を示します。

表示例
コマンドの表示例を示します。

戻り値
コマンドの戻り値について示します。

注意事項
コマンドを実行する上での全体的な注意事項について説明します。

注
すべてのコマンドで上記の項目をすべて説明しているわけではありません。また，
上記以外に，各コマンドの固有情報を記載している場合があります。
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10.　コマンド
cscapputil（アプリケーションの操作）
cscapputil（アプリケーションの操作）

形式
 
cscapputil [-h]
           -user <ログインユーザID>
           -pass <ログインパスワード>
           {-mng <Cosminexus Manager名>
             ｜-host <IPアドレス>:<ポート番号>
               -mnguser <管理ユーザID> [-mngpass <管理ユーザパスワード>]}
           -operation { start｜stop｜delete }
           -j2ee <J2EEサーバ名> -app <アプリケーション名>
             ｜-operation list -j2ee <J2EEサーバ名>}
 

機能

HCSCサーバが管理しているアプリケーションを操作します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-mng <Cosminexus Manager名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－
16文字 ))

Management Serverを識別するための名称（Cosminexus Manager名）を指定します。

-host <ホスト名または IPアドレス >：<ポート番号 >　～＜ホスト名または IPアドレ
ス：文字列，ポート番号：数字＞ ((文字列：1文字以上，ポート番号：1－ 65535))

Managerリモート管理機能のホスト名（または IPアドレス）とポート番号を「：」で
連結して指定します。IPアドレス，ポート番号ともに省略できません。
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10.　コマンド
cscapputil（アプリケーションの操作）
-mnguser <管理ユーザ ID>　～ ((1文字以上 ))

Management Serverの管理ユーザ IDを指定します。

-mngpass <管理ユーザパスワード >　～ ((1文字以上 ))

Management Serverの管理ユーザパスワードを指定します。パスワードがない場合は指
定しません。

-operation { start｜ stop｜ delete }

指定したアプリケーションの操作を指定します。

• start
アプリケーションを開始します。

• stop
アプリケーションを停止します。

• delete
アプリケーションを削除します。

• list
アプリケーションを表示します。

-j2ee <J2EEサーバ名 >　～ ((1文字以上 ))

J2EEサーバの論理名を指定します。

-app <アプリケーション名 >　～ ((1文字以上 ))

アプリケーション名称を指定します。

-operationに listを指定した場合，このオプションは省略できます。指定した場合，値
は無視されます。

入力例

(1)J2EEサーバ名称MyServer上にあるアプリケーション HCSCMessagingを開始する
場合

 
cscapputil -user admin -pass admin -host localhost:28099 
-mnguser admin -j2ee MyServer -app HCSCMessaging -operation 
start
 
 

(2)J2EEサーバ名称MyServer上にあるアプリケーション HCSCMessagingを停止する
場合

 
cscapputil -user admin -pass admin -host localhost:28099 
-mnguser admin -j2ee MyServer -app HCSCMessaging -operation stop
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10.　コマンド
cscapputil（アプリケーションの操作）
(3)J2EEサーバ名称MyServer上にあるアプリケーション HCSCMessagingを削除する
場合

 
cscapputil -user admin -pass admin -host localhost:28099 
-mnguser admin -j2ee MyServer -app HCSCMessaging -operation 
delete
 

(4)J2EEサーバ上にあるアプリケーションを表示する場合
 
cscapputil -user admin -pass admin -host localhost:28099 
-mnguser admin -j2ee MyServer -operation list
 

戻り値

注意事項

このコマンドでアプリケーションを削除した場合，HCSCシステムが正常に動作しなく
なるおそれがあります。そのため，十分に注意して運用してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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csccompoconfig（HCSCコンポーネントの定義）
csccompoconfig（HCSCコンポーネントの定
義）

形式
 
csccompoconfig [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          {-operation get -csc <HCSCサーバ名>
            ｜-operation set -propfile <ユーザ定義受付ランタイム定義ファ
イル>
          {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}}
          -name <受付ID>
 

機能

ユーザ定義受付の定義情報の取得および変更をします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-operation {get｜ set}

このコマンドの動作を指定します。指定した値の大文字，小文字は区別されます。

• get
指定したユーザ定義受付に設定されている定義を標準出力に出力します。

• set
-propfileで指定したファイルの内容を指定したユーザ定義受付に反映します。
755



10.　コマンド
csccompoconfig（HCSCコンポーネントの定義）
-propfile <ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル >　～ ((1－ 200バイト ))

ユーザ定義受付に定義する定義一覧を記載したファイル名を指定します。相対パス，ま
たは絶対パスで指定します。-operationに setを指定したときに有効になります。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字
))<<-cscオプションで指定したサーバ名 >>

クラスタ名を指定します。-operationに setを指定したときに有効になります。また，ク
ラスタ種別が HAのときに -clusterを指定するとエラーになります。

-name <受付 ID>　～ ＜英数字，アンダーライン (_)＞ ((1－ 8文字 ))

ユーザ定義受付の受付 IDを指定します。

出力形式

-operation getを指定した場合の出力形式を示します。

入力例

(1)ユーザ定義受付の受付 ID　URECP1の定義を取得する場合
 
csccompoconfig -user admin -pass admin -operation get -csc MyCSC 
-name URECP1
 

(2)クラスタ名MyUnitに配備されているすべてのユーザ定義受付の受付 ID　URECP1
の定義を設定する場合

 
csccompoconfig -user admin -pass admin -operation set -propfile 
cscurcptnconfig.properties -cluster MyUnit -name URECP1
 

戻り値

 
user-defined-reception-soap.instance.maximum=20
user-defined-reception-soap.queue-size=1000
user-defined-reception-soap.exclusive.threads=2
 

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。
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10.　コマンド
csccompoconfig（HCSCコンポーネントの定義）
注意事項
• このコマンドは，ユーザ定義受付を配備したあとに実行してください。配備する前の
ユーザ定義受付に対して実行した場合はエラーになります。

• デフォルト値から変更していない値は出力されません。
• ユーザ定義受付を削除したときに，そのユーザ定義受付に設定した値は無効になりま
す。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

戻り値 意味
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csccompodeploy（HCSCコンポーネントの配備）
csccompodeploy（HCSCコンポーネントの配
備）

形式
 
csccompodeploy [-h]
               -user <ログインユーザID>
               -pass <ログインパスワード>
               {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
               {-name <サービスID｜受付ID>｜-all}
 

機能

セットアップ済みの HCSCサーバに，HCSCコンポーネントを配備します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCコンポーネントを配備する HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCコンポーネントを一括配備するクラスタ名を指定します。なお，クラスタ種別が
HAのときに -clusterを指定するとエラーになります。

-name <サービス ID｜受付 ID>　～ ((1文字以上 ))

配備する HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 IDを指定します。
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csccompodeploy（HCSCコンポーネントの配備）
-all

未配備の HCSCコンポーネントをすべて配備します。-cscと同時に指定した場合は，そ
の HCSCサーバ内で未配備の HCSCコンポーネントをすべて配備します。-clusterと同
時に指定した場合は，そのクラスタ内で未配備のHCSCコンポーネントをすべて配備し
ます。

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
csccompostart（HCSCコンポーネントの開始）
csccompostart（HCSCコンポーネントの開始）

形式
 
csccompostart [-h]
              -user <ログインユーザID>
              -pass <ログインパスワード>
              {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
              {-name <サービスID｜受付ID>｜-all }
 

機能

HCSCコンポーネントを開始します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

開始する HCSCコンポーネントの HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCコンポーネントを一括開始するクラスタ名を指定します。クラスタ種別が HAの
ときに -clusterを指定するとエラーになります。

-name <サービス ID｜受付 ID>　～ ((1文字以上 ))

開始する HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 IDを指定します。-clusterと
同時に指定した場合は，クラスタ内の同じサービス IDの HCSCコンポーネントをすべ
て開始します。
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10.　コマンド
csccompostart（HCSCコンポーネントの開始）
-all

指定範囲内で停止中のHCSCコンポーネントをすべて開始します。-cscと同時に指定し
た場合は，指定したHCSCサーバ内で停止中のすべての HCSCコンポーネントを開始し
ます。-clusterと同時に指定した場合は，指定したクラスタ内で停止中のすべての
HCSCコンポーネントを開始します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSC下にある BP1を開始する場合
 
csccompostart -user admin -pass admin -csc MyCSC -name BP1
 

(2)HCSCサーバMyCSC下にあるすべての HCSCコンポーネントを一括開始する場合
 
csccompostart -user admin -pass admin -csc MyCSC -all
 

(3)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバごとに BP1を一括開始する場合
 
csccompostart -user admin -pass admin -cluster MyUnit -name BP1
 

(4)MyUnitクラスタ下にあるすべての HCSCコンポーネントを一括開始する場合
 
csccompostart -user admin -pass admin -cluster MyUnit -all
 

戻り値

注意事項
• このコマンドは停止状態のHCSCコンポーネントに対して実行してください。
• コマンド実行時にHCSCサーバは起動している必要があります。
• -clusterや -allを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，
障害要因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
csccompostop（HCSCコンポーネントの停止）
csccompostop（HCSCコンポーネントの停止）

形式
 
csccompostop [-h]
             -user <ログインユーザID>
             -pass <ログインパスワード>
             {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
             {-name <サービスID｜受付ID>｜-all}
 

機能

HCSCコンポーネントを停止します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

停止する HCSCコンポーネントの HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCコンポーネントを一括停止するクラスタ名を指定します。クラスタ種別が HAの
ときに -clusterを指定するとエラーになります。

-name <サービス ID｜受付 ID>　～ ((1文字以上 ))

停止する HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 IDを指定します。-clusterと
同時に指定した場合は，クラスタ内の同じサービス IDの HCSCコンポーネントをすべ
て停止します。
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10.　コマンド
csccompostop（HCSCコンポーネントの停止）
-all

指定範囲内で開始中のHCSCコンポーネントをすべて停止します。-cscと同時に指定し
た場合は，その HCSCサーバ内で開始中のすべての HCSCコンポーネントを停止しま
す。-clusterと同時に指定した場合は，そのクラスタ内で開始中のすべての HCSCコン
ポーネントを停止します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSC下にある BP1を停止する場合
 
csccompostop -user admin -pass admin -csc MyCSC -name BP1
 

(2)HCSCサーバMyCSC下にあるすべての HCSCコンポーネントを一括停止する場合
 
csccompostop -user admin -pass admin -csc MyCSC -all
 

(3)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバごとに BP1を一括停止する場合
 
cscrcptnstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit -name BP1
 

(4)MyUnitクラスタ下にあるすべての HCSCコンポーネントを一括停止する場合
 
cscrcptnstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit -all

戻り値

注意事項
• このコマンドは開始状態のHCSCコンポーネントに対して実行してください。
• コマンド実行時にHCSCサーバは起動している必要があります。
• -clusterや -allを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，
障害要因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
csccompoundeploy（配備済みの HCSCコンポーネントの削除）
csccompoundeploy（配備済みの HCSCコン
ポーネントの削除）

形式
 
csccompoundeploy [-h]
                 -user <ログインユーザID>
                 -pass <ログインパスワード>
                 {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
                 {-name <サービスID｜受付ID>｜-all }
                 [-force]
                 [-ignore]
 

機能

実行環境に配備した HCSCコンポーネントを削除します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

実行環境から削除する HCSCコンポーネントが属している HCSCサーバ名を指定しま
す。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCコンポーネントを一括削除するクラスタ名を指定します。なお，クラスタ種別が
HAのときに -clusterを指定するとエラーになります。
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10.　コマンド
csccompoundeploy（配備済みの HCSCコンポーネントの削除）
-name <サービス ID｜受付 ID>　～ ((1文字以上 ))

実行環境から削除するHCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 IDを指定しま
す。

-all

配備した HCSCコンポーネントをすべて削除します。-cscと同時に指定した場合は，そ
の HCSCサーバ内に配備された HCSCコンポーネントをすべて削除します。-clusterと
同時に指定した場合は，そのクラスタ内に配備されたHCSCコンポーネントをすべて削
除します。

-force

配備したサービスアダプタを強制削除します。このオプションは，サービスアダプタに
対して有効です。ビジネスプロセスおよびユーザ定義受付に対してこのオプションを指
定しても，削除されません。なお，削除するサービスアダプタが非同期（MDB
（WS-R））の場合，転送キューにメッセージが残っていてもサービスアダプタを削除しま
す。

-ignore

実行環境へ配備したHCSCコンポーネントの削除に失敗した場合にも，リポジトリの情
報を更新する場合に指定します。ハードディスク障害やアンセットアップ時の通信障害
による実行環境とリポジトリ環境の不整合を調整するために使用します。

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

4 仕掛かっている電文があるため，アダプタの削除に失敗しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscconsetup（連携のセットアップ）
cscconsetup（連携のセットアップ）

形式
 
cscconsetup [-h]
            -user <ログインユーザID>
            -pass <ログインパスワード>
            -csc <連携元HCSCサーバ名>
            -connect <連携先クラスタ名>
            -propfile <連携セットアップ定義ファイル名>
 

機能

HCSCサーバとクラスタ間の連携のセットアップをします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <連携元 HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8
文字 ))

セットアップする連携元 HCSCサーバ名を指定します。

-connect <連携先クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8
文字 ))

セットアップする連携先クラスタ名を指定します。HCSCサーバセットアップ時にクラ
スタ名を指定しない場合は，必ず HCSCサーバ名を指定してください。

-propfile <連携セットアップ定義ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

連携セットアップ定義ファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。
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10.　コマンド
cscconsetup（連携のセットアップ）
戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscconunsetup（連携のアンセットアップ）
cscconunsetup（連携のアンセットアップ）

形式
 
cscconunsetup [-h]
              -user <ログインユーザID>
              -pass <ログインパスワード>
              -csc <連携元HCSCサーバ名>
              -connect <連携先クラスタ名>
              [-ignore]
 

機能

HCSCサーバとクラスタ間の連携のアンセットアップをします。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <連携元 HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8
文字 ))

アンセットアップする連携元 HCSCサーバ名を指定します。

-connect <連携先クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8
文字 ))

アンセットアップする連携先クラスタ名を指定します。

-ignore

実行環境側の連携のアンセットアップに失敗した場合にも，リポジトリの情報を更新す
る場合に指定します。ハードディスク障害やアンセットアップ時の通信障害による実行
環境とリポジトリ環境の不整合を調整するために使用します。
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10.　コマンド
cscconunsetup（連携のアンセットアップ）
戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscenvbackup（HCSC-Manager環境のバックアップ）
cscenvbackup（HCSC-Manager環境のバック
アップ）

形式
 
cscenvbackup [-h]
             -user <ログインユーザID>
             -pass <ログインパスワード>
             [-backupdir <バックアップファイル出力先ディレクトリ>]
 

機能

HCSC-Manager環境で発生した障害の復旧やスケールアップなどの環境移行をするため
に，HCSC-Manager環境の復元に必要なファイルをバックアップします。バックアップ
ファイル名は，次の形式で付与されます。

cscmngBKaaabbbcccddd_YYYYMMDDhhmmss.zip

cscmngBK：
HCSC-Manager環境のバックアップファイルであることを示します。

aaabbbcccddd：
コマンドを実行したマシンの IPアドレスを示します。

YYYYMMDDhhmmss：
バックアップした時間を示します。
YYYY：西暦，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。
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10.　コマンド
cscenvbackup（HCSC-Manager環境のバックアップ）
-backupdir <バックアップファイル出力先ディレクトリ >　((1－ 100バイト ))

HCSC-Manager環境のバックアップファイルの出力先ディレクトリを指定します。

戻り値

注意事項

cscrepdiffコマンドで現在のシステム構成情報との比較はできません。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscenvrestore（HCSC-Manager環境のリストア）
cscenvrestore（HCSC-Manager環境のリスト
ア）

形式
 
cscenvrestore [-h]
              -user <ログインユーザID>
              -pass <ログインパスワード>
              -restorefile <HCSC-Manager動作環境のバックアップファイル名>
 

機能

次に示す HCSC-Manager環境のバックアップファイルを利用して環境を復元します。

• リポジトリインポート成功時に自動的に取得したバックアップファイル
• cscenvbackupコマンドで取得したバックアップファイル

これら以外のファイルから環境を復元することはできません。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-restorefile <HCSC-Manager動作環境のバックアップファイル名 >　～ ((1－ 200バイト
))

復元する HCSC-Manager動作環境のバックアップファイル名を指定します。デフォル
トはリポジトリインポート成功時に自動取得したバックアップファイルです。
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10.　コマンド
cscenvrestore（HCSC-Manager環境のリストア）
戻り値

注意事項

HCSCサーバ環境に合ったHCSC-Manager環境のバックアップファイルで復元してく
ださい。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscenvupdate（実行環境のバージョンアップ）
cscenvupdate（実行環境のバージョンアップ）

形式
 
cscenvupdate [-h]
             -csc <HCSCサーバ名>
             [-force]
 

機能

指定した実行環境の HCSCサーバをバージョンアップします。HCSCサーバ名は，
HCSC-Managerコマンド共通定義ファイルにデフォルト値を設定することで，このコマ
ンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

バージョンアップする HCSCサーバ名を指定します。

-force

cscenvupdateコマンドを実行中ではないが，エラーとなる場合に，仕掛り中のバージョ
ンアップを実行します。

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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cscpasswd（ユーザの管理）

形式
 
cscpasswd [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          {-print
            ｜-cscmnguser <変更後のユーザID>
              -cscmngpass <変更後のパスワード>
            ｜-mng <Cosminexus Manager名>
              -mnguser <変更後のユーザID>
              [-mngpass <変更後のパスワード>]
            ｜-csc <HCSCサーバ名>
              -cscuser <変更後のユーザID>
              -cscpass <変更後のパスワード>}
 

機能

指定された条件に従ってユーザ情報を変更します。変更した情報は，コマンド正常終了
後，次の画面でのログイン時，または次のコマンド起動時に反映されます。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-print

HCSC-Managerが管理している HCSC-Managerのユーザ ID，Cosminexus Manager
へアクセスするユーザ ID，およびHCSCサーバが使用するデータベースへアクセスする
ユーザ IDを表示します。
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-cscmnguser <変更後のユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－
16文字 ))

HCSC-Managerの変更後のユーザ IDを指定します。

-cscmngpass <変更後のパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1
－ 16文字 ))

変更後の HCSC-Managerのユーザ IDに対するパスワードを指定します。

-mng <Cosminexus Manager名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－
16文字 ))

Cosminexus Managerセットアップ時に入力した Cosminexus Manager名を指定しま
す。Cosminexus Managerへログイン時のユーザ情報を変更する場合に指定します。
HCSCサーバ構成定義ファイルで指定した Cosminexus Manager名を指定してくださ
い。

-mnguser <変更後のユーザ ID>　～ ((1文字以上 ))

変更後の Cosminexus Managerのユーザ IDを指定します。

-mngpass <変更後のパスワード >　～ ((1文字以上 ))

変更後の Cosminexus Managerのユーザ IDに対するパスワードを指定します。変更す
る Cosminexus Managerのユーザ IDにパスワードを設定している場合にだけ，このオ
プションを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバのセットアップ時に入力した HCSCサーバ名を指定します。HCSCサーバ
へログイン時のユーザ情報を変更する場合に指定します。

-cscuser <変更するユーザ ID>　～ ((1文字以上 ))

HCSCサーバが使用するデータベースのユーザ IDを指定します。

-cscpass <変更するパスワード >　～ ((1文字以上 ))

変更する HCSCサーバが使用するデータベースのユーザ IDに対するパスワードを指定
します。

入力例

(1)HCSC-Managerのユーザ IDを user1に，パスワードを passwordに変更する場合
 
cscpasswd -user admin -pass admin -cscmnguser user1 -cscmngpass 
password
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(2)Cosmienxus Manager名がMyMNGのユーザ IDを adminに，パスワードを admin
に変更する場合

 
cscpasswd -user admin -pass admin -mng MyMNG -mnguser admin 
-mngpass admin
 

(3)HCSCサーバ名がMyCSCのユーザ IDを server1に，パスワードを passwordに変
更する場合

 
cscpasswd -user admin -pass admin -csc MyCSC -cscuser server1 
-cscpass password
 

(4)HCSC-Managerのユーザ情報を表示する場合
 
cscpasswd -user admin -pass admin -print
 

表示形式

(1)ユーザ情報（-print指定時）

注　データベースにユーザ IDを設定していない場合，HCSCサーバ名に対応するユーザ IDが表示
されません。

戻り値

注意事項

HCSC-Managerのユーザ ID，パスワードを忘れた場合，次に示すコマンドを入力する
と，HCSC-Managerのユーザを初期化できます。

cscpasswd -clean

初期化後は，ユーザ IDとパスワードに共に「admin」が仮定されます。初期化したあと

 
HCSC-Manager:HCSC-ManagerのユーザID
 + Cosminexus Manager名:Cosminexus Manager名に対応するユーザID
          HCSCサーバ名:HCSCサーバ名に対応するユーザID
          HCSCサーバ名:HCSCサーバ名に対応するユーザID
                        :
 + Cosminexus Manager名:Cosminexus Manager名に対応するユーザID
          HCSCサーバ名:HCSCサーバ名に対応するユーザID
                        :
 

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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は，必ずユーザ IDとパスワードを変更してください。
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10.　コマンド
cscpidelete（プロセスインスタンスの実行履歴の削除）
cscpidelete（プロセスインスタンスの実行履歴
の削除）

形式
 
cscpidelete [-h]
            -user <ログインユーザID>
            -pass <ログインパスワード>
            -csc <HCSCサーバ名>
            {-where <where句>
             ｜-idlist <プロセスインスタンスの識別子のリストが
                        記載されたファイル名>
             ｜-wherefile <where句が記載されたファイル名>
             ｜-force }
            [-encoding <エンコーディング名>]
 

機能

セットアップ後のHCSCサーバに対して，指定された条件に従ってプロセスインスタン
スの実行履歴を削除します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

SQLを実行する HCSCサーバ名を指定します。

-where <where句 >　～ ((1文字以上 ))

削除対象となるプロセスインスタンスのプロセス概要情報を検索するための where句を
指定します。where句に記載できる内容については，使用しているデータベースの SQL
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リファレンスマニュアルを参照してください。

なお，where句には，テーブル名の指定およびコメント行の追加はできません。where
句の設定で，正しい例と誤った例を次に示します。

設定例 1：テーブル名を指定した場合
正しい例：State='Completed'
誤った例：P.State='Completed'

設定例 2：コメント行を追加した場合
正しい例：State='Completed' AND

　　　　ProcessDefinitionName like 'BP%'
誤った例：State='1' AND
　　　　# process.ProcessDefinitionName like 'BP%'

-idlist <プロセスインスタンスの識別子のリストが記載されたファイル名 >　～ ((1－ 200
バイト ))

プロセスインスタンスの識別子のリストが記載されたファイル名を指定します。プロセ
スインスタンスの識別子のリストは，改行区切り（「¥r¥n」または「¥n」）で記載しま
す。ファイルパスは，絶対パス，または相対パスで指定します。一つの改行の先頭と終
端の空白文字は削除します。設定例を次に示します。

設定例
ProcessIDが「11111」，「44444」，「77777」のビジネスプロセスを削除する場合
（改行コードは「¥n」で表示しています）。
11111¥n
44444¥n
77777¥n

-wherefile <where句が記載されたファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

where句が記載されたファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。指定され
たファイル内容に改行コードをスペースに置き換えて，プロセス概要情報を検索し，該
当するプロセスインスタンスの実行履歴を削除します。

-force

データベース内の全プロセスインスタンスの情報を削除します。

-encoding <エンコーディング名 >　～ ((1文字以上 )) <<JavaVMのデフォルトエンコー
ディング >>

wherefileオプションや idlistオプションで指定した入力ファイルのエンコーディング名
を指定します。次のエンコーディング名を指定できます。

• UTF-8
• US-ASCII
• ISO-8859-1
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• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

入力例

(1)全情報を削除する場合
 
cscpidelete -user admin -pass admin -csc MyCSC -force
 

(2)ステータスが「未実行」のプロセスをすべて削除する場合
 
cscpidelete -user admin -pass admin -where "State='Unexecution'"
 

(3)ProcessIDが「11111」，「22222」，および「33333」のプロセスを削除する場合
• where句が記載されたファイルで指定する場合

 
cscpidelete -user admin -pass admin -wherefile delete_where.txt 
-csc MyCSC
 
delete_where.txtの中身
 
ProcessID='11111' OR ProcessID='22222' OR ProcessID='33333'
 

• プロセスインスタンスの識別子のリストを改行区切りで作成したファイルで指定
する場合

 
cscpidelete -user admin -pass admin -idlist idlist.txt -csc MyCSC
 
idlist.txtの中身
 
11111
22222
33333

戻り値

注意事項
• このコマンドは SQLの where句をオプションに指定します。そのため，使用する
ユーザ IDおよびパスワードを定期的に変更するなどして，第三者に不当にコマンド
を実行されないようにしてください。

• 100件以上のプロセスインスタンスを削除対象として指定し，101件目以降の削除で

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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例外が発生した場合，削除対象となっていた前 100件のプロセスインスタンスは削除
済みの状態になります。その場合，前 100件の削除済みの情報は，エラーメッセージ
の詳細情報として表示されます。

• データベースと Cosminexus RMを使用する場合だけ，このコマンドを使用できます。
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cscpireexec（プロセスインスタンスの再実行）

形式
 
cscpireexec [-h]
            -user <ログインユーザID>
            -pass <ログインパスワード>
            -csc <HCSCサーバ名>
            {-processname <ビジネスプロセス定義名>
             ｜-processnamefile <ビジネスプロセス定義ファイル名>}
            [{-processid <プロセスインスタンスの識別子>
             ｜-processidfile <プロセスインスタンスの識別子を記載した
                               ファイル名>}]
            [-encoding <エンコーディング名>]
 

機能

指定された条件に従って中断したプロセスインスタンスを再実行します。実行中の状態
にあるプロセスインスタンスが対象になります。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

再実行する HCSCサーバ名を指定します。

-processname <ビジネスプロセス定義名 >　～ ＜ XMLスキーマの NCName型の文字列
＞ ((データベースの文字コードで 64バイト以内 ))

実行するプロセスのビジネスプロセス定義名を指定します。
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-processnamefile <ビジネスプロセス定義ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

再実行するプロセスのビジネスプロセス定義ファイル名を絶対パス，または相対パスで
指定します。ファイルはビジネスプロセス定義名だけを指定します。ビジネスプロセス
定義ファイルの内容が読み込まれ，前後の空白，タブ，および改行が削除され再実行す
るプロセスインスタンスの識別子となります。

-processid <プロセスインスタンスの識別子 >　～ ((1－ 240バイト以内 ))

再実行するプロセスのプロセスインスタンスの識別子を指定します。このオプションと
-processidfileオプションを指定していない場合は，-processnameオプション，または
-processnamefileオプションで指定したビジネスプロセス定義名の中断したプロセスが
すべて再実行されます。

プロセスインスタンスの識別子は長い文字列（最大 240文字）になる可能性があります。
応答電文出力ディレクトリに深いディレクトリ階層を設定すると，ファイルを生成でき
ない場合があるため注意してください。再実行しても，応答電文ファイルが生成されな
い場合はメッセージが出力されます。

-processidfile <プロセスインスタンスの識別子を記載したファイル名 >　～ ((1－ 200バ
イト ))

再実行するプロセスのプロセスインスタンスの識別子をファイルに記載し，ファイル名
を絶対パス，または相対パスで指定します。プロセスインスタンスの識別子を記載した
ファイルにはプロセスインスタンスの識別子だけを指定します。コマンド実行時に，プ
ロセスインスタンスの識別子を記載したファイルの内容が読み込まれ，前後の空白，タ
ブ，および改行が削除され再実行するプロセスインスタンスの識別子となります。この
オプションと -processidオプションを指定していない場合は，-processnameオプショ
ン，または -processnamefileオプションで指定したビジネスプロセス定義名の実行中状
態で中断したプロセスがすべて再実行されます。

-encoding <エンコーディング名 >　～ <<JavaVMのデフォルトエンコーディング >> ((1
文字以上 ))

processidfileオプションや processnamefileオプションで指定した入力ファイルのエン
コーディング名を指定します。次のエンコーディング名を指定できます。

• UTF-8
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名

入力例

(1)プロセスインスタンスの識別子が「11111」，ビジネスプロセス定義名が「PC貸し出
し」のプロセスインスタンスを再実行する場合
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cscpireexec -user admin -pass admin -processidfile　
process_id.txt　-csc MyCSC -processnamefile processname.txt

process_id.txtの中身：11111
processname.txtの中身：PC貸し出し

(2)ビジネスプロセス定義名が「PC貸し出し」のサービス部品を一括再実行する場合
 
cscpireexec -user admin -pass admin -csc MyCSC -processname "PC
貸し出し"
 

表示形式

説明

戻り値

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,Result,ErrorMessage
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,呼び出し結果,エラー情報
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,呼び出し結果,エラー情報
  ：
 

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別子 プロセスインスタンスの識別子を示しま
す。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_PROCESS
テーブルの１レ
コードの情報を
示します。情報
の詳細について
は，「付録
C.1(1)(a)」の
「CSCBP_<クラ
スタ名
>_PROCESS
テーブル」を参
照してくださ
い。

ProcessDefinitionNa
me

ビジネスプロセ
ス定義名

ビジネスプロセス定義名を示します。

Result 呼び出し結果 呼び出し結果を示します。次のどちらか
が表示されます。
Success：呼び出しが正常終了
Failure：呼び出しが失敗

ErrorMessage エラー情報 エラー情報を示します。Result欄（呼び
出し結果）の内容によって，次のように
表示されます。
Success：「””」
Failure：エラー情報

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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注意事項

データベースと Cosminexus RMを使用する場合だけ，このコマンドを使用できます。
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cscpiselect（プロセスインスタンスの検索）

形式
 
cscpiselect [-h]
            -user <ログインユーザID>
            -pass <ログインパスワード>
            -csc <HCSCサーバ名>
            -table 
              {process｜activity｜link｜set｜string｜numeric｜boolean
              ｜message｜relation｜process_set}
            [-detail]
            [-separator {comma｜tab}]
            [{-count｜-orderby <ソート条件>}]
            [{-where <where句>｜-wherefile <where句が記載されたファイル
名>}]
            [-encoding <エンコーディング名>]
 

機能

セットアップ後のHCSCサーバに対して，指定された条件に従ってビジネスプロセス情
報を検索し，CSVまたは TSV形式で出力します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

SQLを実行する HCSCサーバ名を指定します。

-table {process｜ activity｜ link｜ set｜ string｜ numeric｜ boolean｜ message｜
relation｜ process_set}

検索するテーブルを指定します。
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このオプションに process_setを指定した場合，内部でプロセス概要情報と相関セット情
報を連結して検索します。そのため，検索条件にプロセス情報のカラムを指定する場合
は，where句に「P」を，相関セット情報のカラムを指定する場合は，「C」を付けてく
ださい。このオプションに process_set以外を指定した場合は，where句にテーブル名の
指定は不要です。where句に記載できる内容については，使用しているデータベースの
SQLリファレンスマニュアルを参照してください。

• process
指定した検索条件に該当するプロセスの概要情報を表示します。
なお，where句には，テーブル名の指定およびコメント行の追加はできません。
where句の設定で，正しい例と誤った例を次に示します。

設定例 1：テーブル名を指定した場合
正しい例：Status='Completed'
誤った例：P.Status='Completed'

設定例 2：コメント行を追加した場合
誤った例：Status='Completed' AND
　　　　# ProcessDefinitionName like 'BP%'

• activity
検索条件に該当するアクティビティ情報を表示します。

• link
検索条件に該当するリンク情報を表示します。

• set
検索条件に該当する相関セット情報を表示します。

• string
検索条件に該当する string変数情報を表示します。

• numeric
検索条件に該当する numeric変数情報を表示します。

• boolean
検索条件に該当する boolean変数情報を表示します。

• message
検索条件に該当するmessage変数情報を表示します。

• relation
検索条件に該当するメッセージ関連情報を表示します。

• process_set
検索条件に該当するプロセス概要情報を相関セット情報から検索し表示します。なお，
where句には，テーブル名を指定してください。where句の設定で，正しい例と誤っ
た例を次に示します。

設定例：テーブル名を指定しなかった場合
　正しい例：P.State='Completed'
　正しい例：P.State='Completed' AND
　          C.ProcessDefinitionName like 'BP%'
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　誤った例：State='Completed'

-detail

テーブルの全情報を出力する場合に指定します。

-separator {comma｜ tab}　～ <<comma>>

情報を区切るセパレータを指定します。

-count

検索結果の行数だけが出力されます。このオプションは，検索結果のデータが大量にあ
る場合に，検索件数だけを知るときに使用します（SQL文の count(*)に相当します）。

-orderby <ソート条件 >　～ ((1文字以上 ))

データをソートする条件を指定します。SQL文の order by句に相当します。-countオプ
ションと同時には指定できません。order by句に記載できる内容については，使用して
いるデータベースの SQLリファレンスマニュアルを参照してください。-orderbyオプ
ションを指定しない場合は，order by句の指定がないと仮定されます。

-where <where句 >　～ ((1文字以上 ))

where句を指定します。where句に記載できる内容については，使用しているデータ
ベースの SQLリファレンスマニュアルを参照してください。-whereオプションおよび
-wherefileオプションを指定しない場合は，where句の指定がないと仮定されます。

-wherefile <where句が記載されたファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

where句が記載されたファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。指定され
たファイルの内容に改行コードをスペースに置き換えて，SQLが実行されます。記載で
きる内容については，使用しているデータベースの SQLリファレンスマニュアルを参照
してください。-whereオプションおよび -wherefileオプションを指定しない場合は，
where句の指定がないと仮定されます。

-encoding <エンコーディング名 >　～ <<JavaVMのデフォルトエンコーディング >> ((1
文字以上 ))

-wherefileオプションで指定した入力ファイルのエンコーディング名を指定します。次
のエンコーディング名を指定できます。

• UTF-8
• US-ASCII
• ISO-8859-1
• JavaVMがサポートしているエンコーディング名
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入力例

(1)プロセスの概要情報の全情報を出力する場合
 
cscpiselect -user admin -pass admin -csc MyCSC -table process
 

(2)相関セット定義名が rentalNumberで，相関セット値が 100であるプロセスの概要情
報の全情報を出力する場合

 
cscpiselect -user admin -pass admin -wherefile sql_where.txt 
-csc MyCSC -table process_set
 
sql_where.txtの内容
 
C.CorrelationSetName = 'rentalNumber' AND C.CorrelationSetValue 
= '100'
 

(3)アクティビティ情報からビジネスプロセス定義名が「BP」で始まる文字列の行数を
表示する場合

 
cscpiselect -user admin -pass admin -count -wherefile 
sql_where.txt -csc MyCSC -table activity
 
sql_where.txtの内容
 
ProcessDefinitionName like 'BP%'
 

(4)リンク情報を全件検索する場合
 
cscpiselect -user admin -pass admin -csc MyCSC -table link
 

(5)相関セット情報を全件検索する場合
 
cscpiselect -user admin -pass admin -csc MyCSC -table set
 

(6)String変数情報を ProcessID = '11111' である条件で検索する場合
 
cscpiselect -user admin -pass admin -wherefile sql_where.txt 
-csc MyCSC -table string
 
sql_where.txtの内容
 
ProcessID = '11111'
 

(7)numeric変数情報を ProcessID = '11111' ，かつ，ビジネスプロセス定義名が「BP」で
始まる条件で検索する場合

 
cscpiselect -user admin -pass admin -wherefile sql_where.txt 
-csc MyCSC -table numeric
 
sql_where.txtの内容
 

790



10.　コマンド
cscpiselect（プロセスインスタンスの検索）
ProcessID = '11111' AND　ProcessDefinitionName like 'BP%'
 

(8)boolean変数情報を ProcessID = '11111'，かつ定義値が０である条件で検索する場合
 
cscpiselect -user admin -pass admin -where "ProcessID = '11111' 
AND VariableValue = 0" -csc MyCSC -table boolean
 

(9)message変数情報を ProcessID = '11111'，かつ変数定義名に ABCが含まれる条件で
検索し，検索結果を ProcessIDの降順で並べる場合

 
cscpiselect -user admin -pass admin -wherefile sql_where.txt 
-orderby "ProcessID DESC"-csc MyCSC -table message
 
sql_where.txtの内容
 
ProcessID = '11111' AND VariableName like '%ABC%'
 

表示形式

(1)プロセス概要情報（process指定時，process_set指定時）
• -detail未指定時

注　ProcessID（PI識別子）から EndTime（PI終了時刻）までは改行されないで表示されます。
• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から ChangeCount（更新回数）までは改行されないで表示されます。

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,State,StartTime,EndTi
me
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,PI状態,PI開始時刻,PI終了時刻
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,PI状態,PI開始時刻,PI終了時刻
  ：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,State,StartTime,EndTi
me,ChangeCount
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,PI状態,PI開始時刻,PI終了時刻
,更新回数
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,PI状態,PI開始時刻,PI終了時刻
,更新回数
  ：
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説明

(2)アクティビティ情報（activity指定時）
• -detail未指定時

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別子 プロセスインスタンスの識別子を示
します。

CSCBP_<ク
ラスタ名
>_PROCESS
テーブルの１
レコードの情
報を示します。
情報の詳細に
ついては，「付
録 C.1(1)(a)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_PROCESS
テーブル」を
参照してくだ
さい。

ProcessDefinitionN
ame

ビジネスプ
ロセス定義
名

ビジネスプロセス定義名を示します。

ProcessDefinitionVe
rsion

ビジネスプ
ロセス定義
バージョン

ビジネスプロセス定義バージョンを
示します。

State PI状態 プロセスインスタンスの状態を示し
ます。

StartTime PI開始時刻 プロセスインスタンスの開始時刻
（GMT）を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義
されているフォーマットに，YYYY/
MM/DD hh:mm:ssの形式で出力され
ます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

EndTime PI終了時刻 プロセスインスタンスの終了時刻
（GMT）を示します。
ava.text.SimpleDateFormatで定義
されているフォーマットに，YYYY/
MM/DD hh:mm:ssの形式で出力され
ます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

ChangeCount 更新回数 データの更新回数を示します。

 
ProcessID,ActivityNumber,ActivityDefinitionName,ActivityKind,State,StartTime,E
ndTime
PI識別子,ACI識別子,AC定義名,AC種別,ACI状態,AC開始時刻,AC終了時刻
PI識別子,ACI識別子,AC定義名,AC種別,ACI状態,AC開始時刻,AC終了時刻
  ：
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注　ProcessID（PI識別子）から EndTime（AC終了時刻）までは改行されないで表示されます。
• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から EndTime（AC終了時刻）までは改行されないで表示されます。

説明

 
ProcessID,ActivityNumber,ProcessDefinitionName,
ProcessDefinitionVersion,ActivityDefinitionName,ActivityKind,
ParentNumber,ScopeNumber,RepeatNumber,State,
FirstChildNumber,LastChildNumber,StartTime,EndTime
PI識別子,ACI識別子,ビジネスプロセス定義名,
ビジネスプロセス定義バージョン,AC定義名,AC種別
親ACI識別番号,所属SCI識別番号,所属RP識別番号,ACI状態,
先頭の子ACI識別番号,最後の子ACI識別番号,AC開始時刻,AC終了時刻
  ：
 

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別子 プロセスインスタンスの識別子を示
します。

CSCBP_<ク
ラスタ名
>_ACTIVITY
テーブルの１
レコードの情
報を示します。
情報の詳細に
ついては，「付
録 C.1(1)(a)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_ACTIVITY
テーブル」を
参照してくだ
さい。

ActivityNumber ACI識別子 アクティビティインスタンスの識別
番号を示します。
プロセスインスタンス内で一意の値
です。

ProcessDefinitionN
ame

ビジネスプ
ロセス定義
名

ビジネスプロセス定義名を示します。

ProcessDefinitionVe
rsion

ビジネスプ
ロセス定義
バージョン

ビジネスプロセス定義バージョンを
示します。

ActivityDefinitionN
ame

AC定義名 アクティビティ定義名を示します。

ActivityKind AC種別 アクティビティ種別を示します。

ParentNumber 親 ACI識別
番号

親アクティビティインスタンスの識
別番号を示します。

ScopeNumber 所属 SCI識
別番号

所属するスコープインスタンスの識
別番号を示します。

RepeatNumber 所属 RP識別
番号

所属する繰り返し処理の識別番号を
示します。

State ACI状態 アクティビティインスタンスの状態
を示します。

FirstChildNumber 先頭の子
ACI識別番
号

先頭の子アクティビティインスタン
スの識別番号を示します。

LastChildNumber 最後の子
ACI識別番
号

最後の子アクティビティインスタン
スの識別番号を示します。
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(3)リンク情報（link指定時）
• -detail未指定時

• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から State（リンク状態）までは改行されないで表示されます。

StartTime AC開始時刻 アクティビティの開始時刻（GMT）
を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義
されているフォーマットに，YYYY/
MM/DD hh:mm:ssの形式で出力され
ます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

EndTime AC終了時刻 アクティビティの終了時刻（GMT）
を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義
されているフォーマットに，YYYY/
MM/DD hh:mm:ssの形式で出力され
ます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

 
ProcessID,LinkDefinitionName,State
PI識別子,リンク定義名,リンク状態
PI識別子,リンク定義名,リンク状態
  ：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,
LinkDefinitionName,RepeatNumber,State
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
リンク定義名,所属RP識別番号,リンク状態
  ：
 

表示項目 内容 説明 備考
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説明

(4)相関セット情報（set指定時）
• -detail未指定時

• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から State（相関セット有効性）までは改行されないで表示されます。

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別子 プロセスインスタンスの識別子を示
します。

CSCBP_<ク
ラスタ名
>_LINKテー
ブルの１レ
コードの情報
を示します。
情報の詳細に
ついては，「付
録 C.1(1)(a)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_LINKテー
ブル」を参照
してください。

ProcessDefinitionN
ame

ビジネスプロ
セス定義名

ビジネスプロセス定義名を示しま
す。

ProcessDefinitionVe
rsion

ビジネスプロ
セス定義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義バージョンを
示します。

LinkDefinitionNam
e

リンク定義名 リンク定義名を示します。

RepeatNumber 所属 RP識別
番号

所属する繰り返し処理の識別番号を
示します。

State リンク状態 リンクの状態（真偽値）を示しま
す。

 
ProcessID,CorrelationSetName,CorrelationSetValue
PI識別子,相関セット定義名,相関セット値
PI識別子,相関セット定義名,相関セット値
  ：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,ScopeDefinitionName,
ScopeNumber,CorrelationSetName,CorrelationSetValue,State
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,SC定義名,
SCI識別番号,相関セット定義名,相関セット値,相関セット有効性
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,SC定義名,
SCI識別番号,相関セット定義名,相関セット値,相関セット有効性
  ：
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説明

(5)string変数情報（string指定時）
• -detail未指定時

• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から VariableValue（変数値）までは改行されないで表示されます。

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタンスの
識別子を示します。

CSCBP_<ク
ラスタ名
>_CORRELA
TIONSET
テーブルの１
レコードの情
報を示しま
す。情報の詳
細について
は，「付録
C.1(1)(a)」の
「CSCBP_<ク
ラスタ名
>_CORRELA
TIONSET
テーブル」を
参照してくだ
さい。

ProcessDefinitionName ビジネス
プロセス
定義名

ビジネスプロセス定義名
を示します。

ProcessDefinitionVersion ビジネス
プロセス
定義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義
バージョンを示します。

ScopeDefinitionName SC定義
名

スコープ定義名を示しま
す。

ScopeNumber SCI識
別番号

スコープインスタンスの
識別番号を示します。

CorrelationSetName 相関セッ
ト定義名

相関セット定義名を示し
ます。

CorrelationSetValue 相関セッ
ト値

相関セット値を示しま
す。文字列化および連結
され格納されます。

State 相関セッ
ト有効性

相関セットの有効性（真
偽値）を示します。

 
ProcessID,VariableName,VariableValue
PI識別子,変数定義名,変数値
PI識別子,変数定義名,変数値
　：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,
ScopeDefinitionName,ScopeNumber,VariableName,VariableValue
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
　：
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説明

(6)numeric変数情報（numeric指定時）
• -detail未指定時

• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から VariableValue（変数値）までは改行されないで表示されます。

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタンス
の識別子を示します。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_STRING_V
ARIABLE
テーブルの１
レコードの情
報を示します。
情報の詳細に
ついては，「付
録 C.1(1)(b)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_STR_VARIA
BLEテーブ
ル」を参照し
てください。

ProcessDefinitionName ビジネ
スプロ
セス定
義名

ビジネスプロセス定義
名を示します。

ProcessDefinitionVersion ビジネ
スプロ
セス定
義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義
バージョンを示します。

ScopeDefinitionName SC定義
名

スコープ定義名を示し
ます。

ScopeNumber SCI識
別番号

スコープインスタンス
の識別番号を示します。

VariableName 変数定
義名

変数定義名を示します。

VariableValue 変数値 変数値を示します。

 
ProcessID,VariableName,VariableValue
PI識別子,変数定義名,変数値
PI識別子,変数定義名,変数値
　：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,
ScopeDefinitionName,ScopeNumber,VariableName,VariableValue
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
　：
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説明

(7)boolean変数情報（boolean指定時）

• -detail未指定時

• -detail指定時

注　ProcessID（PI識別子）から VariableValue（変数値）までは改行されないで表示されます。

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタンス
の識別子を示します。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_NUMERIC_V
ARIABLEテー
ブルの１レコー
ドの情報を示し
ます。情報の詳
細については，
「付録 C.1(1)(b)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_NUM_VARIA
BLEテーブル」
を参照してくだ
さい。

ProcessDefinitionName ビジネ
スプロ
セス定
義名

ビジネスプロセス定義
名を示します。

ProcessDefinitionVersion ビジネ
スプロ
セス定
義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義
バージョンを示しま
す。

ScopeDefinitionName SC定義
名

スコープ定義名を示し
ます。

ScopeNumber SCI識
別番号

スコープインスタンス
の識別番号を示しま
す。

VariableName 変数定
義名

変数定義名を示しま
す。

VariableValue 変数値 変数値を示します。

 
ProcessID,VariableName,VariableValue
PI識別子,変数定義名,変数値
PI識別子,変数定義名,変数値
　：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,
ScopeDefinitionName,ScopeNumber,VariableName,VariableValue
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,変数値
　：
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説明

(8)message変数情報（message指定時）
• -detail未指定時

注　ProcessID（PI識別子）から VariableName（変数定義名）までは改行されないで表示され，
VariableValue（変数値）は次行に表示されます。

• -detail指定時

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタンス
の識別子を示します。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_BOOLEAN_V
ARIABLEテー
ブルの１レコー
ドの情報を示し
ます。情報の詳
細については，
「付録 C.1(1)(b)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_BOOL_VARI
ABLEテーブ
ル」を参照して
ください。

ProcessDefinitionName ビジネ
スプロ
セス定
義名

ビジネスプロセス定義
名を示します。

ProcessDefinitionVersion ビジネ
スプロ
セス定
義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義
バージョンを示しま
す。

ScopeDefinitionName SC定義
名

スコープ定義名を示し
ます。

ScopeNumber SCI識
別番号

スコープインスタンス
の識別番号を示しま
す。

VariableName 変数定
義名

変数定義名を示しま
す。

VariableValue 変数値 変数値を示します。

 
ProcessID,VariableName,
VariableValue
PI識別子,変数定義名,
変数値
PI識別子,変数定義名,
変数値
　：
 

 
ProcessID,ProcessDefinitionName,ProcessDefinitionVersion,
ScopeDefinitionName,ScopeNumber,VariableName,
VariableValue
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,
変数値
PI識別子,ビジネスプロセス定義名,ビジネスプロセス定義バージョン,
SC定義名,SCI識別番号,変数定義名,
変数値
　：
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10.　コマンド
cscpiselect（プロセスインスタンスの検索）
注　ProcessID（PI識別子）から VariableName（変数定義名）までは改行されないで表示され，
VariableValue（変数値）は次行に表示されます。

説明

(9)メッセージ関連情報（relation指定時）
• -detail未指定時

• -detail指定時

注　MessageID（MSG識別子）から AsynchronousMessagingID（ID）までは改行されないで表示
されます。

表示項目 内容 説明 備考

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタンス
の識別子を示します。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_MESSAGE_V
ARIABLEテー
ブルの１レコー
ドの情報を示し
ます。情報の詳
細については，
「付録 C.1(1)(b)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_MSG_VARIA
BLEテーブル」
を参照してくだ
さい。

ProcessDefinitionName ビジネ
スプロ
セス定
義名

ビジネスプロセス定義
名を示します。

ProcessDefinitionVersion ビジネ
スプロ
セス定
義バー
ジョン

ビジネスプロセス定義
バージョンを示しま
す。

ScopeDefinitionName SC定義
名

スコープ定義名を示し
ます。

ScopeNumber SCI識
別番号

スコープインスタンス
の識別番号を示しま
す。

VariableName 変数定
義名

変数定義名を示しま
す。

VariableValue 変数値 変数値を示します。

 
MessageID,ProcessID,ActivityNumber,SendOrReceive
MSG識別子,PI識別子,ACI識別番号,送受信フラグ
MSG識別子,PI識別子,ACI識別番号,送受信フラグ
　：
 

 
MessageID,ProcessID,ActivityNumber,SendOrReceive,AsynchronousMessagingID
MSG識別子,PI識別子,ACI識別番号,送受信フラグ,ID
MSG識別子,PI識別子,ACI識別番号,送受信フラグ,ID
　：
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10.　コマンド
cscpiselect（プロセスインスタンスの検索）
説明

(10)カウント表示

戻り値

注意事項
• コメント行などは記載しないでください。
• このコマンドは SQLの where句をオプションに指定します。そのため，使用する
ユーザ IDおよびパスワードを定期的に変更するなどして，第三者に不当にコマンド
を実行されないようにしてください。

• データベースと Cosminexus RMを使用する場合だけ，このコマンドを使用できます。

表示項目 内容 説明 備考

MessageID MSG
識別子

メッセージの識別子
を示します。

CSCBP_<クラ
スタ名
>_MESSAGE_R
ELATIONテー
ブルの１レコー
ドの情報を示し
ます。情報の詳
細については，
「付録 C.1(1)(c)」
の「CSCBP_<
クラスタ名
>_MSG_RELAT
IONテーブル」
を参照してくだ
さい。

ProcessID PI識別
子

プロセスインスタン
スの識別子を示しま
す。

ActivityNumber ACI識
別番号

アクティビティイン
スタンスの識別番号
を示します。

SendOrReceive 送受信
フラグ

メッセージの送受信
フラグを示します。

AsynchronousMessagingID ID 非同期メッセージン
グの IDを示します。

 
KEOS52029-I: row count is 行のカウント数
 

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscrcptnstart（標準受付およびユーザ定義受付の開始）
cscrcptnstart（標準受付およびユーザ定義受付
の開始）

形式
 
cscrcptnstart [-h]
              -user <ログインユーザID>
              -pass <ログインパスワード>
              {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
              [{-standard｜-userdef}]
 

機能

標準受付およびユーザ定義受付を開始します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

標準受付およびユーザ定義受付を開始する HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

標準受付およびユーザ定義受付を一括開始するクラスタ名を指定します。クラスタ種別
が HAのときに -clusterを指定するとエラーになります。

-standard

標準受付だけを起動します。-standard，-userdefともに指定しない場合は，標準受付お
よびユーザ定義受付をすべて起動します。
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10.　コマンド
cscrcptnstart（標準受付およびユーザ定義受付の開始）
-userdef

ユーザ定義受付をすべて起動します。個別のユーザ定義受付を起動する場合は，
csccompostartコマンドで起動してください。-standard，-userdefともに指定しない場
合は，標準受付およびユーザ定義受付をすべて起動します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSCの標準受付およびユーザ定義受付を開始する場合
 
cscrcptnstart -user admin -pass admin -csc MyCSC
 

(2)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバごとに標準受付を一括開始する場合
 
cscrcptnstart -user admin -pass admin -cluster MyUnit -standard
 

戻り値

注意事項
• このコマンドは停止状態の受付に対して実行してください。
• コマンド実行時にHCSCサーバは起動している必要があります。
• -clusterを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，障害要
因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscrcptnstop（標準受付およびユーザ定義受付の停止）
cscrcptnstop（標準受付およびユーザ定義受付
の停止）

形式
 
cscrcptnstop [-h]
             -user <ログインユーザID>
             -pass <ログインパスワード>
             {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
             [{-standard｜-userdef}]
             [-stopfg {normal｜wait｜force}]
 

機能

標準受付およびユーザ定義受付を停止します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

受付を停止する HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

標準受付およびユーザ定義受付を一括停止するクラスタ名を指定します。クラスタ種別
が HAのときに -clusterを指定するとエラーになります。

-standard

標準受付だけを停止します。-standard，-userdefともに指定しない場合は，標準受付お
よびユーザ定義受付をすべて停止します。
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10.　コマンド
cscrcptnstop（標準受付およびユーザ定義受付の停止）
-userdef

ユーザ定義受付をすべて停止します。個別のユーザ定義受付を停止する場合は，
csccompostopコマンドで停止してください。-standard，-userdefともに指定しない場
合は，標準受付およびユーザ定義受付をすべて停止します。

-stopfg {normal｜ wait｜ force}

標準受付の停止オプションを指定します。-userdefオプションを指定した場合，この定
義は無視されます。デフォルトは nomalです。

• normal
通常停止の場合に指定します。

• wait
計画停止の場合に指定します。

• force
強制停止の場合に指定します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSCの標準受付およびユーザ定義受付を停止する場合
 
cscrcptnstop -user admin -pass admin -csc MyCSC
 

(2)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバごとに標準受付およびユーザ定義受付を一括
停止する場合

 
cscrcptnstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit
 

戻り値

注意事項
• このコマンドは開始状態の受付に対して実行してください。
• コマンド実行時にHCSCサーバは起動している必要があります。
• -clusterを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，障害要
因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscrepctl（インポート /エクスポート）
cscrepctl（インポート /エクスポート）

形式
 
cscrepctl [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
         ｛-import <ファイル名> [-overwrite] [-check]
             ｜-export <ファイル名>
             ｜-autoexport｝
 

機能

リポジトリ内の情報を ZIP形式ファイルに出力したり，ZIP形式で保存された情報をリ
ポジトリに展開したりします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-import <ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

展開する ZIP形式ファイルを絶対パス，または相対パスで指定します。

-overwrite

インポート時に HCSCコンポーネントを運用環境のリポジトリに展開します。このオプ
ションは，-import指定時に有効になります。

-check

現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，HCSCサーバの
構成情報が同じかどうかをチェックします。HCSCサーバの構成情報が異なる場合は，
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10.　コマンド
cscrepctl（インポート /エクスポート）
エラーになります。このオプションは，-import指定時に有効になります。なお，標準イ
ンポートの場合は，このオプションを指定しないでください。

-export <ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

出力する ZIP形式ファイルのファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。指
定したファイルまでのディレクトリがない場合，異常終了になります。指定したファイ
ルがすでにある場合，上書きされます。指定したファイルの拡張子を「.zip」にしなかっ
た場合は，「.zip」が付けられます。

-autoexport

ZIPファイルをデフォルトファイル名で出力する場合に指定します。デフォルトファイ
ル名は，次の形式で付与されます。

aaabbbcccddd_YYYYMMDDhhmmss.zip

aaabbbcccddd：
コマンドを実行したマシンの IPアドレスを示します。

YYYYMMDDhhmmss：
バックアップした時間を示します。
YYYY：西暦，MM：月，DD：日，hh：時，mm：分，ss：秒

出力先は cscmng.properties（HCSC-Manager定義ファイル）に指定できます。出力先
を指定しなかった場合はカレントディレクトリに出力されます。

なお，-importオプションおよび -exportオプションと同時に指定することはできませ
ん。

入力例

(1)repository.zipの内容をリポジトリに展開する場合
 
cscrepctl -user admin -pass admin -import repository.zip
 

(2)カレントディレクトリにリポジトリ情報を収集した repository.zipを出力する場合
 
cscrepctl -user admin -pass admin -export repository.zip
 

(3)デフォルトファイル名で出力する場合
 
cscrepctl -user admin -pass admin -autoexport
 

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。
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10.　コマンド
cscrepctl（インポート /エクスポート）
注意事項
• 運用環境にログイン中の場合は，このコマンドを実行できません。
• インポートする場合は，必ずリポジトリに設定したディレクトリ以下のディレクトリ
およびファイルを参照していないことを確認してから，cscrepctlコマンドを実行して
ください。

• 現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，データベース
および Cosminexus RMを使用するかどうかの設定が異なる場合，インポート時にエ
ラーになります。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

戻り値 意味
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10.　コマンド
cscrepdiff（リポジトリ情報の差分の表示）
cscrepdiff（リポジトリ情報の差分の表示）

形式
 
cscrepdiff [-h]
           -user <ログインユーザID>
           -pass <ログインパスワード>
           -repfile <エクスポートされたリポジトリZIPファイル名>
           [-check]
 

機能

現在の運用環境のリポジトリ情報とエクスポートしたリポジトリ情報とのHCSCコン
ポーネントの差分を標準出力に表示します。このコマンドは，次に示すリポジトリ情報
の項目が同じ場合，同じHCSCコンポーネントと見なして差分を表示します。

• サービスアダプタのサービス ID
• ビジネスプロセスのサービス ID
• ユーザ定義受付の受付 ID

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user<ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン (_)＞ ((1－ 16文字
))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン (_)＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-repfile <エクスポートされたリポジトリ ZIPファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

エクスポートされた差分表示の対象となる ZIPファイル名を絶対パス，または相対パス
で指定します。

-check

現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，HCSCサーバの
構成情報が同じかどうかをチェックします。HCSCサーバの構成情報が異なる場合は，
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10.　コマンド
cscrepdiff（リポジトリ情報の差分の表示）
エラーになります。なお，標準インポートの場合は，このオプションを指定しないでく
ださい。

表示形式

表示形式の記号の意味は次のとおりです。

<：現在のリポジトリ情報に存在する HCSCコンポーネント

>：指定した ZIPファイルのリポジトリ情報に存在する HCSCコンポーネント

(1)すべての項目で変更がある場合
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10.　コマンド
cscrepdiff（リポジトリ情報の差分の表示）
(2)ビジネスプロセスだけ変更がある場合

(3)変更がない場合

戻り値

注意事項

現在の運用環境のリポジトリ情報とインポートするリポジトリ情報で，データベースお
よび Cosminexus RMを使用するかどうかの設定が異なる場合，インポート時にエラー
になります。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
811



10.　コマンド
cscrepls（リポジトリ情報の表示）
cscrepls（リポジトリ情報の表示）

形式
 
cscrepls [-h]
         -user <ログインユーザID>
         -pass <ログインパスワード>
         [{-repfile <エクスポートされたリポジトリZIPファイル名>
           ｜-envbackfile <HCSC-Manager環境バックアップファイル名>}]
         [{-csc <HCSCサーバ名>｜-oldtype }]
 

機能

リポジトリ情報を標準出力に出力します。また，cscutilコマンドの引数に指定する値を
確認できます。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-repfile <エクスポートされたリポジトリ ZIPファイル名 >　～ ((1－ 200バイト )) 
<<HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.repository.rootパラメタに設定されているリ
ポジトリの内容 >>

エクスポートされたリポジトリ ZIPファイル名を絶対パス，または相対パスで指定しま
す。エクスポートされたリポジトリファイルの中を参照し，構成情報が出力されます。
-envbackfileとは同時に指定できません。
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-envbackfile <HCSC-Manager環境バックアップファイル名 >　～ ((1－ 200バイト )) 
<<HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.repository.rootパラメタに設定されているリ
ポジトリの内容 >>

HCSC-Manager環境バックアップファイル名を絶対パス，または相対パスで指定しま
す。エクスポートされたリポジトリファイルの中を参照し，構成情報が出力されます。
-repfileとは同時に指定できません。

-csc <HCSCサーバ名 >　～ <半角英数字およびアンダーライン（_）> ((1－ 16文字 ))

指定した HCSCサーバ情報だけが出力されます。

-oldtype

バージョン 07-20以前の情報が出力されます。

表示形式

(1)-cscオプションで HCSCサーバを指定しない場合

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
Domain(name:ドメイン名)

- Cluster(name:クラスタ名)
    cluster-display-name:クラスタ表示名
    cluster-type:クラスタ種別
    db-use=データベースの使用有無
    rm-use=Cosminexus RMの使用有無

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
      Cosminexus Manager(Cosminexus Manager名, Cosminexus ManagerのホストIPアドレ
ス:Cosminexus Managerのポート番号)
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
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    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
      Cosminexus Manager(Cosminexus Manager名, Cosminexus ManagerのホストIPアドレ
ス:Cosminexus Managerのポート番号)
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

- Cluster(name:クラスタ名)
    cluster-display-name:クラスタ表示名
    cluster-type:クラスタ種別
    db-use=データベースの使用有無
    rm-use=Cosminexus RMの使用有無

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
      Cosminexus Manager(Cosminexus Manager名, Cosminexus ManagerのホストIPアドレ
ス:Cosminexus Managerのポート番号)
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
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(2)-cscオプションで HCSCサーバを指定した場合

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間
 

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
Domain(name:ドメイン名)
- Cluster(name:クラスタ名)
    cluster-display-name:クラスタ表示名
    cluster-type:クラスタ種別
    db-use=データベースの使用有無
    rm-use=Cosminexus RMの使用有無

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
      Cosminexus Manager(Cosminexus Manager名, Cosminexus ManagerのホストIPアドレ
ス:Cosminexus Managerのポート番号)
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
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(3)-oldtypeオプションを指定した場合

    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間

      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間
 

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
Domain(name:ドメイン名)
- Cosminexus Manager(name:Cosminexus Manager名)
    display-name:Cosminexus Manager表示名
    management-ip:Cosminexus ManagerのホストIPアドレス
    port:Cosminexus Managerのポート番号

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      cluster-name:クラスタ名
      cluster-display-name:クラスタ表示名 
      cluster-type:クラスタ種別
      J2EESrvName:J2EEサーバ名

    - SessionBean
        Url:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するURL
        LookupName:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するルックアップ名

    - WebService
        Url:同期サービス（Webサービス）呼び出し時に使用するURL
    - MDB(WS-R)
        Url:非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し時に使用するURL
    - MDB(DBQueue)
        Name:DBキュー名
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名
    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
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      - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
    - ServiceAdapter(ServiceID:サービスアダプタのサービスID)
        ServiceName:アダプタ表示名
        deployed:アダプタ配備状態
        modified-time:サービスアダプタが更新された時間

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      cluster-name:クラスタ名
      cluster-display-name:クラスタ表示名
      cluster-type:クラスタ種別
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
    - SessionBean
        Url:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するURL
        LookupName:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するルックアップ名

    - WebService
        Url:同期サービス（Webサービス）呼び出し時に使用するURL
    - MDB(WS-R)
        Url:非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し時に使用するURL
    - MDB(DBQueue)
        Name:DBキュー名
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名
    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間
817



10.　コマンド
cscrepls（リポジトリ情報の表示）
- Cosminexus Manager(name:Cosminexus Manager名)
    display-name:Cosminexus Manager表示名
    management-ip:Cosminexus ManagerのホストIPアドレス
    port:Cosminexus Managerのポート番号
  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      cluster-name:クラスタ名
      cluster-display-name:クラスタ表示名 
      cluster-type:クラスタ種別
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
    - SessionBean
        Url:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するURL
        LookupName:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するルックアップ名

    - WebService
        Url:同期サービス（Webサービス）呼び出し時に使用するURL
    - MDB(WS-R)
        Url:非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し時に使用するURL
    - MDB(DBQueue)
        Name:DBキュー名
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

  - HCSC-Server(CSCSrvName::HCSCサーバ名)
      display-name:HCSCサーバ表示名
      cluster-name:クラスタ名
      cluster-display-name:クラスタ表示名 
      cluster-type:クラスタ種別
      J2EESrvName:J2EEサーバ名
    - SessionBean
        Url:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するURL
        LookupName:同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するルックアップ名

    - WebService
        Url:同期サービス（Webサービス）呼び出し時に使用するURL
    - MDB(WS-R)
        Url:非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し時に使用するURL
    - MDB(DBQueue)
        Name:DBキュー名
      ->ConnectClusterName:連携先クラスタ名
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説明（(1)-cscオプションで HCSCサーバを指定しない場合，および (2)-cscオプション
で HCSCサーバを指定した場合）

    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
    - BusinessProcess(ServiceID:ビジネスプロセスのサービスID)
        ServiceName:ビジネスプロセス表示名
        deployed:ビジネスプロセス配備状態
        modified-time:ビジネスプロセスが更新された時間
      - UserDefinedReception(ReceptionID:ユーザ定義受付の受付ID)
          ReceptionName:受付名
          deployed:受付配備状態
          modified-time:ユーザ定義受付が更新された時間

表示項目 説明

Command Edit Time コマンド発行時間を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマッ
トに，YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSSの形式で出力されま
す。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

Domain（name） ドメイン名を示します。

Cluster（name） クラスタ名を示します。

cluster-display-name クラスタ表示名を示します。※

cluster-type クラスタ種別を示します。次のどちらかが表示されます。
• LB：ロードバランスクラスタ
• HA：HAクラスタ

db-use データベースを使用しているかどうかを示します。次のどち
らかが表示されます。
• ON：使用しています。
• OFF：使用していません。

rm-use Cosminexus RMを使用しているかどうかを示します。次の
どちらかが表示されます。
• ON：使用しています。
• OFF：使用していません。

HCSCServer（CSCSrvName） HCSCサーバ名を示します。

display-name HCSCサーバ表示名を示します。※

J2EESrvName J2EEサーバ名を示します。
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注※
次の条件の両方に当てはまる場合，文字化けが発生するおそれがあります。
• HCSCサーバ表示名，クラスタ表示名，またはユーザ電文に次の文字を使用して
いる。

・基本多言語面（BMP）以外の文字
・Unicodeのコードポイント U+10000～ U+10FFFFの範囲の文字
・UTF-16エンコーディングにおけるサロゲート・ペアで表される文字
• Windows Vista以外の OSでこのコマンドを使用している。

Cosminexus Manager（name，
ip：port）

次の情報が表示されます。
• Cosminexus Manager名
• Cosminexus Managerのホスト IPアドレス
• Cosminexus Managerのポート番号

ConnectClusterName 連携クラスタ名を示します。

BusinessProcess（ServiceID） ビジネスプロセスのサービス IDを示します。

ServiceAdapter（ServiceID） サービスアダプタのサービス IDを示します。

ServiceName ビジネスプロセス表示名，またはサービスアダプタ表示名を
示します。

UserDefinedReception
（ReceptionID）

ユーザ定義受付の受付 IDを示します。

ReceptionName ユーザ定義受付の受付名を示します。

deployed ビジネスプロセス，サービスアダプタ，またはユーザ定義受
付が配備されているかどうかを示します。次のどちらかが表
示されます。
• true：配備されています。
• false：配備されていません。

modified-time ビジネスプロセス，サービスアダプタ，またはユーザ定義受
付が更新された時間を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマッ
トに，YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で出力されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

なお，更新時刻は開発環境でパッケージングした時間です。

表示項目 説明
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説明（(3)-oldtypeオプションを指定した場合）

表示項目 説明

Command Edit Time コマンド発行時間を示します。
コマンド発行時間を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマッ
トに，YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSSの形式で出力されま
す。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

Domain（name） ドメイン名を示します。

Cosminexus Manager（name） Cosminexus Manager名を示します。

display-name 次のどれかが表示されます。
• Cosminexus Manager表示名※

• HCSCサーバ表示名※
• ビジネスプロセス表示名
• サービスアダプタ表示名

management-ip Cosminexus Managerのホスト IPアドレスを示します。

port Cosminexus Managerのポート番号を示します。

HCSCServer（CSCSrvName） HCSCサーバ名を示します。

cluster-name クラスタ名を示します。

cluster-display-name クラスタ表示名を示します。

cluster-type クラスタ種別を示します。次のどちらかが表示されます。
• LB：ロードバランスクラスタ
• HA：HAクラスタ

J2EESrvName J2EEサーバ名を示します。

Url 次のどれかが表示されます。
• SessionBeanの場合：同期サービス（SessionBean）呼び
出し時に使用する URL

• WebServiceの場合：同期サービス（Webサービス）呼び
出し時に使用する URL

• MDB（WS-R）の場合：非同期サービス（MDB
（WS-R））呼び出し時に使用する URL

LookupName 同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用するルック
アップ名を示します。

Name DBキュー名を示します。

ConnectClusterName 連携クラスタ名を示します。

BusinessProcess（ServiceID） ビジネスプロセスのサービス IDを示します。
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10.　コマンド
cscrepls（リポジトリ情報の表示）
注※
次の条件の両方に当てはまる場合，文字化けが発生するおそれがあります。
• HCSCサーバ表示名，クラスタ表示名，またはユーザ電文に次の文字を使用して
いる。

・基本多言語面（BMP）以外の文字
・Unicodeのコードポイント U+10000～ U+10FFFFの範囲の文字
・UTF-16エンコーディングにおけるサロゲート・ペアで表される文字
• Windows Vista以外の OSでこのコマンドを使用している。

戻り値

注意事項

-repfile指定時は，次の情報は出力されません。

• 片方向の連携セットアップしかしていない場合の連携先クラスタ名
• ビジネスプロセスの配備状態，およびサービスアダプタの配備状態
• 同期サービス（SessionBean）呼び出し時に使用する URL，同期サービス（Webサー
ビス）呼び出し時に使用する URL，非同期サービス（MDB（WS-R））呼び出し時に
使用する URL，および DBキュー名※

deployed ビジネスプロセス，またはサービスアダプタが配備されてい
るかどうかを示します。次のどちらかが表示されます。
• true：配備されています。
• false：配備されていません。

modified-time ビジネスプロセス，またはサービスアダプタが更新された時
間を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマッ
トに，YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で出力されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

なお，更新時刻は開発環境でパッケージングした時間です。

ServiceAdapter（ServiceID） サービスアダプタのサービス IDを示します。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

表示項目 説明
822



10.　コマンド
cscrepls（リポジトリ情報の表示）
• クラスタ種別

注※
サービス部品呼び出し時に使用するURL，および DBキュー名は，-oldtype指定時
に出力されます。
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10.　コマンド
cscresinfo（リソース稼働情報の表示）
cscresinfo（リソース稼働情報の表示）

形式
 
cscresinfo [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          -csc <HCSCサーバ名>
 

機能

HCSCサーバのリソースの稼働情報を表示します。開始しているリソースアダプタ，標
準受付，および HCSCコンポーネントの稼働情報だけが表示されます。HCSCサーバが
起動していない場合，稼働情報は表示されません。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

稼働情報を表示したい HCSCサーバ名を指定します。
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10.　コマンド
cscresinfo（リソース稼働情報の表示）
出力形式

(1)HCSCサーバが起動状態の場合で，標準受付および HCSCコンポーネントが開始状態
のとき

(2)HCSCサーバが起動状態の場合で，標準受付および HCSCコンポーネントがすべて開
始状態以外のとき

注※　見出しだけが表示されます。

(3)HCSCサーバが起動状態以外の場合

 
Information Get Time : 稼働情報収集時刻
[HCSC-Server]
<クラスタ名>.<HCSCサーバ名>:active
 JavaVM Heap Size(MB)           Java VMヒープサイズ最大値 / Java VMヒープサイズ上限値
 
[DBConnector]
 リソースアダプタ名  DBコネクション数最大値 / DBコネクション数上限値
 
[StandardReception]
受付種別
 queue       キュー滞留数最大値 / キュー滞留数上限値
 instance    実行数の最大値 / 実行数の上限値
 
[UserDefinedReception]
ユーザ定義受付の受付ID
 queue       キュー滞留数最大値 / キュー滞留数上限値
 instance    実行数の最大値 / 実行数の上限値
 
[BusinessProcess]
ビジネスプロセスのサービスID    実行数の最大値 / 実行数の上限値
 
[ServiceAdapter]
サービスアダプタのサービスID    実行数の最大値 / 実行数の上限値
 

 
Information Get Time : 稼働情報収集時刻
[HCSC-Server]
<クラスタ名>.<HCSCサーバ名>:active
 JavaVM Heap Size(MB)            Java VMヒープサイズ最大値 / Java VMヒープサイズ上限値
 
[DBConnector]
 リソースアダプタ名  DBコネクション数最大値 / DBコネクション数上限値
 

[StandardReception]※

 

[UserDefinedReception]※

 

[BusinessProcess]※

 

[ServiceAdapter]※

 

 
[HCSC-Server]

<クラスタ名>.<HCSCサーバ名>:HCSCサーバ稼働状態※
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10.　コマンド
cscresinfo（リソース稼働情報の表示）
注※　active以外が表示されます。

説明

表示項目 説明

稼働情報収集時刻 稼働情報を収集した時刻を示します。java.text.SimpleDateFormatで
定義されているフォーマットに，YYYY/MM/DD hh:mm:ssの形式で出
力されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒

クラスタ名 クラスタ名を示します。

HCSCサーバ名 HCSCサーバ名を示します。

Java VMヒープサイズ最大
値※ 1

Java VMヒープサイズの最大値（単位：MB）を示します。稼働情報の
取得に失敗した場合，または稼働情報が未取得※ 2の場合，「-」が表示
されます。

Java VMヒープサイズ上限
値

Java VMヒープサイズの上限値（単位：MB）を示します。稼働情報の
取得に失敗した場合，または稼働情報が未取得※ 2の場合，「-」が表示
されます。なお，Java VMの -Xmxオプションで指定した値から
Survivor領域の一つ分のサイズを除いた値が表示されます。

リソースアダプタ名 リソースアダプタ名を示します。

DBコネクション数最大値※
1

DBコネクションの最大値を示します。また，次の場合は DBコネク
ション上限値と合わせて「NA/NA」（無効値）が表示されます。
• 該当のリソースアダプタが，ルートリソースアダプタ，または

Cosminexus RM連携用 DBコネクタ
• コネクションプールの上限値が 0に設定されている場合

DBコネクション数上限値 DBコネクションの上限値を示します。DBコネクション上限値だけ
「NA」と表示される場合は，無制限を示します。DBコネクション最大
値と合わせて「NA/NA」と表示される場合については，「DBコネク
ション最大値」の説明を参照してください。

受付種別 標準受付の受付種別を示します。「WebService」が表示されます。

キュー滞留数最大値※ 1 キュー滞留数の最大値を示します。稼働情報の取得に失敗した場合，ま
たは稼働情報が未取得※ 3の場合，「-」が表示されます。

キュー滞留数上限値 キュー滞留数の上限値を示します。稼働情報の取得に失敗した場合，ま
たは稼働情報が未取得※ 3の場合，「-」が表示されます。

実行数の最大値※ 1 実行数の最大値を示します。稼働情報の取得に失敗した場合，または稼
働情報が未取得※ 3の場合，標準出力に「-」が出力されます。

実行数の上限値 実行数の上限値を示します。「NA」と表示される場合は，無制限を示し
ます。稼働情報の取得に失敗した場合，または稼働情報が未取得※ 3の
場合，「-」が表示されます。

ユーザ定義受付の受付 ID ユーザ定義受付の受付 IDを示します。
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10.　コマンド
cscresinfo（リソース稼働情報の表示）
注※ 1　最大値は，収集した 60秒間のデータのうち最大となった値を示します。

注※ 2　HCSCサーバが起動してから稼働情報が収集されるまで（デフォルトでは 60秒間）に，コ
マンドを実行した場合に未取得になります。

注※ 3　対象となる受付，または HCSCコンポーネントが開始してから稼働情報が収集されるまで
（デフォルトでは 60秒間）に，コマンドを実行した場合に未取得になります。

戻り値

ビジネスプロセスのサービス
ID

ビジネスプロセスのサービス IDを示します。

サービスアダプタのサービス
ID

サービスアダプタのサービス IDを示します。

HCSCサーバ稼働状態 HCSCサーバの稼働状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• startfailed：起動失敗
• stopfailed：停止失敗
• starting：起動中
• stopping：停止中
• unknown：取得失敗

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

表示項目 説明
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10.　コマンド
cscstatus（状態表示）
cscstatus（状態表示）

形式
 
cscstatus [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          [-csc <HCSCサーバ名>
           -type {system｜reception｜compo}]
 

機能

HCSCサーバ，標準受付，および HCSCコンポーネントの状態を表示します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

標準受付または HCSCコンポーネントの状態を表示したい HCSCサーバ名を指定しま
す。このオプションを指定した場合，必ず -typeオプションを指定してください。このオ
プションを省略した場合，すべての HCSCサーバの状態が表示されます。

-type {system｜ reception｜ compo}

状態を表示する標準受付または HCSCコンポーネントの種類を指定します。

• system
HCSCサーバと，HCSCサーバが管理する論理サーバの状態（PRFの状態）を表示
する場合に指定します。

• reception
標準受付およびユーザ定義受付の状態を表示する場合に指定します。
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10.　コマンド
cscstatus（状態表示）
• compo
HCSCコンポーネントの状態を表示する場合に指定します。

表示形式

(1)HCSCサーバの状態

説明

(2)HCSCサーバが管理する論理サーバの状態 (-csc指定時 )
• -type system指定時

説明

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
HCSCサーバの状態 HCSCサーバ名
 

表示項目 説明

HCSCサーバの状態 HCSCサーバの状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• unknown：取得失敗

HCSCサーバ名 HCSCサーバ名を示します。次の形式で表示されます。
<クラスタ名 >.<HCSCサーバ名 >

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
HCSCサーバの状態 HCSCサーバ名
論理サーバの稼働状態 論理サーバ名
 

表示項目 説明

HCSCサーバの状態 HCSCサーバの状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• unknown：取得失敗
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10.　コマンド
cscstatus（状態表示）
(3)標準受付およびユーザ定義受付の状態 (-csc指定時 )
• -type reception指定時

説明

論理サーバの稼働状態 論理サーバの状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• stopping：停止処理中
• abnormal ended：異常停止
• recovering：回復中
• communication error：通信障害
• auto stopping：自動停止中
• auto restarting：自動再起動中
• force stopping：強制停止中
• planned stopping：計画停止中

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
標準受付の状態 reception
 
ユーザ定義受付の状態
 

表示項目 説明

標準受付の状態 標準受付の状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• unknown：取得失敗

ユーザ定義受付の状態 ユーザ定義受付の状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• deleting：削除処理中
• undeployed：配備前
• unknown：取得失敗

表示項目 説明
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10.　コマンド
cscstatus（状態表示）
(4)HCSCコンポーネントの状態 (-csc指定時 )
• -type compo指定時

注※　開発環境で HCSCコンポーネントをパッケージングした時間です。したがって，開発環境の
マシンの時間に依存します。

説明

戻り値

 
Command Edit Time:コマンド発行時間
ビジネスプロセスの状態 ビジネスプロセスのサービスID 更新時間※
 

サービスアダプタの状態 サービスアダプタのサービスID 更新時間※
 

ユーザ定義受付の状態 ユーザ定義受付の受付ID 更新時間※
 

表示項目 説明

• ビジネスプロセスの状
態

• サービスアダプタの状
態

• ユーザ定義受付の状態

ビジネスプロセス，サービスアダプタ，およびユーザ定義受付の状態を示し
ます。次のどれかが表示されます。
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• deleting：削除処理中
• undeployed：配備前
• unknown：取得失敗

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscsvcctl（サービス情報の管理）
cscsvcctl（サービス情報の管理）

形式
 
cscsvcctl [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          {-getfile <サービス情報変更定義ファイル名>
           ｜-setfile <サービス情報変更定義ファイル名>
           ｜-cluster <クラスタ名>
           -name <サービスアダプタのサービスID>
           -props <プロパティ>}
 

機能

cscsvcctlコマンドには，次に示す機能があります。

• サービス情報変更定義ファイルを出力する機能（-getfileオプションを使用）
• サービス情報変更定義ファイルを入力し，サービス情報の変更を設定する機能
（-setfileオプションを使用）
• サービス情報変更定義ファイルを使用せずに，サービス情報の変更を設定する機能
（-cluster，-name，および -propsオプションを使用）

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-getfile <サービス情報変更定義ファイル名 >　((1－ 200バイト ))

出力するサービス情報変更定義ファイル名を指定します。絶対パスまたは相対パスで指
定します。指定したファイルまでのディレクトリがない場合，異常終了します。指定し
たファイルがすでにある場合，上書きされます。指定したファイル名と同名のディレク
トリがある場合は，異常終了します。
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10.　コマンド
cscsvcctl（サービス情報の管理）
-setfile <サービス情報変更定義ファイル名 >　((1－ 200バイト ))

入力するサービス情報変更定義ファイル名を指定します。絶対パスまたは相対パスで指
定します。指定したファイルがない場合，異常終了します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

サービス情報を変更するサービスアダプタがあるクラスタ名を指定します。

-name <サービスアダプタのサービス ID>　～ ((1文字以上 ))

サービス情報を変更するサービスアダプタのサービス IDを指定します。

-props <プロパティ >　～ ((0文字以上 ))

操作対象に渡す情報を <key>=<value>形式で指定します。<key>はサービス情報表示コ
マンド（cscsvcls）で表示されるキー名を使用します。指定値はダブルクォーテーション
（"）で囲みます。また，-nameオプションで指定したアダプタに関するサービス情報で
あれば複数指定できます。複数指定する場合，指定値をコンマ（,）で区切ります（例：
-props "a=b,c=d"）。なお，サービス情報表示コマンド（cscsvcls）で確認した LocalCall
の値が falseの場合は trueへ変更しないでください。

入力例

(1)サービス情報変更定義ファイルを出力する場合
 
cscsvcctl -getfile service_info.txt
 

(2)サービス情報変更定義ファイルを入力し，サービス情報の変更を設定する場合
 
cscsvcctl -setfile service_info.txt
 

(3)サービス情報変更定義ファイルを使用せずに，サービス情報の変更を設定する場合
 
cscsvcctl -cluster MyUnit -name adapter1 -props 
"Url=aaa,ReadTimeout=60"
 

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscsvcctl（サービス情報の管理）
注意事項

-setfileや -nameオプションで指定したサービスアダプタが配備中（HCSCサーバがク
ラスタ構成の場合，クラスタ内の HCSCサーバが配備中）の場合，エラーになります。
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10.　コマンド
cscsvcls（サービス情報の表示）
cscsvcls（サービス情報の表示）

形式
 
cscsvcls [-h]
         -user <ログインユーザID>
         -pass <ログインパスワード>
         [-detail]
 

機能

サービス情報を標準出力に出力します。また，cscsvcctlコマンドの引数に指定する値を
調べます。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-detail

開発時に設定した値を表示する場合に指定します。

出力形式

-detailを指定しない場合

Command Edit Time:コマンド発行時間
Cluster(name: クラスタ名)
- ServiceAdapter(ServiceID: サービスアダプタのサービスID, ServiceType: サービスアダプ
タ種別)
  属性名: 値
- ServiceAdapter(ServiceID: サービスアダプタのサービスID, ServiceType: サービスアダプ
タ種別)
  属性名: 値
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-detailを指定する場合

説明

サービス情報の出力形式を次の表に示します。

表 10-3　サービス情報の出力形式

Command Edit Time:コマンド発行時間
Cluster(name: クラスタ名)
- ServiceAdapter(ServiceID: サービスアダプタのサービスID, ServiceType: サービスアダプ
タ種別)
  属性名(def): 開発時に設定した値
  属性名(set): 値
- ServiceAdapter(ServiceID: サービスアダプタのサービスID, ServiceType: サービスアダプ
タ種別)
  属性名(def): 開発時に設定した値
  属性名(set): 値

表示項目 説明

Command Edit Time コマンド発行時間を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマットに，
YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSS形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

Cluster（name） クラスタ名を示します。

ServiceAdapter
（ServiceID）

サービスアダプタのサービス IDを示します。

ServiceType サービスアダプタ種別を示します。次のどれかが出力されます。
• SessionBean：同期（SessionBean）
• WebService：同期（Webサービス）
• MDB_WSR：非同期（MDB（WS-R））
• MDB_DBQ：非同期（MDB（DBキュー））

属性名 現在有効なサービス情報が出力されます。

属性名（def） サービス情報変更定義に設定されているサービス情報が出力されます。

属性名（set） 開発時に設定したサービス情報が出力されます。

サービスアダプタ種
別

出力形式（出力順） サービス情報変更定義ファイルの相当する属
性

WebService ConnectTimeout c4web.application.socket_connect_timeout※

ReadTimeout c4web.application.socket_read_timeout※

WriteTimeout c4web.application.socket_write_timeout※
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注※　設定されていない場合は，空白が表示されます。

戻り値

Url url

SessionBean Timeout c4web.application.ejb_j2ee_timeout※

LookupName lookupName

Url url

MDB_WSR LocalCall local_call

QueueName queue_name

Url url

MaxMessageNum max_message_num

QosInOrder qos_in_order

RdAreaName rdarea_name

MDB_DBQ QueueName queue_name

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

サービスアダプタ種
別

出力形式（出力順） サービス情報変更定義ファイルの相当する属
性
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cscsvconfig（HCSCサーバランタイムの定義）

形式
 
cscsvconfig [-h]
            -user <ログインユーザID>
            -pass <ログインパスワード>
            {-operation get -csc <HCSCサーバ名> 
               ｜-operation set -propfile <HCSCサーバランタイム定義ファ
イル名>
            {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}}
 

機能

サーバセットアップ後の HCSCサーバに対して，定義情報の取得や変更をします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-operation {get｜ set}

このコマンドの操作を指定します。

• get
指定した HCSCサーバに設定されている定義が標準出力に出力されます。

• set
-propfileオプションで指定したファイルの内容を，指定した HCSCサーバに反映され
ます。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

定義情報の取得や変更の対象となる HCSCサーバ名を指定します。
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-propfile <HCSCサーバランタイム定義ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

HCSCサーバに定義する定義一覧を記載したファイル名を相対パス，または絶対パスで
指定します。このオプションは，-operationオプションで setを指定したときに有効にな
ります。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバ定義を一括更新するクラスタ名を指定します。-operationで setを指定し
たときに有効になります。ただし，クラスタ種別がHAのときにこのオプションを指定
した場合はエラーになります。

入力例

(1)HCSCサーバ名MyCSCの定義を取得する場合
 
cscsvconfig -user admin -pass admin -csc MyCSC -operation get
 

(2)HCSCサーバ名MyCSCの定義を設定する場合
 
cscsvconfig -user admin -pass admin -csc MyCSC -operation set 
-propfile config.properties
 

(3)MyUnitクラスタに存在するすべての HCSCサーバの定義を変更する場合
 
cscsvconfig -user admin -pass admin -cluster MyUnit -operation 
set -propfile config.properties
 

戻り値

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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cscsvsetup（HCSCサーバのセットアップ）

形式
 
cscsvsetup [-h]
           -user <ログインユーザID>
           -pass <ログインパスワード>
           [-csc <HCSCサーバ名>]
           [-cluster <クラスタ名>]
           -propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名>
 

機能

HCSCサーバのセットアップをします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

セットアップする HCSCサーバ名を指定します。セットアップ済みの HCSCサーバ名と
大文字，小文字だけが異なる HCSCサーバ名を使用しないでください。使用すると，
データベーステーブル名やキュー名が重複してセットアップが失敗することがあります。
このオプションの指定を省略した場合，HCSCサーバ構成定義ファイルに指定した
HCSCサーバ名が仮定されます。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字
))<<-cscオプションで指定したサーバ名 >>

セットアップする HCSCサーバが属するクラスタ名を指定します。クラスタ間で一意に
なるクラスタ名を指定します。セットアップ済みのクラスタ名と大文字，小文字だけが
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異なるクラスタ名を使用しないでください。使用すると，データベーステーブル名や
キュー名が重複してセットアップが失敗することがあります。このオプションの指定を
省略した場合，HCSCサーバ構成定義ファイルに指定したクラスタ名が仮定されます。

-propfile <HCSCサーバ構成定義ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

HCSCサーバ構成定義ファイル名を相対パス，または絶対パスで指定します。

戻り値

注意事項
• 追加セットアップをする場合は，HCSCサーバ，各ビジネスプロセス，および各サー
ビスアダプタが停止してからコマンドを実行してください。停止していない場合はエ
ラーになります。

• 同じクラスタ内では，データベースおよび Cosminexus RMを使用するかどうかの設
定を一致させてください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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cscsvstart（HCSCサーバの起動）

形式
 
cscsvstart [-h]
           -user <ログインユーザID>
           -pass <ログインパスワード>
           {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
           [{-logical <論理サーバ名>｜-system }]
 

機能

HCSCサーバ，または論理サーバを起動します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

起動する HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバを一括起動するクラスタ名を指定します。クラスタ種別が HAのときに
-clusterを指定するとエラーになります。

-logical <論理サーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 128文字
))

起動する論理サーバ名を指定します。このオプションで設定した論理サーバの種類とそ
の動作を次の表に示します。なお，このオプションを指定した場合，HCSCサーバは起
動しません。
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表 10-4　-logicalオプションに指定した論理サーバの種類とその動作（起動時）

注※　HCSCサーバが起動していない状態でコマンドを実行します。

-system

HCSCサーバの起動と同時に，HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.server.<HCSC
サーバ名 >.systemで定義した論理サーバを起動します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSCを起動する場合
 
cscsvstart -user admin -pass admin -csc MyCSC
 

(2)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバを一括起動する場合
 
cscsvstart -user admin -pass admin -cluster MyUnit
 

(3)MyUnitクラスタ下にある HCSCサーバを論理サーバと同時に一括起動する場合
 
cscsvstart -user admin -pass admin -cluster MyUnit -system
 

(4)MyUnitクラスタ下にある論理サーバ名 PRFを一括起動する場合
 
cscsvstart -user admin -pass admin -cluster MyUnit -logical PRF
 

(5)J2EEアプリケーションを起動しないで，HCSCサーバMyCSCにある J2EEサーバ
MyServerを起動する場合

 
cscsvstart -user admin -pass admin -csc MyCSC -logical MyServer
 

項
番

指定した論理サーバの種類 動作

1 PRF PRFを起動します。

2 スマートエージェント スマートエージェントを起動します。

3 CTMドメインマネージャ CTMドメインマネージャを起動します。

4 CTMデーモン CTMデーモンを起動します。

5 J2EEサーバ J2EEアプリケーションを起動しないで J2EEサーバ
を起動します。※

6 Webサーバ Webサーバを起動します。
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戻り値

注意事項
• このコマンドは，セットアップ済みで，かつ停止済みの HCSCサーバに対して実行し
てください。

• このコマンドは起動状態の HCSCサーバ対して実行してもエラーになりません。
• -clusterを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，障害要
因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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cscsvstop（HCSCサーバの停止）

形式
 
cscsvstop [-h]
          -user <ログインユーザID>
          -pass <ログインパスワード>
          {-csc <HCSCサーバ名>｜-cluster <クラスタ名>}
          [{-logical <論理サーバ名>｜-system}]
          [-force]
 

機能

HCSCサーバを停止します。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

停止する HCSCサーバ名を指定します。

-cluster <クラスタ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバを一括停止するクラスタ名を指定します。クラスタ種別がHAのときに
-clusterを指定するとエラーになります。

-logical　<論理サーバ名 >～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 128文字
))

停止する論理サーバ名を指定します。このオプションで設定した論理サーバの種類とそ
の動作を次の表に示します。なお，このオプションを指定した場合，HCSCサーバは停
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止しません。また，-forceは無効になります。

表 10-5　-logicalオプションに指定した論理サーバの種類とその動作（停止時）

注※　HCSCサーバが起動していない状態でコマンドを実行します。

-system

HCSCサーバの停止と同時に，HCSC-Manager定義ファイルの cscmng.server.<HCSC
サーバ名 >.systemで定義した論理サーバを停止します。

-force

強制停止をします。MBean側のステータスを初期化します。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSCを停止する場合
 
cscsvstop -user admin -pass admin -csc MyCSC
 

(2)MyUnitクラスタ下にあるHCSCサーバを一括強制停止する場合
 
cscsvstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit -force

(3)MyUnitクラスタ下にあるHCSCサーバを論理サーバと同時に一括停止する場合
 
cscsvstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit -system
 

(4)MyUnitクラスタ下にある論理サーバ名 PRFを一括停止する場合
 
cscsvstop -user admin -pass admin -cluster MyUnit -logical PRF
 

(5)HCSCサーバMyCSCにある J2EEサーバMyServerを停止する場合
 
cscsvstop -user admin -pass admin -csc MyCSC -logical MyServer
 

項
番

指定した論理サーバの種類 動作

1 PRF PRFを停止します。

2 スマートエージェント スマートエージェントを停止します。

3 CTMドメインマネージャ CTMドメインマネージャを停止します。

4 CTMデーモン CTMデーモンを停止します。

5 J2EEサーバ J2EEサーバを停止します。※

6 Webサーバ Webサーバを停止します。
846



10.　コマンド
cscsvstop（HCSCサーバの停止）
戻り値

注意事項
• このコマンドは，起動状態のHCSCサーバに対して実行してください。
• -clusterを指定してエラーになった場合，結果を cscstatusコマンドで確認し，障害要
因を取り除いたあとに，再度コマンドを実行してください。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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cscsvunsetup（HCSCサーバのアンセットアッ
プ）

形式
 
cscsvunsetup [-h]
             -user <ログインユーザID>
             -pass <ログインパスワード>
             -csc <HCSCサーバ名>
             [-ignore]
 

機能

HCSCサーバのアンセットアップをします。

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。

引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-csc <HCSCサーバ名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

アンセットアップする HCSCサーバ名を指定します。

-ignore

実行環境側のアンセットアップに失敗した場合もリポジトリの情報を更新する場合に指
定します。ハードディスク障害やアンセットアップ時の通信障害などによる実行環境と
リポジトリ環境の不整合を調整するために使用します。HCSCコンポーネントが配備さ
れていた場合は，リポジトリの情報は更新されません。HCSCコンポーネントの情報を
削除する場合は，csccompoundeployコマンドで -ignoreオプションを指定して削除して
ください。
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cscsvunsetup（HCSCサーバのアンセットアップ）
戻り値

注意事項

HCSCサーバを停止後，各HCSCコンポーネント，および HCSCサーバ間連携が未配
備，または未セットアップ状態にしてからこのコマンドを実行してください。HCSC
サーバが起動しているときや，各HCSCコンポーネント，および HCSCサーバ間連携が
配備状態，またはセットアップ状態の場合はエラーになります。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
cscutil（各種操作）
cscutil（各種操作）

形式
 
cscutil [-h]
        -user <ログインユーザID>
        -pass <ログインパスワード>
        {-mng <Cosminexus Manager名>
          ｜-host <IPアドレス>:<ポート番号> -mnguser <管理ユーザID>
            [-mngpass <管理ユーザパスワード>]}
        -target {server｜compo｜compo_urecp｜request_service
          ｜connect_service｜connect}
        -operation {start｜stop｜get_setup_info｜get_info
          ｜get_bp_info｜get_adapter_info｜set_info｜delete_info}
        {-props <プロパティ>｜-propfile <プロパティファイル名>}
        [-binary <ファイル名>]
 

機能

次に示す操作ができます。

• HCSCサーバの起動
• ビジネスプロセス・サービスアダプタの開始
• 標準受付の開始
• ユーザ定義受付の開始
• 連携受付の開始
• 連携の開始
• HCSCサーバセットアップの情報取得
• HCSCサーバの情報取得
• 連携の情報取得
• ビジネスプロセスの情報取得
• サービスアダプタの情報取得
• ユーザ定義受付の情報取得
• 連携の停止
• 連携受付の停止
• 標準受付の停止
• ユーザ定義受付の停止
• ビジネスプロセス・サービスアダプタの停止
• HCSCサーバの停止

ログインユーザ IDなどの必須オプションは，HCSC-Managerコマンド共通定義ファイ
ルにデフォルト値を設定することで，このコマンドでの指定を省略できます。
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cscutil（各種操作）
引数

-h

コマンドの使用方法が表示されます。このオプションを指定している場合は，ほかのオ
プションを指定しても無視されます。

-user <ログインユーザ ID>　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16文
字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するユーザ IDを指定します。

-pass <ログインパスワード >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 16
文字 ))

HCSC-Managerログイン時に使用するパスワードを指定します。

-mng <Cosminexus Manager名 >　～＜半角英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－
16文字 ))

Cosminexus Managerのマネージャ識別名を指定します。HCSCサーバ構成定義ファイ
ルで指定した Cosminexus Manager名を指定してください。

-host <ホスト名または IPアドレス >：<ポート番号 >　～＜ホスト名または IPアドレ
ス：文字列，ポート番号：数字＞ ((文字列：1文字以上，ポート番号：1－ 65535))

Managerリモート管理機能のホスト名（または IPアドレス）とポート番号を「:」で連
結して指定します。IPアドレス，ポート番号ともに省略はできません。

-mnguser <管理ユーザ ID>　～ ((1文字以上 ))

Cosminexus Managerの管理ユーザ IDを指定します。

-mngpass <管理ユーザパスワード >　～ ((1文字以上 ))

Cosminexus Managerの管理ユーザ IDに対するパスワードを指定します。変更する
Cosminexus Managerのユーザ IDにパスワードを設定している場合だけ，このオプ
ションを指定できます。

-target {server｜ compo｜ compo_urecp｜ request_service｜ connect_service｜
connect}

実行する操作対象を指定します。

• server
実行する操作対象が，HCSCサーバの場合に指定します。

• compo
実行する操作対象が，ビジネスプロセスまたはアダプタの場合に指定します。

• compo_urecp
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cscutil（各種操作）
実行する操作対象が，ユーザ定義受付の場合に指定します。
• request_service
実行する操作対象が，標準受付の場合に指定します。

• connect_service
実行する操作対象が，HCSCサーバ連携受付の場合に指定します。

• connect
実行する操作対象が，連携の場合に指定します。

-operation {start｜ stop｜ get_setup_info｜ get_info｜ get_bp_info｜ get_adapter_info}

実行する操作を指定します。

• start
指定した操作対象を開始する場合に指定します。

• stop
指定した操作対象を停止する場合に指定します。

• get_setup_info
指定した HCSCサーバのセットアップ情報を取得する場合に指定します。

• get_info
指定した HCSCサーバや連携の情報を取得する場合に指定します。

• get_bp_info
指定したビジネスプロセスの情報を取得する場合に指定します。

• get_adapter_info
指定したアダプタの情報を取得する場合に指定します。

-targetオプションと -operationオプションの値によって実施できる操作を次の表に示し
ます。

表 10-6　-targetオプションと -operationオプションの値によって実施できる操作

-targetオプション -operationオプション 操作内容

server start HCSCサーバの起動

compo start ビジネスプロセスの開始

compo start アダプタの開始

request_service start 標準受付の開始

connect_service start HCSCサーバ連携受付の開始

connect start HCSCサーバ連携の開始

connect stop HCSCサーバ連携の停止

connect_service stop HCSCサーバ連携受付の停止

request_service stop 標準受付の停止

compo stop アダプタの停止

compo stop ビジネスプロセスの停止
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-props <プロパティ >　～ ((0文字以上 ))

指定した操作対象やオペレーションに指定する引数を 「<キー値 >= <指定値 >」の形式
で指定します。指定値はダブルクォーテーション（"）で囲みます。

ただし，キー値および指定値には，次に示す文字を指定できません。指定すると，動作
が不定となります。

• ダブルクォーテーション（"）
• 等号（=）
• コンマ（,）

また，複数指定する場合，各引数はコンマ（,）で区切ります。

（例）　-props "J2EESrvName=HCSCサーバをセットアップした J2EEサーバ名，
CSCSrvName=起動する HCSCサーバ名 "

表 10-7　操作対象や操作に対する -propsオプションへ指定するプロパティ

server stop HCSCサーバの停止

server get_setup_info HCSCサーバのセットアップ情報取得

server get_info HCSCサーバの情報取得

connect get_info HCSCサーバ連携の情報取得

compo get_bp_info ビジネスプロセスの情報取得

compo get_adapter_info アダプタの情報取得

compo_urecp get_info ユーザ定義受付の情報取得

compo_urecp start ユーザ定義受付の開始

compo_urecp stop ユーザ定義受付の停止

操作内容 -target -operation -propsで指定するプロパティ

HCSCサーバの起動 server start • J2EESrvName=HCSCサーバをセット
アップした J2EEサーバ名

• CSCSrvName=起動する HCSCサーバ名

ビジネスプロセスの
開始

compo start • AdapterName=起動するビジネスプロセ
スのサービス ID

• ServiceKind=アダプタ種別
bp：ビジネスプロセス

• J2EESrvName=アダプタを起動する
J2EEサーバ名

• CSCSrvName=アダプタを起動する
HCSCサーバ名

-targetオプション -operationオプション 操作内容
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アダプタの開始 compo start • AdapterName=起動するサービスアダプ
タのサービス ID

• ServiceKind=アダプタ種別
serviceAdapter：サービスアダプタ

• J2EESrvName=アダプタを起動する
J2EEサーバ名

• CSCSrvName=アダプタを起動する
HCSCサーバ名

標準受付の開始 request_service start • J2EESrvName=HCSCサーバが起動して
いる J2EEサーバ名

• CSCSrvName=リクエスト受付ができる
HCSCサーバ名

HCSCサーバ連携受
付の開始

connect_service start • J2EESrvName=J2EEサーバ名
• CSCSrvName=連携受付を開始する連携
元 HCSCサーバ名

HCSCサーバ連携の
開始

connect start • CSCSrvName=連携元 HCSCサーバ名
• ConnectClusterName=連携先クラスタ名

HCSCサーバ連携の
停止

connect stop • CSCSrvName=対象 HCSCサーバ名
• ConnectClusterName=連携を終了する連
携先クラスタ名

HCSCサーバ連携受
付の停止

connect_service stop • J2EESrvName=インポートする J2EE
サーバ名

• CSCSrvName=連携受付を停止する連携
元 HCSCサーバ名

• OptionFlag=停止モード
NORMAL_OPTION：通常停止
WAIT_OPTION：オプション監視停止

標準受付の停止 request_service stop • J2EESrvName=インポートする J2EE
サーバ名

• CSCSrvName=リクエスト抑止する
HCSCサーバ名

• ForceFlag=強制停止フラグ
NORMAL_OPTION：通常停止
WAIT_OPTION：計画停止
FORCE_OPTION：強制停止

アダプタの停止 compo stop • J2EESrvName=アダプタを停止する
J2EEサーバ名

• CSCSrvName=アダプタを停止する
HCSCサーバ名

• AdapterName=停止するサービスアダプ
タのサービス ID

操作内容 -target -operation -propsで指定するプロパティ
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-propfile <プロパティファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

引数を記述したプロパティファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。J2SE
のプロパティファイル形式で指定します。

ビジネスプロセスの
停止

compo stop • J2EESrvName=アダプタを停止する
J2EEサーバ名

• CSCSrvName=アダプタを停止する
HCSCサーバ名

• AdapterName=停止するビジネスプロセ
スのサービス ID

HCSCサーバの停止 server stop • J2EESrvName=HCSCサーバをセット
アップした J2EEサーバ名

• CSCSrvName=停止する HCSCサーバ
名，

• ForceFlag=強制停止フラグ
false：通常停止
true：強制停止

HCSCサーバのセッ
トアップ情報取得

server get_setup_i
nfo

• CSCSrvName=HCSCサーバ名

HCSCサーバの情報
取得

server get_info • CSCSrvName=状態表示する HCSCサー
バ名

HCSCサーバ連携の
情報取得

connect get_info • CSCSrvName=連携状態を表示する連携
元 HCSCサーバ名

• ConnectClusterName=連携先のクラスタ
名

ビジネスプロセスの
情報取得

compo get_bp_info • CSCSrvName=HCSCサーバ名
• AdapterName=ビジネスプロセスのサー
ビス ID

アダプタの情報取得 compo get_adapter
_info

• CSCSrvName=HCSCサーバ名
• AdapterName=サービスアダプタのサー
ビス ID

ユーザ定義受付の情
報取得

compo_urecp get_info • CSCSrvName=ユーザ定義受付の情報を
取得する HCSCサーバ名

ユーザ定義受付の開
始

compo_urecp start • CSCSrvName=ユーザ定義受付を開始す
る HCSCサーバ名

• J2EESrvName=ユーザ定義受付を開始す
る J2EEサーバ名

ユーザ定義受付の停
止

compo_urecp stop • CSCSrvName=ユーザ定義受付を停止す
る HCSCサーバ名

• J2EESrvName=ユーザ定義受付を停止す
る J2EEサーバ名

操作内容 -target -operation -propsで指定するプロパティ
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-binary <ファイル名 >　～ ((1－ 200バイト ))

バイナリ形式のファイル名を絶対パス，または相対パスで指定します。このオプション
は将来使用するために定義されているオプションです。

入力例

(1)HCSCサーバMyCSCを起動する場合
 
cscutil -user admin -pass admin -mng MyMNG -target server 
-operation start -props "CSCSrvName=MyCSC, J2EESrvName=MyServer"
 

(2)プロパティファイル cscutil.propertiesを使用して，HCSCサーバMyCSCを起動す
る場合

 
cscutil -user admin -pass admin -host 10.209.13.165:9001 
-mnguser admin -mngpass admin -target server -operation start 
-propfile cscutil.properties
 
cscutil.propertiesの中身
 
  CSCSrvName=MyCSC
  J2EESrvName=MyServer
 

戻り値

注意事項

cscutilコマンドを実行する場合，参照機能（HCSCサーバ情報の参照など）は，複数同
時に実行できます。

運用機能（HCSCサーバの起動やサービスアダプタの停止など）を複数同時に実行でき
ません。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

2 通信タイムアウトが発生しました。

3 排他エラーが発生しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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10.　コマンド
csmdeletehistory（電文の実行履歴情報テーブルのレコードの削除）
csmdeletehistory（電文の実行履歴情報テーブ
ルのレコードの削除）

形式
 
csmdeletehistory [<HCSCサーバ名>]
                 {-t <削除開始日時>｜-d <日数>}
                 [｛-m <メッセージ共通ID>
                   ｜-c <クライアント相関ID>
                   ｜-a <サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスID>｝]
                 [-u <DBユーザID> [-p <DBパスワード>]]
 

機能

データベースを使用する構成でHCSCサーバをセットアップした場合，電文の実行履歴
情報テーブル中のレコードを削除します。削除したい日時または日数と削除対象（メッ
セージ共通 ID，クライアント相関 ID，またはサービスアダプタもしくはビジネスプロ
セスのサービス ID）を組み合わせて指定できます。HCSCサーバが停止している場合で
も削除できます。

引数

<HCSCサーバ名 >　～ <英数字およびアンダーライン（_）> ((1－ 8文字 ))

自 HCSCサーバ名を指定します。CSM_SV_NAME環境変数に HCSCサーバ名を設定
すると，このオプションの指定を省略できます。

-t <削除開始日時 >　～＜半角数字＞

指定した日時より以前の実行履歴レコードを削除します。なお，利用できる日時の形式
は次の形式です。また，日時には存在するものを指定してください。

• 削除開始日時：YYYYMMDDhhmmssの形式で指定してください。
YYYY：西暦（1970≦ YYYY）
MM：月（01≦MM≦ 12）
DD：日（01≦ DD≦ 31）
hh：時（00≦ hh≦ 23）
mm：分（00≦mm≦ 59）
ss：秒（00≦ ss≦ 59）

-d <日数 >　～＜整数＞ ((0－ 365))

指定した日数より以前の実行履歴レコードを削除します。日数を日単位で指定してくだ
さい。0を指定した場合，削除対象のすべての実行履歴を削除します。
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-m <メッセージ共通 ID>　～＜英数字および記号，コロン（:），およびピリオド（.）＞ 
((1－ 75文字 ))

指定したメッセージ共通 IDに合致する実行履歴レコードを削除します。

-c <クライアント相関 ID>　～＜英数字および記号＞ ((1－ 255文字 ))

指定したクライアント相関 IDに合致する実行履歴レコードを削除します。

-a <サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID>　～＜英数字およびアン
ダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

指定したサービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス IDに合致する実行履歴レ
コードを削除します。

-u <DBユーザ ID>

HCSCサーバで使用しているデータベースのユーザ IDを指定します。HCSCサーバが
起動している場合は，このオプションを指定しても無効になります。HCSCサーバが停
止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の条件を満たす場合
は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定している場合
• jdbc-dbconnectinfoに指定した環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパス
ワード）を設定している場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

-p <DBパスワード >

HCSCサーバで使用しているデータベースのパスワードを指定します。HCSCサーバが
起動している場合は，このオプションを指定しても無効になります。HCSCサーバが停
止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の条件を満たす場合
は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定している場合
• jdbc-dbconnectinfoに指定した環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパス
ワード）を設定している場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。
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戻り値

注意事項
• 入力形式を間違えた場合はエラーになります。
• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合，このコマン
ドは使用できません。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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csmlshistory（電文の実行履歴情報の表示）

形式
 
csmlshistory [<HCSCサーバ名>]
             [-c <クライアント相関ID>]※

             [-m <メッセージ共通ID>]※

             [-i <サービスリクエストID>]※

             [-t <照会開始日時>,<照会終了日時>]※

             [-rs <サービスリクエスタからの入力サービス名>]※

             [-s <サービス名>]※

             [-jm <JMSメッセージID>]※

             [-jc <JMS相関識別子>]※
             [-l {new｜all}]
             [-d {nml｜ext｜msg}]
             [-ul <電文データ長>]
             [-r <表示レコード数>]
             [-k {list｜count}]
             [-u <DBユーザID> [-p <DBパスワード>]]
 

注※　一つ以上指定します。すべてを省略することはできません。

機能

データベースを使用する構成で HCSCサーバをセットアップした場合，電文の実行履歴
の情報を表示します。HCSCサーバが停止している場合でも表示できます。

引数

<HCSCサーバ名 >　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

自 HCSCサーバ名を指定します。CSM_SV_NAME環境変数に HCSCサーバ名を設定
すると，このオプションの指定を省略できます。

-c <クライアント相関 ID>　～＜英数字および記号＞ ((1－ 255文字 ))

クライアント相関 IDで検索する場合に指定します。

-m <メッセージ共通 ID>　～＜英数字および記号，コロン（:），およびピリオド（.）＞ 
((1－ 75文字 ))

メッセージ共通 IDで検索する場合に指定します。

-i <サービスリクエスト ID>　～＜英数字および記号，コロン（:），およびピリオド（.）
＞ ((1－ 84文字 ))

サービスリクエスト IDで検索する場合に指定します。
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-t <照会開始日時 >,<照会終了日時 >　～＜半角数字＞

開始日時，終了日時で検索する場合に指定します。照会開始日時と照会終了日時の間の
コンマ（,）の前後に余分なスペースを指定しないでください。なお，利用できる日時の
形式は次の形式です。また，日時には存在するものを指定してください。

• 照会開始日時：YYYYMMDDhhmmssの形式で指定してください。
• 照会終了日時：YYYYMMDDhhmmssの形式で指定してください。

YYYY：西暦（1970≦ YYYY）
MM：月（01≦MM≦ 12）
DD：日（01≦ DD≦ 31）
hh：時（00≦ hh≦ 23）
mm：分（00≦mm≦ 59）
ss：秒（00≦ ss≦ 59）

-rs <サービスリクエスタからの入力サービス名 >　～＜ XMLスキーマの NCName型の
文字列＞ ((1－ 64バイト ))

サービスリクエスタの入力サービス名で検索する場合に指定します。

-s <サービス名 >　～＜ XMLスキーマの NCName型の文字列＞ ((1－ 64バイト ))

呼び出し先のサービス名で検索する場合に指定します。

-jm <JMSメッセージ ID>　～＜英数字および記号，コロン（:），およびピリオド（.）＞ 
((1－ 255文字 ))

JMSヘッダの JMSMessageIDの値で検索する場合に指定します。

-jc <JMS相関識別子 >　～＜文字列＞ ((1－ 255文字 ))

JMSヘッダの JMSCorrelationIDの値で検索する場合に指定します。

-l {new｜ all}　～ <<new>>

実行履歴情報の検索方法を指定します。

• new
HCSCメッセージ共通 IDとサービスリクエスト IDが一致する実行履歴情報のうち，
最新の実行履歴情報だけを表示します。例えば，あるリクエストによって実行履歴に
送信履歴と応答履歴が格納された場合，応答履歴だけが表示されます。

• all
該当するすべての実行履歴情報を表示します。重複した情報も含めて表示します。

-d {nml｜ ext｜ msg}　～ <<nml>>

実行履歴の表示方法を指定します。

• nml
861



10.　コマンド
csmlshistory（電文の実行履歴情報の表示）
基本情報だけを表示します。
• ext
電文データを除くすべての情報を表示します。

• msg
電文データを含むすべての情報を表示します。

-ul <電文データ長 >　～ ((0－ 65535バイト )) <<1024>>

出力する電文データ（ユーザ電文）の上限値を指定します。このオプションは -dオプ
ションにmsgを指定したときだけ有効になります。また，0を指定した場合は上限値が
なくなります。

-r <表示レコード数 >　～＜整数＞ ((1－ 1000)) <<100>>

表示するレコード数を指定します。該当するレコード数が指定値より小さい場合は，該
当するレコード数だけ表示します。

-k {list｜ count} <<list>>

指定した条件を満たす履歴情報について，内容を表示するか，またはエントリ数を表示
するかを指定します。

• list
履歴情報の内容を表示します。該当する情報が存在しない場合，情報は表示されませ
ん。

• count
履歴情報のエントリ数を表示します。countを指定した場合は，-dオプション，-ulオ
プション，および -rオプションの値は無効になります。

-u <DBユーザ ID>

HCSCサーバで使用しているデータベースのユーザ IDを指定します。HCSCサーバが
起動している場合は，このオプションを指定しても無効になります。HCSCサーバが停
止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の条件を満たす場合
は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定している場合
• jdbc-dbconnectinfoに指定した環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパス
ワード）を設定している場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

-p <DBパスワード >

HCSCサーバで使用しているデータベースのパスワードを指定します。HCSCサーバが
起動している場合は，このオプションを指定しても無効になります。HCSCサーバが停
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止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の条件を満たす場合
は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定している場合
• jdbc-dbconnectinfoに指定した環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパス
ワード）を設定している場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

表示形式

(1)実行履歴情報の内容（-k list指定時）

注　表示するエントリが複数ある場合，エントリごとに改行で区切ります。

 
EntryCount：エントリ番号
TimeStamp：実行履歴採取時刻
HCSCServerName：受付HCSCサーバ名
ClusterName：サービス部品を呼び出したHCSCサーバのクラスタ名
HistoryDirection：実行履歴採取方向
HCSCCommonID：メッセージ共通ID
ServiceRequestID：サービスリクエストID
ClientID：クライアント相関ID
JMSMessageID：JMSメッセージID
JMSCorrelationID：JMS相関識別子
RequestType：サービスリクエスタ種別
RequestProtocolKind：リクエストのプロトコル種別
RequestServiceName：サービスリクエスタからの入力サービス名
ServiceName：呼び出し先のサービス名
ServiceKind：サービスの種別
AdapterName：サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスID
ServiceProtocolKind：サービスアダプタの種類
ServiceOperationName：サービス部品のオペレーション名
ConnectProtocolKind：連携プロトコル種別
RequestUserTelegramType：ユーザ電文の種別
ResponseUserTelegramType：ユーザへの応答電文の種別
BPActivity：ビジネスプロセス用アクティビティ番号
BPProcessID：ビジネスプロセス用プロセスID
BPRequestType：ビジネスプロセス用要求タイプ
ReplyToQueueName：応答用のキュー名
RouteHistory：経路履歴情報
ErrorCode：エラー情報
Version：実行履歴情報コンテナのバージョン番号
Revision：実行履歴情報コンテナのリビジョン番号
UserTelegram：ユーザ電文
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説明

表示項目 説明 -dオプションを設定した場
合に表示される情報

基本情
報

（nml
を指
定）

電文
データ
以外の
情報

（extを
指定）

電文
データ
を含む
すべて
の情報
（msg
を指
定）

EntryCount エントリ番号を示します。 ○ ○ ○

TimeStamp 実行履歴採取時刻を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されてい
るフォーマットに，YYYY/MM/DD 
hh:mm:ss.SSSの形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

○ ○ ○

HCSCServerName 受付 HCSCサーバ名を示します。 × ○ ○

ClusterName サービス部品を呼び出したHCSCサーバのク
ラスタ名を示します。

○ ○ ○

HistoryDirection 実行履歴採取方向を示します。次のどれかが
表示されます。
• Service Request Direction：送信方向
送信方向には次の二つの場合があります。

・サービスリクエスタ→メッセージング基盤
→ビジネスプロセス
・ビジネスプロセス→メッセージング基盤→
サービス部品

• Service Response Direction：応答方向
応答方向には次の二つの場合があります。

・ビジネスプロセス→メッセージング基盤→
サービスリクエスタ
・サービス部品→メッセージング基盤→ビジ
ネスプロセス

• Service Error：サービス部品呼び出しエ
ラー

• Service Fault：サービス部品またはアダプ
タからのフォルト

○ ○ ○

HCSCCommonID メッセージ共通 IDを示します。 ○ ○ ○

ServiceRequestID サービスリクエスト IDを示します。 ○ ○ ○
864



10.　コマンド
csmlshistory（電文の実行履歴情報の表示）
ClientID クライアント相関 IDを示します。 × ○ ○

JMSMessageID JMSメッセージ IDを示します。 × ○ ○

JMSCorrelationID JMS相関識別子を示します。 × ○ ○

RequestType サービスリクエスタ種別を示します。次のど
れかが表示されます。
• ClientProgram：クライアントプログラム
• BusinessProcess：ビジネスプロセス
• ConnectHCSCServer：連携 HCSCサーバ

× ○ ○

RequestProtocolKind リクエストのプロトコル種別を示します。次
のどれかが表示されます。
• WebService：同期（Webサービス）
• SessionBean：同期（SessionBean）
• MDB_WSR：非同期（MDB（WS-R））
• MDB_DBQ：非同期（MDB（DBキュー））
• BusinessProcess：ビジネスプロセス

× ○ ○

RequestServiceName サービスリクエスタからの入力サービス名を
示します。

○ ○ ○

ServiceName 呼び出し先のサービス名を示します。 ○ ○ ○

ServiceKind サービス部品の種別を示します。次のどれか
が表示されます。
• ServiceAdapter：サービスアダプタ（単体
サービス部品）

• BusinessProcess：ビジネスプロセス

× ○ ○

AdapterName サービスアダプタまたはビジネスプロセスの
サービス IDを示します。

× ○ ○

ServiceProtocolKind サービスアダプタの種類を示します。次のど
れかが表示されます。
• WebService：同期（Webサービス）
• SessionBean：同期（SessionBean）
• MDB_WSR：非同期（MDB（WS-R））
• MDB_DBQ：非同期（MDB（DBキュー））
• Custom：カスタムアダプタ

× ○ ○

ServiceOperationNa
me

サービス部品のオペレーション名を示します。 × ○ ○

表示項目 説明 -dオプションを設定した場
合に表示される情報

基本情
報

（nml
を指
定）

電文
データ
以外の
情報

（extを
指定）

電文
データ
を含む
すべて
の情報
（msg
を指
定）
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ConnectProtocolKind 連携プロトコル種別を示します。次のどれか
が表示されます。
• WebService：同期（Webサービス）
• SessionBean：同期（SessionBean）
• MDB_WSR：非同期（MDB（WS-R））

× ○ ○

RequestUserTelegra
mType

ユーザ電文の種別を示します。次のどれかが
表示されます。
• XML：XML電文
• BINARY：バイナリ電文

× ○ ○

ResponseUserTelegra
mType

ユーザへの応答電文の種別を示します。次の
どれかが表示されます。
• XML：XML電文
• BINARY：バイナリ電文

× ○ ○

BPActivity ビジネスプロセス用アクティビティ番号を示
します。ビジネスプロセスのアクティビティ
インスタンスを識別するための番号です。

× ○ ○

BPProcessID ビジネスプロセス用プロセス IDを示します。 × ○ ○

BPRequestType ビジネスプロセス用要求タイプを示します。 × ○ ○

ReplyToQueueName 応答用のキュー名を示します。 × ○ ○

RouteHistory 経路履歴情報を示します。HCSCサーバ名ま
たはサービスアダプタのサービス IDを「->」
でつなげた文字列で表示されます。

× ○ ○

ErrorCode エラー情報を示します。
HistoryKindDirection=Service Error※の場
合，次のどれかのエラー理由とエラーコード
が表示されます。
• HCSCサーバ内で検出したエラーのエラー
理由

• ビジネスプロセス基盤でのロールバック発
生理由

• 電文の二重配信理由

○ ○ ○

Version 実行履歴情報コンテナのバージョン番号を示
します。

○ ○ ○

Revision 実行履歴情報コンテナのリビジョン番号を示
します。

○ ○ ○

UserTelegram ユーザ電文を示します。 × × ○

表示項目 説明 -dオプションを設定した場
合に表示される情報

基本情
報

（nml
を指
定）

電文
データ
以外の
情報

（extを
指定）

電文
データ
を含む
すべて
の情報
（msg
を指
定）
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（凡例）
○：表示されます
×：表示されません

注※
HistoryKindDirection=Service Faultの場合，サービス部品やカスタムアダプタからのフォル
ト情報や SOAPフォルト情報の内容が，次の XML形式で表示されます。

(2)実行履歴情報のエントリ数（-k count指定時）

説明

戻り値

注意事項
• 入力形式を間違えた場合はエラーになります。
• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合，このコマン
ドは使用できません。

 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<cscmsgerror>
<errorcode>エラーコード</errorcode>
<errorstring>エラー情報</errorstring>
<processinstanceID/>
<errordetail>
<cscmsgcode>フォルト情報のFaultCode</cscmsgcode>
<cscmsgstring>フォルト情報のFaultString</cscmsgstring>
<cscmsgactor>フォルト情報のFaultActor</cscmsgactor>
<cscmsgdetail>フォルト情報のDetail</cscmsgdetail>
<exceptionName>フォルト名（例外名）</exceptionName>
</errordetail>
</cscmsgerror>
 

 
RecordCount：レコード数
 

表示項目 説明

RecordCount レコード数を示します。履歴参照条件に該当したレコードの数が表
示されます。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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csmlslocation（サービスアダプタまたはビジネ
スプロセスの情報の表示）

形式
 
csmlslocation [<HCSCサーバ名>]
              {{-a <サービスID>｜-t <サービス名>}
                ｜-k {adp｜bp｜sg}
                ｜-all}
              [{-l｜-r}]
              [-u <DBユーザID> [-p <DBパスワード>]]
 

機能

配備したサービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報を表示します。HCSCサーバ
が停止している場合でも表示できます。

引数

<HCSCサーバ名 >　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

自 HCSCサーバ名を指定します。CSM_SV_NAME環境変数に HCSCサーバ名を設定
すると，このオプションの指定を省略できます。

-a <サービス ID>　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((8文字以内 ))

情報を表示するサービスアダプタのサービス ID，またはビジネスプロセスのサービス
IDを指定します。このオプションを指定した場合に該当する情報が存在しないときは，
エラーになります。

-t <サービス名 >　～＜ XMLスキーマの NCName型の文字列＞ ((1－ 64バイト ))

情報を表示するサービス名（アダプタのサービス名，ビジネスプロセス名）を指定しま
す。このオプションを指定した場合に該当する情報が存在しないときは，エラーになり
ます。

-k {adp｜ bp｜ sg}

情報一覧を絞り込む種別を指定します。このオプションを指定した場合に該当する情報
が存在しないときは，エラーになります。

• adp
サービスアダプタの情報を表示します。

• bp
ビジネスプロセスの情報を表示します。

• sg
サービスグループの情報を表示します。
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-all

HCSCサーバに登録されているすべてのサービスアダプタまたはビジネスプロセスの一
覧を表示します。このオプションを指定した場合に該当する情報が存在しないときは，
情報は表示されません。

-l

自 HCSCサーバに配備されているサービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報を表
示します。-kオプションで adpまたは bpを指定した場合，および -allオプションを指
定した場合にだけ有効になります。なお，-aオプション，-tオプション，および -kオプ
ションで sgをあわせて指定した場合は無効になります。

-r

自 HCSCサーバと連携しているサービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報を表示
します。-kオプションで adpまたは bpを指定した場合，および -allオプションを指定
した場合にだけ有効になります。なお，-aオプション，-tオプション，および -kオプ
ションで sgオプションをあわせて指定した場合は無効になります。

-u <DBユーザ ID>

HCSCサーバで使用しているデータベースのユーザ IDを指定します。次の場合は，この
オプションを指定しても無効になります。

• HCSCサーバが起動している場合
• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合

HCSCサーバが停止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の
場合は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定し，jdbc-dbconnectinfoに指定した
環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパスワード）を設定している場合

• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

-p <DBパスワード >

HCSCサーバで使用しているデータベースのパスワードを指定します。次の場合は，こ
のオプションを指定しても無効になります。

• HCSCサーバが起動している場合
• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合

HCSCサーバが停止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の
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場合は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定し，jdbc-dbconnectinfoに指定した
環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパスワード）を設定している場合

• データベースを使用しない構成で HCSCサーバをセットアップした場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

表示形式

注　表示するエントリが複数ある場合，エントリごとに改行で区切ります。

説明

 
HCSCServerName：HCSCサーバ名
ClusterName：クラスタ名
ServiceName：サービスアダプタまたはビジネスプロセス名
ServiceKind：サービスアダプタまたはビジネスプロセスの種別
AdapterName：サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスID
ServiceProtocolKind：サービスアダプタの種類
ServiceStatus：サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態
EntryTime：サービスアダプタまたはビジネスプロセスの配備時刻
AdapterLocalCall：ローカルキュー使用指定
BPOperationName：ビジネスプロセスのオペレーション名
BPRequestFormatID：ビジネスプロセスの要求電文フォーマットID
BPResponseFormatID：ビジネスプロセスの応答電文フォーマットID
ModifiedTime：サービスアダプタまたはビジネスプロセスの更新時刻
Version：ロケーションのバージョン番号
Revision：ロケーションのリビジョン番号
 

表示項目 説明

HCSCServerName 情報を取得した HCSCサーバ名を示します。

ClusterName サービスアダプタまたはビジネスプロセスが配備されているクラスタ
名を示します。

ServiceName サービスアダプタまたはビジネスプロセス名を示します。
ServiceKindで示される種別によって，次のどれかが表示されます。
• ServiceKindが ServiceAdapterの場合：サービスアダプタのサー
ビス名

• ServiceKindが BusinessProcessの場合：ビジネスプロセスの
サービス名

ServiceKind サービスアダプタまたはビジネスプロセスの種別を示します。次のど
れかが表示されます。
• ServiceAdapter：サービスアダプタ
• BusinessProcess：ビジネスプロセス

AdapterName サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス IDを示しま
す。
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ServiceProtocolKind サービスアダプタの種類を示します。次のどれかが表示されます。
• WebService：同期（Webサービス）
• SessionBean：同期（SessionBean）
• MDB_WSR：非同期（MDB（WS-R））
• MDB_DBQ：非同期（MDB（DBキュー））
• Custom：カスタムアダプタ

ServiceKindがビジネスプロセスの場合は表示されません。

ServiceStatus サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態を示します。
次のどれかが表示されます。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• deleting：削除処理中

EntryTime サービスアダプタまたはビジネスプロセスを配備した時間を示しま
す。java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマットに，
YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSSの形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

AdapterLocalCall ローカルキューを使用するかどうかを示します。
ServiceProtocolKindが非同期（MDB（DBキュー））の場合だけ次
のどちらかが表示されます。
• true：ローカルキューを使用します
• false：ローカルキューを使用しません

BPOperationName ビジネスプロセスのオペレーション名を示します。ServiceKindが
サービスアダプタの場合は表示されません。

BPRequestFormatID ビジネスプロセスの要求電文フォーマット IDを示します。
ServiceKindがサービスアダプタの場合は表示されません。

BPResponseFormatID ビジネスプロセスの応答電文フォーマット IDを示します。
ServiceKindがサービスアダプタの場合は表示されません。

表示項目 説明
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csmlslocation（サービスアダプタまたはビジネスプロセスの情報の表示）
戻り値

注意事項
• 入力形式を間違えた場合はエラーになります。
• 取得した情報が null値の場合，非表示ではなく，"null"と表示されます。
• HCSCサーバが停止状態のときにこのコマンドを実行すると，HCSCServerNameお
よび ClusterNameに "null"と表示されます。

ModifiedTime サービスアダプタまたはビジネスプロセスの更新時刻を示します。
java.text.SimpleDateFormatで定義されているフォーマットに，
YYYY/MM/DD hh:mm:ss.SSSの形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

なお，更新時刻は開発環境でパッケージングした時間です。

Version ロケーションのバージョン番号を示します。

Revision ロケーションのリビジョン番号を示します。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

表示項目 説明
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csmlsreception（ユーザ定義受付の情報の表示）
csmlsreception（ユーザ定義受付の情報の表示）

形式
 
csmlsreception [<HCSCサーバ名>]
                 -i <受付ID>
                  ｜-s <関連するサービス名>
                  ｜-all
                [-u <DBユーザID> [-p <DBパスワード>]]
 

機能

配備したユーザ定義受付の情報を表示します。このコマンドはHCSCサーバが停止して
いる状態でも実行できます。

引数

<HCSCサーバ名 >　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

HCSCサーバ名を指定します。CSM_SV_NAME環境変数に HCSCサーバ名を設定した
場合，このオプションの指定を省略できます。

-i <受付 ID>　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((8文字以内 ))

情報を表示するユーザ定義受付の受付 IDを指定します。

-s <関連するサービス名 >　～＜ XMLschemaの NCName文字＞ ((1－ 64バイト ))

情報を表示するユーザ定義受付に関連するサービス名（ビジネスプロセスのサービス
ID）を指定します。

-all

HCSCサーバに登録されているすべてのユーザ定義受付の一覧を表示します。このオプ
ションを指定した場合に該当する情報が存在しないときは，情報は表示されません。

-u <DBユーザ ID>

HCSCサーバで使用しているデータベースのユーザ IDを指定します。次の場合は，この
オプションを指定しても無効になります。

• HCSCサーバが起動している場合
• データベースを使用しない構成でHCSCサーバをセットアップした場合

HCSCサーバが停止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の
場合は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定し，jdbc-dbconnectinfoに指定した
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環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパスワード）を設定している場合
• データベースを使用しない構成で HCSCサーバをセットアップした場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

-p <DBパスワード >

HCSCサーバで使用しているデータベースのパスワードを指定します。次の場合は，こ
のオプションを指定しても無効になります。

• HCSCサーバが起動している場合
• データベースを使用しない構成で HCSCサーバをセットアップした場合

HCSCサーバが停止している場合は，必ずこのオプションを指定します。ただし，次の
場合は，このオプションを省略できます。

• HCSCサーバセットアップ定義ファイルのデータベースの接続情報
（jdbc-dbconnectinfo）に環境変数グループを指定し，jdbc-dbconnectinfoに指定した
環境変数グループで PDUSER（認可識別子およびパスワード）を設定している場合

• データベースを使用しない構成で HCSCサーバをセットアップした場合

また，HCSCサーバが停止している場合でも，データベースの設定で認証が必要ないと
きは，このオプションを指定しないでください。

表示形式

注　表示するエントリが複数ある場合，エントリごとに改行で区切ります。

説明

*** User defined reception information ***
HCSCServerName : HCSCサーバ名
ClusterName : クラスタ名
ReceptionID : 受付ID
ReceptionName : 受付名
ServiceName : 関連するサービス名
ReceptionKind : 受付の種別
ReceptionProtocolKind : 受付のプロトコル種別
EntryTime : 受付定義追加時刻
ModifiedTime : 受付更新時刻
Version : ロケーションのバージョン番号
Revision : ロケーションのリビジョン番号
*** User defined reception status ***
ReceptionStatus : 受付の状態
*** User defined reception runtime value ***
現在反映されているユーザ定義受付ランタイム定義プロパティ名=設定値

表示項目 説明

HCSCServerName 情報を取得した HCSCサーバ名が表示されます。

ClusterName ユーザ定義受付を所有しているクラスタ名が表示されます。
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ReceptionID HCSCサーバ内で管理しているユーザ定義受付の受付 IDが表示さ
れます。

ReceptionName 配備されているユーザ定義受付の受付名が表示されます。

ServiceName 配備されているユーザ定義受付に関連するビジネスプロセスのサー
ビス名が表示されます。

ReceptionKind 配備されているユーザ定義受付の種別が表示されます。
BusinessProcess：ビジネスプロセス

ReceptionProtocolKind 配備されているユーザ定義受付のプロトコルが表示されます。
WebService：同期（Webサービス）

EntryTime 配備されているユーザ定義受付を配備した時間が YYYY/MM/DD 
hh:mm:ss.SSSの形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

ModifiedTime 配備されているユーザ定義受付の定義更新時刻が YYYY/MM/DD 
hh:mm:ss.SSSの形式で表示されます。
• YYYY：西暦
• MM：月
• DD：日
• hh：時
• mm：分
• ss：秒
• SSS：ミリ秒

Version ロケーションのバージョン番号が表示されます。

Revision ロケーションのリビジョン番号が表示されます。

ReceptionStatus 配備されているユーザ定義受付の状態が表示されます。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態
• deleting：削除処理中

現在反映されているユー
ザ定義受付ランタイム定
義プロパティ

現在反映されているユーザ定義受付ランタイム定義のプロパティの
値が表示されます。
ユーザ定義受付ランタイム定義のプロパティについては，「9.　定
義ファイル」の「ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル」を参照
してください。

表示項目 説明
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戻り値

注意事項
• 取得した情報が null値の場合，値に "null"と表示されます。
• HCSCサーバが停止状態のときにこのコマンドを実行すると，HCSCServerNameお
よび ClusterNameは "null"と表示されます。

• 失敗時の動作を次に示します。
• 入力形式が誤りの場合はコマンドエラーになります。
• -i，-sを指定した場合に該当する情報がない場合は，コマンドエラーになります。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。
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csmlsstate（HCSCサーバの状態の表示）

形式
 
csmlsstate [<HCSCサーバ名>]
           [-d {prop｜runtime}]

機能

自 HCSCサーバの状態および設定情報の一覧を表示します。HCSCサーバが停止してい
る場合でも表示できます。

引数

<HCSCサーバ名 >　～＜英数字およびアンダーライン（_）＞ ((1－ 8文字 ))

自 HCSCサーバ名を指定します。CSM_SV_NAME環境変数に HCSCサーバ名を設定
すると，このオプションの指定を省略できます。

-d {prop｜ runtime}

表示する種別を指定します。

• prop
定義したHCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパティの情報を表示します。

• runtime
現在反映されているHCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパティの値を表示し
ます。

表示形式

(1)定義した設定情報を表示する場合（-d未指定および -d prop指定時）

 
*** HCSC server status ***
ServerStatus：HCSCサーバの状態
RequestServiceStatus：標準受付の状態
ConnectServiceStatus：HCSC連携受付の状態
JMSReceptorQueueName：JMSリクエストの受付キュー名
DBQReceptorQueueName：DBキューリクエストの受付キュー名
HCSCTableVersion：HCSCテーブルのバージョン
HCSCTableRevision：HCSCテーブルのリビジョン
*** HCSC server runtime properties ***
HCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパティ名=設定値
          ：
 

877



10.　コマンド
csmlsstate（HCSCサーバの状態の表示）
(2)現在反映されている設定情報を表示する場合（-d runtime指定時）

説明

 
*** HCSC server status ***
ServerStatus：HCSCサーバの状態
RequestServiceStatus：標準受付の状態
ConnectServiceStatus：HCSC連携受付の状態
JMSReceptorQueueName：JMSリクエストの受付キュー名
DBQReceptorQueueName：DBキューリクエストの受付キュー名
HCSCTableVersion：HCSCテーブルのバージョン
HCSCTableRevision：HCSCテーブルのリビジョン
*** HCSC server runtime value ***
現在反映されているHCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパティ名=設定値
          ：
 

表示項目 説明

ServerStatus HCSCサーバの状態を示します。次のどれかが表示されます。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• stopping：停止処理中

なお，HCSCサーバが停止している場合，HCSCサーバの起動に失
敗した場合，および停止に失敗した場合は，「inactive」が表示され
ます。

RequestServiceStatus HCSCサーバの標準受付の状態を示します。次のどれかが表示され
ます。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態

なお，HCSCサーバが停止している場合は，「null」が表示されます。

ConnectServiceStatus HCSCサーバ連携受付の状態を示します。次のどれかが表示されま
す。
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態

なお，HCSCサーバが停止している場合は，「null」が表示されます。

JMSReceptorQueueName JMSのリクエスト受付キュー名を示します。
JMSのリクエスト受付がセットアップされていない場合は，「null」
が表示されます。
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戻り値

注意事項
• 次の場合はエラーになります。
• 入力形式を間違えた場合
• HCSCサーバがセットアップされていない場合

• 現在反映されているHCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパティで，デフォル
ト値がないプロパティが省略されている場合，空文字（""）が仮定されます。

• HCSCサーバが停止している場合，HCSCサーバの状態には「inactive」，HCSC
サーバの標準受付の状態およびHCSCサーバ連携受付の状態には「null」が表示され
ます。

• HCSCサーバの起動に失敗した場合（または停止に失敗した場合），HCSCサーバの
状態には，「inactive」が表示します。

DBQReceptorQueueName DBキューのリクエスト受付キュー名を示します。
DBキューのリクエスト受付がセットアップされていない場合は，
「null」が表示されます。

HCSCTableVersion HCSCテーブルのバージョンを示します。

HCSCTableRevision HCSCテーブルのリビジョンを示します。

HCSCサーバランタイム定義
ファイルのプロパティ名

HCSCサーバランタイム定義ファイルで設定したプロパティの情報
が表示されます。
HCSCサーバランタイム定義ファイルについては，「9.　定義ファイ
ル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してくださ
い。

現在反映されているHCSC
サーバランタイム定義ファイル
のプロパティ名

現在反映されているHCSCサーバランタイム定義ファイルのプロパ
ティの情報が表示されます。
HCSCサーバランタイム定義ファイルについては，「9.　定義ファイ
ル」の「HCSCサーバランタイム定義ファイル」を参照してくださ
い。

戻り値 意味

0 正常終了しました。

1 コマンドが異常終了しました。

9 実行権限のチェックエラーが発生しました。

表示項目 説明
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11　メッセージ
この章では，Cosminexus サービスプラットフォームで出力さ
れるメッセージについて説明します。

11.1　メッセージの種類と形式

11.2　KDEC00001～ KDEC19999のメッセージ

11.3　KDEC20000～ KDEC39999のメッセージ

11.4　KDEC40000～ KDEC59999のメッセージ

11.5　KDEC60000～ KDEC79999のメッセージ

11.6　KEOS50000～ KEOS59999のメッセージ
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11.1　メッセージの種類と形式

11.1.1　メッセージの種類
Cosminexus サービスプラットフォームのメッセージには，次の種類があります。

表 11-1　メッセージの種類

11.1.2　メッセージの形式
このマニュアルでのメッセージの記述形式について説明します。

このマニュアルでのメッセージの記述形式を次に示します。

XXXXnnnnn-YXXXXnnnnn-YXXXXnnnnn-YXXXXnnnnn-Y

メッセージテキスト
メッセージの説明

(S)(S)(S)(S)
Cosminexus サービスプラットフォームの動作

(O)(O)(O)(O)
ユーザの処置

対策対策対策対策
メッセージを出力させないための対策，またはユーザの処置に対する補足事項

なお，「(S)」，「(O)」および「対策」はメッセージによって記述しないものもあります。

　

XXXX
メッセージを出力した環境（実行環境，または運用環境）を示す ID（プリフィック
ス）を表します。プリフィックスは英字 4文字で示します。

nnnnn
メッセージを出力したプログラムで管理するメッセージ番号を表します。それぞれ
のメッセージには，５けたの固有の番号が付いています。

分類 メッセージの種類

メッセージング基盤に関するメッセージ KDEC00001～ KDEC19999のメッセージ

ビジネスプロセス基盤に関するメッセージ KDEC20000～ KDEC39999のメッセージ

データ変換基盤に関するメッセージ KDEC40000～ KDEC59999のメッセージ

DBアダプタ連携基盤に関するメッセージ KDEC60000～ KDEC79999のメッセージ

HCSC-Managerに関するメッセージ KEOS50000～ KEOS59999のメッセージ
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Y
メッセージのレベルを表します。メッセージのレベルは英字 1文字で示します。
メッセージのレベルを示す文字とその意味を次に示します。

E（Error）
エラーレベルのトラブルが発生したことを通知するメッセージです。
このメッセージが出力されたときは，処理を中断します。

W（Warning）
警告レベルのトラブルが発生したことを通知するメッセージです。
メッセージが出力されたあとも処理を続行します。

I（Information）
システムの動作を通知するメッセージです。
メッセージが出力されたあとも処理を続行します。

Q（Question）
出力したメッセージに対して，ユーザの応答を通知するメッセージです。
このメッセージが出力されたときは，ユーザの応答を待ちます。

メッセージテキスト
Cosminexus サービスプラットフォームが出力したメッセージテキストを示します。

メッセージの説明
メッセージテキストに対する補足説明を示します。

(S)
Cosminexus サービスプラットフォームの動作を示します。

(O)
ユーザの処置を示します。なお，「保守員に連絡してください」とは，購入時の契約
に基づいて，システム管理者が弊社問い合わせ窓口へ連絡することを示します。

対策
メッセージを出力させないための対策，またはユーザの処置に対する補足事項を示
します。
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11.2　KDEC00001～ KDEC19999のメッセー
ジ

11.2.1　KDEC00001～ KDEC00500

KDEC00001-EKDEC00001-EKDEC00001-EKDEC00001-E

The service request was interrupted. (HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, 
ServiceRequestID = サービスリクエスト ID)

サービス部品呼び出し要求処理は失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品サービス呼び出し要求を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前に出力されているエラー
メッセージを参照して，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題
であった場合は再度サービス部品呼び出し要求を実行してください。障害となった
要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してく
ださい。

KDEC00002-EKDEC00002-EKDEC00002-EKDEC00002-E
There is an error in the service, or an error occurred when calling the service.

サービス部品からエラーが応答されました。または，サービス部品の呼び出しでエラー
が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスリクエスタに応答された SOAPエンベローブの Faultメッセージ，例外内
の Faultメッセージ，または非同期受付の場合に設定した ReplyToキューのメッ
セージ内の Faultメッセージを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因
が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上
の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00003-EKDEC00003-EKDEC00003-EKDEC00003-E
There is an error in the business process, or an error occurred when calling the business process.

ビジネスプロセスからエラーが応答されました。または，ビジネスプロセスの呼び出し
でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
サービスリクエスタに応答された SOAPエンベローブの Faultメッセージ，例外内
の Faultメッセージ，または非同期受付の場合に設定した ReplyToキューのメッ
セージ内の Faultメッセージを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因
が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上
の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00005-EKDEC00005-EKDEC00005-EKDEC00005-E

The HCSC server request was interrupted. (request = 問い合わせ内容 , information = 問い合わせ
詳細情報 )

HCSCサーバへの問い合わせ要求は失敗しました。

問い合わせ内容
• getServiceInfo：稼働状態確認機能

問い合わせ詳細情報
• 問い合わせ内容が getServiceInfoの場合：サービスリクエスタから指定されたパ
ラメタの情報を出力します。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバへの問い合わせ要求を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前に出力されているエラー
メッセージを参照して，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題
であった場合は再度HCSCサーバへの問い合わせ要求を実行してください。障害と
なった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡
してください。

KDEC00010-EKDEC00010-EKDEC00010-EKDEC00010-E

The specified parameter is invalid. (parameter = パラメタ名 )
指定されたパラメタは有効な文字列ではありません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタに指定した文字列の内容を見直してください。

KDEC00011-EKDEC00011-EKDEC00011-EKDEC00011-E

A required parameter has not been specified. (parameter = パラメタ名 )
必須のパラメタが指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
必須のパラメタの指定内容を見直してください。

KDEC00012-EKDEC00012-EKDEC00012-EKDEC00012-E

The length of the specified parameter is invalid. (parameter = パラメタ名 )
指定されたパラメタの長さが不正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタに指定した文字列の長さを見直してください。

KDEC00013-EKDEC00013-EKDEC00013-EKDEC00013-E

The same parameter has been specified more than once. (parameter = パラメタ名 )
同じパラメタが複数回指定されています。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタを複数指定していないか見直してください。

KDEC00014-EKDEC00014-EKDEC00014-EKDEC00014-E

The specified parameter is invalid. (parameter = パラメタ名 )
誤ったパラメタが指定されています。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタに指定した内容を見直してください。

KDEC00016-EKDEC00016-EKDEC00016-EKDEC00016-E

The specified parameter value is outside the valid range. (parameter = パラメタ名 )
指定されたパラメタの値が設定範囲外です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタに指定した数値の範囲を見直してください。

KDEC00018-EKDEC00018-EKDEC00018-EKDEC00018-E

The specified parameter differs from the telegram type. (parameter = パラメタ名 )
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指定されたパラメタの電文タイプは，不正な電文のタイプです。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
パラメタに指定した内容を見直してください。非同期リクエスト受付
（MDB(WS-R)）の場合は，パラメタの電文タイプに指定した値と，キューのメッ
セージ種別が合っているか見直してください。

KDEC00019-EKDEC00019-EKDEC00019-EKDEC00019-E

The specified JMS property is invalid. (property = プロパティ名 , JMSMessageID = 
JMSMessageID)

指定されたプロパティは不正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
非同期リクエスト受付（MDB(WS-R)）のキューに指定したプロパティの内容，また
は型を見直してください。なお，このメッセージは破棄してください。

KDEC00020-EKDEC00020-EKDEC00020-EKDEC00020-E
The specified message type is invalid. (JMSMessageID = JMSMessageID)

指定されたメッセージタイプは不正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
非同期リクエスト受付のキューに指定したメッセージ種別を見直してください。な
お，このメッセージは破棄してください。

KDEC00021-EKDEC00021-EKDEC00021-EKDEC00021-E

The header part of the DBQueue message has an invalid format. (information = 詳細情報 )
非同期リクエスト受付（DBキュー）で，DBキューメッセージのヘッダ部分の形式が不
正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
DBキューメッセージのヘッダ部分（バイナリデータ）の形式を見直して，再度サー
ビス部品呼び出し要求を実行してください。なお，このメッセージは破棄してくだ
さい。
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KDEC00022-EKDEC00022-EKDEC00022-EKDEC00022-E
The telegram is not an XML schema.

電文は XMLスキーマではありません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した電文を見直してください。また，サービス部品からの応答の電文を見直し
てください。障害要因が運用上の問題であった場合は障害要因を取り除いて再度実
行してください。なお，このメッセージは破棄してください。

KDEC00023-EKDEC00023-EKDEC00023-EKDEC00023-E

The specified option is invalid. (option = オプション名 )
誤ったオプションが指定されています。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
DBキューメッセージのヘッダ部分（バイナリデータ）に指定している内容を見直し
てください。なお，このメッセージは破棄してください。

KDEC00024-EKDEC00024-EKDEC00024-EKDEC00024-E
Sending the message to the ReplyToQueue failed because an exception was caught. (exception = 
例外名 , error message = 例外詳細メッセージ )

例外をキャッチしたため，ReplyToキューにメッセージを送信できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
ReplyToキューへの応答送信を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00025-EKDEC00025-EKDEC00025-EKDEC00025-E

Closing the queue used for sending failed because an exception was caught. (exception = 例外名
, error message = 例外詳細メッセージ )

例外をキャッチしたため，送信用キューをクローズできませんでした。

(S)(S)(S)(S)
ReplyToキューへの応答送信を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
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用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00026-EKDEC00026-EKDEC00026-EKDEC00026-E
Making the error message for the service requester failed because an exception was caught. 
(exception = 例外名 , error message = 例外詳細メッセージ )

例外をキャッチしたため，サービスリクエスタへ応答するエラーメッセージを作成でき
ませんでした。

(S)(S)(S)(S)
サービスリクエスタへの応答を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00027-EKDEC00027-EKDEC00027-EKDEC00027-E
Making the error message for the service requester failed because the fault message is invalid.

Faultメッセージの設定者情報が不正な値のため，サービスリクエスタ用のエラーメッ
セージを作成できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
サービスリクエスタへの応答を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00028-EKDEC00028-EKDEC00028-EKDEC00028-E
The detailed information of the fault message is not an XML schema.

Faultメッセージに関する詳細情報が XMLスキーマではありません。

(S)(S)(S)(S)
サービスリクエスタへの応答を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00029-EKDEC00029-EKDEC00029-EKDEC00029-E

A database access error occurred when the execution history was output. (information = 出力タイ
ミング , HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)
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実行履歴の出力でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00030-EKDEC00030-EKDEC00030-EKDEC00030-E
The execution history could not be output because information in the data container was invalid. 
(information = 出力タイミング , HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

データコンテナ内の情報に不正な値があったため，実行履歴情報を出力できませんでし
た。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00031-WKDEC00031-WKDEC00031-WKDEC00031-W
At the asynchronous request receptor, the response telegram was scrapped because the queue 
name for ReplyTo was not specified.

非同期標準受付で，ReplyTo用キュー名が指定されていなかったため，応答電文を破棄
しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KDEC00032-EKDEC00032-EKDEC00032-EKDEC00032-E

The specified JMSMessage payload is invalid. (JMSException = 例外詳細メッセージ )
指定された JMSメッセージのペイロードが不正です。または JMSExceptionをキャッチ
したため処理を続行することができませんでした。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
非同期リクエスト受付のキューに指定した電文を見直してください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC00033-EKDEC00033-EKDEC00033-EKDEC00033-E

The length of the telegram in the DBQueue is invalid. (information = 詳細情報 )
非同期リクエスト受付（DBキュー）のキュー指定した電文の長さが不正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
非同期リクエスト受付（DBキュー）のキューに指定した電文の長さを見直してくだ
さい。

KDEC00034-EKDEC00034-EKDEC00034-EKDEC00034-E

The message could not be sent because a RemoteException was caught. (error message = 例外
詳細メッセージ )

RemoteExceptionをキャッチしたため，メッセージを送信できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00035-EKDEC00035-EKDEC00035-EKDEC00035-E

The message could not be sent because an exception was caught. (exception = 例外名 , error 
message = 例外詳細メッセージ )

例外をキャッチしたため，メッセージを送信できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00036-EKDEC00036-EKDEC00036-EKDEC00036-E

Service requests cannot be accepted because the request receptor status is incorrect. (status = リ
クエスト受付状態 )

リクエスト受付の状態が不正なため，サービス部品のリクエストを受け付けられません。

リクエスト受付状態
• 1：起動処理中
• 3：起動失敗状態
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• 4：停止状態
• 5：停止処理中
• 6：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
リクエスト受付の状態を確認してください。

KDEC00037-EKDEC00037-EKDEC00037-EKDEC00037-E

The asynchronous WS-R service request was interrupted. (ClientID = クライアント ID, 
JMSMessageID = JMSMessageID)

非同期WS-Rのリクエストが中断されました。

(S)(S)(S)(S)
非同期受付（WS-R）のリクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00038-EKDEC00038-EKDEC00038-EKDEC00038-E

The asynchronous DBQueue service request was interrupted. (ClientID = クライアント ID, 
JMSMessageID = JMS_HITACHI_ShqMessageID)

非同期 DBキューのリクエストが中断されました。

(S)(S)(S)(S)
非同期受付（DBキュー）のリクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00039-EKDEC00039-EKDEC00039-EKDEC00039-E

Initialization of the User reception service adapter failed. (reception name = 受付名 , reception ID 
= 受付 ID, information = 詳細情報 )

ユーザ定義受付の初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ユーザ定義受付の起動を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の起動に失敗しました。Informationがメッセージ IDの場合は，そ
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の IDが指しているエラーメッセージをログファイルから参照して，そのエラーログ
の原因を特定してください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行して
ください。Informationが例外名，または障害となった要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00040-EKDEC00040-EKDEC00040-EKDEC00040-E

An attempt to read the file has failed. (reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID, file name 
= ファイル名 , information = 詳細情報 )

ファイルの読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ユーザ定義受付の起動を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の構成を見直し，file nameで指定されたファイルが含まれているか
見直してください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC00041-EKDEC00041-EKDEC00041-EKDEC00041-E

A value in the definition file is invalid. (reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID, parameter 
= パラメタ名 )

ユーザ定義受付における定義ファイルに指定されている値が不正です。

(S)(S)(S)(S)
ユーザ定義受付の起動を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を作成したときに入力した情報を確認してください。情報を修正し
た場合，ユーザ定義受付を再作成してください。障害となった要因が運用上の問題
でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00042-EKDEC00042-EKDEC00042-EKDEC00042-E

The specified operation was not found. (reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID, 
operation name = オペレーション名 , namespace = 名前空間 )

指定されたオペレーションがありません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付に対して要求した SOAPメッセージの形式について，正しいオペ
レーション名，および名前空間で要求しているか確認してください。障害となった
要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してく
ださい。
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KDEC00043-EKDEC00043-EKDEC00043-EKDEC00043-E

The telegram format is not supported. (reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID, operation 
name = オペレーション名 , namespace = 名前空間 )

電文が未サポートの電文形式です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付に対して要求した SOAPメッセージの形式について，正しい形式で
要求しているか確認してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00044-WKDEC00044-WKDEC00044-WKDEC00044-W

An exception occurred but processing will continue. (reception name = 受付名 , reception ID = 受
付 ID, information1 = 例外名 , information2 = 例外から取得したメッセージ )

リクエスト受付で例外が発生しましたが処理を続行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
例外名，例外から取得したメッセージから原因が特定できる場合は，その対処方法
に従ってください。ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.2　KDEC00501～ KDEC01000

KDEC00501-EKDEC00501-EKDEC00501-EKDEC00501-E
An error occurred during generation of the history writer.

実行履歴制御の生成でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00502-EKDEC00502-EKDEC00502-EKDEC00502-E

An error occurred during a service location search. (HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)
サービス部品のロケーション情報検索でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00503-EKDEC00503-EKDEC00503-EKDEC00503-E

An error occurred in the service routing. (HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)
サービス部品のルーティングでエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00504-EKDEC00504-EKDEC00504-EKDEC00504-E

An error occurred during generation of the service adapter. (adapter name = サービスアダプタま
たはビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの生成でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00505-EKDEC00505-EKDEC00505-EKDEC00505-E

An error occurred during output of the history writer. (information1 = 出力タイミング , information2 
= 転送先 , HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

実行履歴の出力でエラーが発生しました。

出力タイミング
• before：実行前
• after：実行後

転送先
• adapter：アダプタの実行
• multicast：同報通知の実行

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00506-EKDEC00506-EKDEC00506-EKDEC00506-E

An error occurred during execution of the service adapter. (adapter name = サービスアダプタまた
はビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの実行でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00508-EKDEC00508-EKDEC00508-EKDEC00508-E

An error occurred during monitoring of the asynchronous queue. (type = キューのタイプ , queue 
name = キュー名 )

非同期キューの監視でエラーが発生しました。

キューのタイプ
• reception：標準受付用キュー

(S)(S)(S)(S)
次のキュー監視処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00509-IKDEC00509-IKDEC00509-IKDEC00509-I

Monitoring of the asynchronous queue will now start. (type = キューのタイプ , timer = 監視タイム
アウト時間 )

非同期キューの監視処理を開始しました。

キューのタイプ
• reception：リクエスト受付用キュー

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KDEC00510-IKDEC00510-IKDEC00510-IKDEC00510-I

Monitoring of the asynchronous queue ended. (type = キューのタイプ , result = 終了結果 )
非同期キューの監視処理が終了しました。

キューのタイプ
• reception：標準受付用キュー

終了結果
• no wait：監視処理なし
• normal：正常終了
• timeout：監視タイムアウト
• cancel：キャンセルによる終了
• create QueueConnection error：キューコネクションの生成失敗

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KDEC00511-IKDEC00511-IKDEC00511-IKDEC00511-I

Cancellation of monitoring of the asynchronous queue ended. (type = キューのタイプ , result = 
キューの状態 )

非同期キューの監視処理のキャンセルコマンドが終了しました。

キューのタイプ
• reception：標準受付用キュー

キューの状態
• canceled：キャンセル完了
• cancel processing：キャンセル処理中
• timeout processing：監視タイムアウト処理中
• already stopped：停止済み
• no wait：監視していない

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KDEC00512-EKDEC00512-EKDEC00512-EKDEC00512-E

An error occurred during cancellation of monitoring of the asynchronous queue. (type = キューの
タイプ )

非同期キュー監視処理のキャンセル処理で障害が発生しました。

キューのタイプ
• reception：標準受付用キュー

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
897



11.　メッセージ
(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00513-WKDEC00513-WKDEC00513-WKDEC00513-W
Processing will continue though an InterruptedException occurred in the monitoring of the 
asynchronous queue. (type = キューのタイプ )

非同期キューの監視処理で InterruptedExceptionが発生しましたが，監視処理を継続し
ます。

キューのタイプ
• reception：標準受付用キュー

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00514-EKDEC00514-EKDEC00514-EKDEC00514-E

An exception occurred. (information = 詳細情報 )
例外が発生しました。

詳細情報
• create Queue connection：キューコネクションの生成
• close Queue connection：キューコネクションのクローズ
• ejb remove：EJBオブジェクトの解放

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00515-EKDEC00515-EKDEC00515-EKDEC00515-E

A RemoteException occurred. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサー
ビス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

RemoteExceptionが発生しました。
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(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00516-EKDEC00516-EKDEC00516-EKDEC00516-E
A service request from the DBQueue receptor to the DBQueue adapter cannot be executed.

DBキュー標準受付から DBキューアダプタへサービス部品要求することはできません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00517-EKDEC00517-EKDEC00517-EKDEC00517-E

A value in the definition file is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセス
のサービス ID, operation name = オペレーション名 , parameter = パラメタ名 )

定義ファイルの値が不正です。

オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっている場合：オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっていない場合：null

(S)(S)(S)(S)
データ変換処理，およびサービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセスを作成したときに入力した情報を確認してください。呼び出した
サービス（ビジネスプロセス）の情報を確認してください。情報を修正した場合は，
ビジネスプロセスを再作成してください。障害となった要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00518-EKDEC00518-EKDEC00518-EKDEC00518-E

The message formats conflict. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサー
ビス ID, source FormatID = 比較元フォーマット ID, source message type = 比較元メッセージタ
イプ , destination FormatID = 比較先フォーマット ID, destination message type = 比較先メッセー
ジタイプ )

メッセージの形式が一致しません。
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11.　メッセージ
比較元メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：Binary電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

比較先メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：Binary電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
データ変換処理，およびサービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したビジネスプロセスの情報の電文フォーマット IDを確認してください。
データ変換定義，データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC00519-EKDEC00519-EKDEC00519-EKDEC00519-E

The specified data transform definition does not exist. (source FormatID = 変換前フォーマット ID, 
destination FormatID = 変換後フォーマット ID)

指定されたデータ変換定義は存在しません。

(S)(S)(S)(S)
データ変換処理，およびサービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
データ変換定義，データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC00520-EKDEC00520-EKDEC00520-EKDEC00520-E

An attempt to transform the data failed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセ
スのサービス ID, source FormatID = 変換前フォーマット ID, source message type = 変換前メッ
セージタイプ , destination FormatID = 変換後フォーマット ID, destination message type = 変換後
メッセージタイプ )

データ変換に失敗しました。

変換前メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：Binary電文
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• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

変換後メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：Binary電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
データ変換処理，およびサービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したサービス部品の情報の電文フォーマット IDを確認してください。データ
変換定義，データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因が運用
上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00521-EKDEC00521-EKDEC00521-EKDEC00521-E

An error occurred during execution of the multicast. (request service name = リクエスタからの入
力サービス名 , service name = エラーが発生したサービス名 )

同報通知の実行中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
該当サービス部品に対する処理を中断し，同報通知処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害となった
要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運
用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00522-EKDEC00522-EKDEC00522-EKDEC00522-E

The service group status is not running. (service name = サービス名 , HCSCCommonID = HCSC
メッセージ共通 ID)

サービスグループが起動していません。

(S)(S)(S)(S)
該当サービス部品に対する処理を中断し，同報通知処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
該当サービス部品に対するサービスグループを起動してください。またはリクエス
ト要求時に指定したサービス名を確認して，再度実行してください。障害となった
要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してく
ださい。
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KDEC00523-WKDEC00523-WKDEC00523-WKDEC00523-W
The number of started threads is not the same as the specified number of threads. (specified thread 
number = 指定したスレッド数 , started thread number = 開始されたスレッド数 )

指定したスレッド数と異なる数のスレッドが開始されました。

(S)(S)(S)(S)
開始されたスレッド数のまま，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メモリが不足しているおそれがあります。空きメモリを増やしたあと，HCSCサー
バを再起動してください。問題が解決しない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

KDEC00524-EKDEC00524-EKDEC00524-EKDEC00524-E

An unexpected exception occurred during parallel-multicast calling. (service group name = サービ
スグループ名 , information = 保守情報 )

同報通知の並行呼び出し中に，予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
同報通知処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00525-EKDEC00525-EKDEC00525-EKDEC00525-E

An error occurred during generation of the message deliverer. (information = 保守情報 )
配送制御の生成でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの起動処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバランタイム定義ファイルに指定した，同報通知の並行呼び出しのス
レッド数を見直して正しい値を指定してください。
指定した値に問題がない場合は，メモリが不足しているおそれがあります。空きメ
モリを増やしたあと，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC00526-EKDEC00526-EKDEC00526-EKDEC00526-E

An error occurred during the rollback of a transaction. (request service name = リクエスタからの
入力サービス名 , service name = エラーが発生したサービス名 , information = 保守情報 )

同報通知の並行呼び出しで，個々のサービスの呼び出しに対するトランザクションの
ロールバック中にエラーが発生しました。
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(S)(S)(S)(S)
該当サービスに対する処理を中断し，同報通知処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusのトランザクションに関する設定を見直して，HCSCサーバを再起動
してください。問題が解決しない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡
してください。

KDEC00527-EKDEC00527-EKDEC00527-EKDEC00527-E

An unexpected exception occurred during parallel-multicast calling. (service group name = サービ
スグループ名 , request service name = サービス名 )

同報通知の並行呼び出し中に，予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
該当サービスに対する処理を中断し，同報通知処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
サービス名に表示されているサービス呼び出しに関するログ・トレースを確認して，
障害の要因を取り除いてください。障害の要因が運用上の問題であった場合は，再
度実行してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・ト
レースを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.3　KDEC01001～ KDEC01500

KDEC01001-EKDEC01001-EKDEC01001-EKDEC01001-E

The service was not found in the location information. (service name = サービス名 , 
HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

サービス部品がロケーション情報内に見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス（サービスアダプタ，ビジネスプロセスまたはサービスグループ）を配備・
起動してください。またはリクエスト要求時に指定したサービス名を確認して，再
度実行してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・ト
レースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01002-EKDEC01002-EKDEC01002-EKDEC01002-E

The adapter status is not running. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスの
サービス ID, service name = サービス名 , HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

サービスアダプタまたはビジネスプロセスが起動していません。
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(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス（サービスアダプタまたはビジネスプロセス）を起動してください。また
はリクエスト要求時に指定したサービス名を確認して，再度実行してください。障
害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡して
ください。

KDEC01003-EKDEC01003-EKDEC01003-EKDEC01003-E

The adapter status is not stopping. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスの
サービス ID, service name = サービス名 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスが停止していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01004-EKDEC01004-EKDEC01004-EKDEC01004-E

The service has already been registered in the location information. (service name = サービス名 )
サービス部品はロケーション情報にすでに登録されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01005-EKDEC01005-EKDEC01005-EKDEC01005-E

The adapter was not found in the location information. (cluster name = クラスタ名 , adapter name 
= サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID)

サービスアダプタまたはビジネスプロセスがロケーション情報で見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC01006-EKDEC01006-EKDEC01006-EKDEC01006-E
Database access based on the location failed.

ロケーションによるデータベースアクセスは失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ロケーション管理の起動処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースへのアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参
照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再
度実行してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採
取し，保守員に連絡してください。

KDEC01007-EKDEC01007-EKDEC01007-EKDEC01007-E

Database access failed. (information = 操作種別 )
データベースのアクセスに失敗しました。

操作種別
• UPDATE：更新
• INSERT：登録
• SELECT：参照
• DELETE：削除

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行
してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

KDEC01008-EKDEC01008-EKDEC01008-EKDEC01008-E

An invalid value is specified for the location information. (information = 項目 )
ロケーション情報に不正な値が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC01009-EKDEC01009-EKDEC01009-EKDEC01009-E

Location information required for the service type is not specified. (service type = サービス部品種
類 , information = 項目 )

サービス部品種類に必要なロケーション情報が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01011-EKDEC01011-EKDEC01011-EKDEC01011-E

Location information for the same service name exists in the entered data. (service name = サービ
ス名 )

同じサービス名のロケーション情報が入力データ内に存在しています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01012-IKDEC01012-IKDEC01012-IKDEC01012-I
There is no inquiry information.

照会情報がありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KDEC01013-EKDEC01013-EKDEC01013-EKDEC01013-E

Location information for the service name is registered more than once. (service name = サービス
名 )

サービス名のロケーション情報が複数登録されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを使用する場合，メッセージログファイルを参照し，障害が発生して
いないかを確認してください。データベースを使用しない場合，メッセージログ
ファイルや OSの障害情報を参照し，障害が発生していないかを確認してください。
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障害が発生している場合は，障害に対して対策を行ってください。障害要因が運用
上の問題であった場合は，再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01015-WKDEC01015-WKDEC01015-WKDEC01015-W
Adapter creation failed because the location information and adapter status are incorrect. (adapter 
name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID)

ロケーション情報と，サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態が不正なため，
サービスアダプタまたはビジネスプロセスの生成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01016-EKDEC01016-EKDEC01016-EKDEC01016-E

The service was not found in the location information. (service name = サービス名 )
サービス部品がロケーション情報内に見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01017-EKDEC01017-EKDEC01017-EKDEC01017-E
Location information is invalid.

ロケーション情報が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを使用する場合，メッセージログファイルを参照し，データベースに
障害が発生していないかを確認してください。データベースを使用しない場合，
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害などが発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，それ
ぞれの障害に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決
しない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC01018-EKDEC01018-EKDEC01018-EKDEC01018-E

The service group status is not running. (service group name = サービスグループ名 , 
HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID)

サービスグループが起動していません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスグループを起動してください。またはリクエスト要求時に指定したサービ
スグループ名を確認して，再度実行してください。障害要因が運用上の問題であっ
た場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・ト
レースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01019-EKDEC01019-EKDEC01019-EKDEC01019-E

The reception was not found in the reception information. (reception name = 受付名 , reception ID 
= 受付 ID)

リクエスト受付がロケーション情報内に見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01020-EKDEC01020-EKDEC01020-EKDEC01020-E
The reception information for the same reception name already exists in the entered data. 
(reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID)

同じ受付名，および受付 IDのリクエスト受付情報が入力データ内に存在しています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01021-EKDEC01021-EKDEC01021-EKDEC01021-E

The reception has already been registered in the reception information. (reception name = 受付名
, reception ID = 受付 ID)

リクエスト受付はロケーション情報にすでに登録されています。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01022-EKDEC01022-EKDEC01022-EKDEC01022-E

The reception was not found in the reception information. (reception ID = 受付 ID)
受付 IDがロケーション情報で見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01023-EKDEC01023-EKDEC01023-EKDEC01023-E

The reception has not stopped. (reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID)
リクエスト受付が停止していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01024-EKDEC01024-EKDEC01024-EKDEC01024-E
The reception name of the reception corresponding to the service is registered more than once. 
(reception name = 受付名 , reception ID = 受付 ID)

サービス部品に対応するリクエスト受付の受付名が二つ以上存在しています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害要因が運用上の問題でない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC01025-EKDEC01025-EKDEC01025-EKDEC01025-E
An attempt to access location information has failed.

ロケーション情報のアクセスに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ロケーション管理の起動処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害が発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，障害に対
して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決しない場合は，
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01026-EKDEC01026-EKDEC01026-EKDEC01026-E

An attempt to access location information has failed. (information = 操作種別 )
ロケーション情報の操作に失敗しました。

操作種別
• UPDATE：更新
• INSERT：登録
• SELECT：参照
• DELETE：削除

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害が発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，障害に対
して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決しない場合は，
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.4　KDEC01501～ KDEC02000

KDEC01501-EKDEC01501-EKDEC01501-EKDEC01501-E

An error was detected in the routing information. (service group name = サービスグループ名 )
ルーティング情報の不正を検知しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを使用する場合，メッセージログファイルを参照し，データベースに
障害が発生していないかを確認してください。データベースを使用しない場合，
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
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害などが発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，それ
ぞれの障害に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決
しない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01502-EKDEC01502-EKDEC01502-EKDEC01502-E
An error occurred during initialization of environment for parsing the routing definition XML.

ルーティング定義 XMLの解析環境の生成でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください，障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01503-EKDEC01503-EKDEC01503-EKDEC01503-E

The service cannot be determined from the routing. (service group name = サービスグループ名 )
ルーティングによってサービス部品を決定することができません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01504-EKDEC01504-EKDEC01504-EKDEC01504-E

An exception occurred in the rule class. (class name = 例外が発生した実装クラス名（標準提供の
場合は表示名）, rule kind = ルール種別（Standard）)

ルール実装クラスで例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01505-EKDEC01505-EKDEC01505-EKDEC01505-E

An error occurred during checking of the routing definition. (information = エラーを検知したタグ
名，またはエラー内容 )
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ルーティング定義の妥当性チェックでエラーが発生しました。

エラー内容
• There is too much service group nesting.：サービスグループのネスト数オーバー
• RuleType and RuleOrder combination.：ルール属性指定順が不正
• The file data length is invalid.：ルーティング定義 XMLの長さ不正（入力が

null，またはサイズが 0）
• A different type of service group is nested. (ServiceGroupName = <サービスグ
ループ名 >)：<サービスグループ名 >は異なるサービスグループのネストです

• All services tries to be deleted.：すべてのサービス部品が削除されようとしました

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01506-EKDEC01506-EKDEC01506-EKDEC01506-E

The rule class was not found. (class name = 例外が発生した実装クラス名（標準提供の場合は表
示名）, rule kind = ルール種別（Standard）)

ルール実装クラスが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01507-EKDEC01507-EKDEC01507-EKDEC01507-E

The service group was not found. (service group name = サービスグループ名 )
サービスグループが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC01508-EKDEC01508-EKDEC01508-EKDEC01508-E

The service group already exists. (service group name = サービスグループ名 )
サービスグループがすでに存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ロケーション情報を確認し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の
問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問題でな
い場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01509-EKDEC01509-EKDEC01509-EKDEC01509-E

A database access error occurred. (service group name = サービスグループ名 , information1 = 操
作種別 , information2 = データベース種別 )

ルーティング制御によってデータベースのアクセスでエラーが発生しました。

操作種別
• INSERT：登録
• DELETE：削除
• UPDATE：更新

データベース種別
• Location：ロケーションデータベース
• Routing：ルーティングデータベース

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースのアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照
し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度
実行してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取
し，保守員に連絡してください。

KDEC01510-EKDEC01510-EKDEC01510-EKDEC01510-E

The service group was not found in the location information. (service group name = サービスグルー
プ名 )

サービスグループがロケーション情報内に見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
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題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01511-EKDEC01511-EKDEC01511-EKDEC01511-E

The service group is running. (service group name = サービスグループ名 )
サービスグループが起動状態です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01512-EKDEC01512-EKDEC01512-EKDEC01512-E

The service group has stopped. (service group name = サービスグループ名 )
サービスグループが停止状態です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01513-EKDEC01513-EKDEC01513-EKDEC01513-E

An IO error occurred. (information = 詳細情報 )
ルーティング制御で IOエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01514-EKDEC01514-EKDEC01514-EKDEC01514-E

An error occurred in the environment for parsing the routing definition XML. (exception = 例外名 , 
error message = 例外詳細メッセージ )

ルーティング定義 XMLの解析環境でエラーが発生しました。

例外詳細メッセージ
KECXで始まるメッセージの場合は，ルーティング定義 XMLに誤りがあることが
あります。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
KECXで始まるメッセージの場合は，マニュアル「Cosminexus XML Processor　
ユーザーズガイド」を参照してください。KECX06025-Eメッセージ，および
KECX06028-Eメッセージの場合は，不正と表示されているタグを見直してくださ
い。

KDEC01515-EKDEC01515-EKDEC01515-EKDEC01515-E

An information error was detected. (service group name = サービスグループ名 , information1 = 操
作種別 , information2 = 情報種別 )

サービスグループ定義の情報の不正を検知しました。

操作種別
• DELETE：削除

データベース種別
• Routing：ルーティング情報

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを使用する場合，メッセージログファイルを参照し，データベースに
障害が発生していないかを確認してください。データベースを使用しない場合，
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害が発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，それぞれ
の障害に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決しな
い場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01516-EKDEC01516-EKDEC01516-EKDEC01516-E

The rule class result is invalid. (class name = 例外が発生した実装クラス名（標準提供の場合は表
示名）, rule kind = ルール種別（Standard）, input = 入力配列数または null, output = 出力配列数
または null)

ルール実装クラスの応答が不正です。

(S)(S)(S)(S)
リクエスト処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
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用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC01517-EKDEC01517-EKDEC01517-EKDEC01517-E

The type of specified service group is invalid. (service group name = サービスグループ名 , service 
group type = サービスグループ種別 )

指定されたサービスグループの種別が不正です。

サービスグループ種別
• Rule：ルーティングルール
• Multicast：同報通知

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した種別のサービスグループで操作できない処理をしているおそれがあります。
サービスグループの種別と処理内容を確認してください。

KDEC01518-EKDEC01518-EKDEC01518-EKDEC01518-E

The specified service already exists in the service group. (service group name = サービスグルー
プ名 , service name = サービス名 )

指定されたサービスはすでにサービスグループの中に存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定したサービスグループ名に存在しないサービス名を指定し，再度実行してくだ
さい。

KDEC01519-EKDEC01519-EKDEC01519-EKDEC01519-E

The specified service was not found in the service group. (service group name = サービスグルー
プ名 , service name = サービス名 )

指定されたサービスはサービスグループの中に存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定したサービスグループ名に存在するサービス名を指定し，再度実行してくださ
い。
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KDEC01520-WKDEC01520-WKDEC01520-WKDEC01520-W

The service group has stopped because of an invalid parameter. (service group name = サービス
グループ名 , parameter = パラメタ名 )

パラメタが不正なため，サービスグループを停止しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
サービスグループの種別に同報通知の並行呼び出しが設定されているサービスグ
ループを開始した状態で，HCSCサーバランタイム定義ファイルの
multicast-parallel-thread-countプロパティの値を 0に変更したおそれがあります。
サービスグループの種別とプロパティの値を確認して，HCSCサーバランタイム定
義ファイルのmulticast-parallel-thread-countプロパティの値を修正し，HCSC
サーバを再起動してください。

KDEC01521-EKDEC01521-EKDEC01521-EKDEC01521-E

The service group could not start because of an invalid parameter. (service group name = サービ
スグループ名 , parameter = パラメタ名 )

パラメタが不正なため，サービスグループを開始できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバランタイム定義ファイルのmulticast-parallel-thread-countプロパ
ティに 0を指定した場合，サービスグループの種別に同報通知の並行呼び出しが設
定されているサービスグループは開始できません。サービスグループの種別とプロ
パティの値を確認して，HCSCサーバランタイム定義ファイルの
multicast-parallel-thread-countプロパティの値を修正してください。そのあと，
HCSCサーバを再起動して，コマンドを再度実行してください。

KDEC01522-EKDEC01522-EKDEC01522-EKDEC01522-E

A data access error occurred. (service group name = サービスグループ名 , information1 = 操作種
別 , information2 = データベース種別 )

ルーティング制御によるデータのアクセスでエラーが発生しました。

操作種別
• UPDATE：更新
• INSERT：登録
• DELETE：削除

情報種別
• Location：ロケーション情報
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• Routing：ルーティング情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害などが発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，障害
に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.5　KDEC02001～ KDEC02500

KDEC02001-EKDEC02001-EKDEC02001-EKDEC02001-E
Database access based on the execution history failed.

実行履歴によるデータベースのアクセスは失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
実行履歴情報の採取，照会，または削除処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行
してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

KDEC02002-WKDEC02002-WKDEC02002-WKDEC02002-W

An attempt to obtain the execution history has failed. (information = 実行履歴の項目 )
実行履歴情報取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02003-EKDEC02003-EKDEC02003-EKDEC02003-E
The execution history could not be inserted into the database.

実行履歴情報を，データベースに追加できません。

(S)(S)(S)(S)
実行履歴の採取処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
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障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行
してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

KDEC02004-EKDEC02004-EKDEC02004-EKDEC02004-E
The execution history could not be fetched from the database.

実行履歴情報を，データベースから照会できません。

(S)(S)(S)(S)
実行履歴の照会処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行
してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

KDEC02005-EKDEC02005-EKDEC02005-EKDEC02005-E
The execution history could not be deleted from the database.

実行履歴情報を，データベースから削除できません。

(S)(S)(S)(S)
実行履歴の削除処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行
してください。障害要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

11.2.6　KDEC02501～ KDEC03000

KDEC02501-EKDEC02501-EKDEC02501-EKDEC02501-E

A service call was interrupted by a data operation error. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, 
ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information = 原因となったエラーのメッセージ ID)

電文のデータ操作エラーのため，サービス部品呼び出しを中断しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス部品呼び出しでエラーが発生しています。メッセージ IDが指しているエ
ラーメッセージをログファイルから参照して，そのエラーログの原因を特定してく
ださい。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害と
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なった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡
してください。

KDEC02502-EKDEC02502-EKDEC02502-EKDEC02502-E

A service call was interrupted by an invalid parameter. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, 
ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information = 原因となったエラーのメッセージ ID)

アダプタ定義，またはリクエスタからの引数が不正なため，サービス部品呼び出しを中
断しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス部品呼び出しでエラーが発生しています。メッセージ IDが指しているエ
ラーメッセージをログファイルから参照して，そのエラーログの原因を特定してく
ださい。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害と
なった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡
してください。

KDEC02503-EKDEC02503-EKDEC02503-EKDEC02503-E

A service call was interrupted by an exception in internal processing. (adapter name = サービスア
ダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, 
ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information = 原因となったエラーのメッセージ ID)

内部処理で例外が発生したため，サービス部品呼び出しを中断しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス部品呼び出しでエラーが発生しています。メッセージ IDが指しているエ
ラーメッセージをログファイルから参照して，そのエラーログの原因を特定してく
ださい。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害と
なった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡
してください。

KDEC02504-EKDEC02504-EKDEC02504-EKDEC02504-E

A service call was interrupted by an unexpected error. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, 
ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information1 = 原因となった例外名 , information2 = 
詳細情報 )

想定外エラーのため，サービス部品呼び出しを中断しました。

原因となった例外名
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• 例外が発生した場合：原因となった例外名
• 例外が発生しなかった場合：null

詳細情報
• 例外が発生した場合：例外から取得したメッセージ
• 例外が発生しなかった場合：詳細情報

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02511-EKDEC02511-EKDEC02511-EKDEC02511-E

Initialization of the service adapter failed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロ
セスのサービス ID, information = 原因となったエラーのメッセージ ID，または例外名 )

サービスアダプタの初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタの起動に失敗しました。Informationがメッセージ IDの場合は，その ID
が指しているエラーメッセージをログファイルから参照して，そのエラーログの原
因を特定してください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してくだ
さい。Informationが例外名，または障害となった要因が運用上の問題でない場合
は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02512-EKDEC02512-EKDEC02512-EKDEC02512-E

An attempt to obtain the service adapter name has failed. (information = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのルックアップ名 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスのルックアップ名の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。

(O)(O)(O)(O)
ネーミングサーバの設定を見直してください。障害となった要因が運用上の問題で
ない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02513-EKDEC02513-EKDEC02513-EKDEC02513-E

An attempt to read the file has failed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセス
のサービス ID, file name = ファイル名 , information = 詳細情報 )

ファイルの読み込みに失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。
サービス呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタの構成を見直し，File nameで指定されたファイルが含まれているか見直
してください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障
害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に
連絡してください。

KDEC02514-EKDEC02514-EKDEC02514-EKDEC02514-E

A value in the definition file is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセス
のサービス ID, operation name = オペレーション名 , parameter = パラメタ名 )

定義ファイルの値が不正です。

オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっている場合：オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっていない場合：null

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタを作成したときに入力した情報を確認してください。呼び出した
サービス部品の情報を確認してください。情報を修正した場合，アダプタを再作成
してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを
採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02515-EKDEC02515-EKDEC02515-EKDEC02515-E

A value in the WSDL file is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスの
サービス ID, operation name = オペレーション名 , parameter = パラメタ名 )

WSDLファイルの値が不正です。

オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっている場合：オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっていない場合：null

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したサービス部品の情報を確認してください。情報を修正した場合，アダプ
タを再作成してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・
トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC02516-EKDEC02516-EKDEC02516-EKDEC02516-E

The specified operation was not found. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセ
スのサービス ID, operation name = オペレーション名 )

指定されたオペレーションがありません。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したオペレーション情報を確認して再度実行します。障害となった要因が運
用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02517-EKDEC02517-EKDEC02517-EKDEC02517-E

An attempt to transform the data failed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセ
スのサービス ID, source FormatID = 変換前フォーマット ID, source message type = 変換前メッ
セージタイプ , destination FormatID = 変換後フォーマット ID, destination message type = 変換後
メッセージタイプ )

データ変換に失敗しました。

変換前メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

変換後メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したサービス部品の情報の電文フォーマット IDを確認してください。データ
変換定義，データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因が運用
上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02518-EKDEC02518-EKDEC02518-EKDEC02518-E

The message formats conflict. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサー
ビス ID, source FormatID = 比較元フォーマット ID, source message type = 比較元メッセージタ
イプ , destination FormatID = 比較先フォーマット ID, destination message type = 比較先メッセー
ジタイプ )
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メッセージの形式が一致しません。

比較元メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

比較先メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
呼び出したサービス部品の情報の電文フォーマット IDおよびメッセージタイプを確
認してください。または，呼び出したサービス部品が，要求電文がないことを許可
しないサービス部品である可能性があるため，サービス部品の種類と要求電文を見
直してください。データ変換をする場合は，データ変換定義，データフォーマット
定義を確認してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・
トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02519-WKDEC02519-WKDEC02519-WKDEC02519-W

An exception occurred but processing will continue. (adapter name = サービスアダプタまたはビ
ジネスプロセスのサービス ID, information1 = 例外名 , information2 = 例外から取得したメッセー
ジ )

アダプタで例外が発生しましたが処理を続行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
例外名，例外から取得したメッセージから原因が特定できる場合は，その対処方法
に従ってください。ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02520-EKDEC02520-EKDEC02520-EKDEC02520-E

The specified data transform definition does not exist. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, source FormatID = 変換前フォーマット ID, destination 
FormatID = 変換後フォーマット ID)

指定されたデータ変換定義は存在しません。
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(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタを作成した際に指定したフォーマット定義，およびデータ変換定義を確認
してください。必要なフォーマット定義，データ変換定義が指定されていなかった
場合，データ変換定義を入力し，アダプタを再作成してください。データ変換定義，
データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因が運用上の問題で
ない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02521-EKDEC02521-EKDEC02521-EKDEC02521-E

The adapter state is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービ
ス ID, information = 詳細情報 )

アダプタで状態不正が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタの起動に失敗します。
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタを再起動してください。ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくだ
さい。

KDEC02523-EKDEC02523-EKDEC02523-EKDEC02523-E

An unsupported data conversion was executed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネ
スプロセスのサービス ID, source FormatID = 比較元フォーマット ID, source message type = 比
較元メッセージタイプ , destination FormatID = 比較先フォーマット ID, destination message type 
= 比較先メッセージタイプ )

サポートされていないデータ変換が実行されました。

比較元メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

比較先メッセージタイプ
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。
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(O)(O)(O)(O)
アダプタでサポートしているデータ変換を確認してください。アダプタを作成した
際に指定したフォーマット定義，およびデータ変換定義を確認してください。必要
なフォーマット定義，データ変換定義が指定されていなかった場合，データ変換定
義を入力し，アダプタを再作成してください。データ変換ディレクトリのデータ変
換定義，データフォーマット定義を確認してください。障害となった要因が運用上
の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC02524-EKDEC02524-EKDEC02524-EKDEC02524-E

An attempt to validate a message has failed. (adapter name = アダプタ名 , FormatID = 電文フォー
マット ID)

電文の検証に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
電文フォーマット IDに対応する電文フォーマット定義の検証が失敗しています。送
受信する際のユーザ電文が誤っていたり，定義したフォーマット定義が誤っていた
りする場合があります。メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いて
ください。

11.2.7　KDEC03001～ KDEC03500

KDEC03001-EKDEC03001-EKDEC03001-EKDEC03001-E

A service call was interrupted because a SOAP access error was detected. (adapter name = サー
ビスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通
ID, ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information = 例外から取得したメッセージ )

SOAPの通信エラーを検知したため，サービス部品呼び出しを中断しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。次に示す運用
上の問題であった場合は再度実行してください。
• サービス部品が起動しているか確認してください。
• アダプタ生成時に指定したサービス情報が正しいか確認してください。
• メッセージログファイルに SOAPのエラー情報が出力されていないか確認してく
ださい。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。
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KDEC03002-EKDEC03002-EKDEC03002-EKDEC03002-E

A service call was interrupted because an EJB access error was detected. (adapter name = サー
ビスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通
ID, ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, information = 例外から取得したメッセージ )

EJB呼び出しでエラーを検知したため，サービス部品呼び出しを中断しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。次に示す運用
上の問題であった場合は再度実行してください。
• サービス部品が起動しているか確認してください。
• アダプタ生成時に指定したサービス情報が正しいか確認してください。
• メッセージログファイルに EJBのエラー情報が出力されていないか確認してくだ
さい。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC03003-EKDEC03003-EKDEC03003-EKDEC03003-E
A service call was interrupted because an error was detected during asynchronous message 
sending. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, 
HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, 
information = 例外から取得したメッセージ )

非同期メッセージ送信時にエラーを検知したため，サービス部品呼び出しを中断しまし
た。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。次に示す運用
上の問題であった場合は再度実行してください。
• キューが存在するか確認してください。
• キュー属性が正しいか確認してください。
• メッセージログファイルに CosminexusRMのエラー情報が出力されていないか確
認してください。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC03005-EKDEC03005-EKDEC03005-EKDEC03005-E
A service call was interrupted because a custom service access error was detected. (adapter name 
= サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセー
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ジ共通 ID, ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, error message = カスタムアダプタ開発者
が設定したエラーメッセージ , code = カスタムアダプタ開発者が設定したエラーコード )

カスタムアダプタ開発者が実装したカスタムプロトコルコンバータからの例外を検知し
たため，サービス部品呼び出しを中断しました。

カスタムアダプタ開発者が設定したエラーメッセージ
• 設定されている場合：カスタムアダプタ開発者が設定したエラーメッセージ
• 設定されていない場合：null

カスタムアダプタ開発者が設定したエラーコード
• 設定されている場合：カスタムアダプタ開発者が設定したエラーコード
• 設定されていない場合：null

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。エラーメッ
セージとエラーコードを参照し，カスタムアダプタのマニュアルに従って対処して
ください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取
し，保守員に連絡してください。

KDEC03006-EKDEC03006-EKDEC03006-EKDEC03006-E

An undefined error occurred while the web service was executing. (fault code = 受信した SOAP
フォルトの faultcodeの値 , fault string = 受信した SOAPフォルトの faultstringの値 , fault actor = 
受信した SOAPフォルトの faultactorの値 )

Webサービスの実行中に未定義の例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
Webサービスの実行中にユーザ未定義の障害が発生しました。サービス部品の仕様
を見直すか，Webサービスに送信した電文を見直して再度実行してください。

KDEC03011-EKDEC03011-EKDEC03011-EKDEC03011-E

The service is not supported. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサー
ビス ID, operation name = オペレーション名 , parameter = 項目 )

未サポートのサービスです。

オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっている場合：オペレーション名
• 情報がオペレーションごとになっていない場合：null

項目
• encode-style：SOAPのエンコードスタイル（Webサービスまたは Session Bean）
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• binding-style：SOAPのバインディングスタイル（Webサービスまたは Session 
Bean）

• Attachement：SOAPの添付ファイルの数（Webサービス）
• content-type：SOAPの添付ファイルのコンテントタイプ（Webサービス）
• message-type：メッセージタイプ
• namespace：名前空間修飾（Webサービスまたは Session Bean）

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCがサポートするサービスを確認してください。障害となった要因が運用上の
問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC03012-EKDEC03012-EKDEC03012-EKDEC03012-E

The telegram format is not supported. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセ
スのサービス ID, telegram type = 電文形式 )

電文が未サポートの電文形式です。

電文形式
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス部品に送信する電文の形式を確認し，再度実行してください。障害となっ
た要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡して
ください。

KDEC03013-EKDEC03013-EKDEC03013-EKDEC03013-E

An attempt to make a telegram failed because an exception occurred. (adapter name = サービス
アダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, information = 原因となった例外 )

例外が発生したため，電文生成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC03014-WKDEC03014-WKDEC03014-WKDEC03014-W

An exception occurred in the protocol converter but processing will continue. (adapter name = サー
ビスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, information1 = 例外名 , information2 = 例外
から取得したメッセージ )

アダプタで例外が発生しましたが処理を続行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
例外名，例外から取得したメッセージから原因が特定できる場合は，その対処方法
に従ってください。ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC03015-EKDEC03015-EKDEC03015-EKDEC03015-E

An initialization error occurred in the protocol converter. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, information = 原因となった例外名 )

プロトコルコンバータで初期化エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタのデプロイが失敗します。
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC03016-EKDEC03016-EKDEC03016-EKDEC03016-E

The message type set in the custom adapter is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, message type = メッセージ形式 )

カスタムアダプタで設定されたメッセージタイプが不正です。

メッセージ形式
• XML：XML電文
• Binary：バイナリ電文
• NONE：電文なし
• UNKNOWN（値）：想定外の電文形式

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。
• カスタムアダプタの情報を確認し，カスタムプロトコルコンバータが想定した情
報と異なっている場合は修正し，アダプタを再作成してください。
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• 指定したメッセージ形式をアダプタのメッセージ形式に合わせて再度実行してく
ださい。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC03017-EKDEC03017-EKDEC03017-EKDEC03017-E

The message has already been stored. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセ
スのサービス ID)

カスタムプロトコルコンバータでメッセージコンテナにメッセージを設定しようとしま
したが，すでにメッセージが設定されていました。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。
• カスタムアダプタ開発者は，実装したカスタムプロトコルコンバータ処理を見直
してください。

• アダプタを再作成してください。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC03018-EKDEC03018-EKDEC03018-EKDEC03018-E

The message is invalid. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス
ID, information = 原因となったエラーコード )

カスタムプロトコルコンバータでメッセージコンテナに不正なメッセージが設定されま
した。

(S)(S)(S)(S)
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。
• カスタムアダプタ開発者は，実装したカスタムプロトコルコンバータ処理を見直
してください。

• アダプタを再作成してください。
• メッセージを確認して再度実行してください。

障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。
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KDEC03019-EKDEC03019-EKDEC03019-EKDEC03019-E

An unsupported data conversion is defined. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプ
ロセスのサービス ID, operation name = オペレーション名 , standard FormatID = 標準フォーマッ
ト ID, service FormatID = サービスフォーマット ID)

サポートされていないデータ変換が定義されています。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタのデプロイが失敗します。
サービス部品呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタでサポートしているデータ変換を確認してください。アダプタを作成した
際に指定したフォーマット定義，およびデータ変換定義を確認してください。必要
なフォーマット定義，データ変換定義が指定されていなかった場合，データ変換定
義を入力し，アダプタを再作成してください。障害となった要因が運用上の問題で
ない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC03020-EKDEC03020-EKDEC03020-EKDEC03020-E

The custom converter class name is not defined. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネ
スプロセスのサービス ID)

カスタムコンバータのクラス名が定義されていません。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタのデプロイが失敗します。

(O)(O)(O)(O)
カスタムアダプタ開発 Frame Work用のプロパティファイル
(framework_properties.xml)にユーザ実装のクラス名を定義してください。
アダプタを再作成してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC03021-EKDEC03021-EKDEC03021-EKDEC03021-E

An unexpected exception occurred during custom adaptor processing. (adapter name = カスタム
アダプタのサービス ID, HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, ServiceRequestID =サー
ビスリクエスト ID, information1 = 原因となった例外名またはエラー名 , information2 = 詳細情報
（例外またはエラーから取得したメッセージ）)

カスタムアダプタの処理中に予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
サービス呼び出しを中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，カスタムアダプタのサービス IDに表示されているカスタ
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ムアダプタの Java実装を開発者に連絡してください。カスタムアダプタが製品から
提供されているアダプタの場合は，保守員に連絡してください。

11.2.8　KDEC04501～ KDEC05000

KDEC04501-EKDEC04501-EKDEC04501-EKDEC04501-E

An attempt to read the HCSC server settings file has failed. (file name = ファイル名 )
HCSCサーバの設定情報ファイルの読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
file nameで表示されたファイルが存在するか，または読み込めるファイルか確認し
てください。

KDEC04502-EKDEC04502-EKDEC04502-EKDEC04502-E

The HCSC server name is invalid. (name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバ名が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
正しいHCSCサーバ名称をコマンドに指定してください。

KDEC04503-EKDEC04503-EKDEC04503-EKDEC04503-E

The contents of the HCSC server settings file are invalid. (file name = HCSCサーバの設定情報
ファイル名 , parameter = パラメタ名 )

HCSCサーバの設定情報ファイルの内容が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
file nameに示す設定情報ファイル名に指定した設定内容を確認し，修正してから再
度実行してください。

KDEC04504-EKDEC04504-EKDEC04504-EKDEC04504-E
The HCSC server initialization failed.

HCSCサーバの初期化処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの起動を中断します。
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HCSCサーバを再起動する場合は，HCSCサーバの起動をリトライすることがあり
ます。
再び HCSCサーバの初期化処理に失敗した場合は，再度このメッセージが出力され
ます。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照して，障害原因を取り除いてから再度実行してくだ
さい。

KDEC04505-EKDEC04505-EKDEC04505-EKDEC04505-E

Initialization of the HCSC server failed. (cause = 詳細原因 )
HCSCサーバの初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サーバの起動を中止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細原因に従い障害要因を取り除いてから再度実行してください。

KDEC04506-EKDEC04506-EKDEC04506-EKDEC04506-E

The HCSC server is not running. (status = HCSCサーバ状態 )
HCSCサーバが起動していません。

HCSCサーバ状態
• 1：起動処理中
• 2：起動状態
• 4：停止状態
• 5：停止処理中

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバの状態を確認してください。

KDEC04510-EKDEC04510-EKDEC04510-EKDEC04510-E

The reception is not terminating. (status = 標準受付状態 )
標準受付の状態は停止処理中ではありません。

標準受付状態
• 1：起動処理中
• 2：起動状態
• 3：起動失敗状態
• 4：停止状態
• 5：停止処理中
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• 6：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
標準受付の状態を確認してください。

KDEC04511-EKDEC04511-EKDEC04511-EKDEC04511-E

The reception has not stopped. (status = 標準受付状態 )
標準受付は停止していません。

標準受付状態
• 1：起動処理中
• 2：起動状態
• 3：起動失敗状態
• 4：停止状態
• 5：停止処理中
• 6：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
標準受付の状態を確認してください。なお CSCサーバを停止する際は，リクエスト
受付を停止する必要があります。

KDEC04512-EKDEC04512-EKDEC04512-EKDEC04512-E

The reception is not starting. (status = 標準受付状態 )
標準受付は開始していません。

標準受付状態
• 1：起動処理中
• 2：起動状態
• 3：起動失敗状態
• 4：停止状態
• 5：停止処理中
• 6：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
標準受付の状態を確認してください。またはリクエスト受付の開始処理の完了を
待ってから再実行してください。
935



11.　メッセージ
KDEC04513-EKDEC04513-EKDEC04513-EKDEC04513-E
The reception is not terminating.

ユーザ定義受付は停止処理中ではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態を確認してください。

KDEC04514-EKDEC04514-EKDEC04514-EKDEC04514-E
The reception has not stopped.

ユーザ定義受付は停止していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態を確認してください。なお CSCサーバを停止する際は，すべ
てのユーザ定義受付を停止する必要があります。

KDEC04515-EKDEC04515-EKDEC04515-EKDEC04515-E
The reception is not starting.

ユーザ定義受付は開始していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態を確認してください。またはリクエスト受付の開始処理の完
了を待ってから再実行してください。

KDEC04516-EKDEC04516-EKDEC04516-EKDEC04516-E

The specified content is invalid. (file name = ファイル名 , information = 詳細情報 )
ファイル名で指定されたファイルの内容が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名で表示したファイルに定義した内容を確認してください。エラーを検出
したファイル名が SOAP Fault動作定義ファイルの場合，定義の内容を見直してく
ださい。
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KDEC04517-EKDEC04517-EKDEC04517-EKDEC04517-E

An attempt to change the HCSC status failed because DB access failed. (type = 更新に失敗した
状態種別 , status = 更新失敗後の状態 )

DBアクセスの失敗によって，HCSCサーバの状態（HCSCサーバ，またはリクエスト
受付）の更新に失敗しました。

更新に失敗した状態種別
• 1：HCSCサーバ状態
• 2：リクエスト受付状態

更新失敗後の状態
• 1：起動処理中
• 2：起動状態
• 3：起動失敗状態
• 4：停止状態
• 5：停止処理中
• 6：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログの DBアクセス障害エラーを参照して障害要因を取り除いてくださ
い。障害を取り除いたあと，次の操作をして状態を回復してください。

HCSCサーバ起動または停止時の失敗の場合
HCSCサーバを強制停止してください。

標準受付開始または停止時の失敗の場合
標準受付を強制停止してください。

KDEC04518-EKDEC04518-EKDEC04518-EKDEC04518-E
The HCSC server cannot be accessed because it is now terminating.

HCSCサーバが停止処理中のため，状態を参照できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバの停止処理が終了してから再度実行してください。

KDEC04519-EKDEC04519-EKDEC04519-EKDEC04519-E
The HCSC server cannot be stopped because other commands are executing.

ほかのコマンドが処理を実行しているため，HCSCサーバは停止できません。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
状態表示などのコマンド処理実行中に HCSCサーバ停止コマンドは実行できませ
ん。しばらくしてほかのコマンド処理の終了を待ってから再度実行してください。

KDEC04520-EKDEC04520-EKDEC04520-EKDEC04520-E

The HCSC server table version is invalid. (table version = テーブルバージョン番号 , table revision 
= テーブルリビジョン番号 )

HCSCサーバのテーブルバージョンは無効です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバのテーブルバージョンを確認し，不正な場合には再セットアップを実
行してください。

KDEC04601-IKDEC04601-IKDEC04601-IKDEC04601-I
The HCSC server has started.

HCSCサーバアプリケーションの起動処理（初期化処理）が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバアプリケーションの開始処理を継続します。

KDEC04602-IKDEC04602-IKDEC04602-IKDEC04602-I
The HCSC server has terminated.

HCSCサーバアプリケーションの終了処理が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバアプリケーションの停止処理を継続します。

KDEC04603-IKDEC04603-IKDEC04603-IKDEC04603-I
The reception has terminated.

HCSCサーバアプリケーションのリクエスト受付の終了処理が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバアプリケーション標準受付の停止処理を継続します。

KDEC04604-IKDEC04604-IKDEC04604-IKDEC04604-I
The reception has started.

HCSCサーバアプリケーションのリクエスト受付の起動処理（初期化処理）が完了しま
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した。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバアプリケーション標準受付の開始処理を継続します。

KDEC04605-IKDEC04605-IKDEC04605-IKDEC04605-I
Termination (message monitoring) of the reception was canceled.

リクエスト受付の停止処理（メッセージ監視）をキャンセルしました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバアプリケーション標準受付の停止処理を継続します。

KDEC04609-EKDEC04609-EKDEC04609-EKDEC04609-E

An attempt to change the HCSC server status has failed. (type =更新に失敗した状態種別 , status 
= 更新失敗後の状態 )

HCSCサーバの状態（HCSCサーバ，またはリクエスト受付）の更新に失敗しました。

更新に失敗した状態種別
• 1：HCSCサーバ状態
• 2：リクエスト受付状態

更新失敗後の状態
• 1：開始処理中
• 2：開始
• 3：開始失敗
• 4：停止
• 5：停止処理中
• 6：停止失敗

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
データへのアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参照し，
障害を取り除いたあと，状態を回復するために，次に示す作業を実施してください。

HCSCサーバの起動時または停止時に，状態の更新に失敗した場合
HCSCサーバを強制停止してください。

リクエスト受付の開始時または停止時に，状態の更新に失敗した場合
リクエスト受付を強制停止してください。
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11.2.9　KDEC05001～ KDEC05500

KDEC05001-EKDEC05001-EKDEC05001-EKDEC05001-E

An attempt to open a connection to the database has failed. (reason = 例外の説明 , SQL state = 例
外を識別するコード , error code = SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースへのコネクション接続に失敗しました。

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
データベースへのコネクション接続を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が KDJE50012-Eまたは KFDJ02005-Eの場合は，DB Connectorの属性
に設定している <transaction-support>の値が NoTransactionであること，および
HCSCサーバセットアップ定義ファイルのプロパティ（dbcon-nodisplayname）に
NoTransactionの DB Connectorが指定されていることを確認してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要
因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくだ
さい。

KDEC05002-EKDEC05002-EKDEC05002-EKDEC05002-E

An attempt to close a connection to the database has failed. (reason = 例外の説明 , SQL state = 
例外を識別するコード , error code = SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースとのコネクション解放に失敗しました。

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
データベースとのコネクション解放を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
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に連絡してください。

KDEC05003-EKDEC05003-EKDEC05003-EKDEC05003-E

An attempt to retrieve database information has failed. (information ID = 情報種別 ID, table name 
= テーブル名 , reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識別するコード , error code = 
SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースの情報の照会に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC05004-EKDEC05004-EKDEC05004-EKDEC05004-E

An attempt to update database information has failed. (information ID = 情報種別 ID, table name = 
テーブル名 , reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識別するコード , error code = 
SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースの情報の更新に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
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• 60：実行履歴情報

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。

KDEC05005-EKDEC05005-EKDEC05005-EKDEC05005-E

An attempt to delete database information has failed. (information ID = 情報種別 ID, table name = 
テーブル名 , reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識別するコード , error code = 
SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースの情報の削除に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。
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KDEC05006-EKDEC05006-EKDEC05006-EKDEC05006-E

An attempt to insert database information has failed. (information ID = 情報種別 ID, table name = 
テーブル名 , reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識別するコード , error code = 
SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースの情報の追加に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。HCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの DB Connectorの指定内容，指定した DB Connector
の設定内容，使用している JDBCドライバの設定内容，およびデータベースに関す
る設定を見直して，障害要因を特定してください。
障害要因が KDJE50012-Eまたは KFDJ02005-Eの場合は，DB Connectorの属性
に設定している <transaction-support>の値が NoTransactionであること，および
HCSCサーバセットアップ定義ファイルのプロパティ（dbcon-nodisplayname）に
NoTransactionの DB Connectorが指定されていることを確認してください。
障害要因が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要
因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくだ
さい。

KDEC05008-EKDEC05008-EKDEC05008-EKDEC05008-E

An attempt to execute an SQL statement has failed. (reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識
別するコード , error code = SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

データベースへの SQL命令の実行に失敗しました。

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
943



11.　メッセージ
(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要因が運用上の
問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05009-EKDEC05009-EKDEC05009-EKDEC05009-E

An error occurred during rollback of a transaction. (reason = 例外の説明 , SQL state = 例外を識別
するコード , error code = SQLException オブジェクトのベンダー固有の例外コード )

トランザクションのロールバック処理でエラーが発生しました。

SQLExceptionオブジェクトのベンダー固有の例外コード
例外の詳細については，各データベースのエラー情報を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要因が運用上の
問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05010-WKDEC05010-WKDEC05010-WKDEC05010-W

There is a contradiction in information in the database. (information ID = 情報種別 ID, maintenance 
information = 矛盾が起きているテーブルの保守情報 )

データベース内の情報で矛盾を検知しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルの参照，およびログ・トレースを採取し，障害要因を取り
除いてください。

KDEC05011-EKDEC05011-EKDEC05011-EKDEC05011-E

Database access initialization failed because of an invalid parameter. (parameter = HCSCサーバ
プロパティのパラメタ名 , value = HCSCサーバプロパティのパラメタ値 )
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パラメタ不正によって，HCSCサーバ未起動時のデータベースアクセス初期化処理に失
敗しました。

(S)(S)(S)(S)
データベースへのコネクション接続を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度HCSCサーバの再セットアップを実行してくださ
い。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

KDEC05012-EKDEC05012-EKDEC05012-EKDEC05012-E
Database access initialization, before HCSC server startup, failed because loading of the JDBC 
driver failed. (JDBC name = JDBCドライバ名 )

JDBCドライバのロード失敗によって，HCSCサーバ未起動時のデータベースアクセス
初期化処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
データベースへのコネクション接続を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度HCSCサーバの再セットアップを実行してくださ
い。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

KDEC05013-EKDEC05013-EKDEC05013-EKDEC05013-E
Database access initialization, at HCSC server startup, failed because the attempt to obtain the 
data source failed. (DataSource name = データソース名 )

データソースの取得失敗によって，HCSCサーバ起動時のデータベースアクセス初期化
処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
データベースへのコネクション接続を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度 J2EEサーバの再セットアップを実行してくださ
い。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

KDEC05014-EKDEC05014-EKDEC05014-EKDEC05014-E
Database access initialization, before HCSC server startup, failed because a required parameter 
was not specified. (parameter = HCSCサーバプロパティのパラメタ名 )
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必須のパラメタが指定されていないため，HCSCサーバ未起動時のデータベースアクセ
ス初期化処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
データベースへのコネクション接続を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は，再度 HCSCサーバの再セットアップを実行してくださ
い。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

KDEC05101-EKDEC05101-EKDEC05101-EKDEC05101-E

An attempt to setup system management information has failed. (error code = 障害コード , error 
message = エラーメッセージ )

システム管理情報のセットアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度システム管理
情報をセットアップしてください。

KDEC05102-EKDEC05102-EKDEC05102-EKDEC05102-E

An attempt to initialize system management information has failed. (error code = 障害コード , error 
message = エラーメッセージ )

システム管理情報の初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度 HCSCサーバ
を起動してください。

KDEC05103-EKDEC05103-EKDEC05103-EKDEC05103-E

An attempt to perform unsetup of system management information has failed. (error code = 障害
コード , error message = エラーメッセージ )

システム管理情報のアンセットアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度システム管理
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情報をアンセットアップしてください。

KDEC05104-EKDEC05104-EKDEC05104-EKDEC05104-E

An attempt to retrieve system management information has failed. (information ID = 情報種別 ID, 
error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )

情報種別 IDに表示されているシステム管理情報の参照に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度操作を実行し
てください。

KDEC05105-EKDEC05105-EKDEC05105-EKDEC05105-E

An attempt to update system management information has failed. (information ID = 情報種別 ID, 
error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )

情報種別 IDに表示されているシステム管理情報の更新に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度操作を実行し
てください。
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KDEC05106-EKDEC05106-EKDEC05106-EKDEC05106-E

An attempt to delete system management information has failed. (information ID = 情報種別 ID, 
error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )

情報種別 IDに表示されているシステム管理情報の削除に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策をしたあと，再度操作を実行し
てください。

KDEC05107-EKDEC05107-EKDEC05107-EKDEC05107-E

An attempt to insert system management information has failed. (information ID = 情報種別 ID, 
error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )

情報種別 IDに表示されているシステム管理情報の追加に失敗しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット (ルールセット定義 )情報
• 51：データ変換ユティリティ (データ変換定義 )情報
• 52：データ変換ユティリティ (フォーマット定義 )情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害コードに表示されたメッセージに対応する対策を実行したあと，再度操作を実
行してください。

KDEC05108-WKDEC05108-WKDEC05108-WKDEC05108-W

There is a contradiction in system management information. (information ID = 情報種別 ID, 
maintenance information = 矛盾が起きているシステム管理情報の保守情報 )
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情報種別 IDに表示されているシステム管理情報内の内容で矛盾を検知しました。

情報種別 ID
• 10：HCSC基本情報
• 30：ロケーション情報
• 41：ルーティングルールセット（ルールセット定義）情報
• 51：データ変換ユティリティ（データ変換定義）情報
• 52：データ変換ユティリティ（フォーマット定義）情報
• 60：実行履歴情報

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害が発生していないかを確認してください。
障害が発生している場合は，障害に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動して
ください。問題が解決しない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡して
ください。

KDEC05201-EKDEC05201-EKDEC05201-EKDEC05201-E

The specified directory does not exist. (directory name = 指定したディレクトリ名 )
HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先パスに指定したディレクトリが存在
しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに
指定した内容を確認してください。指定した内容が正しい場合は，指定したディレ
クトリが存在するか，または指定したディレクトリの構造が正しいかどうかを確認
してください。問題が解決したら，再度HCSCサーバのセットアップを実行してく
ださい。問題が解決しない場合は，ログ・トレース，およびHCSCサーバセット
アップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリ
を採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05202-EKDEC05202-EKDEC05202-EKDEC05202-E

The structure of the specified directory is invalid. (directory name = 指定したディレクトリ名 )
HCSCサーバのシステム管理情報を保存する出力先パスに指定したディレクトリ内に，
同一 HCSCサーバ名の情報が存在しています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに
指定した内容を確認してください。指定した内容が正しい場合は，指定したディレ
クトリの構造を確認し，不正なディレクトリが存在していないことを確認してくだ
さい。HCSCサーバをセットアップする前に，すでに同じ HCSCサーバ名のディレ
クトリが作られている場合は，すでに存在しているファイルを退避させたあと，こ
れらのファイルを削除してください。問題を解決したら，再度 HCSCサーバのセッ
トアップを実行してください。問題が解決しない場合は，ログ・トレース，および
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに
指定したディレクトリを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05203-EKDEC05203-EKDEC05203-EKDEC05203-E

An attempt to perform a file or directory operation has failed. (name = ファイル名またはディレク
トリ名 , operation = 操作 )

ファイルまたはディレクトリの操作に失敗しました。

操作
• 作成：create
• 削除：delete
• 参照：read
• 更新：write

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
表示されているファイルまたはディレクトリを確認してください。また，ファイル
またはディレクトリのアクセス権限を確認してください。
該当するファイルまたはディレクトリを再度操作しても問題が解決しない場合は，
ログ・トレース，および HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
絡してください。

KDEC05204-EKDEC05204-EKDEC05204-EKDEC05204-E

The record file is invalid. (file name = ファイルパス )
レコードファイルが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレース，および HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
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絡してください。

KDEC05205-EKDEC05205-EKDEC05205-EKDEC05205-E

The index file is invalid. (file name = ファイルパス )
インデックスファイルが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレース，およびHCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
絡してください。

KDEC05206-EKDEC05206-EKDEC05206-EKDEC05206-E

An attempt to rename a file or directory failed. (source name = 変更前ファイルパス , destination 
name = 変更先ファイルパス )

ファイルまたはディレクトリのリネームに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
変更前ファイルパスに表示されているファイルまたはディレクトリのアクセス権限
を確認してください。変更先ファイルパスに表示されているファイルまたはディレ
クトリが存在する場合は，該当するファイルまたはディレクトリを退避させたあと，
このファイルまたはディレクトリを削除してください。そのあと，HCSCサーバを
再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合は，ログ・ト
レース，およびHCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
絡してください。

KDEC05207-EKDEC05207-EKDEC05207-EKDEC05207-E

The file or directory does not exist. (name = ファイルパス )
ファイルまたはディレクトリが存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレース，およびHCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
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絡してください。

KDEC05208-EKDEC05208-EKDEC05208-EKDEC05208-E

The file or directory already exists. (name = ファイルパス )
ファイルまたはディレクトリがすでに存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ファイルパスに表示されているファイルまたはディレクトリが存在する場合，該当
するファイルまたはディレクトリを退避したあと，このファイルまたはディレクト
リを削除してください。そのあと，HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行し
てください。問題が解決しない場合は，ログ・トレース，および HCSCサーバセッ
トアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクト
リを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05209-EKDEC05209-EKDEC05209-EKDEC05209-E

The specified name is not a file. (name = ファイルパス )
指定された名称がファイルではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレース，および HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
絡してください。

KDEC05210-EKDEC05210-EKDEC05210-EKDEC05210-E

The specified name is not a directory. (name = ファイルパス )
指定された名称がディレクトリではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合
は，ログ・トレース，および HCSCサーバセットアップ定義ファイルの
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取し，保守員に連
絡してください。
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KDEC05211-EKDEC05211-EKDEC05211-EKDEC05211-E
An attempt to obtain a lock has failed.

ロックの確保に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバに対するほかの操作が完了していない場合があります。ほかの操作が
完了したあと，再度操作を実行してください。問題が解決しない場合は，HCSC
サーバを再起動してから，再度操作を実行してください。HCSCサーバを再起動し
ても問題が解決しない場合は，ログ・トレース，およびHCSCサーバセットアップ
定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリを採取
し，保守員に連絡してください。

KDEC05212-EKDEC05212-EKDEC05212-EKDEC05212-E
A security exception occurred.

セキュリティ例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusのセキュリティポリシーファイルの内容を確認し，
hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレクトリが読み書き可能である
ことを確認してください。そのあと，HCSCサーバを再起動して，再度操作を実行
してください。問題が解決しない場合は，ログ・トレース，およびHCSCサーバ
セットアップ定義ファイルの hcscserver-data-filepathプロパティに指定したディレ
クトリを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.10　KDEC05501～ KDEC06000

KDEC05501-EKDEC05501-EKDEC05501-EKDEC05501-E

An attempt to specify telegram settings has failed. (telegram type = 電文種別 )
電文の設定に失敗しました。

電文種別
• XML：XML電文
• BINARY：バイナリ電文
• DOM：DOM
• NODE_VALUE：部分要素
• SUB_TREE：部分木
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前後に出ているメッセージの
対処方法に従って対処してください。

KDEC05502-EKDEC05502-EKDEC05502-EKDEC05502-E

An attempt to obtain a telegram has failed. (telegram type = 電文種別 )
電文の取得に失敗しました。

電文種別
• XML：XML電文
• BINARY：バイナリ電文
• DOM：DOM
• NODE_VALUE：部分要素
• SUB_TREE：部分木
• COMMON：内部的な共通データ

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前後に出ているメッセージの
対処方法に従って対処してください。

KDEC05503-WKDEC05503-WKDEC05503-WKDEC05503-W

An exception occurred during checking of the telegram format. (exception = 例外名 )
電文フォーマットの妥当性チェックで例外を検知しました。

例外名
• CSCDataTransformException：電文がフォーマット定義と不一致

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
電文がフォーマット定義に沿っているかどうかを確認してください。電文がフォー
マット定義に沿っている場合は，メッセージログファイルを参照し，障害要因を取
り除いてください。障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。
障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員
に連絡してください。
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KDEC05504-EKDEC05504-EKDEC05504-EKDEC05504-E

An attempt to specify format definition settings has failed. (information1 = 保守情報 , information2 
= 保守情報 )

フォーマット定義の設定に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前後に出ているメッセージの
対処方法に従って対処してください。

KDEC05505-EKDEC05505-EKDEC05505-EKDEC05505-E

An attempt to copy a telegram failed because an exception occurred. (exception = 例外名 )
例外を検知したため電文の複製に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前後に出力されているメッ
セージの対処方法に従って対処してください。障害となった要因が運用上の問題で
ない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC05506-EKDEC05506-EKDEC05506-EKDEC05506-E

An exception occurred during checking of the telegram format. (exception = 例外名 )
電文フォーマットの妥当性チェックで例外を検知しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
電文がフォーマット定義に沿っているかどうかを確認してください。電文がフォー
マット定義に沿っている場合は，メッセージログファイルを参照し，障害の要因を
取り除いてください。障害となった要因が運用上の問題であった場合は，再度実行
してください。障害となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを
採取し，保守員に連絡してください。

11.2.11　KDEC06001～ KDEC06500

KDEC06001-EKDEC06001-EKDEC06001-EKDEC06001-E
Startup processing failed because the definition file could not be read.

定義ファイルの読み込みに失敗したため開始処理に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
開始処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを確認し，このメッセージの前に出ているログメッセージ
に従って対処してください。

KDEC06002-EKDEC06002-EKDEC06002-EKDEC06002-E

An attempt to access a database has failed. (definition type = 定義種別 , access type = アクセス種
別 )

データベースのアクセスに失敗しました。

定義種別
• FORMAT：フォーマット定義
• TRANSFORM：データ変換定義

アクセス種別
• INSERT：追加
• DELETE：削除

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースへのアクセスに障害が発生しています。メッセージログファイルを参
照し，障害の要因を取り除いてください。障害の要因が運用上の問題であった場合
は再度実行してください。障害の要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレー
スを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC06003-EKDEC06003-EKDEC06003-EKDEC06003-E

The specified FormatID is invalid. (FormatID = フォーマット ID)
指定されたフォーマット IDが不正です。

フォーマット ID
• フォーマット IDがある場合：フォーマット ID
• フォーマット IDが空の場合：null

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDを見直して再度実行してください。
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KDEC06004-EKDEC06004-EKDEC06004-EKDEC06004-E
The format definition file corresponding to the specified FormatID does not exist. (FormatID = 
フォーマット ID)

指定されたフォーマット IDに対応するフォーマット定義ファイルは存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDを見直して再度実行してください。

KDEC06005-EKDEC06005-EKDEC06005-EKDEC06005-E
The data transform definition corresponding to the specified FormatID does not exist. (source 
FormatID = 変換前フォーマット ID, destination FormatID = 変換後フォーマット ID)

指定されたフォーマット IDに対応するデータ変換定義ファイルは存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDを見直して再度実行してください。

KDEC06006-EKDEC06006-EKDEC06006-EKDEC06006-E
The format definition file corresponding to the specified FormatID already exists. (FormatID = 
フォーマット ID)

指定されたフォーマット IDに対応するフォーマット定義ファイルがすでに存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDを見直して再度実行してください。

KDEC06007-EKDEC06007-EKDEC06007-EKDEC06007-E
The data transform definition file corresponding to the specified FormatID already exists. (source 
FormatID = 変換前フォーマット ID, destination FormatID = 変換後フォーマット ID)

指定されたフォーマット IDに対応するデータ変換定義ファイルがすでに存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDを見直して再度実行してください。
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KDEC06008-EKDEC06008-EKDEC06008-EKDEC06008-E

Data transformation failed. (information1 = 保守情報 , information2 = 保守情報 , information3 = 保
守情報 )

データ変換に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，このメッセージの前後に出ているメッセージの
対処方法に従って対処してください。

KDEC06009-EKDEC06009-EKDEC06009-EKDEC06009-E
An internal contradiction was detected while deleting information.

情報の削除で内部矛盾を検知しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを使用する場合，メッセージログファイルを参照し，データベースに
障害が発生していないかを確認してください。データベースを使用しない場合，
メッセージログファイルや OSの障害情報を参照し，ファイルの入出力に関する障
害などが発生していないかを確認してください。障害が発生している場合は，それ
ぞれの障害に対して対策を行い，HCSCサーバを再起動してください。問題が解決
しない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC06010-EKDEC06010-EKDEC06010-EKDEC06010-E
The format definition file corresponding to the specified FormatID already exists. (FormatID = 
フォーマット ID, information = 詳細情報 )

指定されたフォーマット IDに対応するフォーマット定義ファイルはすでに存在していま
す。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDまたは詳細情報の値を見直して再度実行してください。

KDEC06011-EKDEC06011-EKDEC06011-EKDEC06011-E
The format definition file of a different FormatType already exists for the specified FormatID. 
(FormatID = フォーマット ID, specified FormatType = 指定されたフォーマット定義のタイプ , 
existing FormatType = 存在するフォーマット定義のタイプ )

指定されたフォーマット IDで異なるフォーマットタイプのフォーマット定義ファイルは
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すでに存在します。

指定されたフォーマット定義のタイプ
• XML
• BINARY

存在するフォーマット定義のタイプ
• XML
• BINARY

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDまたはフォーマット定義のタイプを見直して再度実行してください。

KDEC06012-EKDEC06012-EKDEC06012-EKDEC06012-E
The format definition file corresponding to the specified FormatID does not exist. (FormatID = 
フォーマット ID, information = 詳細情報 )

指定されたフォーマット IDに対応するフォーマット定義ファイルは存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDまたは詳細情報の値を見直して再度実行してください。

KDEC06013-WKDEC06013-WKDEC06013-WKDEC06013-W
The format definition file corresponding to the specified FormatID is being used with other Business 
Process. (FormatID = フォーマット ID)

指定されたフォーマット IDに対応するフォーマット定義ファイルはほかのビジネスプロ
セスで使用中です。

(S)(S)(S)(S)
フォーマット定義の削除処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した IDの値を見直して再度実行してください。また，フォーマット定義を使用
しているすべてのビジネスプロセスが必要ない場合は，すべてのビジネスプロセス
を削除してください。

KDEC06014-EKDEC06014-EKDEC06014-EKDEC06014-E

An attempt to access a data has failed. (definition type = 定義種別 , access type = アクセス種別 )
データのアクセスに失敗しました。

操作種別
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• FORMAT：フォーマット定義
• TRANSFORM：データ変換定義

アクセス種別
• INSERT：追加
• DELETE：削除

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを確認し，このメッセージの前に出力されたログメッセー
ジに従って対処してください。

11.2.12　KDEC06501～ KDEC07000

KDEC06501-WKDEC06501-WKDEC06501-WKDEC06501-W

The specified trace output path is invalid. (trace path = トレースパス , trace type = トレースの種
類 )

指定したトレース出力先が不正です。

トレースの種類
• method trace：メソッドトレース
• request trace：リクエストトレース

(S)(S)(S)(S)

トレース出力先を指定している場合
デフォルトの出力先にトレースを出力し，処理を継続します。

トレース出力先を指定していない場合
デフォルトのディレクトリを作成し，処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)

トレース出力先を指定している場合
HCSCサーバランタイム定義ファイルのトレース出力先を正しく指定してくだ
さい。

トレース出力先を指定していない場合
対処の必要はありません。

KDEC06502-WKDEC06502-WKDEC06502-WKDEC06502-W

The trace output path cannot be accessed. (trace path = トレースパス , trace type = トレースの種
類 , cause = 発生した例外の詳細 )

トレースの出力先にアクセスできません。

トレースの種類
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• method trace：メソッドトレース
• request trace：リクエストトレース

(S)(S)(S)(S)
デフォルトの出力先にトレース出力し，処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
トレース出力先のセキュリティ属性を見直してください。

KDEC06504-EKDEC06504-EKDEC06504-EKDEC06504-E
The message file was not found.

メッセージファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
開始処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC06505-WKDEC06505-WKDEC06505-WKDEC06505-W

Initialization of the method trace failed. (cause = 発生詳細原因 , information = 発生した場所 )
メソッドトレースの初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メソッドトレースを出力しない状態で処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC06506-WKDEC06506-WKDEC06506-WKDEC06506-W

Initialization of the request trace failed. (cause = 発生詳細原因 , information = 発生した場所 )
リクエストトレースの初期化に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
リクエストトレースを出力しない状態で処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC06507-WKDEC06507-WKDEC06507-WKDEC06507-W

Closing the trace failed. (cause = 発生詳細原因 , information = 発生した場所 )
トレースの終了処理に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
終了処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
障害要因が運用上の問題でないか確認してください。障害となった要因が運用上の
問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC06509-WKDEC06509-WKDEC06509-WKDEC06509-W
The method trace is unavailable because the default method trace output path could not be 
obtained. (information = 発生した例外の詳細 )

デフォルトのメソッドトレース出力先を得られないため，メソッドトレースが出力でき
ません。

(S)(S)(S)(S)
メソッドトレースを出力しない状態で処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusのログ出力先のセキュリティ属性を見直してください。または，ほか
の出力先を指定してください。

KDEC06510-WKDEC06510-WKDEC06510-WKDEC06510-W
The request trace is unavailable because the default request trace output path could not be 
obtained. (information = 発生した例外の詳細 )

デフォルトのリクエストトレース出力先を得られないため，リクエストトレースが出力
できません。

(S)(S)(S)(S)
リクエストトレースを出力しない状態で処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusのログ出力先のセキュリティ属性を見直してください。または，ほか
の出力先を指定してください。

11.2.13　KDEC07001～ KDEC07500

KDEC07001-EKDEC07001-EKDEC07001-EKDEC07001-E

An invalid command request was received. (information = デバッグ情報 )
不正な要求を受け取りました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC07002-EKDEC07002-EKDEC07002-EKDEC07002-E

A specified command parameter is invalid. (command = コマンド種別 , parameter = 不正パラメタ
種別 )

コマンドのパラメタが不正です。

コマンド種別
HCSCサーバへの要求を識別するための文字列が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC07003-EKDEC07003-EKDEC07003-EKDEC07003-E

An unexpected exception occurred during command processing. (exception = 例外種別 , message 
= 例外メッセージ )

コマンド処理中に予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC07004-IKDEC07004-IKDEC07004-IKDEC07004-I

The HCSC command was accepted. (command = コマンド種別 )
コマンドを受け付けました。

コマンド種別
HCSCサーバへの要求を識別するための文字列が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

KDEC07005-IKDEC07005-IKDEC07005-IKDEC07005-I

The HCSC command finished successfully. (command = コマンド種別 )
コマンド処理が完了しました。

コマンド種別
HCSCサーバへの要求を識別するための文字列が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。
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KDEC07006-EKDEC07006-EKDEC07006-EKDEC07006-E

The HCSC command failed. (command = コマンド種別 )
コマンド処理が失敗しました。

コマンド種別
HCSCサーバへの要求を識別するための文字列が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

11.2.14　KDEC10001～ KDEC10500

KDEC10001-IKDEC10001-IKDEC10001-IKDEC10001-I

The HCSC command was accepted. (command = コマンド種別 )
コマンドを受け付けました。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

KDEC10002-IKDEC10002-IKDEC10002-IKDEC10002-I

The HCSC command finished successfully. (command = コマンド種別 )
コマンド処理が完了しました。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

KDEC10003-EKDEC10003-EKDEC10003-EKDEC10003-E

The HCSC command failed. (command = コマンド種別 )
コマンド処理が失敗しました。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運
用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因が運用上の問
題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10004-EKDEC10004-EKDEC10004-EKDEC10004-E

A specified command parameter is invalid. (command = コマンド種別 , parameter = 不正パラメタ
種別 )

コマンドのパラメタが不正です。

コマンド種別
HCSCサーバのコマンド名または HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」
が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定したパラメタを確認して，再度実行してください。

KDEC10005-EKDEC10005-EKDEC10005-EKDEC10005-E

File access failed. (file name = ファイル名 )
ファイルアクセスに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
［ファイル名］のファイルを確認してください。

KDEC10006-EKDEC10006-EKDEC10006-EKDEC10006-E

The command cannot execute because another HCSC command is executing. (command = 本コ
マンドのコマンド種別 )

ほかの HCSCコマンドが実行中のため，コマンドが実行できません。または，同一の
HCSCサーバに対して，運用環境（画面）からの操作やHCSCコマンドを同時に実行し
ようとしているため，処理を実行できません。

本コマンドのコマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ほかのコマンドが終了してから，再度コマンドを実行してください。または，ほか
の操作が終了してから，再度操作してください。
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KDEC10007-EKDEC10007-EKDEC10007-EKDEC10007-E

The command cannot execute because the HCSC server is starting. (command = コマンド種別 )
HCSCサーバが起動しているため，コマンドが実行できません。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを停止して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10008-EKDEC10008-EKDEC10008-EKDEC10008-E
The command cannot execute because the adapter and business process of the HCSC server has 
not been deleted. (command = コマンド種別 )

削除されていないアダプタやビジネスプロセスがあるために，HCSCサーバのアンセッ
トアップに失敗しました。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
アダプタまたはビジネスプロセスを削除して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10009-WKDEC10009-WKDEC10009-WKDEC10009-W
Part of the processing failed but the command continued. For details, please check the message 
log. (command = コマンド種別 )

一部の処理に失敗しましたが，コマンドを続行しました。詳細はメッセージログを参照
してください。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いて再度実行してください。

KDEC10010-EKDEC10010-EKDEC10010-EKDEC10010-E

The connection to the J2EE server failed. (name = J2EEサーバ名 )
J2EEサーバのとの接続に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバの状態を確認してください。

KDEC10011-EKDEC10011-EKDEC10011-EKDEC10011-E

A command issued to the J2EE server failed. (command = コマンド種別 , error message = エラー
メッセージ )

J2EEサーバへ発行したコマンドが失敗しました。

コマンド種別
表示する文字と J2EEサーバのコマンドの対応を次の表に示します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバのメッセージログファイルを参照し，障害要因を取り除いてください。
障害要因が運用上の問題であった場合は再度実行してください。障害となった要因
が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC10012-EKDEC10012-EKDEC10012-EKDEC10012-E
A command issued to Cosminexus Reliable Messaging failed. (system name = Cosminexus 
Reliable Messagingのシステム名 , command = コマンド種別 , name = キュー名またはキューの
宛先名 , error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )

Cosminexus Reliable Messagingへ発行したコマンドが失敗しました。

表示する文字 対応する J2EEサーバのコマンド

start cjstartsv

stop cjstopsv

deleteApp cjdeleteapp

getAppProp cjgetappprop

importApp cjimportapp

listApp cjlistapp

setAppProp cjsetappprop

startApp cjstartapp

stopApp cjstopapp

getAttribute(State) -  (J2EEサーバの状態採取 )
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コマンド種別
CosminexusRMのコマンド名が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
次に示す表のコマンド種別および障害コードに従って対処してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法

1 共通 HRM-0082
2

内部エラーが発生しました。 この障害の発生前後に出力さ
れたメッセージを参照し，該
当する障害要因を取り除いて
ください。障害要因を取り除
けない場合は Cosminexus 
Reliable Messagingのログ・
トレースを採取の上，保守員
に連絡してください。

2 HRM-0120
1

メソッドの引数の値が nullでし
た。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

3 HRM-0120
2

メソッドの引数の値が不正でし
た。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

4 HRM-0120
3

サポートされていないコマンド
を実行しました。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

5 HRM-0120
4

CommandAdapterがクローズ
状態だったため，メソッドの実
行に失敗しました。

この障害の発生前後に出力さ
れたメッセージを参照し，該
当する障害要因を取り除いて
ください。障害要因を取り除
けない場合は Cosminexus 
Reliable Messagingのログ・
トレースを採取の上，保守員
に連絡してください。

6 HRM-2001
0

コマンドオプションに指定した
値が不正です。

この障害の発生前後に出力さ
れたメッセージを参照し，該
当する障害要因を取り除いて
ください。障害要因を取り除
けない場合は Cosminexus 
Reliable Messagingのログ・
トレースを採取の上，保守員
に連絡してください。

7 HRM-2001
1

コマンドの形式が不正です。 ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

8 HRM-2001
2

コマンドが失敗しました。 メッセージログファイルを参
照し，障害要因を表すメッ
セージを特定したあと，その
メッセージの対処方法に従っ
てください。障害要因を取り
除いたあと，再度コマンドを
実行してください。
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9 hrmmkque HRM-2000
0

指定したキュー名の文字数が上
限の 20文字を超えています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

10 HRM-2000
1

指定したキュー名に不正な文字
が含まれています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

11 HRM-2000
2

指定したキュー名はすでに存在
しています。

HCSCが使用する下記キュー
名のキューがすでに存在しな
いか確認してください。
• CSC_<クラスタ名 ><サー
ビス ID>

• CSC<クラスタ名
>ACPT_RCVQ

• CSC<クラスタ名
>ACPT_DBQ

• CSC<クラスタ名
>TRNS_RCVQ

• CSC_<クラスタ名 ><連携
先クラスタ名 >

12 HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

13 HRM-2003
6

指定した宛先名の宛先は存在し
ません。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

14 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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15 HRM-2006
0

MANAGED_STATE以外のシ
ステム状態で，
RMDeadMessageQueueName
と同じキュー名を指定したため，
キュー作成に失敗しました。

Cosminexus Reliable 
Messagingの
RMDeadMessageQueueNa
meが HCSCの使用する次に
示すキュー名と一致すること
が無いか確認してください。
• CSC_<クラスタ名 ><アダ
プタ名 >

• CSC<クラスタ名
>ACPT_RCVQ

• CSC<クラスタ名
>ACPT_DBQ

• CSC<クラスタ名
>TRNS_RCVQ

• CSC_<クラスタ名 ><連携
先クラスタ名 >

16 HRM-2006
1

削除したキューと同名かつ異な
る種類のキューを作成しようと
したためキュー作成に失敗しま
した。

Cosminexus Reliable 
Messagingを再起動したあ
と，コマンドを再度実行して
ください。

17 HRM-2006
2

削除したキューと同名かつ異な
るキューモードのキューを作成
しようとしたためキュー作成に
失敗しました。

Cosminexus Reliable 
Messagingを再起動したあ
と，コマンドを再度実行して
ください。

18 HRM-2006
3

削除したキューと同名の受信用
共用キューを作成する場合，異
なる値の最大メッセージ長で
キューを作成しようとしたため，
キュー作成に失敗しました。

Cosminexus Reliable 
Messagingを再起動したあ
と，コマンドを再度実行して
ください。

19 HRM-2006
4

受信用共用キューがサポートし
ていないバージョンであるため，
共用キューの作成に失敗しまし
た。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

20 HRM-2006
5

データベースアクセス時にエ
ラーが発生したため，共用
キューの作成に失敗しました。

要因としてデータベースの停
止，対応する受信用共用
キューが削除されている，な
どが考えられます。障害要因
を取り除いたあと，コマンド
を再度実行してください。

21 HRM-2010
0

指定したディスプレイ名はすで
に存在しています。

指定したキューのディスプレ
イ名の値を見直し，コマンド
を再度実行してください。

22 hrmdelque HRM-2000
0

指定したキュー名の文字数が上
限の 20文字を超えています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

23 HRM-2000
1

指定したキュー名に不正な文字
が含まれています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

24 HRM-2000
3

指定したキュー名のキューは存
在しません。

再度削除する契機で出力され
るため，問題ありません。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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25 HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

26 HRM-2000
9

指定したキューにはメッセージ
が登録されているため，キュー
の属性変更および削除はできま
せん。

メッセージが送信されるまで
待ってからアダプタを削除す
るか，またはアダプタを強制
削除してください。

27 HRM-2003
5

キューの構成を変更できない状
態です。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

28 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

29 HRM-2005
9

キューを監視している
Message-driven Beanが存在す
るため，キュー削除に失敗しま
した。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

30 HRM-2006
6

キューが抑止していないまたは
閉塞状態ではないため，キュー
削除に失敗しました。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

31 HRM-2006
7

キューに対するトランザクショ
ンが実行状態のため，キュー削
除に失敗しました。

キューに対するトランザク
ションの決着を待ち，コマン
ドを再度実行してください。

32 HRM-2006
8

Cosminexus Reliable 
Messaging起動直後の
MANAGED_STATE以外のシ
ステム状態で，
RMDeadMessageQueueName
と同じキュー名を指定したため，
キュー削除に失敗しました。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

33 HRM-2007
2

キューの種類が不明による閉塞
状態のため，キュー削除に失敗
しました。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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34 hrmmkaddr HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

35 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

36 HRM-2003
8

指定した宛先名はすでに存在し
ています。

nameで表示される宛先名が
すでに存在するか確認してく
ださい。ユーザが作成した宛
先名がHCSCの使用する次
に示す宛名と一致することが
無いか確認してください。
• CSC<サービス ID>

37 hrmdeladdr HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

38 HRM-2003
6

指定した名称の宛先名は存在し
ません。

再度削除する契機で出力され
るため，問題ありません。

39 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

40 HRM-2003
9

指定した宛先はキューで参照し
ているため削除できません。

再度コマンドを実行してくだ
さい。コマンドの再投入で回
復しない場合はログ・トレー
スを採取の上，保守員に連絡
してください。

41 hrmstartque HRM-2000
0

指定したキュー名の文字数が上
限の 20文字を超えています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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42 HRM-2000
1

指定したキュー名に不正な文字
が含まれています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

43 HRM-2000
3

指定したキュー名のキューは存
在しません。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

44 HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

45 HRM-2000
7

指定したキューは閉塞状態であ
るため，コマンドを実行できま
せん。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

46 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

47 hrmstopque HRM-2000
0

指定したキュー名の文字数が上
限の 20文字を超えています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

48 HRM-2000
1

指定したキュー名に不正な文字
が含まれています。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

49 HRM-2000
3

指定したキュー名のキューは存
在しません。

アダプタの削除，HCSCサー
バのアンセットアップで出力
された場合は問題ありませ
ん。その他の場合はログ・ト
レースを採取の上，保守員に
連絡してください。

50 HRM-2000
6

システム状態が不正です。 Cosminexus Reliable 
Messagingのシステムの状態
が発行したコマンドを実行で
きる状態であるか確認し，必
要に応じて Cosminexus 
Reliable Messagingのシステ
ムの状態を変更したあと，再
度コマンドを実行してくださ
い。

51 HRM-2000
7

指定したキューは閉塞状態であ
るため，コマンドを実行できま
せん。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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KDEC10013-EKDEC10013-EKDEC10013-EKDEC10013-E
An attempt to connect to Cosminexus Reliable Messaging has failed. (system name = Cosminexus 
Reliable Messagingのシステム名 , exception = 例外種別 , message = エラーメッセージ )

Cosminexus Reliable Messagingへの接続が失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus Reliable Messagingおよび J2EEサーバの状態を確認してください。

KDEC10014-EKDEC10014-EKDEC10014-EKDEC10014-E

An unexpected exception occurred. (exception = 例外種別 , message = エラーメッセージ )
予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10015-EKDEC10015-EKDEC10015-EKDEC10015-E

An attempt to connect to a HCSC J2EE application has failed. (name = HCSCサーバ名 , exception 
= 例外種別 , message = エラーメッセージ )

HCSCサーバへのコマンド要求が失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバの状態を cmslsstateコマンドで確認してください。

52 HRM-2003
7

キュー間転送機能が無効となり，
使用できない状態です。

Cosminexus Reliable 
Messagingのコンフィグプロ
パティ RMTRConnectFlag
に trueを指定し，
Cosminexus RMを再起動し
たあとで再度コマンドを実行
してください。

53 HRM-2004
1

指定したキューの種別が不正で
す。

ログ・トレースを採取の上，
保守員に連絡してください。

項
番

コマンド種別 障害コード 要因 対処方法
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KDEC10016-EKDEC10016-EKDEC10016-EKDEC10016-E

The command cannot execute because the HCSC server is not running. (command = コマンド種
別 )

HCSCサーバが起動していないため，コマンドまたは運用環境（画面）からの操作が実
行できません。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバを起動して，再度コマンドを実行するか，または再度操作してくださ
い。

KDEC10017-EKDEC10017-EKDEC10017-EKDEC10017-E

The queue cannot be deleted because a message remains in the queue. (name = キュー名 )
キュー内にメッセージが残っているため，キューの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージが送信されるまで待ってからアダプタを削除するか，またはアダプタを
強制削除してください。

KDEC10020-EKDEC10020-EKDEC10020-EKDEC10020-E

A parameter of the setup file is invalid. (parameter = パラメタ識別子 )
HCSCサーバのセットアップ定義ファイルの内容が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10021-EKDEC10021-EKDEC10021-EKDEC10021-E

The length of the parameter string is invalid. (parameter = パラメタ識別子 , length = 文字列長 )
パラメタで指定した文字列の長さが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
正しいパラメタを指定して，再度実行してください。
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KDEC10022-EKDEC10022-EKDEC10022-EKDEC10022-E

The specified parameter is outside the valid range. (parameter = パラメタ識別子 )
パラメタで指定した指定値が範囲外です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
正しいパラメタを指定して，再度実行してください。

KDEC10023-EKDEC10023-EKDEC10023-EKDEC10023-E

The stipulated file in the adapter configuration was not found. (adapter name = サービスアダプタ
またはビジネスプロセスのサービス ID, file name = ファイル名 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの構成内に規定のファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスを再作成してください。

KDEC10024-EKDEC10024-EKDEC10024-EKDEC10024-E

A parameter of the adapter definition file was not found. (adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, file name = ファイル名 , parameter = パラメタ識別子 )

サービス IDのサービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスアダプタ定義ファイ
ルのパラメタが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスを再作成してください。

KDEC10025-EKDEC10025-EKDEC10025-EKDEC10025-E

The length of a parameter of the adapter definition file is invalid. (adapter name = サービスアダプ
タまたはビジネスプロセスのサービス ID, file name = ファイル名 , parameter = パラメタ識別子 )

サービス IDのサービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスアダプタ定義ファイ
ルのパラメタ値の長さが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスを再作成してください。
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KDEC10026-EKDEC10026-EKDEC10026-EKDEC10026-E

A parameter value of the adapter definition file is invalid.(adapter name = サービスアダプタまたは
ビジネスプロセスのサービス ID, file name = ファイル名 , parameter = パラメタ識別子 )

サービス IDのサービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービスアダプタ定義ファイ
ルのパラメタ値が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスを再作成してください。

KDEC10027-IKDEC10027-IKDEC10027-IKDEC10027-I

The HCSC command finished successfully. (command = コマンド種別 , delete num = 削除実行履
歴数 )

コマンド処理が完了しました。

コマンド種別
HCSCサーバのコマンド名，または HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション
名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

KDEC10028-EKDEC10028-EKDEC10028-EKDEC10028-E

A setting in the Cosminexus usrconf.properties file is invalid. (parameter = プロパティキー )
Cosminexusの usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）設定が
不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusの usrconf.properties（J2EEサーバ用ユーザプロパティファイル）設
定を確認してください。メッセージログで出力されたプロパティキーの値を確認し
て再度実行してください。

KDEC10029-EKDEC10029-EKDEC10029-EKDEC10029-E

The specified adapter is already in place. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロ
セスのサービス ID)

指定したサービスアダプタまたはビジネスプロセスは配備済みです。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセス削除後に再度実行してください。

KDEC10030-WKDEC10030-WKDEC10030-WKDEC10030-W

The specified adapter has already been deleted. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネ
スプロセスのサービス ID)

指定したサービスアダプタまたはビジネスプロセスはすでに削除されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KDEC10031-EKDEC10031-EKDEC10031-EKDEC10031-E

The application attributes file is invalid. (application name = アプリケーション名 , type = ファイル
タイプ , error message = エラーメッセージ )

属性ファイルが不正です。

ファイルタイプ
• 1：getAppPropにて取得したファイル
• 2：アダプタ内定義ファイル
• 3：HCSCサーバ用 systemファイル
• 4：リクエスト受付用 systemファイル
• 5：ユーザ定義受付内定義ファイル

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
カスタムアダプタの場合，アダプタの cscadapter_property.xmlを確認してくださ
い。カスタムアダプタ以外の場合はログ・トレースを採取し，保守員に連絡してく
ださい。

KDEC10033-EKDEC10033-EKDEC10033-EKDEC10033-E

The adapter cannot be deleted because it is starting. (adapter name = サービスアダプタまたはビ
ジネスプロセスのサービス ID)

サービスアダプタまたはビジネスプロセスが起動中のため，サービスアダプタまたはビ
ジネスプロセスの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセス停止後に再度実行してください。
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KDEC10034-WKDEC10034-WKDEC10034-WKDEC10034-W

The queue has already been deleted. (queue name = キュー名 )
サービスアダプタの転送キューはすでに削除されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KDEC10035-EKDEC10035-EKDEC10035-EKDEC10035-E

The combination of specified parameters is invalid. (command = コマンド種別 , parameter = パラ
メタ識別子 )

パラメタ指定の組み合わせが不正です。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
正しいパラメタを指定して，再度実行してください。

KDEC10036-EKDEC10036-EKDEC10036-EKDEC10036-E

This HCSC command is not supported. (command = コマンド種別 )
未サポートのコマンドです。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

KDEC10037-EKDEC10037-EKDEC10037-EKDEC10037-E

The specified adapter was not found. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセス
のサービス ID)

指定したサービスアダプタまたはビジネスプロセスは配備されていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービス IDのサービスアダプタまたはビジネスプロセスが配備されているか確認し
てください。
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KDEC10038-EKDEC10038-EKDEC10038-EKDEC10038-E

An attempt to import an adapter has failed. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプ
ロセスのサービス ID, location = ロケーション情報の有無 , application = アプリケーション有無 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスのインポートに失敗しました。

ロケーション情報の有無
• found：ロケーション情報あり
• not found：ロケーション情報なし

アプリケーション有無
• found：アプリケーション配備済み
• not found：アプリケーション未配備

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10039-EKDEC10039-EKDEC10039-EKDEC10039-E
Command execution failed because the adapter is waiting for input from another HCSC command. 
(adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロセスのサービス ID, status = サービスアダ
プタまたはビジネスプロセスの状態 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態がほかのコマンド再入力待ちのため，
コマンドまたは運用環境（画面）からの操作の処理に失敗しました。

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗
• deleting：削除処理中

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態に対応したコマンドを再入力して
ください。
• starting/startfailed：サービスアダプタまたはビジネスプロセス起動，サービスア
ダプタまたはビジネスプロセス停止

• stopping/stopfailed：サービスアダプタまたはビジネスプロセス停止
• deleting：サービスアダプタまたはビジネスプロセス削除
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KDEC10040-EKDEC10040-EKDEC10040-EKDEC10040-E

The specified HCSC server was not found. (name = 指定した HCSCサーバ名 )
指定した HCSCサーバが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドに指定したHCSCサーバ名が正しいか確認してください。コマンドに指定
したHCSCサーバ名が正しい場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡して
ください。

KDEC10041-EKDEC10041-EKDEC10041-EKDEC10041-E

An attempt to create a database table has failed. (parameter = 生成失敗時の SQL, message = 例
外メッセージ )

データベースのテーブル生成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
例外メッセージを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の問
題であった場合は，再度HCSCサーバの再セットアップを実行してください。障害
となった要因が運用上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連
絡してください。

KDEC10042-WKDEC10042-WKDEC10042-WKDEC10042-W

An attempt to delete a database table has failed. (parameter = 削除失敗時の SQL, message = 例
外メッセージ )

データベースのテーブル削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続しますが，データベースの障害要因によって処理を中断することがあり
ます。

(O)(O)(O)(O)
データベースのテーブルが削除されているか確認して，必要なら再度実行してくだ
さい。

KDEC10043-WKDEC10043-WKDEC10043-WKDEC10043-W
An attempt to release the asynchronous request receptor queue has failed. (request receptor type 
= キューの抑止解除に失敗した標準受付の種別 )

非同期標準受付のキューの抑止解除に失敗しました。

キューの抑止解除に失敗した標準受付の種別
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• JMS：JMS標準受付
• DBQ：DBキュー標準受付
• JMS/DBQ：JMS標準受付と DBキュー標準受付

(S)(S)(S)(S)
キューの抑止解除に失敗した標準受付以外の標準受付は処理を継続します。キュー
の抑止解除に失敗した標準受付では，キューへのリクエストを受け付けない状態と
なり，キュー内に送信済みのリクエストはそのまま滞留します。

(O)(O)(O)(O)
前後で出力されているログメッセージを参照し，キューの抑止解除に失敗した原因
を取り除いた後，一度，標準受付を停止してから再開始してください。または，
Cosminexus Reliable Messagingのコマンドで標準受付のキューの抑止を解除して
ください。

KDEC10044-EKDEC10044-EKDEC10044-EKDEC10044-E

An attempt to access the database table has failed. (error code = 障害コード , error message = エ
ラーメッセージ )

データベーステーブルへのアクセスに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
データベースへのアクセスで障害が発生しています。メッセージログファイルを参
照し，障害の要因を取り除いてください。障害の要因が運用上の問題であった場合
は，再度実行してください。障害の要因が運用上の問題でない場合は，ログ・ト
レースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10045-EKDEC10045-EKDEC10045-EKDEC10045-E
The specified SQL script file is invalid.

指定した SQLスクリプトファイルの内容が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバのセットアップ定義ファイルに指定した SQLスクリプトファイルの内
容を確認してください。

KDEC10046-EKDEC10046-EKDEC10046-EKDEC10046-E
An attempt to access the HCSC server runtime information file has failed.

HCSCサーバのランタイム定義ファイルのアクセスに失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバで障害が発生している可能性があります。メッセージログファイルを
確認してください。障害が発生している場合は，メッセージを参照し障害要因を取
り除き，HCSCサーバの定義情報を再度設定してください。再設定しても回復しな
い場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10047-EKDEC10047-EKDEC10047-EKDEC10047-E

A server with the same name but different capitalization has already been set up. (name = セット
アップされている HCSCサーバ名 )

大文字・小文字だけが異なるHCSCサーバがセットアップされています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
セットアップするHCSCサーバ名を確認してください。

KDEC10048-WKDEC10048-WKDEC10048-WKDEC10048-W

The adapter status change was detected. (adapter name = サービスアダプタまたはビジネスプロ
セスのサービス ID, location status = ロケーションテーブルのサービスアダプタまたはビジネス
プロセス状態 , application status = サービスアダプタまたはビジネスプロセスアプリケーション
の状態 )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態変化を検出しました。

ロケーションテーブルのサービスアダプタまたはビジネスプロセス状態
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗
• deleting：削除処理中

サービスアダプタまたはビジネスプロセスアプリケーションの状態
詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　コマンド編」を参照し
てください。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態を確認してください。
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KDEC10049-WKDEC10049-WKDEC10049-WKDEC10049-W

The request receptor status change was detected. (receptor status = リクエスト受付 , application 
name = 状態変化を検出したリクエスト受付のアプリケーション名 , application status = 状態変化
を検出したリクエスト受付アプリケーションの状態 )

リクエスト受付の状態変化を検出しました。

リクエスト受付の状態
• active：開始状態
• inactive：停止状態
• starting：開始処理中
• startfailed：開始失敗
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗

状態変化を検出したリクエスト受付アプリケーションの状態
詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス　コマンド編」を参照し
てください。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
リクエスト受付の状態を確認してください。

KDEC10050-WKDEC10050-WKDEC10050-WKDEC10050-W

An attempt to access a database has failed. (information = 詳細情報 )
データベースのアクセスに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
データベースの状態を確認してください。

KDEC10051-EKDEC10051-EKDEC10051-EKDEC10051-E
The command cannot execute because another HCSC command is executing.

ほかの HCSCコマンドが実行中のため，コマンドが実行できません。または，同一の
HCSCサーバに対して，運用環境（画面）からの操作や，HCSCコマンドを同時に実行
しようとしているため，処理を実行できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ほかのコマンドが終了してから，再度コマンドを実行してください。または，ほか
の操作が終了してから，再度操作してください。
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KDEC10052-EKDEC10052-EKDEC10052-EKDEC10052-E

The stipulated file in the reception configuration was not found. (reception ID = 受付 ID, file name 
= ファイル名 )

ユーザ定義受付の構成内に規定のファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を再作成してください。

KDEC10053-EKDEC10053-EKDEC10053-EKDEC10053-E

A parameter of the reception definition file was not found. (reception ID = 受付 ID, file name = ファ
イル名 , parameter = パラメタ識別子 )

ユーザ定義受付の受付定義ファイルのパラメタが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を作成する際に指定したパラメタの値を見直して，ユーザ定義受付
を再作成してください。

KDEC10054-EKDEC10054-EKDEC10054-EKDEC10054-E

The length of a parameter of the reception definition file is invalid. (reception ID = 受付 ID, file name 
= ファイル名 , parameter = パラメタ識別子 )

ユーザ定義受付の受付定義ファイルのパラメタ値の長さが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を作成する際に指定したパラメタの値を見直して，ユーザ定義受付
を再作成してください。

KDEC10055-EKDEC10055-EKDEC10055-EKDEC10055-E

A parameter value of the reception definition file is invalid. (reception ID = 受付 ID, file name = ファ
イル名 , parameter = パラメタ識別子 )

ユーザ定義受付の受付定義ファイルのパラメタ値が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を作成する際に指定したパラメタの値を見直して，ユーザ定義受付
を再作成してください。
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KDEC10056-WKDEC10056-WKDEC10056-WKDEC10056-W

The user defined reception started, but the called service did not start. (reception ID = 受付 ID, 
service name = ユーザ定義受付から呼び出すサービス名 )

ユーザ定義受付の起動は成功しましたが，ユーザ定義受付から呼び出すサービス部品が
起動していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付に関連づけられている呼び出すサービス（サービスアダプタ /ビジネ
スプロセス /サービスグループ）の状態を確認して，サービスを起動してください。

KDEC10057-EKDEC10057-EKDEC10057-EKDEC10057-E

The specified reception is already in place. (reception ID = 受付 ID)
指定したユーザ定義受付はすでに配備されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付削除後に再度実行してください。

KDEC10058-WKDEC10058-WKDEC10058-WKDEC10058-W

The specified reception has already been deleted. (reception ID = 受付 ID)
指定したユーザ定義受付はすでに削除されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KDEC10059-EKDEC10059-EKDEC10059-EKDEC10059-E

The same value is specified in the parameter. (command = コマンド種別 , parameter = 不正パラ
メタ )

パラメタに同じ値を指定しています。

コマンド種別
HCSCサーバのコマンド名または HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」
が表示されます。

不正パラメタ
パラメタの <.通番 >は出力しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
パラメタの値を確認して，再度実行してください。

KDEC10060-EKDEC10060-EKDEC10060-EKDEC10060-E

An attempt to import a reception has failed. (reception ID = 受付 ID, location = ロケーション情報
の有無 , application = アプリケーション有無 )

ユーザ定義受付のインポートに失敗しました。

ロケーション情報の有無
• found：ロケーション情報あり
• not found：ロケーション情報なし

アプリケーション有無
• found：アプリケーション配備済み
• not found：アプリケーション未配備

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10061-EKDEC10061-EKDEC10061-EKDEC10061-E

The reception cannot be deleted because it is starting. (reception ID = 受付 ID)
ユーザ定義受付が起動中のため，ユーザ定義受付の削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付停止後に再度実行してください。

KDEC10062-EKDEC10062-EKDEC10062-EKDEC10062-E
Command execution failed because the reception is waiting for input from another HCSC 
command. (reception ID = 受付 ID, status = ユーザ定義受付の状態 )

ユーザ定義受付の状態がほかのコマンド再入力待ちのため，コマンドの処理に失敗しま
した。

ユーザ定義受付の状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗
• deleting：削除処理中
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態に対応したコマンドを再入力してください。
• starting/startfailed：ユーザ定義受付起動，ユーザ定義受付停止
• stopping/stopfailed：ユーザ定義受付停止
• deleting：ユーザ定義受付削除

KDEC10063-EKDEC10063-EKDEC10063-EKDEC10063-E

The specified reception was not found. (reception ID = 受付 ID)
指定したユーザ定義受付は配備されていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
[受付 ID]のユーザ定義受付が配備されているか確認してください。

KDEC10064-WKDEC10064-WKDEC10064-WKDEC10064-W

The reception status change was detected. (reception ID = 受付 ID, location status = ロケーション
テーブルのユーザ定義受付状態 , application status = J2EEアプリケーションの状態 )

ユーザ定義受付の状態変化を検出しました。

ロケーションテーブルのユーザ定義受付状態
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗
• deleting：削除処理中

J2EEアプリケーションの状態
詳細については，マニュアル「Cosminexus　リファレンス」を参照してください。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態を確認してください。

KDEC10065-EKDEC10065-EKDEC10065-EKDEC10065-E
The command cannot execute because the reception of the HCSC server has not been deleted. 
(command = コマンド種別 )
988



11.　メッセージ
削除されていないユーザ定義受付があるため，HCSCサーバのアンセットアップに失敗
しました。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付を削除して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10066-WKDEC10066-WKDEC10066-WKDEC10066-W

An exception occurred during checking of the component status. (error code = 障害コード , error 
message = エラーメッセージ )

コンポーネントの状態チェックでエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセス，リクエスト受付，ユーザ定義受付の状
態を確認してください。

KDEC10067-WKDEC10067-WKDEC10067-WKDEC10067-W

An exception occurred during update of the adapter status. (adapter name = サービスアダプタま
たはビジネスプロセスのサービス ID, error code = 障害コード , error message = エラーメッセー
ジ )

サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態更新でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタまたはビジネスプロセスの状態を確認してください。

KDEC10068-WKDEC10068-WKDEC10068-WKDEC10068-W

An exception occurred during update of the request receptor status. (error code = 障害コード , 
error message = エラーメッセージ )

リクエスト受付の状態更新でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
リクエスト受付の状態を確認してください。
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KDEC10069-WKDEC10069-WKDEC10069-WKDEC10069-W

An exception occurred during update of the reception status. (reception ID = 受付 ID, error code = 
障害コード , error message = エラーメッセージ )

ユーザ定義受付の状態更新でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ定義受付の状態を確認してください。

KDEC10070-EKDEC10070-EKDEC10070-EKDEC10070-E

A communication error with the administration agent occurred. (command = コマンド種別 ,  error 
message = エラーメッセージ )

運用管理エージェントとの通信時にエラーが発生しました。

コマンド種別
表示する文字と J2EEサーバのコマンドの対応を次の表に示します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
運用管理エージェントが起動していることを確認してください。停止している場合
は，Management Server，および運用管理エージェントを再起動してください。再
起動しても障害が回復しない場合は，保守員に連絡してください。

KDEC10071-EKDEC10071-EKDEC10071-EKDEC10071-E

A data access error occurred. (error code = 障害コード , error message = エラーメッセージ )
データへのアクセスでエラーが発生しました。

表示する文字 対応する J2EEサーバのコマンド

start cjstartsv

stop cjstopsv

deleteApp cjdeleteapp

getAppProp cjgetappprop

importApp cjimportapp

listApp cjlistapp

setAppProp cjsetappprop

startApp cjstartapp

stopApp cjstopapp

getAttribute(State) -  (J2EEサーバの状態採取 )
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
エラーメッセージを参照し，障害の要因を取り除いてください。障害となった要因
が運用上の問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要因が運用
上の問題でない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10072-EKDEC10072-EKDEC10072-EKDEC10072-E

This command cannot be used. (command = コマンド種別 , reason = 理由 )
理由に表示されている構成でセットアップを行っているため，このコマンドを使用する
ことはできません。

コマンド種別
HCSCサーバの「MBean名 #オペレーション名」が表示されます。

理由
• database is not used：データベースを使用しない構成

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
理由に表示されている構成でHCSCサーバがセットアップされているため，入力し
たコマンドは使用できません。

KDEC10073-EKDEC10073-EKDEC10073-EKDEC10073-E

The combination of specified parameters is invalid. (parameter1 = プロパティ 1, value1 = プロパ
ティ 1の値 , parameter2 = プロパティ 2, value2 = プロパティ 2の値 )

HCSCサーバセットアップ定義ファイル，またはHCSCサーバランタイム定義ファイル
に指定したプロパティと値の組み合わせが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイル，または HCSCサーバランタイム定義ファ
イルに指定した内容を見直して，指定するとエラーになる組み合わせでプロパティ
と値を定義していないかを確認してください。そのあと，再度HCSCサーバのセッ
トアップを実行してください。問題が解決しない場合は，ログ・トレースを採取し，
保守員に連絡してください。

KDEC10074-EKDEC10074-EKDEC10074-EKDEC10074-E

A required parameter has not been specified. (parameter = プロパティ )
HCSCサーバセットアップ定義ファイルで必須のプロパティを指定していません。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに指定した内容を見直して，指定する必要
のあるプロパティをすべて定義しているかどうかを確認してください。問題が解決
したら，再度 HCSCサーバのセットアップを実行してください。問題が解決しない
場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10075-EKDEC10075-EKDEC10075-EKDEC10075-E

A parameter value is not specified. (parameter = プロパティ )
HCSCサーバのセットアップ定義ファイルのプロパティに値を指定していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルに指定した内容を見直して，プロパティに
値を指定しているかどうかを確認してください。問題が解決したら，再度 HCSC
サーバのセットアップを実行してください。問題が解決しない場合は，ログ・ト
レースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC10400-EKDEC10400-EKDEC10400-EKDEC10400-E
The command syntax is invalid.

コマンドの使用方法に誤りがあります。

(S)(S)(S)(S)
コマンドが異常終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドのパラメタを見直して，再度実行してください。

KDEC10401-IKDEC10401-IKDEC10401-IKDEC10401-I
Usage: csmlsstate [<HCSCServerName>] [-d {prop|runtime}]

csmlsstateコマンドの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
コマンドの応答が返ります。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの引数および値を確認して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10403-IKDEC10403-IKDEC10403-IKDEC10403-I
Usage: csmlslocation [<HCSCServerName>] {-a <AdapterName> | -t <ServiceName> | -k 
{adp|bp|sg} | -all} [{-l | -r}] [-u <DBUserID> [-p <DBPassword>]]
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csmlslocationコマンドの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
コマンドの応答が返ります。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの引数および値を確認して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10407-IKDEC10407-IKDEC10407-IKDEC10407-I
Usage:

Format1: csmlshistory [<HCSCServerName>] -c <ClientID> [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format2: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] -m <HCSCCommonID> [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format3: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] -i 
<ServiceRequestID> [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format4: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] -t <StartTime>,<EndTime> [-rs <RequestServiceName>] [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format5: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] -rs <RequestServiceName> [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format6: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] -s 
<ServiceName> [-jm <JMSMessageID>] [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format7: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] [-s 
993



11.　メッセージ
<ServiceName>] -jm <JMSMessageID> [-jc <JMSCorrelationID>] [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

Format8: csmlshistory [<HCSCServerName>] [-c <ClientID>] [-m <HCSCCommonID>] [-i 
<ServiceRequestID>] [-t <StartTime>,<EndTime>] [-rs <RequestServiceName>] [-s 
<ServiceName>] [-jm <JMSMessageID>] -jc <JMSCorrelationID> [-l {new|all}] [-d {nml|ext|msg}] 
[-ul <UserTelegramLength>] [-r <RecordCount>] [-k {list|count}] [-u <DBUserID> [-p 
<DBPassword>]]

csmlshistoryコマンドの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
コマンドをエラー終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの引数および値を確認して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10408-IKDEC10408-IKDEC10408-IKDEC10408-I
Usage: csmdeletehistory [<HCSCServerName>] {-t <Time> | -d <Days>} [{-m <HCSCCommonID> 
| -c <ClientID> | -a <AdapterName>}] [-u <DBUserID> [-p <DBPassword>]]

csmdeletehistoryコマンドの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
コマンドをエラー終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの引数および値を確認して，再度コマンドを実行してください。

KDEC10409-IKDEC10409-IKDEC10409-IKDEC10409-I
The HCSC command finished successfully.

コマンド処理が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します。

KDEC10410-EKDEC10410-EKDEC10410-EKDEC10410-E

The HCSC command failed. (message = エラーメッセージ )
コマンド処理が失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
エラーメッセージを参照し，障害要因を取り除いてください。障害要因が運用上の
問題であった場合は，再度実行してください。障害となった要因が運用上の問題で
ない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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KDEC10411-IKDEC10411-IKDEC10411-IKDEC10411-I
Usage: csmlsreception [<HCSCServerName>] {-i <ReceptionID> | -s <ServiceName> | -all} [-u 
<DBUserID> [-p <DBPassword>]]

csmlsreception コマンドの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
コマンドの応答が返ります。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの引数および値を確認して，再度コマンドを実行してください。

11.2.15　KDEC10501～ KDEC11000

KDEC10501-EKDEC10501-EKDEC10501-EKDEC10501-E
The command cannot be executed because you do not have administrator privileges.

管理者特権がないため，コマンドを実行できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
管理者として実行したコマンドプロンプト上で，再度コマンドを実行してください。

KDEC10502-EKDEC10502-EKDEC10502-EKDEC10502-E
An error occurred while the permissions were being checked.

権限の判定中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
メモリが不足しているおそれがあります。空きメモリを増やしたあと，再度コマン
ドを実行してください。問題が解決しない場合は，保守員に連絡してください。

11.2.16　KDEC19901～ KDEC19999

KDEC19901-EKDEC19901-EKDEC19901-EKDEC19901-E

An internal error occurred. (class = 内部エラーが発生したクラス名 (パッケージ名を含む ), 
method = 内部エラーが発生したメソッド名 , information = 保守情報 )

内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC19902-WKDEC19902-WKDEC19902-WKDEC19902-W

A message assembly error occurred. (information = 保守情報 )
ログメッセージ出力時のメッセージの組み立て処理中に内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を継続します（出力しようとしたメッセージの出力後の処理に従います）。

(O)(O)(O)(O)
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC19903-EKDEC19903-EKDEC19903-EKDEC19903-E
The Cosminexus installation directory was not found.

Cosminexusのインストールディレクトリの取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
システム環境変数 COSMINEXUS_HOMEが設定されているか確認してください。
環境変数 COSMINEXUS_HOMEが設定されている場合は，ログ・トレースを採取
し，保守員に連絡してください。 
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11.3　KDEC20000～ KDEC39999のメッセー
ジ

11.3.1　KDEC20000～ KDEC34999

KDEC20000-EKDEC20000-EKDEC20000-EKDEC20000-E

An attempt to resolve the data source has failed. cause = エラーの要因コード
次のどれかの要因が考えられます。
• javax.sql.DataSourceオブジェクトの解決に失敗。
• 要因コードが“NAME”の場合は，名前解決での失敗。
• 要因コードが“CLASS”の場合は，オブジェクト型の不正。

(O)(O)(O)(O)
指定された名前コンテキストに，適切な javax.sql.DataSourceオブジェクトを登録
するよう，環境設定を見直してください。

KDEC20001-EKDEC20001-EKDEC20001-EKDEC20001-E

An error occurred in the DBMS. details = DBMSのエラーメッセージ
DBMSでエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
DBMSのエラーメッセージ，システムログ，および DBMS関連のエラー情報を参
照して対処してください。

KDEC20002-EKDEC20002-EKDEC20002-EKDEC20002-E

A correlation set is duplicated. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , scope-name = スコープ
名 , correlation-set-name = 相関セット名 , correlation-set-value = 相関セット値

相関セットの重複が検知されました。

(O)(O)(O)(O)
相関セットが重複しないよう，ビジネスプロセス定義，またはメッセージ本文を見
直してください。

KDEC20003-EKDEC20003-EKDEC20003-EKDEC20003-E

The value is outside the valid range. kind = 値種別コード , business-process-definition-name = ビ
ジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
scope-name = スコープ名 , name = 相関セット名または変数名 , value = 相関セット値または変数
値 , details = DBMSのエラーメッセージ
997



11.　メッセージ
相関セット値または変数値が有効範囲を超えています。

値種別コード
• 相関セットの場合：CORRELATIONSET
• 変数の場合：VARIABLE

相関セットまたは変数値
• メッセージ型変数の場合：バイト長
• 上記以外の場合：値

(O)(O)(O)(O)
相関セット値または変数値が有効範囲を超えないよう，ビジネスプロセス定義また
は電文データを見直してください。

KDEC20004-EKDEC20004-EKDEC20004-EKDEC20004-E

An attempt to load the definition file has failed. business-process-definition-name = ビジネスプロ
セス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , file-name 
= 定義ファイル名

次のどちらかの要因が考えられます。
• ファイルがない。
• 読み込み権限がない。

(O)(O)(O)(O)
指示されたファイル名を見直して，開発環境でビジネスプロセス EARファイルを作
成し直してください。

KDEC20005-EKDEC20005-EKDEC20005-EKDEC20005-E

The definition file cannot be parsed. details = 詳細情報
次のどちらかの要因が考えられます。
• XMLパーサが使用できない。
• ビジネスプロセス定義／データ定義ファイルが読み込めない。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusの構成を見直してください。
開発環境でビジネスプロセス EARファイルを作成し直してください。

KDEC20006-EKDEC20006-EKDEC20006-EKDEC20006-E

The contents of the definition file are incorrect. business-process-definition-name = ビジネスプロ
セス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , file-name 
= 定義ファイル名 , line-number = 行番号 , details = 詳細情報

定義ファイルの内容が誤っています。

(O)(O)(O)(O)
指示されたファイル名の内容を見直して，開発環境でビジネスプロセス EARファイ
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11.　メッセージ
ルを作成し直してください。
行番号は，要素を終了する行（</invoke>など）を示します。
属性値などを見直す場合は，要素を開始する行（<invoke>など）も見直してくださ
い。

KDEC20007-EKDEC20007-EKDEC20007-EKDEC20007-E

Evaluation of the expression failed. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名
, business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , expression = 式 , 
details = 詳細情報

XPath式が不適切です。

(O)(O)(O)(O)
指示された XPath式を見直してください。

KDEC20008-EKDEC20008-EKDEC20008-EKDEC20008-E

Evaluation of the function failed. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , function = 拡張関数名 , 
details = 詳細情報

次のどちらかの要因が考えられます。
• 不適切な拡張関数が指定された。
• 不適切な引数が指定された。

(O)(O)(O)(O)
指示された拡張関数を見直してください。

KDEC20009-EKDEC20009-EKDEC20009-EKDEC20009-E
The message catalog could not be loaded.

メッセージの書かれたリソースファイルが読み込めませんでした。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus Service Coordinatorを再インストールしてください。

KDEC20010-EKDEC20010-EKDEC20010-EKDEC20010-E

The message explaining the problem could not be obtained. message-ID = 取得できなかったメッ
セージの ID

IDで示される事象が発生しましたが，対応するメッセージが取得できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
IDで示されるメッセージの対処に従ってください。

KDEC20012-WKDEC20012-WKDEC20012-WKDEC20012-W

An attempt to start trace output has failed. cause = エラー理由
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11.　メッセージ
トレース出力を開始できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
エラー理由を基に要因を取り除いてください。

KDEC20013-EKDEC20013-EKDEC20013-EKDEC20013-E

An error occurred during access to the message container. details =詳細情報
メッセージコンテナへのアクセスに失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージ以前に出力されているエラー情報を参照してください。

KDEC20014-EKDEC20014-EKDEC20014-EKDEC20014-E

Parsing of the resource adapter failed.lookup-name = リソースアダプタの lookup名 , cause = 要
因

次のどちらかの要因が考えられます。
• 要因コードが“NAME”の場合は，名前解決での失敗。
• 要因コードが“CLASS”の場合は，オブジェクト型の不正。

(O)(O)(O)(O)
リソースアダプタの設定が正しいか確認してください。

KDEC20015-EKDEC20015-EKDEC20015-EKDEC20015-E

A JMS exception occurred. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , activity-name = アク
ティビティ名 , message = JMSの障害メッセージ , code = JMSの障害コード

JMS処理中にエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
JMS（uCosminexus Reliable Messaging）の環境設定または運用が正しいか確認し
てください。

KDEC20016-EKDEC20016-EKDEC20016-EKDEC20016-E

The specified JMS control variable is invalid. business-process-definition-name = ビジネスプロセ
ス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
activity-name = アクティビティ名 , JMS-control-variable-key = JMS制御変数の名前 , 
JMS-control-variable-type = JMS制御変数の型名 , details = 詳細情報

未サポートの JMS制御変数名を指定したか，JMS制御変数が設定されていません。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に，次の対処をしてください。
• NotSupportedKeyの場合
ビジネスプロセス定義の JMS制御変数の名前を見直してください。
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11.　メッセージ
• NotFoundの場合
ビジネスプロセス定義の JMS制御変数の名前を見直してください。正しい場合
は，定義した JMS制御変数を設定しているか確認してください。

• VariableNullの場合
ビジネスプロセス定義の JMS制御変数の名前とタイプを見直してください。正し
い場合は，定義した JMS制御変数を設定しているか確認してください。

KDEC20017-EKDEC20017-EKDEC20017-EKDEC20017-E

The specified value cannot be substituted for the variable. business-process-definition-name = ビ
ジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
activity-name = アクティビティ名 , from-name = 代入元 JMS制御変数または変数の名前 , 
from-type = 代入元 JMS制御変数または変数の型名 , from-scope-name = 代入元 JMS制御変数ま
たは変数の所属するスコープ名 , to-name = 代入先 JMS制御変数または変数の名前 , to-type = 代
入先 JMS制御変数または変数の型名 , to-scope-name = 代入先 JMS制御変数または変数の所属
するスコープ名

格納できない値を JMS制御変数，または変数に代入しようとしました。

(O)(O)(O)(O)
代入先変数の型が代入元変数の値を格納できる型であるか，ビジネスプロセス定義
を見直してください。または，代入先変数に格納できない値を使用していないか確
認してください。

KDEC20018-EKDEC20018-EKDEC20018-EKDEC20018-E

The variable type was not convertible for substitution. business-process-definition-name = ビジネ
スプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
activity-name = アクティビティ名 , from-name = 代入元 JMS制御変数または変数の名前 , 
from-type = 代入元 JMS制御変数または変数の型名 , from-scope-name = 代入元 JMS制御変数ま
たは変数の所属するスコープ名 , to-name = 代入先 JMS制御変数または変数の名前 , to-type = 代
入先 JMS制御変数または変数の型名 , to-scope-name = 代入先 JMS制御変数または変数の所属
するスコープ名

代入元と代入先の JMS制御変数または変数の型変換ができません。

(O)(O)(O)(O)
代入元と代入先で型変換できる型の変数を指定しているかビジネスプロセス定義を
見直してください。

KDEC20023-EKDEC20023-EKDEC20023-EKDEC20023-E

A service call failed. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子 , invoke-activity-name = invokeアクティビティ名 , service-name = 
サービス名 , details = 詳細情報
1001



11.　メッセージ
サービス部品の呼び出しでエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージ以前に出力されているエラー情報を参照してください。

KDEC20024-EKDEC20024-EKDEC20024-EKDEC20024-E
An executed 'while' activity exceeded the specified loop limit frequency. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , while-activity-name = 
whileアクティビティ名

loopLimit属性に指定した回数を超えて whileアクティビティ内のアクティビティが実行
されました。loopLimit属性の値が小さ過ぎるか，condition属性の評価式が正しくあり
ません。

(O)(O)(O)(O)
loopLimit属性の値を大きくするか，condition属性の評価式を見直してください。
condition属性が変数を参照している場合は，変数の値に影響するほかのアクティビ
ティや電文も見直してください。

KDEC20025-EKDEC20025-EKDEC20025-EKDEC20025-E
A message telegram was received by a 'receive' activity that did not have the waiting-to-receive 
status. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , receive-activity-name = 
receiveアクティビティ名

待ち受け状態になっていない receiveアクティビティで電文を受信しました。次のおそれ
があります。
• sequenceアクティビティ内で receiveアクティビティの順序が正しくない。
• receiveアクティビティの source要素の transitionCondition属性に指定した評価式が
正しくない。

• 電文の到着順序が正しくない。

(O)(O)(O)(O)
要因に記述してある観点でビジネスプロセス定義を見直すか，電文を発信している
サービスリクエスタを見直してください。

KDEC20026-EKDEC20026-EKDEC20026-EKDEC20026-E
A 'reply' activity was executed without the service requester in a waiting-for-response state. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , reply-activity-name = 
replyアクティビティ名 , reply-activity-operation-name = replyアクティビティのオペレーション
名

サービスリクエスタが応答を待っていない状態で，replyアクティビティが実行されまし
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た。次のようなおそれがあります。
• receiveアクティビティの ex:synchronize属性が yesであるべきところが noになって
いる。

• replyアクティビティの位置が正しくない。

(O)(O)(O)(O)
要因に記述してある観点でビジネスプロセス定義を見直してください。

KDEC20027-EKDEC20027-EKDEC20027-EKDEC20027-E

A business process definition contains a contradiction. business-process-definition-name = ビジネ
スプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
element-kind = 矛盾が発見された要素の種類 , element-information = 矛盾が発見された要素の情
報 , details = 詳細情報

ビジネスプロセス定義またはデータ定義に実行できない矛盾が見つかりました。次のよ
うなおそれがあります。
• ビジネスプロセス定義に実行継続ができない変更をし，変更前に生成したビジネスプ
ロセスインスタンスに対する要求を実行した。

• ビジネスプロセス定義を開発環境が提供する以外の方法で作成または変更した。
• ビジネスプロセス定義が壊れている。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC20028-EKDEC20028-EKDEC20028-EKDEC20028-E
A fault was not handled by any 'catch' and 'catchAll' element. business-process-definition-name = 
ビジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョ
ン , fault-information = フォルトの情報 , activity-name = フォルトが発生したアクティビティ名

フォルトは catchおよび catchAll要素で処理されませんでした。次のおそれがあります。
• invoke，java，または scope要素の，catchまたは catchAll要素が不足している。
• invoke要素で呼び出したサービスプロバイダが不正なフォルトを返した。

(O)(O)(O)(O)
要因に記述している観点でビジネスプロセス定義を見直すか，サービスプロバイダ
を見直してください。

KDEC20029-EKDEC20029-EKDEC20029-EKDEC20029-E

A Java class having the specified name was not found. business-process-definition-name = ビジ
ネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
java-activity-name = javaアクティビティ名 , java-class-name = ユーザクラス名 , details = 詳細情
報

指定された名前の Javaクラスが見つかりませんでした。次のようなおそれがあります。
• ビジネスプロセス定義を開発環境が提供する以外の方法で作成または変更した。
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• ビジネスプロセス定義が壊れている。
• 実行環境のリソースが不足している。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC20030-EKDEC20030-EKDEC20030-EKDEC20030-E

The user-made Java class returned an unallocatable value. business-process-definition-name = ビ
ジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
java-activity-name = javaアクティビティ名 , java-class-name = ユーザクラス名 , output-variable 
= 出力変数名 , scope-name = スコープ名

ユーザ作成 Javaクラスが，割り当てられない型の値を戻しました。次のようなおそれが
あります。
• ユーザ作成の Javaクラスが，ビジネスプロセス基盤がサポートしない型の Object値
を戻している。

• ビジネスプロセス定義の javaアクティビティの outputVariableの型が，ユーザ作成
Javaクラスの戻り値のタイプと一致していない。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義の javaアクティビティの指定と作成した Javaクラスを見直
し，Javaクラスの戻り値がビジネスプロセス定義に指定した変数に格納できる型に
なるようにしてください。

KDEC20031-EKDEC20031-EKDEC20031-EKDEC20031-E
The user-made Java class returned an unexpected exception. business-process-definition-name 
= ビジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バー
ジョン , java-activity-name = javaアクティビティ名 , java-class-name = ユーザクラス名 , 
cause-exception = 原因例外名

ユーザ作成 Javaクラスが予期しない例外を返しました。次のようなおそれがあります。
• ユーザ作成 Javaクラスが，CSBUserException以外の例外を返した。

(O)(O)(O)(O)
ユーザ作成 Javaクラスの例外処理を見直し，CSBUserException以外の例外は返
さないようにしてください。

KDEC20032-EKDEC20032-EKDEC20032-EKDEC20032-E

Assignment between the specified types is not supported. business-process-definition-name = ビ
ジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
assign-activity-name = assignアクティビティ名 , details = エラー詳細

サポートしない型間のアサイン処理が指定されました。
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(O)(O)(O)(O)
<from>と <to>に指定した属性の組み合わせを見直してください。

KDEC20033-EKDEC20033-EKDEC20033-EKDEC20033-E
A business process definition suitable for starting the business process was not found. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン

ビジネスプロセスを開始するための適切なビジネスプロセス定義が見つかりませんでし
た。次のようなおそれがあります。
• ビジネスプロセス定義にビジネスプロセス定義を開発環境が提供する以外の方法で作
成または変更した。

• ビジネスプロセス定義が壊れている。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC20034-EKDEC20034-EKDEC20034-EKDEC20034-E
An invalid type of request was specified for the business process base. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名

ビジネスプロセス基盤に対して不正な要求タイプが指定されました。次のようなおそれ
があります。
• ビジネスプロセス基盤に対して要求を送信するアプリケーションに不適切なものを使
用しているおそれがある。

(O)(O)(O)(O)
要求タイプに適切な値が指定されているか確認してください。また，プロセスイン
スタンスを再実行する場合は，文字列「RECOVER」を指定してください。

KDEC20035-EKDEC20035-EKDEC20035-EKDEC20035-E

Processing cannot continue because initialization failed. details = 原因の詳細
ビジネスプロセス基盤の初期化に失敗しているため処理を続行できません。次のような
おそれがあります。
• 環境の不正によって初期化に失敗した。

(O)(O)(O)(O)
先に出力されている障害情報を基に対策をします。
問題が解決しない場合は，保守員に連絡してください。

KDEC20036-EKDEC20036-EKDEC20036-EKDEC20036-E

Data conversion failed. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , conversion-file-name = 
データ変換定義ファイル名
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アサインアクティビティに定義したデータ変換が失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージより先に出力されたデータ変換に関するメッセージを参照し，対処
してください。

KDEC20037-EKDEC20037-EKDEC20037-EKDEC20037-E
The process instance was deleted during execution of the process. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子

プロセス実行中にプロセスインスタンスが削除されました。

(O)(O)(O)(O)
新しいプロセスインスタンスを生成して実行するようにメッセージを再送してくだ
さい。

KDEC20038-IKDEC20038-IKDEC20038-IKDEC20038-I

The same message was called twice. JMS-message-ID = 非同期メッセージ ID
同じメッセージが二重に呼び出されました。

(O)(O)(O)(O)
先に受信したメッセージでプロセスを実行していますので，特に対処の必要はあり
ません。

KDEC20039-EKDEC20039-EKDEC20039-EKDEC20039-E
A process instance of the specified correlation set was not found. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , correlation-set-name = 
相関セット名 , correlation-set-value = 相関セット値 , scope-name = 相関セットが所属するス
コープ名

指定した相関セットのプロセスインスタンスが見つかりません。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを見直して，存在するプロセスインスタンスの相関セットを指定してく
ださい。

KDEC20040-EKDEC20040-EKDEC20040-EKDEC20040-E
The 'receive' activity of the specified operation name was not found. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , operation-name = オペ
レーション名

指定したオペレーション名の receiveアクティビティが見つかりません。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージを見直して，存在する receiveアクティビティのオペレーション名を指定
してください。

KDEC20041-EKDEC20041-EKDEC20041-EKDEC20041-E
Execution processing could not reach the 'receive' activity of the specified operation name. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , operation-name = オペ
レーション名

指定したオペレーション名の receiveアクティビティに実行処理が到達できません。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，receiveアクティビティに実行処理が到達できる
ようなビジネスプロセス定義に修正してください。

KDEC20042-EKDEC20042-EKDEC20042-EKDEC20042-E
Execution processing could not reach the 'reply' activity corresponding to the 'receive' activity. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , receive-activity-name = 
receiveアクティビティ名 , receive-activity-operation-name = receiveアクティビティのオペレー
ション名

receiveアクティビティに対応する replyアクティビティに実行処理が到達できません。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，replyアクティビティに実行処理が到達できるよ
うなビジネスプロセス定義に修正してください。

KDEC20043-EKDEC20043-EKDEC20043-EKDEC20043-E
An attempt was made to execute a basic activity before the 'receive' activity. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , activity-name = 実行し
ようとしたアクティビティ名

receiveアクティビティを実行するよりも前に，基本アクティビティを実行しようとしま
した。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，receiveアクティビティが最初に実行されるよう
なビジネスプロセス定義に修正してください。

KDEC20044-EKDEC20044-EKDEC20044-EKDEC20044-E
The 'receive' activity cannot be received because the specified correlation set is invalid. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
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business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子 , correlation-set-name = 相関セット名 , scope-name = 相関セット
が所属するスコープ名

指定した相関セットが無効になっているので，receiveアクティビティで受け付けられま
せん。

(O)(O)(O)(O)
有効な相関セットを指定してメッセージを送信してください。

KDEC20045-EKDEC20045-EKDEC20045-EKDEC20045-E

The specified correlation set value is invalid. business-process-definition-name = ビジネスプロセ
ス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , correlation-set-name = 相関セット名 , 
scope-name = 相関セットが所属するスコープ名

指定された相関セットの値が不正です。
次の要因のどれかが考えられます。
• 相関セット値が nullの場合
• 相関セットを構成するプロパティ値に nullを含む場合
• 相関セットを構成するすべてのプロパティが空文字となる場合

(O)(O)(O)(O)
正しい相関セットの値を指定して，メッセージを送信してください。
送信した電文のネームスペースと XPathで指定したネームスペースが異なる場合，
相関セット値が取得できないため注意してください。

KDEC20046-EKDEC20046-EKDEC20046-EKDEC20046-E

An exception occurred at the start of a transaction. business-process-definition-name = ビジネス
プロセス定義名 , details = 詳細例外情報

トランザクションを開始する際に例外が発生しました。

(O)(O)(O)(O)
詳細例外情報に従って，トランザクションマネージャまたはリソースマネージャの
エラー要因を取り除いてください。

KDEC20047-EKDEC20047-EKDEC20047-EKDEC20047-E

An exception occurred at the start of a transaction. business-process-definition-name = ビジネス
プロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , details = 詳細例外情報

トランザクションを開始する際に例外が発生しました。

(O)(O)(O)(O)
詳細例外情報に従って，トランザクションマネージャまたはリソースマネージャの
エラー要因を取り除いてください。
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KDEC20048-EKDEC20048-EKDEC20048-EKDEC20048-E

An exception occurred at the commit of a transaction. business-process-definition-name = ビジネ
スプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , details = 詳細例外情報

トランザクションをコミットする際に例外が発生しました。

(O)(O)(O)(O)
詳細例外情報に従って，トランザクションマネージャまたはリソースマネージャの
エラー要因を取り除いてください。

KDEC20049-EKDEC20049-EKDEC20049-EKDEC20049-E

An exception occurred at the rollback of a transaction. business-process-definition-name = ビジネ
スプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , details = 詳細例外情報

トランザクションをロールバックする際に例外が発生しました。

(O)(O)(O)(O)
詳細例外情報に従って，トランザクションマネージャまたはリソースマネージャの
エラー要因を取り除いてください。

KDEC20051-EKDEC20051-EKDEC20051-EKDEC20051-E

An error occurred at access to a message telegram. business-process-definition-name = ビジネス
プロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
variable-name = 変数名 , scope-name = 変数が所属するスコープ名 , details = 詳細情報

メッセージ電文にアクセスする際にエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージ以前に出力されているエラー情報を参照してください。

KDEC20052-EKDEC20052-EKDEC20052-EKDEC20052-E
An attempt was made to load the value of an un-initialized variable. 
business-process-definition-name   ビジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version 
= ビジネスプロセス定義バージョン , variable-name = 変数名 , scope-name =変数が所属するス
コープ名

初期化されていない変数の値を読み取ろうとしました。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，初期化されていない変数の値を読み取らないよ
うに，ビジネスプロセス定義を修正してください。
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KDEC20053-EKDEC20053-EKDEC20053-EKDEC20053-E
An attempt was made to substitute a string that cannot be converted to a numeric value. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , to-variable-name = 代入
先の変数の名前 , to-variable-type = 代入先の変数の型名 , to-variable-scope-name = 代入先の変数
の所属するスコープ名 , details = 詳細情報

変数に数値を代入する際に，数値に変換できない文字列を代入しようとしました。

(O)(O)(O)(O)
数値に変換できるメッセージを代入できるように，メッセージ電文を修正してくだ
さい。

KDEC20054-EKDEC20054-EKDEC20054-EKDEC20054-E

The type of variable cannot be converted. business-process-definition-name = ビジネスプロセス
定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
from-variable-name = 代入元の変数の名前 , from-variable-type = 代入元の変数の型名 , 
from-variable-scope-name = 代入元の変数の所属するスコープ名 , to-variable-name = 代入先の変
数の名前 , to-variable-type = 代入先の変数の型名 , to-variable-scope-name = 代入先の変数の所属
するスコープ名

変数に変数を代入する際に，変換できない型の変数を代入しようとしました。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，変換できる型の変数を代入するように，ビジネ
スプロセス定義を修正してください。

KDEC20055-EKDEC20055-EKDEC20055-EKDEC20055-E
The operation names between the 'receive' activity and the 'reply' activity do not match. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , receive-activity-name = 
receiveアクティビティ名 , receive-activity-operation-name = receiveアクティビティのオペレー
ション名 , reply-activity-name = replyアクティビティ名 , reply-activity-operation-name = replyア
クティビティのオペレーション名

receiveアクティビティのオペレーション名と，応答しようとする replyアクティビティ
のオペレーション名が一致していません。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，receiveアクティビティのオペレーション名に一
致する replyアクティビティに到達できるように，ビジネスプロセス定義を修正し
てください。
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KDEC20056-EKDEC20056-EKDEC20056-EKDEC20056-E
The maximum number of activity instances that can be generated in one process instance was 
exceeded. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子 , activity-name = アクティビティ名

一つのプロセスインスタンスで生成できるアクティビティインスタンスの最大値を超え
ました。

(O)(O)(O)(O)
該当プロセスインスタンスは削除し，一つのプロセスインスタンスが生成できるア
クティビティインスタンスの最大数を超えないように，ビジネスプロセス定義を修
正してください。

KDEC20057-EKDEC20057-EKDEC20057-EKDEC20057-E
Execution is not possible because the process has completed. business-process-definition-name 
= ビジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バー
ジョン , process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子

プロセスの状態が完了しているので，実行できません。

(O)(O)(O)(O)
完了していないプロセスに対して，要求を送信してください。

KDEC20058-EKDEC20058-EKDEC20058-EKDEC20058-E

An attempt to load properties has failed. details = 詳細情報
プロパティの読み込みに失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバが開始していないおそれがあります。HCSCサーバの状態を確認し，
HCSCサーバを開始してください。

KDEC20059-EKDEC20059-EKDEC20059-EKDEC20059-E
An attempt to start log output has failed.

ログ出力を開始できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusの構成を見直してください。

KDEC20060-EKDEC20060-EKDEC20060-EKDEC20060-E
An attempt was made to overwrite a value already set in the correlation set. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
1011



11.　メッセージ
プロセスインスタンス識別子 , correlation-set-name = 相関セット名 , scope-name = 相関セット
が所属するスコープ名

すでに値が設定されている相関セットに値を上書きしようとしました。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，相関セットに値を上書きしないようにビジネス
プロセス定義を修正してください。

KDEC20061-EKDEC20061-EKDEC20061-EKDEC20061-E
An error occurred during access to a message telegram, during correlation set processing. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , activity-name = アク
ティビティ名 , correlation-set-name = 相関セット名 , details = 詳細情報

相関セットの処理中に，メッセージ電文へのアクセスでエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージ以前に出力されているエラー情報を参照してください。

KDEC20062-EKDEC20062-EKDEC20062-EKDEC20062-E
A correlation set value does not match a telegram information value. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子 , correlation-set-name = 相関セット名 , scope-name = 相関セット
が所属するスコープ名

電文の相関セット用情報値が，プロセスインスタンスごとに作成した相関セット値と異
なります。次のようなおそれがあります。
• 電文内の相関セット値をサービスリクエスタで変更した。

(O)(O)(O)(O)
上記の観点で，電文を発信しているサービスリクエスタを見直してください。

KDEC20063-EKDEC20063-EKDEC20063-EKDEC20063-E

A request message in the message container is invalid. business-process-definition-name = ビジ
ネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
element-kind = 不正が発見された要素の種類 , element-information = 不正が発見された要素の名
前 , details = 詳細情報

変数属性が定義されているにもかかわらず，リクエスタから送られてきたメッセージが
空でした。

(O)(O)(O)(O)
メッセージまたはメッセージを送るプログラムを見直して，正しくメッセージを送
信するようにしてください。
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KDEC20064-EKDEC20064-EKDEC20064-EKDEC20064-E
After a 'reply' activity, the process cannot be executed in the non-persistent mode. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , activity-name = アク
ティビティ名

永続化フラグが”no”であるビジネスプロセス定義では，reply後に実行するアクティビ
ティが存在します。

(O)(O)(O)(O)
永続化フラグが”no”であるビジネスプロセス定義では，reply後にアクティビティ
を実行できません。ビジネスプロセス定義を見直して，reply後にアクティビティを
実行しないように修正してください。

KDEC20065-EKDEC20065-EKDEC20065-EKDEC20065-E
An attempt was made to load the value of an un-initialized correlation set. 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , correlation-set-name = 
相関セット名 , scope-name = 相関セットが所属するスコープ名

初期化されていない相関セットの値を読み取ろうとしました。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセス定義を見直して，初期化されていない相関セットの値を読み取ら
ないように，ビジネスプロセス定義を修正してください。

KDEC20066-EKDEC20066-EKDEC20066-EKDEC20066-E
The process instance of the specified correlation set exists, but the 'receive' activity of the specified 
operation name has completed. business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名 , 
business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , process-instance-ID = 
プロセスインスタンス識別子 , receive-activity-name = receiveアクティビティ名 , 
operation-name = オペレーション名

指定した相関セットのプロセスインスタンスが存在し，かつ指定したオペレーション名
の receiveアクティビティが完了しています。

(O)(O)(O)(O)
メッセージ本文で指定した相関セット，またはビジネスプロセス定義を見直して，
メッセージまたはビジネスプロセス定義を修正してください。

KDEC20067-EKDEC20067-EKDEC20067-EKDEC20067-E

The 'invoke' activity has already completed. business-process-definition-name = ビジネスプロセ
ス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , invoke-activity-name = invokeアクティビ
ティ名
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すでに完了している invokeアクティビティを実行しようとしました。次のようなおそれ
があります。
• invokeアクティビティ内でサービス部品呼び出しの最中に，プロセス再実行ユティリ
ティを実行した。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバで処理中のプロセスインスタンスに対して，プロセスインスタンスの
再実行をしようとしたおそれがあります。次の点を見直して，必要に応じて，プロ
セスインスタンスを再実行してください。
• 再実行対象のプロセスが処理中でないか
• 完了していないサービス呼出アクティビティがあるか
• プロセス IDに正しい再実行対象のプロセスを指定しているか

KDEC20068-EKDEC20068-EKDEC20068-EKDEC20068-E

An exception occurred. details = 詳細情報（例外クラス名）
例外が発生しました。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC20069-IKDEC20069-IKDEC20069-IKDEC20069-I

The evaluation result of the XPath query is an empty string. business-process-definition-name = ビ
ジネスプロセス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
XPath-query = XPathクエリ

XPathクエリの評価結果が空文字です。

(O)(O)(O)(O)
XPathクエリの評価結果が空文字であることが，意図した動作か確認してください。

KDEC20070-EKDEC20070-EKDEC20070-EKDEC20070-E

The user-made Java class threw an exception. business-process-definition-name = ビジネスプロ
セス定義名 , business-process-definition-version = ビジネスプロセス定義バージョン , 
process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , java-activity-name = javaアクティビティ名
, details = 詳細情報

ユーザ作成 Javaクラスが例外を送出しました。

(O)(O)(O)(O)
例外の原因を取り除いて，プロセスを再実行してください。

KDEC20071-EKDEC20071-EKDEC20071-EKDEC20071-E
The combination of the specified process instance ID and the specified process definition name is 
invalid. process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , expected　
1014



11.　メッセージ
business-process-definition-name = 期待するビジネスプロセス定義名 , specified 
business-process-definition-name = 指定されたビジネスプロセス定義名

プロセス再実行時に指定したプロセスインスタンス識別子に対応するビジネスプロセス
定義名が不正です。

(O)(O)(O)(O)
正しいビジネスプロセス定義名を指定してください。

11.3.2　KDEC35000～ KDEC39999

KDEC35000-EKDEC35000-EKDEC35000-EKDEC35000-E

A database access error occurred. HCSC-cluster-name = HCSCクラスタ名 , table-kind = テーブ
ル種別 , operation-type = オペレーション種別 , SQL-message = SQLエラーメッセージ , 
SQL-state = SQL状態コード , SQL-error-code = SQLエラーコード

DBMSでエラーが発生しました。次のようなおそれがあります。
• 指定した HCSCクラスタ名，プロセス情報検索条件の不正
• DBMS障害

テーブル種別
• PROCESS：PROCESSテーブル
• ACTIVITY：ACITIVITYテーブル／ ACITIVITYテーブルビュー
• CORRELATIONSET：CORRELATIONSETテーブル
• LINK：LINKテーブル／ LINKビュー
• BOOL_VARIABLE：BOOL_VARIABLEテーブル／ BOOL_VARIABLEビュー
• STR_VARIABLE：STR_VARIABLEテーブル／ STR_VARIABLEビュー
• NUM_VARIABLE：NUM_VARIABLEテーブル／ NUM_VARIABLEビュー
• MSG_VARIABLE：MSG_VARIABLEテーブル／MSG_VARIABLEビュー
• MSG_RELATION：MSG_RELATIONテーブル

オペレーション種別
• INFO：プロセス情報取得
• INFO_PID：プロセスインスタンス識別子取得
• INFO_JOIN：相関セット情報からのプロセス情報取得
• COUNT：プロセス情報該当件数取得
• COUNT_JOIN：相関セット情報からのプロセス情報該当件数取得
• DELETE：プロセス情報削除

(O)(O)(O)(O)
指定したHCSCクラスタ名，プロセス情報検索条件を見直してください。
メッセージ型変数の検索条件として，変数の値を指定することはできません。
DBMSのエラーメッセージ，システムログ，および DBMS関連のエラー情報を参
照して対処してください。
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KDEC35001-EKDEC35001-EKDEC35001-EKDEC35001-E
Process deletion did not complete because a database access error occurred. HCSC-cluster-name 
= HCSCクラスタ名 , number of the target process instances to be deleted = プロセス削除対象の
プロセスインスタンス総件数 , number of the deleted process instances = 削除されたプロセスイ
ンスタンス件数 , SQL-message = SQLエラーメッセージ , SQL-state = SQL状態コード , 
SQL-error-code = SQLエラーコード

DBMSでエラーが発生しました。

(O)(O)(O)(O)
DBMSのエラーメッセージ，システムログおよび DBMS関連のエラー情報を参照
して対処してください。

KDEC35002-EKDEC35002-EKDEC35002-EKDEC35002-E

An attempt to connect to the database has failed. JDBC-type = JDBCドライバ種別 , JDBC-url = 
データベースに接続するためのデータベース URL, SQL-message = SQLエラーメッセージ , 
SQL-state = SQL状態コード , SQL-error-code = SQLエラーコード

DBMSへの接続に失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
データベース URLが誤っていないか見直してください。
DBMSが起動され接続できる状態になっているか見直してください。
DBMSのエラーメッセージ，システムログおよび DBMS関連のエラー情報を参照
して対処してください。

KDEC35003-EKDEC35003-EKDEC35003-EKDEC35003-E

Initialization of the JDBC driver failed. JDBC-type = JDBCドライバ種別
JDBCドライバのロードに失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
JDBCドライバ種別が正しいか見直してください。
JDBCドライバへの CLASSPATH環境変数，および JDBCドライバが必要とする
環境変数が正しく設定されているか見直してください。

KDEC35004-EKDEC35004-EKDEC35004-EKDEC35004-E

A property value is invalid. property-name = 設定項目のプロパティキー , value = 指定されたプロ
パティキーの値

設定されたプロパティの値が不正です。

(O)(O)(O)(O)
設定を見直して，示された設定項目を有効な値に設定し直してください。
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KDEC35005-EKDEC35005-EKDEC35005-EKDEC35005-E

A parameter value is invalid. argument = 誤りのある引数の名称 , value = 指定された引数の値
指定された引数の値が不正です。

誤りのある引数の名称
• HCSC-server-name：HCSCサーバ名
• business-process-definition-name：ビジネスプロセス定義名
• process-instance-ID：プロセスインスタンス識別子

(O)(O)(O)(O)
示された指定項目を有効な値に設定し直してください。

KDEC35006-EKDEC35006-EKDEC35006-EKDEC35006-E

An executable process was not found. HCSC-cluster-name = HCSCクラスタ名 , 
business-process-definition-name = ビジネスプロセス定義名

再実行する必要があるプロセスが見つかりませんでした。

(O)(O)(O)(O)
再実行する必要があるプロセスのHCSCクラスタ名，ビジネスプロセス定義名に誤
りがないか見直してください。

KDEC35007-EKDEC35007-EKDEC35007-EKDEC35007-E

An error occurred in process re-execution. J2EE-server-name = J2EEサーバ名 , 
HCSC-cluster-name = HCSCクラスタ名 , business-process-definition-name = ビジネスプロセス
定義名 , process-instance-ID = プロセスインスタンス識別子 , cause = エラーメッセージ

プロセスの再実行に失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバ名，HCSCクラスタ名，ビジネスプロセス定義名，およびプロセスイ
ンスタンス識別子が正しいか見直してください。
エラーメッセージを基にプロセスが呼び出しできる状態にあるか見直してください。
HCSCサーバの同期リクエスタサービス（EJB）が起動されていることを確認して
ください。
失敗の要因となった J2EEサーバのログを確認し，エラーの要因を取り除いてくだ
さい。

KDEC35008-EKDEC35008-EKDEC35008-EKDEC35008-E
The message catalog could not be loaded.

メッセージの書かれたリソースファイルが読み込めませんでした。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus Service Coordinatorを再インストールしてください。
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KDEC35009-EKDEC35009-EKDEC35009-EKDEC35009-E

The message explaining the problem could not be obtained. message-ID = 取得できなかったメッ
セージの ID

IDで示される事象が発生しましたが，対応するメッセージが取得できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
IDで示されるメッセージの対処に従ってください。

KDEC35011-WKDEC35011-WKDEC35011-WKDEC35011-W
An attempt to start trace output has failed.

トレース出力を開始できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusの構成を見直してください。

KDEC35012-EKDEC35012-EKDEC35012-EKDEC35012-E
An attempt to start log output has failed.

ログを開始できませんでした。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexusの構成を見直してください。

KDEC35013-EKDEC35013-EKDEC35013-EKDEC35013-E

An attempt to load properties has failed. HCSC-server-name = HCSCサーバ名 , cause = エラー
理由

プロパティの読み込みに失敗しました。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバ名が正しいか見直してください。
エラー理由を基に要因を取り除いてください。

KDEC35014-IKDEC35014-IKDEC35014-IKDEC35014-I

Number of deleted process instances = 削除されたプロセス件数 , HCSC-cluster-name = HCSCク
ラスタ名

指定された HCSCクラスタの表示件数のプロセスが削除されました。
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11.4　KDEC40000～ KDEC59999のメッセー
ジ

KDEC40000-EKDEC40000-EKDEC40000-EKDEC40000-E

CommonDataオブジェクト内にデータが存在しません。
データ変換基盤が期待するデータを見つけることができません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40001-EKDEC40001-EKDEC40001-EKDEC40001-E

メソッドトレース出力オブジェクトが設定されていません。
メソッドトレースログ出力機能を利用することができません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40002-EKDEC40002-EKDEC40002-EKDEC40002-E

Schemaオブジェクトの生成に失敗しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
XML Schemaの読み込み時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XML Schemaが正しいことを確認してください。

KDEC40003-EKDEC40003-EKDEC40003-EKDEC40003-E

Transformerオブジェクトの生成に失敗しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
データ変換機能の初期化時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XSLTスタイルシートが正しいことを確認してください。
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KDEC40004-EKDEC40004-EKDEC40004-EKDEC40004-E

XML Schemaがないため検証できません。
XML Schemaがないため検証できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40005-EKDEC40005-EKDEC40005-EKDEC40005-E

XMLのバイト配列の生成に失敗しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
XMLのバイト配列生成時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40006-EKDEC40006-EKDEC40006-EKDEC40006-E

XMLのバイト配列生成時に利用する Transformerオブジェクトの設定が正しくありません。原
因 =原因となる例外のメッセージ

DOMから XMLのバイト配列に変換する機能の初期化時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40007-EKDEC40007-EKDEC40007-EKDEC40007-E

XMLのバイト配列を含む出力ストリームが不正です。原因 =原因となる例外のメッセージ
DOMから XMLのバイト配列に変換する時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40008-EKDEC40008-EKDEC40008-EKDEC40008-E

XMLのパース時にエラーが発生しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
XMLのバイト配列から DOMへの変換時に例外が発生しました。
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(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージ電文である XMLが正しいことを確認してください。

KDEC40009-EKDEC40009-EKDEC40009-EKDEC40009-E

XMLパーサの設定が正しくありません。原因 =原因となる例外のメッセージ
XMLのバイト配列から DOMへ変換する機能の初期化時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40010-EKDEC40010-EKDEC40010-EKDEC40010-E

XMLの検証でエラーが発生しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
XMLの検証時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XML Schemaおよびメッセージ電文である XMLが正しいことを確認してください。

KDEC40011-EKDEC40011-EKDEC40011-EKDEC40011-E

データ変換に失敗しました。原因 =原因となる例外のメッセージ
データ変換時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40012-EKDEC40012-EKDEC40012-EKDEC40012-E

データ変換の結果を含む出力ストリームが不正です。原因 =原因となる例外のメッセージ
データ変換結果の出力時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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KDEC40013-EKDEC40013-EKDEC40013-EKDEC40013-E

メソッドの引数が不正です。変数名 =変数名
メソッドの引数に想定されていない値が渡されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40014-EKDEC40014-EKDEC40014-EKDEC40014-E

CommonDataオブジェクトに名前が含まれていないため，変換を実行できません。
N:1変換実行時に変換元データの名前が指定されていないため，変換を実行できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40015-EKDEC40015-EKDEC40015-EKDEC40015-E

データハンドラがありません。
データハンドラが設定されていない状態で，データハンドラが必要な処理を実行しまし
た。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40016-EKDEC40016-EKDEC40016-EKDEC40016-E

XPathで指定された部分が見つかりません。XPath= XPath
データ中に XPathで指定された部分が見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XPathが正しいことと，メッセージ電文である XMLの内容が正しいことを確認し
てください。

KDEC40018-EKDEC40018-EKDEC40018-EKDEC40018-E

XPathが不正です。XPath= XPath, 原因 =原因となる例外のメッセージ
XPathの解析時に例外が発生しました。
1022



11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XPathが正しいことを確認してください。

KDEC40019-EKDEC40019-EKDEC40019-EKDEC40019-E

指定された複数の CommonDataオブジェクトに名前が重複しているものが含まれているため，
変換を実行できません。

N:1変換で，変換元データとして同じ名前を指定したデータが渡されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40020-EKDEC40020-EKDEC40020-EKDEC40020-E

PRFトレース出力オブジェクトが設定されていません。
PRFトレース出力機能を利用することができません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40021-EKDEC40021-EKDEC40021-EKDEC40021-E

XPathで指定されたノードの種類が，属性，要素，テキストのどれでもありません。XPath= 
XPath

値取得元として指定した XPathが指す先のデータが属性，要素，テキストのどれでもあ
りません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XPathが指す先が属性，要素，テキストのどれかでなければなりません。XPathを
確認してください。

KDEC40022-EKDEC40022-EKDEC40022-EKDEC40022-E

XPathで指定されたノードの種類が要素ではありません。XPath= XPath
部分木の取得元，追加先として指定した XPathが指す先のデータが要素ではありませ
ん。
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(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
XPathが指す先が要素でなければなりません。XPathを確認してください。

KDEC40023-EKDEC40023-EKDEC40023-EKDEC40023-E

解析結果オブジェクトの生成に失敗しました。logicalname = loginname, 原因 = 原因となる例外
のメッセージ

解析結果オブジェクト生成時に，IllegalArgumentException, SAXException, 
IOExceptionのどれかが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40024-EKDEC40024-EKDEC40024-EKDEC40024-E

オブジェクトプールのためのオブジェクト生成に失敗しました。原因 = 原因となる例外のメッ
セージ

オブジェクト生成時に，ParserConfigurationExceptionが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40025-EKDEC40025-EKDEC40025-EKDEC40025-E

オブジェクトプールが初期化されていません。
プールの初期化チェックで異常が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40026-EKDEC40026-EKDEC40026-EKDEC40026-E

オブジェクトの開放を待つスレッドが，他のスレッドによって妨害されました。原因 = 原因と
なる例外のメッセージ

待ちスレッドがある状態で，InterruptedExceptionを受け取りました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40027-EKDEC40027-EKDEC40027-EKDEC40027-E

高速パース機能の設定時にエラーが発生しました。logicalname = loginname, 原因 = 原因となる
例外のメッセージ

解析結果オブジェクトを設定中に，SAXNotRecognizedExceptionまたは
SAXNotSupportedExceptionが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40100-EKDEC40100-EKDEC40100-EKDEC40100-E

フォーマット定義オブジェクトの生成に失敗しました。
createBinaryDataHandler処理中に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40101-EKDEC40101-EKDEC40101-EKDEC40101-E

日立コード変換ライブラリのクラスが見つかりません。
createBinaryDataHandlerを呼び出したときに，日立コード変換ライブラリのクラスを
見つけることができませんでした。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40200-EKDEC40200-EKDEC40200-EKDEC40200-E

バイナリデータの入力でエラーが発生しました。error=ByteArrayInputStream.readメソッドの
リターンコード

フォーマット定義に対して入力データが短く，変換途中で入力データが終わりに到達し
ました。

ByteArrayInputStream.readメソッドのリターンコード
• -1：すでに入力データがない
• 正の整数：入力要求のサイズに対して入力データが短かった場合の入力データの
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サイズ

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40201-EKDEC40201-EKDEC40201-EKDEC40201-E

バイナリデータの出力に失敗しました。e=例外
バイナリデータ出力時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40202-EKDEC40202-EKDEC40202-EKDEC40202-E

フォーマット定義で定義されていないバイナリデータがあります。size=残りのバイト数
フォーマット定義で定義されていないバイナリデータがあり，処理されないバイナリ
データが残りました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40210-EKDEC40210-EKDEC40210-EKDEC40210-E

文字コードの種別が不正です。encode=文字形式
フォーマット定義の文字コード種別に処理できない種別が現れました。encode=NONE
を出力します。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40211-EKDEC40211-EKDEC40211-EKDEC40211-E

文字コード変換中にエラーが発生しました。変換結果が NULLです。
日立コード変換ライブラリの変換結果が nullです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40212-EKDEC40212-EKDEC40212-EKDEC40212-E

文字コード変換中にエラーが発生しました。code=HJCConverters.getConvertStateメソッドの
リターンコード

日立コード変換ライブラリの変換結果のリターンコードが「正常終了」以外でした。

HJCConverters.getConvertStateメソッドのリターンコード
リターンコードの詳細については，uCosminexus 日立コード変換 - Server Runtime
または uCosminexus 日立コード変換 - Runtimeに添付されているドキュメントを参
照してください。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40213-EKDEC40213-EKDEC40213-EKDEC40213-E

日立コード変換ライブラリを使用するためのシステムプロパティが指定されていません。
日立コード変換ライブラリを使用するためのシステムプロパティ（csc.dt.codetablepath）
の値が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40214-EKDEC40214-EKDEC40214-EKDEC40214-E

文字コード変換中に例外が発生しました。e=例外
日立コード変換ライブラリで例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40220-EKDEC40220-EKDEC40220-EKDEC40220-E

SAXのパース時にエラーが発生しました。e=例外
DOM作成時に例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40221-EKDEC40221-EKDEC40221-EKDEC40221-E

サイズノードまたは出現回数ノードの値が不正です。node=基準ノード ,path=XPath,value=サ
イズまたは出現回数の値

基準ノードおよび XPathで指定された，サイズノードまたは出現回数ノードの値が不正
です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40222-EKDEC40222-EKDEC40222-EKDEC40222-E

指定されたノードが取得できませんでした。node=基準ノード ,path=XPath
基準ノードおよび XPathで指定されたノードが取得できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40310-EKDEC40310-EKDEC40310-EKDEC40310-E

バイナリデータから DOMへの変換でエラーが発生しました。e=例外
バイナリデータから DOMへの変換で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40311-EKDEC40311-EKDEC40311-EKDEC40311-E

DOMからバイナリデータへの変換でエラーが発生しました。e=例外
DOMからバイナリデータへの変換で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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KDEC40330-EKDEC40330-EKDEC40330-EKDEC40330-E

フォーマット情報の検証でエラーが発生しました。e=例外
フォーマット定義のフォーマット情報の検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40331-EKDEC40331-EKDEC40331-EKDEC40331-E

Elementの定義が不正です。attr=要素名
Elementで複合内容要素または単純内容要素以外の要素が出現しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40332-EKDEC40332-EKDEC40332-EKDEC40332-E

Elementの解析処理でエラーが発生しました。e=例外
Elementの解析処理で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC40333-EKDEC40333-EKDEC40333-EKDEC40333-E

Elementの検証処理でエラーが発生しました。e=例外
Elementの検証処理で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40334-EKDEC40334-EKDEC40334-EKDEC40334-E

単純内容要素または複合内容要素の属性が不正です。e=例外
単純内容要素または複合内容要素の検証で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40335-EKDEC40335-EKDEC40335-EKDEC40335-E

単純内容要素または複合内容要素の定義が存在しません。
単純内容要素または複合内容要素の定義が存在しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40400-EKDEC40400-EKDEC40400-EKDEC40400-E

データサイズの属性が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,kind=属性
データサイズの属性がノード指定またはデータ終端までではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40401-EKDEC40401-EKDEC40401-EKDEC40401-E

データサイズの指定が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,source=入力サイズ ,target=
出力サイズ

入力データサイズと出力データサイズに不整合があります。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40402-EKDEC40402-EKDEC40402-EKDEC40402-E

DOM作成時にエラーが発生しました。node=ノード ,position=出現位置 ,e=例外
バイナリデータから DOMへの変換で例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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KDEC40404-EKDEC40404-EKDEC40404-EKDEC40404-E

パック形式の符号部が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,str=文字列
パック形式の符号部に予期しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40405-EKDEC40405-EKDEC40405-EKDEC40405-E

パック形式の小数部が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,str=文字列
パック形式の小数部に予期しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40406-EKDEC40406-EKDEC40406-EKDEC40406-E

パック形式が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,source=入力データ
パック形式に適合しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40407-EKDEC40407-EKDEC40407-EKDEC40407-E

パック形式の整数部データ長が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,source=入力サイ
ズ ,target=出力サイズ

パック形式の整数部のデータ長が，出力サイズよりも入力サイズの方が大きいです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40408-EKDEC40408-EKDEC40408-EKDEC40408-E

パック形式の小数部データ長が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,source=入力サイ
ズ ,target=出力サイズ

パック形式の小数部のデータ長が，出力サイズよりも入力サイズの方が大きいです。
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(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40409-EKDEC40409-EKDEC40409-EKDEC40409-E

入力データに数値文字ではない文字が含まれています。node=ノード ,position=出現位置 ,str=
文字列

入力データに数値文字でない文字が含まれています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40413-EKDEC40413-EKDEC40413-EKDEC40413-E

ゾーン形式の符号部が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,str=文字列
ゾーン形式の符号部に予期しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40414-EKDEC40414-EKDEC40414-EKDEC40414-E

ゾーン形式の小数部が不正です。node=ノード ,position=出現位置 ,str=文字列
ゾーン形式の小数部に予期しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40415-EKDEC40415-EKDEC40415-EKDEC40415-E

ゾーン形式が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,source=入力データ
ゾーン形式に適合しないデータが入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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KDEC40416-EKDEC40416-EKDEC40416-EKDEC40416-E

ゾーン形式の整数部データ長が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,source=入力サ
イズ ,target=出力サイズ

ゾーン形式の整数部のデータ長が，出力サイズよりも入力サイズの方が大きいです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40419-EKDEC40419-EKDEC40419-EKDEC40419-E

ゾーン形式の小数部データ長が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,source=入力サ
イズ ,target=出力サイズ

ゾーン形式の小数部のデータ長が，出力サイズよりも入力サイズの方が大きいです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40420-EKDEC40420-EKDEC40420-EKDEC40420-E

フォーマット情報の検証でエラーが発生しました。error=エラー内容
フォーマット定義のフォーマット情報の検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40430-EKDEC40430-EKDEC40430-EKDEC40430-E

選択条件ノードの値に該当するノードがフォーマット定義に存在しません。choice=選択条件
ノード

選択条件ノードの値に該当するノードがフォーマット定義上で定義されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40431-EKDEC40431-EKDEC40431-EKDEC40431-E

選択条件ノードが存在しません。choice=選択条件ノード
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選択条件ノードで指定されたノードが入力データに存在しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40432-EKDEC40432-EKDEC40432-EKDEC40432-E

選択構造が不正です。error=リターンコード
選択構造の属性指定に予期しないデータが指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40433-EKDEC40433-EKDEC40433-EKDEC40433-E

選択構成に余分な構成要素が存在します。choice=選択構成ノード ,node=余分なノード
選択構成の最後に余分な構成要素が存在します。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40435-EKDEC40435-EKDEC40435-EKDEC40435-E

選択条件ノードの値と出現した選択ノードの条件値が一致しません。choice=選択条件ノード
選択条件ノードに指定された値と，出現した選択ノードの条件値が一致しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40436-EKDEC40436-EKDEC40436-EKDEC40436-E

選択構成に構成要素が存在しません。choice=選択構成ノード
選択構成に構成要素が存在しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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KDEC40437-EKDEC40437-EKDEC40437-EKDEC40437-E

選択条件開始セパレータに該当するノードがフォーマット定義に存在しません。 choice=選択条
件ノード

選択条件に設定した，構成要素の開始セパレータに該当するノードがフォーマット定義
上で定義されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40440-EKDEC40440-EKDEC40440-EKDEC40440-E

複合内容要素の属性が不正です。attr=属性
複合内容要素の属性が逐次構造または選択構造ではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40450-EKDEC40450-EKDEC40450-EKDEC40450-E

出現回数の属性が不正です。kind=属性
出現回数の属性がノード指定またはデータ終端までではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40451-EKDEC40451-EKDEC40451-EKDEC40451-E

最小出現回数が不正です。value=出現回数
最小出現回数の指定が数値ではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40452-EKDEC40452-EKDEC40452-EKDEC40452-E

最大出現回数が不正です。value=出現回数
最大出現回数の指定が数値ではありません。
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(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40453-EKDEC40453-EKDEC40453-EKDEC40453-E

サイズと出現回数の指定の組合せが不正です。size=サイズ指定 ,occurs=出現回数指定
サイズに EODが指定されていますが，出現回数が 1回以外で指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40454-EKDEC40454-EKDEC40454-EKDEC40454-E

出現回数が EODで省略不可の設定に対して，入力バイナリデータがありません。
出現回数が EODで省略不可の設定に対して，入力データがありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40455-EKDEC40455-EKDEC40455-EKDEC40455-E

出現回数が EODで省略不可の設定に対して，入力 XMLデータがありません。
出現回数が EODで省略不可の設定に対して，入力データがありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40456-EKDEC40456-EKDEC40456-EKDEC40456-E

フォーマット定義と入力 XMLのノードが一致しません。fdx=fdxノード名 ,xml=xmlノード名
フォーマット定義と入力 XMLのノードが一致しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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KDEC40462-EKDEC40462-EKDEC40462-EKDEC40462-E

サイズノードまたは出現回数ノードは既に設定されています。node=基準ノード ,path=XPath
基準ノードおよび XPathで指定されたサイズノードまたは出現回数ノードはすでに値が
設定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40463-EKDEC40463-EKDEC40463-EKDEC40463-E

指定された出現回数と，入力 XMLの出現回数が一致しません。node=ノード名
ノード名で指定されたノードの出現回数が，フォーマット定義または出現回数ノードの
値と異なります。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40464-EKDEC40464-EKDEC40464-EKDEC40464-E

文字列の字数が指定された日付時刻形式と異なります。node=ノード名 ,position=出現位置
,str=文字列

入力文字列が指定された日付時刻形式と異なります。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40466-EKDEC40466-EKDEC40466-EKDEC40466-E

文字列に小数部が存在します。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
小数部桁数が指定されていないのに，小数部が存在しています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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KDEC40467-EKDEC40467-EKDEC40467-EKDEC40467-E

指定された小数部桁数と文字列の小数部桁数が一致しません。node=ノード名 ,position=出現位
置 ,source=入力サイズ ,target=出力サイズ

指定された小数部桁数と文字列の小数部桁数が一致しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40468-EKDEC40468-EKDEC40468-EKDEC40468-E

文字列に小数部が存在しません。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
小数部桁数が指定されているのに，小数部が存在しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40471-EKDEC40471-EKDEC40471-EKDEC40471-E

有効な数値が指定されていません。node=ノード ,position=出現位置 ,str=文字列
埋め字が SPACEで，入力データがすべて半角スペースになっています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40472-EKDEC40472-EKDEC40472-EKDEC40472-E

数値フォーマットが不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
入力データが指定されたデータ形式の数値フォーマットと異なります。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40473-EKDEC40473-EKDEC40473-EKDEC40473-E

入力されたバイナリデータは不正な文字が含まれています。node=ノード名 ,position=出現位置
,str=文字列

入力されたバイナリデータに不正な文字が含まれています。
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11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40474-EKDEC40474-EKDEC40474-EKDEC40474-E

符号フォーマットが不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,sign=符号指定 ,str=文字列
符号フォーマットに予期しない文字列が現れました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40475-EKDEC40475-EKDEC40475-EKDEC40475-E

有効桁がシステムの制限を超えています。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
入力データの有効桁がシステムの制限を超えました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40477-EKDEC40477-EKDEC40477-EKDEC40477-E

指定されたサイズより入力文字列のサイズが大きいです。node=ノード名 ,position=出現位置
指定されたサイズより入力文字列のサイズが大きいです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40478-EKDEC40478-EKDEC40478-EKDEC40478-E

指定されたサイズと入力文字列のサイズが異なります。node=ノード名 ,position=出現位置
指定されたサイズと入力文字列のサイズが異なります。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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11.　メッセージ
KDEC40482-EKDEC40482-EKDEC40482-EKDEC40482-E

入力文字列が hexBinary形式でありません。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
入力文字列が hexBinary形式の文字列ではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40510-EKDEC40510-EKDEC40510-EKDEC40510-E

逐次構造の名称がありません。
逐次構造のグローバル名称がありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40511-EKDEC40511-EKDEC40511-EKDEC40511-E

フォーマット定義で定義されていない構成要素が存在します。node=定義されていないノード
名

フォーマット定義で定義されていない構成要素が存在します。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40520-EKDEC40520-EKDEC40520-EKDEC40520-E

指定できないパラメタです。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
単純内容要素の属性で予期しない属性が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40521-EKDEC40521-EKDEC40521-EKDEC40521-E

データタイプの指定が不正です。str=文字列
単純内容要素のデータタイプが不正です。
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11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40522-EKDEC40522-EKDEC40522-EKDEC40522-E

サイズの指定が 0より小さいです。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
単純内容要素のデータサイズが 0未満です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40523-EKDEC40523-EKDEC40523-EKDEC40523-E

小数点桁数の指定が 0より小さいです。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
小数点桁数の指定が 0未満です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40524-EKDEC40524-EKDEC40524-EKDEC40524-E

符号の指定が NULLです。node=ノード名 ,position=出現位置
単純内容要素の符号の指定がありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40525-EKDEC40525-EKDEC40525-EKDEC40525-E

符号の指定が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
単純内容要素の符号の指定で予期しない文字列が入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。
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KDEC40526-EKDEC40526-EKDEC40526-EKDEC40526-E

埋め字の指定が NULLです。node=ノード名 ,position=出現位置
単純内容要素の埋め字の指定がありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40527-EKDEC40527-EKDEC40527-EKDEC40527-E

埋め字の指定が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
単純内容要素の埋め字の指定で予期しない文字列が入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40528-EKDEC40528-EKDEC40528-EKDEC40528-E

日付時刻形式の指定が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
単純内容要素の日付時刻形式の指定で予期しない文字列が入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40529-EKDEC40529-EKDEC40529-EKDEC40529-E

日付時刻形式の指定が NULLです。node=ノード名 ,position=出現位置
単純内容要素の日付時刻形式の指定がありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40605-EKDEC40605-EKDEC40605-EKDEC40605-E

入力の数値は指定サイズの範囲から外れています。node=ノード名 ,position=出現位置 ,size=
サイズ ,value=値

符号付きの 2進数値または符号無しの 2進数値で，入力した数値がサイズの範囲外です。
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11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40606-EKDEC40606-EKDEC40606-EKDEC40606-E

データサイズが不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,size=サイズ
データサイズが 1，2，4，または 8以外の数字です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40610-EKDEC40610-EKDEC40610-EKDEC40610-E

入力された日付時刻データの形式は不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
日付時刻データの形式で予期しない形式が入力されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40611-EKDEC40611-EKDEC40611-EKDEC40611-E

存在しない日付です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
日付指定で存在しない日付が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40613-EKDEC40613-EKDEC40613-EKDEC40613-E

指定された小数部桁数と入力データの小数部桁数が一致しません。
日付時刻指定で指定された小数部桁数と入力データの小数部桁数が一致しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。
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KDEC40614-EKDEC40614-EKDEC40614-EKDEC40614-E

存在しない時刻です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
時刻指定で存在しない時刻が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40615-EKDEC40615-EKDEC40615-EKDEC40615-E

2桁年号の指定が不正です。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
2桁年号の指定が 1951～ 2050の範囲にありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40616-EKDEC40616-EKDEC40616-EKDEC40616-E

小数部桁数の指定が最大桁数を超えています。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=小数部
桁数

日付時刻データ型で小数部桁数が 3桁を超えています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40618-EKDEC40618-EKDEC40618-EKDEC40618-E

小数部桁数が文字列のサイズより大きいです。node=ノード名 ,position=出現位置 ,str=文字列
小数部桁数が文字列のサイズより大きいです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40701-EKDEC40701-EKDEC40701-EKDEC40701-E

入力バイナリデータの出現回数は指定された値と一致しません。node=ノード名
実際に出現した回数と指定された出現回数が一致しません。
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11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40702-EKDEC40702-EKDEC40702-EKDEC40702-E

入力バイナリデータの出現回数は指定された最小値より少ないです。node=ノード名
実際に出現した回数が指定された出現回数より少ないです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40703-EKDEC40703-EKDEC40703-EKDEC40703-E

入力バイナリデータの出現回数は指定された最大値より多いです。node=ノード名
実際に出現した回数が指定された出現回数より多いです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40704-EKDEC40704-EKDEC40704-EKDEC40704-E

指定されているセパレータが出現しません。node=ノード名
データを区切るためのセパレータが出現しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40705-EKDEC40705-EKDEC40705-EKDEC40705-E

指定されている開始文字が出現しません。node=ノード名
指定されている開始文字が出現しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。
1045



11.　メッセージ
KDEC40706-EKDEC40706-EKDEC40706-EKDEC40706-E

指定されている終了文字が出現しません。node=ノード名
指定されている終了文字が出現しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40707-EKDEC40707-EKDEC40707-EKDEC40707-E

必要なセパレータが指定されていません。node=ノード名
データを区切るために必要なセパレータが指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40708-EKDEC40708-EKDEC40708-EKDEC40708-E

データがダブルクォーテーションで囲まれていません。node=ノード名
CSV形式時にダブルクォーテーション付与指定ありの場合に，データがダブルクォー
テーションで囲まれていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40709-EKDEC40709-EKDEC40709-EKDEC40709-E

開始文字の指定が不正です。node=ノード名 ,separator=開始文字
開始文字がラテン文字の範囲外です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40710-EKDEC40710-EKDEC40710-EKDEC40710-E

中間文字の指定が不正です。node=ノード名 ,separator=中間文字
中間文字がラテン文字の範囲外です。
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11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40711-EKDEC40711-EKDEC40711-EKDEC40711-E

終了文字の指定が不正です。node=ノード名 ,separator=終了文字
終了文字がラテン文字の範囲外です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40712-EKDEC40712-EKDEC40712-EKDEC40712-E

エスケープ文字の指定が不正です。esc=エスケープ文字
エスケープ文字がラテン文字の範囲外です。または 2文字以上です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40713-EKDEC40713-EKDEC40713-EKDEC40713-E

値検索が失敗しました。property=変換テーブルのプロパティ名 ,key=検索キー
変換テーブルに指定された検索キーが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC40714-EKDEC40714-EKDEC40714-EKDEC40714-E

セパレータが出現しません。property=変換テーブルのプロパティ名
データを区切るためのセパレータが出現しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。
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11.　メッセージ
KDEC40715-EKDEC40715-EKDEC40715-EKDEC40715-E

バイナリデータの入力でエラーが発生しました。error=ByteArrayInputStream.readメソッドの
リターンコード ,property=変換テーブルのプロパティ名

フォーマット定義に対して入力データが短いため，変換途中で入力データが終わりに到
達しました。

ByteArrayInputStream.readメソッドのリターンコード
• -1：すでに入力データがない
• 正の整数：入力要求のサイズに対して入力データが短かった場合の入力データの
サイズ

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義または入力データを確認してください。

KDEC40716-EKDEC40716-EKDEC40716-EKDEC40716-E

変換テーブルファイルの読み込み時にエラーが発生しました。property=変換テーブルのプロパ
ティ名

プロパティに設定されたテーブルファイルが存在しません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40717-EKDEC40717-EKDEC40717-EKDEC40717-E

値置換えのパスプロパティがシステムプロパティで指定されていません。property=パスプロパ
ティ名称

システムプロパティに値置換えのパスプロパティが指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
システムプロパティファイル（usrconf.properties）の定義を確認してください。

KDEC40718-EKDEC40718-EKDEC40718-EKDEC40718-E

値置換えのコードプロパティがシステムプロパティで指定されていません。property=コードプ
ロパティ名称

システムプロパティに値置換えのコードプロパティが指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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11.　メッセージ
(O)(O)(O)(O)
システムプロパティファイル（usrconf.properties）の定義を確認してください。

KDEC40719-EKDEC40719-EKDEC40719-EKDEC40719-E

変換テーブルのプロパティ名称が不正です。property=変換テーブルのプロパティ名
変換テーブルのプロパティ名称が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40720-EKDEC40720-EKDEC40720-EKDEC40720-E

検索キーが不正です。property=変換テーブルのプロパティ名
検索キーが指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40721-EKDEC40721-EKDEC40721-EKDEC40721-E

検索キーの位置が不正です。property=変換テーブルのプロパティ名
検索キーの位置が指定されていません。または予期しない値が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40722-EKDEC40722-EKDEC40722-EKDEC40722-E

デフォルト値が不正です。property=変換テーブルのプロパティ名
デフォルト値が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40723-EKDEC40723-EKDEC40723-EKDEC40723-E

検索失敗時の動作フラグが不正です。property=変換テーブルのプロパティ名
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検索失敗時の動作フラグが指定されていません。または予期しない値が指定されていま
す。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40724-EKDEC40724-EKDEC40724-EKDEC40724-E

最大出現回数が最小出現回数を下回っています。 node=ノード名
指定された最大出現回数が最小出現回数より少ないです。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40725-EKDEC40725-EKDEC40725-EKDEC40725-E

指定された改行コードと異なるセパレータが指定されています。node=ノード名
指定された改行コードと異なる改行が指定されました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40726-EKDEC40726-EKDEC40726-EKDEC40726-E

エスケープ文字が存在しません。node=ノード名
CSV形式時にエスケープ文字が指定されていません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40727-EKDEC40727-EKDEC40727-EKDEC40727-E

エスケープ文字で終了しています。node=ノード名
最後の文字がエスケープ文字です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40728-EKDEC40728-EKDEC40728-EKDEC40728-E

16進数ではない値がセパレータに指定されています。node=ノード名
16進数でない値がセパレータに指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40729-EKDEC40729-EKDEC40729-EKDEC40729-E

セパレータタイプが不正です。node=ノード名 ,type=セパレータタイプ
セパレータタイプに stringまたは byte以外が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
フォーマット定義を確認してください。

KDEC40730-EKDEC40730-EKDEC40730-EKDEC40730-E

変換テーブルファイルのサイズがシステムプロパティの指定値を超えました。file size=ファイ
ルサイズ，property=プロパティ指定サイズ

変換テーブルファイルのサイズがシステムプロパティファイルで指定した値を超えまし
た。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
システムプロパティファイル（usrconf.properties）の定義を確認してください。

KDEC40731-EKDEC40731-EKDEC40731-EKDEC40731-E

変換テーブルファイルのサイズの指定が不正です。 valueTableSize=ファイルサイズ
変換テーブルファイルのサイズに指定した値が整数値ではありません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
システムプロパティファイル（usrconf.properties）の定義を確認してください。
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KDEC40732-EKDEC40732-EKDEC40732-EKDEC40732-E

余分なセパレータが出現しています。 node=ノード名
データを区切るためのセパレータが余分に出現しています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
入力データを確認してください。

KDEC50000-IKDEC50000-IKDEC50000-IKDEC50000-I

Migration preprocessing will now start. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行前処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
移行前処理を開始します。

KDEC50001-IKDEC50001-IKDEC50001-IKDEC50001-I

Migration preprocessing was successful. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行前処理が成功しました。

(S)(S)(S)(S)
移行前処理を終了します。

KDEC50100-IKDEC50100-IKDEC50100-IKDEC50100-I

Creation of component information will now start. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
HCSCコンポーネント情報の作成を開始します。

(S)(S)(S)(S)
HCSCコンポーネント情報の作成を開始します。

KDEC50101-IKDEC50101-IKDEC50101-IKDEC50101-I

Component information was created successfully. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
HCSCコンポーネント情報の作成が成功しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCコンポーネント情報の作成を終了します。

KDEC50200-IKDEC50200-IKDEC50200-IKDEC50200-I

Migration processing will now start. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
移行処理を開始します。
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KDEC50201-IKDEC50201-IKDEC50201-IKDEC50201-I

Migration processing was successful. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行処理が成功しました。

(S)(S)(S)(S)
移行処理を終了します。

KDEC50300-IKDEC50300-IKDEC50300-IKDEC50300-I

Initialize of Migration-ID processing will now start. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , 
Migration-ID = 移行 ID)

移行 IDの初期化処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
移行 IDの初期化処理を開始します。

KDEC50301-IKDEC50301-IKDEC50301-IKDEC50301-I

Initialize of Migration-ID processing was successful. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , 
Migration-ID = 移行 ID)

移行 IDの初期化処理が成功しました。

(S)(S)(S)(S)
移行 IDの初期化処理を終了します。

KDEC51000-EKDEC51000-EKDEC51000-EKDEC51000-E

An attempt to execute the J2EE server command has failed. (J2EE server name = J2EEサーバ名，
HCSC server name = HCSCサーバ名，operation = オペレーション名 , cause = エラー原因 )

J2EEサーバのコマンドの実行に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
オペレーション名に表示されているコマンドの例外の内容を確認してください。

KDEC51001-EKDEC51001-EKDEC51001-EKDEC51001-E

An attempt to acquire the status of the J2EE server has failed. (J2EE server name = J2EEサーバ
名，HCSC server name = HCSCサーバ名 , cause = エラー原因 )

J2EEサーバの状態の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
状態取得コマンドの例外の内容を確認してください。
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KDEC51003-EKDEC51003-EKDEC51003-EKDEC51003-E

The J2EE server has not stopped. (J2EE server name = J2EEサーバ名，HCSC server name = 
HCSCサーバ名 )

J2EEサーバが停止していません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバを停止してください。

KDEC51004-EKDEC51004-EKDEC51004-EKDEC51004-E

An attempt to start the J2EE server has failed. (J2EE server name = J2EEサーバ名，HCSC server 
name = HCSCサーバ名 )

J2EEサーバの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバ起動コマンドの例外の内容を確認してください。

KDEC51005-EKDEC51005-EKDEC51005-EKDEC51005-E

The J2EE server is not running. (J2EE server name = J2EEサーバ名，HCSC server name = 
HCSCサーバ名 )

J2EEサーバが起動していません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバを起動してください。

KDEC51006-EKDEC51006-EKDEC51006-EKDEC51006-E

An attempt to stop the J2EE server has failed. (J2EE server name = J2EEサーバ名，HCSC server 
name = HCSCサーバ名 )

J2EEサーバの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
J2EEサーバ停止コマンドの例外の内容を確認してください。
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KDEC51007-EKDEC51007-EKDEC51007-EKDEC51007-E

An attempt to switch component EAR files has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，
componentID = HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 ID)

HCSCコンポーネントの EARファイルの入れ替えに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51008-EKDEC51008-EKDEC51008-EKDEC51008-E
An attempt to switch EAR files for User reception service has failed. (HCSC server name = HCSC
サーバ名，componentID = HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 ID)

ユーザ定義受付の EARファイルの入れ替えに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51009-EKDEC51009-EKDEC51009-EKDEC51009-E

An attempt to update EAR file update information has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ
名，componentID = HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 ID)

EARファイルの情報の更新に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51010-EKDEC51010-EKDEC51010-EKDEC51010-E

An attempt to switch HCSC server EAR files has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，
componentID = HCSCコンポーネントのサービス IDまたは受付 ID)

HCSCサーバ本体の EARファイルの入れ替えに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。
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KDEC51011-EKDEC51011-EKDEC51011-EKDEC51011-E

The specified JDBC driver type is invalid. (HCSC server name = HCSCサーバ名，driver type = 
JDBCドライバ種別 )

JDBCドライバの種別の指定が不正です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの JDBCドライバ種別を確認してくださ
い。

KDEC51012-EKDEC51012-EKDEC51012-EKDEC51012-E

The specified JDBC driver type and database type are invalid. (HCSC server name = HCSCサー
バ名，driver type = JDBCドライバ種別，database type = データベース種別 )

JDBCドライバ，およびデータベースの種別の指定が不正です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバセットアップ定義ファイルの JDBCドライバ種別とデータベース種別
を確認してください。

KDEC51015-EKDEC51015-EKDEC51015-EKDEC51015-E

An attempt to register the JDBC driver has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，driver 
type = JDBCドライバ種別 , cause = エラー原因 )

JDBCドライバの登録に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51016-EKDEC51016-EKDEC51016-EKDEC51016-E

An attempt to acquire a connection has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，driver type 
= JDBCドライバ種別 , cause = エラー原因 )

DBコネクションの取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。
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KDEC51017-EKDEC51017-EKDEC51017-EKDEC51017-E

An attempt to commit the transaction processing has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ
名 , cause = エラー原因 )

トランザクション処理のコミットが失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51018-EKDEC51018-EKDEC51018-EKDEC51018-E

An attempt to roll back the transaction processing has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ
名 , cause = エラー原因 )

トランザクション処理のロールバックが失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51019-EKDEC51019-EKDEC51019-EKDEC51019-E

The database cannot be disconnected from. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , cause = エ
ラー原因 )

データベースとの接続を切断できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51020-EKDEC51020-EKDEC51020-EKDEC51020-E

An attempt to execute an SQL statement has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , cause 
= エラー原因 )

SQLの実行に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。
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KDEC51023-EKDEC51023-EKDEC51023-EKDEC51023-E
An attempt to output the XML file that contains component information failed. (HCSC server name 
= HCSCサーバ名，path = ファイルパス , cause = エラー原因 )

HCSCコンポーネント情報の XMLファイルの出力に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51024-EKDEC51024-EKDEC51024-EKDEC51024-E

An attempt to read the file has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ファイルパ
ス , cause = エラー原因 )

ファイル情報の読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51025-EKDEC51025-EKDEC51025-EKDEC51025-E

An attempt to output the file has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ファイル
パス , cause = エラー原因 )

ファイルの出力に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51027-EKDEC51027-EKDEC51027-EKDEC51027-E

An error occurred during migration preprocessing. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行前処理でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。
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KDEC51029-EKDEC51029-EKDEC51029-EKDEC51029-E

An error occurred during setup of the component information. (HCSC server name = HCSCサー
バ名 )

HCSCコンポーネントの情報設定でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51031-EKDEC51031-EKDEC51031-EKDEC51031-E

An error occurred during migration processing. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
移行処理でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51035-EKDEC51035-EKDEC51035-EKDEC51035-E
The Cosminexus integrated version at the migration source cannot be acquired. (HCSC server 
name = HCSCサーバ名 , cause = エラー原因 )

移行元の Cosminexus統合バージョンが取得できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51036-EKDEC51036-EKDEC51036-EKDEC51036-E

The volume cannot be migrated. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , expected version = 期待
するバージョン , current version = 現状のバージョン )

移行の対象外です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
移行元の Cosminexusのバージョンを確認してください。
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KDEC51038-EKDEC51038-EKDEC51038-EKDEC51038-E

An attempt to read the setup file has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ファ
イルパス )

セットアップファイルの読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KDEC51039-EKDEC51039-EKDEC51039-EKDEC51039-E

The database cannot be connected to. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , cause = エラー原
因 )

データベースに接続できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51055-EKDEC51055-EKDEC51055-EKDEC51055-E
The XML document that contains migration information cannot be converted to a DOM. (HCSC 
server name = HCSCサーバ名 , cause = エラー原因 )

移行情報の XMLファイルを DOMに変換できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51056-EKDEC51056-EKDEC51056-EKDEC51056-E

An attempt to modify the version information has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , 
cause = エラー原因 )

バージョン情報の更新に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。
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KDEC51057-EKDEC51057-EKDEC51057-EKDEC51057-E

File deletion failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ファイルパス , cause = エラー
原因 )

ファイルの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51058-EKDEC51058-EKDEC51058-EKDEC51058-E

An attempt to rename the file has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ファイル
パス , cause = エラー原因 )

ファイルのリネームに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51059-EKDEC51059-EKDEC51059-EKDEC51059-E

An attempt to create a directory has failed. (HCSC server name = HCSCサーバ名，path = ディレ
クトリパス , cause = エラー原因 )

ディレクトリの作成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
例外の内容を確認してください。

KDEC51060-EKDEC51060-EKDEC51060-EKDEC51060-E

The Cosminexus home directory could not be acquired. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , 
cause = エラー原因 )

Cosminexusホームディレクトリが取得できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
プロパティファイル，または環境変数の設定内容を確認してください。
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KDEC51061-EKDEC51061-EKDEC51061-EKDEC51061-E

The database is running. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
データベースが起動しています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
データベースを停止してください。

KDEC51062-EKDEC51062-EKDEC51062-EKDEC51062-E

The HCSC server is running. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバが起動しています。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバ名に表示されている HCSCサーバを停止してください。

KDEC51063-EKDEC51063-EKDEC51063-EKDEC51063-E

The HCSC server and requester service are not running. (HCSC server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバおよびリクエスタサービスが起動していません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバ名に表示されている HCSCサーバ，およびリクエスタサービスを起動
してください。

KDEC51064-EKDEC51064-EKDEC51064-EKDEC51064-E

The status of HCSC server is invalid. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , status = HCSCサー
バ状態 )

HCSCサーバの状態が不正です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバ名に表示されている HCSCサーバを停止または起動してください。

KDEC51065-EKDEC51065-EKDEC51065-EKDEC51065-E
The migration processing cannot execute because another migration processing is executing. 
(HCSC server name = HCSCサーバ名 )
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ほかの移行処理が実行中のため，移行処理が実行できません。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ほかの移行処理が実行中のため，実行中の移行処理が終了してからコマンドを再実
行してください。

KDEC51900-EKDEC51900-EKDEC51900-EKDEC51900-E

An internal error occurred. (cause = エラー原因 )
内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC51901-EKDEC51901-EKDEC51901-EKDEC51901-E

An internal error occurred. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , cause = エラー原因 )
内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KDEC51902-EKDEC51902-EKDEC51902-EKDEC51902-E

An input parameter is invalid. (HCSC server name = HCSCサーバ名 , parameter = パラメタ値 )
入力パラメタが不正です。

(S)(S)(S)(S)
メッセージを表示して，処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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11.5　KDEC60000～ KDEC79999のメッセー
ジ

KDEC60000-EKDEC60000-EKDEC60000-EKDEC60000-E

Initialization of the DB adapter has failed.  (adapter name = サービスアダプタのサービスID, cause 
= 原因コード )

DBアダプタの初期化に失敗しました。

サービスアダプタのサービス ID
• 原因コードが 02の場合：*
• 原因コードが 02以外の場合：アダプタ名

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
原因コードが「01」または「90～ 99」の場合は，このメッセージより前に出力さ
れているメッセージを参照して，原因を取り除いてください。それ以外の原因コー
ドの場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC60001-EKDEC60001-EKDEC60001-EKDEC60001-E

An attempt to parse the definition has failed. (adapter name = サービスアダプタのサービス ID, 
operation name = オペレーション名 , cause = 原因コード , information1 = 情報 1, information2 = 
情報 2)

定義解析処理に失敗しました。
• オペレーション名：オペレーション名が特定できない場合は表示されません。

原因コード 内容

01 定義解析処理に失敗

02 DBアダプタのサービス IDの取得に失敗

03 HCSCサーバ名の取得に失敗

90～ 99 そのほか
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(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
原因コードによって次のようにしてください。
•「01」の場合
該当ファイルの有無，アクセス権，ファイルの内容，ファイルサイズ，および別
プロセスでの使用を確認してください。また，開発環境で DBアダプタ EARファ
イルを作成し直してください。改善しない場合は，ログ・トレースを採取し，保
守員に連絡してください。

•「02」～「06」の場合

原因
コード

内容 情報 1 情報 2

01 ファイルの読み込みに失
敗

ファイル名 DBアダプタ
がトラブル
シュートで
使用する情
報です。

02 定義指定値不正 パラメタ名 定義指定値

03 独自定義ファイル名の指
定値不正

独自定義ファイルの種別
• SQL-Operation：SQLオペレーション定義
• Application attributes：アプリケーション統
合属性ファイル

なし

04 定義項目不正 パラメタ名 • 01：パラ
メタが存
在しない

• 02：パラ
メタが複
数存在す
る

• 03：パラ
メタの値
が省略さ
れている

05 標準電文の電文種別に
「XML」または
「BINARY」以外が指定
されました。

パラメタ名
• input/standard-message/message-type：要
求電文の電文種別

• output/standard-message/message-type：応
答電文の電文種別

定義指定値

06 DBアダプタ電文の電文
種別に「XML」以外が
指定されました。

パラメタ名
• input/service-message/message-type：要求
電文の電文種別

• output/service-message/message-type：応答
電文の電文種別

定義指定値
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汎用カスタムアダプタ定義の設定内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC60002-EKDEC60002-EKDEC60002-EKDEC60002-E

A service call was interrupted. (adapter name = サービスアダプタのサービス ID, 
HCSCCommonID = HCSCメッセージ共通 ID, ServiceRequestID = サービスリクエスト ID, 
ClientID = クライアント相関 ID, operation name = オペレーション名 , cause = 原因コード )

サービス部品処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージより前に出力されているメッセージを参照して，原因を取り除いて
ください。

KDEC60003-EKDEC60003-EKDEC60003-EKDEC60003-E

An exception occurred during finish processing for the DB adapter. (adapter name = サービスアダ
プタのサービス ID, cause = 原因コード )

DBアダプタの終了処理中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
このメッセージより前に出力されているメッセージを参照して，原因を取り除いて
ください。

KDEC62000-EKDEC62000-EKDEC62000-EKDEC62000-E

The specified telegram is invalid. (cause = 原因コード , information = 情報 )
要求電文が不正です。

原因コード 内容

90～ 99 そのほか

原因コード 内容

90～ 99 そのほか
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(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
原因コードを基に原因を取り除いてください。取り除けない場合は，ログ・トレー
スを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC62001-EKDEC62001-EKDEC62001-EKDEC62001-E

An attempt to convert a telegram has failed. (cause = 原因コード , information = 情報 )
電文の変換に失敗しました。

原因コード 内容 情報

01 電文の種別不一致 input_telegram type = 指定された
リクエスタ電文の種別 
defined_telegram type = 定義され
ている電文の種別
「電文の種別」は次のどれかです。
• XML：XML電文
• BINARY：バイナリ電文
• NONE：サービスリクエスタか
らの要求電文なし

02 オペレーション名が定義されていません。 operationName = 指定されたオペ
レーション名

03 内部障害が発生しました。 operationName = 指定されたオペ
レーション名

原因コード 内容 情報

01 データ変換処理で失敗しました。 beforeFormatId = 変換前フォー
マット ID 
afterFormatId = 変換後フォーマッ
ト ID

60 要求電文の処理中に異常が発生しました。要
求電文の構文不正のおそれがあります。

なし

61 サービスリクエスタでリクエストフォーマッ
ト IDまたはレスポンスフォーマット IDに
NULL以外を指定し，かつ，指定した
フォーマット IDに対するデータ変換定義
ファイルまたはフォーマット定義ファイルが
登録されていません。

beforeFormatId = 変換前フォー
マット ID 
afterFormatId = 変換後フォーマッ
ト ID

70～ 79 EARファイルが不正です。 DBアダプタがトラブルシュートで
使用する情報です。

80～ 99 内部障害が発生しました。 DBアダプタがトラブルシュートで
使用する情報です。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
原因コードおよびこれより前に出力されたメッセージを基に，原因を取り除いてく
ださい。70～ 99については EARファイルを再生成してください。取り除けない場
合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC63000-EKDEC63000-EKDEC63000-EKDEC63000-E

An unsupported telegram was specified. (message type = 電文種別 , telegram type = 電文形式 )
未サポートの電文形式が指定されました。

電文種別
• REQUEST：要求電文

電文形式
• BINARY：バイナリ電文
• UNKNOWN：判断不能

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
DBアダプタが対応している電文形式（XML電文）を指定して，再度，サービス部
品呼び出し要求を実行してください。

KDEC63001-EKDEC63001-EKDEC63001-EKDEC63001-E

The specified telegram is invalid. (cause = 原因コード , information = 情報 )
要求電文の内容が不正です。

原因コード 内容 情報

単一の SQL文を実行
する場合

複数の SQL文を実行
する場合※ 1※ 2

01 ルート要素名が不正 指定したルート要素名

02 SQL識別子名称の要素がない，また
は SQL識別子名称の要素が複数存在
する

SQL識別子名称の指
定数

SQL識別子名称の指
定数 (位置 )

03 SQLオペレーション定義で定義して
いない SQL識別子を指定

指定した SQL識別子
名称

指定した SQL識別子
名称 (位置 )
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（凡例）
－：該当しません。

注※ 1
複数の要素で内容に不正がある場合，最初に不正を検知した要素に関する情報を出力します。

注※ 2
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
原因コードを基にサービス部品呼び出し時の処理を見直して，再度，サービス部品
呼び出し要求を実行してください。

KDEC63002-EKDEC63002-EKDEC63002-EKDEC63002-E

The telegram operation failed. (cause = 原因コード , information = 情報 )

04 DBA_IN_DATA要素が存在しない なし SQL識別子名称 (位
置 )

05 DBA_MULTI_SQL要素がない，また
は上限値を超える数が存在する

－ DBA_MULTI_SQL
要素の指定数

06 DBadapter要素下に
DBA_MULTI_SQL以外の要素名の要
素が存在する

－ 指定した要素名

11 引数要素が不足している 要素名 SQL識別子名称 .要
素名 (位置 )

12 引数要素下に，Textノード，
CDATASectionノード，および
Commentノード以外が存在する

要素名 SQL識別子名称 .要
素名 (位置 )

13 引数要素名が重複している 要素名 SQL識別子名称 .要
素名 (位置 )

14 SQL識別子名称の要素下に，パラメ
タ要素および INパラメタ要素以外の
要素を指定している

要素名 SQL識別子名称 .要
素名 (位置 )

21 属性値が不正 要素名 .属性名 = 属性
値

SQL識別子名称 .要
素名 .属性名 = 属性値 
(位置 )

原因コード 内容 情報

単一の SQL文を実行
する場合

複数の SQL文を実行
する場合※ 1※ 2
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電文の操作に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージより前に出力されているメッセージを参照して，原因を取り除いて
ください。取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくだ
さい。

KDEC64000-EKDEC64000-EKDEC64000-EKDEC64000-E

An I/O error occurred. (file name = エラーが発生したファイル名 , reason = エラーの原因 )
I/Oエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
該当ファイルの有無，アクセス権，および別プロセスでの使用を確認してください。
対策ができない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC64001-EKDEC64001-EKDEC64001-EKDEC64001-E
The SQL operation definition file is not a well-formed XML document.

SQLオペレーション定義ファイルが整形式 XML文書ではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR

原因コード 内容 情報

01 電文の取得に失敗しました。 DBアダプタがトラブルシュー
トで使用する情報です。

02 電文の設定に失敗しました。 DBアダプタがトラブルシュー
トで使用する情報です。

11 電文の操作中に DOM障害が発
生しました。

DBアダプタがトラブルシュー
トで使用する情報です。
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ファイルを作成し直してください。

KDEC64002-EKDEC64002-EKDEC64002-EKDEC64002-E
SQL operation definition file error: The name of the root element is invalid.

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。ルート要素の名称が
<DBadapter_SQL_OPERATION>ではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64003-EKDEC64003-EKDEC64003-EKDEC64003-E

SQL operation definition file error: The element has an invalid node. (element = 形式不正を検知し
た要素名 , error type = エラー種別 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。不正ノードが存在します。

エラー種別
• 01：異常な属性が存在します。
• 02：該当する要素下に異常なノードが存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64004-EKDEC64004-EKDEC64004-EKDEC64004-E

SQL operation definition file error: The format of an element name is incorrect. (element = 形式不
正を検知した要素名 , error type = 不正のある要素が従う名称形式種別 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。名称形式に誤りのある要素が
存在します。設定した名称の文字数が 256より大きい場合，SQL識別子名称に
「DBadapter」または「DBA_MULTI_SQL」を指定した場合に出力されます。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できない場合：*
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不正のある要素が従う名称形式種別
• 01：SQL識別子名称形式（文字数が 256より大きい場合）
• 02：引数要素名称形式（文字数が 256より大きい場合）
• 03：SQL識別子名称形式（名称に「DBadapter」または「DBA_MULTI_SQL」
を指定した場合）

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64005-EKDEC64005-EKDEC64005-EKDEC64005-E

SQL operation definition file error: An element was duplicated. (element = 形式不正を検知した要
素名 , duplicated element = 重複する要素名 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64006-EKDEC64006-EKDEC64006-EKDEC64006-E

SQL operation definition file error: A required element could not be found. (element = 形式不正を
検知した要素名 , required element = 必須の要素名 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。必須となる要素がありません。

必須の要素名
• SQL識別子の場合：SQL_ID

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。
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(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64007-EKDEC64007-EKDEC64007-EKDEC64007-E
SQL operation definition file error: An invalid value for an element or attribute was detected. 
(element = 形式不正を検知した要素名 , attribute = 形式不正を検知した属性名 , cause = 不正要因
)

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。要素，または属性の設定値に
異常を検知しました。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 属性値異常または要素名が取得できない場合：*

形式不正を検知した属性名
• 要素の設定値が正常な場合：形式不正を検知した属性名
• 要素の設定値が異常な場合：*

不正要因
• 01：DB種別ではありません。
• 02：Y，Nの形式ではありません。
• 03：SQL命令ではありません。
• 04：数字以外の文字，または int型の範囲外の数値です。
• 05：設定できる範囲外の数字です。
• 06：空要素になっています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64008-EKDEC64008-EKDEC64008-EKDEC64008-E
SQL operation definition file error: A required attribute for a parameter element was not found. (SQL 
ID = 不正を検知した SQL識別子名称 , parameter element = 不正を検知した引数要素名称 , 
required attribute = 必須の属性名 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。引数要素に必須となる属性が
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ありません。

不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できる場合：不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できない場合：*

不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できる場合：不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64009-EKDEC64009-EKDEC64009-EKDEC64009-E
SQL operation definition file error: An invalid value for a parameter element or attribute was 
detected. (SQL ID = 不正を検知した SQL識別子名称 , parameter element = 不正を検知した引数
要素名称 , attribute = 形式不正を検知した属性名 , cause = 不正要因 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。引数要素の要素，または属性
の設定値に異常を検知しました。

不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できる場合：不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できない場合：*

不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できる場合：不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できない場合：*

形式不正を検知した属性名
• Causeの値が 03，04，または 05の場合：*
• 上記以外の場合：形式不正を検知した属性名

不正要因
• 01：dba_infで指定できない文字列です。
• 02：data_typeで指定できない文字列です。
• 03：異常な属性が存在します。
• 04：異常なノードが存在します。
• 05：重複する引数要素の属性値が一致していません。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。

KDEC64010-EKDEC64010-EKDEC64010-EKDEC64010-E
A DOM error occurred during an attempt to acquire SQL operation definition file information. (class 
= クラス名 , method = メソッド名 , element = エラーが発生した要素名 , attribute = エラーが発生
した属性名 , error code = エラーコード )

SQLオペレーション定義ファイル情報取得時に DOMエラーが発生しました。

エラーが発生した要素名
• 要素名が取得できる場合：エラーが発生した要素名
• 属性でエラーが発生，または要素名が取得できない場合：*

エラーが発生した属性
• 要素でエラーが発生していない場合：エラーが発生した属性
• 要素でエラーが発生した場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC64011-EKDEC64011-EKDEC64011-EKDEC64011-E
An invalid value is specified for an encoding declaration in the SQL operation definition file.

SQLオペレーション定義ファイルの encoding宣言に無効な値が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直して，開発環境で DBアダプタ EAR
ファイルを作成し直してください。
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KDEC64012-EKDEC64012-EKDEC64012-EKDEC64012-E
The message file was not found.

メッセージファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC66000-EKDEC66000-EKDEC66000-EKDEC66000-E

An attempt to connect to the database has failed. (DataSource name = データベース参照名 , error 
information = DBMS固有のエラーメッセージ , SQL state = SQL状態 , error code = SQLコード )

データベースとのコネクションの確立に失敗しました。

SQL状態
• HiRDBの場合：SQLSTATE
• Oracleの場合：SQL状態を示すコード
• 取得できない場合：*

SQLコード
• HiRDBの場合：SQLCODE
• Oracleの場合：ORA番号

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてくださ
い。取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC66001-EKDEC66001-EKDEC66001-EKDEC66001-E

An attempt to close a connection to the database has failed. (DataSource name = データベース参
照名 , error information = DBMS固有のエラーメッセージ , SQL state = SQL状態 , error code = 
SQLコード )

データベースとのコネクションの切断に失敗しました。

SQL状態
• HiRDBの場合：SQLSTATE
• Oracleの場合：SQL状態を示すコード
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• 取得できない場合：*

SQLコード
• HiRDBの場合：SQLCODE
• Oracleの場合：ORA番号

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてくださ
い。取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC66002-EKDEC66002-EKDEC66002-EKDEC66002-E

An attempt to acquire a data source has failed. (DataSource name = データベース参照名 )
データベースリソースの取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
アプリケーション統合属性ファイルの <res-ref-name>要素と，SQLオペレーショ
ン定義ファイルの <DB_NAME>要素の値が一致しているか見直してください。対
策ができない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC66003-EKDEC66003-EKDEC66003-EKDEC66003-E

An SQL statement has a syntax error. (DataSource name = データベース参照名 , SQL ID = SQL
識別子名称 , error information = DBMS固有のエラーメッセージ , SQL state = SQL状態 , error 
code = SQLコード )

SQL文の構文不正によって，SQL文の実行に失敗しました。検索結果に Cosminexus 
DB Connectorが使用する JDBCドライバで未サポートのデータ型を含む SQL文を指定
している，または DBにアクセスできない場合にも出力されます。
複数の SQL文を実行する場合，最初に検知したエラーに関する情報を出力します。

SQL識別子名称

単一の SQL文を実行する場合 複数の SQL文を実行する場合※

SQL識別子名称 SQL識別子名称 (位置 )
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注※
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

SQL状態
• HiRDBの場合：SQLSTATE
• Oracleの場合：SQL状態を示すコード
• 取得できない場合：*

SQLコード
• HiRDBの場合：SQLCODE
• Oracleの場合：ORA番号

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
• エラーの原因が SQL文の構文不正の場合
このメッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてくだ
さい。

• エラーの原因が SQL文の構文不正以外の場合
このメッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてくだ
さい。取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してくださ
い。

KDEC66004-EKDEC66004-EKDEC66004-EKDEC66004-E

An attempt to access the database has failed. (DataSource name = データベース参照名 , SQL ID 
= SQL識別子名称 , error information = DBMS固有のエラーメッセージ , SQL state = SQL状態 , 
error code = SQLコード )

DBアクセスに失敗しました。
複数の SQL文を実行する場合，最初に検知したエラーに関する情報を出力します。

SQL識別子名称

注※
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

SQL状態
• HiRDBの場合：SQLSTATE

単一の SQL文を実行する場合 複数の SQL文を実行する場合※

SQL識別子名称 SQL識別子名称 (位置 )
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• Oracleの場合：SQL状態を示すコード
• 取得できない場合：*

SQLコード
• HiRDBの場合：SQLCODE
• Oracleの場合：ORA番号

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてくださ
い。取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC66005-EKDEC66005-EKDEC66005-EKDEC66005-E

At least one unsupported data type is present in the search results. (DataSource name = データ
ベース参照名 , SQL ID = SQL識別子名称 , table name = 表名 , column name = 列名 (列番号 ), 
data type = データベース固有の型名 )

検索結果に DBアダプタで未サポートのデータ型があります。検索結果に DBアダプタ
で未サポートのデータ型が複数存在する場合，最初に検知した未サポートのデータ型の
情報を出力します。
複数の SQL文を実行する場合，最初に検知したエラーに関する情報を出力します。

SQL識別子名称

注※
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

表名
• 表名が取得できる場合：表名
• 表名が取得できない場合：*

列名
• 列名が取得できる場合：列名
• 列名が取得できない場合：*

データベース固有の型名
• データベース固有の型名が取得できる場合：ResultSetMetaDataクラスの

getColumnTypeNameで取得したデータベース固有の型名

単一の SQL文を実行する場合 複数の SQL文を実行する場合※

SQL識別子名称 SQL識別子名称 (位置 )
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• データベース固有の型名が取得できない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
データ型で示される型の値が検索結果に含まれないように，実行する SQL文を見直
してください。

KDEC66006-EKDEC66006-EKDEC66006-EKDEC66006-E

The format of the parameter element value is invalid. (SQL ID = SQL識別子名称 , parameter 
element = 引数要素名称 , data type = SQLオペレーション定義ファイルの属性 data_typeの値 )

引数要素の値の形式不正を検知しました。
複数の SQL文を実行する場合，最初に検知したエラーに関する情報を出力します。

SQL識別子名称

注※
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
引数要素の値の形式が，SQLオペレーション定義ファイルの属性 data_typeで指定
した型と一致しているか見直してください。

KDEC66007-EKDEC66007-EKDEC66007-EKDEC66007-E

An attempt to set the IN parameter has failed. (DataSource name = データベース参照名 , SQL ID 
= SQL識別子名称 , parameter element = 引数要素名称 , data type = SQLオペレーション定義
ファイルの属性 data_typeの値 , error information = DBMS固有のエラーメッセージ , SQL state = 
SQL状態 , error code = SQLコード )

INパラメタの設定に失敗しました。
複数の SQL文を実行する場合，最初に検知したエラーに関する情報を出力します。

単一の SQL文を実行する場合 複数の SQL文を実行する場合※

SQL識別子名称 SQL識別子名称 (位置 )
1080



11.　メッセージ
SQL識別子名称

注※
位置は，要求電文の DBA_MULTI_SQL要素のうち，該当する DBA_MULTI_SQL要素の位置
を数字で示します。位置の先頭は 1から始まります。

SQL状態
• HiRDBの場合：SQLSTATE
• Oracleの場合：SQL状態を示すコード
• 取得できない場合：*

SQLコード
• HiRDBの場合：SQLCODE
• Oracleの場合：ORA番号

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
SQLオペレーション定義ファイルの属性 data_typeの値が，データベースのデータ
型に対応する値と一致しているか見直してください。一致している場合は，この
メッセージ，および DBMSのエラー情報を基に障害の原因を取り除いてください。
取り除けない場合は，ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC68000-IKDEC68000-IKDEC68000-IKDEC68000-I

The XML schema file was created successfully. (command = コマンド名 , file name = XMLスキー
マファイル名 )

XMLスキーマファイルの作成が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
コマンドを終了します。

KDEC68001-EKDEC68001-EKDEC68001-EKDEC68001-E
Usage: csamkxmls -o <SQL operation definition file> -x <XML schema file> [-f]

指定したオプションやオプション引数が不正な場合に出力されます。このメッセージを
参照してコマンドを実行し直してください。

単一の SQL文を実行する場合 複数の SQL文を実行する場合※

SQL識別子名称 SQL識別子名称 (位置 )
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KDEC68002-EKDEC68002-EKDEC68002-EKDEC68002-E

The specified option parameter is invalid. (command = コマンド名 , option = 不正な引数名 )
指定したオプション引数が正しくありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
このあとに出力されるヘルプメッセージを参照してコマンドを再実行してください。

KDEC68003-EKDEC68003-EKDEC68003-EKDEC68003-E

A required option was not specified. (command = コマンド名 )
必要なオプションがありません。-oオプション，または -xオプションがない場合に出力
されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
このあとに出力されるヘルプメッセージを参照してコマンドを再実行してください。

KDEC68004-EKDEC68004-EKDEC68004-EKDEC68004-E

The specified file was not found. (command = コマンド名 , file name = 指定したファイル名 )
指定したファイルが見つかりません。指定した SQLオペレーション定義ファイルが見つ
からない場合に出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイル名，およびパス名を確認してコマンドを再実行し
てください。

KDEC68005-EKDEC68005-EKDEC68005-EKDEC68005-E

The specified file already exists. (command = コマンド名 , file name = 指定したファイル名 )
指定したファイルはすでに存在しています。指定した XMLスキーマファイルがすでに存
在しており，かつ -fオプションを指定しなかった場合に出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
別の XMLスキーマファイルを指定するか，-fオプションを指定してコマンドを再実
行してください。
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KDEC68006-EKDEC68006-EKDEC68006-EKDEC68006-E

The user does not have permission to access the specified file. (command = コマンド名 , file name 
= 指定したファイル名 , permission = 必要とするアクセス権 )

指定したファイルに対するアクセス権がありません。指定した XMLファイルに書き込み
権限がない場合（-fオプション指定），または指定した SQLオペレーション定義ファイ
ルに読み込み権限がない場合に出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
ファイルに必要な権限を追加してコマンドを再実行してください。

KDEC68007-EKDEC68007-EKDEC68007-EKDEC68007-E

An invalid file was specified. (command = コマンド名 , file name = 指定したファイル名 )
不正なファイルを指定しました。拡張子が .xml，.xsd以外のファイルを指定した場合，
または隠しファイルを指定した場合に出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名およびパス名を確認してコマンドを再実行してください。

KDEC68008-EKDEC68008-EKDEC68008-EKDEC68008-E

The specified file name is invalid. (command = コマンド名 , file name = 指定したファイル名 )
ファイル名が不正です。
以下の条件のどれかの場合に出力されます。
• SQLオペレーション定義ファイルが，csa_sql_で始まる名前ではない。
• XMLスキーマファイル名（絶対パス）の長さが 200バイトより大きい。
• XMLスキーマファイル名にファイル名として使用できない文字が含まれている。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
ファイル名を確認してコマンドを再実行してください。

KDEC68009-EKDEC68009-EKDEC68009-EKDEC68009-E
The message file was not found.

メッセージファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。
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(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ以降に出力される例外情報を採取し，保守員に連絡してください。

KDEC68010-EKDEC68010-EKDEC68010-EKDEC68010-E
The command cannot be executed because you do not have administrator privileges.

管理者特権がないため，コマンドを実行できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
管理者として実行したコマンドプロンプト上で，再度コマンドを実行してください。

KDEC68011-EKDEC68011-EKDEC68011-EKDEC68011-E
An error occurred while the permissions were being checked.

権限の判定中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
メモリが不足している可能性があります。空きメモリを増やしたあと，再度コマン
ドを実行してください。
問題が解決しない場合は，保守員に連絡してください。

KDEC68020-EKDEC68020-EKDEC68020-EKDEC68020-E

The SQL operation definition file is not a well-formed XML document. (command = コマンド名 )
SQLオペレーション定義ファイルが整形式 XML文書ではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68021-EKDEC68021-EKDEC68021-EKDEC68021-E
SQL operation definition file error: The name of the root element is invalid.

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。ルート要素の名称が
<DBadapter_SQL_OPERATION>ではありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。
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(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68022-EKDEC68022-EKDEC68022-EKDEC68022-E

SQL operation definition file error: The element has an invalid node. (element = 形式不正を検知し
た要素名 , error type = エラー種別 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。不正ノードが存在します。

エラー種別
• 01：異常な属性が存在します。
• 02：該当する要素下に異常なノードが存在します。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68023-EKDEC68023-EKDEC68023-EKDEC68023-E

SQL operation definition file error: The format of an element name is incorrect. (element = 形式不
正を検知した要素名 , error type = 不正のある要素が従う名称形式種別 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。名称形式に誤りのある要素が
存在します。設定した名称の文字数が 256より大きい場合，SQL識別子名称に
「DBadapter」または「DBA_MULTI_SQL」を指定した場合に出力されます。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できない場合：*

不正のある要素が従う名称形式種別
• 01：SQL識別子名称形式（文字数が 256より大きい場合）
• 02：引数要素名称形式（文字数が 256より大きい場合）
• 03：SQL識別子名称形式（名称に「DBadapter」または「DBA_MULTI_SQL」
を指定した場合）

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68024-EKDEC68024-EKDEC68024-EKDEC68024-E

SQL operation definition file error: An element was duplicated. (element = 形式不正を検知した要
素名 , duplicated element = 重複する要素名 )
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SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。重複する要素が存在します。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68025-EKDEC68025-EKDEC68025-EKDEC68025-E

SQL operation definition file error: A required element could not be found. (element = 形式不正を
検知した要素名 , required element = 必須の要素名 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。必須となる要素がありません。

必須の要素名
• SQL識別子の場合：SQL_ID

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68026-EKDEC68026-EKDEC68026-EKDEC68026-E
SQL operation definition file error: An invalid value for an element or attribute was detected. 
(element = 形式不正を検知した要素名 , attribute = 形式不正を検知した属性名 , cause = 不正要因
)

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。要素，または属性の設定値に
異常を検知しました。

形式不正を検知した要素名
• 要素名が取得できる場合：形式不正を検知した要素名
• 属性値異常または要素名が取得できない場合：*

形式不正を検知した属性名
• 要素の設定値が正常な場合：形式不正を検知した属性名
• 要素の設定値が異常な場合：*

不正要因
• 01：DB種別ではありません。
• 02：Y，Nの形式ではありません。
• 03：SQL命令ではありません。
• 04：数字以外の文字，または int型の範囲外の数値です。
1086



11.　メッセージ
• 05：設定できる範囲外の数字です。
• 06：空要素になっています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68027-EKDEC68027-EKDEC68027-EKDEC68027-E
SQL operation definition file error: A required attribute for a parameter element was not found. (SQL 
ID = 不正を検知した SQL識別子名称 , parameter element = 不正を検知した引数要素名称 , 
required attribute = 必須の属性名 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。引数要素に必須となる属性が
ありません。

不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できる場合：不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できない場合：*

不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できる場合：不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68028-EKDEC68028-EKDEC68028-EKDEC68028-E
SQL operation definition file error: An invalid value for a parameter element or attribute was 
detected. (SQL ID = 不正を検知した SQL識別子名称 , parameter element = 不正を検知した引数
要素名称 , attribute = 形式不正を検知した属性名 , cause = 不正要因 )

SQLオペレーション定義ファイルの形式不正があります。引数要素の要素，または属性
の設定値に異常を検知しました。

不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できる場合：不正を検知した SQL識別子名称
• SQL識別子名称が取得できない場合：*

不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できない場合：不正を検知した引数要素名称
• 引数要素名称が取得できない場合：*
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形式不正を検知した属性名
• Causeの値が 03，04，または 05の場合：*
• 上記以外の場合：形式不正を検知した属性名

不正要因
• 01：dba_infで指定できない文字列です。
• 02：data_typeで指定できない文字列です。
• 03：異常な属性が存在します。
• 04：異常なノードが存在します。
• 05：重複する引数要素の属性値が一致していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68029-EKDEC68029-EKDEC68029-EKDEC68029-E
A DOM error occurred during an attempt to acquire SQL operation definition file information. (class 
= クラス名 , method = メソッド名 , element = エラーが発生した要素名 , attribute = エラーが発生
した属性名 , error code = エラーコード )

SQLオペレーション定義ファイル情報取得時に DOMエラーが発生しました。

エラーが発生した要素名
• 要素名が取得できる場合：エラーが発生した要素名
• 属性でエラーが発生，または要素名が取得できない場合：*

エラーが発生した属性名
• 要素でエラーが発生していない場合：エラーが発生した属性名
• 要素でエラーが発生している場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ以降に出力される例外情報を採取し，保守員に連絡してください。

KDEC68030-EKDEC68030-EKDEC68030-EKDEC68030-E

An I/O error occurred. (command = コマンド名 , file name = エラーが発生したファイル名 , cause 
= エラーの原因 )

I/Oエラーが発生しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
該当ファイルの有無，アクセス権，および別プロセスでの使用を確認してください。

KDEC68031-EKDEC68031-EKDEC68031-EKDEC68031-E

An internal error occurred in during XML analysis. (class = クラス名 , method = メソッド名 , 
information = 詳細情報 , error code = エラーコード )

XML解析時に内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ以降に出力される例外情報を採取し，保守員に連絡してください。

KDEC68032-EKDEC68032-EKDEC68032-EKDEC68032-E
An invalid value is specified for an encoding declaration in the SQL operation definition file. 
(command = コマンド名 )

SQLオペレーション定義ファイルの encoding宣言に無効な値が指定されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
SQLオペレーション定義ファイルの内容を見直してください。

KDEC68099-EKDEC68099-EKDEC68099-EKDEC68099-E

An internal error occurred during command execution. (class = クラス名 , method = メソッド名 , 
information = 詳細情報 , exception = 発生例外名 )

コマンド実行時内部エラーが発生しました。csamkxmlsコマンド実行時，XMLスキー
マファイルが作成された場合は破棄してください。

クラス名
• クラス名が取得できる場合：クラス名
• クラス名が取得できない場合：*

メソッド名
• メソッド名が取得できる場合：メソッド名
• メソッド名が取得できない場合：*

詳細情報
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• 詳細情報が取得できる場合：詳細情報
• 詳細情報が取得できない場合：*

発生例外名
• 該当する例外名がある場合：発生例外名
• 該当する例外名がない場合：*

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
このメッセージ以降に出力される例外情報を採取し，保守員に連絡してください。

KDEC70002-EKDEC70002-EKDEC70002-EKDEC70002-E
The message file was not found.

メッセージファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中止します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
保守員に連絡してください。

KDEC70003-WKDEC70003-WKDEC70003-WKDEC70003-W

Initialization of the method trace writer failed. (cause = エラーの原因 , error location = エラーの発
生した場所 )

メソッドトレースの初期化処理に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
メソッドトレースを出力しない状態で処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC70004-WKDEC70004-WKDEC70004-WKDEC70004-W

An attempt to close the method trace writer failed. (cause = エラーの原因 , error location = エラー
の発生した場所 )

メソッドトレースの終了処理に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
メソッドトレースの終了処理を継続します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。

KDEC79000-EKDEC79000-EKDEC79000-EKDEC79000-E

An internal error occurred. (class = クラス名 , method = メソッド名 , maintenance information = 
保守情報 )

内部エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
Cosminexus管理者に連絡してください。

対策対策対策対策
ログ・トレースを採取し，保守員に連絡してください。
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11.6　KEOS50000～ KEOS59999のメッセー
ジ

11.6.1　KEOS50000～ KEOS50999

KEOS50000-EKEOS50000-EKEOS50000-EKEOS50000-E

コマンド引数の構文が不正です。コマンド引数 =[不正な引数 ]

The command argument syntax is invalid. (command argument = 不正な引数 )
コマンド引数の構文が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
コマンド引数を見直してください。

KEOS50002-EKEOS50002-EKEOS50002-EKEOS50002-E

認証に失敗しました。ユーザ =[認証失敗時のユーザ ID]

Authentication failed. (user = 認証失敗時のユーザ ID)
HCSC-Managerによる認証に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
HCSC-Managerへのログインユーザ ID，ログインパスワードを確認してください。

KEOS50003-EKEOS50003-EKEOS50003-EKEOS50003-E

認証に失敗しました。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ] ホスト名 =[接続先のホ
スト名または IPアドレス ] ポート番号 =[接続先のポート番号 ] ユーザ =[認証失敗時のユーザ
ID] 詳細情報 =[詳細情報 ]

Authentication failed. (Cosminexus Manager name = 接続先のマネージャ識別名 , host = 接続先の
ホスト名または IPアドレス , port = 接続先のポート番号 , user = 認証失敗時のユーザ ID, details 
= 詳細情報 )

Managerのリモート管理機能による認証に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
Managerのリモート管理機能へのログインユーザ ID，ログインパスワードを確認
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してください。必要に応じて，cscpasswdコマンドでユーザ ID，パスワードを変更
してください。

KEOS50004-EKEOS50004-EKEOS50004-EKEOS50004-E

接続に失敗しました。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ] ホスト名 =[接続先のホ
スト名または IPアドレス ] ポート番号 =[接続先のポート番号 ] ユーザ =[認証失敗時のユーザ
ID] 詳細情報 =[詳細情報 ]

The connection failed. (Cosminexus Manager name = 接続先のマネージャ識別名 , host = 接続先
のホスト名または IPアドレス , port = 接続先のポート番号 , user = 認証失敗時のユーザ ID, 
details = 詳細情報 )

Managerのリモート管理機能への接続に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
Managerのリモート管理機能が指定のホスト名（または IPアドレス）:ポート番号
で起動されているか確認してください。

KEOS50005-EKEOS50005-EKEOS50005-EKEOS50005-E

オブジェクト名のフォーマットが不正です。マネージャ識別名 =[マネージャ識別名 ] オブジェ
クト名 =[オブジェクト名 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

The format of the object name is invalid. (Cosminexus Manager name = マネージャ識別名 , object 
name = オブジェクト名 , details = 詳細情報 )

オブジェクト名のフォーマットが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
cscutilコマンドの target引数の値（フォーマット）を確認してください。

KEOS50006-EKEOS50006-EKEOS50006-EKEOS50006-E

オブジェクトが見つかりません。マネージャ識別名 =[マネージャ識別名 ] オブジェクト名 =[オ
ブジェクト名 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

The object was not found. (Cosminexus Manager name = マネージャ識別名 , object name = オブ
ジェクト名 , details = 詳細情報 )

オブジェクトが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。
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(O)(O)(O)(O)
cscutilコマンドの target引数の値（内容）の確認，および HCSCサーバ環境を見
直してください。

KEOS50007-EKEOS50007-EKEOS50007-EKEOS50007-E

オペレーション実行中にエラーが発生しました。マネージャ識別名 =[マネージャ識別名 ] オブ
ジェクト名 =[オブジェクト名 ] オペレーション =[オペレーション ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

An exception occurred during the operation. (Cosminexus Manager name = マネージャ識別名 , 
object name = オブジェクト名 , operation = オペレーション , details = 詳細情報 )

オペレーション実行中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に原因を取り除き，再度実行してください。なお，詳細メッセージに
含まれるメッセージ IDが警告レベルのときは，処理が完了しているおそれがありま
す。詳細メッセージを見て問題が解決しない場合は，Management Serverの統合
メッセージログ，および J2EEサーバのメッセージログを参照して，問題を解決し
てください。

KEOS50008-EKEOS50008-EKEOS50008-EKEOS50008-E

通信障害が発生しました。マネージャ識別名 =[マネージャ識別名 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

A communication error occurred. (Cosminexus Manager name = マネージャ識別名 , details = 詳
細情報 )

通信障害が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
ネットワークを見直し，再度実行してください。

KEOS50009-EKEOS50009-EKEOS50009-EKEOS50009-E

ファイルのアクセスに失敗しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

File access failed. (details = 詳細情報 )
ファイルのアクセスに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に原因を取り除き，再度実行してください。
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KEOS50010-EKEOS50010-EKEOS50010-EKEOS50010-E

XMLファイルの読み込みに失敗しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to read an XML file has failed. (details = 詳細情報 )
リポジトリまたはユーザ定義の読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に原因を取り除き，再度実行してください。

KEOS50011-EKEOS50011-EKEOS50011-EKEOS50011-E

XMLファイルの書き込みに失敗しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to write an XML file has failed. (details = 詳細情報 )
リポジトリまたはユーザ定義の書き込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に原因を取り除き，再度実行してください。

KEOS50012-EKEOS50012-EKEOS50012-EKEOS50012-E

情報が見つかりませんでした。識別名 =[識別名 ]

The information was not found. (id = 識別名 )
リポジトリまたはユーザ定義から指定された識別名に対応する情報が見付かりませんで
した。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
識別名を基にコマンド引数内容または引数定義内容を見直し，再度実行してくださ
い。

KEOS50013-EKEOS50013-EKEOS50013-EKEOS50013-E

リポジトリのインポート途中でエラーが発生しました。

An error occurred while importing the repository.
リポジトリのインポート途中でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
リポジトリルートに指定したパスが長過ぎないか見直してください。
コマンド，画面で行っている処理をすべて停止してください。例外ログを参照し，
エラーの要因を取り除いてください。その後，システム管理者に連絡してください。

KEOS50014-EKEOS50014-EKEOS50014-EKEOS50014-E

環境が不正です。

The environment is invalid.
環境が不正（環境変数 COSMINEXUS_HOMEが見つからない）です。正規の方法で
Cosminexusをインストールしてください。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
環境変数を見直してください。

KEOS50015-EKEOS50015-EKEOS50015-EKEOS50015-E

オペレーションが見つかりません。マネージャ識別名 =[マネージャ識別名 ] オブジェクト名 =[
オブジェクト名 ] オペレーション =[オペレーション ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

An operation was not found. (Cosminexus Manager name = マネージャ識別名 , object name = オ
ブジェクト名 , operation = オペレーション , details = 詳細情報 )

オペレーションが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
cscutilコマンドの operation引数の値（内容）を確認してください。

KEOS50016-EKEOS50016-EKEOS50016-EKEOS50016-E

排他資源の取得に失敗しました。排他資源は使用中です。

An attempt to acquire a lock resource has failed. The lock resource is being used. 
他プロセスで排他資源を使用中です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
排他資源を使用中のプロセスが終了したら再度実行してください。

KEOS50017-EKEOS50017-EKEOS50017-EKEOS50017-E

指定した ZIPファイル名が不正です。ファイル名 =[ZIPファイル名 ]
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The specified ZIP file name is invalid. (file name = ZIPファイル名 )
指定した ZIPファイル名が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
-importオプションや -exportオプションに指定したオプション値を確認してくださ
い。

KEOS50018-EKEOS50018-EKEOS50018-EKEOS50018-E

コンポーネントのステータスが不正です。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネント
種別 =[コンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[コンポーネント名 ] 期待しているステータス
=[コンポーネントの予期しているステータス ] ステータス =[コンポーネントの現状のステータ
ス ]

The component status is invalid. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = コン
ポーネント種別 , component name = コンポーネント名 , expected status = コンポーネントの予
期しているステータス , current status = コンポーネントの現状のステータス )

コンポーネントのステータスが不正です。

コンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

コンポーネントの現状のステータス
• deployed：デプロイ状態
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• deleted：未配備状態

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
コンポーネントのステータスを一致させてから再度実行してください

KEOS50019-IKEOS50019-IKEOS50019-IKEOS50019-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントの配備を開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 
コンポーネント種別 =[配備するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[配備するコンポーネ
ント名 ]
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Communication with the HCSC-Server, for component deployment, will now start. (HCSC-Server 
name = HCSCサーバ名 , component type = 配備するコンポーネント種別 , component name = 配
備するコンポーネント名 )

コンポーネントを配備します。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50020-IKEOS50020-IKEOS50020-IKEOS50020-I

HCSCサーバへのコンポーネントの配備が終了しました。

Component distribution to HCSC-Server has ended.
コンポーネントを配備しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50021-IKEOS50021-IKEOS50021-IKEOS50021-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントの削除を開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 
コンポーネント種別 =[削除するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[削除するコンポーネ
ント名 ]

Communication with the HCSC-Server, for component deletion, will now start. (HCSC-Server name 
= HCSCサーバ名 , component type = 削除するコンポーネント種別 , component name = 削除す
るコンポーネント名 )

コンポーネントを削除します。

削除するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50022-IKEOS50022-IKEOS50022-IKEOS50022-I

HCSCサーバからのコンポーネントの削除が終了しました。

Communication with the HCSC-Server and component deletion have ended.
コンポーネントを削除しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50023-IKEOS50023-IKEOS50023-IKEOS50023-I

コンポーネントのステータスチェックが開始されました。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コ
ンポーネント種別 =[コンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[コンポーネント名 ] ステータス
=[予期しているステータス ]

Checking of the component status has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , 
component type = コンポーネント種別 , component name = コンポーネント名 , component status 
= 予期しているステータス )

指定したコンポーネントのステータスを確認します。

コンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

予期しているステータス
• deployed：デプロイ状態
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• deleted：未配備状態

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50024-IKEOS50024-IKEOS50024-IKEOS50024-I

コンポーネントのステータスチェックが終了しました。

Checking of the component status ended.
指定したコンポーネントのステータスを確認しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50025-WKEOS50025-WKEOS50025-WKEOS50025-W

すでに連携アンセットアップされています。連携元 HCSCサーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名 ] 
連携先クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]

Linkage unsetup has already been performed. (name of HCSC-Server at linkage source = 連携元
HCSCサーバ名 , name of cluster at linkage destination = 連携先クラスタ名 )

すでに連携がアンセットアップされています。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した HCSCサーバ名，クラスタ名を確認してください。また，連携セットアッ
プが正常終了したかどうか確認してください。

KEOS50026-EKEOS50026-EKEOS50026-EKEOS50026-E

プロパティファイルの定義値の検証でエラーが発生しました。 キー名称 =[キー名 ] 指定値 =[指
定された値 ] エラー種別 =[エラー種別 ]

An error occurred while checking defined values in the property file. (key name = キー名 , value = 
指定された値 , error type = エラー種別 )

プロパティファイルの定義値の検証でエラーが発生しました。

エラー種別
• NO_KEY：必須プロパティが指定されていません。
• BAD_KEY：不正なキーが指定されています。
• INVALID_VALUE：キー値が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
仕様を確認し，再度実施してください。

KEOS50027-EKEOS50027-EKEOS50027-EKEOS50027-E

リポジトリのバージョンが不正です。詳細情報 =[詳細情報 ]

The version of the repository is invalid. (details = 詳細情報 )
リポジトリのバージョンが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
リポジトリが正しいかどうかを確認し，再度実行してください。

KEOS50028-IKEOS50028-IKEOS50028-IKEOS50028-I

HCSCサーバがセットアップされているか確認します。  HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The program will now confirm that the HCSC-Server is set up. (HCSC-Server name = HCSCサー
バ名 )

HCSCサーバがセットアップされているか確認します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS50029-IKEOS50029-IKEOS50029-IKEOS50029-I

HCSCサーバがセットアップされていることを確認しました。

The program has confirmed that the HCSC-Server is set up.
HCSCサーバがセットアップされていることを確認しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50030-IKEOS50030-IKEOS50030-IKEOS50030-I

HCSCサーバ状態取得のために HCSCサーバに通信を行います。サーバ名 =[CSCサーバ名 ] 

Communication with the HCSC-Server, to acquire the HCSC-Server status, will now start. 
(HCSC-Server name = CSCサーバ名 )

HCSCサーバ状態取得のためにHCSCサーバに通信を行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50031-IKEOS50031-IKEOS50031-IKEOS50031-I

HCSCサーバに通信を行い，HCSCサーバの情報取得が完了しました。

Communication with the HCSC-Server and acquisition of the HCSC-Server information are 
complete.

HCSCサーバに通信を行い，HCSCサーバの情報取得が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50032-EKEOS50032-EKEOS50032-EKEOS50032-E

指定されたコンポーネントは連携しているシステムですでに配備されています。コンポーネン
ト名称 =[コンポーネント名 ] HCSCサーバ名 =[CSCサーバ名 ]

The component is already deployed in connected system. (component name = コンポーネント名
, HCSC-Server name = CSCサーバ名 )

指定されたコンポーネントは連携しているシステムですでに配備されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
連携アンセットアップを行うか，コンポーネントを削除して再度実行してください。

KEOS50033-EKEOS50033-EKEOS50033-EKEOS50033-E

ZIPファイルの形式が不正です。詳細情報 =[指定した Zipファイル名 ]
1101



11.　メッセージ
The ZIP file format is invalid. (details = 指定した Zipファイル名 )
指定した ZIPファイルが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
正しい CSC-Manager環境バックアップファイルを指定してください。

KEOS50034-EKEOS50034-EKEOS50034-EKEOS50034-E

リポジトリにクラスタが見つかりません。 クラスタ名 =[見つからないクラスタ名 ]

The cluster was not found in the repository. (cluster name = 見つからないクラスタ名 )
リポジトリにクラスタが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したクラスタ名称が正しいかどうか確認してください。また，セットアップコ
マンドが正常終了しているかどうか確認してください。

KEOS50035-IKEOS50035-IKEOS50035-IKEOS50035-I

HCSCサーバの状態を確認します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] ステータス =[期待して
いるステータス ]

The program is checking the HCSC-Server status. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , status 
= 期待しているステータス )

HCSCサーバのステータスを確認します。

期待しているステータス
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50036-IKEOS50036-IKEOS50036-IKEOS50036-I

HCSCサーバの状態を確認しました。

The HCSC-Server status has been checked.
HCSCサーバのステータスを確認しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50037-EKEOS50037-EKEOS50037-EKEOS50037-E

HCSCサーバの状態が不正です。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 期待しているステータス =[
予期しているステータス ] ステータス =[HCSCサーバの現状のステータス ]

The HCSC-Server status is invalid. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , expected status = 予
期しているステータス , current status = HCSCサーバの現状のステータス )

HCSCサーバのステータスが不正です。

HCSCサーバの現状のステータス
• active：起動状態
• inactive：停止状態
• starting：起動処理中
• startfailed：起動失敗状態
• stopping：停止処理中
• stopfailed：停止失敗状態

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバのステータスを一致させてください。

KEOS50038-IKEOS50038-IKEOS50038-IKEOS50038-I

HCSCサーバのアンセットアップを開始します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

Unsetup of the HCSC-Server will now start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバのアンセットアップを行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します

KEOS50039-IKEOS50039-IKEOS50039-IKEOS50039-I

HCSCサーバのアンセットアップに成功しました。

Unsetup of the HCSC-Server was successful.
HCSCサーバのアンセットアップが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50040-IKEOS50040-IKEOS50040-IKEOS50040-I

HCSC-Managerへのログイン処理を開始します。
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Logging in to HCSC-Manager will now start.
HCSC-Managerへのログイン処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50041-IKEOS50041-IKEOS50041-IKEOS50041-I

HCSC-Managerへのログイン処理が完了しました。

The user has logged in to HCSC-Manager.
HCSC-Managerへのログイン処理が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS50042-EKEOS50042-EKEOS50042-EKEOS50042-E

リポジトリに HCSCサーバが見つかりません。 HCSCサーバ名 =[見つからない HCSCサーバ名
]

An HCSC-Server was not found in the repository. (HCSC-Server name = 見つからない HCSCサー
バ名 )

リポジトリに HCSCサーバが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した CSCサーバ名称が正しいかどうか確認してください。またセットアップコ
マンドが正常終了しているか確認してください。

KEOS50043-IKEOS50043-IKEOS50043-IKEOS50043-I

HCSCサーバのセットアップを開始します。 クラスタ名称 =[クラスタ名 ] HCSCサーバ名
=[HCSCサーバ名 ] 初期セットアップ =[初期セットアップを判別するフラグ ]

Setup of the HCSC-Server will now start. (cluster name = クラスタ名 , HCSC-Server name = 
HCSCサーバ名 , initial setup = 初期セットアップを判別するフラグ )

HCSCサーバのセットアップを行います。

初期セットアップを判別するフラグ
• true：初期セットアップ
• false：追加セットアップ

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します
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KEOS50044-IKEOS50044-IKEOS50044-IKEOS50044-I

HCSCサーバのセットアップに成功しました。

Setup of the HCSC-Server was successful.
HCSCサーバのセットアップが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50045-IKEOS50045-IKEOS50045-IKEOS50045-I

システム構成定義ファイルの読み込みを開始します。

Loading of the system configuration definition file will now start.
リポジトリの読み込みを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50046-IKEOS50046-IKEOS50046-IKEOS50046-I

システム構成定義ファイルの読み込みに成功しました。

Loading of the system configuration definition file was successful.
リポジトリの読み込みが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50047-EKEOS50047-EKEOS50047-EKEOS50047-E

システム構成定義ファイルが見つかりません。

The system configuration definition file was not found.
システム構成定義ファイルが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
セットアップコマンドが正常終了しているかどうか確認してください。

KEOS50048-IKEOS50048-IKEOS50048-IKEOS50048-I

プロセス間排他を実行します。種別 =[排他の種類 ]

An inter-process lock will now be executed. (type = 排他の種類 )
プロセス間排他を実行します。

排他の種類
• EXCLUSIVE：排他ロック
• SHARED：共有ロック
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50049-IKEOS50049-IKEOS50049-IKEOS50049-I

プロセス間排他に成功しました。

The inter-process lock was successful.
プロセス間排他を正常に実行しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50050-IKEOS50050-IKEOS50050-IKEOS50050-I

プロセス間排他を解除します。

The inter-process lock was released.
プロセス間排他を解除します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50051-IKEOS50051-IKEOS50051-IKEOS50051-I

プロセス間排他の解除に成功しました。

The inter-process lock was successfully released.
プロセス間排他解除が正常に完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50052-IKEOS50052-IKEOS50052-IKEOS50052-I

リポジトリのバックアップを開始します。

The repository will now be backed up.
リポジトリのバックアップを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50053-IKEOS50053-IKEOS50053-IKEOS50053-I

リポジトリのバックアップに成功しました。

The repository was successfully backed up.
リポジトリのバックアップが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS50054-IKEOS50054-IKEOS50054-IKEOS50054-I

リポジトリの書き込みを開始します。

Writing of repository information will now start.
リポジトリの書き込みを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50055-IKEOS50055-IKEOS50055-IKEOS50055-I

リポジトリの書き込みに成功しました。

Writing of repository information was successful.
リポジトリの書き込みが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50056-EKEOS50056-EKEOS50056-EKEOS50056-E

ファイルのバックアップに失敗しました。

File backup failed.
ファイルのバックアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)

cscsvsetup，cscconsetup，csccomposetup，cscpasswd，cscconunsetup，
csccompounsetupの場合：

エラーの要因を調査・対策し，再度処理を実施してください。

cscsvunsetupの場合：
エラーの原因を調査・対策し，-forceオプションを付与して再度処理を実施し
てください。

KEOS50057-IKEOS50057-IKEOS50057-IKEOS50057-I

コンポーネントの情報取得のために HCSCサーバに通信を行います。サーバ名 =[HCSCサーバ
名 ] 種別 =[情報取得するコンポーネント種別 ] 

Communication with the HCSC-Server, to acquire component information, will now start. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 情報取得するコンポーネント種別 )

コンポーネントの情報取得のためにHCSCサーバに通信を行います。

情報取得するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
1107



11.　メッセージ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50058-IKEOS50058-IKEOS50058-IKEOS50058-I

HCSCサーバに通信を行い，コンポーネントの情報取得が完了しました。

Communication with the HCSC-Server and acquisition of component information are complete.
HCSCサーバに通信を行い，コンポーネントの情報取得が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50059-EKEOS50059-EKEOS50059-EKEOS50059-E

リポジトリ情報にコンポーネントが見つかりません。クラスタ名 =[クラスタ名 ] 名称 =[コン
ポーネント名 ]

The component was not found in the repository information. (cluster name = クラスタ名 , 
component name = コンポーネント名 )

リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ名，コンポーネント名称を確認し，再度実施してください。

KEOS50062-IKEOS50062-IKEOS50062-IKEOS50062-I

ユーザ情報を変更します。変更対象 =[対象 ]

User information will now be changed. (target = 対象 )
ユーザ情報を変更します。

対象
• HCSC-Manager：HCSC-Manager
• Cosminexus Manager：Cosminexus Management-Server
• HCSC-Server：HCSCサーバ

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50063-IKEOS50063-IKEOS50063-IKEOS50063-I

ユーザ情報を変更しました。変更対象 =[対象 ]

User information has been changed. (target = 対象 )
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ユーザ情報を変更しました。

対象
• HCSC-Manager：HCSC-Manager
• Cosminexus Manager：Cosminexus Management-Server
• HCSC-Server：HCSCサーバ

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50064-IKEOS50064-IKEOS50064-IKEOS50064-I

リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得します。サーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 名称 =[コ
ンポーネント名 ]

Component information will now be acquired from the repository. (HCSC-Server name = HCSC
サーバ名 , component name = コンポーネント名 )

リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50065-IKEOS50065-IKEOS50065-IKEOS50065-I

リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得しました。

Component information has been acquired from the repository.
リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50066-EKEOS50066-EKEOS50066-EKEOS50066-E

リポジトリ情報にコンポーネントが見つかりません。サーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 名称 =[コン
ポーネント名 ]

The component was not found in the repository. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , 
component name = コンポーネント名 )

リポジトリ情報からコンポーネント情報を取得できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバ名，コンポーネント名称を確認し，再度実施してください。
1109



11.　メッセージ
KEOS50067-EKEOS50067-EKEOS50067-EKEOS50067-E

再実行したプロセスインスタンスからの，応答電文のファイル出力に失敗しました。出力先
ディレクトリ =[出力先ディレクトリ ] 出力ファイル名 =[出力ファイル名 ] 出力エンコード =[出
力エンコーディング ]

Failed in the file output of the response from the process re-executed. (output directory = 出力先
ディレクトリ , output file name = 出力ファイル名 , output encoding = 出力エンコーディング )

再実行したプロセスインスタンスからの，応答電文のファイル出力に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
出力処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
存在するディレクトリ，エンコードを指定しているか確認してください。

KEOS50068-IKEOS50068-IKEOS50068-IKEOS50068-I

再実行したプロセスインスタンスからの応答電文は存在しません。BP定義名 =[ビジネスプロセ
ス定義名 ] プロセスインスタンス ID=[プロセスインスタンス ID]

A response telegram from the re-executed process instance does not exist. (business process 
definition name = ビジネスプロセス定義名 , process instance ID = プロセスインスタンス ID)

再実行したプロセスインスタンスからの応答電文は存在しませんでした。

(S)(S)(S)(S)
再実行処理を続行します。

KEOS50069-IKEOS50069-IKEOS50069-IKEOS50069-I

再実行したプロセスインスタンスからの応答電文をファイル出力しました。出力先ディレクト
リ =[出力先ディレクトリ ] 出力ファイル名 =[出力ファイル名 ] 出力エンコード =[出力エンコー
ディング ]

A response telegram from the re-executed process instance was output normally. (output directory 
= 出力先ディレクトリ , output file name = 出力ファイル名 , output encoding = 出力エンコーディ
ング )

再実行したプロセスインスタンスからの応答電文をファイルに出力しました。

(S)(S)(S)(S)
再実行処理を続行します。

KEOS50070-IKEOS50070-IKEOS50070-IKEOS50070-I

HCSCサーバに通信し連携のセットアップ処理を行います。連携元 HCSCサーバ名 =[連携元
HCSCサーバ名 ] 連携先クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]

Communication with the HCSC-Server, to set up linkage, will now start. (HCSC-Server name = 連
携元 HCSCサーバ名 , connect cluster name = 連携先クラスタ名 )
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HCSCサーバに通信しHCSCサーバ間連携のセットアップ処理を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50071-IKEOS50071-IKEOS50071-IKEOS50071-I

HCSCサーバに通信し HCSCサーバ間連携のセットアップが正常終了しました。

Communication with the HCSC-Server and setup of linkage between HCSC-Servers ended 
normally.

HCSCサーバに通信しHCSCサーバ間連携のセットアップが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50072-IKEOS50072-IKEOS50072-IKEOS50072-I

SOAPフォルト情報を取得しました。BP定義名 =[ビジネスプロセス定義名 ] プロセスインスタ
ンス ID=[プロセスインスタンス ID] フォルトコード =[フォルトコード ] フォルト文字列 =[フォ
ルト文字列 ] フォルト生成者 =[フォルト生成者 ]

SOAP Fault information has been acquired. (business process definition name = ビジネスプロセ
ス定義名 , process instance ID = プロセスインスタンス ID, FaultCode = フォルトコード , 
FaultString = フォルト文字列 , FaultActor = フォルト生成者 )

再実行中に SOAPフォルトが発生し，その詳細情報を取得しました。

(S)(S)(S)(S)
再実行処理を続行します。

KEOS50073-EKEOS50073-EKEOS50073-EKEOS50073-E

サービス情報の読み込み中にエラーが発生しました。

An error occurred while the service information was being read.
サービス情報の読み込み中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログでエラーの要因を調査し，対策してください。対策後に再度コマン
ドを実行してください。

KEOS50074-IKEOS50074-IKEOS50074-IKEOS50074-I

HCSCサーバに通信し HCSCサーバ間連携のアンセットアップ処理を行います。連携元 HCSC
サーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名 ] 連携先クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]
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Communication with the HCSC-Server, for unsetup of the linkage between HCSC-Servers, will now 
start. (HCSC-Server name = 連携元 HCSCサーバ名 , connect cluster name = 連携先 HCSCクラ
スタ名 )

HCSCサーバに通信し HCSCサーバ間連携のアンセットアップ処理を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50075-IKEOS50075-IKEOS50075-IKEOS50075-I

HCSCサーバに通信し HCSCサーバ間連携のアンセットアップが正常終了しました。

Communication with the HCSC-Server and unsetup of linkage between HCSC-Servers ended 
normally.

HCSCサーバに通信し HCSCサーバ間連携のアンセットアップが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50076-EKEOS50076-EKEOS50076-EKEOS50076-E

リポジトリ情報にアクセスできません。

Repository information cannot be accessed.
リポジトリ情報にアクセスできません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
リポジトリルートへのパスが正しいかどうか確認してください。また，HCSCサー
バがセットアップされているか確認してください。

KEOS50077-EKEOS50077-EKEOS50077-EKEOS50077-E

指定した ZIPファイルが不正です。ファイル名 =[ZIPファイル名 ]

The specified zip file is invalid. (file name = ZIPファイル名 )
指定した ZIPファイルが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した ZIPファイルが存在しているかどうか，ファイルであるかどうか，読み込
みできるかどうかを確認し，再度実行してください。

KEOS50079-IKEOS50079-IKEOS50079-IKEOS50079-I

ユーザ情報のバックアップを開始します。
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User information will now be backed up.
ユーザ情報のバックアップを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50080-IKEOS50080-IKEOS50080-IKEOS50080-I

ユーザ情報のバックアップが完了しました。

The backup of user information is complete.
ユーザ情報のバックアップが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50081-IKEOS50081-IKEOS50081-IKEOS50081-I

ユーザ情報の書き込みを開始します。

Writing of user information will now start.
ユーザ情報の書き込みを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50082-IKEOS50082-IKEOS50082-IKEOS50082-I

ユーザ情報の書き込みが完了しました。

Writing of user information is complete.
ユーザ情報の書き込みが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50083-IKEOS50083-IKEOS50083-IKEOS50083-I

Cosminexus Managerとのコネクション確立を開始します。接続先ホスト =接続するホストの
IPアドレス :接続するホストのポート番号

A connection with Cosminexus Manager will now be established. (host to be connected = 接続す
るホストの IPアドレス :接続するホストのポート番号 )

Cosminexus Managerとのコネクション確立を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50084-IKEOS50084-IKEOS50084-IKEOS50084-I

Cosminexus Managerとのコネクション確立が完了しました。
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A connection with Cosminexus Manager has been established.
Cosminexus Managerとのコネクション確立が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50085-IKEOS50085-IKEOS50085-IKEOS50085-I

ZIPファイルからリポジトリ情報の読み込みを開始します。ファイル名 =[ZIPファイル名 ]

Repository information will now be loaded from the zip file. (file name = ZIPファイル名 )
ZIPファイルからリポジトリ情報の読み込みを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50086-IKEOS50086-IKEOS50086-IKEOS50086-I

ZIPファイルからのリポジトリ情報の読み込みが正常に完了しました。

Loading of repository information from the zip file is complete.
ZIPファイルからのリポジトリ情報の読み込みが正常に完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50087-IKEOS50087-IKEOS50087-IKEOS50087-I

アカウント認証を開始します。user=[ログインするユーザ ID]

Account check is started. (user = ログインするユーザ ID)
アカウント認証を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50088-IKEOS50088-IKEOS50088-IKEOS50088-I

アカウント認証に成功しました。

Account check was finished normally.
アカウント認証に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50089-IKEOS50089-IKEOS50089-IKEOS50089-I

HCSC-Managerからのログアウト処理を開始します。user=[ログアウトするユーザ ID]

The user is logging out from HCSC-Manager. (user = ログアウトするユーザ ID)
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HCSC-Managerからのログアウト処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50090-IKEOS50090-IKEOS50090-IKEOS50090-I

HCSC-Managerからのログアウト処理が完了しました。

The user has logged out from HCSC-Manager.
HCSC-Managerからのログアウト処理が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50091-EKEOS50091-EKEOS50091-EKEOS50091-E

ユーザ情報から指定された情報が見つかりません。種別 =[種別 ] 名称 =[見つからなかった情報
名 ]

The specified user information was not found. (type = 種別 , name = 見つからなかった情報名 )
ユーザ情報から指定された名称が見付かりません。

種別
• Cosminexus Manager：Cosminexus Manager情報
• HCSC-Server：HCSCサーバ情報

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した名称が正しいか確認してください。指定した名称が正しい場合，HCSC
サーバのセットアップが正常終了しているか確認してください。

KEOS50092-EKEOS50092-EKEOS50092-EKEOS50092-E

同一クラスタ内であるため，連携情報を追加できません。連携元 HCSCサーバ名 =[連携元
HCSCサーバ名 ] 連携先クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]

The linkage information cannot be added because it is within the same cluster. (name of 
HCSC-Server at linkage source = 連携元 HCSCサーバ名 , name of cluster at linkage destination 
= 連携先クラスタ名 )

同一クラスタ内であるため，連携情報を追加できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した名称が正しいか確認してください。
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KEOS50093-IKEOS50093-IKEOS50093-IKEOS50093-I

クラスタがセットアップされているかどうか確認します。名称 =[クラスタ名 ]

The program is checking whether the cluster is set up. (cluster name = クラスタ名 )
クラスタがセットアップされているかどうか確認します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50094-IKEOS50094-IKEOS50094-IKEOS50094-I

クラスタがセットアップされているかどうか確認しました。

The program is checking whether cluster has been set up.
クラスタがセットアップされているかどうか確認しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50095-EKEOS50095-EKEOS50095-EKEOS50095-E

クラスタがリポジトリに存在しません。名称 =[クラスタ名 ]

A cluster does not exist in the repository. (cluster name = クラスタ名 )
クラスタがリポジトリに存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
指定した名称が正しいか確認してください。指定した名称が正しい場合，HCSC
サーバのセットアップが正常終了しているか確認してください。

KEOS50096-EKEOS50096-EKEOS50096-EKEOS50096-E

接続タイムアウトが発生しました。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ] ホスト名
=[接続先のホスト名または IPアドレス ] ポート番号 =[接続先のポート番号 ] ユーザ =[ユーザ
ID] 詳細情報 =[詳細情報 ]

A connection timeout occurred. (Cosminexus Manager name = 接続先のマネージャ識別名 , host 
= 接続先のホスト名または IPアドレス , port = 接続先のポート番号 , user = ユーザ ID, details = 
詳細情報 )

接続タイムアウトが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ネットワークを見直し，再度実行してください。
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KEOS50097-EKEOS50097-EKEOS50097-EKEOS50097-E

読み込みタイムアウトが発生しました。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ] 詳細
=[詳細情報 ]

A read timeout occurred. (Cosminexus Manager name = 接続先のマネージャ識別名 , details = 詳
細情報 )

読み込みタイムアウトが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
ネットワークと通信タイムアウト定義（[cscmng.properties]cscmng.manager.<マ
ネージャ識別名 >.timeout）を見直し，再度実行してください。

KEOS50098-EKEOS50098-EKEOS50098-EKEOS50098-E

コンポーネント名称が重複しています。コンポーネント名称 =[コンポーネント名 ] クラスタ名
称 =[クラスタ名 ] クラスタ名称 =[クラスタ名 ]

A component name is duplicated. (component name = コンポーネント名 , cluster name = クラス
タ名 , cluster name = クラスタ名 )

コンポーネントが重複しています。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
重複しているコンポーネントを削除してください。または，連携サービスをアン
セットアップしてください。

KEOS50099-IKEOS50099-IKEOS50099-IKEOS50099-I

指定した連携情報のステータスを確認します。サーバ名称 =[HCSCサーバ名 ] 連携先クラスタ名
=[連携先クラスタ名 ] 期待しているステータス =[期待しているステータス ]

The status of the specified linkage information will now be checked. (HCSC-Server name = HCSC
サーバ名 , name of the cluster at the connection destination = 連携先クラスタ名 , status = 期待し
ているステータス )

指定した連携情報のステータスを確認します。

期待しているステータス
• CONNECT：接続状態
• ONLINE：連携開始状態
• OFFLINE：連携停止状態
• ONLINE_WAIT：連携開始要求の応答待ち状態
• OFFLINE_WAIT：連携終了要求の応答待ち状態
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• IO_ERROR：連携開始時障害時の終了応答待ち状態
• SERVICE_STOP：連携閉塞状態
• DISCONNECT：切断状態

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50100-IKEOS50100-IKEOS50100-IKEOS50100-I

指定した連携情報のステータスを確認しました。

The status of the specified linkage information has been checked.
指定した連携情報のステータスを確認しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50101-EKEOS50101-EKEOS50101-EKEOS50101-E

連携情報のステータスが不正です。サーバ名称 =[HCSCサーバ名 ] 連携先クラスタ名称 =[連携
先クラスタ名 ] ステータス =[連携情報の予期しているステータス ] ステータス =[連携情報の現
在のステータス ]

The linkage information status is invalid. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , name of the 
connection destination cluster = 連携先クラスタ名 , expected status = 連携情報の予期しているス
テータス , current status = 連携情報の現在のステータス )

連携情報のステータスが不正です。

連携情報の現在のステータス
• CONNECT：接続状態
• ONLINE：連携開始状態
• OFFLINE：連携停止状態
• ONLINE_WAIT：連携開始要求の応答待ち状態
• OFFLINE_WAIT：連携終了要求の応答待ち状態
• IO_ERROR：連携開始時障害時の終了応答待ち状態
• SERVICE_STOP：連携閉塞状態
• DISCONNECT：切断状態

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
連携情報のステータスを一致させてから再度実行してください。

KEOS50102-EKEOS50102-EKEOS50102-EKEOS50102-E

セットアップ情報が不正です。
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The setup information is invalid.
セットアップ情報が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
直前に実施したセットアップ，アンセットアップ，配備，削除コマンドが正常終了
しているかどうか確認してください。

KEOS50103-EKEOS50103-EKEOS50103-EKEOS50103-E

セットアップ情報のロードでエラーが発生しました。詳細情報 =[エラーの詳細情報 ]

An error occurred during loading of setup information. (details = エラーの詳細情報 )
セットアップ情報のロードでエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
エラーの詳細情報を参照し，対策をし，再度実行してください。

KEOS50104-EKEOS50104-EKEOS50104-EKEOS50104-E

セットアップ情報の更新でエラーが発生しました。詳細情報 =[エラーの詳細情報 ]

An error occurred during updating of setup information. (details = エラーの詳細情報 )
セットアップ情報の更新でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
実行環境とのアンマッチが発生しているおそれがあります。HCSC-Managerの処理
をすべて停止し，保守員に連絡してください。

KEOS50105-IKEOS50105-IKEOS50105-IKEOS50105-I

セットアップ情報のバックアップを行います。

Setup information will now be backed up.
セットアップ情報のバックアップを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50106-IKEOS50106-IKEOS50106-IKEOS50106-I

セットアップ情報のバックアップが完了しました。

The backup of setup information is complete.
1119



11.　メッセージ
セットアップ情報のバックアップが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50107-IKEOS50107-IKEOS50107-IKEOS50107-I

セットアップ情報の書き込みを行います

Writing of setup information will now start.
リポジトリの書き込みを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50108-IKEOS50108-IKEOS50108-IKEOS50108-I

セットアップ情報の書き込みが完了しました。

Writing of setup information is complete.
リポジトリの書き込みが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50109-EKEOS50109-EKEOS50109-EKEOS50109-E

クラスタがセットアップ情報に存在しません。名称 =[クラスタ名 ]

A cluster does not exist in the setup information. (cluster name = クラスタ名 )
クラスタがセットアップ情報に存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
指定した名称が正しいか確認してください。指定した名称が正しい場合，HCSC
サーバのセットアップが正常終了しているか確認してください。

KEOS50110-EKEOS50110-EKEOS50110-EKEOS50110-E

HCSCサーバがセットアップ情報に存在しません。サーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

An HCSC-Server does not exist in the setup information. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバがセットアップ情報に存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
指定した名称が正しいか確認してください。指定した名称が正しい場合，HCSC
サーバのセットアップが正常終了しているか確認してください。
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KEOS50111-EKEOS50111-EKEOS50111-EKEOS50111-E

リポジトリインポート実行時にリポジトリが存在しません。

The repository did not exist when the repository import operation was executed.
インポートを実行する時にリポジトリが存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
セットアップを実施してリポジトリ作成してから実行してください。

KEOS50112-IKEOS50112-IKEOS50112-IKEOS50112-I

ユーザ情報を読み込みます。

User information will now be loaded.
ユーザ情報を読み込みます。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50113-IKEOS50113-IKEOS50113-IKEOS50113-I

ユーザ情報の読み込みを完了しました。

Loading of user information is complete.
ユーザ定義の読み込みが完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50114-EKEOS50114-EKEOS50114-EKEOS50114-E

リポジトリインポート時のバックアップに失敗しました。詳細情報 =[エラーの詳細情報 ]

Backup failed during import of the repository. (details = エラーの詳細情報 )
リポジトリインポート時のバックアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
エラーの要因を調査し，対策してください。対策後に再度コマンドを実行してくだ
さい。エラーの要因として主に次が考えられます。
1. ディレクトリのパーミッションが存在しない
2. ディレクトリ階層が深い
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KEOS50115-EKEOS50115-EKEOS50115-EKEOS50115-E

HCSCサーバ構築定義ファイルの検証でエラーが発生しました。 HCSCサーバ構築定義ファイル
名 =[HCSCサーバ構築定義ファイル名 ]

An error occurred during checking of the HCSC-Server configuration definition file. (file name = 
HCSCサーバ構築定義ファイル名 )

HCSCサーバ構築定義ファイルの検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
KEOS52142-Eメッセージを参照し，対策してください。

KEOS50116-IKEOS50116-IKEOS50116-IKEOS50116-I

HCSCサーバへ通信しランタイム定義の設定処理を開始します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサー
バ名 ] HCSCサーバランタイム定義ファイル名 =[HCSCサーバランタイム定義ファイル名 ]

Communication with the HCSC-Server, to set the HCSC-Server runtime definition, will now start. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , HCSC-Server runtime definition file name = HCSCサー
バランタイム定義ファイル名 )

HCSCサーバのランタイム定義の設定処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50117-IKEOS50117-IKEOS50117-IKEOS50117-I

ランタイム定義の設定処理を終了します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

Setup of the runtime definition has ended. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバのランタイム定義の設定処理を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50118-IKEOS50118-IKEOS50118-IKEOS50118-I

HCSCサーバへ通信しランタイム定義の取得処理を開始します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサー
バ名 ]

Communication with the HCSC-Server, to acquire the HCSC-Server runtime definition, will now 
start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )

HCSCサーバのランタイム定義の取得処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS50119-IKEOS50119-IKEOS50119-IKEOS50119-I

ランタイム定義の取得処理を終了します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

Acquisition of the runtime definition has ended. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバのランタイム定義の取得処理を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50120-EKEOS50120-EKEOS50120-EKEOS50120-E

リポジトリ情報が見つかりません。詳細情報 =[見つからない情報 ]

Repository information was not found. (details = 見つからない情報 )
リポジトリ情報が見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した ZIPファイルが正しいファイルであるかどうかを確認し，再度実行してく
ださい。

KEOS50121-WKEOS50121-WKEOS50121-WKEOS50121-W

連携セットアップが完全ではありません。連携元クラスタ名 ->連携先クラスタ名 :連携状態 ,連
携元クラスタ名 ->連携先クラスタ名 :連携状態

Linkage setup is incomplete. 連携元クラスタ名 ->連携先クラスタ名 :連携状態 ,連携元クラスタ
名 ->連携先クラスタ名 :連携状態 )

連携セットアップが完全ではありません。

連携状態
• connected：接続している
• disconnected：接続していない

連携状態
• connected：接続している
• disconnected：接続していない

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ間で一意になるように連携セットアップ，または連携アンセットアップを
行ってください。
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KEOS50122-WKEOS50122-WKEOS50122-WKEOS50122-W

連携元クラスタ名から連携先クラスタ名への連携セットアップが完全ではありません。情報 =[
連携情報 ]

Setup of linkage from 連携元クラスタ名 to 連携先クラスタ名 is incomplete. (info = 連携情報 )
連携セットアップが完全ではありません。

連携情報
HCSCサーバ名：連携情報，•••の形で出力します。連携情報は以下のとおりです。
• connected：接続している
• disconnected：接続していない

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ間で一意になるように連携セットアップ，または連携アンセットアップを
行ってください。

KEOS50123-WKEOS50123-WKEOS50123-WKEOS50123-W

クラスタ単位でコンポーネントの配備情報が統一化されていません。コンポーネント名称 =[コ
ンポーネント名 ] クラスタ名称 =[クラスタ名 ] 情報 =[配備状況 ]

Component deployment information is inconsistent regarding the cluster. (component name = コン
ポーネント名 , cluster = HCSCサービスユニット名 , info = 配備状況 )

サービスユニット単位でコンポーネントの配備情報が一致していません。

配備状況
HCSCサーバ名：配備情報，•••の形で出力します。配備情報は以下のとおりです。
• deployed：配備済み
• deleted：未配備状態

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ内でコンポーネントの配備情報が一意になるようにコンポーネントの配備，
またはコンポーネントの削除を行ってください。

KEOS50124-EKEOS50124-EKEOS50124-EKEOS50124-E

読み込んだシステム構成定義情報に誤りがあります。詳細情報 =[詳細情報 ]

The loaded system configuration definition information is invalid. (details = 詳細情報 )
読み込んだシステム構成定義情報に誤りがあります。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
システム構成定義情報が正しいかどうかを確認し，再度実行してください。

KEOS50125-EKEOS50125-EKEOS50125-EKEOS50125-E

構築情報の書き込みに失敗しました。

An error occurred during writing of setup information.
構築情報の書き込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンド，画面で行っている処理をすべて停止してください。例外ログを参照し，
エラーの要因を取り除いてください。その後，システム管理者に連絡してください。

KEOS50126-IKEOS50126-IKEOS50126-IKEOS50126-I

連携情報取得のために HCSCサーバに通信を行います。サーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

Communication with the HCSC-Server, to acquire linkage information, will now start. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )

連携情報取得のためにHCSCサーバに通信を行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50127-IKEOS50127-IKEOS50127-IKEOS50127-I

HCSCサーバに通信を行い，コンポーネントの情報取得が完了しました。

Communication with the HCSC-Server and acquisition of component information are complete.
HCSCサーバに通信を行い，コンポーネントの情報取得が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50128-EKEOS50128-EKEOS50128-EKEOS50128-E

コネクションのクローズに失敗しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to close a connection has failed. (details = 詳細情報 )
コネクションのクローズに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を確認してください。
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KEOS50129-IKEOS50129-IKEOS50129-IKEOS50129-I

コネクションをクローズします。

Connection close is started.
コネクションをクローズします。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50130-IKEOS50130-IKEOS50130-IKEOS50130-I

コネクションをクローズしました。

Connection close was finished normally.
コネクションをクローズしました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50131-EKEOS50131-EKEOS50131-EKEOS50131-E

バックアップ情報を削除することができませんでした。種別 =[削除できなかった種別 ]

Cannot delete backup information. (type = 削除できなかった種別 )
ファイルを削除できませんでした。

削除できなかった種別
• passwd：パスワード管理情報
• setup：セットアップ情報
• repository：リポジトリ情報
• import：リポジトリ import時の一時情報

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
CSC-Managerインストールディレクトリ以下すべてに読み書き削除権限があるこ
とを確認してください。

KEOS50132-EKEOS50132-EKEOS50132-EKEOS50132-E

cscmng.propertiesに指定された値が不正です。定義 =[定義 ] 値 =[値 ] 理由 =[理由 ]

The value specified for cscmng.properties is invalid. (key = 定義 , value = 値 , reason = 理由 )
cscmng.propertiesに指定された値が不正です。

理由
• not exist：存在しない
• not directory：ディレクトリではない
• cannot read：読み込み権限がない
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• cannot write：書き込み権限がない

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
定義の仕様を確認してください。

KEOS50133-EKEOS50133-EKEOS50133-EKEOS50133-E

バックアップディレクトリにファイルが残っています。ファイル =[削除できなかった種別 ]

The file exists in the backup directory. (type = 削除できなかった種別 )
バックアップディレクトリにファイルが残っています。

削除できなかった種別
• passwd：パスワード管理情報
• setup：セットアップ情報
• repository：リポジトリ情報
• import：リポジトリ import時の一時情報

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に実施したセットアップ，アンセットアップ，配備，削除コマンドが正常終了
しているかどうか確認してください。

KEOS50134-IKEOS50134-IKEOS50134-IKEOS50134-I

バックアップしたユーザ情報の削除を行います。

The deletion of user information backed up is started.
バックアップしたユーザ情報を削除します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50135-IKEOS50135-IKEOS50135-IKEOS50135-I

バックアップしたユーザ情報の削除を行いました。

The deletion of user information backed up was finished normally.
バックアップしたユーザ情報を削除しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50136-IKEOS50136-IKEOS50136-IKEOS50136-I

バックアップしたリポジトリ情報の削除を行います。
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The deletion of repository backed up is started.
バックアップしたリポジトリ情報を削除します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50137-IKEOS50137-IKEOS50137-IKEOS50137-I

バックアップしたリポジトリ情報の削除を行いました。

The deletion of repository backed up was finished normally.
バックアップしたリポジトリ情報を削除しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50138-IKEOS50138-IKEOS50138-IKEOS50138-I

バックアップしたセットアップ情報の削除を行います。

The deletion of setup information backed up is started.
バックアップしたセットアップ情報を削除します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50139-IKEOS50139-IKEOS50139-IKEOS50139-I

バックアップしたセットアップ情報の削除を行いました。

The deletion of setup information backed up was finished normally.
バックアップしたセットアップ情報を削除しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50140-WKEOS50140-WKEOS50140-WKEOS50140-W

バックアップ情報の削除に失敗しました。種別 =[削除できなかった種別 ]

An error occurred in deletion backed up information. (type = 削除できなかった種別 )
バックアップ情報の削除に失敗しました。

削除できなかった種別
• passwd：パスワード管理情報
• setup：セットアップ情報
• repository：リポジトリ情報
• import：リポジトリ import時の一時情報

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
1128



11.　メッセージ
(O)(O)(O)(O)
<COSMINEXUS_HOMEインストールディレクトリ >/CSC以下に読み書き削除権
限があるかどうか確認してください。そのあとシステム管理者に連絡してください。

KEOS50141-WKEOS50141-WKEOS50141-WKEOS50141-W

連携先クラスタが存在しません。連携元 HCSCサーバ名称 =[連携元 HCSCサーバ名 ] 連携先ク
ラスタ名称 =[連携先クラスタ名 ]

The cluster at the linkage destination does not exist. (HCSC-Server name = 連携元 HCSCサーバ
名 cluster name = 連携先クラスタ名 )

連携先クラスタが存在しません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
連携アンセットアップコマンドを使用して連携情報を削除してください。

KEOS50142-WKEOS50142-WKEOS50142-WKEOS50142-W

追加した受付種別がクラスタ内の HCSCサーバで一致していません。クラスタ名 =[クラスタ名
] 詳細情報 =[詳細情報 ]

An added reception type differs between the HCSC-Server instances in the cluster. (cluster name 
= クラスタ名 , details = 詳細情報 )

クラスタ内の受付情報が不一致です。

詳細情報
• HCSCサーバ名：受付種別 =ON：受付種別が一致している
• HCSCサーバ名：受付種別 =OFF：受付種別が不一致である

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ内の受付情報が不一致です。
HCSCサーバのセットアップ，またはアンセットアップコマンドを実施して，受付
種別を一致させてください。

KEOS50143-WKEOS50143-WKEOS50143-WKEOS50143-W

クラスタ内で HCSCサーバの受付種別が一致していません。クラスタ名 =[クラスタ名 ] 受付種
別 =[受付種別 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

A reception type differs between the HCSC--Server instances in the cluster. (cluster name = クラ
スタ名 reception type = 受付種別 , details = 詳細情報 )

クラスタ内の受付情報の内容が不一致です。
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受付種別
• reception-ejb：EJB受付
• reception-jms：JMS受付
• reception-soap：SOAP受付
• reception-dbq：DBQ受付

詳細情報
•  HCSCサーバ名称：設定値

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
クラスタ内の受付情報が不一致です。
HCSCサーバのセットアップ，またはアンセットアップコマンドを実施して，受付
種別を一致させてください。

KEOS50144-IKEOS50144-IKEOS50144-IKEOS50144-I

ZIPのインポートを開始します。

The ZIP import will now start.
ZIPのインポートを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50145-IKEOS50145-IKEOS50145-IKEOS50145-I

ZIPのインポートに成功しました。

The ZIP import was successful.
ZIPのインポートに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50146-EKEOS50146-EKEOS50146-EKEOS50146-E

HCSCサーバとの通信互換がありません。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ]

There is no convertible communication with the HCSC-Server.
HCSCサーバとの通信互換性がありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
通信元と通信先のバージョンを合わせてください。
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KEOS50147-IKEOS50147-IKEOS50147-IKEOS50147-I

HCSCサーバとの互換性を確認します。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ]

The conversion with the HCSC-Server will be checked. (Cosminexus Manager name = 接続先のマ
ネージャ識別名 )

HCSCサーバとの互換性を確認します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50148-IKEOS50148-IKEOS50148-IKEOS50148-I

HCSCサーバとの互換性を確認しました。

The conversion with the HCSC-Server has been checked.
HCSCサーバとの通信互換を確認しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50149-EKEOS50149-EKEOS50149-EKEOS50149-E

読み込み対象のシステム構成定義のバージョンが不正です。詳細情報 =[詳細情報 ]

The version of system configuration definition file is invalid. (details = 詳細情報 )
システム構成定義のバージョンが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
リポジトリが正しいかどうかを確認し，再度実行してください。

KEOS50150-EKEOS50150-EKEOS50150-EKEOS50150-E

クラスタの一括運用はロードバランスクラスタでのみ実行可能です。

Batch operations for a cluster can only be executed for a load-balanced cluster.
クラスタの一括運用はロードバランスクラスタでだけ実行可能です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバごとに操作してください。

KEOS50151-EKEOS50151-EKEOS50151-EKEOS50151-E

HCSCサーバとの機能互換がありません。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ識別名 ]
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There is no corresponding function in HCSC-Server. (Cosminexus Manager name = 接続先のマ
ネージャ識別名 ) 

HCSCサーバとの機能互換がありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
CSCサーバのバージョンを確認し，必要に応じてアップグレードしてください。

KEOS50152-IKEOS50152-IKEOS50152-IKEOS50152-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントのランタイム定義の設定処理を開始します。 HCSCサーバ
名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネント名 =[コンポーネント名 ] コンポーネントランタイム定義
ファイル名 =[コンポーネントランタイム定義ファイル名 ]

Communication with the HCSC-Server will be performed, and then processing to apply the settings 
in the component runtime definition will start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component 
name = コンポーネント名 , component runtime definition file name = コンポーネントランタイム
定義ファイル名 )

コンポーネントのランタイム定義の設定処理を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50153-IKEOS50153-IKEOS50153-IKEOS50153-I

コンポーネントのランタイム定義の設定処理を終了します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 
コンポーネント名 =[コンポーネント名 ]

Processing to apply the settings in the component runtime definition will now end. (HCSC-Server 
name = HCSCサーバ名 , component name = コンポーネント名 )

コンポーネントのランタイム定義の設定処理を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50154-IKEOS50154-IKEOS50154-IKEOS50154-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントのランタイム定義の取得処理を開始します。 HCSCサーバ
名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネント名 =[コンポーネント名 ]

Communication with the HCSC-Server will be performed, and then processing to acquire the 
component runtime definition will start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component name 
= コンポーネント名 )

コンポーネントのランタイム定義の取得処理を開始します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50155-IKEOS50155-IKEOS50155-IKEOS50155-I

コンポーネントのランタイム定義の取得処理を終了します。 HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 
コンポーネント名 =[コンポーネント名 ]

Processing to acquire the component runtime definition will now end. (HCSC-Server name = HCSC
サーバ名 , component name = コンポーネント名 )

コンポーネントのランタイム定義の取得処理を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50156-WKEOS50156-WKEOS50156-WKEOS50156-W

ステータスの取得に失敗したため，コンポーネント [コンポーネント名 ]および関連コンポーネ
ントのステータスの妥当性チェックが実施できませんでした。

The validity check of the statuses of the component [コンポーネント名 ] and related components 
could not be executed because an attempt to acquire these statuses failed. 

ステータスの組み合わせ確認を実施できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50157-WKEOS50157-WKEOS50157-WKEOS50157-W

ビジネスプロセスのステータスに対してユーザ定義受付のステータスが不適切です。HCSC
サーバ名 =[HCSCサーバ名 ] ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス ID] ユーザ定
義受付名 =[ユーザ定義受付の受付 ID]

The user-defined reception status cannot be used with the status of the business process. 
(HCSC-Server name = [HCSCサーバ名 ], business process = [ビジネスプロセスのサービス ID], 
user-defined reception = [ユーザ定義受付の受付 ID])

ステータスの組み合わせが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ビジネスプロセスの開始，またはユーザ定義受付の停止を行ってください。

KEOS50158-EKEOS50158-EKEOS50158-EKEOS50158-E

対象のコンポーネントは配備されていません。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネ
ント名 =[コンポーネント名 ]
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The component has not been deployed. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component 
name = コンポーネント名 )

コンポーネントが配備されていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50159-WKEOS50159-WKEOS50159-WKEOS50159-W

HCSCサーバアンセットアップ時の論理サーバの停止に失敗しました。論理サーバ名 =[論理
サーバ名 ]

An attempt to stop the logical server failed during HCSC-Server unsetup. (logical server name = 論
理サーバ名 )

HCSCサーバアンセットアップ時の論理サーバの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
論理サーバを停止してください。

KEOS50160-IKEOS50160-IKEOS50160-IKEOS50160-I

論理サーバを起動します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 論理サーバ名 =[論理サーバ名 ]

The logical server will now start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , logical server name = 論
理サーバ名 )

論理サーバを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50161-IKEOS50161-IKEOS50161-IKEOS50161-I

論理サーバを起動しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 論理サーバ名 =[論理サーバ名 ]

The logical server has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , logical server name = 論
理サーバ名 )

論理サーバを起動しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50162-IKEOS50162-IKEOS50162-IKEOS50162-I

論理サーバを停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 論理サーバ名 =[論理サーバ名 ]

The logical server will now stop. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , logical server name = 論
理サーバ名 )
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論理サーバを停止します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50163-IKEOS50163-IKEOS50163-IKEOS50163-I

論理サーバを停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 論理サーバ名 =[論理サーバ名 ]

The logical server has stopped. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , logical server name = 論
理サーバ名 )

論理サーバを停止しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50164-EKEOS50164-EKEOS50164-EKEOS50164-E

同期制御に失敗しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

Synchronization failed. (details = 詳細情報 )
同期制御に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
詳細メッセージを確認し，再度実行してください。

KEOS50165-WKEOS50165-WKEOS50165-WKEOS50165-W

ファイルの削除に失敗しました。ファイル名 =[ファイル名 ]

File deletion failed. (file name = ファイル名 )
ファイルの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
HCSC-Managerの各種コマンド，GUIが起動していない状態で，このメッセージ
に指定されているファイルを削除してください。

KEOS50166-EKEOS50166-EKEOS50166-EKEOS50166-E

サービス情報が不正です。キー名称 =[キー名 ] 値 =[値 ]

The service information is invalid. (key name = キー名 , value = 値 )
処理を試みたサービス情報が不正です。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報に従って対策を行い，再実施してください。エラーの原因が不明な場合，
メッセージログの詳細情報を参照してください。

KEOS50167-EKEOS50167-EKEOS50167-EKEOS50167-E

サービスアダプタのサービス情報が見つかりません。クラスタ名 =[クラスタ名 ] サービスアダ
プタ名 =[サービスアダプタのサービス ID]

The service information for the service adapter was not found. (cluster name = クラスタ名 , service 
adapter name = サービスアダプタのサービス ID)

サービスアダプタのサービス情報が見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージに表示されているサービスアダプタがリポジトリに存在しないか，また
はインポートされていません。インポートを実施してから，再度実行してください。

KEOS50168-EKEOS50168-EKEOS50168-EKEOS50168-E

サービス情報の属性は不正です。属性 =[属性 ]

An attribute of the service information is invalid. (attribute = 属性 )
サービス情報の変更に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービス情報表示コマンドを実行して，属性を確認してください。

KEOS50169-EKEOS50169-EKEOS50169-EKEOS50169-E

サービス情報のサービス種別は不正です。サービス種別 =[サービス種別 ]

The service type of the service information is invalid. (service type = サービス種別 )
サービス情報の変更に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービス情報表示コマンドを実行して，サービス種別を確認してください。
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KEOS50170-EKEOS50170-EKEOS50170-EKEOS50170-E

サービス情報のキーは不正です。キー =[キー ]

The key of the service information is invalid. (key = キー )
サービス情報の変更に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービス情報表示コマンドを実行して，キーを確認してください。

KEOS50171-EKEOS50171-EKEOS50171-EKEOS50171-E

サービス情報の値は不正です。値 =[値 ]

The value of the service information is invalid. (value = 値 )
サービス情報の変更に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
設定できる値をマニュアルで確認してください。

KEOS50172-EKEOS50172-EKEOS50172-EKEOS50172-E

サービスアダプタが配備されているため，そのサービス情報を変更できません。クラスタ名 =[
クラスタ名 ] サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス ID]

The service information cannot be changed because the service adapter has already been 
deployed. (cluster name = クラスタ名 , service adapter name = サービスアダプタのサービス ID)

サービス情報の変更に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタをクラスタ内のすべてのHCSCサーバから削除して，再度実施し
てください。

KEOS50173-EKEOS50173-EKEOS50173-EKEOS50173-E

サービス情報のバックアップ中にエラーが発生しました。

An error occurred during a backup of the service information.
サービス情報のバックアップ中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログからエラーの要因を調査し，対策してください。対策後に再度コマ
ンドを実行してください。

KEOS50174-EKEOS50174-EKEOS50174-EKEOS50174-E

サービス情報のバックアップ削除中にエラーが発生しました。

An error occurred during deletion of the backup of the service information.
サービス情報のバックアップ削除中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログからエラーの要因を調査し，対策してください。対策後に再度コマ
ンドを実行してください。

KEOS50175-IKEOS50175-IKEOS50175-IKEOS50175-I

HCSCサーバを起動します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The HCSC-Server will now start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50176-IKEOS50176-IKEOS50176-IKEOS50176-I

HCSCサーバを起動しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The HCSC-Server has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバを開始しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50177-IKEOS50177-IKEOS50177-IKEOS50177-I

HCSCサーバを停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 強制オプション =[強制停止オ
プションの判定 ]

The HCSC-Server will now stop. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , force option = 強制停止
オプションの判定 )

HCSCサーバを停止します。

強制停止オプションの判定
• true：強制停止
• false：通常停止
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50178-IKEOS50178-IKEOS50178-IKEOS50178-I

HCSCサーバを停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 強制オプション =[強制停止
オプションの判定 ]

The HCSC-Server has stopped. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , force option = 強制停止
オプションの判定 )

HCSCサーバを停止しました。

強制停止オプションの判定
• true：強制停止
• false：通常停止

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50179-IKEOS50179-IKEOS50179-IKEOS50179-I

HCSCサーバの標準受付を開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 

The standard reception for the HCSC-Server will now start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ
名 )

標準受付を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50180-IKEOS50180-IKEOS50180-IKEOS50180-I

HCSCサーバの標準受付を開始しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The standard reception for the HCSC-Server has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
標準受付を開始しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50181-IKEOS50181-IKEOS50181-IKEOS50181-I

HCSCサーバの標準受付を停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 停止種別 =[停止種
別 ]

The standard reception for the HCSC-Server will now stop. (HCSC-Server name = HCSCサーバ
名 , stop type = 停止種別 )

標準受付を停止します。

停止種別
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• normal：通常停止
• wait：計画停止
• force：強制停止

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50182-IKEOS50182-IKEOS50182-IKEOS50182-I

HCSCサーバの標準受付を停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 停止種別 =[停止
種別 ]

The standard reception for the HCSC-Server has stopped. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名
, stop type = 停止種別 )

標準受付を停止しました。

停止種別
• normal：通常停止
• wait：計画停止
• force：強制停止

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50183-IKEOS50183-IKEOS50183-IKEOS50183-I

HCSCサーバの連携受付を開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 

The linkage reception for the HCSC-Server will now start. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
連携受付を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50184-IKEOS50184-IKEOS50184-IKEOS50184-I

HCSCサーバの連携受付を開始しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The linkage reception for the HCSC-Server has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
連携受付を開始しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50185-IKEOS50185-IKEOS50185-IKEOS50185-I

HCSCサーバの連携受付を停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 停止種別 =[停止種
別 ]
1140



11.　メッセージ
The linkage reception for the HCSC-Server will now stop. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名
, stop type = 停止種別 )

連携受付を停止します。

停止種別
• normal：通常停止
• wait：計画停止
• force：強制停止

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50186-IKEOS50186-IKEOS50186-IKEOS50186-I

HCSCサーバの連携受付を停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] 停止種別 =[停止
種別 ]

The linkage reception for the HCSC-Server has stopped. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名
, stop type = 停止種別 )

連携受付を停止しました。

停止種別
• normal：通常停止
• wait：計画停止
• force：強制停止

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50187-IKEOS50187-IKEOS50187-IKEOS50187-I

HCSCサーバとクラスタの連携を開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　クラスタ名
=[クラスタ名 ]

The HCSC-Server will now link with the cluster. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , cluster 
name = クラスタ名 )

連携を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50188-IKEOS50188-IKEOS50188-IKEOS50188-I

HCSCサーバとクラスタの連携を開始しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　クラスタ
名 =[クラスタ名 ]

The HCSC-Server linked with the cluster. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , cluster name = 
クラスタ名 )
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連携を開始しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50189-IKEOS50189-IKEOS50189-IKEOS50189-I

HCSCサーバとクラスタの連携を停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　クラスタ名
=[クラスタ名 ]

The linkage of the HCSC-Server and the cluster will now be disconnected. (HCSC-Server name = 
HCSCサーバ名 , cluster name = クラスタ名 )

連携を停止します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50190-IKEOS50190-IKEOS50190-IKEOS50190-I

HCSCサーバとクラスタの連携を停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　クラスタ
名 =[クラスタ名 ]

The linkage of the HCSC-Server and the cluster has been disconnected. (HCSC-Server name = 
HCSCサーバ名 , cluster name = クラスタ名 )

連携を停止しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50191-IKEOS50191-IKEOS50191-IKEOS50191-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントを開始します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コン
ポーネント種別 =[配備するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[配備するコンポーネント
名 ]

Communication with the HCSC-Server will be performed, and then the component will start. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 配備するコンポーネント種別 , 
component name = 配備するコンポーネント名 )

コンポーネントを開始します。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS50192-IKEOS50192-IKEOS50192-IKEOS50192-I

コンポーネントを開始しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネント種別 =[配
備するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[配備するコンポーネント名 ]

The component has started. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 配備する
コンポーネント種別 , component name = 配備するコンポーネント名 )

コンポーネントを開始しました。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50193-IKEOS50193-IKEOS50193-IKEOS50193-I

HCSCサーバへ通信しコンポーネントを停止します。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コン
ポーネント種別 =[配備するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[配備するコンポーネント
名 ]

Communication with the HCSC-Server will be performed, and then the component will stop. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 配備するコンポーネント種別 , 
component name = 配備するコンポーネント名 )

コンポーネントを停止します。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50194-IKEOS50194-IKEOS50194-IKEOS50194-I

コンポーネントを停止しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] コンポーネント種別 =[配
備するコンポーネント種別 ] コンポーネント名 =[配備するコンポーネント名 ]

The component has stopped. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 配備す
るコンポーネント種別 , component name = 配備するコンポーネント名 )

コンポーネントを停止しました。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
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• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50195-WKEOS50195-WKEOS50195-WKEOS50195-W

ビジネスプロセスとユーザ定義受付の配備状態が一致していません。HCSCサーバ名 =[HCSC
サーバ名 ] ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス ID] 詳細情報 =[詳細情報 ]

The deployment status of the business process does not match the status of the user-defined 
reception. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , business process = ビジネスプロセスのサー
ビス ID, details = 詳細情報 )

ビジネスプロセスとユーザ定義受付の配備状態が一致していません。

詳細情報
「ユーザ定義受付の受付 ID：配備状態」の形式で出力されます。配備状態は次のと
おりです。
• 配備状態：deployed
• 削除済み：deleted

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
必要に応じて，ビジネスプロセスの削除，またはユーザ定義受付の配備を行ってく
ださい。

KEOS50196-EKEOS50196-EKEOS50196-EKEOS50196-E

不正なサービスアダプタです。クラスタ名 =[クラスタ名 ] サービスアダプタ名 =[サービスアダ
プタのサービス ID] サービス種別 =[サービス種別 ]

The service adapter is invalid. (cluster name = クラスタ名 , service adapter name = サービスアダ
プタのサービス ID, service type = サービス種別 )

不正なサービスアダプタです。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KEOS50197-IKEOS50197-IKEOS50197-IKEOS50197-I

アプリケーションへの操作を開始します。J2EEサーバ名 =[J2EEサーバ名 ] アプリケーション
名 =[アプリケーション名 (指定がない場合は -を出力 )] 操作 =[オペレーション名 ]
1144



11.　メッセージ
The operation for the J2EE application will now start. (J2EE server name = J2EEサーバ名 , 
application name = アプリケーション名 (指定がない場合は -を出力 ), operation = オペレーショ
ン名 )

アプリケーションへの操作を開始します。

アプリケーション名
アプリケーションの指定がない場合は「-」が出力されます。

オペレーション名
• start：J2EEアプリケーションの起動
• stop：J2EEアプリケーションの停止
• delete：J2EEアプリケーションの削除
• list：J2EEアプリケーションの状態表示

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50198-IKEOS50198-IKEOS50198-IKEOS50198-I

アプリケーションの操作が完了しました。

The operation for the J2EE application has finished.
アプリケーションの操作が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50199-WKEOS50199-WKEOS50199-WKEOS50199-W

起動順序を取得することができません。論理サーバ名 =[論理サーバ名 ]

The start order cannot be acquired. (logical server name = 論理サーバ名 )
起動順序を取得できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
必要に応じて，起動順序の設定を行ってください。

KEOS50200-IKEOS50200-IKEOS50200-IKEOS50200-I

サービス情報の読み込みに成功しました。

The service information was read successfully.
サービス情報の読み込みに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS50201-IKEOS50201-IKEOS50201-IKEOS50201-I

サービス情報の削除を開始します。

The service information will now be deleted.
サービス情報の削除を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50202-IKEOS50202-IKEOS50202-IKEOS50202-I

サービス情報の削除に成功しました。

The service information was deleted successfully.
サービス情報の削除に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50203-IKEOS50203-IKEOS50203-IKEOS50203-I

サービスアダプタの変更を開始します。

The service adapter will now be changed.
サービスアダプタの変更を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50204-IKEOS50204-IKEOS50204-IKEOS50204-I

サービスアダプタの変更に成功しました。

The service adapter was changed successfully.
サービスアダプタの変更に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50205-EKEOS50205-EKEOS50205-EKEOS50205-E

サービスアダプタへのアクセス中にエラーが発生しました。

An error occurred during access to the service adapter.
サービスアダプタへのアクセス中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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KEOS50206-IKEOS50206-IKEOS50206-IKEOS50206-I

サービス情報のチェックを開始します。

The service information will now be checked.
サービス情報のチェックを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50207-IKEOS50207-IKEOS50207-IKEOS50207-I

サービス情報のチェックに成功しました。

The service information was checked successfully.
サービス情報のチェックに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50208-IKEOS50208-IKEOS50208-IKEOS50208-I

サービス情報ファイルの更新を開始します。

The service information file will now be updated.
サービス情報ファイルの更新を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50209-IKEOS50209-IKEOS50209-IKEOS50209-I

サービス情報ファイルの更新に成功しました。

The service information file was updated successfully.
サービス情報ファイルの更新に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50210-IKEOS50210-IKEOS50210-IKEOS50210-I

サービス情報のアクセスを開始します。

The service information file will now be accessed.
サービス情報のアクセスを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50211-IKEOS50211-IKEOS50211-IKEOS50211-I

サービス情報のアクセスに成功しました。
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The service information file was accessed successfully.
サービス情報のアクセスに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50212-EKEOS50212-EKEOS50212-EKEOS50212-E

サービス情報の書き込み中にエラーが発生しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

An error occurred during writing of the service information. (details = 詳細情報 )
サービス情報の書き込み中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を参照し，原因を解消してから再度実行してください。ただし，リポジト
リのインポート中にこの問題が発生した場合は，リポジトリをコマンド実行前の状
態に戻してから，対処してください。

KEOS50213-IKEOS50213-IKEOS50213-IKEOS50213-I

サービス情報の読み込みを開始します。

The service information will now be read.
サービス情報の読み込みを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50214-EKEOS50214-EKEOS50214-EKEOS50214-E

サービスアダプタの呼び出し設定がローカル呼び出しのため，サービス情報を変更できません。
クラスタ名 =[クラスタ名 ] サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス ID]

The service information cannot be changed because the service adapter is set to be invoked 
locally. (cluster name = クラスタ名 , service adapter name = サービスアダプタのサービス ID)

サービスアダプタの呼び出し設定がローカル呼び出しのため，サービス情報を変更でき
ません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS50215-IKEOS50215-IKEOS50215-IKEOS50215-I

コマンド引数 =[コマンド引数の内容 ]

The command arguments.(コマンド引数の内容 )
コマンド引数の内容を表示します。
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コマンド引数の内容
「コマンド引数 =コマンド引数値 ,•••」の形式で出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS50216-EKEOS50216-EKEOS50216-EKEOS50216-E

論理サーバが見つかりません。サーバ名 =[サーバ名 ]

The logical server was not found. (server name = サーバ名 )
論理サーバが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
-logicalオプションで指定した論理サーバ名，またはHCSC-Manager定義 
cscmng.server.<CSCサーバ名 >.systemに定義されている論理サーバ名が
Management Serverに登録されていることを確認してください。

KEOS50217-EKEOS50217-EKEOS50217-EKEOS50217-E

J2EEサーバが見つかりません。サーバ名 =[サーバ名 ]

The J2EE server was not found. (server name = サーバ名 )
J2EEサーバが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
-j2eeオプションで指定した J2EEサーバ名を確認してください。

KEOS50218-EKEOS50218-EKEOS50218-EKEOS50218-E

サービスアダプタの呼び出し設定をリモート呼び出しに変更できません。クラスタ名 =[クラス
タ名 ] サービスアダプタ名 =[サービスアダプタ名 ] 属性名 =[属性名 ] 属性値 =[属性値 ]

The setting for invoking the service adapter cannot be changed to [Remote invoke]. (cluster name 
= クラスタ名 , service adapter name = サービスアダプタ名 , attribute name = 属性名 , attribute 
value = 属性値 )

リモート呼び出しの条件を満たしていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
cscsvcctlコマンドに指定したオプションによって，対応が異なります。
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-setfileオプションを指定した場合
サービス情報変更定義ファイルの次の属性名に対する値を確認してください。
• max_message_num
• qos_in_order
• rdarea_name

-propsオプションを指定した場合
次のキー名に対する値を確認してください。
• MaxMessageNum
• QosInOrder
• RdAreaName

KEOS50219-EKEOS50219-EKEOS50219-EKEOS50219-E

接続に失敗しました。J2EEサーバ名 =[接続先の J2EEサーバ名 ] URL=[接続先の URL] 詳細情
報 =[詳細情報 ]

The connection failed. (J2EEServer name = 接続先の J2EEサーバ名 , url = 接続先の URL, details 
= 詳細情報 )

J2EEサーバへの接続に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージの URL部分に表示されている IPアドレス（ホスト名）とポート番号が
正しいか確認してください。ポート番号は，J2EEサーバが利用する RMIレジスト
リのポート番号です。

KEOS50220-EKEOS50220-EKEOS50220-EKEOS50220-E

URLのフォーマットが不正です。J2EEサーバ名 =[J2EEサーバ名 ] URL=[URL] 詳細情報 =[詳
細情報 ]

The format of the URL is invalid. (J2EEServer name = J2EEサーバ名 , URL= URL, details = 詳細
情報 )

JMXServiceURLのフォーマットが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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KEOS50221-EKEOS50221-EKEOS50221-EKEOS50221-E

オブジェクトが見つかりません。J2EEサーバ名 =[J2EEサーバ名 ] オブジェクト名 =[オブジェ
クト名 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

The object was not found. (J2EEServer name = J2EEサーバ名 , object name = オブジェクト名 , 
details = 詳細情報 )

オブジェクトが見つかりません。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバの環境を見直してください。

KEOS50222-EKEOS50222-EKEOS50222-EKEOS50222-E

オペレーション実行中にエラーが発生しました。J2EEサーバ名 =[J2EEサーバ名 ] オブジェク
ト名 =[オブジェクト名 ] オペレーション =[オペレーション ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

An exception occurred during the operation. (J2EEServer name = J2EEサーバ名 ,object name = 
オブジェクト名 , operation = オペレーション ,details = 詳細情報 )

オペレーション実行中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を基に原因を取り除いて，再度実行してください。なお，詳細メッセージ
に含まれるメッセージ IDが警告レベルのときは，処理が完了している場合がありま
す。詳細メッセージを見て問題が解決しない場合は，J2EEサーバのメッセージロ
グを参照し，問題を解決してください。

KEOS50223-EKEOS50223-EKEOS50223-EKEOS50223-E

通信障害が発生しました。J2EEサーバ名 =[ J2EEサーバ名 ] 詳細情報 =[詳細情報 ]

A communication error occurred. (J2EEServer name = J2EEサーバ名 ,details = 詳細情報 )
通信障害が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
ネットワーク環境を見直して，再度実行してください。

KEOS50224-EKEOS50224-EKEOS50224-EKEOS50224-E

通信先のバージョンが不正です。(通信元のバージョン =[通信元のバージョン ] 通信先のバー
ジョン =[通信先のバージョン ])
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The remote version of the HCSC server is invalid. (local version = 通信元のバージョン , remote 
version = 通信先のバージョン )

通信先のバージョンが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
通信元と通信先のバージョンを合わせてください。

KEOS50225-EKEOS50225-EKEOS50225-EKEOS50225-E

バックアップファイルのバージョンが不正です。詳細情報 =[詳細情報 ]

The version of the backup file is invalid. (details = 詳細情報 )
バックアップファイルのバージョンが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
バックアップファイルが正しいかどうかを確認して，再度実行してください。

KEOS50226-EKEOS50226-EKEOS50226-EKEOS50226-E

論理サーバのステータスが不正です。(論理サーバ名 =[J2EEサーバ名 ] 期待しているステータ
ス =[期待しているステータス ] 現在のステータス =[現在のステータス ])

The logical server status is invalid. (logical server name = J2EEサーバ名 , expected status = 期待
しているステータス , current status = 現在のステータス )

論理サーバのステータスが不正です。

期待しているステータス，および現在のステータスには，次のどれかが表示されます。
• inactive：停止
• active：稼働中
• abnormal ended：異常停止
• stopping：停止中
• starting：起動中
• recovering：回復中
• communication error：通信障害
• auto stopping：自動停止中
• auto restarting：自動再起動中
• force stopping：強制停止中
• planned stopping：計画停止中
• unknown：不明

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。
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(O)(O)(O)(O)
論理サーバの現在のステータスを期待しているステータスに合わせて，再度実行し
てください。

KEOS50227-IKEOS50227-IKEOS50227-IKEOS50227-I

すでに移行済みです。(HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ])

Migration to the HCSC server has already been performed. (HCSC-Server name = HCSCサーバ
名 )

すでに移行済みです。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS50228-EKEOS50228-EKEOS50228-EKEOS50228-E

構成が異なるためトラッキングできません。(HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ] db-use=[セッ
トアップされている db-useの値 ] rm-use=[セットアップされている rm-useの値 ])

Tracking cannot be performed because the configuration is invalid. (HCSC-Server name = HCSC
サーバ名 , db-use = セットアップされている db-useプロパティの値 , rm-use = セットアップさ
れている rm-useプロパティの値 )

構成が異なるためトラッキングできません。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
現在のHCSCサーバのセットアップ環境では，この機能を利用できません。この機
能を利用する場合は，HCSCサーバを再セットアップしてください。

KEOS50250-EKEOS50250-EKEOS50250-EKEOS50250-E

管理者特権がないためコマンドの実行ができません。

The command cannot be executed because you do not have administrator privileges.
管理者特権がないためコマンドの実行ができません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
管理者として実行したコマンドプロンプト上で，再度実行してください。

KEOS50251-EKEOS50251-EKEOS50251-EKEOS50251-E

権限の判定中にエラーが発生しました。

An error occurred while the permissions were being checked.
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権限の判定中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メモリが不足しているおそれがあります。空きメモリを増やしたあと，再度実行し
てください。
問題が解決しない場合は，保守員に連絡してください。

KEOS50252-EKEOS50252-EKEOS50252-EKEOS50252-E

HCSCサーバとの機能単位の通信互換がありません。マネージャ識別名 =[接続先のマネージャ
識別名 ]

The operation cannot be performed, because this function cannot communicate with the HCSC 
server. (Cosminexus Manager name = 接続先のマネージャ識別名 )

HCSCサーバとの通信互換性がありません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
接続先の HCSCサーバのバージョンを確認してください。そのあと，HCSCサーバ
をバージョンアップしてください。

KEOS50999-EKEOS50999-EKEOS50999-EKEOS50999-E

予期しないエラーが発生しました。詳細情報 =[詳細情報 ]

An unexpected exception occurred. (details = 詳細情報 )
予期しないエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

11.6.2　KEOS52000～ KEOS52499

KEOS52000-IKEOS52000-IKEOS52000-IKEOS52000-I
Usage:

cscpasswd [-h] -user <User Id> -pass <Password>

          {

            -print
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          | -cscmnguser <Change User Id> -cscmngpass <Change Password>

          | -mng <Cosminexus Manager Name> -mnguser <Change User Id>

                [-mngpass <Change Password>]

          | -csc <HCSC-Server Name> -cscuser <Change User Id>

                -cscpass <Change Password>

          }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscpasswdの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52001-IKEOS52001-IKEOS52001-IKEOS52001-I
Usage:

cscsvsetup [-h] -user <User Id> -pass <Password>

           [-csc <Setup HCSC-Server Name>] [-cluster <Cluster Name>]

           -propfile <Setup File Path>

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvsetupの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52002-IKEOS52002-IKEOS52002-IKEOS52002-I
Usage:

cscsvunsetup [-h] -user <User Id> -pass <Password>

             -csc <Unsetup HCSC-Server Name> [-ignore]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvunsetupの使用方法です。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52003-IKEOS52003-IKEOS52003-IKEOS52003-I
Usage:

csccompodeploy [-h] -user <User Id> -pass <Password>

               {

                  -csc <HCSC-Server Name> { -name <ServiceID> | -all }

                | -cluster <Cluster Name> { -name <ServiceID> | -all }

               }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
csccompodeployの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52004-IKEOS52004-IKEOS52004-IKEOS52004-I
Usage:

csccompoundeploy [-h] -user <User Id> -pass <Password>

                 {

                    -csc <HCSC-Server Name> { -name <ServiceID> | -all }

                  | -cluster <Cluster Name> { -name <ServiceID> | -all }

                 }

                 [-force] [-ignore]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
csccompoundeployの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。
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KEOS52005-IKEOS52005-IKEOS52005-IKEOS52005-I
Usage:

cscconsetup [-h] -user <User Id> -pass <Password>

            -csc <HCSC-Server Name> -connect <Cluster Name>

            -propfile <Setup File Path>

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscconsetupの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52006-IKEOS52006-IKEOS52006-IKEOS52006-I
Usage:

cscconunsetup [-h] -user <User Id> -pass <Password>

              -csc <HCSC-Server Name> -connect <Cluster Name>

              [-ignore]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscconunsetupの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52007-IKEOS52007-IKEOS52007-IKEOS52007-I
Usage:

cscsvconfig [-h] -user <User Id> -pass <Password>

            {

               -operation get -csc <HCSC-Server Name>

             | -operation set -propfile <Property File Path>

                { -csc <HCSC-Server Name> | -cluster <Cluster Name> }

            }
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--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvconfigの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52008-IKEOS52008-IKEOS52008-IKEOS52008-I
Usage:

cscrepctl [-h] -user <User Id> -pass <Password>

          { -import <Import File Name> [-overwrite] | -export <Export File Name> | -autoexport }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscrepctlの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52009-IKEOS52009-IKEOS52009-IKEOS52009-I
Usage:

cscrepls [-h] -user <User Id> -pass <Password>

         { [-repfile <Export Zip File Name>] |

           [-envbackfile <HCSC-Manager Backup Zip File Name>] }

         [ { -csc <HCSC-Server Name> | -oldtype } ]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscreplsの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。
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KEOS52010-IKEOS52010-IKEOS52010-IKEOS52010-I
Usage:

cscsvstart [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]

           { -csc  <HCSC-Server Name> | -cluster  <Cluster Name> }

           [ { -logical <Logical Server Name> | -system } ]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvstartの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52011-IKEOS52011-IKEOS52011-IKEOS52011-I
Usage:

cscpiselect [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

            [-csc <HCSC-Server Name>]

            [-table { process | activity | link | set | string | numeric |

                      boolean | message | relation | process_set } ]

            [-detail] [-separator { comma | tab } ]

            [ { -count | -orderby <Sort Condition> } ]

            [ { -where <Where Condition> | -wherefile <Where Group File Path> } ]

            [-encoding <Encoding name>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscpiselectの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52012-IKEOS52012-IKEOS52012-IKEOS52012-I
Usage:

cscpidelete  [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]
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             [-csc <HCSC-Server Name>]

             {

               -where <Where Condition> | -idlist <ID List File Path> |

               -wherefile <Where Group File Path> | -force

             }

             [-encoding <Encoding Name>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscpideleteの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52013-IKEOS52013-IKEOS52013-IKEOS52013-I
Usage:

cscpireexec [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

            [-csc <HCSC-Server Name>]

            {

               -processname <Business Process Definition Name> |

               -processnamefile <Business Process Definition File Path>

            }

            [ { -processid <ProcessId Name> |

                -processidfile <ProcessId File Path> } ]

            [-encoding <Encoding Name>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscpireexecの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。
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KEOS52014-IKEOS52014-IKEOS52014-IKEOS52014-I
cscrepls will now start.

cscreplsコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52015-IKEOS52015-IKEOS52015-IKEOS52015-I
cscrepls ended normally.

cscreplsコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52016-EKEOS52016-EKEOS52016-EKEOS52016-E

An argument is invalid. (argument = 不正な引数 )
引数が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの書式を確認してください。

KEOS52017-IKEOS52017-IKEOS52017-IKEOS52017-I
cscsvconfig will now start.

cscsvconfigコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52018-IKEOS52018-IKEOS52018-IKEOS52018-I
cscsvconfig ended normally.

cscsvconfigコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52019-IKEOS52019-IKEOS52019-IKEOS52019-I
cscpiselect will now start.

cscpiselectコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52020-IKEOS52020-IKEOS52020-IKEOS52020-I
cscpiselect ended normally.

cscpiselectコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52021-EKEOS52021-EKEOS52021-EKEOS52021-E
cscpiselect ended abnormally.

cscpiselectコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52022-IKEOS52022-IKEOS52022-IKEOS52022-I
cscpidelete will now start.

cscpidelete コマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52023-IKEOS52023-IKEOS52023-IKEOS52023-I
cscpidelete ended normally.

cscpidelete コマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52024-EKEOS52024-EKEOS52024-EKEOS52024-E
cscpidelete ended abnormally.

cscpidelete コマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52025-EKEOS52025-EKEOS52025-EKEOS52025-E
cscrepls ended abnormally.

cscreplsコマンドが異常終了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52026-EKEOS52026-EKEOS52026-EKEOS52026-E
cscsvconfig ended abnormally.

cscsvconfigコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52027-EKEOS52027-EKEOS52027-EKEOS52027-E

An unexpected error occurred. (details = 例外の詳細メッセージ )
予期しない例外が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。

KEOS52028-EKEOS52028-EKEOS52028-EKEOS52028-E
The combination of arguments is invalid.

引数の組み合わせが不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドの書式を確認してください。

KEOS52029-IKEOS52029-IKEOS52029-IKEOS52029-I

The row count is MBeanからの受け取った行数 .
cscpiselectで -countを指定したときの結果出力用メッセージ

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52030-IKEOS52030-IKEOS52030-IKEOS52030-I
Analysis of command arguments will now start.
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コマンド引数を解析します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52031-IKEOS52031-IKEOS52031-IKEOS52031-I
Analysis of command arguments is complete.

コマンド引数の解析が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52032-IKEOS52032-IKEOS52032-IKEOS52032-I
The user information will now be updated.

ユーザ情報を更新します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52033-WKEOS52033-WKEOS52033-WKEOS52033-W

Unsetup of HCSC-Server has already been performed. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバがすでにアンセットアップされています。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
引数の値を確認し，再度実行してください。

KEOS52034-EKEOS52034-EKEOS52034-EKEOS52034-E
The specified HCSC-Server name, cluster name, or Cosminexus Manager name already exists. 
(specified HCSC-Server type or cluster type or Cosminexus Manager type= 種別 , specified name 
= 指定した名称 , duplicated type = 重複している種別 , duplicated name = 重複している名称 )

指定されている HCSCサーバ名，クラスタ名または Cosminexusマネージャ名が重複し
ています。

種別
• cluster：クラスタ名
• HCSC-Server：HCSCサーバ名
• CosminexusManager：Cosminexusマネージャ名

重複している種別
• cluster：クラスタ名
• HCSC-Server：HCSCサーバ名
• CosminexusManager：Cosminexusマネージャ名
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
重複しない値を指定して再度セットアップしてください。

KEOS52035-EKEOS52035-EKEOS52035-EKEOS52035-E

The specified file path is too long. (bytes in specified file path = 指定したファイルのバイト数 , 
maximum bytes = 最大バイト数 , file path = ファイルパス )

指定されたファイルパスが長過ぎます。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイルパスを最大バイト数以下に修正し，再度実行してください。

KEOS52036-IKEOS52036-IKEOS52036-IKEOS52036-I
cscsvstart will now start.

cscsvstartコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52037-IKEOS52037-IKEOS52037-IKEOS52037-I
cscsvstart ended normally.

cscsvstartコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52038-EKEOS52038-EKEOS52038-EKEOS52038-E
cscsvstart ended abnormally.

cscsvstartコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52039-IKEOS52039-IKEOS52039-IKEOS52039-I
Usage:

cscsvstop [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]
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          { -csc  <HCSC-Server Name> | -cluster  <Cluster Name> }

          [ { -logical <Logical Server Name> | -system } ]

          [-force] 

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvstopの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52040-IKEOS52040-IKEOS52040-IKEOS52040-I
Communication with the HCSC-Server, to re-execute a process instance, will now start.

プロセスインスタンスを再実行するために通信を行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52041-IKEOS52041-IKEOS52041-IKEOS52041-I
Communication with the HCSC-Server, to re-execute a process instance, is complete.

プロセスインスタンスを再実行するための通信が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52042-EKEOS52042-EKEOS52042-EKEOS52042-E
The maximum number of HCSC-Servers connected to each cluster has been exceeded. (cluster 
type = クラスタ種別 , cluster name = クラスタ名 )

一つのクラスタに設定できる HCSCサーバの上限値を超えています。

クラスタ種別
• HA：HAクラスタ
• LB：ロードバランスクラスタ

(S)(S)(S)(S)
処理を停止します。

(O)(O)(O)(O)
HAクラスタの場合は 2台，ロードバランスクラスタの場合は 1,024台までの
HCSCサーバしかセットアップできません。クラスタ名を変更して再度セットアッ
プしてください。
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KEOS52043-IKEOS52043-IKEOS52043-IKEOS52043-I
cscsvstop will now start.

cscsvstopコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52044-EKEOS52044-EKEOS52044-EKEOS52044-E
A memory shortage occurred.

メモリ不足が発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を中断します。

(O)(O)(O)(O)
JavaVMのメモリ使用量を増やして再度実行してください。

KEOS52045-IKEOS52045-IKEOS52045-IKEOS52045-I
cscsvstop ended normally.

cscsvstopコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52046-EKEOS52046-EKEOS52046-EKEOS52046-E
An error was detected during checking of the properties file. At least one of the specified keys 
should be set to ON. (file name = プロパティファイル名 , keys = 少なくても一つは ONにしなけ
ればいけないキーを，で区切った文字列 )

プロパティファイルの検証でエラーが発生しました。指定されたキーのうち少なくても
一つは ONを設定する必要があります。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
再度実施してください。

KEOS52047-EKEOS52047-EKEOS52047-EKEOS52047-E
cscsvstop ended abnormally.

cscsvstopコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52048-IKEOS52048-IKEOS52048-IKEOS52048-I
Usage:

cscrcptnstart [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

             { -csc <HCSC-Server Name> | -cluster <Cluster Name> }

             [ { -standard | -userdef } ]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscrcptnstopの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52049-IKEOS52049-IKEOS52049-IKEOS52049-I
Communication with the HCSC-Server, to search for process instances, will now start.

プロセスインスタンスを検索するために通信を行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52050-IKEOS52050-IKEOS52050-IKEOS52050-I
Communication with the HCSC-Server, to search for process instances, is complete.

プロセスインスタンスを検索するための通信が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52051-IKEOS52051-IKEOS52051-IKEOS52051-I
Communication with the HCSC-Server, to delete a process instance, will now start.

プロセスインスタンスを削除するために通信を行います。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52052-IKEOS52052-IKEOS52052-IKEOS52052-I
Communication with the HCSC-Server, to delete a process instance, is complete.

プロセスインスタンスを削除するための通信が完了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52053-EKEOS52053-EKEOS52053-EKEOS52053-E
An error was detected during checking of the combination of the properties file and XML file. 
(properties file name = プロパティファイル名 , key = エラーが発生したプロパティキー , value = 
設定されている値 . But XML = XMLファイル名 , tag = タグ名 , type = タグの種別 )

プロパティファイルと XMLファイルの組み合わせ確認でエラーが発生しました。

タグ名
XPath形式で設定します。

タグの種別
• EXIST：存在している
• NON EXIST：存在していない

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
XMLファイルとプロパティファイルの組み合わせは正しく行わないといけません。
XMLファイルとプロパティファイルの組み合わせを見直し，再度コマンド実行して
ください。

KEOS52054-IKEOS52054-IKEOS52054-IKEOS52054-I

The deleted row count is 削除された行数 .
削除した行数は削除された行数です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52055-IKEOS52055-IKEOS52055-IKEOS52055-I
cscutil will now start.

cscutilコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52056-IKEOS52056-IKEOS52056-IKEOS52056-I
cscutil ended normally.

cscutilコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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KEOS52057-IKEOS52057-IKEOS52057-IKEOS52057-I
cscrcptnstart will now start.

cscrcptnstartコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52058-IKEOS52058-IKEOS52058-IKEOS52058-I
cscrcptnstart ended normally.

cscrcptnstartコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52059-EKEOS52059-EKEOS52059-EKEOS52059-E

An error occurred during reading of a file. (encoding = 指定されたエンコーディング名 , file = エ
ラーが発生したファイル名 , details = エラーの詳細メッセージ )

ファイル読み込みでエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定されたエンコーディング名を確認し，再度実行してください。

KEOS52060-EKEOS52060-EKEOS52060-EKEOS52060-E

An error occurred during reading of a file. (file name = エラーが発生したファイル名 , details = エ
ラーの詳細メッセージ )

ファイル読み込みでエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラーの原因を対策し，再度実行してください。

KEOS52061-EKEOS52061-EKEOS52061-EKEOS52061-E
cscrcptnstart ended abnormally.

cscrcptnstartコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。
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KEOS52062-EKEOS52062-EKEOS52062-EKEOS52062-E

An empty file is specified. (file name = 空のファイル名 )
空のファイルが指定されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイルを確認して，再度オペレーションを実施してください。

KEOS52063-EKEOS52063-EKEOS52063-EKEOS52063-E

A specified file cannot be accessed. (file name = アクセスできなかったファイル名 )
指定ファイルは，何らかの原因によって，アクセスできません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したファイルを確認して，再度オペレーションを実施してください。

KEOS52064-EKEOS52064-EKEOS52064-EKEOS52064-E
cscutil ended abnormally.

cscutilコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52065-IKEOS52065-IKEOS52065-IKEOS52065-I
Usage:

cscutil [-h] [-user <id>] [-pass <passwd>]

        {-mng <manager name> | 

         -host <host>:<port> -mnguser <manager id> [-mngpass <manager passwd>]}

        [-target <target name>] [-operation <operation name>]

        [{-props <property> | -propfile <property file>}] 

        [-binary <binary file>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscutilの使用方法です。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52066-IKEOS52066-IKEOS52066-IKEOS52066-I
Checking of the command arguments will now start.

コマンドの引数のチェックを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52067-IKEOS52067-IKEOS52067-IKEOS52067-I
Checking of the command arguments ended normally.

コマンドの引数のチェックが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52068-IKEOS52068-IKEOS52068-IKEOS52068-I
Authentication for HCSC-Manager will now start.

HCSC-Managerへの認証を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52069-IKEOS52069-IKEOS52069-IKEOS52069-I
Authentication for HCSC-Manager ended normally.

HCSC-Managerへの認証が正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52070-IKEOS52070-IKEOS52070-IKEOS52070-I

Now connecting to "マネージャ識別名 " ...
Managerのリモート管理機能への接続を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52071-IKEOS52071-IKEOS52071-IKEOS52071-I
Connection to the remote management function was established successfully.

Managerのリモート管理機能への接続が正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52072-IKEOS52072-IKEOS52072-IKEOS52072-I

オペレーションを開始します。オブジェクト名 =[オブジェクト名 ]　オペレーション名 =[オペ
レーション ]

Operation is started. (target = オブジェクト名 , operation = オペレーション )
オペレーションを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52073-IKEOS52073-IKEOS52073-IKEOS52073-I

オペレーションが正常終了しました。

Operation was finished normally.
オペレーションが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52074-WKEOS52074-WKEOS52074-WKEOS52074-W

A file with the same name cannot be deleted when writing re-execution results to a file.  (file = ファ
イル名 , data = 出力しようとしたデータ )

再実行結果をファイル出力する際に同一名のファイルを削除できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ファイルを削除できない理由を調査してください。

KEOS52075-WKEOS52075-WKEOS52075-WKEOS52075-W

An attempt to write re-execution results to a file has failed. (details = エラーの詳細情報 , file = ファ
イル名 , data = 出力しようとしたデータ )

再実行結果のファイル出力に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
詳細メッセージを参考にして，ファイルの書き込みに失敗する理由を調査してくだ
さい。

KEOS52076-IKEOS52076-IKEOS52076-IKEOS52076-I
cscpireexec will now start.

cscpireexecコマンドを起動します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52077-IKEOS52077-IKEOS52077-IKEOS52077-I
cscpireexec ended normally.

cscpireexecコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52078-EKEOS52078-EKEOS52078-EKEOS52078-E
cscpireexec ended abnormally.

cscpireexecコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52079-IKEOS52079-IKEOS52079-IKEOS52079-I
cscpasswd will now start.

cscpasswdコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52080-IKEOS52080-IKEOS52080-IKEOS52080-I
cscpasswd ended normally.

cscpasswdコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52081-EKEOS52081-EKEOS52081-EKEOS52081-E
cscpasswd ended abnormally.

cscpasswdコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。
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KEOS52082-IKEOS52082-IKEOS52082-IKEOS52082-I
cscrepctl will now start.

cscrepctlコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52083-IKEOS52083-IKEOS52083-IKEOS52083-I
cscrepctl ended normally.

cscrepctlコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52084-EKEOS52084-EKEOS52084-EKEOS52084-E
cscrepctl ended abnormally.

cscrepctlコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52085-IKEOS52085-IKEOS52085-IKEOS52085-I
cscsvsetup will now start.

cscsvsetupコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52086-IKEOS52086-IKEOS52086-IKEOS52086-I
cscsvsetup ended normally.

cscsvsetupコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52087-EKEOS52087-EKEOS52087-EKEOS52087-E
cscsvsetup ended abnormally.

cscsvsetupコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52088-IKEOS52088-IKEOS52088-IKEOS52088-I
cscsvunsetup will now start.

cscsvunsetupコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52089-IKEOS52089-IKEOS52089-IKEOS52089-I
cscsvunsetup ended normally.

cscsvunsetupコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52090-EKEOS52090-EKEOS52090-EKEOS52090-E
cscsvunsetup ended abnormally.

cscsvunsetupコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52091-IKEOS52091-IKEOS52091-IKEOS52091-I
cscconsetup will now start.

cscconsetupコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52092-IKEOS52092-IKEOS52092-IKEOS52092-I
cscconsetup ended normally.

cscconsetupコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52093-EKEOS52093-EKEOS52093-EKEOS52093-E
cscconsetup ended abnormally.

cscconsetupコマンドが異常終了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52094-IKEOS52094-IKEOS52094-IKEOS52094-I
cscconunsetup will now start.

cscconunsetupコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52095-IKEOS52095-IKEOS52095-IKEOS52095-I
cscconunsetup ended normally.

cscconunsetupコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52096-EKEOS52096-EKEOS52096-EKEOS52096-E
cscconunsetup ended abnormally.

cscconunsetupコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52097-IKEOS52097-IKEOS52097-IKEOS52097-I
csccompodeploy will now start.

csccompodeployコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52098-IKEOS52098-IKEOS52098-IKEOS52098-I
csccompodeploy ended normally.

csccompodeployコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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KEOS52099-EKEOS52099-EKEOS52099-EKEOS52099-E
csccompodeploy ended abnormally.

csccompodeployコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52100-IKEOS52100-IKEOS52100-IKEOS52100-I
csccompoundeploy will now start.

csccompoundeployコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52101-IKEOS52101-IKEOS52101-IKEOS52101-I
csccompoundeploy ended normally.

csccompoundeployコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52102-EKEOS52102-EKEOS52102-EKEOS52102-E
csccompoundeploy ended abnormally.

csccompoundeployコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52103-WKEOS52103-WKEOS52103-WKEOS52103-W
There is a conflict with information that has already been set. The set information will be ignored. 
(key = 構成定義ファイルに定義してある要素への XPath, value = 指定した値 , already set value = 
すでに設定されている値 )

すでにセットアップされている情報と異なります。設定した情報は無視されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
すでにセットアップされている情報を変更したい場合はアンセットアップを行って
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ください。

KEOS52104-EKEOS52104-EKEOS52104-EKEOS52104-E

The request type that is already set up is not set to ON. (type = リクエスト種別 )
すでにセットアップされているリクエスト種別が ONに設定されていません。

リクエスト種別
• request-ejb：EJB呼び出し
• request-jms：JMS呼び出し
• request-soap：SOAP呼び出し
• request-dbq：DBQ呼び出し

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
すでにセットアップされているリクエスト種別を ONにして再度セットアップを
行ってください。

KEOS52105-EKEOS52105-EKEOS52105-EKEOS52105-E
Cosminexus Manager does not exist, even though HCSC-Server is in the repository. 
(HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , Cosminexus Manager name = Cosminexus Manager名 )

HCSCサーバがリポジトリ内に存在しているにもかかわらず CosminexusManagerが存
在していません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定した CosminexusManager名と HCSCサーバ名について次の内容を確認してく
ださい。
1. 指定したHCSCサーバと CosminexusManagerが存在しているかどうか。
2. 指定した CosminexusManager上に HCSCサーバが存在しているかどうか。

KEOS52106-EKEOS52106-EKEOS52106-EKEOS52106-E
The cluster does not exist, even though HCSC-Server is in the repository. (HCSC-Server name = 
HCSCサーバ名 , cluster name = クラスタ名 )

HCSCサーバがリポジトリ内に存在しているにもかかわらずクラスタが存在していませ
ん。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定したクラスタ名とHCSCサーバ名について次の内容を確認してください。
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1. 指定した HCSCサーバとクラスタが存在しているかどうか。
2. 指定した CosminexusManager上にクラスタが存在しているかどうか。

KEOS52107-EKEOS52107-EKEOS52107-EKEOS52107-E
An error occurred because it differed from the value to which the set value had already been set in 
properties. (file = エラーが発生したファイル名 , key = 構成定義ファイルに定義してある要素への
XPath，またはエラーが発生したプロパティファイルのキー , value = 指定した値 , already setup 
value = すでに設定されている値 )

設定した値がすでに設定されている値と異なるためエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
すでに設定されている値を確認し，再度セットアップを実施してください。

KEOS52108-EKEOS52108-EKEOS52108-EKEOS52108-E
The new reception information differs from the already set up HCSC-Server reception information. 
(cluster name = クラスタ名 , current setup = すでにセットアップされている受付情報 , new setup 
information = セットアップ時に指定した受付情報 )

セットアップする HCSCサーバの受付情報が不一致です。

すでにセットアップされている受付情報
• HCSCサーバ名：受付情報の形式で出力されます。

セットアップ時に指定した受付情報
• 受付情報 =ONまたは OFFの形式で出力されます。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
受付情報が一致するように HCSCサーバのセットアップを実施してください。

KEOS52109-EKEOS52109-EKEOS52109-EKEOS52109-E

Please perform unsetup of the HCSC-Server that has fewer reception types. (cluster name = クラ
スタ名 , current setup = すでにセットアップされている受付情報 )

受付種別の多い HCSCサーバをアンセットアップしようとしました。

すでにセットアップされている受付情報
• HCSCサーバ名：受付情報の形式で出力します。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
HCSCサーバのアンセットアップを行う場合，受付種別の少ない HCSCサーバから
先にアンセットアップしてください。

KEOS52110-IKEOS52110-IKEOS52110-IKEOS52110-I
Usage:

cscrcptnstop [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

             { -csc <HCSC-Server Name> | -cluster <Cluster Name> }

             [ { -standard | -userdef } ]

             [-stopfg { normal | wait | force } ]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscrcptnstopの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52111-IKEOS52111-IKEOS52111-IKEOS52111-I
cscrcptnstop will now start.

cscrcptnstopコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52112-IKEOS52112-IKEOS52112-IKEOS52112-I
cscrcptnstop ended normally.

cscrcptnstopコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52113-EKEOS52113-EKEOS52113-EKEOS52113-E
cscrcptnstop ended abnormally.

cscrcptnstopコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52114-IKEOS52114-IKEOS52114-IKEOS52114-I
Usage:

csccompostart [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]

              {

                 -csc  <HCSC-Server Name> { -name <ServiceID> | -all }

               | -cluster  <Cluster Name> { -name <ServiceID> | -all }

              }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
csccompostartの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52115-IKEOS52115-IKEOS52115-IKEOS52115-I
csccompostart will now start.

csccompostartコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52116-IKEOS52116-IKEOS52116-IKEOS52116-I
csccompostart ended normally.

csccompostartコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52117-EKEOS52117-EKEOS52117-EKEOS52117-E
csccompostart ended abnormally.

csccompostartコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52118-IKEOS52118-IKEOS52118-IKEOS52118-I
Usage:

csccompostop [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]

             {

                -csc  <HCSC-Server Name> { -name <ServiceID> | -all }

              | -cluster  <Cluster Name> { -name <ServiceID> | -all }

             }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
csccompostopの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52119-IKEOS52119-IKEOS52119-IKEOS52119-I
csccompostop will now start.

csccompostopコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52120-IKEOS52120-IKEOS52120-IKEOS52120-I
csccompostop ended normally.

csccompostopコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52121-EKEOS52121-EKEOS52121-EKEOS52121-E
csccompostop ended abnormally.

csccompostopコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52122-IKEOS52122-IKEOS52122-IKEOS52122-I
cscenvbackup will now start.

cscenvbackupコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52123-IKEOS52123-IKEOS52123-IKEOS52123-I
cscenvbackup ended normally.

cscenvbackupコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52124-EKEOS52124-EKEOS52124-EKEOS52124-E
cscenvbackup ended abnormally.

cscenvbackupコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52125-IKEOS52125-IKEOS52125-IKEOS52125-I
cscenvrestore will now start.

cscenvrestoreコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52126-IKEOS52126-IKEOS52126-IKEOS52126-I
cscenvrestore ended normally.

cscenvrestoreコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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KEOS52127-WKEOS52127-WKEOS52127-WKEOS52127-W

The component is already deleted. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 , component type = 配
備するコンポーネント種別 , component name = 配備するコンポーネント名 )

指定したコンポーネントはすでに削除されています。

配備するコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ
• urcptn：ユーザ定義受付

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52128-IKEOS52128-IKEOS52128-IKEOS52128-I
Usage:

cscrepdiff [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

           -repfile <Zip File Name>

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscrepdiffの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52129-IKEOS52129-IKEOS52129-IKEOS52129-I
cscrepdiff will now start.

cscrepdiffコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52130-IKEOS52130-IKEOS52130-IKEOS52130-I
cscrepdiff ended normally.

cscrepdiffコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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KEOS52131-EKEOS52131-EKEOS52131-EKEOS52131-E
cscrepdiff ended abnormally.

cscrepdiffコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52132-IKEOS52132-IKEOS52132-IKEOS52132-I
Usage:

cscstatus [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

          [-csc <HCSC-Server Name> -type { reception | compo | system } ]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscstatusの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52133-IKEOS52133-IKEOS52133-IKEOS52133-I
cscstatus will now start.

cscstatusコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52134-IKEOS52134-IKEOS52134-IKEOS52134-I
cscstatus ended normally.

cscstatusコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52135-EKEOS52135-EKEOS52135-EKEOS52135-E
cscstatus ended abnormally.

cscstatusコマンドが異常終了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52136-EKEOS52136-EKEOS52136-EKEOS52136-E

An error occurred because the specified value is already set. (file in which error occurred = エラー
が発生したファイル名 , key = 構成定義ファイルに定義してある要素への XPath，またはエラー
が発生したプロパティファイルのキー , specified value = 指定した値 , already set value = すでに
設定されている値 )

設定した値がすでに設定されている値と同一であるため，エラーが発生しました。

すでに設定されている値
• HCSCサーバ名：値の形式で出力します。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
すでに設定されている値を確認し，再度セットアップを実施してください。

KEOS52137-EKEOS52137-EKEOS52137-EKEOS52137-E
cscenvrestore ended abnormally.

cscenvrestoreコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52138-IKEOS52138-IKEOS52138-IKEOS52138-I
Usage:

cscenvbackup [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]

             [-backupdir <ZipFileOutputDirectory>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscenvbackupの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。
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KEOS52139-IKEOS52139-IKEOS52139-IKEOS52139-I
Usage:

cscenvrestore [-h]  [-user <User Id>]  [-pass <Password>]

              [-restorefile <BackupZipFileName>]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscenvrestoreの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52140-EKEOS52140-EKEOS52140-EKEOS52140-E
An attempt to parse the HCSC-Server configuration definition file has failed. (file name = HCSC
サーバ構築定義ファイル名 , details = エラーの詳細 )

HCSCサーバ構築定義ファイルの解析に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
詳細メッセージを参照してください。詳細メッセージが ****の場合は，メッセージ
ログに出力されている KEOS52141-Eメッセージを参照し，対策してください。

KEOS52141-EKEOS52141-EKEOS52141-EKEOS52141-E

A parsing error occurred. (type = 種別 , details = 発生したエラーの詳細 )
解析エラーの詳細です。

種別
• warning：警告が発生しました。
• error：エラーが発生しました。
• fatalError：致命的エラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
詳細メッセージを参照して対策してください。
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KEOS52142-EKEOS52142-EKEOS52142-EKEOS52142-E

An error occurred while checking the values specified in the XML file. (tag name = タグ名 , value = 
指定した値 )

XMLファイルに指定された値の検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
仕様を確認し，タグに指定した値を確認し，再度実施してください。

KEOS52143-EKEOS52143-EKEOS52143-EKEOS52143-E

An error occurred while checking the properties file. (file name = プロパティファイル名 )
プロパティファイルの検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージログに出力されている KEOS50026-Eメッセージを参照し，対策してく
ださい。

KEOS52144-EKEOS52144-EKEOS52144-EKEOS52144-E

An error occurred while checking the defined values in the properties file. (key name = キー名 , 
value = 指定された値 , error type = エラー種別 )

プロパティファイルの定義値の検証でエラーが発生しました。

エラー種別
• NO_KEY：必須プロパティが指定されていません。
• BAD_KEY：不正なキーが指定されています。
• INVALID_VALUE：キー値が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
仕様を確認し，再度実施してください。

KEOS52145-EKEOS52145-EKEOS52145-EKEOS52145-E

An error occurred while checking the HCSC-Server setup file. (file name = エラーが発生したファ
イル名 )

HCSCサーバのセットアップファイルの検証でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログに出力されている KEOS52142-Eメッセージを参照し，対策してく
ださい。

KEOS52146-IKEOS52146-IKEOS52146-IKEOS52146-I
Usage:

cscsvcctl [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>]

          {

             -getfile <Get File Path>

           | -setfile<Set File Path>

           | [-cluster <Cluster Name>] -name <ServiceID> -props <property>

          }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvcctlの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52147-IKEOS52147-IKEOS52147-IKEOS52147-I
cscsvcctl will now start.

cscsvcctlコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52148-IKEOS52148-IKEOS52148-IKEOS52148-I
cscsvcctl ended normally.

cscsvcctlコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52149-EKEOS52149-EKEOS52149-EKEOS52149-E
cscsvcctl ended abnormally.

cscsvcctlコマンドが異常終了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52150-IKEOS52150-IKEOS52150-IKEOS52150-I
Usage:

cscsvcls [-h] [-user <User Id>] [-pass <Password>] [-detail]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscsvclsの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52151-IKEOS52151-IKEOS52151-IKEOS52151-I
cscsvcls will now start.

cscsvclsコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52152-IKEOS52152-IKEOS52152-IKEOS52152-I
cscsvcls ended normally.

cscsvclsコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52153-EKEOS52153-EKEOS52153-EKEOS52153-E
cscsvcls ended abnormally.

cscsvclsコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。
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KEOS52154-EKEOS52154-EKEOS52154-EKEOS52154-E
The Service information was not found.

サービス情報が見つかりませんでした。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
サービスアダプタがインポートされていません。インポートを実施してから，再度
実行してください。

KEOS52159-IKEOS52159-IKEOS52159-IKEOS52159-I
Usage:

csccompoconfig [-h]  -user <User Id>  -pass <Password>

               {

                  -operation get -csc <HCSC-Server Name> -name <ReceptionID>

                | -operation set -propfile <Component Property File Path>

                   {  -csc <HCSC-Server Name> -name <ReceptionID> 

                    | -cluster <Cluster Name> -name <ReceptionID> }

               }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
csccompoconfigの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52160-IKEOS52160-IKEOS52160-IKEOS52160-I
csccompoconfig will now start.

csccompoconfigコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52161-IKEOS52161-IKEOS52161-IKEOS52161-I
csccompoconfig ended normally.

csccompoconfigコマンドが正常終了しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52162-EKEOS52162-EKEOS52162-EKEOS52162-E
csccompoconfig ended abnormally.

csccompoconfigコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52163-WKEOS52163-WKEOS52163-WKEOS52163-W

The specified service has not been deployed. (service name = サービス名 )
指定したサービス部品は配備されていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
指定したサービス部品が配備されているか確認してください。

KEOS52164-WKEOS52164-WKEOS52164-WKEOS52164-W
The deployment check of the service could not be executed. 

サービス部品の配備チェックができませんでした。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52165-WKEOS52165-WKEOS52165-WKEOS52165-W

The specified component has already been deleted. (cluster name = クラスタ名 , component 
name = 配備するコンポーネント名 )

指定したコンポーネントはすでに削除されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52166-WKEOS52166-WKEOS52166-WKEOS52166-W
The status of some information could not be acquired.

状態が取得できなかった情報があります。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
メッセージログを参照し，エラー内容を確認してください。

KEOS52175-IKEOS52175-IKEOS52175-IKEOS52175-I
The values in the cluster that must be unique will now be verified.

クラスタ内でユニークであるべき値の検証を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52176-IKEOS52176-IKEOS52176-IKEOS52176-I
The values in the cluster that must be unique were verified successfully.

クラスタ内でユニークであるべき値の検証が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52177-IKEOS52177-IKEOS52177-IKEOS52177-I
The validity of the set value(s) will now be verified. 

設定値の妥当性の検証を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52178-IKEOS52178-IKEOS52178-IKEOS52178-I
The validity of the set value(s) was verified successfully.

設定値の妥当性の検証が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52179-EKEOS52179-EKEOS52179-EKEOS52179-E

The operation for the specified component cannot be executed. (HCSC-Server name = HCSCサー
バ名 , component type = 指定されたコンポーネント種別 , component name = 指定されたコン
ポーネント名 )

指定されたコンポーネントに対する操作は実行できません。

指定されたコンポーネント種別
• bp：ビジネスプロセス
• adapter：サービスアダプタ

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
指定したコンポーネント IDがその操作で有効な IDかどうか確認してください。

KEOS52180-WKEOS52180-WKEOS52180-WKEOS52180-W
An attempt to automatically back up the HCSC-Manager environment has failed.

HCSC-Manager環境の自動バックアップが失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
HCSC-Manager環境の自動バックアップが失敗した要因を取り除き，必要に応じて
cscenvbackupコマンドでHCSC-Manager環境のバックアップファイルを取得して
ください。

KEOS52181-IKEOS52181-IKEOS52181-IKEOS52181-I
Usage:

cscapputil [-h] -user <User Id>  -pass <Password>

           {

              -mng <Manager Name>

            | -host <Host>:<Port> -mnguser <Manager Id>

                 [-mngpass <Manager Passwd>]

           }

           {

              -operation { start | stop | delete }

                 -j2ee <J2EE Server Name> -app <Application Name>

            | -operation list -j2ee <J2EE Server Name>

           }

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscapputilの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。
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KEOS52182-IKEOS52182-IKEOS52182-IKEOS52182-I
cscapputil will now start.

cscapputilコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52183-IKEOS52183-IKEOS52183-IKEOS52183-I
cscapputil ended normally.

cscapputilコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52184-EKEOS52184-EKEOS52184-EKEOS52184-E
cscapputil ended abnormally.

cscapputilコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力しているエラーメッセージを参照してください。

KEOS52185-EKEOS52185-EKEOS52185-EKEOS52185-E
An error occurred while the definition file used to change the service information was being output. 
(details = 詳細情報 )

サービス情報変更定義ファイルの出力中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
詳細情報を参照し，問題を解決してから再度実行してください。

KEOS52186-IKEOS52186-IKEOS52186-IKEOS52186-I
The service information will now be acquired.

サービス情報の取得を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52187-IKEOS52187-IKEOS52187-IKEOS52187-I
The service information was acquired successfully.
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サービス情報の取得に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52188-IKEOS52188-IKEOS52188-IKEOS52188-I
The service information will now be set.

サービス情報の設定を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52189-IKEOS52189-IKEOS52189-IKEOS52189-I
The service information was set successfully.

サービス情報の設定に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52190-IKEOS52190-IKEOS52190-IKEOS52190-I

HCSC-Manager''s backup file has been acquired. (file name = HCSC-Managerのバックアップ
ファイル名 )

HCSC-Manager環境のバックアップに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52191-IKEOS52191-IKEOS52191-IKEOS52191-I

Backup file of repository has been acquired. (file name = リポジトリのバックアップファイル名 )
リポジトリのバックアップに成功しました。
なお，バックアップファイルはコマンドがエラーになる場合は，削除される可能性があ
ります。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52192-IKEOS52192-IKEOS52192-IKEOS52192-I
Usage:

cscresinfo [-h] -user <UserID> -pass <Password>

           -csc <HCSC-Server Name>

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
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cscresinfoの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52193-IKEOS52193-IKEOS52193-IKEOS52193-I
cscresinfo will now start.

cscresinfoコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52194-IKEOS52194-IKEOS52194-IKEOS52194-I
cscresinfo ended normally.

cscresinfoコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52195-EKEOS52195-EKEOS52195-EKEOS52195-E
cscresinfo ended abnormally.

cscresinfoコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力されたエラーメッセージを参照してください。

KEOS52196-EKEOS52196-EKEOS52196-EKEOS52196-E

An error occurred during the checking of properties-file combinations. (properties file name = プロ
パティファイル名 , property key of the error = エラーが発生したプロパティキー , value = 設定さ
れている値 , property key of the error = エラーが発生したプロパティキー , value = 設定されてい
る値 )

プロパティファイルの組み合わせの確認でエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
プロパティファイルの組み合わせを見直して，再度コマンドを実行してください。
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KEOS52197-IKEOS52197-IKEOS52197-IKEOS52197-I
Usage:

cscenvupdate [-h] -csc <HCSC-Server Name> [-force]

--

Version Cosminexusのバージョン (Cosminexusの製品名 )
cscenvupdateの使用方法です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
メッセージを参照して，コマンドの使用方法を確認してください。

KEOS52198-IKEOS52198-IKEOS52198-IKEOS52198-I
cscenvupdate will now start.

cscenvupdateコマンドを起動します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52199-IKEOS52199-IKEOS52199-IKEOS52199-I
cscenvupdate ended normally.

cscenvupdateコマンドが正常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52200-EKEOS52200-EKEOS52200-EKEOS52200-E
cscenvupdate ended abnormally.

cscenvupdateコマンドが異常終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
直前に出力されたエラーメッセージを参照してください。

KEOS52201-IKEOS52201-IKEOS52201-IKEOS52201-I

The version of HCSC-Server will now be updated. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバをバージョンアップします。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52202-IKEOS52202-IKEOS52202-IKEOS52202-I

The version of HCSC-Server has been updated. (HCSC-Server name = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバをバージョンアップしました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52203-EKEOS52203-EKEOS52203-EKEOS52203-E

cscenvupdate has already been executed. (HCSC-server name = HCSCサーバ名 )
cscenvupdateコマンドがすでに実行されています。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
cscenvupdateコマンドを実行しているユーザがいるかどうか確認してください。
cscenvupdateコマンドを実行しているユーザがいない場合は，-forceオプションを
付けて，再度 cscenvupdateコマンドを実行してください。

11.6.3　KEOS52500～ KEOS52999

KEOS52500-IKEOS52500-IKEOS52500-IKEOS52500-I

HCSC-Managerを起動しました。

HCSC-Manager has started.
HCSC-Managerが起動しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52501-IKEOS52501-IKEOS52501-IKEOS52501-I

HCSC-Managerを終了しました。

HCSC-Manager ended.
HCSC-Managerが終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52502-IKEOS52502-IKEOS52502-IKEOS52502-I

ログインが選択されました。

Login was selected.
メニューからログインが選択されました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52503-IKEOS52503-IKEOS52503-IKEOS52503-I

HCSC-Managerへのログインを中断します。詳細情報 =[中断の原因 ]

Login to HCSC-Manager will now stop. (details = 中断の原因 )
ログイン処理を中止します。

(S)(S)(S)(S)
ログイン処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラーによる中止の場合は，エラー原因を取り除いた後に再度ログインを実行して
ください。

KEOS52504-WKEOS52504-WKEOS52504-WKEOS52504-W

HCSC-Managerへログイン済みです。

Login to HCSC-Manager has already finished.
ログイン状態なので，ログインできません。

(S)(S)(S)(S)
ログイン処理を終了します。

KEOS52505-IKEOS52505-IKEOS52505-IKEOS52505-I

ログアウトが選択されました。

Logout was selected.
メニューからログアウトが選択されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52506-IKEOS52506-IKEOS52506-IKEOS52506-I

HCSC-Managerからのログアウトを中断します。

Logout from HCSC-Manager will now stop.
ログアウト処理を中止します。

(S)(S)(S)(S)
ログアウト処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラーによる中止の場合は，エラー原因を取り除いた後に再度ログアウトを実行し
てください。
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KEOS52507-WKEOS52507-WKEOS52507-WKEOS52507-W

HCSC-Managerからログアウト済みです。

Logout from HCSC-Manager has already finished.
ログアウト状態なので，ログアウトできません。

(S)(S)(S)(S)
ログアウト処理を終了します。

KEOS52508-QKEOS52508-QKEOS52508-QKEOS52508-Q

HCSC-Managerからログアウトします。よろしいですか？

The user will be logged out from HCSC-Manager. Is this OK?
ログアウト実行の確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52509-IKEOS52509-IKEOS52509-IKEOS52509-I

ダイアログで [はい ]が選択されました。

In the dialog box, [Yes] was selected.
ダイアログで [はい ]が選択されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52510-IKEOS52510-IKEOS52510-IKEOS52510-I

ダイアログで [いいえ ]が選択されました。

In the dialog box, [No] was selected.
ダイアログで [いいえ ]が選択されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS52514-IKEOS52514-IKEOS52514-IKEOS52514-I

HCSC-Managerビューを作成します。

The HCSC-Manager view will be created.
HCSC-Managerビューを作成します。
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KEOS52515-IKEOS52515-IKEOS52515-IKEOS52515-I

HCSC-Managerビューの作成が完了しました。

The creation of the HCSC-Manager view has finished.
HCSC-Managerビューの作成が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52516-EKEOS52516-EKEOS52516-EKEOS52516-E

HCSC-Managerビューの表示でエラーが発生しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An error occurred in the display of the HCSC-Manager view. (details = エラー詳細情報 )
HCSC-Managerビューを作成する処理中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerビューの作成処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52517-IKEOS52517-IKEOS52517-IKEOS52517-I

HCSC-Managerビューを閉じました。

The HCSC-Manager view closed.
HCSC-Managerビューを閉じました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52518-IKEOS52518-IKEOS52518-IKEOS52518-I

情報の取得を開始します。

The information acquisition will now start.
情報の取得を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52519-IKEOS52519-IKEOS52519-IKEOS52519-I

情報の取得に成功しました。

The information was acquired successfully.
情報の取得に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52520-QKEOS52520-QKEOS52520-QKEOS52520-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]を起動します。よろしいですか？

The HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will start. Is this OK?
HCSCサーバの起動確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52521-QKEOS52521-QKEOS52521-QKEOS52521-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]を停止します。よろしいですか？

The HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will stop. Is this OK?
HCSCサーバの停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52522-QKEOS52522-QKEOS52522-QKEOS52522-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の標準受付を開始します。よろしいですか？

The standard reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will now start. Is this OK?
HCSCサーバ標準受付の開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52523-QKEOS52523-QKEOS52523-QKEOS52523-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の標準受付を通常停止します。よろしいですか？

A normal stop of the standard reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will now be 
performed. Is this OK?

HCSCサーバ標準受付の通常停止確認メッセージです。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52524-QKEOS52524-QKEOS52524-QKEOS52524-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の標準受付を計画停止します。よろしいですか？

A planned stop of the standard reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will now be 
performed. Is this OK?

HCSCサーバ標準受付の計画停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52525-QKEOS52525-QKEOS52525-QKEOS52525-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の連携受付を開始します。よろしいですか？

The linkage reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will now start. Is this OK?
HCSCサーバ連携受付の開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52526-QKEOS52526-QKEOS52526-QKEOS52526-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の連携受付を通常停止します。よろしいですか？

A normal stop of the linkage reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will now be 
performed. Is this OK?

HCSCサーバ連携受付の通常停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。
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KEOS52527-QKEOS52527-QKEOS52527-QKEOS52527-Q

HCSCサーバ [HCSCサーバ名 ]の連携受付を計画停止します。よろしいですか？

A planned stop of the linkage reception for the HCSC-Server "HCSCサーバ名 " will be performed. 
Is this OK?

HCSCサーバ連携受付の計画停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52528-QKEOS52528-QKEOS52528-QKEOS52528-Q

HCSCサーバ [連携元 HCSCサーバ名 ]とクラスタ [連携先クラスタ名 ]の連携を開始します。
よろしいですか？

The HCSC-Server "連携元 HCSCサーバ名 " and the cluster "連携先クラスタ名 " will be linked. Is 
this OK?

HCSCサーバとクラスタの連携開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52529-QKEOS52529-QKEOS52529-QKEOS52529-Q

HCSCサーバ [連携元 HCSCサーバ名 ]とクラスタ [連携先クラスタ名 ]の連携を停止します。
よろしいですか？

The linkage of the HCSC-Server "連携元 HCSCサーバ名 " and the cluster "連携先クラスタ名 " 
will be stopped. Is this OK?

HCSCサーバとクラスタの連携停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52530-QKEOS52530-QKEOS52530-QKEOS52530-Q

ビジネスプロセス [ビジネスプロセスのサービス ID]を開始します。よろしいですか？
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The business process "ビジネスプロセスのサービス ID" will start. Is this OK?
ビジネスプロセスの開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52531-QKEOS52531-QKEOS52531-QKEOS52531-Q

ビジネスプロセス [ビジネスプロセスのサービス ID]を停止します。よろしいですか？

The business process "ビジネスプロセスのサービス ID" will stop. Is this OK?
ビジネスプロセスの停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52532-QKEOS52532-QKEOS52532-QKEOS52532-Q

サービスアダプタ [サービスアダプタのサービス名 ]を開始します。よろしいですか？

The service adapter "サービスアダプタのサービス名 " will start. Is this OK?
サービスアダプタの開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。

KEOS52533-QKEOS52533-QKEOS52533-QKEOS52533-Q

サービスアダプタ [サービスアダプタのサービス名 ]を停止します。よろしいですか？

The service adapter "サービスアダプタのサービス名 " will stop. Is this OK?
サービスアダプタの停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトする場合は［OK］ボタン，ログアウトしない場合は［キャンセル］ボタ
ンを押してください。
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KEOS52534-IKEOS52534-IKEOS52534-IKEOS52534-I

HCSCサーバの起動に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The HCSC-Server started successfully. (HCSC-Server = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバの起動成功メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52535-IKEOS52535-IKEOS52535-IKEOS52535-I

HCSCサーバの停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The HCSC-Server stopped successfully. (HCSC-Server = HCSCサーバ名 )
HCSCサーバの停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52536-IKEOS52536-IKEOS52536-IKEOS52536-I

HCSCサーバの標準受付開始に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The standard reception for the HCSC-Server started successfully. (HCSC-Server = HCSCサーバ
名 )

HCSCサーバの標準受付開始に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52537-IKEOS52537-IKEOS52537-IKEOS52537-I

HCSCサーバの標準受付通常停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The normal stop of the standard reception for the HCSC-Server was successful. (HCSC-Server = 
HCSCサーバ名 )

HCSCサーバの標準受付通常停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52538-IKEOS52538-IKEOS52538-IKEOS52538-I

HCSCサーバの連携受付開始に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The linkage reception for the HCSC-Server started successfully. (HCSC-Server = HCSCサーバ名
)

HCSCサーバの連携受付開始に成功しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52539-IKEOS52539-IKEOS52539-IKEOS52539-I

HCSCサーバの連携受付通常停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The normal stop of the linkage reception for the HCSC-Server was successful. (HCSC-Server = 
HCSCサーバ名 )

HCSCサーバの連携受付通常停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52540-IKEOS52540-IKEOS52540-IKEOS52540-I

HCSCサーバとクラスタの連携開始に成功しました。HCSCサーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名
]　クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]

The HCSC-Server and the cluster linked successfully. (HCSC-Server = 連携元 HCSCサーバ名 , 
cluster = 連携先クラスタ名 )

HCSCサーバとクラスタの連携開始に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52541-IKEOS52541-IKEOS52541-IKEOS52541-I

HCSCサーバとクラスタの連携停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名
]　クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]

The linkage of the HCSC-Server and the cluster ended normally. (HCSC-Server = 連携元 HCSC
サーバ名 , cluster = 連携先クラスタ名 )

HCSCサーバとクラスタの連携停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52542-IKEOS52542-IKEOS52542-IKEOS52542-I

ビジネスプロセスの開始に成功しました。ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス
ID]

The business process started successfully. (business process = ビジネスプロセスのサービス ID)
ビジネスプロセスの開始に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52543-IKEOS52543-IKEOS52543-IKEOS52543-I

ビジネスプロセスの停止に成功しました。ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス
ID]

The business process ended normally. (business process = ビジネスプロセスのサービス ID)
ビジネスプロセスの停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52544-IKEOS52544-IKEOS52544-IKEOS52544-I

サービスアダプタの開始に成功しました。サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス
名 ]

The service adapter started successfully. (service adapter = サービスアダプタのサービス名 )
サービスアダプタの開始に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52545-IKEOS52545-IKEOS52545-IKEOS52545-I

サービスアダプタの停止に成功しました。サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス
名 ]

The service adapter stopped successfully. (service adapter = サービスアダプタのサービス名 )
サービスアダプタの停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52546-EKEOS52546-EKEOS52546-EKEOS52546-E

HCSCサーバの起動に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情報 =[エラー
詳細情報 ]

An attempt to start the HCSC-Server has failed. (HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー
詳細情報 )

HCSCサーバの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの起動処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。
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KEOS52547-EKEOS52547-EKEOS52547-EKEOS52547-E

HCSCサーバの停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情報 =[エラー
詳細情報 ]

An attempt to stop the HCSC-Server has failed. (HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー
詳細情報 )

HCSCサーバの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52548-EKEOS52548-EKEOS52548-EKEOS52548-E

HCSCサーバの標準受付開始に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情報 =[
エラー詳細情報 ]

An attempt to start the standard reception for the HCSC-Server has failed. (HCSC-Server = HCSC
サーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの標準受付開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの標準受付開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52549-EKEOS52549-EKEOS52549-EKEOS52549-E

HCSCサーバの標準受付通常停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情
報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to execute a normal stop of the standard reception for the HCSC-Server has failed. 
(HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの標準受付通常停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの標準受付通常停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52550-EKEOS52550-EKEOS52550-EKEOS52550-E

HCSCサーバの連携受付開始に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情報 =[
エラー詳細情報 ]
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An attempt to start the Linkage service for the HCSC-Server has failed. (HCSC-Server = HCSC
サーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの連携受付開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの連携受付開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52551-EKEOS52551-EKEOS52551-EKEOS52551-E

HCSCサーバの連携受付通常停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情
報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to execute a normal stop of the linkage reception for the HCSC-Server has failed. 
(HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの連携受付通常停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの連携受付通常停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52552-EKEOS52552-EKEOS52552-EKEOS52552-E

HCSCサーバとクラスタの連携開始に失敗しました。HCSCサーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名
]　クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to link the HCSC-Server and the cluster has failed. (HCSC-Server = 連携元 HCSCサー
バ名 , cluster = 連携先クラスタ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバとクラスタの連携開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバとクラスタの連携開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52553-EKEOS52553-EKEOS52553-EKEOS52553-E

HCSCサーバとクラスタの連携停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[連携元 HCSCサーバ名
]　クラスタ名 =[連携先クラスタ名 ]　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to end the linkage for the HCSC-Server and the cluster has failed. (HCSC-Server = 連
携元 HCSCサーバ名 , cluster = 連携先クラスタ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバとクラスタの連携停止に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバとクラスタの連携停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52554-EKEOS52554-EKEOS52554-EKEOS52554-E

ビジネスプロセスの開始に失敗しました。ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス
ID]　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to start the business process has failed. (business process = ビジネスプロセスのサー
ビス ID details = エラー詳細情報 )

ビジネスプロセスの開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ビジネスプロセスの開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52555-EKEOS52555-EKEOS52555-EKEOS52555-E

ビジネスプロセスの停止に失敗しました。ビジネスプロセス名 =[ビジネスプロセスのサービス
ID]　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to stop the business process has failed. (business process = ビジネスプロセスのサー
ビス ID details = エラー詳細情報 )

ビジネスプロセスの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ビジネスプロセスの停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52556-EKEOS52556-EKEOS52556-EKEOS52556-E

サービスアダプタ開始に失敗しました。サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス名 ]
　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to start the service adapter has failed. (service adapter = サービスアダプタのサービス
名 , details = エラー詳細情報 )

サービスアダプタ開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタ開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。
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KEOS52557-EKEOS52557-EKEOS52557-EKEOS52557-E

サービスアダプタの停止に失敗しました。サービスアダプタ名 =[サービスアダプタのサービス
名 ]　詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to stop the service adapter has failed. (service adapter = サービスアダプタのサービス
名 , details = エラー詳細情報 )

サービスアダプタの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
サービスアダプタ停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52558-IKEOS52558-IKEOS52558-IKEOS52558-I

管理対象種別 [管理対象名 ]の HCSC-Managerエディタを作成しました。

The HCSC-Manager editor for "管理対象種別 " "管理対象名 " was created.
HCSC-Managerエディタを作成しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52559-IKEOS52559-IKEOS52559-IKEOS52559-I

管理対象種別 [管理対象名 ]の HCSC-Managerエディタを閉じました。

The HCSC-Manager editor for "管理対象種別 " "管理対象名 " was closed.
HCSC-Managerエディタを閉じました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52560-EKEOS52560-EKEOS52560-EKEOS52560-E

HCSC-Managerの [管理対象名 ]エディタの作成に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to create the HCSC-Manager editor for "管理対象名 " has failed. (details = エラー詳細
情報 )

HCSC-Managerエディタの作成に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerエディタの作成を終了します。

(O)(O)(O)(O)
管理対象の情報を確認してください。
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KEOS52561-WKEOS52561-WKEOS52561-WKEOS52561-W

管理対象種別 [管理対象名 ]は配備前状態です。

管理対象種別 "管理対象名 " does not yet have the "Assigned" status.
管理対象種別は配備前状態なのでエディタを作成できません。

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerエディタの作成を終了します。

(O)(O)(O)(O)
コマンドで管理対象の配備を行ってください。

KEOS52562-WKEOS52562-WKEOS52562-WKEOS52562-W

排他解除に失敗しました。解除するためには一度 Eclipseを終了してください。

An attempt to cancel the lock has failed. Please close Eclipse first, and then cancel the lock.
排他解除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
Eclipseを再起動してください。

KEOS52563-IKEOS52563-IKEOS52563-IKEOS52563-I

クラスタ内のサーバ稼動状態を確認します。

The operation status of the server in the cluster will be checked.
クラスタ内のサーバ稼働状態を確認します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52564-IKEOS52564-IKEOS52564-IKEOS52564-I

クラスタ内のサーバ稼動状態の確認が完了しました。

The operation status of the server in the cluster has been checked.
クラスタ内のサーバ稼働状態の確認が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52565-IKEOS52565-IKEOS52565-IKEOS52565-I

HCSCサーバの標準受付計画停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The planned stop of the standard reception for the HCSC-Server was successful. (HCSC-Server = 
HCSCサーバ名 )
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HCSCサーバの標準受付計画停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52566-IKEOS52566-IKEOS52566-IKEOS52566-I

HCSCサーバの連携受付計画停止に成功しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]

The planned stop of the linkage reception for the HCSC-Server was successful. (HCSC-Server = 
HCSCサーバ名 )

HCSCサーバの連携受付計画停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52567-EKEOS52567-EKEOS52567-EKEOS52567-E

表示情報の更新中にエラーが発生しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An error occurred while the displayed information was being modified. (details = エラー詳細情報 )
表示情報の更新中にエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52568-EKEOS52568-EKEOS52568-EKEOS52568-E

ツリー作成の際，情報の取得に失敗しました。

An attempt to acquire the information failed during creation of the tree.
ツリー作成の際，情報の取得に 1回以上失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
直前のエラー内容を確認してください。

KEOS52569-IKEOS52569-IKEOS52569-IKEOS52569-I

ただいま処理中です。しばらくお待ちください。

Processing is currently being performed. Please wait a while.
通信を伴う処理を実行中です。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
プログレスダイアログが消えるまでお待ちください。

KEOS52570-IKEOS52570-IKEOS52570-IKEOS52570-I

稼働情報を正しく取得できませんでした。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

The operation information was not acquired correctly. (details = エラー詳細情報 )
実行環境から状態が正しく取得できませんでした。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52571-QKEOS52571-QKEOS52571-QKEOS52571-Q

ユーザ定義受付 [ユーザ定義受付 ]を開始します。よろしいですか？

The user-defined reception "ユーザ定義受付 " will now start. Is this OK?
ユーザ定義受付の開始確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
処理を続行する場合は［OK］ボタン，中断する場合は［キャンセル］ボタンを押し
てください。

KEOS52572-QKEOS52572-QKEOS52572-QKEOS52572-Q

ユーザ定義受付 [ユーザ定義受付 ]を停止します。よろしいですか？

The user-defined reception "ユーザ定義受付 " will now stop. Is this OK?
ユーザ定義受付の停止確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
処理を続行する場合は［OK］ボタン，中断する場合は［キャンセル］ボタンを押し
てください。

KEOS52574-QKEOS52574-QKEOS52574-QKEOS52574-Q

HCSC-Managerに適したパースペクティブに切り替えますか？

Do you want to switch to a valid perspective for the HCSC-Manager?
HCSC運用環境に適したパースペクティブに切り替えるかの確認メッセージです。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
HCSC-Managerパースペクティブに切り替える場合は［はい］ボタンを，現在の
パースペクティブのままでよい場合は［いいえ］ボタンを押してください。

KEOS52575-IKEOS52575-IKEOS52575-IKEOS52575-I

[管理対象名 ]エディタの [ページ名 ]ページを表示します。

Page "管理対象名 " of the "ページ名 " editor will be displayed.
アクティブエディタを変更します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52576-EKEOS52576-EKEOS52576-EKEOS52576-E

ページの追加に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to add a page has failed. (details = エラー詳細情報 )
HCSC-Managerエディタへのページ追加に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerエディタの作成処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52577-EKEOS52577-EKEOS52577-EKEOS52577-E

HCSC-Managerビューの表示に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to display the HCSC-Manager view has failed. (details = エラー詳細情報 )
HCSC-Managerビューの表示に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerビューの表示処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52578-WKEOS52578-WKEOS52578-WKEOS52578-W

ログアウトは HCSC-Managerパースペクティブで行ってください。

Please log out from the HCSC-Manager perspective.
HCSC-Managerパースペクティブ以外ではログアウトを実行できません。
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(S)(S)(S)(S)
ログアウト処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
ログアウトはHCSC-Managerパースペクティブで行ってください。

KEOS52579-IKEOS52579-IKEOS52579-IKEOS52579-I

HCSC-Managerパースペクティブを展開します。

The HCSC-Manager perspective will be expanded.
現在のパースペクティブにHCSC-Managerパースペックティブを設定します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52580-WKEOS52580-WKEOS52580-WKEOS52580-W

実行環境とリポジトリで状態が不一致です。環境を見直してください。種別 =[不一致情報の種
別 ]

The status of the execution environment does not match the status of the repository. Please make 
sure the environment is correct (type = 不一致情報の種別 )

実行環境とリポジトリで状態が不一致です。環境を見直してください。

不一致情報の種別
• DeployFlag：配備状態
• ModifiedTime：更新日時

(S)(S)(S)(S)
HCSC-Managerビューで表示するメモリ内の配備状態を実行環境に合わせます。

(O)(O)(O)(O)

実行環境：配備済み，リポジトリ：配備前の場合
もう一度 csccompodeployコマンドを実行してください。

実行環境：配備前，リポジトリ：配備済みの場合
csccompoundeployコマンドを -ignoreオプションで実行してください。

更新日時が不一致の場合
実行環境に配備されているコンポーネントを csccompoundeployコマンドで削
除したあと，csccompodeployコマンドを実行してください。

KEOS52701-IKEOS52701-IKEOS52701-IKEOS52701-I

検索を開始します。検索条件 (WHERE句 )=[検索条件 ] ソート条件 (ORDER BY句 )=[ソート条
件 ] 検索範囲 =[検索開始行～検索終了行件目 ]
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The search will now start. (search condition (WHERE phrase) = 検索条件 , sort condition (ORDER 
BY phrase) = [ソート条件 ], search range = [No.検索開始行 -No.検索終了行 ])

検索条件（WHERE句）=［検索条件］，ソート条件（ORDER BY句）=［ソート条件］，
検索範囲 =［検索開始行～検索終了行件目］の条件で検索を開始します。

(S)(S)(S)(S)
検索処理を続行します。

KEOS52702-EKEOS52702-EKEOS52702-EKEOS52702-E

日時の指定が不正です。

The specified date or time is invalid.
日時の指定が不正です。

(S)(S)(S)(S)
検索処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
日時の範囲指定が反転（ex.10月 1日から 8月 1日）しています。正しく入力して
ください。

KEOS52703-EKEOS52703-EKEOS52703-EKEOS52703-E

状態が選択されていません。

No status has been selected.
状態が選択されていません。

(S)(S)(S)(S)
検索処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
検索するプロセスインスタンスの状態を選択してください。

KEOS52704-EKEOS52704-EKEOS52704-EKEOS52704-E

条件が入力されていません。

No condition has been entered.
条件が入力されていません。

(S)(S)(S)(S)
検索処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
相関セット定義名，相関セット値を両方入力してください。

KEOS52706-EKEOS52706-EKEOS52706-EKEOS52706-E

検索に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]
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A search failed. (details = エラー詳細情報 )
検索に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
検索処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52707-IKEOS52707-IKEOS52707-IKEOS52707-I

検索に成功しました。

The search was successful.
検索に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52708-IKEOS52708-IKEOS52708-IKEOS52708-I

選択タブ名タブの検索条件をリセットしました。

The search conditions for the 選択タブ名 tab were reset.
選択タブ名タブの検索条件をリセットしました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52709-IKEOS52709-IKEOS52709-IKEOS52709-I

選択タブ名タブの検索条件をリセットします。

The search conditions for the 選択タブ名 tab will be reset.
選択タブ名タブの検索条件をリセットします。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52711-IKEOS52711-IKEOS52711-IKEOS52711-I

選択詳細情報名の取得を開始します。検索条件 (WHERE)=[検索条件 ] ソート条件 (ORDER 
BY)=[ソート条件 ] 検索範囲 =[検索開始行～検索終了行件目 ]

選択詳細情報名 will be acquired. (search condition (WHERE) = 検索条件 , sort condition (ORDER 
BY) = [ソート条件 ], search range = [No.検索開始行 -No.検索終了行 ])

検索条件（WHERE）=［検索条件］，ソート条件（ORDER BY）=［ソート条件］，検索
範囲 =[検索開始行～検索終了行件目 ]の条件で選択詳細情報名の取得を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52712-EKEOS52712-EKEOS52712-EKEOS52712-E

選択詳細情報名の取得に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to acquire 選択詳細情報名 has failed. (details = エラー詳細情報 )
選択詳細情報名の取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
詳細情報取得処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52713-IKEOS52713-IKEOS52713-IKEOS52713-I

選択詳細情報名の取得に成功しました。

選択詳細情報名 was acquired successfully.
選択詳細情報名の取得に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52714-IKEOS52714-IKEOS52714-IKEOS52714-I

変数 [選択変数定義名 ]の値を表示しました。

The value for the variable 選択変数定義名 was displayed.
変数選択変数定義名の値を表示しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52715-IKEOS52715-IKEOS52715-IKEOS52715-I

ダイアログで OKが選択されました。

In the dialog box, [OK] was selected.
ダイアログで OKが選択されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52716-IKEOS52716-IKEOS52716-IKEOS52716-I

ダイアログでキャンセルが選択されました。

In the dialog box, [Cancel] was selected.
ダイアログでキャンセルが選択されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52717-IKEOS52717-IKEOS52717-IKEOS52717-I

選択したプロセスインスタンスの実行履歴削除を開始します。削除条件 (WHERE)=[削除条件 ]

Deletion of the execution logs for the selected process instance will now start. (deletion condition 
(WHERE) = [削除条件 ])

削除条件（WHERE）=［削除条件］の条件でプロセスインスタンスの実行履歴削除を開
始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52718-QKEOS52718-QKEOS52718-QKEOS52718-Q

選択したプロセスインスタンスの実行履歴を削除します。よろしいですか？

The execution logs for the selected process instance will be deleted. Is this OK?
実行履歴削除の確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
削除する場合は［OK］ボタンを，削除しない場合は［キャンセル］ボタンを押して
ください。

KEOS52719-QKEOS52719-QKEOS52719-QKEOS52719-Q

「実行中」のプロセスインスタンスが含まれます。本当に削除してよろしいですか？

A process instance that is currently executing will be deleted. Are you sure you want to delete it?
選択したプロセスインスタンスに「実行中」状態が含まれていた場合の実行履歴削除の
確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
削除する場合は［OK］ボタンを，削除しない場合は［キャンセル］ボタンを押して
ください。

KEOS52720-IKEOS52720-IKEOS52720-IKEOS52720-I

選択したプロセスインスタンス [削除件数 ]件の実行履歴削除に成功しました。([すでに削除さ
れていた件数 ]件はすでに削除されています。)

The execution logs for [削除件数 ] selected process instance(s) were deleted successfully. ([すで
に削除されていた件数 ] process instance(s) have already been deleted.)

選択したプロセスインスタンスの実行履歴削除に成功しました（すでに削除されている
プロセスインスタンスの実行履歴もありました）。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52721-EKEOS52721-EKEOS52721-EKEOS52721-E

選択したプロセスインスタンスの実行履歴削除に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to delete the execution logs for the selected process instance has failed. (details = エ
ラー詳細情報 )

選択したプロセスインスタンスの実行履歴削除に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細
情報 ]

(S)(S)(S)(S)
削除処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52722-IKEOS52722-IKEOS52722-IKEOS52722-I

選択したプロセスインスタンス [削除件数 ]件の実行履歴削除に成功しました。

The execution logs for [削除件数 ] selected process instance(s) were deleted successfully.
選択したプロセスインスタンスの実行履歴削除に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52723-IKEOS52723-IKEOS52723-IKEOS52723-I

選択したプロセスインスタンスの再実行を開始します。プロセスインスタンス ID=[再実行対象
プロセスインスタンスの ID]

The selected process instance will be executed again. (process instance ID = [再実行対象プロセ
スインスタンスの ID])

プロセスインスタンス ID=［再実行対象プロセスインスタンスの ID］のプロセスインス
タンスの再実行を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52724-QKEOS52724-QKEOS52724-QKEOS52724-Q

選択したプロセスインスタンスの再実行を開始します。よろしいですか？

The selected process instance will be executed again. Is this OK?
再実行の確認メッセージです。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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(O)(O)(O)(O)
再実行する場合は［OK］ボタンを，再実行しない場合は［キャンセル］ボタンを押
してください。

KEOS52726-EKEOS52726-EKEOS52726-EKEOS52726-E

選択したプロセスインスタンスの再実行に失敗しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to re-execute the selected process instance has failed. (details = エラー詳細情報 )
選択したプロセスインスタンスの再実行に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
再実行処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52727-IKEOS52727-IKEOS52727-IKEOS52727-I

選択したプロセスインスタンスの再実行に成功しました。

The selected process instance was re-executed successfully.
選択したプロセスインスタンスの再実行に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52728-IKEOS52728-IKEOS52728-IKEOS52728-I

ボタン名ボタンが押下されました。

The [ボタン名 ] button was selected.
ボタン名ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52729-IKEOS52729-IKEOS52729-IKEOS52729-I

検索結果の次表示ボタンが押下されました。

The [Display Next] button for the search results was selected.
検索結果の次表示ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52730-IKEOS52730-IKEOS52730-IKEOS52730-I

検索結果の前表示ボタンが押下されました。

The [Display Previous] button for the search results was selected.
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検索結果の前表示ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52731-IKEOS52731-IKEOS52731-IKEOS52731-I

詳細情報の次表示ボタンが押下されました。

The [Display Next] button for the detailed information was selected.
詳細情報の次表示ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52732-IKEOS52732-IKEOS52732-IKEOS52732-I

詳細情報の前表示ボタンが押下されました。

The [Display Previous] button for the detailed information was selected.
詳細情報の前表示ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52733-IKEOS52733-IKEOS52733-IKEOS52733-I

検索条件の誤入力チェックを開始します。

The check for invalid search conditions will now start.
検索条件の誤入力チェックを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52734-IKEOS52734-IKEOS52734-IKEOS52734-I

検索条件の誤入力チェックに成功しました。

The check for invalid search conditions was executed successfully.
検索条件の誤入力チェックに成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52735-WKEOS52735-WKEOS52735-WKEOS52735-W

選択したプロセスインスタンスはすでに削除されています。

The selected process instance has already been deleted.
選択したプロセスインスタンスの実行履歴はすでに削除されています。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
再度，検索を実行してください。

KEOS52736-IKEOS52736-IKEOS52736-IKEOS52736-I

DB情報の取得を開始します。

The database information will be acquired.
DB情報の取得を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52737-IKEOS52737-IKEOS52737-IKEOS52737-I

DB情報の取得に成功しました。UserID=[UserID]

The database information was acquired successfully. (UserID = UserID)
DB情報の取得に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52738-IKEOS52738-IKEOS52738-IKEOS52738-I

ユーザ定義受付の開始に成功しました。ユーザ定義受付名 =[ユーザ定義受付名 ]

The user-defined reception started successfully. (user-defined reception = ユーザ定義受付名 )
ユーザ定義受付の開始に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52739-IKEOS52739-IKEOS52739-IKEOS52739-I

ユーザ定義受付の停止に成功しました。ユーザ定義受付名 =[ユーザ定義受付名 ]

The user-defined reception stopped successfully. (user-defined reception = ユーザ定義受付名 )
ユーザ定義受付の停止に成功しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52740-EKEOS52740-EKEOS52740-EKEOS52740-E

ユーザ定義受付の開始に失敗しました。ユーザ定義受付名 =[ユーザ定義受付名 ]　詳細情報 =[
エラー詳細情報 ]
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An attempt to start the user-defined reception has failed. (user-defined reception = ユーザ定義受
付名 , details = エラー詳細情報 )

ユーザ定義受付の開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ユーザ定義受付の開始処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52741-EKEOS52741-EKEOS52741-EKEOS52741-E

ユーザ定義受付の停止に失敗しました。ユーザ定義受付名 =[ユーザ定義受付名 ]　詳細情報 =[
エラー詳細情報 ]

An attempt to stop the user-defined reception has failed. (user-defined reception = ユーザ定義受
付名 , details = エラー詳細情報 )

ユーザ定義受付の停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
ユーザ定義受付の停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52742-IKEOS52742-IKEOS52742-IKEOS52742-I

結果を反映します。

The results will be applied.
結果を反映します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52743-IKEOS52743-IKEOS52743-IKEOS52743-I

結果を反映しました。

The results have been applied.
結果を反映しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52744-IKEOS52744-IKEOS52744-IKEOS52744-I

HCSCサーバ起動ボタンが押下されました。

The [Start] button for the HCSC-Server was selected.
HCSCサーバ起動ボタンが押されました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52745-IKEOS52745-IKEOS52745-IKEOS52745-I

HCSCサーバ停止ボタンが押下されました。

The [Stop] button for the HCSC-Server was selected.
HCSCサーバ停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52746-IKEOS52746-IKEOS52746-IKEOS52746-I

標準受付開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for the standard reception was selected.
標準受付開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52747-IKEOS52747-IKEOS52747-IKEOS52747-I

標準受付通常停止ボタンが押下されました。

The [Normal Stop] button for the standard reception was selected.
標準受付通常停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52748-IKEOS52748-IKEOS52748-IKEOS52748-I

標準受付計画停止ボタンが押下されました。

The [Planned Stop] button for the standard reception was selected.
標準受付計画停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52749-IKEOS52749-IKEOS52749-IKEOS52749-I

連携受付開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for the linkage reception was selected.
連携受付開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS52750-IKEOS52750-IKEOS52750-IKEOS52750-I

連携受付通常停止ボタンが押下されました。

The [Normal Stop] button for the linkage reception was selected.
連携受付通常停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52751-IKEOS52751-IKEOS52751-IKEOS52751-I

連携受付計画停止ボタンが押下されました。

The [Planned Stop] button for the linkage reception was selected.
連携受付計画停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52752-IKEOS52752-IKEOS52752-IKEOS52752-I

サーバ間連携開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for linked inter-server was selected.
サーバ間連携開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52753-IKEOS52753-IKEOS52753-IKEOS52753-I

サーバ間連携停止ボタンが押下されました。

The [Stop] button for linked inter-server was selected.
サーバ間連携停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52754-IKEOS52754-IKEOS52754-IKEOS52754-I

サービスアダプタ開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for the service adapter was selected.
サービスアダプタ開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52755-IKEOS52755-IKEOS52755-IKEOS52755-I

サービスアダプタ停止ボタンが押下されました。
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The [Stop] button for the service adapter was selected.
サービスアダプタ停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52756-IKEOS52756-IKEOS52756-IKEOS52756-I

ビジネスプロセス開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for the business process was selected.
ビジネスプロセス開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52757-IKEOS52757-IKEOS52757-IKEOS52757-I

ビジネスプロセス停止ボタンが押下されました。

The [Stop] button for the business process was selected.
ビジネスプロセス停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52758-EKEOS52758-EKEOS52758-EKEOS52758-E

HCSCサーバの標準受付計画停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情
報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to execute a planned stop of the standard reception for the HCSC-Server has failed. 
(HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの標準受付計画停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの標準受付計画停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52759-EKEOS52759-EKEOS52759-EKEOS52759-E

HCSCサーバの連携受付計画停止に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情
報 =[エラー詳細情報 ]

An attempt to execute a planned stop of the linkage reception for the HCSC-Server has failed. 
(HCSC-Server = HCSCサーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの連携受付計画停止に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
HCSCサーバの連携受付計画停止処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52760-IKEOS52760-IKEOS52760-IKEOS52760-I

削除確認ダイアログを表示します。

The deletion confirmation dialog box will be displayed.
削除確認ダイアログを表示します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52761-IKEOS52761-IKEOS52761-IKEOS52761-I

再実行確認ダイアログを表示します。

The re-execution confirmation dialog box will be displayed.
再実行確認ダイアログを表示します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52762-IKEOS52762-IKEOS52762-IKEOS52762-I

結果の更新を開始します。

The results will be modified.
結果の更新を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52763-IKEOS52763-IKEOS52763-IKEOS52763-I

結果の更新を終了しました。

The results have been modified.
結果の更新を終了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52770-IKEOS52770-IKEOS52770-IKEOS52770-I

HCSC-Managerビューとエディタの表示内容を最新の情報に更新します。

The displayed content of the HCSC-Manager view and editor will now be updated to the latest 
information.
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HCSC-Managerビューとエディタの表示内容を最新の情報に更新します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52771-IKEOS52771-IKEOS52771-IKEOS52771-I

表示内容の更新が完了しました。

The refresh of the displayed content is complete. 
表示内容の更新が完了しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52772-IKEOS52772-IKEOS52772-IKEOS52772-I

ユーザ定義受付開始ボタンが押下されました。

The [Start] button for the user-defined reception was selected.
ユーザ定義受付開始ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52773-IKEOS52773-IKEOS52773-IKEOS52773-I

ユーザ定義受付停止ボタンが押下されました。

The [Stop] button for the user-defined reception was selected.
ユーザ定義受付停止ボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52777-IKEOS52777-IKEOS52777-IKEOS52777-I

J2EEサーバのインプロセスネーミングサービス情報を取得します。

The in-process naming service information of the J2EE server will be acquired.
J2EEサーバのインプロセスネーミングサービス情報を取得します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52778-IKEOS52778-IKEOS52778-IKEOS52778-I

J2EEサーバのインプロセスネーミングサービス情報の取得に成功しました。

The in-process naming service information of the J2EE server was acquired successfully.
J2EEサーバのインプロセスネーミングサービス情報の取得に成功しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52779-IKEOS52779-IKEOS52779-IKEOS52779-I

リソース稼働情報通知 "ON"ボタンが押下されました。

The [ON] button for resource information notification was selected.
リソースの稼働情報通知の ONボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
稼働情報通知機能を ONにします。

KEOS52780-IKEOS52780-IKEOS52780-IKEOS52780-I

リソース稼働情報通知 "OFF"ボタンが押下されました。

The [OFF] button for resource information notification was selected.
リソースの稼働情報通知の OFFボタンが押されました。

(S)(S)(S)(S)
稼働情報通知機能を OFFにします。

KEOS52781-IKEOS52781-IKEOS52781-IKEOS52781-I

リソース稼働情報通知機能を ONにしました。

The notification function for HCSC-Server resource information has been set to [ON].
稼働情報通知機能が有効になりました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52782-IKEOS52782-IKEOS52782-IKEOS52782-I

リソース稼働情報通知機能を OFFにしました。

The notification function for HCSC-Server resource information has been set to [OFF].
稼働情報通知機能が無効になりました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS52783-EKEOS52783-EKEOS52783-EKEOS52783-E

リソース稼働情報更新中にエラーが発生しました。詳細情報 =[エラー詳細情報 ]

An error occurred while the resource information was being modified. (details = エラー詳細情報 )
リソース稼働情報の更新中にエラーが発生しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52784-WKEOS52784-WKEOS52784-WKEOS52784-W

稼働確認ページが表示できませんでした。

The resource information page could not be displayed.
Cosminexus Managerとの接続に失敗しているため，稼働確認ページを表示できません
でした。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
稼働確認ページを表示するためには，直前に出力された接続失敗を示すエラーメッ
セージを参照し，CosminexusManagerとの接続を確立したあと，再度ログインし
てください。

KEOS52800-EKEOS52800-EKEOS52800-EKEOS52800-E

HCSCサーバの基本情報取得に失敗しました。HCSCサーバ名 =[HCSCサーバ名 ]　詳細情報 =[
エラー詳細情報 ]

An attempt to acquire the basic information of the HCSC-Server has failed. (HCSC-Server =HCSC
サーバ名 , details = エラー詳細情報 )

HCSCサーバの基本情報取得に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
基本情報取得処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
エラー詳細情報を確認してください。

KEOS52801-WKEOS52801-WKEOS52801-WKEOS52801-W

HCSC-Managerからログアウトしています。ログインしてから操作を実行してください。

The user is logged out from HCSC-Manager. Please log in first, and then execute the operation.
HCSC-Managerからログアウトしているので操作を実行できません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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11.6.4　KEOS53500～ KEOS54500

KEOS53500-IKEOS53500-IKEOS53500-IKEOS53500-I

HCSC簡易セットアップ画面を開始します。

The HCSC Easy Setup window will now open.
HCSC簡易セットアップ画面を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53501-IKEOS53501-IKEOS53501-IKEOS53501-I

HCSC簡易セットアップ画面を終了します。

The HCSC Easy Setup window will now close.
HCSC簡易セットアップ画面を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

KEOS53502-EKEOS53502-EKEOS53502-EKEOS53502-E

Cosminexus統合形式名の製品名では HCSC簡易セットアップ画面は使用できません。

The HCSC Easy Setup window cannot be used with Cosminexus統合形式名の製品名 .
実行環境が不正なため，HCSC簡易セットアップ画面が使用できません。

(S)(S)(S)(S)
HCSC簡易セットアップ画面を終了します。

(O)(O)(O)(O)
uCosminexus Service Architectをインストールした状態で実行してください。

KEOS53503-IKEOS53503-IKEOS53503-IKEOS53503-I

HCSC簡易セットアップ機能のセットアップを開始します。

Setup of the HCSC Easy Setup functionality will now start.
HCSC簡易セットアップ機能のセットアップを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53504-IKEOS53504-IKEOS53504-IKEOS53504-I

HCSC簡易セットアップ機能のセットアップを終了します。

Setup of the HCSC Easy Setup functionality will now end.
HCSC簡易セットアップ機能のセットアップを終了します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53505-IKEOS53505-IKEOS53505-IKEOS53505-I

HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップを開始します。

Unsetup of the HCSC Easy Setup functionality will now start.
HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53506-IKEOS53506-IKEOS53506-IKEOS53506-I

HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップを終了します。

Unsetup of the HCSC Easy Setup functionality will now end.
HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップを終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53507-IKEOS53507-IKEOS53507-IKEOS53507-I

ファイルコピーを開始します。

File copying will now start.
ファイルコピーを開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53508-IKEOS53508-IKEOS53508-IKEOS53508-I

ファイルコピーを実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

File copying will now be executed. (details = 詳細情報 )
ファイルコピーを実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53509-IKEOS53509-IKEOS53509-IKEOS53509-I

ファイルコピーを終了します。

File copying will now end.
ファイルコピーを終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS53510-IKEOS53510-IKEOS53510-IKEOS53510-I

ファイル編集を開始します。

File editing will now start.
ファイル編集を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53511-IKEOS53511-IKEOS53511-IKEOS53511-I

ファイル編集を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

File editing will now be executed. (details = 詳細情報 )
ファイル編集を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53512-IKEOS53512-IKEOS53512-IKEOS53512-I

ファイル編集を終了します。

File editing will now end.
ファイル編集を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53513-IKEOS53513-IKEOS53513-IKEOS53513-I

組み込みデータベースの構築を開始します。

Building of the embedded database will now start.
組み込みデータベースの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53514-IKEOS53514-IKEOS53514-IKEOS53514-I

組み込みデータベースの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of the embedded database will now be executed. (details = 詳細情報 )
組み込みデータベースの構築を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53515-IKEOS53515-IKEOS53515-IKEOS53515-I

組み込みデータベースの構築を終了します。
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Building of the embedded database will now end.
組み込みデータベースの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53516-IKEOS53516-IKEOS53516-IKEOS53516-I

Cosminexus Managerの構築を開始します。

Building of Cosminexus Manager will now start.
Cosminexus Managerの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53517-IKEOS53517-IKEOS53517-IKEOS53517-I

Cosminexus Managerの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of Cosminexus Manager will now be executed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの構築を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53518-IKEOS53518-IKEOS53518-IKEOS53518-I

Cosminexus Managerの構築を終了します。

Building of Cosminexus Manager will now end.
Cosminexus Managerの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53519-IKEOS53519-IKEOS53519-IKEOS53519-I

Cosminexus Managerの起動を開始します。

Cosminexus Manager will now start.
Cosminexus Managerの起動を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53520-IKEOS53520-IKEOS53520-IKEOS53520-I

Cosminexus Managerの起動を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Startup of Cosminexus Manager will now be executed. (details = 詳細情報 )
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Cosminexus Managerの起動を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53521-IKEOS53521-IKEOS53521-IKEOS53521-I

Cosminexus Managerの起動を終了します。

Startup of Cosminexus Manager will now end.
Cosminexus Managerの起動を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53522-IKEOS53522-IKEOS53522-IKEOS53522-I

論理サーバの構築を開始します。

Building of the logical server will now start.
論理サーバの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53523-IKEOS53523-IKEOS53523-IKEOS53523-I

論理サーバの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of the logical server will now be executed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの構築を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53524-IKEOS53524-IKEOS53524-IKEOS53524-I

論理サーバの構築を終了します。

Building of the logical server will now end.
論理サーバの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53525-IKEOS53525-IKEOS53525-IKEOS53525-I

論理サーバの起動を開始します。

The logical server will now start.
論理サーバの起動を開始します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53526-IKEOS53526-IKEOS53526-IKEOS53526-I

論理サーバの起動を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Startup of the logical server will now be executed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの起動を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53527-IKEOS53527-IKEOS53527-IKEOS53527-I

論理サーバの起動を終了します。

Startup of the logical server will now end.
論理サーバの起動を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53528-IKEOS53528-IKEOS53528-IKEOS53528-I

リソースアダプタの構築を開始します。

Building of the resource adapter will now start.
リソースアダプタの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53529-IKEOS53529-IKEOS53529-IKEOS53529-I

リソースアダプタの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of the resource adapter will now be executed. (details = 詳細情報 )
リソースアダプタの構築を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53530-IKEOS53530-IKEOS53530-IKEOS53530-I

リソースアダプタの構築を終了します。

Building of the resource adapter will now end.
リソースアダプタの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS53531-IKEOS53531-IKEOS53531-IKEOS53531-I

リソースアダプタの開始を開始します。

The resource adapter will now start.
リソースアダプタの開始を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53532-IKEOS53532-IKEOS53532-IKEOS53532-I

リソースアダプタの開始を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Startup of the resource adapter will now be executed. (details = 詳細情報 )
リソースアダプタの開始を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53533-IKEOS53533-IKEOS53533-IKEOS53533-I

リソースアダプタの開始を終了します。

Startup of the resource adapter will now end.
リソースアダプタの開始を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53534-IKEOS53534-IKEOS53534-IKEOS53534-I

アプリケーションの構築を開始します。

Building of the application will now start.
アプリケーションの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53535-IKEOS53535-IKEOS53535-IKEOS53535-I

アプリケーションの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of the application will now be executed. (details = 詳細情報 )
アプリケーションの構築を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53536-IKEOS53536-IKEOS53536-IKEOS53536-I

アプリケーションの構築を終了します。
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Building of the application will now end.
アプリケーションの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53537-IKEOS53537-IKEOS53537-IKEOS53537-I

アプリケーションの開始を開始します。

The application will now start.
アプリケーションの開始を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53538-IKEOS53538-IKEOS53538-IKEOS53538-I

アプリケーションの開始を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Startup of the application will now be executed. (details = 詳細情報 )
アプリケーションの開始を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53539-IKEOS53539-IKEOS53539-IKEOS53539-I

アプリケーションの開始を終了します。

Startup of the application will now end.
アプリケーションの開始を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53540-IKEOS53540-IKEOS53540-IKEOS53540-I

HCSCサーバの構築を開始します。

Building of HCSC-Server will now start.
HCSCサーバの構築を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53541-IKEOS53541-IKEOS53541-IKEOS53541-I

HCSCサーバの構築を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Building of HCSC-Server will now be executed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの構築を実行します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53542-IKEOS53542-IKEOS53542-IKEOS53542-I

HCSCサーバの構築を終了します。

Building of HCSC-Server will now end.
HCSCサーバの構築を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53543-IKEOS53543-IKEOS53543-IKEOS53543-I

HCSCサーバの停止を開始します。

HCSC-Server will now stop.
HCSCサーバの停止を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53544-IKEOS53544-IKEOS53544-IKEOS53544-I

HCSCサーバの停止を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Stopping of HCSC-Server will now be executed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの停止を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53545-IKEOS53545-IKEOS53545-IKEOS53545-I

HCSCサーバの停止を終了します。

Stopping of HCSC-Server will now end.
HCSCサーバの停止を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53546-IKEOS53546-IKEOS53546-IKEOS53546-I

論理サーバの停止を開始します。

Stopping of the logical server will now start.
論理サーバの停止を開始します。
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(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53547-IKEOS53547-IKEOS53547-IKEOS53547-I

論理サーバの停止を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Stopping of the logical server will now be executed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの停止を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53548-IKEOS53548-IKEOS53548-IKEOS53548-I

論理サーバの停止を終了します。

Stopping of the logical server will now end.
論理サーバの停止を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53549-IKEOS53549-IKEOS53549-IKEOS53549-I

HCSCサーバの削除を開始します。

Deletion of HCSC-Server will now start.
HCSCサーバの削除を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53550-IKEOS53550-IKEOS53550-IKEOS53550-I

HCSCサーバの削除を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Deletion of HCSC-Server will now be executed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの削除を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53551-IKEOS53551-IKEOS53551-IKEOS53551-I

HCSCサーバの削除を終了します。

Deletion of HCSC-Server will now end.
HCSCサーバの削除を終了します。
1245



11.　メッセージ
(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53552-IKEOS53552-IKEOS53552-IKEOS53552-I

論理サーバの削除を開始します。

Deletion of the logical server will now start.
論理サーバの削除を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53553-IKEOS53553-IKEOS53553-IKEOS53553-I

論理サーバの削除を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Deletion of the logical server will now be executed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの削除を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53554-IKEOS53554-IKEOS53554-IKEOS53554-I

論理サーバの削除を終了します。

Deletion of the logical server will now end.
論理サーバの削除を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53555-IKEOS53555-IKEOS53555-IKEOS53555-I

Cosminexus Managerの停止を開始します。

Stopping of Cosminexus Manager will now start.
Cosminexus Managerの停止を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53556-IKEOS53556-IKEOS53556-IKEOS53556-I

Cosminexus Managerの停止を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Stopping of Cosminexus Manager will now be executed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの停止を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS53557-IKEOS53557-IKEOS53557-IKEOS53557-I

Cosminexus Managerの停止を終了します。

Stopping of Cosminexus Manager will now end.
Cosminexus Managerの停止を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53558-IKEOS53558-IKEOS53558-IKEOS53558-I

Cosminexus Managerの削除を開始します。

Deletion of Cosminexus Manager will now start.
Cosminexus Managerの削除を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53559-IKEOS53559-IKEOS53559-IKEOS53559-I

Cosminexus Managerの削除を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Deletion of Cosminexus Manager will now be executed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの削除を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53560-IKEOS53560-IKEOS53560-IKEOS53560-I

Cosminexus Managerの削除を終了します。

Deletion of Cosminexus Manager will now end.
Cosminexus Managerの削除を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53561-IKEOS53561-IKEOS53561-IKEOS53561-I

組み込みデータベースの削除を開始します。

Deletion of the embedded database will now start.
組み込みデータベースの削除を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。
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KEOS53562-IKEOS53562-IKEOS53562-IKEOS53562-I

組み込みデータベースの削除を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Deletion of the embedded database will now be executed. (details = 詳細情報 )
組み込みデータベースの削除を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53563-IKEOS53563-IKEOS53563-IKEOS53563-I

組み込みデータベースの削除を終了します。

Deletion of the embedded database will now end.
組み込みデータベースの削除を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53564-EKEOS53564-EKEOS53564-EKEOS53564-E

HCSC簡易セットアップ機能のセットアップに失敗しました。

An attempt to set up the HCSC Easy Setup functionality has failed.
HCSC簡易セットアップ機能のセットアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
アンセットアップを行ったあとに，セットアップのエラー要因の対策を行い，再度
セットアップを実施してください。

KEOS53565-WKEOS53565-WKEOS53565-WKEOS53565-W

HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップに失敗しました。

An attempt to unsetup of the HCSC Easy Setup functionality has failed.
HCSC簡易セットアップ機能のアンセットアップに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断してください。必
要な場合は，対策を行ってください。

KEOS53566-EKEOS53566-EKEOS53566-EKEOS53566-E

ファイルコピーに失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]
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An attempt to copy a file has failed. (details = 詳細情報 )
ファイルコピーに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53567-EKEOS53567-EKEOS53567-EKEOS53567-E

既に HCSC簡易セットアップ画面が起動されているため，HCSC簡易セットアップ画面の起動
に失敗しました。

An attempt to open the HCSC Easy Setup window failed because one is already open.
すでに HCSC簡易セットアップ画面が起動されているため，HCSC簡易セットアップ画
面の起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
別のユーザが同じマシン内でHCSC簡易セットアップ画面を起動していないか確認
してください。

KEOS53568-EKEOS53568-EKEOS53568-EKEOS53568-E

組み込みデータベースの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build the embedded database has failed. (details = 詳細情報 )
組み込みデータベースの構築に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
次の要因が考えられます。それぞれの要因に応じて，対処してください。

• HiRDB/EmbeddedEdition _CS0 サービス部品は開始されていません。
HiRDB/EmbeddedEdition _CS0 サービス部品を開始してください。

• その他
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53569-EKEOS53569-EKEOS53569-EKEOS53569-E

Cosminexus Managerの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build Cosminexus Manager has failed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの構築に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53570-EKEOS53570-EKEOS53570-EKEOS53570-E

Cosminexus Managerの起動に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to start Cosminexus Manager has failed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53571-EKEOS53571-EKEOS53571-EKEOS53571-E

論理サーバの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build the logical server has failed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの構築に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53572-EKEOS53572-EKEOS53572-EKEOS53572-E

論理サーバの起動に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to start the logical server has failed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの起動に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53573-EKEOS53573-EKEOS53573-EKEOS53573-E

リソースアダプタの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build the resource adapter has failed. (details = 詳細情報 )
リソースアダプタの構築に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53574-EKEOS53574-EKEOS53574-EKEOS53574-E

リソースアダプタの開始に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to start the resource adapter has failed. (details = 詳細情報 )
リソースアダプタの開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53575-EKEOS53575-EKEOS53575-EKEOS53575-E

アプリケーションの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build the application has failed. (details = 詳細情報 )
アプリケーションの構築に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53576-EKEOS53576-EKEOS53576-EKEOS53576-E

アプリケーションの開始に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to start the application has failed. (details = 詳細情報 )
アプリケーションの開始に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53577-EKEOS53577-EKEOS53577-EKEOS53577-E

HCSCサーバの構築に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to build HCSC-Server has failed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの構築に失敗しました。
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(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53578-WKEOS53578-WKEOS53578-WKEOS53578-W

HCSCサーバの停止に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to stop HCSC-Server has failed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53579-WKEOS53579-WKEOS53579-WKEOS53579-W

論理サーバの停止に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to stop the logical server has failed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53580-WKEOS53580-WKEOS53580-WKEOS53580-W

HCSCサーバの削除に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to delete HCSC-Server has failed. (details = 詳細情報 )
HCSCサーバの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53581-WKEOS53581-WKEOS53581-WKEOS53581-W

論理サーバの削除に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]
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An attempt to delete the logical server has failed. (details = 詳細情報 )
論理サーバの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53582-WKEOS53582-WKEOS53582-WKEOS53582-W

Cosminexus Managerの停止に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to stop Cosminexus Manager has failed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの停止に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53583-WKEOS53583-WKEOS53583-WKEOS53583-W

Cosminexus Managerの削除に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to delete Cosminexus Manager has failed. (details = 詳細情報 )
Cosminexus Managerの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。

KEOS53584-WKEOS53584-WKEOS53584-WKEOS53584-W

組み込みデータベースの削除に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to delete the embedded database has failed. (details = 詳細情報 )
組み込みデータベースの削除に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策が必要か判断して，必要な場合
対策を行ってください。
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KEOS53585-EKEOS53585-EKEOS53585-EKEOS53585-E

wsdl4j.jarがインストールされていません。

wsdl4j.jar is not installed.
wsdl4j.jarがインストールされていません。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
<Cosminexusインストールディレクトリ >/c4web/libディレクトリに wsdl4j.jarを
インストールした状態で実行してください。

KEOS53586-EKEOS53586-EKEOS53586-EKEOS53586-E

ディレクトリの指定に失敗しました。

An attempt to specify the directory has failed.
ディレクトリの指定に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
再度選択ボタンを押してください。問題が解決しない場合は，保守員に連絡してく
ださい。

KEOS53587-EKEOS53587-EKEOS53587-EKEOS53587-E

ポート番号が不正です。

ポート番号 is invalid.
指定したポート番号が不正です。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
指定できる範囲の整数を指定してください。

KEOS53588-EKEOS53588-EKEOS53588-EKEOS53588-E

既に使用されているポート番号を指定しました。 ラベル名 =[ラベル名 ] 入力値 =[入力値 ]

The specified port number is already being used. (label name = ラベル名 , entered value = 入力値 )
指定されたポート番号は，すでに使用されています。別のポート番号を指定してくださ
い。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。
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(O)(O)(O)(O)
ポート番号は重ならないように指定してください。

KEOS53589-IKEOS53589-IKEOS53589-IKEOS53589-I

スクリプトファイル編集を開始します。

Editing of the script file will now start.
スクリプトファイル編集を開始します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53590-EKEOS53590-EKEOS53590-EKEOS53590-E

ファイルの読み込みに失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to read a file has failed. (details = 詳細情報 )
ファイルの読み込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53591-EKEOS53591-EKEOS53591-EKEOS53591-E

ファイルの書き込みに失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to write a file has failed. (details = 詳細情報 )
ファイルの書き込みに失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。

KEOS53592-EKEOS53592-EKEOS53592-EKEOS53592-E

ファイル編集に失敗しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An attempt to edit a file has failed. (details = 詳細情報 )
ファイル編集に失敗しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
出力されたメッセージを参照してエラー要因の対策を行ってください。
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KEOS53593-IKEOS53593-IKEOS53593-IKEOS53593-I

スクリプトファイル編集を実行します。 詳細情報 =[詳細情報 ]

Editing of the script file will now be executed. (details = 詳細情報 )
ファイル編集を実行します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53594-IKEOS53594-IKEOS53594-IKEOS53594-I

スクリプトファイル編集を終了します。

Editing of the script file will now end.
ファイル編集を終了します。

(S)(S)(S)(S)
処理を続行します。

KEOS53699-EKEOS53699-EKEOS53699-EKEOS53699-E

予期しないエラーが発生しました。 詳細情報 =[詳細情報 ]

An unexpected error occurred. (details = 詳細情報 )
予期しないエラーが発生しました。

(S)(S)(S)(S)
処理を終了します。

(O)(O)(O)(O)
保守員に連絡してください。
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付録 A　Cosminexus Service Coordinator管理者の変
更方法

UNIXの場合に，cjenvsetup（Cosminexus Component Container管理者のセットアッ
プ）コマンドを使用して Cosminexus Component Container管理者を変更したときは，
Cosminexus Service Coordinator管理者を変更する必要があります。Cosminexus 
Service Coordinator管理者の変更方法と注意事項について次に説明します。なお，ここ
では，管理者のオーナーを user1，グループを group1として説明します。

付録 A.1　変更方法
（1） /opt/Cosminexus/CSCディレクトリ配下のファイル属性の変更

/opt/Cosminexus/CSCディレクトリ配下のファイル属性を，管理者のオーナー，グルー
プに変更します。

（例）
chown -R user1 /opt/Cosminexus/CSC
chgrp -R group1 /opt/Cosminexus/CSC

（2） リポジトリルート配下のファイル属性の変更

/opt/Cosminexus/CSC/config/manager/cscmng.propertiesを参照し，次のように変更し
ます。

リポジトリルート（cscmng.repository.root）に /opt/Cosminexus/CSC/repository以外の
ディレクトリを設定している場合

リポジトリルート配下のファイル属性を，管理者のオーナー，グループに変更しま
す。

（例）リポジトリルートが /home/user1/repisotiryのとき
chown -R user1 /home/user1/repisotiry
chgrp -R group1 /home/user1/repisotiry

（3） ログディレクトリ配下のファイル属性の変更

/opt/Cosminexus/CSC/config/manager/cscmng.propertiesを参照し，次のように変更し
ます。

ログディレクトリ（cscmng.log.dir）に /opt/Cosminexus/CSC/log/manager以外のディレ
クトリを設定している場合

ログディレクトリ配下のファイル属性を，管理者のオーナー，グループに変更しま
す。
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（例）ログディレクトリが /home/user1/logのとき
chown -R user1 /home/user1/log
chgrp -R group1 /home/user1/log

（4） 応答電文出力ディレクトリ配下のファイル属性の変更

/opt/Cosminexus/CSC/config/manager/cscmng.propertiesを参照し，次のように変更し
ます。

応答電文出力ディレクトリ（cscmng.pireexec.response.dir）に値を設定している場合
応答電文出力ディレクトリ配下のファイル属性を，管理者のオーナー，グループに
変更します。

（例）応答電文出力ディレクトリに /home/user1/responseを設定しているとき
chown -R user1 /home/user1/response
chgrp -R group1 /home/user1/response

付録 A.2　注意事項
• Cosminexus Service Coordinator管理者は，Cosminexus Component Container管理
者と同一にしてください。

• リポジトリルート（cscmng.repository.root），ログディレクトリ（cscmng.log.dir），
応答電文出力ディレクトリ（cscmng.pireexec.response.dir）に指定したディレクトリ
配下に，ファイルを生成しないでください。また，すでにファイルが存在している
ディレクトリ（/opt，/usrなど）を設定しないでください。

• 管理者の変更は，Cosminexus Component Container，Cosminexus Manager，およ
び Cosminexus Service Coordinator提供コマンドが起動している状態で実施しないで
ください。実施した場合の動作は保障しません。

• 異なる管理者でコマンドを実行した場合や不正な環境でコマンドを実行した場合，次
のメッセージが出力されることがあります。
• Because the user <コマンド実行ユーザ名 > and file owner of /opt/Cosminexus/CSC 

<ディレクトリオーナーユーザ名 > is different, the command cannot be executed.
• Cannot get owner name of /opt/Cosminexus/CSC
• Cannot get user name(faild:/usr/bin/id -un)
• Cannot get owner id(failed:/usr/bin/id <ディレクトリオーナーユーザ名 > -u)
• Cannot get user id(failed:/usr/bin/id -u)
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付録 B　画面とコマンドで実施できる内容
Cosminexusサービスプラットフォームでは，システム構築およびシステム運用時に，
コマンドと画面で実施できる内容が異なります。画面とコマンドで実施できる内容を次
の表に示します。

表 B-1　画面とコマンドで実施できる内容

環境 分類 内容 画
面

コ
マ
ン
ド

コマンド名

機能分
類

対象

運用
環境

管理系 ユーザ ログイン情報の変更 × ○ cscpasswd

リポジト
リ

リポジトリのインポート × ○ cscrepctl

リポジトリのエクスポート × ○ cscrepctl

リポジトリ情報の表示 × ○ cscrepls

リポジトリの差分情報の管理 × ○ cscrepdiff

サービス
情報

情報の表示 × ○ cscsvcls

情報の管理 × ○ cscsvcctl

環境情報 環境のバックアップ × ○ cscenvbackup

環境のリストア × ○ cscenvrestore

構築系 HCSC
サーバ

HCSCサーバのセットアップ × ○ cscsvsetup

HCSCサーバのアンセットアッ
プ

× ○ cscsvunsetup

連携のセットアップ × ○ cscconsetup

連携のアンセットアップ × ○ cscconunsetup

HCSCコ
ンポーネ
ント

HCSCコンポーネントの配備 × ○ csccompodeploy

HCSCコンポーネントの削除 × ○ csccompoundeplo
y

運用系 HCSC
サーバ

HCSCサーバの起動 ○ ○ cscsvstart

HCSCサーバの停止 ○ ○ cscsvstop

HCSCサーバのランタイム定義
情報の設定・取得

○ ○ cscsvconfig
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HCSCサーバの稼働状態の確認 ○ ○ cscstatus

HCSCサーバのセットアップ情
報の確認

× ○ cscutil

HCSCサーバのランタイム情報
の確認

× ○ cscutil
csmlsstate

HCSCサーバのリソースの稼働
情報の表示

× ○ cscresinfo

標準受付，
または
ユーザ定
義受付

標準受付またはユーザ定義受付
の開始

○ ○ cscrcptnstart

標準受付またはユーザ定義受付
の停止

○ ○ cscrcptnstop

標準受付またはユーザ定義受付
の稼働状態の確認

○ ○ cscstatus

HCSCコ
ンポーネ
ント

HCSCコンポーネントの開始 ○ ○ csccompostart

HCSCコンポーネントの停止 ○ ○ csccompostop

HCSCコンポーネントのランタ
イム情報の確認

○ ○ csccompoconfig

HCSCコンポーネントの稼働状
態の確認

○ ○ cscstatus

プロセス
インスタ
ンス

プロセスインスタンスの実行履
歴の検索

○ ○ cscpiselect

プロセスインスタンスの実行履
歴の相関セット情報の取得

○ ○ cscpiselect

プロセスインスタンスの実行履
歴の変数情報の取得

○ ○ cscpiselect

プロセスインスタンスの実行履
歴のアクティビティ情報の取得

○ ○ cscpiselect

プロセスインスタンスの実行履
歴の削除

○ ○ cscpidelete

プロセスインスタンスの実行履
歴の一括削除

○ ○ cscpidelete

プロセスインスタンスの再実行 ○ ○ cscpireexec

環境 分類 内容 画
面

コ
マ
ン
ド

コマンド名

機能分
類

対象
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（凡例）
○：実施できます。
×：実施できません。

プロセスインスタンスの一括再
実行

○ ○ cscpireexec

アプリ
ケーショ
ン

アプリケーションの操作 × ○ cscapputil

ツール HCSC
サーバ

HCSCサーバのバージョンアッ
プ

× ○ cscenvupdate

実行
環境

実行履
歴管理

電文 電文の実行履歴の表示 × ○ csmlshistory

電文の実行履歴の削除 × ○ csmdeletehistory

情報表示 配備したサービスアダプタまた
はビジネスプロセスの情報表示

× ○ csmlslocation

配備したユーザ定義受付の情報
表示

× ○ csmlsreception

HCSCサーバの状態および設定
情報の一覧表示

× ○ csmlsstate

環境 分類 内容 画
面

コ
マ
ン
ド

コマンド名

機能分
類

対象
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付録 C　データベースのテーブルの情報

付録 C.1　プロセスインスタンスの実行履歴の管理に関する
テーブルの情報

（1） テーブルの情報

HCSCクラスタごとに，次に示すテーブルが必要です。

• 基本情報テーブル
• 変数情報テーブル
• メッセージ履歴関連づけ情報テーブル

（a）基本情報テーブル

ビジネスプロセスが実行する上で基本的な要素（インスタンス）の情報が格納されます。

• CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESSテーブル

注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。
　

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
スの
有無

NULL
値

更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ProcessDefinit
ionName

BP定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

3 ProcessDefinit
ionVersion

BP定義バー
ジョン

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 不可 不可

4 State プロセスイン
スタンスの状
態

VARCHA
R(20)

VARCHA
R2(20)

あり 不可 可 不可

5 ChangeCount
※

データの更新
回数

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 可 不可

6 StartTime プロセスイン
スタンスの開
始時刻（GMT）

TIMESTA
MP(0)

TIMESTA
MP(0)

あり 可 可 NUL
L

7 EndTime プロセスイン
スタンスの終
了時刻（GMT）

TIMESTA
MP(0)

TIMESTA
MP(0)

あり 可 可 NUL
L
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• CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITYテーブル

注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。
　

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ActivityNumb
er

アクティビ
ティインスタ
ンスの識別番
号。プロセス
インスタンス
内で一意。

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

3 ActivityDefinit
ionName

アクティビ
ティ定義名

MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

なし 不可 不可 不可

4 ActivityKind アクティビ
ティの種別

VARCHA
R(16)

VARCHA
R2(16)

なし 不可 不可 不可

5 ParentNumbe
r※

親アクティビ
ティインスタ
ンスの識別番
号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 不可 不可

6 ScopeNumber 所属するス
コープインス
タンスの識別
番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 不可 不可

7 RepeatNumbe
r※

所属する繰り
返し処理の識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 不可 不可

8 State アクティビ
ティインスタ
ンスの状態

VARCHA
R(20)

VARCHA
R2(20)

なし 不可 可 不可

9 FirstChildNu
mber※

子アクティビ
ティインスタ
ンスの最小の
識別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 可 不可

1
0

LastChildNum
ber※

子アクティビ
ティインスタ
ンスの最大の
識別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 可 不可

1
1

StartTime アクティビ
ティの開始時
刻（GMT）

TIMESTA
MP(0)

TIMESTA
MP(0)

なし 可 可 NUL
L

1
2

EndTime アクティビ
ティの終了時
刻（GMT）

TIMESTA
MP(0)

TIMESTA
MP(0)

なし 可 可 NUL
L
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• CSCBP_<クラスタ名 >_LINKテーブル

注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_CORRELATIONSETテーブル

（b）変数情報テーブル

ユーザが定義した変数について，ビジネスプロセスが実行していく過程での変数の値が

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 LinkDefinition
Name

リンク定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

3 RepeatNumbe
r※

所属する繰り
返し処理の識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

4 State リンクの状態
（真偽値）

CHAR(1) CHAR(1) なし 不可 不可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ProcessDefinit
ionName

BP定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

3 ProcessDefinit
ionVersion

BP定義バー
ジョン

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

なし 不可 不可 不可

4 ScopeDefinitio
nName

スコープ定義
名

MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

5 ScopeNumber スコープイン
スタンスの識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

6 CorrelationSet
Name

相関セット定
義名

MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

7 CorrelationSet
Value

相関セット値。
文字列化およ
び連結されて
格納されます。

MVARCH
AR(512)

VARCHA
R2(512)

あり 不可 不可 不可

8 State 相関セットの
有効性（真偽
値）

CHAR(1) CHAR(1) なし 不可 可 不可
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格納されます。

• CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VARIABLEテーブル

注※　HiRDBの場合は NULL値を指定できませんが，Oracleの場合は NULL値を指定できます。
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VARIABLEテーブル

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VARIABLEテーブル

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL
値

更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ScopeNumber スコープイン
スタンスの識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

3 VariableName 変数定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

4 VariableValue 変数値 MVARCH
AR(4000)

VARCHA
R2(4000)

なし 可※ 可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ScopeNumber スコープイン
スタンスの識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

3 VariableName 変数定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

4 VariableValue 変数値 DOUBLE 
PRECISI
ON

NUMBER なし 不可 可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可
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• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VARIABLEテーブル

注※　HiRDBの場合は NULL値を指定できませんが，Oracleの場合は NULL値を指定できます。

（c）メッセージ履歴関連づけ情報テーブル

メッセージ履歴との関連づけデータが格納されます。

• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_RELATIONテーブル

2 ScopeNumber スコープイン
スタンスの識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

3 VariableName 変数定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

4 VariableValue 変数値 CHAR(1) CHAR(1) なし 不可 可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 ProcessID プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

2 ScopeNumber スコープイン
スタンスの識
別番号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

3 VariableName 変数定義名 MVARCH
AR(64)

VARCHA
R2(64)

あり 不可 不可 不可

4 VariableValue 変数値 BINARY(
21474836
39)

BLOB なし 可※ 可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1 MessageID※ メッセージ共
通 ID

VARCHA
R(75)

VARCHA
R2(75)

あり 不可 不可 不可

2 ProcessID※ プロセスイン
スタンスの識
別子

MVARCH
AR(240)

VARCHA
R2(240)

あり 不可 不可 不可

3 ActivityNumb
er※

アクティビ
ティインスタ
ンスの識別番
号

SMALLI
NT

NUMBER
(5)

あり 不可 不可 不可

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。

（2） ステータスの情報

テーブルに格納する値の意味と実際の値（文字列）を説明します。

（a）HCSCクラスタ名

英数字 8文字以内を指定します。

（b）プロセスインスタンスの識別子

プロセスインスタンスを一意に識別する識別子です。

（c）プロセスインスタンスの状態

（d）アクティビティの種別

4 SendOrReceiv
e※

メッセージの
送受信フラグ

CHAR(1) CHAR(1) あり 不可 不可 不可

5 Asynchronous
MessagingID
※

非同期メッ
セージングで
の ID

VARCHA
R(255)

VARCHA
R2(255)

あり 可 不可 NUL
L

項番 名称 説明 データベース上の値

1 未実行 プロセスインスタンスが未実行で，今後実行
される可能性のある状態を示します。

Unexecution

2 実行中 プロセスインスタンスが実行中の状態を示し
ます。

Executing

3 完了 プロセスのグローバルスコープが完了して，
プロセスインスタンスが完了した状態を示し
ます。

Completed

4 フォルト終了 フォルトが発生し，グローバルスコープでも
キャッチできないで，プロセスインスタンス
がフォルト終了した状態を示します。

Faulted

5 強制終了 終了アクティビティで，プロセスインスタン
スが強制終了した状態を示します。

Terminated

項番 名称 説明 データベース上の値

1 receive 受付アクティビティを示します。 RECEIVE

2 reply 応答アクティビティを示します。 REPLY

3 invoke サービス呼出アクティビティを示します。 INVOKE

4 assign 代入アクティビティを示します。 ASSIGN

5 scope スコープアクティビティを示します。 SCOPE

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE
型

イン
デク
ス

NULL 更新 省略
値

1268



付録 C　データベースのテーブルの情報
（e）アクティビティインスタンスの状態

（f） リンクの状態

6 sequence アクティビティを定義した順番に実行するこ
とを示します。

SEQUENCE

7 flow 並列処理アクティビティを示します。 FLOW

8 switch 分岐アクティビティを示します。 SWITCH

9 while 繰り返しアクティビティを示します。 WHILE

10 java Java呼出アクティビティを示します。 JAVA

11 empty 無操作アクティビティを示します。 EMPTY

12 throw フォルト送出アクティビティを示します。 THROW

項番 名称 説明 データベース上の値

1 未実行 アクティビティのインスタンスが未実行で，
今後実行される可能性のある状態を示しま
す。

Unexecution

2 未省略 アクティビティのインスタンスが未実行で，
今後実行が省略される状態を示します。

Unomission

3 実行中 アクティビティインスタンスが実行中の状態
を示します。

Executing

4 待ち受け 受付アクティビティのインスタンスが受け付
け可能になっている状態を示します。

Awaiting

5 フォルト中 スコープアクティビティのインスタンスが
フォルト処理でキャッチしたアクティビティ
を実行している状態を示します。

Faulting

6 完了 アクティビティのインスタンスが正常に実行
され終了した状態を示します。

Completed

7 キャンセル フォルトが発生しアクティビティのインスタ
ンスの実行がキャンセルされた状態を示しま
す。

Canceled

8 フォルト終了 アクティビティのインスタンスの実行中に
フォルトが発生して終了した状態を示しま
す。

Faulted

9 実行省略 アクティビティのインスタンスの実行が省略
され終了した状態を示します。

Omitted

項番 名称 説明 データベース上の値

1 真 true活性の状態を示します 1

2 偽 false活性の状態を示します 0

項番 名称 説明 データベース上の値
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付録 C　データベースのテーブルの情報
（g）相関セットの状態

（h）真偽値型変数の変数値

（i） メッセージの送受信フラグ

（j） 所属する繰り返し処理の識別番号（RepeatNumber）
• 親アクティビティ定義が繰り返し処理の場合，自アクティビティインスタンスの識別
番号を設定します。

• 親アクティビティ定義が繰り返し処理でない場合，親アクティビティインスタンスの
繰り返し処理の識別番号を設定します。

（k）子アクティビティインスタンスの最小識別番号・最大識別番号（FirstChildNumber/
LastChildNumber）

• 初期値は，自アクティビティのインスタンスの識別番号を示します。
• 子アクティビティインスタンスの生成時に，それらの識別番号の最小値または最大値
を設定します。

（3） インデクスの情報

それぞれのテーブルに付与するインデクスの情報について，次に示します。

項番 名称 説明 データベース上の値

1 有効 有効状態を示します 1

2 無効 無効状態を示します 0

項番 名称 説明 データベース上の値

1 真 真（true）値を示します 1

2 偽 偽（false）値を示します 0

項番 名称 説明 データベース上の値

1 reply送信 該当メッセージを応答アクティビティで送信
したことを示すフラグです。

S

2 receive受信 該当メッセージを受付アクティビティで受信
したことを示すフラグです。

R

3 invoke送信 該当メッセージをサービス呼出アクティビ
ティで送信したことを示すフラグです。

O

4 Invoke受信 該当メッセージをサービス呼出アクティビ
ティで受信したことを示すフラグです。

'I'
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付録 C　データベースのテーブルの情報
• CSCBP_<クラスタ名 >_PROCESSテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_ACTIVITYテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_LINKテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_CORRELATIONSETテーブルのインデクス

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_PROCESS_IDX1

あり 1 ProcessID

2 CSCBP_<クラスタ名
>_PROCESS_IDX2

なし 1 ProcessDefinitionName

2 State

3 StartTime

3 CSCBP_<クラスタ名
>_PROCESS_IDX3

なし 1 ProcessDefinitionName

2 State

3 EndTime

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_ACTIVITY_IDX

あり 1 ProcessID

2 ActivityNumber

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_LINK_IDX

あり 1 ProcessID

2 LinkDefinitionName

3 RepeatNumber

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_CORREL_IDX1

あり 1 ProcessID

2 ScopeNumber

3 CorrelationSetName
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付録 C　データベースのテーブルの情報
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_STR_VARIABLEテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_NUM_VARIABLEテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_BOOL_VARIABLEテーブルのインデクス

　

2 CSCBP_<クラスタ名
>_CORREL_IDX2

あり 1 ProcessDefinitionName

2 ScopeDefinitionName

3 CorrelationSetName

4 CorrelationSetValue

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_STR_VAR_IDX

あり 1 ProcessID

2 ScopeNumber

3 VariableName

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_NUM_VAR_IDX

あり 1 ProcessID

2 ScopeNumber

3 VariableName

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_BOOL_VAR_IDX

あり 1 ProcessID

2 ScopeNumber

3 VariableName

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名
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付録 C　データベースのテーブルの情報
• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_VARIABLEテーブルのインデクス

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_MSG_RELATIONテーブルのインデクス

（4） ビュー表の情報

ビュー表の情報を次に示します。

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_ACTIVITYビュー表

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_MSG_VAR_IDX

あり 1 ProcessID

2 ScopeNumber

3 VariableName

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCBP_<クラスタ名
>_MSG_REL_IDX1

なし 1 MessageID

2 CSCBP_<クラスタ名
>_MSG_REL_IDX2

あり 1 ProcessID

2 ActivityNumber

3 SendOrReceive

3 CSCBP_<クラスタ名
>_MSG_REL_IDX3

なし 1 AsynchronousMessagingI
D

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID ACTIVITY ProcessID

2 ActivityNumber ACTIVITY ActivityNumber

3 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

4 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

5 ActivityDefinitionName ACTIVITY ActivityDefinitionName

6 ActivityKind ACTIVITY ActivityKind

7 ParentNumber※ ACTIVITY ParentNumber

8 ScopeNumber ACTIVITY ScopeNumber

9 RepeatNumber※ ACTIVITY RepeatNumber

10 State ACTIVITY State

11 FirstChildNumber※ ACTIVITY FirstChildNumber

12 LastChildNumber※ ACTIVITY LastChildNumber
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_LINKビュー表

注※　実行時に内部管理用に使用される項目のため，値を意識する必要はありません。
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_STR_VARIABLEビュー表

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_NUM_VARIABLEビュー表

13 StartTime ACTIVITY StartTime

14 EndTime ACTIVITY EndTime

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID LINK ProcessID

2 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

3 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

4 LinkDefinitionName LINK LinkDefinitionName

5 RepeatNumber※ LINK RepeatNumber

6 State LINK State

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID STR_VARIABLE ProcessID

2 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

3 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

4 ScopeDefinitionName ACTIVITY ActivityDefinitionName

5 ScopeNumber STR_VARIABLE ScopeNumber

6 VariableName STR_VARIABLE VariableName

7 VariableValue STR_VARIABLE VariableValue

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID NUM_VARIABLE ProcessID

2 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

3 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

4 ScopeDefinitionName ACTIVITY ActivityDefinitionName

5 ScopeNumber NUM_VARIABLE ScopeNumber

6 VariableName NUM_VARIABLE VariableName

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム
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付録 C　データベースのテーブルの情報
　

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_BOOL_VARIABLEビュー表

　

• CSCBP_<クラスタ名 >_V_MSG_VARIABLEビュー表

付録 C.2　電文の実行履歴の管理に関するテーブルの情報

（1） テーブルの情報

クラスタごとに，次に示すテーブルが必要です。

• 実行履歴情報テーブル

7 VariableValue NUM_VARIABLE VariableValue

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID BOOL_VARIABLE ProcessID

2 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

3 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

4 ScopeDefinitionName ACTIVITY ActivityDefinitionName

5 ScopeNumber BOOL_VARIABLE ScopeNumber

6 VariableName BOOL_VARIABLE VariableName

7 VariableValue BOOL_VARIABLE VariableValue

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム

1 ProcessID MSG_VARIABLE ProcessID

2 ProcessDefinitionName PROCESS ProcessDefinitionName

3 ProcessDefinitionVersion PROCESS ProcessDefinitionVersion

4 ScopeDefinitionName ACTIVITY ActivityDefinitionName

5 ScopeNumber MSG_VARIABLE ScopeNumber

6 VariableName MSG_VARIABLE VariableName

7 VariableValue MSG_VARIABLE VariableValue

項番 列名 参照先テーブル 参照先カラム
1275



付録 C　データベースのテーブルの情報
（a）実行履歴情報テーブル
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブル

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 MESSAGE_ID メッセージごと
に付与する
UNIQUEな識別
子
• CSC＋ HCSC
サーバ名＋現
在時刻（ミリ
秒）＋通番

VARCHAR(
75)

VARCHAR
2(75)

あり 可 なし

2 MESSAGE_ID_
CSC_MSG

HCSCサーバ内
のメッセージン
グ基盤のメッ
セージを識別す
るための
UNIQUEな識別
子
• MSG＋

HCSCサーバ
名＋受付種別
＋現在時刻
（ミリ秒）＋通
番

VARCHAR(
84)

VARCHAR
2(84)

なし 可 なし

3 REQUEST_CSC
_SERVER_NAM
E

要求を受け付け
た HCSCサーバ
名

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

4 HISTORY_KIN
D_DIRECTION

実行履歴採取方
向
Service Request 
Direction/
Service 
Response 
Direction/
Service Error/
Service Fault

VARCHAR(
26)

VARCHAR
2(26)

なし 可 なし

5 TIME_STAMP 実行履歴を採取
した時刻（ミリ
秒単位）タイム
スタンプ

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 可 なし

6 REQUEST_SYN
CHRONOUS_K
IND

リクエスト側の
プロトコル
WebService/
SessionBean/
MDB_WSR/
MDB_DBQ

VARCHAR(
16)

VARCHAR
2(16)

なし 可 なし
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付録 C　データベースのテーブルの情報
7 SERVICE_REQ
UEST_TYPE

サービスリクエ
スタの種類
• ClientProgram
（クライアント
プログラム）

• BusinessProces
s（ビジネスプ
ロセス）

• ConnectHCSCS
erver（連携
HCSCサーバ）

VARCHAR(
24)

VARCHAR
2(24)

なし 可 なし

8 REQUEST_USE
R_TEL_TYPE

要求ユーザ電文
の種類を示す種
別
XML/BINARY

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

9 RESPONSE_US
ER_TEL_TYPE

応答ユーザ電文
の種類を示す種
別
XML/BINARY

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

1
0

SERVICE_NAM
E

リクエスタから
の入力サービス
名（リクエスト
要求先サービス
部品）

MVARCHA
R(64)

NVARCHA
R2(64)

なし 可 なし

1
1

CLIENT_ID クライアントプ
ログラムが指定
したメッセージ
を識別するため
の相関識別子

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

あり 可 なし

1
2

SERVICE_OPE
RATION_NAM
E

同期（Webサー
ビス）の場合に
必要なサービス
部品のオペレー
ション
WSDLの
Operation 
<wsdl:operation
>

MVARCHA
R(255)

NVARCHA
R2(255)

なし 可 なし

1
3

REPLY_TO_QU
EUE_NAME

非同期（MDB
（WS-R），MDB
（DBキュー））
の場合の応答を
受け取るための
キューの名称

VARCHAR(
30)

VARCHAR
2(30)

なし 可 なし

1
4

ADAPTER_NA
ME

サービスアダプ
タまたはビジネ
スプロセスの
サービス ID

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
1
5

ADAPTER_SER
VICE_NAME

サービス名
• サービスアダ
プタのサービ
ス名

• ビジネスプロ
セスのサービ
ス名

• サービスグ
ループ名

MVARCHA
R(64)

NVARCHA
R2(64)

なし 可 なし

1
6

ADAPTER_CLU
STER_NAME

アダプタが属す
るクラスタの情
報

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

1
7

ADAPTER_KIN
D

アダプタ側の
サービス部品の
種類
ServiceAdapter/
BusinessProcess
/ServiceGroup

VARCHAR(
32)

VARCHAR
2(32)

なし 可 なし

1
8

ADAPTER_SYN
CHRONOUS_K
IND

アダプタ先の
サービス部品の
プロトコル
WebService/
SessionBean/
MDB_WSR/
MDB_DBQ/
Custom

VARCHAR(
16)

VARCHAR
2(16)

なし 可 なし

1
9

INTERLOCK_C
SC_PROTOCOL

連携 HCSCサー
バへ転送する際
のプロトコル
WebService/
SessionBean/
MDB_WSR

VARCHAR(
32)

VARCHAR
2(32)

なし 可 なし

2
0

MESSAGE_ID_
CSC_BP_ACTIV
ITY

ビジネスプロセ
スのアクティビ
ティ番号（ビジ
ネスプロセスア
クティビティイ
ンスタンスを識
別するための番
号）
値なし：-1

SMALLIN
T

NUMBER(
5,0)

なし 可 なし

2
1

MESSAGE_ID_
CSC_BP_PROC
ESS

ビジネスプロセ
スのプロセス ID

MVARCHA
R(240)

NVARCHA
R2(240)

なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
（2） インデクスの情報

テーブルに付与するインデクスの情報について，次に示します。

• CSCMSG_C<クラスタ名 >_EXECHISTORYテーブルのインデクス

2
2

CSC_BP_REQU
EST_TYPE

ビジネスプロセ
ス用要求タイプ
• REPLY_AFTER
：reply後の継
続実行要求

• RECOVER：
プロセス再実
行の要求

VARCHAR(
32)

VARCHAR
2(32)

なし 可 なし

2
3

JMS_HEADER_
JMS_MESSAG
E_ID

JMSヘッダ
• JMSMessageID

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

なし 可 なし

2
4

JMS_HEADER_
JMS_CORRELA
TION_ID

JMSヘッダ
• JMSCorrelatio

nID

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

なし 可 なし

2
5

ROUTE_HISTO
RY

経路履歴として
通過した情報
（<HCSCサーバ
名 >または <
サービス ID>を
「->」でつないだ
文字列で表示）

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

なし 可 なし

2
6

ERROR_CODE サービス部品，
ビジネスプロセ
ス，またはカス
タムアダプタか
らのエラー
（Fault）情報

MVARCHA
R(4000)

NVARCHA
R2(1333)

なし 可 なし

2
7

USER_TEL_OR
G_BINARY

ユーザ電文本体 BINARY(2
147483639)

LONG 
RAW

なし 可 なし

2
8

OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

2
9

OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

3
0

OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名

1 CSCMSG_<individualname>_
EXECHISTORY_I

なし 1 MESSAGE_ID

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注　自 HCSCサーバでのメッセージの実行履歴情報が蓄積されます。また，サービス部品呼び出し
の数だけレコード数が増加します。

付録 C.3　実行環境の設定に関するテーブルの情報
（1） テーブルの情報

HCSCサーバまたはクラスタごとに，次に示すテーブルが必要です。

• HCSC基本情報テーブル
• HCSC連携ディレクトリ情報テーブル
• ロケーションディレクトリ情報テーブル
• ルーティングルールディレクトリ情報テーブル
• データ変換定義ディレクトリ情報テーブル

（a）HCSC基本情報テーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CSC_PERSISTテーブル

2 2 CLIENT_ID

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 CSC_SERVER_
NAME

自 HCSCサーバ
の名称

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 不可 なし

2 CSC_SERVER_
STATUS

HCSCサーバ本
体の状態（未使
用）
1：開始処理中
2：開始
3：開始失敗
4：停止
5：停止処理中
6：停止失敗

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

3 CSC_REQUEST
_STATUS

同期受付の状態
1：開始処理中
2：開始
3：開始失敗
4：停止
5：停止処理中
6：停止失敗

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

項番 インデクス名 UNIQUE
属性

インデクス中の
順位

カラム名
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注　デフォルトでは，INDEXを使用しません。

（b）HCSC連携ディレクトリ情報テーブル
• CSCMSG_C<クラスタ名 >_CSC_CONNECTテーブル

4 CSC_CONNEC
T_STATUS

連携受付の状態
1：開始処理中
2：開始
3：開始失敗
4：停止
5：停止処理中
6：停止失敗

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

5 CSC_TABLE_V
ERSION

HCSC全体の
テーブルバー
ジョン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

6 CSC_TABLE_R
EVISION

HCSC全体の
テーブルリビ
ジョン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

7 OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

8 OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

9 OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 CONNECT_CL
USTER_NAME
※

連携先クラスタ
名

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 不可 あり

2 CONNECT_VE
RSION

要求元の HCSC
サーババージョ
ン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

3 CONNECT_RE
VISION

要求元の HCSC
サーバリビジョ
ン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

4 CONNECT_ID 要求元の HCSC
サーバでの連携
開始時のタイム
スタンプ

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 不可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注※　CONNECT_CLUSTER_NAMEは，UNIQUE CLUSTER KEYで定義します（自動的にイン
デクスが作成されます）。

5 CONNECT_STA
TUS

HCSCサーバと
の連携状態
• 1：OFFLINE
（未連携状態）
• 2：ONLINE
（連携中状態）

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

6 CONNECT_OP
TION

同期種別（同期
インターフェー
スについて，次
のどちらで連携
するか）
• SOAP
• EJB

VARCHAR(
16)

VARCHAR
2(16)

なし 可 なし

7 CONNECT_WE
B_URL

SOAP転送用
Webサービスの
URL

VARCHAR(
2086)

VARCHAR
2(2086)

なし 可 なし

8 CONNECT_WE
B_USER_ID

SOAP転送用
ユーザ ID

VARCHAR(
256)

VARCHAR
2(256)

なし 可 なし

9 CONNECT_WE
B_PASSWORD

SOAP転送用パ
スワード

VARCHAR(
256)

VARCHAR
2(256)

なし 可 なし

1
0

CONNECT_J2E
E_NAME

転送用の EJB呼
び出しで使用す
る J2EEサーバ
名称

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

なし 可 なし

1
1

CONNECT_NA
MING_HOST

転送用の EJB呼
び出しで使用す
るネーミング
サービスのホス
ト名称

VARCHAR(
255)

VARCHAR
2(255)

なし 可 なし

1
2

CONNECT_NA
MING_PORT

転送用の EJB呼
び出しで使用す
るネーミング
サービスのポー
ト番号

VARCHAR(
5)

VARCHAR
2(5)

なし 可 なし

1
3

OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

1
4

OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

1
5

OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
（c）ロケーションディレクトリ情報テーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_DIRECTORYテーブル

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 SERVICE_NAM
E※

サービス名（リ
クエスト要求先
サービス部品）
• サービスアダ
プタのサービ
ス名

• ビジネスプロ
セスのサービ
ス名

• サービスグ
ループ名

MVARCHA
R(64)

NVARCHA
R2(64)

なし 不可 あり

2 ADAPTER_NA
ME

サービスアダプ
タのサービス
ID，またはビジ
ネスプロセスの
サービス ID

VARCHAR(
8)

VARCHAR
2(8)

なし 可 なし

3 SERVICE_KIN
D

サービス部品の
種別
• 単体サービス
部品

• ビジネスプロ
セス

• サービスグ
ループ

• ユーザ定義受
付

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

4 SERVICE_PRO
TOCOL_KIND

サービスアダプ
タの種類
• 1：

MDB_WSR
（非同期）
• 2：

MDB_DBQ
（非同期）
• 3：

SessionBean
（同期）
• 4：

WebService
（同期）
• 5：Custom

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注※　SERVICE_NAMEは，UNIQUE CLUSTER KEYで定義します（自動的にインデクスが作成

5 SERVICE_STAT
US

HCSCコンポー
ネントまたは
サービスグルー
プの状態
• 1：起動状態 

ACTIVE
• 2：停止状態 

INACTIVE
• 3：停止失敗状
態 
STOP_FAILE
D

• 4：停止処理中 
STOPPING

• 5：起動失敗状
態 
START_FAIL
ED

• 6：起動処理中 
STARTING

• 7：削除処理中 
DELETING

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

6 ADAPTER_ENT
RY_TIME

アダプタ定義追
加時間

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 不可 なし

7 LC_VERSION ロケーション
ディレクトリ
バージョン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

8 LC_REVISION ロケーション
ディレクトリリ
ビジョン番号

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

9 ADAPTER_LOC
AL_CALL

アダプタ定義
ファイルのパラ
メタ（local-call）
の指定値

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 不可 なし

1
0

ADAPTER_MO
DIFIED_TIME

サービスアダプ
タまたはビジネ
スプロセスの更
新時刻

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 不可 なし

1
1

OPTION1 ユーザ指定イン
ターフェースの
受付関連情報

BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

1
2

OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

1
3

OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 C　データベースのテーブルの情報
されます）。
　

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_LC_BPFORMATテーブル

注　デフォルトでは，INDEXを使用しません。

（d）ルーティングルールディレクトリ情報テーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_RT_RULEテーブル

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 SERVICE_NAM
E

サービス名（リ
クエスト要求先
サービス部品）
• ビジネスプロ
セスのサービ
ス名

MVARCHA
R(64)

NVARCHA
R2(64)

なし 不可 なし

2 OPERATION_N
AME

サービス定義
ファイルのオペ
レーション名

MVARCHA
R(255)

NVARCHA
R2(255)

なし 不可 なし

3 REQ_FORMAT_
ID

サービス定義
ファイルの要求
フォーマット ID

VARCHAR(
1024)

VARCHAR
2(1024)

なし 可 なし

4 RES_FORMAT_
ID

サービス定義
ファイルの応答
フォーマット ID

VARCHAR(
1024)

VARCHAR
2(1024)

なし 可 なし

5 OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

6 OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

7 OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 SERVICE_GRO
UP_NAME※

サービスグルー
プ名

MVARCHA
R(64)

NVARCHA
R2(64)

なし 不可 あり

2 RULES ルーティング定
義の XMLのバ
イト列

BINARY(2
147483639)

LONG 
RAW

なし 可 なし

3 OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

4 OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

5 OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし
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付録 C　データベースのテーブルの情報
注※　SERVICE_GROUP_NAMEは，UNIQUE CLUSTER KEYで定義します（自動的にインデ
クスが作成されます）。

（e）データ変換定義ディレクトリ情報テーブル
• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_MAPPINGテーブル

注　デフォルトでは，INDEXを使用しません。
　

• CSCMSG_S<HCSCサーバ名 >_CV_FORMATテーブル

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 BEF_FORMAT_
ID

電文フォーマッ
ト ID（変換元
用）

VARCHAR(
1024)

VARCHAR
2(1024)

なし 可 なし

2 AFT_FORMAT_
ID

電文フォーマッ
ト ID（変換先
用）

VARCHAR(
1024)

VARCHAR
2(1024)

なし 可 なし

3 ENTRY_TIME データ変換定義
追加時刻

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 可 なし

4 ROOT_FILE ルートかルート
でないかを判定
するためのフラ
グ
• 0：false
• 1：true

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 可 なし

5 DEFINITION_
NAME

データ変換定義
ファイル名称

MVARCHA
R(255)

NVARCHA
R2(255)

なし 可 なし

6 TRANSFORM_
DEFINITION

データ変換定義 BINARY(2
147483639)

LONG 
RAW

なし 可 なし

7 OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

8 OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

9 OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性

1 FORMAT_ID 電文フォーマッ
ト ID
• 変換元用
• 変換先用

VARCHAR(
1024)

VARCHAR
2(1024)

なし 可 なし
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2 FORMAT_TYPE 電文フォーマッ
トの種別
• 1：XML
• 2：BINARY

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 可 なし

3 ENTRY_TIME 電文フォーマッ
ト定義追加時刻

TIMESTA
MP(4)

NUMBER(
20,0)

なし 可 なし

4 ROOT_FILE ルートかルート
でないかを判定
するためのフラ
グ
• 0：false
• 1：true

INTEGER NUMBER(
10,0)

なし 可 なし

5 DEFINITION_
NAME

フォーマット定
義ファイル名称

MVARCHA
R(255)

NVARCHA
R2(255)

なし 可 なし

6 FORMAT_DEFI
NITION

電文フォーマッ
ト定義（データ
定義）

BINARY(2
147483639)

LONG 
RAW

なし 可 なし

7 OPTION1 予備 1 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

8 OPTION2 予備 2 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

9 OPTION3 予備 3 BINARY(2
000)

RAW(2000) なし 可 なし

項
番

列名 説明 HiRDB型 ORACLE型 インデ
クスの
有無

NULL
値

UNIQ
UE属
性
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付録 D　SQLスクリプトファイルの設定
次に示す場合に，SQLスクリプトファイルを使用して，メッセージング基盤やビジネス
プロセス基盤で使用するテーブルをカスタマイズします。

• 細分化された複数のテーブルごとに，RDエリア，または表領域（テーブルスペース）
を分けて，データベースを構築する場合
一つのテーブルに複数のテーブルがある（ルーティングルールディレクトリ情報テー
ブル，またはデータ変換定義ディレクトリ情報テーブルなど）場合，HCSCサーバの
セットアップ定義ファイルでは，一つの RDエリア，または表領域（テーブルスペー
ス）しか設定できません。

• 検索時の性能を向上させる場合
この場合は，運用に応じて，よく使う機能についてインデクスが指定されていない列
にインデクスを設定します。例えば，実行履歴情報の表示の際にキーとなる情報にイ
ンデクスを設定するなどができます。
ただし，インデクスを設定すると，出力時（SQLの INSERT命令実行）の性能に影
響が発生するおそれがあるため注意が必要です。

（1） SQLスクリプトファイルの種類と格納先

SQLスクリプトファイルは，次に示すディレクトリに格納されているサンプルファイル
を利用して作成します。

ディレクトリ内には次に示すファイルがあり，データベースのタイプや用途に応じて使
用するファイルが異なります。

表 D-1　SQLスクリプトファイルの種類

<Cosminexusのインストールディレクトリ>¥CSC¥sql

データベース
のタイプ

分類 ファイル名 説明

HiRDB テーブル
作成用

CreateTables_HiRDB.sql スタンドアロンの HCSC
サーバのセットアップ，ま
たはクラスタ構成の 1台目
HCSCサーバのセットアッ
プに使用します。

CreateCSCIndividualTables_HiRDB.sql クラスタ構成の 2台目
HCSCサーバのセットアッ
プに使用します。

テーブル
削除用

DeleteTables_HiRDB.sql スタンドアロンの HCSC
サーバのアンセットアップ，
またはクラスタ構成の 1台
目 HCSCサーバのアンセッ
トアップに使用します。
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（2） SQLスクリプトファイルの設定方法

SQLスクリプトファイルを設定する場合，テーブル名，および RDエリア名または表領
域名を変更します。

（a）テーブル名の変更

SQLスクリプトファイル内にある，各テーブルの次の個所を変更します。

<individualname>：クラスタ名，または HCSCサーバ名

テーブルごとの変更規則を次の表に示します。

表 D-2　テーブル名の変更規則

DeleteCSCIndividualTables_HiRDB.sql クラスタ構成の 2台目
HCSCサーバのアンセット
アップに使用します。

Oracle 9i/
Oracle 10g

テーブル
作成用

CreateTables_Oracle.sql スタンドアロンの HCSC
サーバのセットアップ，ま
たはクラスタ構成の 1台目
HCSCサーバのセットアッ
プに使用します。

CreateCSCIndividualTables_Oracle.sql クラスタ構成の 2台目
HCSCサーバのセットアッ
プに使用します。

テーブル
削除用

DeleteTables_Oracle.sql スタンドアロンの HCSC
サーバのアンセットアップ，
またはクラスタ構成の 1台
目 HCSCサーバのアンセッ
トアップに使用します。

DeleteCSCIndividualTables_Oracle.sql クラスタ構成の 2台目
HCSCサーバのアンセット
アップに使用します。

置換前のテーブル名またはインデクス名 置換方法 例

CSCMSG_<individualname>_CSC_CONN
ECT
CSCMSG_<individualname>_EXECHIST
ORY
CSCMSG_<individualname>_EXECHIST
ORY_I

C<クラスタ名 > • クラスタ名が「MyCLS」の場合
CSCMSG_CMyCLS_CSC_CON
NECT

データベース
のタイプ

分類 ファイル名 説明
1289



付録 D　SQLスクリプトファイルの設定
（b）RDエリア名または表領域名の変更

データベースごとに次に示すように変更します。

• HiRDBの場合
SQLスクリプトファイル内にある，各テーブルの次の個所を書き換えます。RDエリ
アを指定しない場合は，「IN <RDDATA>」または「IN <RDINDX>」を削除します。
• IN <RDDATA>：各テーブルを格納する RDエリア名を指定します。
• IN <RDINDX>：各インデクスを格納する RDエリア名を指定します。

• Oracleの場合
SQLスクリプトファイル内にある，各テーブル，またはインデクスの次の個所を書き
換えます。表領域を指定しない場合は，「TABLESPACE <EXAMPLE>」削除します。
• TABLESPACE <EXAMPLE>
使用する表領域（テーブルスペース），またはmessage変数テーブル内のmessage
変数の値（BLOB）を格納する表領域を指定します。

（3） SQLスクリプトファイル設定時の注意事項

(a)次に示すように，各テーブルの列名，データ型，および制約キーは変更できません。
また，列の順番は入れ替えられません。

CSCMSG_<individualname>_CSC_PERSI
ST
CSCMSG_<individualname>_LC_DIRECT
ORY
CSCMSG_<individualname>_LC_BPFOR
MAT
CSCMSG_<individualname>_RT_RULE
CSCMSG_<individualname>_CV_MAPPI
NG
CSCMSG_<individualname>_CV_FORMA
T

S<HCSCサーバ
名 >

• HCSCサーバ名が「MyCSC」の
場合
CSCMSG_SMyCSC_CSC_CON
NECT

CSCBP_<individualname>_PROCESS
CSCBP_<individualname>_ACTIVITY
CSCBP_<individualname>_LINK
CSCBP_<individualname>_CORRELATIO
NSET
CSCBP_<individualname>_STR_VARIAB
LE
CSCBP_<individualname>_NUM_VARIAB
LE
CSCBP_<individualname>_BOOL_VARIA
BLE
CSCBP_<individualname>_MSG_VARIAB
LE
CSCBP_<individualname>_MSG_RELATI
ON

<クラスタ名 > • クラスタ名が「MyCLS」の場合
CSCBP_MyCLS_PROCESS

置換前のテーブル名またはインデクス名 置換方法 例
1290



付録 D　SQLスクリプトファイルの設定
（例）
　列名：CSC_SERVER_NAME，CSC_SERVER_STATUS　など
　データ型：VARCHAR2(8)，NUMBER(10,0)　など
　制約キー：NOT NULL指定，UNIQUE指定　など

(b)テーブル，およびインデクス作成の順番は変更できません。

(c)テンプレートで定義されているインデクスは削除できません。インデクスやインデク
スとして定義されている列名を削除すると，動作しないおそれがあります。
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付録 E　HCSCサーバのリソース稼働情報の統計情報
HCSCサーバのリソース稼働情報は，統計情報として参照できます。統計情報を参照す
るには，Cosminexusのアプリケーションサーバで出力している稼働情報ファイルを利
用します。稼働情報ファイルとは，J2EEサーバと SFOサーバ内の稼働情報が，定期的
に出力されるファイルです。このファイルに，HCSCサーバのリソース稼働情報も記録
されています。

稼働情報ファイルの詳細については，マニュアル「Cosminexus 機能解説」の稼働情報
ファイルの出力に関する内容を参照してください。

付録 E.1　稼働情報ファイルの出力
稼働情報ファイルは，デフォルトの設定の場合，次のフォルダに作成されます。

Windowsの場合

<作業ディレクトリ >※ ¥ejb¥<J2EEサーバ名称 >¥stats

UNIXの場合

<作業ディレクトリ >※ /ejb/<J2EEサーバ名称 >/stats

注※
<作業ディレクトリ >は，次のどちらかの方法で確認できます。

運用環境ポータルから確認する場合
［J2EEコンテナの設定］画面で確認します。詳細については，マニュアル
「Cosminexus 運用管理操作ガイド」の J2EEコンテナの設定に関する内容を参
照してください。

簡易構築定義ファイルから確認する場合
簡易構築定義ファイルの論理 J2EEサーバ（j2ee-server）の <configuration>
タグ内に指定されている，ejb.public.directoryパラメタで確認します。詳細に
ついては，マニュアル「Cosminexus 簡易構築・運用ガイド」の簡易構築定義
ファイルに関する内容を参照してください。

なお，<作業ディレクトリ >のデフォルト値は，Windowsの場合，「<Cosminexus
のインストールディレクトリ >¥CC¥server¥public」，UNIXの場合，「/opt/
Cosminexus/CC/server/public」に設定されています。

また，稼働情報ファイルは，デフォルトの設定の場合，出力するに設定されています。

稼働情報ファイルの出力先ディレクトリや，稼働情報ファイルを出力するかどうかの設
定を変更したい場合は，次に示すマニュアルを参照してください。

運用環境ポータルから変更する場合
マニュアル「Cosminexus 運用管理操作ガイド」の稼働情報監視の設定（J2EEサー
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バ）に関する内容を参照してください。

Smart Composer機能を使って変更する場合
マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」の稼働情報ファイルの取得とイベ
ント発行の設定に関する内容を参照してください。

付録 E.2　統計情報の参照方法
統計情報の参照方法を次に示します。

1. 統計情報を参照したいリソース（JavaVM，DBコネクション，標準受付（Webサー
ビス），ユーザ定義受付，サービスアダプタ，およびビジネスプロセス）を決定しま
す。

2. 手順 1で決めたリソースに対応する稼働情報ファイルとヘッダファイルを，稼働情報
ファイルの出力先から任意のディレクトリにコピーします。
リソースに対応する稼働情報ファイルとヘッダファイルについては，「付録 E.3　
HCSCサーバのリソースに対応する情報」を参照してください。また，稼働情報ファ
イルの出力先については，「付録 E.1　稼働情報ファイルの出力」を参照してくださ
い。

3. 手順 2でコピーした稼働情報ファイルとヘッダファイルを一つのファイルに編集し，
Excelなどのアプリケーションプログラムで参照します。

4. ObjectNameの識別値から，統計情報を参照したいリソースを探します。
Excelを使用する場合，一つに編集したファイルのヘッダにフィルタを設定し，
ObjectNameの識別値から統計情報を参照したいリソースを選択します。
ObjectNameの識別値とリソースの対応については，「付録 E.3　HCSCサーバのリ
ソースに対応する情報」を参照してください。

5. 手順 4で探したリソースの稼働情報の種類を特定します。
リソースの稼働情報の種類は，ヘッダファイルの項目名から特定します。リソースの
稼働情報の種類と，ヘッダファイルの項目名の対応については，「付録 E.4　リソース
の稼働情報の種類」を参照してください。

付録 E.3　HCSCサーバのリソースに対応する情報
HCSCサーバのリソースに対応する，稼働情報ファイル，ヘッダファイル，および
ObjectNameの識別値を次の表に示します。

表 E-1　HCSCサーバのリソースに対応する情報

リソース名 稼働情報ファイル ヘッダファイル ObjectNameの識別値
※

JavaVM HJVMStats_<YYYYMMDDh
hmm><TZ>.csv

HJVMStats.txt －
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（凡例）　－：識別値はありません。
注※　識別値が二つある場合は，二つで一意の値になります。

付録 E.4　リソースの稼働情報の種類
リソースの稼働情報の種類は，リソースによって異なります。リソースの稼働情報の種
類と，ヘッダファイルの項目名の対応を次の表に示します。

表 E-2　リソースの稼働情報の種類とヘッダファイルの項目名の対応

DBコネク
ション

HJCAConnectionPoolStats_<
YYYYMMDDhhmm><TZ>.cs
v

HJCAConnectionPoolSt
ats.txt

J2EEServer=<J2EE
サーバ名 >
ResourceAdapter=<
リソースアダプタ表示
名 >

標準受付
（Webサービ
ス）

HWebModuleStats_<YYYYM
MDDhhmm><TZ>.csv

HWebModuleStats.txt J2EEApplication=CS
CMsgSyncServiceDeli
veryWS

ユーザ定義受
付

HWebModuleStats_<YYYYM
MDDhhmm><TZ>.csv

HWebModuleStats.txt J2EEApplication=<
ユーザ定義受付の受付
ID>

サービスアダ
プタ

HStatelessSessionBeanStats
_<YYYYMMDDhhmm><TZ>.
csv

HStatelessSessionBean
Stats.txt

J2EEApplication=<
サービス ID>

ビジネスプロ
セス

HStatelessSessionBeanStats
_<YYYYMMDDhhmm><TZ>.
csv

HStatelessSessionBean
Stats.txt

J2EEApplication=<
サービス ID>
name=CSCBPMessag
eReceiverEJB

リソース名 リソースの稼働情報の種
類

ヘッダファイルの項目名

JavaVM ヒープサイズ 上限値 HeapSize.UpperBound

最大値 HeapSize.HighWaterMark

DBコネクション コネクション
数

上限値 PoolSize.UpperBound

最大値 PoolSize.HighWaterMark

標準受付（Webサービ
ス）

キュー滞留数 上限値 WaitingRequestCount.UpperBound

ユーザ定義受付 最大値 WaitingRequestCount.HighWaterMark

実行数 上限値 ActiveThreadCount.UpperBound

最大値 ActiveThreadCount.HighWaterMark

サービスアダプタ 実行数 上限値 ActivePooledInstanceCount.UpperBound

リソース名 稼働情報ファイル ヘッダファイル ObjectNameの識別値
※
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ビジネスプロセス 最大値 ActivePooledInstanceCount.HighWaterMar
k

リソース名 リソースの稼働情報の種
類

ヘッダファイルの項目名
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付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
JP1連携機能を使用した場合，Cosminexus サービスプラットフォームで発生した障害
のメッセージを JP1イベントとして JP1に通知します。メッセージマッピングファイル
を編集して，JP1イベント通知の有無を自由に変更できます。Cosminexus サービスプ
ラットフォームで出力されるメッセージと初期値で設定されている JP1イベント通知の
有無を次の表に示します。

（1） KDEC00001～ KDEC19999のメッセージ（メッセージング基盤に
関するメッセージ）

メッセージ ID JP1イベント通知の有無

KDEC00001 ○

KDEC00002 ○

KDEC00003 ○

KDEC00005 ○

KDEC00010 ○

KDEC00011 ○

KDEC00012 ○

KDEC00013 ○

KDEC00014 ○

KDEC00016 ○

KDEC00018 ○

KDEC00019 ○

KDEC00020 ○

KDEC00021 ○

KDEC00022 ○

KDEC00023 ○

KDEC00024 ○

KDEC00025 ○

KDEC00026 ○

KDEC00027 ○

KDEC00028 ○

KDEC00029 ○

KDEC00030 ○

KDEC00031 ○

KDEC00032 ○
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KDEC00033 ○

KDEC00034 ○

KDEC00035 ○

KDEC00036 ○

KDEC00037 ○

KDEC00038 ○

KDEC00039 ○

KDEC00040 ○

KDEC00041 ○

KDEC00042 ○

KDEC00043 ○

KDEC00044 ○

KDEC00501 ○

KDEC00502 ○

KDEC00503 ○

KDEC00504 ○

KDEC00505 ○

KDEC00506 ○

KDEC00508 ○

KDEC00509 ×

KDEC00510 ×

KDEC00511 ×

KDEC00512 ○

KDEC00513 ○

KDEC00514 ○

KDEC00515 ○

KDEC00516 ○

KDEC00517 ○

KDEC00518 ○

KDEC00519 ○

KDEC00520 ○

KDEC00521 ○

KDEC00522 ○

KDEC00523 ○

KDEC00524 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC00525 ○

KDEC00526 ○

KDEC00527 ○

KDEC01001 ○

KDEC01002 ○

KDEC01003 ○

KDEC01004 ○

KDEC01005 ○

KDEC01006 ○

KDEC01007 ○

KDEC01008 ○

KDEC01009 ○

KDEC01011 ○

KDEC01012 ×

KDEC01013 ○

KDEC01015 ○

KDEC01016 ○

KDEC01017 ○

KDEC01018 ○

KDEC01019 ○

KDEC01020 ○

KDEC01021 ○

KDEC01022 ○

KDEC01023 ○

KDEC01024 ○

KDEC01025 ○

KDEC01026 ○

KDEC01501 ○

KDEC01502 ○

KDEC01503 ○

KDEC01504 ○

KDEC01505 ○

KDEC01506 ○

KDEC01507 ○

KDEC01508 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC01509 ○

KDEC01510 ○

KDEC01511 ○

KDEC01512 ○

KDEC01513 ○

KDEC01514 ○

KDEC01515 ○

KDEC01516 ○

KDEC01517 ○

KDEC01518 ○

KDEC01519 ○

KDEC01520 ○

KDEC01521 ○

KDEC01522 ○

KDEC02001 ○

KDEC02002 ○

KDEC02003 ○

KDEC02004 ○

KDEC02005 ○

KDEC02501 ○

KDEC02502 ○

KDEC02503 ○

KDEC02504 ○

KDEC02511 ○

KDEC02512 ○

KDEC02513 ○

KDEC02514 ○

KDEC02515 ○

KDEC02516 ○

KDEC02517 ○

KDEC02518 ○

KDEC02519 ○

KDEC02520 ○

KDEC02521 ○

KDEC02523 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC02524 ○

KDEC03001 ○

KDEC03002 ○

KDEC03003 ○

KDEC03005 ○

KDEC03006 ○

KDEC03011 ○

KDEC03012 ○

KDEC03013 ○

KDEC03014 ○

KDEC03015 ○

KDEC03016 ○

KDEC03017 ○

KDEC03018 ○

KDEC03019 ○

KDEC03020 ○

KDEC03021 ○

KDEC04501 ○

KDEC04502 ○

KDEC04503 ○

KDEC04504 ○

KDEC04505 ○

KDEC04506 ○

KDEC04510 ○

KDEC04511 ○

KDEC04512 ○

KDEC04513 ○

KDEC04514 ○

KDEC04515 ○

KDEC04516 ○

KDEC04517 ○

KDEC04518 ○

KDEC04519 ○

KDEC04520 ○

KDEC04601 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC04602 ×

KDEC04603 ×

KDEC04604 ×

KDEC04605 ×

KDEC04609 ○

KDEC05001 ○

KDEC05002 ○

KDEC05003 ○

KDEC05004 ○

KDEC05005 ○

KDEC05006 ○

KDEC05008 ○

KDEC05009 ○

KDEC05010 ○

KDEC05011 ○

KDEC05012 ○

KDEC05013 ○

KDEC05014 ○

KDEC05101 ○

KDEC05102 ○

KDEC05103 ○

KDEC05104 ○

KDEC05105 ○

KDEC05106 ○

KDEC05107 ○

KDEC05108 ○

KDEC05201 ○

KDEC05202 ○

KDEC05203 ○

KDEC05204 ○

KDEC05205 ○

KDEC05206 ○

KDEC05207 ○

KDEC05208 ○

KDEC05209 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC05210 ○

KDEC05211 ○

KDEC05212 ○

KDEC05501 ○

KDEC05502 ○

KDEC05503 ○

KDEC05504 ○

KDEC05505 ○

KDEC05506 ○

KDEC06001 ○

KDEC06002 ○

KDEC06003 ○

KDEC06004 ○

KDEC06005 ○

KDEC06006 ○

KDEC06007 ○

KDEC06008 ○

KDEC06009 ○

KDEC06010 ○

KDEC06011 ○

KDEC06012 ○

KDEC06013 ○

KDEC06014 ○

KDEC06501 ○

KDEC06502 ○

KDEC06504 ○

KDEC06505 ○

KDEC06506 ○

KDEC06507 ○

KDEC06509 ○

KDEC06510 ○

KDEC07001 ○

KDEC07002 ○

KDEC07003 ○

KDEC07004 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC07005 ×

KDEC07006 ○

KDEC10001 ×

KDEC10002 ×

KDEC10003 ×

KDEC10004 ×

KDEC10005 ×

KDEC10006 ×

KDEC10007 ×

KDEC10008 ×

KDEC10009 ×

KDEC10010 ×

KDEC10011 ×

KDEC10012 ×

KDEC10013 ×

KDEC10014 ×

KDEC10015 ×

KDEC10016 ×

KDEC10017 ×

KDEC10020 ×

KDEC10021 ×

KDEC10022 ×

KDEC10023 ×

KDEC10024 ×

KDEC10025 ×

KDEC10026 ×

KDEC10027 ×

KDEC10028 ×

KDEC10029 ×

KDEC10030 ×

KDEC10031 ×

KDEC10033 ×

KDEC10034 ×

KDEC10035 ×

KDEC10036 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC10037 ×

KDEC10038 ×

KDEC10039 ×

KDEC10040 ×

KDEC10041 ×

KDEC10042 ×

KDEC10043 ×

KDEC10044 ×

KDEC10045 ×

KDEC10046 ×

KDEC10047 ×

KDEC10048 ×

KDEC10049 ×

KDEC10050 ×

KDEC10051 ×

KDEC10052 ×

KDEC10053 ×

KDEC10054 ×

KDEC10055 ×

KDEC10056 ×

KDEC10057 ×

KDEC10058 ×

KDEC10059 ×

KDEC10060 ×

KDEC10061 ×

KDEC10062 ×

KDEC10063 ×

KDEC10064 ×

KDEC10065 ×

KDEC10066 ×

KDEC10067 ×

KDEC10068 ×

KDEC10069 ×

KDEC10070 ×

KDEC10071 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
（凡例）
○：通知します。
×：通知しません。

（2） KDEC20000～ KDEC39999のメッセージ（ビジネスプロセス基盤
に関するメッセージ）

KDEC10072 ×

KDEC10073 ×

KDEC10074 ×

KDEC10075 ×

KDEC10400 ×

KDEC10401 ×

KDEC10403 ×

KDEC10407 ×

KDEC10408 ×

KDEC10409 ×

KDEC10410 ×

KDEC10411 ×

KDEC10501 ×

KDEC10502 ×

KDEC19901 ○

KDEC19902 ○

KDEC19903 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無

KDEC20000 ○

KDEC20001 ○

KDEC20002 ×

KDEC20003 ×

KDEC20004 ○

KDEC20005 ○

KDEC20006 ×

KDEC20007 ×

KDEC20008 ×

KDEC20009 ○

KDEC20010 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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KDEC20012 ○

KDEC20013 ×

KDEC20014 ○

KDEC20015 ○

KDEC20016 ×

KDEC20017 ×

KDEC20018 ×

KDEC20023 ×

KDEC20024 ×

KDEC20025 ×

KDEC20026 ×

KDEC20027 ○

KDEC20028 ×

KDEC20029 ○

KDEC20030 ×

KDEC20031 ×

KDEC20032 ×

KDEC20033 ○

KDEC20034 ×

KDEC20035 ○

KDEC20036 ×

KDEC20037 ×

KDEC20038 ×

KDEC20039 ×

KDEC20040 ×

KDEC20041 ×

KDEC20042 ×

KDEC20043 ×

KDEC20044 ×

KDEC20045 ×

KDEC20046 ○

KDEC20047 ○

KDEC20048 ○

KDEC20049 ○

KDEC20051 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
KDEC20052 ×

KDEC20053 ×

KDEC20054 ×

KDEC20055 ×

KDEC20056 ×

KDEC20057 ×

KDEC20058 ○

KDEC20059 ○

KDEC20060 ×

KDEC20061 ×

KDEC20062 ×

KDEC20063 ×

KDEC20064 ×

KDEC20065 ×

KDEC20066 ×

KDEC20067 ×

KDEC20068 ○

KDEC20069 ×

KDEC20070 ○

KDEC20071 ×

KDEC35000 ×

KDEC35001 ×

KDEC35002 ×

KDEC35003 ×

KDEC35004 ×

KDEC35005 ×

KDEC35006 ×

KDEC35007 ×

KDEC35008 ×

KDEC35009 ×

KDEC35011 ×

KDEC35012 ×

KDEC35013 ×

KDEC35014 ×

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
（凡例）
○：通知します。
×：通知しません。

（3） KDEC40000～ KDEC59999のメッセージ（データ変換基盤に関す
るメッセージ）

KDEC40000～ KDEC59999のメッセージはすべて JP1イベント通知をします。

（4） KDEC60000～ KDEC79999のメッセージ（DBアダプタ連携基盤
に関するメッセージ）

メッセージ ID JP1イベント通知の有無

KDEC60000 ○

KDEC60001 ○

KDEC60002 ×

KDEC60003 ×

KDEC62000 ○

KDEC62001 ○

KDEC63000 ×

KDEC63001 ×

KDEC63002 ○

KDEC64000 ○

KDEC64001 ○

KDEC64002 ○

KDEC64003 ○

KDEC64004 ○

KDEC64005 ○

KDEC64006 ○

KDEC64007 ○

KDEC64008 ○

KDEC64009 ○

KDEC64010 ○

KDEC64011 ○

KDEC64012 ○

KDEC66000 ○

KDEC66001 ×

KDEC66002 ○

KDEC66003 ○
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付録 F　JP1イベント通知をするメッセージ
（凡例）
○：通知します。
×：通知しません。

（5） KEOS50000～ KEOS59999のメッセージ（HCSC-Managerに関す
るメッセージ）

KEOS50000～ KEOS59999のメッセージはすべて JP1イベント通知をしません。

KDEC66004 ○

KDEC66005 ○

KDEC66006 ○

KDEC66007 ○

KDEC70002 ○

KDEC70003 ×

KDEC70004 ×

KDEC79000 ○

メッセージ ID JP1イベント通知の有無
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
旧バージョンの Cosminexus サービスプラットフォームで構築した開発環境，運用環境
および実行環境を 07-60にバージョンアップできます。その際，旧バージョンで使用し
ていたリポジトリ情報（HCSCコンポーネントや配備定義など）をバージョンアップ後
も使用する場合，リポジトリの情報をバージョンアップ後にも使用できる形式に移行し
てからバージョンアップします。

このマニュアルでは，バージョンアップ前に使用していたリポジトリ情報をそのまま使
用して，バージョンアップ後も運用する場合のバージョンアップ方法について説明しま
す。

旧バージョンで使用していたリポジトリ情報をバージョンアップ前後に開発環境で変更
し，変更したリポジトリ情報を使用して運用する場合のバージョンアップ方法について
は，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照してくだ
さい。

付録 G.1　移行の対象となるバージョン
リポジトリ情報の移行の対象となる旧バージョンを次に示します。これらのバージョン
のリポジトリ情報を移行して，各環境を 07-60にバージョンアップできます。

• uCosminexus Service Architect　07-10
• uCosminexus Service Platform　07-10
• uCosminexus Service Architect　07-20
• uCosminexus Service Platform　07-20
• uCosminexus Service Architect　07-50
• uCosminexus Service Platform　07-50

なお，07-50より前のバージョンから 07-60に移行する場合と，07-50から 07-60に移行
する場合とで，次のように移行方法が異なります。

07-50より前のバージョンから 07-60に移行する場合
旧バージョンをアンインストールして，07-60を新規にインストールします。移行
手順の詳細については，「付録 G.2　新規にインストールする場合の移行手順」を参
照してください。

07-50から 07-60に移行する場合
次の三つの移行方法があります。
• 07-50をアンインストールして，07-60を新規にインストールします。HCSC簡易
セットアップ機能を利用してセットアップした場合は，この方法をお勧めします。
移行手順の詳細については，「付録 G.2　新規にインストールする場合の移行手
順」を参照してください。

• 07-60を上書きインストールします。移行手順の詳細については，「付録 G.3　上
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
書きインストールする場合の移行手順」を参照してください。
• システムを全面停止しないで，07-60を上書きインストールします（ローリングローリングローリングローリング

アップデートアップデートアップデートアップデート）。ロードバランスクラスタ構成で運用している場合は，この方法を
実施します。移行手順の詳細については，「付録 G.4　ローリングアップデートの
場合の移行手順」を参照してください。

付録 G.2　新規にインストールする場合の移行手順
次の図に示す (1)～ (10)の手順に従って，Cosminexus サービスプラットフォームを旧
バージョンから 07-60へ移行してください。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
図 G-1　新規にインストールする場合の移行手順
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
図 G-1の (1)～ (10)の手順の詳細を次に示します。

なお，手順内で使用するコマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してくだ
さい。また，開発環境で実施する作業の詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

バージョン 07-60以降では，開発環境と運用環境で同じリポジトリを共有できません。下位
バージョンでリポジトリを共有していた場合，開発環境と運用環境で別々のリポジトリを用
意して，移行してください。移行手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム 開発ガイド」の下位バージョンで開発環境と運用環境のリポジトリを共有し
ていた場合の移行手順を参照してください。

（1） リポジトリのエクスポート（運用環境）

バージョンアップ前の運用環境のリポジトリをエクスポートして，いったん退避します。
複数のリポジトリを使用している場合，必要なリポジトリをすべてエクスポートして，
退避します。

cscrepctlコマンド（-exportオプション）を運用環境で実行して，バージョンアップ前の
リポジトリをエクスポートしてください。

リポジトリのエクスポート方法の詳細については，「4.2　リポジトリのエクスポート」
を参照してください。

（2） HCSCコンポーネントの削除（運用環境）

実行環境の HCSCサーバに配備されている HCSCコンポーネントをすべて削除します。
バージョンアップする実行環境のすべてのHCSCサーバに配備されている HCSCコン
ポーネントをすべて削除します。

csccompoundeployコマンドを運用環境で実行して，HCSCサーバに配備されている
HCSCコンポーネントを削除してください。

（3） HCSCサーバのアンセットアップ（運用環境）

バージョンアップする実行環境のすべてのHCSCサーバをアンセットアップします。

cscsvunsetupコマンドを運用環境で実行して，すべての HCSCサーバをアンセットアッ
プしてください。

HCSCサーバのアンセットアップ方法については，「3.2.5　HCSCサーバをアンセット

 
csccompoundeploy -csc <HCSCサーバ名> -type {adapter|bp} -name <サービスアダプタの
サービスID>
 

1313



付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
アップする」を参照してください。

なお，アンセットアップしないでバージョンアップしてしまった場合，07-50より前の
バージョンから 07-60に移行するときは，手動で HCSCサーバを削除してください。
07-50から 07-60に移行するときは，手動で HCSCサーバを削除する必要はありません。

（4） 各環境のアンインストール

開発環境，運用環境，実行環境で旧バージョンの Cosminexus サービスプラットフォー
ムをアンインストールします。Cosminexus以下のディレクトリ情報を退避したあとに，
旧バージョンの Cosminexus サービスプラットフォームをアンインストールすることを
お勧めします。

注意

アンインストールする場合の注意
• J2EEサーバ，Management Server，PRFなど実行環境の構成要素を停止してか
らアンインストールしてください。

• 組み込みデータベースを使用している場合，組み込みデータベースを停止してか
らアンインストールしてください。

07-50より前のバージョンから移行する場合の注意
• 必ずすべての HCSCサーバをアンセットアップしてからバージョンアップし
てください。

• 実行環境をバージョンアップする場合，cscreplsコマンドを使って HCSC
サーバ情報が残っていないことを確認してから実施してください。HCSC
サーバ情報が残っていたら，必ず HCSCサーバをアンセットアップしてから
バージョンアップしてください。HCSCサーバ情報が残っていてもバージョ
ンアップは実行できますが，正しくバージョンアップされないので注意して
ください。

• HCSCサーバをアンセットアップしたあとに，リポジトリルート配下を削除
してください。

開発環境をバージョンアップする場合の注意
開発環境では，バージョンアップ前に HCSCTEプロジェクトをいったん削除
し，バージョンアップ後に新しく作成し直してください。

（5） 各環境のインストール

開発環境，運用環境，実行環境で 07-60の Cosminexus サービスプラットフォームをイ
ンストールしてバージョンアップします。

（6） HCSCサーバの構築（運用環境）

前回作成した HCSCサーバと同一の環境を構築し，定義します。前回作成した次のファ
イルを基に，HCSCサーバを構築し，定義します。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
• HCSCサーバ構成定義ファイル
• HCSCサーバセットアップ定義ファイル
• 連携セットアップ定義ファイル
• HCSCサーバランタイム定義ファイル
• ユーザ定義受付ランタイム定義ファイル

（7） リポジトリのインポート（開発環境）

(1)でエクスポートしたリポジトリ情報を開発環境にインポートします。インポートする
ときは，Eclipseのメニューの［プロジェクト］－［自動的にビルド］をオフにしてか
ら，リポジトリをインポートしてください。リポジトリのインポート終了後は，オンに
戻してください。

旧バージョンのリポジトリをインポートすると，パッケージングおよび配備定義が自動
で実施され，リポジトリ情報が今バージョンに引き継がれます。なお，パッケージング
および配備定義が自動で実施されるのは，旧バージョンでパッケージングおよび配備定
義した HCSCコンポーネントだけです。

注意

07-50より前のバージョンから移行する場合の注意
サービスアダプタ（SessionBean）のユーザ定義クラスに次のファイル名が設
定されているときは，警告メッセージが表示されます。
• csmsvcadpdef.jar
• cscmsg_adpejb.jar

警告メッセージが表示された場合，サービスアダプタ定義画面で，上記のユー
ザ定義クラスを削除し，ファイル名を変更してから，再度設定してください。

メモリについての注意
旧バージョンのリポジトリをインポートするときは，メモリを多く必要としま
す。そのため，次の手順でメモリサイズが十分かどうかを確認し，メモリが不
足している場合は，メモリサイズを増やしてからリポジトリをインポートして
ください。
1. Eclipseのメニューから，［MyEclipse］－［ガーベッジ・コレクションの実
行］を選択します。

2.［メモリー使用量 (MB)］ダイアログの［ガーベッジ・コレクション後］に表
示されている，「最大許容メモリー・サイズ」および「メモリー使用量」を
確認します。

3. 次の条件に当てはまる場合，マニュアル「Cosminexus サービスプラット
フォーム 開発ガイド」の「Eclipseの設定ファイルの確認」を参照し，推奨
値に従ってメモリサイズ（-Xmxの値）を大きくします。条件に当てはまら
ない場合，対処は不要です。
条件：「メモリー使用量」+定義済みサービス数× 3 ＞ 「最大許容メモ
リー・サイズ」
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
推奨値：変更後の「-Xmx」の値 = 定義済みサービス数× 3 +変更前の
「-Xmx」の値

クライアント定義ファイルについての注意
開発環境でサービスアダプタ（Webサービス）を定義した場合，クライアント
定義ファイル（c4webcl.properties）の「c4web.logger.log_file_prefix」の値は，
自動的にサービス IDに変更されます。必要に応じて，移行前のクライアント定
義ファイルを削除してください。詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム 開発ガイド」のクライアント定義ファイルの作成と
設定に関する内容を参照してください。

（8） リポジトリのエクスポート（開発環境）

(7)でインポートしたリポジトリをエクスポートします。

（9） リポジトリのインポート（運用環境）

(8)でエクスポートしたリポジトリをインポートします。なお，旧バージョンのリポジト
リはインポートできません。

cscrepctlコマンド（-importオプション）を運用環境で実行してください。

リポジトリのインポート方法の詳細については，「4.3　リポジトリのインポート」を参
照してください。

（10） HCSCコンポーネントの配備（運用環境）

(9)でインポートしたリポジトリ情報に含まれる HCSCコンポーネントを HCSCサーバ
に配備します。(1)でリポジトリをエクスポートしたときと同じ環境となるように配備し
ます。

csccompodeployコマンド（-allオプション）を運用環境で実行してください。

HCSCコンポーネントの配備方法の詳細については，「3.1.9　サービスアダプタを配備
する」「3.1.10　ビジネスプロセスを配備する」を参照してください。

HCSCコンポーネントの配備後は，バージョンアップ前と同様に HCSCコンポーネント
を操作できます。

　

なお，旧バージョンで使用していたリポジトリ情報をバージョンアップ前後に開発環境
で変更し，変更したリポジトリ情報を使用して運用する場合のバージョンアップ方法に
ついては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照し
てください。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
付録 G.3　上書きインストールする場合の移行手順
上書きインストールで移行できるのは，バージョンが 07-50のときだけです。07-50よ
り前のバージョンを移行する場合は，07-60を新規にインストールして移行してくださ
い。

次の図に示す (1)～ (6)の手順に従って，Cosminexus サービスプラットフォームを
07-50から 07-60へ移行してください。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
図 G-2　上書きインストールする場合の移行手順

図 G-2の (1)～ (6)の手順の詳細を次に示します。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
なお，手順内で使用するコマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してくだ
さい。また，開発環境で実施する作業の詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

バージョン 07-60以降では，開発環境と運用環境で同じリポジトリを共有できません。下位
バージョンでリポジトリを共有していた場合，開発環境と運用環境で別々のリポジトリを用
意して，移行してください。移行手順については，マニュアル「Cosminexus サービスプ
ラットフォーム 開発ガイド」の下位バージョンで開発環境と運用環境のリポジトリを共有し
ていた場合の移行手順を参照してください。

参考
 

リポジトリを共有している場合は，配備済みのコンポーネントをすべて削除してから，(1)
～ (6)の作業を実施することをお勧めします。

（1） リポジトリのエクスポート（運用環境）

バージョンアップ前の運用環境のリポジトリをエクスポートして，いったん退避します。
複数のリポジトリを使用している場合，必要なリポジトリをすべてエクスポートして，
退避します。

cscrepctlコマンド（-exportオプション）を運用環境で実行して，バージョンアップ前の
リポジトリをエクスポートしてください。

リポジトリのエクスポート方法の詳細については，「4.2　リポジトリのエクスポート」
を参照してください。

（2） 各環境の上書きインストール

開発環境，運用環境，実行環境で 07-60の Cosminexus サービスプラットフォームを上
書きインストールしてバージョンアップします。

注意

アンインストールする場合の注意
• J2EEサーバ，Management Server，PRFなど実行環境の構成要素を停止し
てから上書きインストールしてください。

• 組み込みデータベースを使用している場合，組み込みデータベースを停止し
てから上書きインストールしてください。

開発環境をバージョンアップする場合の注意
開発環境では，バージョンアップ前に HCSCTEプロジェクトをいったん削除
し，バージョンアップ後に新しく作成し直してください。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
（3） リポジトリのインポート（開発環境）

(1)でエクスポートしたリポジトリ情報を開発環境にインポートします。旧バージョンの
リポジトリをインポートすると，パッケージングおよび配備定義が自動で実施され，リ
ポジトリ情報が今バージョンに引き継がれます。なお，パッケージングおよび配備定義
が自動で実施されるのは，旧バージョンでパッケージングおよび配備定義した HCSCコ
ンポーネントだけです。

注意
旧バージョンのリポジトリをインポートするときは，メモリを多く必要とします。
そのため，次の手順でメモリサイズが十分かどうかを確認し，メモリが不足してい
る場合は，メモリサイズを増やしてからリポジトリをインポートしてください。
1. Eclipseのメニューから，［MyEclipse］－［ガーベッジ・コレクションの実行］
を選択します。

2.［メモリー使用量 (MB)］ダイアログの［ガーベッジ・コレクション後］に表示さ
れている，「最大許容メモリー・サイズ」および「メモリー使用量」を確認しま
す。

3. 次の条件に当てはまる場合，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォー
ム 開発ガイド」の「Eclipseの設定ファイルの確認」を参照し，推奨値に従って
メモリサイズ（-Xmxの値）を大きくします。条件に当てはまらない場合，対処
は不要です。
条件：「メモリー使用量」+定義済みサービス数× 3 ＞ 「最大許容メモリー・サ
イズ」
推奨値：変更後の「-Xmx」の値 = 定義済みサービス数× 3+変更前の「-Xmx」
の値

（4） リポジトリのエクスポート（開発環境）

(3)でインポートしたリポジトリをエクスポートします。

（5） リポジトリのインポート（運用環境）

(4)でエクスポートしたリポジトリをインポートします。なお，旧バージョンのリポジト
リはインポートできません。

cscrepctlコマンド（-importオプション）を運用環境で実行してください。

リポジトリのインポート方法の詳細については，「4.3　リポジトリのインポート」を参
照してください。

（6） 実行環境のバージョンアップ（運用環境）

運用環境から実行環境のバージョンアップを実施します。

（a）前提条件

実行環境をバージョンアップするには，次の条件を満たす必要があります。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
• データベースが起動していること
• Cosminexusおよび Cosminexus RMの移行が完了していること

Cosminexusの移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。Cosminexus RMの移行方法については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。
• Management Serverが起動していること
• HCSCサーバ，J2EEサーバ，および HCSCコンポーネントが停止していること

前提条件を満たしていない場合，上記の順番で起動，停止，およびバージョンアップを
実施してください。

（b）バージョンアップ方法

次に示すコマンドを運用環境で実行してください。

　

なお，旧バージョンで使用していたリポジトリ情報をバージョンアップ前後に開発環境
で変更し，変更したリポジトリ情報を使用して運用する場合のバージョンアップ方法に
ついては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照し
てください。

付録 G.4　ローリングアップデートの場合の移行手順
ローリングアップデートとは，システムを全面停止しないで，上書きインストールで移
行する方法です。

ローリングアップデートで移行できるのは，バージョンが 07-50のときだけです。07-50
より前のバージョンを移行する場合は，07-60を新規にインストールして移行してくださ
い。

また，ローリングアップデートで移行する場合，2台以上の HCSCサーバでロードバラ
ンスクラスタを構成している必要があります。

次の図に示す (1)～ (14)の手順に従って，Cosminexus サービスプラットフォームを
07-50から 07-60へ移行してください。

 
cscenvupdate -csc <バージョンアップするHCSCサーバ名>
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
図 G-3　ローリングアップデートの場合の移行手順

図 G-3の (1)～ (14)の手順の詳細を次に示します。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
なお，手順内で使用するコマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してくだ
さい。また，開発環境で実施する作業の詳細については，マニュアル「Cosminexus 
サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照してください。

！！！！ 注意事項
 

• バージョン 07-60以降では，開発環境と運用環境で同じリポジトリを共有できません。下
位バージョンでリポジトリを共有していた場合，開発環境と運用環境で別々のリポジトリ
を用意して，移行してください。移行手順については，マニュアル「Cosminexus サービ
スプラットフォーム 開発ガイド」の下位バージョンで開発環境と運用環境のリポジトリを
共有していた場合の移行手順を参照してください。

• ローリングアップデートでの移行が完了するまで，07-50のシステムに対して，次の操作
はできません。
・cscsvsetupコマンドで，新規に HCSCサーバをセットアップする
・csccompodeployコマンドで，新規に HCSCコンポーネントを配備する

（1） リポジトリのエクスポート（運用環境）

バージョンアップ前の運用環境のリポジトリをエクスポートして，いったん退避します。
複数のリポジトリを使用している場合は，すべてのリポジトリをエクスポートして退避
します。

cscrepctlコマンド（-exportオプション）を運用環境で実行して，バージョンアップ前の
リポジトリをエクスポートしてください。

リポジトリのエクスポート方法の詳細については，「4.2　リポジトリのエクスポート」
を参照してください。

（2） リクエストの送信制御（ロードバランサ）

バージョンアップするHCSCサーバ（１台目）に対してリクエストを送信しないよう
に，ロードバランサを設定します。その際，仕掛かり中のリクエストがないことを確認
してください。なお，設定方法は各ロードバランサの仕様によって異なります。

（3） 各環境のインストール

開発環境，運用環境，実行環境（１台目）で 07-60の Cosminexus サービスプラット
フォームをインストールしてバージョンアップします。

次のどちらかの方法でインストールします。

新規にインストールする場合
「付録 G.2　新規にインストールする場合の移行手順」の (2)～ (6)の作業を実施し
ます。

上書きインストールする場合
「付録 G.3　上書きインストールする場合の移行手順」の (2)の作業を実施します。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
注意

上書きインストールをする場合，次の点に注意してください。

・J2EEサーバ，Management Server，PRFなど実行環境の構成要素を停止してから上
書きインストールしてください。

・組み込みデータベースを使用しているときは，組み込みデータベースを停止してから上
書きインストールしてください。

（4） リポジトリのインポート・エクスポート（開発環境・運用環境）

(1)でエクスポートしたリポジトリ情報を開発環境にインポートします。インポートに
よって，古いバージョンで作成したリポジトリ情報が今バージョンに引き継がれます。
そのあと，開発環境のリポジトリ情報を運用環境にインポートし，運用環境にもリポジ
トリ情報を引き継ぎます。

リポジトリのインポート・エクスポートで実施する作業は，(3)のインストール方法に
よって次のように異なります。

新規にインストールした場合
「付録 G.2　新規にインストールする場合の移行手順」の (7)～ (9)の作業を実施し
ます。

上書きインストールした場合
「付録 G.3　上書きインストールする場合の移行手順」の (3)～ (6)の作業を実施し
ます。

（5） 実行環境のバージョンアップ（運用環境）

運用環境から実行環境（1台目）のバージョンアップを実施します。

（a）前提条件

実行環境をバージョンアップするには，次の条件を満たす必要があります。

• データベースが起動していること
• Cosminexusおよび Cosminexus RMの移行が完了していること

Cosminexusの移行方法については，マニュアル「Cosminexus システム構築ガイド」
を参照してください。Cosminexus RMの移行方法については，マニュアル
「Cosminexus Reliable Messaging」を参照してください。
• Management Serverが起動していること
• HCSCサーバおよび J2EEサーバが停止していること

前提条件を満たしていない場合，上記の順番で起動，停止，およびバージョンアップを
実施してください。
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付録 G　下位バージョンからのリポジトリの移行
（b）バージョンアップ方法

次に示すコマンドを運用環境で実行してください。

（6） HCSCサーバの起動（運用環境）

バージョンアップしたHCSCサーバ（１台目）を起動します。

（7） HCSCコンポーネントの開始（運用環境）

(6)で起動した HCSCサーバに配備されているHCSCコンポーネントを開始します。

（8） リクエストの送信制御の解除（ロードバランサ）

バージョンアップしたHCSCサーバ（１台目）に対してリクエストを送信するように，
ロードバランサを設定します。なお，設定方法は各ロードバランサの仕様によって異な
ります。

（9） リクエストの送信制御（ロードバランサ）

バージョンアップするHCSCサーバ（2台目）に対してリクエストを送信しないように，
ロードバランサを設定します。その際，仕掛かり中のリクエストがないことを確認して
ください。なお，設定方法は各ロードバランサの仕様によって異なります。

（10） 実行環境の上書きインストール（実行環境）

実行環境（2台目）で 07-60の Cosminexus サービスプラットフォームを上書きインス
トールしてバージョンアップします。なお，開発環境および運用環境のバージョンアッ
プは，(4)で実施しているため不要です。

注意
• J2EEサーバ，Management Server，PRFなど実行環境の構成要素を停止してか
ら上書きインストールしてください。

• 組み込みデータベースを使用している場合，組み込みデータベースを停止してか
ら上書きインストールしてください。

（11） 実行環境のバージョンアップ（運用環境）

運用環境から実行環境（2台目）のバージョンアップを実施します。

実行環境のバージョンアップ方法については，「(5) 実行環境のバージョンアップ（運用
環境）」を参照してください。

 
cscenvupdate -csc <バージョンアップするHCSCサーバ名>
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（12） HCSCサーバの起動（運用環境）

バージョンアップした HCSCサーバ（2台目）を起動します。

（13） HCSCコンポーネントの開始（運用環境）

(12)で起動した HCSCサーバに配備されているHCSCコンポーネントを開始します。

（14） リクエストの送信制御の解除（ロードバランサ）

バージョンアップした HCSCサーバ（2台目）に対してリクエストを送信するように，
ロードバランサを設定します。なお，設定方法は各ロードバランサの仕様によって異な
ります。

（15） 3台目以降の HCSCサーバ（実行環境）に対しての作業

ロードバランスクラスタを構成しているすべての HCSCサーバに対して，(9)～ (14)の
作業を実施します。

　

なお，旧バージョンで使用していたリポジトリ情報をバージョンアップ前後に開発環境
で変更し，変更したリポジトリ情報を使用して運用する場合のバージョンアップ方法に
ついては，マニュアル「Cosminexus サービスプラットフォーム 開発ガイド」を参照し
てください。
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付録 H　用語解説
付録 H　用語解説

（英字）

CTM（Cosminexus Component Transaction Monitor）
構成ソフトウェアの一つです。サービス部品の実行要求が集中しないようにスケジューリングをす
るための機能です。

DB Connector
データベースに接続するためのリソースアダプタです。

DBアダプタ
データベースの操作をサービス部品として利用する場合に，操作するデータベースや実行する SQL
を定義した HCSCコンポーネントです。

DBキュー
データベースを介してシステム間で連携する，TP1/EE（TP1/Server Base Enterprise Option）の機
能です。DBキュー機能を使用すると，データベースをキューとして，TP1/EEと J2EEとの間で，
非同期型のメッセージ送受信ができます。

EAR（Enterprise ARchive）ファイル
J2EEアプリケーションを構成する複数のファイルを EARファイル形式でパッケージ化したもので
す。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，HCSCコンポーネントをパッケージングして，EAR
ファイルを作成します。

Eclipse
Eclipseプロジェクト（eclipse.org）が提供するオープンソースの統合開発環境です。ソースコード
の編集支援機能やデバッグ機能など，アプリケーションの開発効率を向上させる各種機能を備えて
います。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，Eclipseに必要な機能をプラグインして利用します。

EJB（Enterprise JavaBeans）
業務ロジックをプログラムとして記述したビジネスロジック，および永続的データを格納するオブ
ジェクトであるエンティティを Javaコンポーネント化したものです。Sun Microsystems, Inc.から
EJB仕様が公開されています。

HCSC（Hitachi Cosminexus Service Coordinator）
uCosminexus Service Platformを構成する構成ソフトウェアの一つです。Cosminexus サービスプ
ラットフォームで SOAを適用したシステムを構築，運用するための機能として，ビジネスプロセス
実行機能，データ変換機能，DBアダプタ機能，実行環境の運用管理機能，およびメッセージング制
御機能を提供しています。

HCSC-Business Process（ビジネスプロセス基盤）
ビジネスプロセスの定義に従って，適切なサービス部品を呼び出すための機能です。
1327



付録 H　用語解説
HCSC-Data Transform（データ変換基盤）
データ変換定義に従って，要求電文・応答電文の電文フォーマットを変換する機能です。

HCSC-DB Adapter（DBアダプタ連携基盤）
DBアダプタの定義に従って適切なサービス部品（データベースの操作）を呼び出す機能です。

HCSC-Manager
Cosminexus サービスプラットフォームの運用環境で利用する運用管理機能です。
HCSCサーバのセットアップ機能，HCSCコンポーネントの配備機能，プロセスインスタンスの実
行履歴管理機能などが含まれます。

HCSC-Managerコマンド共通定義ファイル（csccmd.properties）
運用環境で使用するコマンドの必須項目の省略値を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式
のファイルとして作成します。
このファイルに省略値を定義しておくと，コマンド入力時に該当するオプションの入力を省略でき
ます。

HCSC-Manager定義ファイル（cscmng.properties）
運用環境のカスタマイズに必要な情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式のファイル
として作成します。
リポジトリのインポート先となるディレクトリや，ログファイルの大きさ・面数などを定義できま
す。

HCSC-Messaging（メッセージング基盤）
サービスアダプタの定義に従って適切なサービス部品を呼び出す機能です。

HCSCコンポーネント
開発環境で作成するサービスアダプタ，DBアダプタ，ビジネスプロセス，およびユーザ定義受付の
総称です。

HCSCサーバ
実行環境でサービス部品の実行を管理するサーバ機能です。メッセージング基盤，DBアダプタ連携
基盤，ビジネスプロセス基盤，データ変換基盤など，実行環境に必要な機能が含まれます。また，
標準受付や連携受付などの機能も含まれます。

HCSCサーバ構成定義ファイル（cscsvsetup.xml）
HCSCサーバの構成を定義するファイルです。XML形式のファイルとして作成します。
HCSCサーバ，クラスタ，Cosminexus Managerなどの情報を定義できます。

HCSCサーバセットアップ定義ファイル（cscsvsetup.properties）
HCSCサーバのセットアップに必要な情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式の
ファイルとして作成します。
HCSCサーバに設定するクラスタ名や使用できる標準受付の種類などを定義できます。

HCSCサーバランタイム定義ファイル（cscsvconfig.properties）
HCSCサーバの起動時に必要なランタイム情報を定義するファイルです。J2SEのプロパティ形式
のファイルとして作成します。
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実行履歴を採取するかどうかや，トレースファイルのレベル・出力先などを定義できます。

HTTP
インターネットで，WWWサーバとWWWクライアントの間で HTML文書を送受信するための通
信プロトコルです。

J2EE（JavaTM 2 Platform, Enterprise Edition）
Sun Microsystems, Inc.から J2EE仕様が公開されています。

J2EEサーバ
アプリケーションを実行するためのサーバ基盤である J2EEコンテナを生成，実行する環境です。
Cosminexus サービスプラットフォームは，J2EEサーバとして Cosminexus Component 
Containerを使用します。

Java
1991年に Sun Microsystems社内の研究グループが開発したインタプリタ言語を基に，C++をより
移植性と信頼性が高くなるように改良した言語です。Webの普及によってブラウザに応用されてい
ます。

JDBC（Java Database Connectivity）
Javaのプログラムでデータベースを利用するための APIです。
JavaSoftが 1996年前半に仕様を公開しました。Javaプログラムから，JDBC APIを経由して
「JDBCドライバ」を呼び出し，ドライバがデータベース・サーバへの接続機能を提供します。

JP1
日立の統合システム運用管理ミドルウェアの総称です。

MBean（Managed Bean）
管理対象となるリソースを表す Javaオブジェクトです。JMX仕様に基づいて実装されます。マ
ネージャに対するリソースのインターフェースとして機能し，リソースに関する情報や操作をマ
ネージャに提供します。

MyEclipse
Javaアプリケーションの開発環境です。MyEclipseには，Eclipseでアプリケーションを開発する
ときに使用するプラグインがまとめられています。MyEclipseを使用すると，アプリケーションの
作成，J2EEサーバへのアプリケーションのデプロイ，J2EEサーバの起動・停止，データベースの
操作などができます。
Cosminexusでは，構成ソフトウェアとして，MyEclipseの日本語版環境であるMyEclipse for 
Cosminexusを提供しています。

RMI-IIOP
JavaRMIと JavaIDLを統合した APIです。

SessionBean
セッション単位での処理を行う機能がある，EJBで規定されている Beanの一つです。
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SOAP（Simple Object Access Protocol）
ネットワーク上のサービス部品を呼び出す際のメッセージを規定したものです。HTTPと XMLが
ベースとなっています。

TP1アダプタ
Cosminexusサービスプラットフォームの実行環境から既存の OpenTP1システム内にあるサービス
部品を呼び出す場合に利用するアダプタです。

uCosminexus Service Architect
Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境を構築・運用するための製品です。

uCosminexus Service Platform
Cosminexus サービスプラットフォームの実行環境・運用環境を構築・運用するための製品です。

W3C（World Wide Web Consortium）
XMLや DOMを含むWeb関連技術の標準化を推進する非営利団体です。

Webサービス
インターネット上に分散するアプリケーションが提供するサービスを，クライアントに APIとして
提供するサービス部品です。

WS-R（Web Services Reliability）
標準化団体 OASISで標準化された，インターネット向けのオープンな非同期通信プロトコルです。

XMLスキーマ
W3C勧告で定められた仕様で，XML文書内の論理的なデータ構造を規定するための仕組みです。

（ア行）

アダプタ
サービスリクエスタからの要求電文を受け取り，アダプタ内で定義されているサービス部品へ要求
電文を送信して，サービス部品を呼び出すアプリケーションです。
アダプタには，標準で使用するサービスアダプタ（標準アダプタ）と，ユーザが必要に応じて使用
するカスタムアダプタ（DBアダプタ，TP1アダプタなど）があります。サービスアダプタは，
Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），およびMDB（DBキュー）のサービス部品を呼び
出すアダプタです。カスタムアダプタは，それ以外のサービス部品を呼び出すアダプタです。

運用環境
開発環境で作成した EARファイルをリポジトリから読み込み，実行環境に配備する環境です。ま
た，実行環境で利用する HCSCサーバをセットアップします。実行環境での業務の運用を開始した
あとは，システムの起動・停止，および状態を監視します。

永続化
ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行状況を履歴として，データベースに記録すること
です。
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応答電文
サービス部品の実行結果を返すための電文です。応答電文には，サービス部品からHCSCサーバに
送信される電文と，HCSCサーバからサービスリクエスタに送信される電文があります。

（カ行）

開発環境
実行環境でサービス部品を呼び出すために必要なHCSCコンポーネントを作成したり，作成した
HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよびクラスタにどのように配備するか定義（配備定義）し
たりする環境です。

カスタムアダプタ
呼び出すサービス部品の種類が，Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DB
キュー）以外のアダプタです。

クラスタ
ある共通の機能を提供するサーバの集合です。
Cosminexus サービスプラットフォームでは，複数の HCSCサーバでクラスタを構成するロードバ
ランスクラスタと，二つの HCSCサーバで実行系と待機系を構成する HAクラスタがあります。

（サ行）

サービス
業務と一対一に対応し，業務に必要な機能を再利用できるソフトウェア部品のことです。SOAで
は，サービスを組み合わせて業務システムを構築します。これによって，業務の変化に対して，シ
ステムを迅速に変更できます。

サービスアダプタ
どのサービス部品を実行するかを定義したHCSCコンポーネントです。呼び出すサービス部品の種
類（Webサービス，SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DBキュー））ごとに定義する内容は異
なります。

サービス部品
サービスアダプタおよび DBアダプタから実行できる業務処理のことです。Webサービス，
SessionBean，MDB（WS-R），MDB（DBキュー），およびデータベースの操作をサービス部品と
して利用できます。

サービスリクエスタ
HCSCサーバへサービス部品の実行要求（要求電文）を送信するアプリケーションです。HCSC
サーバの標準受付が同期標準受付（Webサービス／ SessionBean）か，非同期標準受付（MDB
（WS-R）／MDB（DBキュー））か，またはユーザ定義受付（Webサービス）かによって，作成す
るサービスリクエスタの形式が異なります。
標準受付にサービス部品の実行を要求するサービスリクエスタを作成するときは，HCSCサーバに
送信される要求電文の電文フォーマットを，標準電文に合わせる必要があります。
ユーザ定義受付にサービス部品の実行を要求するサービスリクエスタを作成するときは，サービス
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部品またはビジネスプロセスに定義した電文フォーマット（WSDL）に合わせることができます。

システム構成定義
HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ情報と，HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよび
クラスタにどのように配備するかの情報が含まれる定義情報です。
HCSCサーバおよびクラスタのセットアップ情報は，運用環境で更新されます。開発環境では，
HCSCサーバおよびクラスタに HCSCコンポーネントをどのように配備するかの情報を定義しま
す。

実行環境
サービスリクエスタで受け付けた実行要求に応じて，HCSCサーバを介して適切なサービス部品を
呼び出し，業務を実行する環境です。

実行履歴
ビジネスプロセスのプロセスインスタンスの実行履歴と電文の実行履歴とがあります。ビジネスプ
ロセスの実行状況や応答状況を確認したり，サービス部品の情報や電文の配送経路や配送状態を確
認したりできます。

実行履歴情報テーブル
ビジネスプロセスや電文のプロセスインスタンスおよび電文の実行履歴を管理するテーブルです。

性能解析トレース
Cosminexusシステムの性能解析をするためのトレース情報です。

相関セット
サービスリクエスタから送信された要求電文を一意に識別するために利用する文字列です。HCSC
サーバには，サービスリクエスタから相関セットを含む要求電文が送信されます。サービス部品の
HCSCサーバは，相関セットを含んだ応答電文をサービスリクエスタに返信します。その結果，
サービスリクエスタは受信した応答電文が，どの要求電文に対する応答であるのかを一意に識別で
きます。

（タ行）

データ変換
標準電文とサービス部品電文の電文フォーマットが異なる場合に，データ変換定義に従って，標準
電文をサービス部品電文の電文フォーマットに変換することです。

データ変換定義
標準電文とサービス部品電文の電文フォーマットの相違を解消するためのデータ変換方法を定義し
たものです。標準電文とサービス部品電文の電文フォーマット定義ファイルの各要素をマッピング
し，必要に応じてファンクションを設定して定義します。

電文フォーマット
要求電文および応答電文のデータ構造です。
サービスリクエスタから HCSCサーバに送信される要求電文の電文フォーマットは，標準電文の電
文フォーマットに合わせる必要があります。標準電文とサービス部品に実行要求するための電文
（サービス部品電文）の電文フォーマットが異なる場合は，データ変換定義を作成して，電文フォー
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マットの相違を解消します。

電文フォーマット定義ファイル
電文の構造（電文フォーマット）を定義したファイルです。XMLフォーマット定義ファイルとバイ
ナリフォーマット定義ファイルとがあります。サービス部品の実行に利用する電文で XML形式の
データを扱う場合は，XMLフォーマット定義ファイルを，バイナリ形式（XML形式以外）のデー
タを扱う場合は，バイナリフォーマット定義ファイルを利用します。

（ハ行）

配備
HCSCコンポーネントを適切な HCSCサーバに配置することです。開発環境で作成した HCSCコ
ンポーネントは，運用環境を利用して実行環境（HCSCサーバ）に配備します。

配備定義
開発環境で，HCSCコンポーネントを HCSCサーバおよびクラスタにどのように配備するか定義
し，システム構成定義を更新することです。運用環境から HCSCコンポーネントを配備するときに
は，開発環境で配備定義したシステム構成定義の内容に従って配備します。

パッケージング
開発環境で作成した HCSCコンポーネントを，実行環境に配備できるように EARファイルに組み
立てることです。

ビジネスプロセス
複数のサービス部品の処理の順番や条件などを定義して，一連の業務の流れとして定義したもので
す。Cosminexus サービスプラットフォームの開発環境では，複数のアクティビティを画面上に配置
し，コネクションで連結して定義します。

標準受付
サービスリクエスタからの要求電文を受け付けるための機能（インターフェース）です。HCSC
サーバに含まれる機能です。標準受付を開始すると，サービスリクエスタからの要求電文を受け付
けられる状態になります。
同期受付（Webサービス／ SessionBean）および非同期受付（MDB（WS-R）／MDB（DB
キュー））の要求を受け付けることができます。

標準電文（標準電文フォーマット）
Cosminexus サービスプラットフォームで提供する標準的な電文フォーマットです。

プロセスインスタンス
ビジネスプロセスで実行している業務の一つの実体です。ワークフローの案件に相当します。

（マ行）

メソッドトレース
障害が発生し，原因の究明が困難な場合に必要な情報です。
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（ヤ行）

ユーザ定義受付
サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるための機能（インターフェース）です。HCSC
サーバに含まれる標準受付とは異なり，ユーザが任意のインターフェースを定義できます。定義し
たユーザ定義受付を HCSCサーバに配備して開始すると，サービスリクエスタからの要求電文を受
け付けられる状態になります。

ユーザ電文
サービスリクエスタから送信される要求電文です。

要求電文
サービス部品の実行を要求するための電文です。要求電文には，サービスリクエスタから HCSC
サーバに送信される電文と HCSCサーバ内のアダプタからサービス部品に送信される電文がありま
す。

（ラ行）

リクエスト受付
標準受付およびユーザ定義受付の総称です。サービスリクエスタからの実行要求を受け付けるため
の機能（インターフェース）です。

リクエストトレース
メッセージング基盤での，標準受付，ビジネスプロセス受付，またはサーバ間転送受付で受け付け
たリクエストの BPやサービスアダプタの呼び出し先やその結果を把握するための情報です。

リポジトリ
定義した HCSCコンポーネントやシステム構成定義を格納するディレクトリです。格納した情報
は，リポジトリの管理機能（リポジトリのインポート／エクスポート機能）を利用して，開発環境
と運用環境との間で受け渡しします。

連携受付
クラスタ間の連携を有効にするための機能です。HCSCサーバに含まれる機能です。連携受付を開
始すると，クラスタ間の連携が有効になります。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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